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このマニュアルについて

ここでは、このマニュアルの目的、対象読者、構成、および表記法、そして関連資料の入手方法に

ついて説明します。

（注） このマニュアルには、シスコ製品の最新情報が記載されていない可能性があります。次の URL か  
らシスコの製品マニュアルのページにアクセスすることにより、最新資料を入手することができま

す。 
 

http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/tsd_products_support_category_home.html

ここでは、次の内容について説明します。

 • 目的（P.xxvi）

 • 対象読者（P.xxvi）

 • マニュアルの構成（P.xxvii）

 • 関連マニュアル（P.xxviii）

 • 表記法（P.xxviii）

 • 技術情報の入手方法、サポートの利用方法、およびセキュリティ ガイドライン（P.xxx）

 • シスコ製品のセキュリティの概要（P.xxx）

http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/tsd_products_support_category_home.html
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目的
『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』では、Cisco Unified      

Communications Manager（旧称 Cisco Unified CallManager）システムの管理に必要な手順を説明しま    
す。このマニュアルには、Cisco Unified Communications Manager の管理ページを使用して行う作業    
手順の説明があります。さらに、『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガ     
イド 』は Cisco Unified Communications Manager を使用する際に役立つコマンドの解説も記述してい      
ます。このマニュアルは、『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』と併せてお読     
みください。システム ガイドでは、Cisco Unified Communications Manager の管理ページを使用して     
機能をセットアップする場合のヒントを提供しています。その他にも、Cisco Unified Communications  
Manager とそのコンポーネントの概要について記述しています。

対象読者
『 Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド 』は、Cisco Unified        

Communications Manager システムの管理を担当するネットワーク管理者を対象にしています。テレ  
フォニーおよび IP ネットワーキング テクノロジーに関する知識が必要です。
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マニュアルの構成
次の表に、このマニュアルの構成を示します。

各部構成 説明

第 1 部 「Cisco Unified Communications Manager」

Cisco Unified Communications Manager の設定と動作に関する概要を全般的に説明し    
ています。

第 2 部 「システムの設定」

Cisco Unified Communications Manager の管理ページの［システム］メニューの項目    
を設定する方法を説明しています。

第 3 部 「コール ルーティングの設定」

Cisco Unified Communications Manager でコール ルーティング機能を設定する方法を     
説明しています。

第 4 部 「メディア リソースの設定」

Cisco Unified Communications Manager と連携して使用されるメディア リソースを設     
定する方法を説明しています。

第 5 部 「ボイスメールの設定」

Cisco Unified Communications Manager の管理ページでボイスメールとボイス メッ     
セージの機能を設定する方法を説明しています。

第 6 部 「デバイスの設定」

Cisco Unified Communications Manager でデバイスを設定する方法を説明しています。

第 7 部 「アプリケーションの設定」

プラグイン アプリケーションとアプリケーション インターフェイスを設定する方  
法を説明しています。

第 8 部 「ユーザ管理の設定」

Cisco Unified Communications Manager でアプリケーション ユーザ、エンド ユーザ、      
権限、ユーザ グループ、ユーザ関連 CAPF プロファイル、および SIP レルムを設定     
する方法を説明しています。

第 9 部 「Cisco Unified Communications Manager 一括管理」

Cisco Unified Communications Manager 一括管理について説明しています。

第 10 部 「付録」

依存関係レコードおよびシスコ以外の SIP 電話機の設定について説明しています。
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関連マニュアル
Cisco IP テレフォニー関連のアプリケーションと製品の詳細については、次の資料を参照してくだ  
さい。

 • Cisco Unified Communications Manager インストレーション ガイド Release 6.0(1)

 • Cisco Unified Communications Manager アップグレード手順 Release 6.0(1)
 • Release Notes for Cisco Unified Communications Manager Release 6.0(1)

 • Cisco Unified Communications Manager システム ガイド

 • Cisco Unified Communications Manager Serviceability アドミニストレーション ガイド

 • Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド

 • Cisco Unified Communications Manager トラブルシューティング ガイド 

 • Cisco Unified IP Phone アドミニストレーション ガイド for Cisco Unified Communications Manager

 • Cisco Unified Communications Manager Bulk Administration ガイド

 • Cisco Unified Communications Manager セキュリティ ガイド

表記法
このマニュアルでは、次の表記法を使用しています。

表記法 説明

太字 コマンドおよびキーワードは、太字で示しています。

イタリック体 ユーザが値を指定する引数は、イタリック体で示しています。

［   ］ 角カッコの中の要素は、省略可能です。

{ x | y | z } 必ずどれか 1 つを選択しなければならない必須キーワードは、波カッ  
コで囲み、縦棒で区切って示しています。

［ x | y | z ］ どれか 1 つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッコで囲み、  
縦棒で区切って示しています。

ストリング 引用符を付けない一組の文字。ストリングの前後には引用符を使用し

ません。引用符を使用すると、その引用符も含めてストリングとみな

されます。

screen フォント システムが表示する端末セッションおよび情報は、screen フォントで 
示しています。

太字の screen フォント ユーザが入力しなければならない情報は、太字の screen フォントで示  
しています。

イタリック体の screen 
フォント

ユーザが値を指定する引数は、イタリック体の screen フォントで示し  
ています。

 このポインタは、例文中の重要な行を強調表示します。
^ ^ 記号は、Ctrl キーを表します。たとえば、画面に表示される ^D とい    

うキーの組み合せは、Ctrl キーを押しながら D キーを押すことを意味   
します。

<   > パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲んで表します。
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（注）は、次のように表しています。

（注） 「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。

ワンポイント アドバイスは、次のように表しています。

ワンポイント・アドバイス 時間を節約する方法です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮できます。

ヒントは、次のように表しています。

ヒント 便利なヒントです。

注意は、次のように表しています。

注意 「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されていま

す。

警告は、次のように表しています。

警告 「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。機器の作業を行う

ときは、電気回路の危険性および一般的な事故防止対策に十分注意してください。
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技術情報の入手方法、サポートの利用方法、およびセキュリティ ガイド 
ライン

技術情報の入手、サポートの利用、技術情報に関するフィードバックの提供、セキュリティ ガイド 
ライン、推奨するエイリアスおよび一般的なシスコのマニュアルに関する情報は、月刊の

『What’s New in Cisco Product Documentation』を参照してください。ここには、新規および改訂版の     
シスコの技術マニュアルもすべて記載されています。次の URL からアクセスできます。

http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html

シスコ製品のセキュリティの概要
本製品には暗号化機能が備わっており、輸入、輸出、配布および使用に適用される米国および他の

国での法律を順守するものとします。シスコの暗号化製品を譲渡された第三者は、その暗号化技術

の輸入、輸出、配布、および使用を許可されたわけではありません。輸入業者、輸出業者、販売業

者、およびユーザは、米国および他の国での法律を順守する責任があります。本製品を使用するに

あたっては、関係法令の順守に同意する必要があります。米国および他の国の法律を順守できない

場合は、本製品を至急送り返してください。 

シスコの暗号化製品に適用される米国の法律の概要については、次の URL で参照できます。 
http://www.cisco.com/wwl/export/crypto/tool/stqrg.html 
何かご不明な点があれば、export@cisco.com まで電子メールを送信してください。

http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html
http://www.cisco.com/wwl/export/crypto/tool/stqrg.html
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1
概要

Cisco Unified Communications Manager（以前は Cisco Unified CallManager）は、コールを処理するた      
めのソフトウェア ベースのコンポーネントであり、Cisco Unified Communications ファミリの製品で    
す。さまざまなタイプの Cisco Media Convergence Server が、Cisco Unified Communications Manager        
のコール処理、サービス、およびアプリケーションに対して可用性の高いサーバ プラットフォーム 
を提供します。

Cisco Unified Communications Manager システムは、企業のテレフォニー機能をパケット テレフォ     
ニー デバイスまで拡張して、たとえば、IP Phone、メディア処理デバイス、Voice-over-IP（VoIP）  
ゲートウェイ、マルチメディア アプリケーションなどを提供します。その他にも、統合メッセージ 
ング、マルチメディア会議、コラボレーション連絡センター、対話型マルチメディア応答システム

などで使用されるデータ、音声、ビデオの各サービスでは、オープン型の Cisco Unified  
Communications Manager テレフォニー API を利用してサービス間の情報を交換することが可能にな    
ります。 

Cisco Unified Communications Manager は、Cisco 統合テレフォニー アプリケーションおよびサード      
パーティ アプリケーションに対して、シグナリングとコール制御のサービスを提供します。Cisco 
Unified Communications Manager の主な機能は、次のとおりです。

 • コール処理

 • シグナリングとデバイス制御

 • ダイヤル プランの管理

 • 電話機能の管理

 • ディレクトリ サービス

 • Operations, administration, management, and provisioning（OAM&P; 操作、アドミニストレーショ     
ン、管理、およびプロビジョニング）

 • Cisco IP Communicator、Cisco Unified IP Interactive Voice Response（IP IVR）、Cisco Unified         
Communications Manager Attendant Console などの外部音声処理アプリケーションに対するプロ    
グラミング インターフェイス

追加情報

P.1-10 の「関連項目」を参照してください。
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主な機能と利点
Cisco Unified Communications Manager システムには、音声会議と WebAttendant 機能を利用するのに      
必要な一連の統合音声アプリケーションが組み込まれています。音声アプリケーションが組み込ま

れているため、音声処理用に特別のハードウェアは必要ありません。保留、任意転送、自動転送、

会議、複数回線通話、自動ルート選択、スピード ダイヤル、前回かけた番号のリダイヤルなどの補 
助的な拡張サービスが、IP Phone とゲートウェイに付加されます。Cisco Unified Communications    
Manager はソフトウェア アプリケーションなので、実稼働環境で機能を拡張するには、サーバ プ   
ラットフォーム上でソフトウェアをアップグレードするだけで済み、高価なハードウェアのアップ

グレード費用が不要になります。 

Cisco Unified Communications Manager は、すべての Cisco Unified IP Phone、ゲートウェイ、アプリ        
ケーションと IP ネットワーク全体に配備が可能なため、分散型のバーチャル テレフォニー ネット    
ワークを構築することができます。このアーキテクチャにより、システムのアベイラビリティとス

ケーラビリティが向上します。コール アドミッション制御により、帯域幅に制約のある WAN リン   
ク内での音声 QoS が保証され、WAN 帯域幅が十分でないときには別の公衆電話交換網（PSTN）に   
コールが自動転送されます。

Cisco Unified Communications Manager 設定データベースへのインターフェイスは通常の Web ブラウ      
ザを使用しているので、リモート デバイスとリモート システムの設定機能も提供しています。ユー  
ザおよび管理者は、このインターフェイスを使用して HTML ベースのオンライン ヘルプにアクセ   
スすることができます。

アプライアンスと同様に動作するように設計された Cisco Unified Communications Manager は、次の     
機能を備えています。

 • Cisco Unified Communications Manager サーバは、お客様やパートナーがサーバを配置しやすい    
ように、ソフトウェアと共に事前にインストールされた状態で入手できます。このサーバは

アップデートを自動的に検索し、システムに対する重要なセキュリティ修正やソフトウェア

アップグレードが使用可能になると、管理者に自動的に通知することができます。このプロセ

スは、Electronic Software Upgrade Notification と呼ばれます。

 • Cisco Unified Communications Manager サーバは、コールの処理を続けたままアップグレードす    
ることができるため、アップグレードは最小限のダウンタイムで完了します。

 • Cisco Unified Communications Manager は高解像度の電話ディスプレイ上で Unicode をサポート      
しているため、アジアおよび中東地域での使用をサポートしています。

 • Cisco Unified Communications Manager は、Fault, Configuration, Accounting, Performance, and        
Security（FCAPS）を提供します。

追加情報

P.1-10 の「関連項目」を参照してください。
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Cisco Unified Communications Manager の管理ページの参照
Cisco Unified Communications Manager の管理プログラムには、Web サーバとなっていない PC、また      
は Cisco Unified Communications Manager がインストールされていない PC からアクセスします。       
Cisco Unified Communications Manager の管理ページのサーバ上には、ブラウザ ソフトウェアはあり     
ません。サーバの参照の詳細については、P.1-3 の「Web ブラウザ」を参照してください。

追加情報

P.1-10 の「関連項目」を参照してください。

Web ブラウザ
Cisco Unified Communications Manager の管理ページは、次の Microsoft Windows オペレーティング シ        
ステム ブラウザをサポートしています。

 • Microsoft Internet Explorer (IE) 6.0

 • Netscape 7.1

ネットワーク内の任意のユーザ PC から、Cisco Unified Communications Manager の管理ページを実      
行しているサーバを参照し、管理特権でログインします。

（注） 多数のユーザが同時に Cisco Unified Communications Manager の管理ページにログインすると、パ     
フォーマンスが低下する場合があります。同時にログインするユーザおよび管理者の数は制限して

ください。

（注） Cisco Unified Communications Manager の管理ページは、ブラウザのボタンをサポートしていません。    
設定作業を行うときは、ブラウザ ボタン（［戻る］ボタンなど）を使用しないでください。

Cisco Unified Communications Manager の管理ページへのログイン
Cisco Unified Communications Manager の管理ページにログインする手順は、次のとおりです。

手順

サーバを参照して Cisco Unified Communications Manager の管理ページにログインする手順は、次の     
とおりです。

ステップ 1 適当なオペレーティング システム ブラウザを起動します。

ステップ 2 Web ブラウザのアドレスバーに次の URL を入力します。大文字と小文字は区別してください。

https://<Unified CM-server-name>:{8443}/ccmadmin/showHome.do 

ただし、<Unified CM-server-name> はサーバの名前または IP アドレスです。

（注） ポート番号を指定することもできます。
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ステップ 3 ［セキュリティの警告］ダイアログボックスが表示されます。適切なボタンをクリックします。

ステップ 4 Cisco Unified Communications Manager の管理ページのメイン ウィンドウで、Cisco Unified 
Communications Manager のインストール時に指定したユーザ名とパスワードを入力し、［ログイン］
をクリックします。

（注） セキュリティを維持するために、30 分が経過すると、ユーザは Cisco Unified Communications Manager     
の管理ページからログアウトされます。この場合、もう一度ログインする必要があります。

追加情報

P.1-10 の「関連項目」を参照してください。

Cisco Unified Communications Manager の管理ページからのログオフ

手順

Cisco Unified Communications Manager の管理ページからログオフする手順は、次のとおりです。

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager の管理ページのメイン ウィンドウで、右上にある［ログアウ     
ト］ボタンをクリックします。

ステップ 2 ログイン フィールドのあるウィンドウが再表示されます。

追加情報

P.1-10 の「関連項目」を参照してください。

Secure Sockets Layer 上のハイパーテキスト転送プロトコル（HTTPS）
ブラウザ クライアントと Web サーバ間（Microsoft Windows ユーザの場合）の通信を保護する Secure      
Sockets Layer（SSL）上のハイパーテキスト転送プロトコルは、証明書およびインターネット上で 
転送されるデータを暗号化する公開鍵を使用します。また、HTTPS は、ユーザのログイン パスワー  
ドが Web 経由で安全に転送されるようにします。Cisco Unified Communications Manager の管理ペー      
ジ、Cisco Unity Connection の管理、Cisco Unified Serviceability、Cisco Unified Communications Manager        
ユーザ オプション ページ、トレース収集ツール、Real-Time Monitoring Tool（RTMT）、および XML     
（AXL）アプリケーション プログラミング インターフェイスの各 Cisco Unified Communications     

Manager アプリケーションは、HTTPS をサポートしており、HTTPS によってサーバの ID を保証し     
ます。 

自己署名証明書は、インストール時に Web サーバ上で生成されます（この証明書は、アップグレー  
ド時にも移行されます）。



第 1章      概要
Cisco Unified Communications Manager の管理ページの参照    

1-5
Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド     

OL-12525-01-J

（注） ホスト名を使用して Web アプリケーションにアクセスし、信頼できるフォルダ内の証明書をイン  
ストールしてから、ローカルホストまたは IP アドレスを使用してアプリケーションにアクセスし  
ようとすると、セキュリティ証明書の名前がサイトの名前と一致しないことを知らせる［セキュリ

ティの警告］ダイアログボックスが表示されます。  
 

ローカルホスト、IP アドレス、または URL 内のホスト名を使用して HTTPS をサポートしているア     
プリケーションにアクセスする場合は、URL タイプごとに（ローカル ホスト、IP アドレスなどと   
共に）信頼できるフォルダ内に証明書を保存する必要があります。URL のタイプごとに証明書を 
保存しない場合、各タイプに対して［セキュリティの警告］ダイアログボックスが表示されます。

Cisco Unified Communications Manager の管理ページでの Internet Explorer および HTTPS の使用方
法 

Web アプリケーションにアクセスするたびに［セキュリティの警告］ダイアログボックスが表示さ 
れないように、信頼できるフォルダ内に CA ルート証明書を保存する手順は、次のとおりです。ブ  
ラウザ クライアントから Cisco Unified Communications Manager をインストールまたはアップグレー      
ドした後に、システム管理者（またはユーザ）が最初に Cisco Unified Communications Manager の管     
理ページまたは他の Cisco Unified Communications Manager SSL が使用可能になっている仮想ディレ      
クトリにアクセスするとき、サーバを信頼するかどうかをたずねる［セキュリティの警告］ダイア

ログボックスが表示されます。ダイアログボックスが表示されたら、次の作業のいずれかを実行し

ます。

 • ［はい］をクリックして、現在の Web セッションに対してのみ証明書を信頼する。現在のセッ  
ションに対してのみ証明書を信頼すると、［セキュリティの警告］ダイアログボックスは、信

頼できるフォルダに証明書をインストールするまで、アプリケーションにアクセスするたびに

表示されます。 

 • ［証明書の表示］ >［証明書のインストール］の順にクリックして証明書のインストールを実行 
し、その証明書を常に信頼することを指定する。信頼できるフォルダ内に証明書をインストー

ルした場合、Web アプリケーションにアクセスするたびに［セキュリティの警告］ダイアログ 
ボックスが表示されることはありません。

 • ［いいえ］をクリックして、操作をキャンセルする。認証は行われず、Web アプリケーション 
にアクセスできません。Web アプリケーションにアクセスするには、［はい］をクリックする 
か、［証明書の表示］ >［証明書のインストール］オプションで証明書をインストールする必要 
があります。 

［セキュリティの警告］ダイアログボックスで実行できるその他の作業については、『Cisco Unified 
Communications Manager セキュリティ ガイド』を参照してください。

手順

ステップ 1 Web サーバ上のアプリケーションを参照します。

ステップ 2 ［セキュリティの警告］ダイアログボックスが表示されたら、［証明書の表示］をクリックします。 

ステップ 3 ［証明書］ペインで、［証明書のインストール］をクリックします。

ステップ 4 ［次へ］をクリックします。

ステップ 5 ［証明書をすべて次のストアに配置する］オプション ボタンをクリックし、［参照］をクリックしま 
す。
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ステップ 6 ［信頼されたルート証明機関］を参照します。

ステップ 7 ［次へ］をクリックします。

ステップ 8 ［完了］をクリックします。

ステップ 9 証明書をインストールするために、［はい］をクリックします。

インポートが正常に行われたことを知らせるメッセージが表示されます。［OK］をクリックします。

ステップ 10 ダイアログボックスの右下にある［OK］をクリックします。

ステップ 11 証明書を信頼し、このダイアログボックスを再び表示しない場合は、［はい］をクリックします。

（注） ローカルホスト、IP アドレス、または URL 内のホスト名を使用して HTTPS をサポートし     
ているアプリケーションにアクセスする場合は、URL タイプごとに（ローカル ホスト、IP  
アドレスなどと共に）信頼できるフォルダ内に証明書を保存する必要があります。URL の 
タイプごとに証明書を保存しない場合、各タイプに対して［セキュリティの警告］ダイア

ログボックスが表示されます。

追加情報

P.1-10 の「関連項目」を参照してください。

Cisco Unified Communications Manager の管理ページでの Netscape および HTTPS の使用方法 

Netscape で HTTPS を使用する場合、証明書のクレデンシャルを表示し、1 回のセッションに対して    
証明書を信頼する、期限が切れるまでその証明書を信頼する、または証明書を信頼しない、のいず

れかを選択できます。

ヒント 1 回のセッションに対してのみ証明書を信頼する場合は、HTTPS がサポートされているアプリケー  
ションにアクセスするたびに次の手順を繰り返す必要があります。証明書を信頼しない場合は、ア

プリケーションにアクセスできません。

次の手順を実行して、信頼できるフォルダに証明書を保存します。

手順

ステップ 1 Netscape を使用して、アプリケーション（たとえば、Cisco Unified Communications Manager の管理     
ページ）を参照します。

証明書に関するダイアログボックスが表示されます。

ステップ 2 次のいずれかのオプション ボタンをクリックします。
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 • ［この証明書をこのセッションのために一時的に受け入れる］

 • ［この証明書を受け入れない /この Web サイトに接続しない］

 • ［この証明書を永続的に受け入れる］

（注） ［この証明書を受け入れない /この Web サイトに接続しない］を選択した場合、アプリケー  
ションは表示されません。

（注） 作業を続行する前に証明書のクレデンシャルを表示する場合は、［証明書を調査］をクリッ

クします。クレデンシャルを確認し、［閉じる］をクリックします。

ステップ 3 ［OK］をクリックします。

［セキュリティに関する警告］ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 4 ［OK］をクリックします。

追加情報

P.1-10 の「関連項目」を参照してください。
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Cisco Unified Communications Manager の管理アプリケーションで
の操作

ログインすると、［Cisco Unified Communications Manager の管理］ウィンドウが再表示されます。こ    
のウィンドウの右上には、［ナビゲーション］と呼ばれるドロップダウン リスト ボックスがありま  
す。このドロップダウン リスト ボックスにあるアプリケーションにアクセスするには、必要なプ  
ログラムを選択し、［移動］をクリックします。ドロップダウン リスト ボックスに表示されるオプ  
ションは、次の Cisco Unified Communications Manager アプリケーションです。

 • ［Cisco Unified Communications Manager の管理］：Cisco Unified Communications Manager にアクセ        
スしたときに、デフォルトとして表示されます。システム パラメータ、ルート プラン、デバ  
イスなどを設定するには、Cisco Unified Communications Manager の管理ページを使用します。

 • ［Cisco Unified サービスアビリティ］：Cisco Unified Serviceabilityのメイン ウィンドウが表示さ     
れます。このアプリケーションは、トレース ファイルとアラームを設定し、サービスをアク 
ティブまたは非アクティブにするために使用します。 

 • ［Cisco Unified OS の管理］：［Cisco Unified OS の管理］ウィンドウが表示され、Cisco Unified       
Communications Manager プラットフォームの設定と管理を行えます。このアプリケーションに  
ログインするには、その前に他のすべてのアプリケーションからログオフする必要がありま

す。

 • ［［障害復旧システム］：Cisco Disaster Recovery System が表示されます。このプログラムは、Cisco    
Unified Communications Manager クラスタ内のすべてのサーバに対して、データの完全パック   
アップおよび復元機能を提供します。このアプリケーションにログインするには、その前に他

のすべてのアプリケーションからログオフする必要があります。

Cisco Unified Communications Manager の管理ページにログインすると、各アプリケーションにログ    
インすることなく、［ナビゲーション］ドロップダウン リスト ボックスに表示されるすべてのアプ  
リケーションにアクセスできます。ただし、Cisco Unified オペレーティング システムの管理ページ   
および Disaster Recovery System を除きます。Cisco Unified オペレーティング システムの管理ページ       
または Disaster Recovery System の GUI には、Cisco Unified Communications Manager の管理ページへ          
のアクセスに使用したものと同じユーザ名とパスワードではアクセスできません。これらのアプリ

ケーションに Cisco Unified Communications Manager の管理ページからアクセスするには、［Cisco     
Unified Communications Manager の管理］ウィンドウの右上にある［ログアウト］ボタンをクリック   
してから［ナビゲーション］ドロップダウン リスト ボックスでアプリケーションを選択し、［移動］  
をクリックします。

［ナビゲーション］ドロップダウン リスト ボックスに表示されるいずれかのアプリケーション  
（Cisco Unified オペレーティング システムの管理ページまたは Disaster Recovery System を除く）に       
ログイン済みの場合は、［ナビゲーション］ドロップダウン リスト ボックスからログインすること  
なく、Cisco Unified Communications Manager の管理ページにアクセスできます。それには、［Cisco    
Unified Communications Manager の管理］を選択して、［移動］をクリックします。

追加情報

P.1-10 の「関連項目」を参照してください。
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アクセシビリティ
Cisco Unified Communications Manager の管理ページおよび Cisco Unified Communications Manager        
ユーザ オプション ページは、マウスを使用しなくてもウィンドウ上のボタンにアクセスできる機  
能を備えています。ウィンドウ上のどの位置でも次の手順を実行できるため、さまざまなフィール

ドを移動するときに、スクロールしたり Tab キーを押したりする必要はありません。

ウィンドウにあるアイコンへのアクセス

Cisco Unified Communications Manager の多くのウィンドウには、ウィンドウの一番上にアイコンが    
あります。たとえば、保存を実行するためのディスクのアイコン、追加を実行するためのプラス記

号（+）のアイコンなどです。これらのアイコンにアクセスする手順は、次のとおりです。

1. Alt キーを押し、1 キーを押して、Tab キーを押します。左側の最初のアイコンが強調表示され   
ます。次のアイコンに移動するには、もう一度 Tab キーを押します。

2. Enter キーを押します。アイコンが表している機能（追加など）が実行されます。

ウィンドウにあるボタンへのアクセス

Cisco Unified Communications Manager と Cisco PCA の多くのウィンドウには、ウィンドウの一番下       
にボタンがあります。たとえば、保存のボタンや追加のボタンなどです。これらのボタンにアクセ

スする手順は、次のとおりです。

1. Alt キーを押し、2 キーを押して、Tab キーを押します。左側の最初のボタンが強調表示されま   
す。次のボタンに移動するには、もう一度 Tab キーを押します。

2. Enter キーを押します。ボタンが表している機能（保存など）が実行されます。

参考情報
 • Cisco Unified Communications Manager システム ガイド

 • Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド

 • Cisco Unified Communications Manager Serviceability アドミニストレーション ガイド

 • Cisco Unified Communications Manager CDR Analysis and Reporting アドミニストレーション ガイ         
ド

 • Cisco Unified Communications Manager インストレーション ガイド Release 6.0(1)

 • Cisco Unified Communications Manager アップグレード手順 Release 6.0(1)

 • Cisco Unified Communications Manager セキュリティ ガイド

 • Cisco Unified Communications Operating System アドミニストレーション ガイド

 • Disaster Recovery System アドミニストレーション ガイド

 • Cisco Unified Communications ソリューション リファレンス ネットワーク デザイン（SRND）
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関連項目
 • 概要（P.1-1）

 • 主な機能と利点（P.1-2）

 • Cisco Unified Communications Manager の管理ページの参照（P.1-3）

 • Cisco Unified Communications Manager の管理ページでの Internet Explorer および HTTPS の使用         
方法（P.1-5）

 • Secure Sockets Layer 上のハイパーテキスト転送プロトコル（HTTPS）（P.1-4）

 • Cisco Unified Communications Manager の管理アプリケーションでの操作（P.1-8）

 • アクセシビリティ（P.1-9）

 • 参考情報（P.1-9）
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2
サーバの設定

サーバの設定では、Cisco Unified Communications Manager がインストールされるサーバのアドレス    
を指定します。ご使用のネットワークでドメイン ネーム システム（DNS）サービスを使用してい  
る場合、サーバのホスト名を指定することができます。ネットワークで DNS サービスを使用して  
いない場合は、サーバのインターネット プロトコル（IP）アドレスを使用する必要があります。

（注） 適切な Cisco Unified Communications Manager 名とアドレス情報で、まず DNS サーバを更新した後、       
その情報を使用して、Cisco Unified Communications Manager サーバを設定する必要があります。

Cisco Unified Communications Manager データベースでサーバ アドレスを追加、更新、または削除す     
る方法については、P.2-6 の「関連項目」を参照してください。
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サーバの検索
ネットワーク内にはいくつかのサーバが存在することがあるので、Cisco Unified Communications  
Manager では、固有の条件を指定して、特定のサーバを見つけることができます。サーバを見つけ 
る手順は、次のとおりです。

（注） ブラウザ セッションでの作業中は、検索 /リストの検索設定がクライアント マシンの cookie に保    
存されます。他のメニュー項目に移動してからこのメニュー項目に戻ってくる場合や、ブラウザを

閉じてから再び新しくブラウザ ウィンドウを開いた場合でも、検索に変更を加えない限り、Cisco 
Unified Communications Manager の検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 ［システム］ >［サーバ］の順に選択します。

［サーバの検索と一覧表示（Find and List Servers）］ウィンドウが表示されます。アクティブな（前   
回の）クエリーのレコードも、ウィンドウに表示されることがあります。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リスト ボック  
スから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。

ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。
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（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.2-6 の「関連項目」を参照してください。
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サーバの設定
Cisco Unified Communications Manager データベースにサーバ アドレスを追加する手順、およびデー     
タベース内のサーバ アドレスを更新する手順は、次のとおりです。

始める前に

サーバを追加する場合は、次のガイドラインに従ってください。

 • 各サーバは、［サーバの設定（Server Configuration）］ウィンドウで一度だけ追加するようにし 
てください。ホスト名を使用してサーバを追加し、その後同じサーバを IP アドレスを使用して  
追加すると、Cisco Unified Communications Manager は、アップグレード後にサーバのコンポー    
ネント バージョンを正しく判別できません。［Cisco Unified Communications Manager の管理］に     
同じサーバのエントリが 2 つある場合は、アップグレードする前にエントリのどちらかを削除  
します（P.2-5 の「サーバの削除」を参照）。

手順

ステップ 1 次の作業のいずれかを実行します。

 • サーバを追加するには、［システム］ >［サーバ］を選択し、［新規追加］をクリックします。

 • サーバを更新するには、P.2-2 の「サーバの検索」の手順を使用してサーバを検索します。

［サーバの設定（Server Configuration）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 適切な設定値を入力します（表 2-1 を参照）。

ステップ 3 ウィンドウ左上のツールバーに表示されている［保存］アイコンをクリックして（または、ウィン

ドウの一番下に表示されている［保存］ボタンをクリックして）、データを保存し、サーバをデー

タベースに追加します。

サーバ設定の変更を有効にするには、Cisco Unified Communications Manager を再起動します。Cisco    
CallManager サービスの再起動については、『Cisco Unified Communications Manager Serviceability ア      
ドミニストレーション ガイド』を参照してください。

（注） Cisco Unified Communications Manager の新規インストールを実行する場合は、2 番目以降の各サー     
バ（ノード）上に Cisco Unified Communications Manager ソフトウェアをインストールする前に、     
［Cisco Unified Communications Manager の管理］の［サーバの設定（Server Configuration）］ウィンド     
ウで、それらの各サーバを定義する必要があります。2 番目以降のノードを定義するには、［新規 
追加］をクリックし（ステップ 1 を参照）、サーバを設定します。2 番目以降のサーバを追加した   
ら、そのサーバに Cisco Unified Communications Manager ソフトウェアをインストールすることがで     
きます。

追加情報

P.2-6 の「関連項目」を参照してください。
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サーバの削除
Cisco Unified Communications Manager データベースからサーバを削除する手順は、次のとおりです。

始める前に

依存関係レコードがシステムで使用可能でない場合、［依存関係レコード要約（Dependency Records 
Summary）］ウィンドウにメッセージが表示され、依存関係レコードを使用可能にするための操作
が示されます。このメッセージには、依存関係レコード機能によって CPU に高い負荷がかかるこ  
とも表示されます。依存関係レコードの詳細については、P.A-4 の「依存関係レコードへのアクセ 
ス」を参照してください。 

手順

ステップ 1 P.2-2 の「サーバの検索」の手順を使用して、サーバを検索します。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、削除するサーバを選択します。

ステップ 3 ウィンドウ左上のツールバーに表示されている［選択項目の削除］アイコンをクリックして（また

は、ウィンドウの一番下に表示されている［選択項目の削除］ボタンをクリックして）、サーバを

削除します。

Cisco Unified Communications Manager は、サーバが使用中でない場合、そのサーバを削除します。    
サーバが使用中である場合は、メッセージが表示されます。

サーバ設定の変更を有効にするには、Cisco Unified Communications Manager を再起動します。Cisco    
CallManager サービスの再起動については、『Cisco Unified Communications Manager Serviceability ア      
ドミニストレーション ガイド』を参照してください。

追加情報

P.2-6 の「関連項目」を参照してください。
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サーバの設定値
表 2-1 では、サーバの設定値について説明します。関連する手順については、P.2-6 の「関連項目」  
を参照してください。

関連項目
 • サーバの検索（P.2-2）

 • サーバの設定（P.2-4）

 • サーバの削除（P.2-5）

 • サーバの設定値（P.2-6）

 • Cisco Unified Communications Manager の設定（P.3-1）

表 2-1 サーバ設定値 

フィールド 説明

［サーバ情報（Server Information）］

［ホスト名 /IPアドレス］ ネットワークで DNS サービスを使用している場合、Cisco  
Unified Communications Manager サーバのホスト名を入力しま   
す。DNS サービスを使用していない場合は、サーバの完全な IP  
アドレスを入力する必要があります。

（注） 適切な Cisco Unified Communications Manager 名とアドレ     
ス情報で、まず DNS サーバを更新した後、この設定を  
する必要があります。

［MACアドレス（MAC Address）］このエントリはオプションです。

Cisco Unified Communications Manager サーバにあるネットワー    
ク インターフェイス カード（NIC）のメディア アクセス制御   
（MAC）アドレスを入力します。MAC アドレスは、NIC のパー  
マネント ハードウェア アドレスを示します。

ヒント サーバをネットワーク上の別の場所に移動させるこ
とが多い場合は、MAC アドレスを入力して、そのサー 
バをネットワーク上の他のデバイスが常に識別でき
るようにする必要があります。サーバを移動する予定
がない場合は、MAC アドレスは入力してもしなくて 
もかまいません。

［説明］ このエントリはオプションです。

サーバの説明を入力します。
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3
Cisco Unified Communications 
Manager  の設定

Cisco Unified Communications Manager の設定を使用すると、同じクラスタ内にインストールされた    
各 Cisco Unified Communications Manager のポートおよびその他のプロパティを指定できます。クラ     
スタは、冗長化機能を有効にした一群の Cisco Unified Communications Manager から構成されます。

Cisco Unified Communications Manager クラスタの最初のノードについては、インストールの過程で    
サーバが自動的に追加されます。この他の Cisco Unified Communications Manager をクラスタに追加     
するには、管理者が（［サーバの設定（Server Configuration）］を使用して）、その Cisco Unified   
Communications Manager を（［Cisco Unified Communications Manager の設定（Cisco Unified      
Communications Manager Configuration）］を使用して）追加する必要があります。この手順を、クラ  
スタ内の Cisco Unified Communications Manager ごとに繰り返します。

Cisco Unified Communications Manager の設定を検索および更新したり、システム コンポーネントの     
バージョン情報を表示したりするには、次のトピックを参照してください。

 • Cisco Unified Communications Manager の検索（P.3-2）

 • Cisco Unified Communications Manager の更新（P.3-4）

 • Cisco Unified Communications Manager の設定値（P.3-5）

 • Cisco Communications Manager サービスのアクティブ化および非アクティブ化（P.3-8）

 • 関連項目（P.3-9）
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Cisco Unified Communications Manager の検索
ネットワーク内にはいくつかの Cisco Unified Communications Manager が存在することがあるので、     
Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、固有の条件を指定して、特定の Cisco     
Unified Communications Manager を見つけることができます。Cisco Unified Communications Manager      
を検索する手順は、次のとおりです。

（注） ブラウザ セッションでの作業中は、検索 /リストの検索設定がクライアント マシンの cookie に保    
存されます。他のメニュー項目に移動してからこのメニュー項目に戻ってくる場合や、ブラウザを

閉じてから再び新しくブラウザ ウィンドウを開いた場合でも、検索に変更を加えない限り、Cisco 
Unified Communications Manager の検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 ［システム］ >［Cisco Unified CM］の順に選択します。

［Cisco Unified CM の検索と一覧表示（Find and List Cisco Unified CMs）］ウィンドウが表示されます。        
アクティブな（前回の）クエリーのレコードも、ウィンドウに表示されることがあります。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リスト ボック  
スから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。

ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。
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（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.3-9 の「関連項目」を参照してください。
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Cisco Unified Communications Manager の更新
Cisco Unified Communications Manager を更新する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ［システム］ >［Cisco Unified CM］の順に選択します。

［Cisco Unified CM の検索と一覧表示（Find and List Cisco Unified CMs）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 Cisco Unified Communications Manager を更新するには、P.3-2 の「Cisco Unified Communications       
Manager の検索」の説明に従って、対象となる Cisco Unified Communications Manager を検索します。      
更新する Cisco Unified Communications Manager をクリックし、ステップ 3 に進みます。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 3-1 を参照）。

ステップ 4 ［保存］をクリックします。 

追加情報

P.3-9 の「関連項目」を参照してください。
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Cisco Unified Communications Manager  の設定値
表 3-1 では、Cisco Unified Communications Manager の設定値について説明します。関連する手順に     
ついては、P.3-9 の「関連項目」を参照してください。

表 3-1 Cisco Unified Communications Manager  の設定値 

フィールド 説明

［サーバ情報（Server Information）］

［CTI ID］ この読み取り専用フィールドには Computer Telephony 
Integration（CTI）ID が表示されます。

［Cisco Unified CMサーバ（Cisco  
Unified Communications Manager  
Server）］

この読み取り専用フィールドには、Cisco Unified Communications  
Manager がインストールされているサーバが表示されます。

［Cisco Unified CMの名前］ この Cisco Unified Communications Manager に割り当てる名前を     
入力します。

［説明］ Cisco Unified Communications Manager の説明を入力します。

［自動登録情報（Auto-registration Information）］

［開始電話番号（Starting Directory 
Number）］

デバイスの自動登録に使用する開始電話番号を入力します。

［終了電話番号（Ending Directory 
Number）］

デバイスの自動登録に使用する終了電話番号を入力します。 

（注） ［開始電話番号（Starting Directory Number）］フィールド  
と［終了電話番号（Ending Directory Number）］フィール  
ドで電話番号の有効な範囲を指定すると、自動登録が自
動的に使用可能になります。 
 

［開始電話番号（Starting Directory Number）］と［終了電  
話番号（Ending Directory Number）］を同じ値に設定する  
と、自動登録が使用不可になります。

［パーティション（Partition）］ パーティションを使用しない場合は、<なし > を選択します。

パーティションを使用している場合は、自動登録された電話番

号が属するパーティションをドロップダウン リスト ボックス  
から選択します。

ヒント パーティション、外線電話番号マスク、またはボイス
メール ボックス マスクを選択する前に、自動登録用  
の範囲を選択しておく必要があります。

250 より多くのパーティションが存在する場合、ドロップダウ 
ン リスト ボックスの横に［検索］ボタンが表示されます。

1. ［検索］ボタンをクリックして、［パーティションの検索と
一覧表示（Find and List Partitions）］ウィンドウを表示します。

2. パーティションの検索条件のフィールドで、検索条件を選
択し、パーティション名の一部を入力します。

3. 表示されたパーティションのリストで、指定したいパー
ティションの横にあるチェックボックスをオンにします。

4. ［選択項目の追加］ をクリックします。
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［外線電話番号マスク（External
Phone Number Mask）］

自動登録されたデバイスから発信される外部（発信）コールに

対して、発信者 ID 情報をフォーマットするのに使用するマスク  
を指定します。 

 • このマスクには、最長 50 文字までを指定できます。 

 • 発信者 ID 情報に表示する数字列を入力します。自動登録さ  
れたデバイスの電話番号を表すには、X を使用します。 

次の例を参照してください。

 • マスク 972813XXXX を指定する場合、外部コールを行うの  
に使用されるルート パターンで［発呼側の外線電話番号マ 
スクを使用（Use Calling Party's External Phone Number Mask）］      
オプションがオンになっていれば、内線番号 1234 からの外  
部コールは、発信者 ID が 9728131234 と表示されます。

 • 代表番号を表すために、9728135000 のようなすべて数字列 
のマスクを指定する場合は、その番号（9728135000）が、自
動登録された任意のデバイスからの外部コールの発信者 ID 
として表示されます。

［この Cisco Unified CMでは自
動登録は無効にする

（Auto-registration Disabled on this 
Cisco Unified Communications 
Manager）］

Cisco Unified Communications Manager は、無許可でネットワーク    
へ接続するのを防止する目的で、デフォルトでは自動登録を使

用不可にしています。自動登録を使用可能にするか使用不可に

するかを選択するには、次のいずれかのオプションを使用しま

す。

 • この Cisco Unified Communications Manager で自動登録を使     
用可能にするには、［この Cisco Unified CMでは自動登録は  
無効にする（Auto-registration Disabled on this Cisco Unified     
Communications Manager）］チェックボックスをオフにしま 
す。

 • この Cisco Unified Communications Manager で自動登録を使     
用不可にするには、［この Cisco Unified CMでは自動登録は  
無効にする（Auto-registration Disabled on this Cisco Unified     
Communications Manager）］チェックボックスをオンにしま 
す。

 • 自動登録が使用不可の場合は、ネットワークに新しい

デバイスを追加するたびに、電話番号を手動で設定す

る必要があります。

 • ［開始電話番号（Starting Directory Number）］と［終了電  
話番号（Ending Directory Number）］を同じ値に設定し  
ても、自動登録が使用不可になります。

 • このオプションをオンにして自動登録を使用不可にす

るときに、開始電話番号と終了電話番号が指定されて

いる場合、Cisco Unified Communications Manager は、開    
始電話番号と終了電話番号を同じ値に設定します。 

Cisco Unified Communications Manager は、自動登録が使用不可に    
なると、パーティションと外部電話マスク情報をリセットしま

す。

表 3-1 Cisco Unified Communications Manager  の設定値（続き）

フィールド 説明
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［このサーバでの Cisco Unified CMの TCPポートの設定（Cisco Unified Communications 
Manager TCP Port Settings for This Server）］

［イーサネット電話ポート

（Ethernet Phone Port）］
Cisco Unified Communications Manager は、ネットワーク上の    
Cisco Unified IP Phone（SCCP のみ）との通信に、この TCP ポー      
トを使用します。 

 • デフォルトのポート値 2000 がシステム上ですでに使用中  
以外の場合は、このデフォルト ポートを受け入れてくださ 
い。2000 を選択すると、このポートはノンセキュアとして 
識別されます。

 • すべてのポート入力値は固有のものでなければなりませ

ん。 

 • 有効なポート番号の範囲は、1024 ～ 49151 です。

 • セキュリティの設定については、『Cisco Unified 
Communications Manager セキュリティ ガイド』を参照して
ください。

［MGCPリッスンポート（MGCP
Listen Port）］

Cisco Unified Communications Manager は、関連した MGCP ゲー      
トウェイからメッセージを検出する場合に、この TCP ポートを  
使用します。 

 • デフォルトのポート番号 2427 がシステム上ですでに使用  
中以外の場合は、このデフォルト ポートを受け入れてくだ 
さい。 

 • すべてのポート入力値は固有のものでなければなりませ

ん。 

 • 有効なポート番号の範囲は、1024 ～ 49151 です。

［MGCP キープアライブポート
（MGCP Keep-alive Port）］

Cisco Unified Communications Manager は、関連する MGCP ゲー      
トウェイとキープアライブ メッセージを交換する場合に、この 
TCP ポートを使用します。

 • デフォルトのポート番号 2428 がシステム上ですでに使用  
中以外の場合は、このデフォルト ポートを受け入れてくだ 
さい。 

 • すべてのポート入力値は固有のものでなければなりませ

ん。 

 • 有効なポート番号の範囲は、1024 ～ 49151 です。

［SIP電話ポート（SIP Phone 
Port）］

このフィールドには、TCP および UDP による SIP 回線登録を     
リッスンするために Cisco Unified Communications Manager が使     
用するポート番号を指定します。

［SIP電話セキュアポート（SIP 
Phone Secure Port）］

このフィールドには、TLS による SIP 回線登録をリッスンする   
ために Cisco Unified Communications Manager が使用するポート     
番号を指定します。

セキュリティの設定については、『Cisco Unified Communications  
Manager セキュリティ ガイド』を参照してください。

表 3-1 Cisco Unified Communications Manager  の設定値（続き）

フィールド 説明
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Cisco Communications Manager サービスのアクティブ化および
非アクティブ化

Cisco CallManager サービスのアクティブ化および非アクティブ化には、次の要件が適用されます。

 • Cisco Communications Manager サービスのアクティブ化（P.3-8）

 • Cisco Communications Manager サービスの非アクティブ化（P.3-8）

追加情報

P.3-9 の「関連項目」を参照してください。

Cisco Communications Manager サービスのアクティブ化
Cisco Unified Communications Manager の新規インストールを実行する場合は、次の手順に従う必要    
があります。

1. サーバを追加します。サーバが設定されると、Cisco Unified Communications Manager が自動的    
に追加されます。

2. 『Cisco Unified Communications Manager Serviceability アドミニストレーション ガイド』の説明に      
従って、Cisco CallManager サービスを有効にします。

この手順に従わない場合は、メッセージが表示されます。

追加情報

P.3-9 の「関連項目」を参照してください。

Cisco Communications Manager サービスの非アクティブ化
Cisco CallManager サービスは、Cisco Unified Serviceabilityページで非アクティブにすることができ    
ます。Cisco CallManager サービスを非アクティブにすると、サービスを非アクティブにした Cisco   
Unified Communications Manager は非アクティブになり、使用されなくなります。 

（注） ［Cisco Unified Serviceability］の［Tools］ >［Service Activation］にアクセスすると、Cisco Unified     
Communications Manager のステータスを表示できます。  
 

Cisco CallManager サービスを非アクティブにした場合、その Cisco Unified Communications Manager      
上ではコールを発信できなくなります。

Cisco Unified Communications Manager の管理機能の Web サービスがアクティブになっていて、デー      
タベースが起動し、動作している場合は、非アクティブになった Cisco Unified Communications   
Manager に対して設定操作を実行できます。

Cisco Unified Communications Manager 上でもう一度 Cisco CallManager サービスをアクティブにする       
と、Cisco Unified Communications Manager が元の設定（サーバ名または IP アドレス）のままで自動      
的にデータベースに再作成されます。この Cisco Unified Communications Manager がアクティブにな     
ります。Cisco CallManager サービスが動作していることを確認するには、［Cisco Unified   
Serviceability］の［Tools］ >［Control Center - Feature Services］にアクセスします。

サービスのアクティブ化の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Serviceability ア     
ドミニストレーション ガイド』を参照してください。
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追加情報

P.3-9 の「関連項目」を参照してください。

関連項目
 • Cisco Unified Communications Manager の検索（P.3-2）

 • Cisco Unified Communications Manager の更新（P.3-4）

 • Cisco Unified Communications Manager の設定値（P.3-5）

 • Cisco Communications Manager サービスのアクティブ化および非アクティブ化（P.3-8）

 • サーバの設定（P.2-1）

 • Cisco Unified Communications Manager Serviceability アドミニストレーション ガイド
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4
Cisco Unified Communications 
Manager  グループの設定

Cisco Unified Communications Manager グループでは、最高 3 つの Cisco Unified Communications         
Manager の優先順位をリストで指定しています。リストの最初にある Cisco Unified Communications    
Manager はそのグループのプライマリ Cisco Unified Communications Manager となり、残りは、セカ      
ンダリおよびターティアリ（第三次 -バックアップ）Cisco Unified Communications Manager となり    
ます。

各デバイス プールには、Cisco Unified Communications Manager グループが 1 つずつ割り当てられて       
います。デバイスが登録されると、そのデバイスは、デバイス プールに割り当てられているグルー 
プの中のプライマリ Cisco Unified Communications Manager に接続しようとします。プライマリ Cisco      
Unified Communications Manager が使用できない場合、デバイスはそのグループにリストされている   
次の Cisco Unified Communications Manager へと順次接続しようとします。

Cisco Unified Communications Manager グループは、システムに次の重要な機能を提供します。

 • 冗長性：この機能により、グループごとにプライマリ Cisco Unified Communications Manager と     
バックアップ Cisco Unified Communications Manager を指定できる。

 • コール処理のロード バランシング：この機能を使用すると、複数の Cisco Unified Communications    
Manager にデバイスの制御を振り分けることができる。

ほとんどのシステムでは、負荷分散と冗長性を向上させるために、複数のグループを用意して 1 つ  
の Cisco Unified Communications Manager を複数のグループに割り当てる必要があります。

Cisco Unified Communications Manager グループを追加、更新、または削除するには、次のトピック    
を参照してください。

 • Cisco Unified Communications Manager グループの検索（P.4-2）

 • Cisco Unified Communications Manager グループの設定（P.4-4）

 • Cisco Unified Communications Manager グループの設定値（P.4-5）

 • Cisco Unified Communications Manager グループの削除（P.4-7）

 • 関連項目（P.4-8）
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Cisco Unified Communications Manager グループの検索
ネットワーク内にはいくつかの Cisco Unified Communications Manager グループが存在することがあ     
るので、Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、固有の条件を指定して、固有の    
Cisco Unified Communications Manager グループを見つけることができます。Cisco Unified     
Communications Manager グループを見つける手順は、次のとおりです。

（注） ブラウザ セッションでの作業中は、検索 /リストの検索設定がクライアント マシンの cookie に保    
存されます。他のメニュー項目に移動してからこのメニュー項目に戻ってくる場合や、ブラウザを

閉じてから再び新しくブラウザ ウィンドウを開いた場合でも、検索に変更を加えない限り、Cisco 
Unified Communications Manager の検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 ［システム］ >［Cisco Unified CM グループ］の順に選択します。

［Cisco Unified CM グループの検索と一覧表示（Find and List Cisco Unified CM Groups）］ウィンドウ         
が表示されます。アクティブな（前回の）クエリーのレコードも、ウィンドウに表示されることが

あります。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • ドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リスト ボック  
スから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。

ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。
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（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.4-8 の「関連項目」を参照してください。
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Cisco Unified Communications Manager グループの設定
Cisco Unified Communications Manager グループを追加、コピー、または更新する手順は、次のとお    
りです。 

始める前に

Cisco Unified Communications Manager グループを設定する場合は、事前に、そのグループのメンバ    
として割り当てる Cisco Unified Communications Manager を設定しておく必要があります。詳細につ     
いては、P.3-4 の「Cisco Unified Communications Manager の更新」を参照してください。

手順

ステップ 1 ［システム］ >［Cisco Unified CM グループ］の順に選択します。

［Cisco Unified CM グループの検索と一覧表示（Find and List Cisco Unified CM Groups）］ウィンドウ         
が表示されます。

ステップ 2 次のいずれかの作業を行います。

 • 既存の Cisco Unified Communications Manager グループをコピーするには、対象となる Cisco      
Unified Communications Manager グループを見つけて（P.4-2 の「Cisco Unified Communications      
Manager グループの検索」を参照）、コピーする Cisco Unified Communications Manager グループ      
を選択して［コピー（Copy）］をクリックし、ステップ 3 に進みます。

 • 新しい Cisco Unified Communications Manager グループを追加するには、［新規追加］をクリック     
し、ステップ 3 に進みます。

 • 既存の Cisco Unified Communications Manager グループを更新するには、対象となる Cisco Unified       
Communications Manager グループを見つけて（P.4-2 の「Cisco Unified Communications Manager      
グループの検索」を参照）、ステップ 3 に進みます。 

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 4-1 を参照）。

ステップ 4 ウィンドウ左上のツールバーに表示されている［保存］アイコンをクリックして（または、ウィン

ドウの一番下に表示されている［保存］ボタンをクリックして）、Cisco Unified Communications  
Manager グループの設定をデータベースに保存します。

Cisco Unified Communications Manager グループの設定後は、そのグループを使用してデバイス プー     
ルを設定できます。デバイスは、割り当てられているデバイス プールから、Cisco Unified  
Communications Manager グループ リストの設定値を取得します。

追加情報

P.4-8 の「関連項目」を参照してください。
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Cisco Unified Communications Manager グループの設定値
表 4-1 では、Cisco Unified Communications Manager グループの設定値について説明します。関連す     
る手順については、P.4-8 の「関連項目」を参照してください。

表 4-1 Cisco Unified Communications Manager グループの設定値 

フィールド 説明

［Cisco Unified CMグループの設定（Cisco Unified Communications Manager Group 
Settings）］

［名前］ 新しいグループの名前を入力します。

［自動登録 Cisco Unified CM グ  

ループ（Auto-registration Cisco 
Unified Communications Manager  
Group）］

自動登録が使用可能であるときに、この Cisco Unified 
Communications Manager グループをデフォルト Cisco Unified 
Communications Manager グループにする場合は、［自動登録
Cisco Unified CMグループ（Auto-registration Cisco Unified 
Communications Manager Group）］チェックボックスをオンにし
ます。

デバイスをこの Cisco Unified Communications Manager グループ     
に自動登録しない場合は、このチェックボックスをオフのまま

にしてください。

（注） 各 Cisco Unified Communications Manager クラスタには、     
1 つのデフォルト自動登録グループだけを指定できま 
す。別の Cisco Unified Communications Manager グループ     
をデフォルト自動登録グループとして選択した場合は、
以前に選択されていた自動登録グループが、そのクラス
タのデフォルトではなくなります。

［Cisco Unified CM グループのメンバ（Cisco Unified Communications Manager Group      
Members）］

［使用可能 Cisco Unified C M
（Available Cisco Unified 

Communications Managers）］

このフィールドは、Cisco Unified Communications Manager グルー    
プに属していない使用可能な Cisco Unified Communications   
Manager をリストで表示します。 

Cisco Unified Communications Manager の名前を選択し、上矢印と    
下矢印を使用して、Cisco Unified Communications Manager を［選    
択済 Cisco Unified CM（Selected Cisco Unified Communications     
Managers）］リストと［使用可能 Cisco Unified CM（Available  
Cisco Unified Communications Managers）］リストの間で移動させ   
ます。 
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［選択済 Cisco Unified CM
（Selected Cisco Unified 

Communications Managers）］

このフィールドは、Cisco Unified Communications Manager グルー    
プに属す Cisco Unified Communications Manager を表示します。     
［選択済 Cisco Unified CM（Selected Cisco Unified Communications     

Managers）］リストでは、最大 3 つの Cisco Unified Communications     
Manager を入れることができ、Cisco Unified Communications   
Manager が優先順位の高い順にリストされます。［保存］をク 
リックすると、［選択済 Cisco Unified CM（Selected Cisco Unified    
Communications Managers）］リスト内にある Cisco Unified   
Communications Manager が、そのグループのメンバーになりま  
す。

Cisco Unified Communications Manager の名前を選択し、上矢印と    
下矢印を使用して、Cisco Unified Communications Manager を［選    
択済 Cisco Unified CM（Selected Cisco Unified Communications     
Managers）］リストと［使用可能 Cisco Unified CM（Available  
Cisco Unified Communications Managers）］リストの間で移動させ   
ます。 

［選択済 Cisco Unified CM（Selected Cisco Unified Communications     
Manager）］リストでは、上下の矢印を使用して、［選択済 Cisco
Unified CM（Selected Cisco Unified Communications Manager）］リ     
スト内のグループを、希望する順序に配列します。

表 4-1 Cisco Unified Communications Manager グループの設定値（続き）

フィールド 説明
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Cisco Unified Communications Manager グループの削除
データベースから Cisco Unified Communications Manager グループを削除する手順は、次のとおりで     
す。

始める前に

（注） Cisco Unified Communications Manager グループがデバイス プールあるいは MGCP ゲートウェイに       
割り当てられている場合、または Cisco Unified Communications Manager グループがクラスタの現在     
の［自動登録 Cisco Unified CM グループ（Auto-registration Cisco Unified Communications Manager      
Group）］の場合は、そのグループを削除できません。 

Cisco Unified Communications Manager グループを使用しているデバイスを検索するには、［Cisco    
Unified CMグループの設定（Cisco Unified Communications Manager Group Configuration）］ウィンド      
ウの［関連リンク］ドロップダウン リスト ボックスにある［依存関係レコード］を選択し、［移動］  
をクリックします。 

依存関係レコードがシステムで使用可能でない場合、［依存関係レコード要約（Dependency Records 
Summary）］ウィンドウにメッセージが表示され、依存関係レコードを使用可能にするための操作
が示されます。このメッセージには、依存関係レコード機能によって CPU に高い負荷がかかるこ  
とも表示されます。依存関係レコードの詳細については、P.A-4 の「依存関係レコードへのアクセ 
ス」を参照してください。 

使用中の Cisco Unified Communications Manager グループを削除しようとすると、エラー メッセージ      
が表示されます。現在使用中の Cisco Unified Communications Manager グループを削除する場合は、     
事前に、次の作業の一部またはすべてを実行しておく必要があります。

 • この Cisco Unified Communications Manager グループを現在使用しているデバイス プールまたは      
MGCP ゲートウェイに、別の Cisco Unified Communications Manager グループを割り当てる。      
P.9-3 の「デバイス プールの設定」を参照してください。

 • ［自動登録 Cisco Unified CM グループ（Auto-registration Cisco Unified Communications Manager      
Group）］にする別の Cisco Unified Communications Manager グループを作成または選択する。

手順

ステップ 1 P.4-2 の「Cisco Unified Communications Manager グループの検索」の手順を使用して、Cisco Unified      
Communications Manager グループを検索します。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、削除するグループを選択します。

ステップ 3 ウィンドウ左上のツールバーに表示されている［選択項目の削除］アイコンをクリックして（また

は、ウィンドウの一番下に表示されている［選択項目の削除］ボタンをクリックして）、Cisco Unified 
Communications Manager グループを削除します。

ステップ 4 削除操作を確認するように求められたら、［OK］をクリックします。削除操作を取り消す場合は、
［キャンセル］をクリックしてください。

追加情報

P.4-8 の「関連項目」を参照してください。
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関連項目
 • Cisco Unified Communications Manager グループの設定（P.4-1）

 • Cisco Unified Communications Manager グループの検索（P.4-2）

 • Cisco Unified Communications Manager グループの設定（P.4-4）

 • Cisco Unified Communications Manager グループの削除（P.4-7）
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5
電話機 NTP リファレンスの設定

必要な場合には、電話機の Network Time Protocol（NTP; ネットワーク タイム プロトコル）リファ      
レンスを Cisco Unified Communications Manager の管理ページで設定すると、SIP Phone が日付と時       
刻を NTP サーバから取得するようになります。どの NTP サーバも応答しない場合、SIP 電話機は、     
日付と時刻の REGISTER メッセージに対する 200 OK 応答の日付ヘッダーを使用します。

電話機 NTP リファレンスを Cisco Unified Communications Manager の管理ページに追加したら、その       
リファレンスを日付 / 時間グループに追加する必要があります。日付 / 時間グループでは、電話機
でアクセスする最初のサーバから順に、電話機 NTP リファレンスに優先順位を設定することがで  
きます。

日付 /時間グループの設定はデバイス プール内で指定し、デバイス プールは電話機ページで指定し  
ます。

電話機 NTP リファレンスを設定するには、次のトピックを参照してください。

 • 電話機 NTP リファレンスの検索（P.5-2）

 • 電話機 NTP リファレンスの設定（P.5-3）

 • 電話機 NTP リファレンスの設定値（P.5-4）

 • 電話機 NTP リファレンスの削除（P.5-5）
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電話機 NTP リファレンスの検索
Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、複数の電話機 NTP リファレンスを設定す      
ることができます。このため、Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは個々の電話    
機 NTP リファレンスを検索できるようになっています。Cisco Unified Communications Manager の管      
理ページに存在する電話機 NTP リファレンスを検索する手順は、次のとおりです。

（注） ブラウザ セッションでの作業中は、検索 /リストの設定がクライアント マシンの cookie に保存さ    
れます。他のメニュー項目に移動してからこのメニュー項目に戻ってくる場合や、ブラウザを閉じ

てから再び新しくブラウザ ウィンドウを開いた場合でも、検索に変更を加えない限り、Cisco Unified  
Communications Manager の検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 ［システム］ >［電話用 NTP］の順に選択します。

［電話用 NTPの検索と一覧表示（Find and List Phone NTP References）］ウィンドウが表示されます。     
アクティブな（前回の）クエリーのレコードも、ウィンドウに表示されることがあります。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リスト ボック  
スから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。

ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。
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（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.5-6 の「関連項目」を参照してください。

電話機 NTP リファレンスの設定
電話機 NTP リファレンスを Cisco Unified Communications Manager データベースに追加する手順、お       
よびデータベース内の電話機 NTP リファレンスを更新する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ［システム］ >［電話用 NTP］の順に選択します。

［電話用 NTP の検索と一覧表示（Find and List Phone NTP References）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 次のいずれかの作業を行います。

 • 電話機 NTP リファレンスを Cisco Unified Communications Manager データベースに追加するに       
は、［新規追加］ボタンをクリックし、ステップ 3 に進みます。

 • 既存の電話機 NTP リファレンスを更新するには、既存の電話機 NTP リファレンスを見つけて    
（P.5-2 の「電話機 NTP リファレンスの検索」を参照）、ステップ 3 に進みます。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 5-1 を参照）。

ステップ 4 設定をデータベースに保存するには、ウィンドウ左上のツールバーに表示されている［保存］アイ

コンをクリックします。または、ウィンドウの一番下に表示されている［保存］ボタンをクリック

します。

次の手順

新しい電話機 NTP リファレンスを Cisco Unified Communications Manager データベースに追加した       
ら、そのリファレンスを日付 /時間グループに割り当てます。詳細については、P.6-3 の「日付 /時 
間グループの設定」を参照してください。

追加情報

P.5-6 の「関連項目」を参照してください。
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電話機 NTP リファレンスの設定値
表 5-1 では、電話機 NTP リファレンスの設定値について説明します。関連する手順については、   
P.5-6 の「関連項目」を参照してください。

表 5-1 電話機 NTP リファレンスの設定値 

フィールド 説明

［IPアドレス］ SIP 電話機が日時の取得に使用する NTP サーバの IP アドレスを入力し     
ます。

（注） Cisco Unified Communications Manager は、電話機 NTP リファレ      
ンスとして設定できません。

［説明］ 電話機 NTP リファレンスの説明を入力します。［IP アドレス］フィール   
ドにある情報が、Cisco Unified Communications Manager の管理ページに    
よって［説明］フィールドに自動的に入力されます。必要に応じて、こ

の情報を変更することができます。

［モード（Mode）］ ドロップダウン リスト ボックスから、電話機 NTP リファレンスのモー    
ドを選択します。選択できる値は、次のとおりです。

 • ［ダイレクト ブロードキャスト］：このデフォルト NTP モードを選択   
すると、電話機は任意の NTP サーバから日時情報を取得しますが、  
リストされている NTP サーバ（1st = プライマリ、2nd = セカンダリ）      
を優先的に使用します。たとえば、電話機の設定で A がプライマリ  
NTP サーバ、B がセカンダリ（バックアップ）NTP サーバになって   
いる場合、電話機は NTP サーバ A からのブロードキャスト パケッ     
トを使用（日時を取得）します。NTP サーバ A がブロードキャスト   
を実行していない場合は、NTP サーバ B からの日時情報にアクセス   
します。どちらの NTP サーバもブロードキャストを実行していない  
場合は、他の任意の NTP サーバからの日時情報にアクセスします。  
他の NTP サーバもブロードキャストを実行していない場合、電話機  
は REGISTER メッセージに対する Cisco Unified Communications     
Manager 200 OK 応答から日時を取得します。

 • ［ユニキャスト］：このモードを選択した場合、電話機は特定の NTP 
サーバに NTP クエリー パケットを送信します。応答を受信できない   
場合、電話機は他の任意の NTP サーバからの日時情報にアクセスし  
ます。他の NTP サーバも応答しない場合、電話機は REGISTER メッ    
セージに対する Cisco Unified Communications Manager 200 OK 応答か       
ら日時を取得します。

（注） Cisco Unified Communications Manager は、現時点ではマルチキャ    
スト モードおよびエニーキャスト モードをサポートしていませ  
ん。これらのモードを選択した場合は、デフォルトのダイレクト

ブロードキャスト モードに設定されます。
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電話機 NTP リファレンスの削除
Cisco Unified Communications Manager データベースから電話機 NTP リファレンスを削除する手順      
は、次のとおりです。

始める前に

電話機 NTP リファレンスを Cisco Unified Communications Manager の管理ページから削除するには、       
そのリファレンスを事前に日付 /時間グループから削除する必要があります。電話機 NTP リファレ  
ンスを使用している日付 /時間グループを検索するには、［電話用 NTP の設定（Phone NTP Reference   
Configuration）］ウィンドウの［関連リンク］ドロップダウン リスト ボックスにある［依存関係レ  
コード］を選択し、［移動］をクリックします。電話機 NTP リファレンスを使用している日付 /時  
間グループがわかっている場合は、該当する電話機 NTP リファレンスをそのグループから削除し  
ます。

依存関係レコードがシステムで使用可能でない場合、［依存関係レコード要約（Dependency Records 
Summary）］ウィンドウにメッセージが表示され、依存関係レコードを使用可能にするための操作
が示されます。このメッセージには、依存関係レコード機能によって CPU に高い負荷がかかるこ  
とも表示されます。依存関係レコードの詳細については、P.A-4 の「依存関係レコードへのアクセ 
ス」を参照してください。

手順

ステップ 1 P.5-2 の「電話機 NTP リファレンスの検索」の手順を使用して、電話機 NTP リファレンスを検索し     
ます。

ステップ 2 複数の電話機 NTP リファレンスを削除するには、［電話用 NTP の検索と一覧表示（Find and List     
Phone NTP References）］ウィンドウで、対象となる電話機 NTP リファレンスの横にあるチェック    
ボックスをオンにし、［選択項目の削除］アイコンまたは［選択項目の削除］ボタンをクリックし

ます。

ステップ 3 電話機 NTP リファレンスを 1 つだけ削除するには、次の作業のいずれかを実行します。

 • ［電話用 NTP の検索と一覧表示（Find and List Phone NTP References）］ウィンドウで、対象とな      
る電話機 NTP リファレンスの横にあるチェックボックスをオンにし、［選択項目の削除］アイ  
コンまたは［選択項目の削除］ボタンをクリックします。

 • ［電話用 NTP の検索と一覧表示（Find and List Phone NTP References）］ウィンドウで、電話機      
NTP リファレンスの［IPアドレス（IP Address）］リンクをクリックします。その電話機 NTP リ    
ファレンスの［電話用 NTP の設定（Phone NTP Reference Configuration）］ウィンドウが表示さ    
れたら、［削除］アイコンまたは［削除］ボタンをクリックします。

ステップ 4 削除操作を確認するように求められたら、［OK］をクリックして削除します。削除操作を取り消す
場合は、［キャンセル］をクリックしてください。

追加情報

P.5-6 の「関連項目」を参照してください。



第 5章      電話機 NTP リファレンスの設定        
関連項目

5-6
Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド

OL-12525-01-J

関連項目
 • 電話機 NTP リファレンスの設定（P.5-1）

 • 電話機 NTP リファレンスの検索（P.5-2）

 • 電話機 NTP リファレンスの設定（P.5-3）

 • 電話機 NTP リファレンスの設定値（P.5-4）

 • 電話機 NTP リファレンスの削除（P.5-5）

 • 日付 /時間グループの検索（P.6-2）

 • 日付 /時間グループの設定（P.6-3）

 • 日付 /時間グループの設定値（P.6-5）

 • 日付 /時間グループの削除（P.6-7）
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6
日付 /時間グループの設定

日付 / 時間グループの設定では、Cisco Unified Communications Manager に接続されている各種デバ    
イスに対してタイム ゾーンを設定します。各デバイスは、メンバとして 1 つのデバイス プールだ    
けに属しています。そして、各デバイス プールには、1 つの日付 /時間グループだけが割り当てら  
れています。

Cisco Unified Communications Manager をインストールすると、CMLocal と呼ばれるデフォルトの日     
付 /時間グループが自動的に設定されます。CMLocal は、Cisco Unified Communications Manager が     
インストールされているサーバ上のオペレーティング システムで使用中の日付および時刻と同期 
します。Cisco Unified Communications Manager のインストール後に、必要に応じて CMLocal の設定      
値を変更できます。通常、サーバの日付と時刻は、現地タイム ゾーンの日付と時刻に合せて調整し 
ます。

（注） Cisco Unified Communications Manager を再起動するか、Cisco Unified Communications Manager ソフ        
トウェアを新しいリリースにアップグレードするたびに、CMLocal はオペレーティング システム  
の日付と時刻に置き換えられます。CMLocal の名前は変更しないでください。

ヒント Cisco Unified IP Phone を国際的に配備する場合は、24 のタイム ゾーンのそれぞれに日付 / 時間グ      
ループを作成し、わかりやすい名前を付けてください。

日付 /時間グループを追加、更新、または削除するには、次のトピックを参照してください。

 • 日付 /時間グループの検索（P.6-2）

 • 日付 /時間グループの設定（P.6-3）

 • 日付 /時間グループの設定値（P.6-5）

 • 日付 /時間グループの削除（P.6-7）
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日付 /時間グループの検索
ネットワーク内にはいくつかの日付 / 時間グループが存在することがあるので、Cisco Unified 
Communications Manager の管理ページでは、固有の条件を指定して、特定の日付 /時間グループを  
見つけることができます。日付 /時間グループを見つける手順は、次のとおりです。

（注） ブラウザ セッションでの作業中は、検索 /リストの検索設定がクライアント マシンの cookie に保    
存されます。他のメニュー項目に移動してからこのメニュー項目に戻ってくる場合や、ブラウザを

閉じてから再び新しくブラウザ ウィンドウを開いた場合でも、検索に変更を加えない限り、Cisco 
Unified Communications Manager の検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 ［システム］ >［日時グループ］の順に選択します。

［日時グループの検索と一覧表示（Find and List Date/Time Groups）］ウィンドウが表示されます。ア    
クティブな（前回の）クエリーのレコードも、ウィンドウに表示されることがあります。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リスト ボック  
スから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。

ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。
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（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.6-8 の「関連項目」を参照してください。

日付 /時間グループの設定
日付 /時間グループを Cisco Unified Communications Manager データベースに追加、コピー、または     
更新する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ［システム］ >［日時グループ］の順に選択します。

［日時グループの検索と一覧表示（Find and List Date/Time Groups）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 次のいずれかの作業を行います。

 • 既存の日付/時間グループをコピーするには、対象となる日付/時間グループを見つけて（P.6-2 の 
「日付 / 時間グループの検索」を参照）、コピーする日付 / 時間グループを選択し、ウィンドウ
左上のツールバーに表示されている［コピー］アイコンをクリックします。または、ウィンド

ウの一番下に表示されている［コピー］ボタンをクリックします。ステップ 3 に進んでください。

 • 新しい日付 /時間グループを追加するには、［新規追加］ボタンをクリックし、ステップ 3 に進  
みます。

 • 既存の日付 /時間グループを更新するには、対象となる日付 /時間グループを見つけて（P.6-2 の 
「日付 /時間グループの検索」を参照）、ステップ 3 に進みます。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 6-1 を参照）。

ステップ 4 SIP 電話機は、Cisco Unified Communications Manager の管理ページにある NTP サーバを使用して日       
付と時刻を取得することができます（P.5-1 の「電話機 NTP リファレンスの設定」を参照）。電話機   
NTP リファレンスを SIP 電話機の日付 /時間グループに追加するには、次の作業を実行します。

a. ［電話用 NTPを追加］ボタンをクリックします。

b. 追加する電話機 NTP リファレンスを検索します（P.5-2 の「電話機 NTP リファレンスの検索」     
を参照）。

表示されるのは、Cisco Unified Communications Manager データベースに存在している電話機 
NTP リファレンスのみです。電話機 NTP リファレンスを Cisco Unified Communications Manager 
の管理ページに追加する方法については、P.5-3 の「電話機 NTP リファレンスの設定」を参照
してください。

c. 検索結果が表示されたら、日付 /時間グループに追加する電話機 NTP リファレンスのチェック  
ボックスをオンにするか、［すべてを選択］をクリックします。
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d. ［選択項目の追加］をクリックします。

ヒント 電話機 NTP リファレンスを日付 /時間グループに追加したら、SIP 電話機でアクセスする   
最初のサーバから順に、それらに優先順位を設定することができます。たとえば、サー

バをリストの先頭のほうに移動するには、ペインに表示されているエントリを選択し、上

矢印をクリックします。サーバをリストの末尾のほうに移動するには、ペインに表示さ

れているエントリを選択し、下矢印をクリックします。

ステップ 5 電話機 NTP リファレンスを日付 /時間グループから削除するには、ペインに表示されているリファ  
レンスを選択し、［電話用 NTPを削除］をクリックします。

電話機 NTP リファレンスを日付 /時間グループから削除しても、その電話機 NTP リファレンスは    
Cisco Unified Communications Manager データベースからは削除されません。

ステップ 6 新しい日付 /時間グループをデータベースに保存するには、ウィンドウ左上のツールバーに表示さ
れている［保存］アイコンをクリックします。または、ウィンドウの一番下に表示されている［保

存］ボタンをクリックします。

ステップ 7 日付 /時間グループを使用しているデバイスをリセットするには、［リセット］をクリックします。

次の手順

新しい日付 /時間グループをデータベースに追加した後、そのグループをデバイス プールに割り当 
てて、そのデバイス プールの日付と時刻の情報を設定できます。詳細については、P.9-3 の「デバ  
イス プールの設定」を参照してください。

追加情報

P.6-8 の「関連項目」を参照してください。
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日付 /時間グループの設定値
表 6-1 では、日付 /時間グループの設定値について説明します。関連する手順については、P.6-8 の  
「関連項目」を参照してください。

表 6-1 日付 /時間グループの設定値 

フィールド 説明

［グループ名］ 新しい日付 /時間グループに割り当てる名前を入力します。

［タイムゾーン］ ドロップダウン リスト ボックスから、追加するグループのタイム  
ゾーンを選択します。 

Cisco Unified Communications Manager の新規インストレーションの    
デフォルト設定は、(GMT）Monrovia, Casablanca です。

互換性のある Cisco Unified Communications Manager リリースから     
アップグレードし、設定で「Communications Manager のローカル タ   
イム ゾーン」を使用している場合は、データベース サーバに使用  
する適切なタイム ゾーンを Cisco Unified Communications Manager     
データベースが判断し、そのタイム ゾーンを Communications  
Manager タイム ゾーンの置換用として表示します。

［セパレータ（Separator）］ 日付フィールド間で使用する区切り文字を選択します。

［日付の書式（Date Format）］ Cisco Unified IP Phone に表示される日付の形式を選択します。

［時間フォーマット（Time 
Format）］

12 時間制または 24 時間制を選択します。
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［電話用NTPの選択（Selected
Phone NTP References）］

SIP 電話機が日付と時刻の設定を NTP サーバから取得できるよう   
にするには、電話機 NTP リファレンスを日付 /時間グループに追加  
します。電話機 NTP リファレンスを日付 /時間グループに追加する  
には、次の作業を行います。

1. ［電話用 NTPを追加］ボタンをクリックします。

2. 追加する電話機 NTP リファレンスを検索します（P.5-2 の「電   
話機 NTP リファレンスの検索」を参照）。

表示されるのは、Cisco Unified Communications Manager データ    
ベースに存在している電話機 NTP リファレンスのみです。電  
話機 NTP リファレンスを Cisco Unified Communications Manager      
の管理ページに追加する方法については、P.5-3 の「電話機 NTP  
リファレンスの設定」を参照してください。

3. 検索結果が表示されたら、電話機 NTP リファレンスのチェッ  
クボックスをオンにするか、［すべてを選択］をクリックしま

す。

4. ［選択項目の追加］をクリックします。

電話機 NTP リファレンスを日付 /時間グループに追加したら、電話  
機でアクセスする最初のリファレンスから順に、それらに優先順位

を設定することができます。たとえば、リファレンスをリストの先

頭のほうに移動するには、ペインに表示されているエントリを選択

し、上矢印をクリックします。リファレンスをリストの末尾のほう

に移動するには、ペインに表示されているエントリを選択し、下矢

印をクリックします。

ヒント 電話機 NTP リファレンスを日付 /時間グループから削除  
するには、ペインに表示されているサーバを選択し、［電
話用 NTPを削除］をクリックします。電話機 NTP リファ  
レンスを日付 / 時間グループから削除しても、その電話
機 NTP リファレンスは Cisco Unified Communications     
Manager データベースからは削除されません。

表 6-1 日付 /時間グループの設定値（続き）

フィールド 説明
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日付 /時間グループの削除
Cisco Unified Communications Manager データベースから日付 / 時間グループを削除する手順は、次    
のとおりです。

始める前に

（注） デバイス プールが使用している日付 /時間グループは、削除することができません。 

日付 / 時間グループを使用しているデバイス プールを検索するには、［日時グループの設定 
（Date/Time Group Configuration）］ウィンドウの［関連リンク］ドロップダウン リスト ボックスに    
ある［依存関係レコード］を選択し、［移動］をクリックします。 

依存関係レコードがシステムで使用可能でない場合、［依存関係レコード要約（Dependency Records 
Summary）］ウィンドウにメッセージが表示され、依存関係レコードを使用可能にするための操作
が示されます。このメッセージには、依存関係レコード機能によって CPU に高い負荷がかかるこ  
とも表示されます。依存関係レコードの詳細については、P.A-4 の「依存関係レコードへのアクセ 
ス」を参照してください。

使用されている日付 / 時間グループを削除しようとすると、Cisco Unified Communications Manager   
はメッセージを表示します。現在使用されている日付 / 時間グループを削除する場合は、事前に、
次の作業のどちらか一方または両方を実行しておく必要があります。

 • 削除する日付 /時間グループを使用しているデバイス プールすべてに、別の日付 /時間グルー 
プを割り当てる。P.9-3 の「デバイス プールの設定」を参照してください。

 • 削除する日付 / 時間グループを使用しているデバイス プールを削除する。P.9-8 の「デバイス  
プールの削除」を参照してください。

手順

ステップ 1 P.6-2 の「日付 /時間グループの検索」の手順を使用して、日付 /時間グループを検索します。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、削除する日付 /時間グループを選択します。

ステップ 3 ウィンドウ左上のツールバーに表示されている［選択項目の削除］アイコンをクリックして（また

は、ウィンドウの一番下に表示されている［選択項目の削除］ボタンをクリックして）、日付 /時間
グループを削除します。

ステップ 4 削除操作を確認するように求められたら、［OK］をクリックして削除します。削除操作を取り消す
場合は、［キャンセル］をクリックしてください。

追加情報

P.6-8 の「関連項目」を参照してください。
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関連項目
 • 日付 /時間グループの設定（P.6-1）

 • 日付 /時間グループの検索（P.6-2）

 • 日付 /時間グループの設定（P.6-3）

 • 日付 /時間グループの設定値（P.6-5）

 • 日付 /時間グループの削除（P.6-7）

 • 電話機 NTP リファレンスの検索（P.5-2）

 • 電話機 NTP リファレンスの設定（P.5-3）
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7
プレゼンス グループの設定

Cisco Unified Communications Manager の管理ページでプレゼンスを設定すると、関係するユーザ    
（ウォッチャーと呼ばれます）が、電話番号または SIP URI（プレゼンス エンティティ）のリアル   
タイム ステータスをウォッチャーのデバイスから監視できるようになります。

プレゼンス グループを使用してウォッチャーがどの対象を監視できるかは、Cisco Unified  
Communications Manager が制御します。プレゼンス グループは、ウォッチャー、およびグループ内   
のウォッチャーが監視できる対象を保持しています。あるグループに含まれているウォッチャーが

他のグループ内の電話番号を監視できるようにするには、権限の設定値を指定して、プレゼンス要

求を許可またはブロック（拒否）します。プレゼンス許可が作用するのは、対象のステータスを監

視する権限をウォッチャーが持つことを必須としているプレゼンス グループです。

プレゼンス グループを設定したら、Cisco Unified Communications Manager の管理ページで次の項目     
にプレゼンス グループを適用します。

 • 電話番号：ステータスの監視対象となるプレゼンス エンティティ

 • SIP トランク：ウォッチャー

 • SIP 電話機：ウォッチャー

 • SCCP 電話機：ウォッチャー

 • アプリケーション ユーザ：ウォッチャー

 • エンド ユーザ：ウォッチャー

プレゼンス グループの設定の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager 機能および     
サービス ガイド』の「プレゼンス」の章を参照してください。
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8
リージョンの設定

リージョンの設定では、リージョン内または既存のリージョン間で、オーディオ コールとビデオ 
コールに使用される帯域幅を指定します。 

 • オーディオ コーデックによって、圧縮のタイプ、およびオーディオ コールあたりの使用帯域  
幅の最大値が決まります。 

 • ビデオ コールの帯域幅は、オーディオ帯域幅およびビデオ帯域幅の合計で構成されますが、 

オーバーヘッドは含まれません。

（注） Cisco Unified Communications Manager で処理されるすべてのコールには、デフォルトのオーディオ    
コーデック G.711 が指定されています。デフォルトのオーディオ コーデックだけを使用する場合   
は、リージョンを使用する必要はありません。詳細については、P.8-12 の「関連項目」を参照して 
ください。

（注） Cisco Unified Communications Manager では、最大 500 のリージョンを追加できます。

リージョンを追加、更新、または削除するには、次のトピックを参照してください。

 • リージョンの検索（P.8-2）

 • リージョンの設定（P.8-3）

 • 関連項目（P.8-12）

 • リージョンの削除（P.8-11）

リージョンの設定とオーディオ コーデックの選択の詳細については、『Cisco Unified Communications   
Manager システム ガイド』の「リージョン」を参照してください。
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リージョンの検索
ネットワーク内にはいくつかのリージョンが存在することがあるので、Cisco Unified 
Communications Manager の管理ページでは、固有の条件を指定して、特定のリージョンを見つける
ことができます。リージョンを見つける手順は、次のとおりです。

（注） ブラウザ セッションでの作業中は、検索 /リストの検索設定がクライアント マシンの cookie に保    
存されます。他のメニュー項目に移動してからこのメニュー項目に戻ってくる場合や、ブラウザを

閉じてから再び新しくブラウザ ウィンドウを開いた場合でも、検索に変更を加えない限り、Cisco 
Unified Communications Manager の検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 ［システム］ >［リージョン］の順に選択します。

［リージョンの検索と一覧表示（Find and List Regions）］ウィンドウが表示されます。アクティブな   
（前回の）クエリーのレコードも、ウィンドウに表示されることがあります。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • ドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リスト ボック  
スから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。

ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。

（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。
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選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.8-12 の「関連項目」を参照してください。

リージョンの設定
リージョンを追加または更新する手順は、次のとおりです。

始める前に

どのリージョンについても、他のリージョン内にそのリージョンとの関連付けが存在しています。

このため、リージョンの追加はマトリクス（行列）のような形態で発生します。たとえば、リー

ジョン A、B、および C を追加すると、次に示すように、リージョン A、リージョン B、およびリー     
ジョン C を列および行とするマトリクスが作成されます。

20 のリージョンを割り当てると、データベースは 400 のエントリ（20 x 20）を追加します。多数の     
リージョンを割り当てると、パフォーマンスがいくらか制限されます。

（注） Cisco Unified Communications Manager では、最大 500 のリージョンを追加できます。

デフォルト値の設定

リージョン エントリには、次の値が保持されます。

 • ［オーディオ コーデック（Audio Codec）］：同じリージョン内で使用されるオーディオ コーデッ   
クの値を定義します。また、リージョン間で使用されるオーディオ コーデックの値も定義しま 
す。 

 • ［ビデオ コール帯域幅（Video Call Bandwidth）］：同じリージョン内で使用されるビデオ コール    
帯域幅の値を定義します。また、リージョン間で使用されるビデオ コール帯域幅の値も定義し 
ます。

 • ［リンク損失タイプ（Link Loss Type）］：同じリージョン内で使用されるリンク損失タイプを定  
義します。また、リージョン間で使用されるリンク損失タイプも定義します。

ヒント オーディオ コーデックとビデオ コール帯域幅の値を両方ともデフォルト値を使用するように設定  
すると、リソースがさらに効率的に使用されるようになり、パフォーマンスが最適化されます。

リージョン A リージョン B リージョン C

リージョン A

リージョン B

リージョン C
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（注） リージョンは、リージョン内で使用されるデフォルト値（推奨デフォルト値は G.711）、およびリー 
ジョン間で使用されるデフォルト値（推奨デフォルト値は G.729）を保持しています。

リージョン内で使用されるデフォルト値は、［Cisco Unified Communications Manager の管理］の［サー    
ビス パラメータ設定（Service Parameters Configuration）］ウィンドウで設定します。手順は次のとお   
りです。

1. ［システム］ >［サービスパラメータ］の順に選択します。

2. ［サーバ（Server）］ドロップダウン リスト ボックスから、設定する Cisco Unified Communications     
Manager サーバを選択します。

3. ［サービス（Service）］ドロップダウン リスト ボックスから、サービスとして［Cisco CallManager   
（Active）］を選択します。

4. ［Cisco Unified Communications Manager の管理］の［サービスパラメータ設定（Service Parameter     
Configuration）］ウィンドウが表示されます。

5. ［Clusterwide Parameters（System - Location and Region）］まで下方向にスクロールして、この     
セクションのパラメータを設定します。

6. ウィンドウ左上のツールバーに表示されている［保存］アイコンをクリックします。または、
ウィンドウの一番下に表示されている［保存］ボタンをクリックします。

リージョンを追加または更新する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ［システム］ >［リージョン］の順に選択します。

［リージョンの検索と一覧表示（Find and List Regions）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 次のいずれかの作業を行います。

 • 新しいリージョンを追加するには、［新規追加］ボタンをクリックし、ステップ 3 に進みます。

 • 既存のリージョンを更新するには、対象となるリージョンを見つけて（P.8-2 の「リージョンの 
検索」を参照）、ステップ 3 に進みます。

（注） リージョン名の変更後にデバイスをリセットするようにしてください。

ステップ 3 ［名前（Name）］フィールドに、リージョンに割り当てる名前を入力します。

ステップ 4 新しいリージョンをデータベースに保存するには、ウィンドウ左上のツールバーに表示されている

［保存］アイコンをクリックします。または、ウィンドウの一番下に表示されている［保存］ボタ

ンをクリックします。

ステップ 5 このリージョン内で使用するデフォルト コーデックを設定するには、［リージョン（Regions）］ウィ 
ンドウ ペインにあるリージョン名をクリックして選択します。

a. ［オーディオコーデック（Audio Codec）］ドロップダウン リスト ボックスから、このリージョ   
ン内で使用するデフォルトのオーディオ コーデック値を選択します。
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オーディオ コーデックによって、圧縮のタイプ、およびこれらのコールに割り当てられる帯
域幅の最大値が決まります。使用可能なコーデック タイプおよび帯域幅のサマリーについて
は、表 8-2 を参照してください。

b. ［ビデオコール帯域幅（Video Call Bandwidth）］列で、適切なオプション ボタンをクリックして   
デフォルト値を設定し、このリージョン内のビデオ コールに使用するビデオ帯域幅を指定しま 
す。

［なし（None）］を指定した場合、ビデオ コールは許可されません。
c. ［リンク損失タイプ（Link Loss Type）］ドロップダウン リスト ボックスから、このリージョン    
内で使用するデフォルトのリンク損失タイプを選択します。

（注） スケーラビリティを向上させるには、［Cisco Unified Communications Manager の管理］の    
［サービスパラメータ設定（Service Parameters Configuration）］ウィンドウの［Clusterwide  

Parameters（System - Location and Region）］セクションで、オーディオ コーデック、ビデオ     
コール帯域幅、およびリンク損失タイプの値についてデフォルト値を適切に設定し、次に、

［Cisco Unified Communications Manager の管理］の［リージョンの設定（Region Configuration）］     
ウィンドウで［システムデフォルトの使用］を選択することをお勧めします。

ステップ 6 このリージョンと他のリージョンの間で使用するデフォルト コーデックを設定するには、［リー 

ジョン（Regions）］ウィンドウ ペインにある他のリージョン名（このリージョン以外）をクリック 
して選択します。

a. ［オーディオコーデック（Audio Codec）］ドロップダウン リスト ボックスから、このリージョ   
ンと選択したリージョンの間で使用するデフォルトのオーディオ コーデック値を選択します。

オーディオ コーデックによって、圧縮のタイプ、およびこれらのコールに割り当てられる帯
域幅の最大値が決まります。使用可能なコーデック タイプおよび帯域幅のサマリーについて
は、表 8-2 を参照してください。

b. ［ビデオコール帯域幅（Video Call Bandwidth）］列で、適切なオプション ボタンをクリックして   
デフォルト値を設定し、このリージョンと選択したリージョンの間でビデオ コールに使用する 
ビデオ帯域幅を指定します。

［なし（None）］を指定した場合、このリージョンと指定されたリージョンの間ではビデオ 
コールが許可されません。

c. ［リンク損失タイプ（Link Loss Type）］ドロップダウン リスト ボックスから、このリージョン    
と選択したリージョンの間で使用するデフォルトのリンク損失タイプを選択します。

（注） スケーラビリティを向上させるには、［Cisco Unified Communications Manager の管理］の    
［サービス パラメータ設定（Service Parameters Configuration）］ウィンドウの［Clusterwide   

Parameters（System - Location and Region）］セクションで、オーディオ コーデック、ビデオ     
コール帯域幅、およびリンク損失タイプの値についてデフォルト値を適切に設定し、次に、

［Cisco Unified Communications Manager の管理］の［リージョンの設定（Region Configuration）］     
ウィンドウで、これらのフィールドに対して［システムデフォルトの使用］エントリを選

択することをお勧めします。

ステップ 7 新しいリージョンをデータベースに保存するには、ウィンドウ左上のツールバーに表示されている

［保存］アイコンをクリックします。または、ウィンドウの一番下に表示されている［保存］ボタ

ンをクリックします。
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ヒント ［リージョンの検索と一覧表示（Find and List Regions）］ウィンドウに、［ページあたりの行数］ド   
ロップダウン リスト ボックスが表示されます。このドロップダウン リスト ボックスを使用して、    
表示するリージョンの数（25、50、100、150、200、または 250 の設定済みリージョン）を指定で  
きます。100 以上のリージョンを表示するように選択した場合、Cisco Unified Communications   
Manager の性能が低下する可能性があります。

次の手順

データベースに新しいリージョンを追加した後、そのリージョンを使用して、デバイス プールを設 
定できます。デバイスは、割り当てられたデバイス プールからリージョンの設定値を取得します。 
デバイス プールの設定については、P.9-3 の「デバイス プールの設定」を参照してください。

追加情報

P.8-12 の「関連項目」を参照してください。
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リージョンの設定値
表 8-1 では、リージョンに対して指定することができるオーディオ コーデック、およびビデオ コー   
ル帯域幅の設定値をまとめています。関連する手順については、P.8-12 の「関連項目」を参照して 
ください。

表 8-1 リージョンの設定値 

フィールド 説明

［リージョン情報（Region Information）］

［名前（Name）］ このリージョンの一意な名前を入力します。この名前には、最長 30 
文字まで指定できます。文字、数字、ダッシュ、ドット（ピリオ

ド）、ブランク、および下線を指定できます。

（注） リージョン名の変更後にデバイスをリセットするようにし

てください。

［リージョンの関係（Region Relationships）］

［リージョン（Region）］ この列のエントリには、デフォルト以外の関係が設定されたすべて

のリージョンが表示されます。

（注） 設定しているリージョンと、このリージョンとの間の関係
がデフォルト値のみを指定している場合、このリージョン
はこの列に表示されません。

［オーディオコーデック

（Audio Codec）］
この列のエントリは、設定しているリージョンと、対応する行に表

示されているリージョンとの間のオーディオ コーデックの関係を 
指定します。

［ビデオコール帯域幅 

（Video Call Bandwidth）］
この列のエントリは、設定しているリージョンと、対応する行に表

示されているリージョンとの間のビデオ コールの帯域幅の関係を 
指定します。

［リンク損失タイプ 

（Link Loss Type）］
この列のエントリは、設定しているリージョンと、対応する行に表

示されているリージョンとの間のリンク損失タイプの関係を指定

します。

［他のリージョンへの関係を変更（Modify Relationship to other Regions）］

［リージョン（Regions）］ このウィンドウ ペインのエントリは、Default リージョン、設定し  
ているリージョン、およびその他すべてのリージョンを含む、すべ

ての既存リージョンを指定します。 

このペインでリージョンを選択してから、設定しているリージョン

と選択されたリージョンとの間の関係を設定してください。
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［オーディオコーデック

（Audio Codec）］
［リージョン（Regions）］ウィンドウ ペインで指定したリージョン 
ごとに、対応する値をこの列のドロップダウン リスト ボックスか  
ら選択して、このリージョンと指定したリージョンとの間でコール

に使用するオーディオ コーデックを設定します。デフォルト設定 
を選択するには、［システムデフォルトの使用］の値を選択してく

ださい。

 • Cisco Unified Communications Manager の管理ページの［サービ    
スパラメータ設定（Service Parameter Configuration）］ウィンド  
ウで設定したデフォルト設定値を選択することをお勧めしま

す。P.8-3 の「デフォルト値の設定」を参照してください。

 • リモート サイトの配置の大部分で帯域幅が制限されるため、新 
規リージョンと既存リージョン間で推奨されるデフォルトの

オーディオ コーデックの設定値、G.729 を使用してください。

［ビデオコール帯域幅 

（Video Call Bandwidth）］
［リージョン（Regions）］ウィンドウ ペインで指定したリージョン 
ごとに、この列の次のオプション ボタンのいずれかをクリックし 
ます。

 • ［現在の設定の保持（Keep Current Setting）］：ビデオ コールの帯   
域幅に現在の設定を使用するには、このボタンをクリックしま

す。

 • ［システムデフォルトの使用（Use System Default）］：デフォル  
ト値を使用するには、このボタンをクリックします。デフォル

ト値には、［サービスパラメータ設定（Service Parameter 
Configuration）］ウィンドウでデフォルト値を別の値に設定しな
い限り、通常は 384 Kbps が指定されています。

 • ［なし（None）］：このリージョンと指定したリージョン間に割
り当てられたビデオ コール帯域幅がない場合は、このオプショ 
ン ボタンをクリックします。

 • ［kbps］：設定しているリージョンと、指定したリージョン間に
ビデオ コール帯域幅を割り当てるには、このボタンをクリック 
します。これらの 2 つのリージョン間で各ビデオ コールに使用   
できる帯域幅を入力します。有効値の範囲は 1 ～ 32256 です。

表 8-1 リージョンの設定値（続き）

フィールド 説明
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コール ストリームあたりの全使用帯域幅は、オーディオ コーデックのタイプ、およびデータ パケッ   
トのサイズとオーバーヘッド（パケット ヘッダー サイズ）などの要素によって決まります。表 8-2  
に表示されている帯域幅の数字は、30-ms データ パケットに適用され、IP ヘッダーを含みます。各   
コールは、2 つのコール ストリームから構成されています。

（注） 表 8-2 に示したコーデックは、コールごとに使用される帯域幅の概算値を示しています。各コー 
デックの帯域幅使用については、Cisco Unified Communications Manager の現在のリリースの『Cisco    
Unified Communications ソリューション リファレンス ネットワーク デザイン（SRND）』を参照して     
ください。

［リンク損失タイプ 

（Link Loss Type）］
［リージョン（Regions）］ウィンドウ ペインで指定したリージョン 
ごとに、対応する値をこの列のドロップダウン リスト ボックスか  
ら選択して、このリージョン内、およびこのリージョンと指定した

リージョンとの間でコールに使用するリンク損失タイプを設定し

ます。 

次のいずれかの値を選択します。

 • ［現在の設定の保持］：設定しているリージョンと、［リージョ
ン（Regions）］ウィンドウ ペインで指定したリージョンとの間 
のリンク損失タイプを保持するには、この値を選択します。

 • ［システム デフォルトの使用］：設定しているリージョンと、 
［リージョン（Regions）］ウィンドウ ペインで指定したリージョ 
ンとの間のリンク損失タイプとしてシステム デフォルト値を 
使用するには、この値を選択します。

 • ［低損失］：設定しているリージョンと、［リージョン（Regions）］
ウィンドウ ペインで指定したリージョンとの間に低損失リン 
ク損失タイプを指定するには、この値を選択します。

 • ［高損失］：設定しているリージョンと、［リージョン（Regions）］
ウィンドウ ペインで指定したリージョンとの間に高損失リン 
ク損失タイプを指定するには、この値を選択します。

表 8-1 リージョンの設定値（続き）

フィールド 説明

表 8-2 オーディオ コーデックが使用する帯域幅 

オーディオ  
コーデック

30 ms データ パケットで   
各コールが消費する帯域幅
（IP ヘッダーを含む） 説明

G.711 80 kbps このコーデックは、すべての Cisco Unified 
Communications Manager コールのデフォルト コーデッ
クです。

G.722 80 kbps 通常、ビデオ エンドポイントがこのコーデックを使用 
します。

G.723 24 kbps この低ビットレート コーデックは、旧 Cisco IP Phone    
12SP シリーズおよび Cisco IP Phone 30VIP で使用するた      
めにサポートされています。
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G.728/iLBC G.728 では 26.66 kbps

iLBC では 24 kbps

G.728 低ビットレート コーデックは、ビデオ エンドポ   
イントによってサポートされています。

Internet Low Bit Rate Codec（iLBC）を使用すると、フレー    
ム損失が発生したときの通話品質の低下が緩和され、リ

アルタイム通信に適しています。

G.729 24 kbps この低ビットレート コーデックは、Cisco Unified IP   
Phone 7900 で使用するためにサポートされています。

Wideband/AAC 272 kbps この高品質で広帯域幅のオーディオ コーデックは、 
Cisco Unified IP Phone 7900 がサポートする IP Phone 間        
コールで使用するためにサポートされています。

SIP 電話機間のコール用に Advanced Audio Codec（AAC）    
を設定する場合は、このオーディオ コーデックを使用 
します。 

Advanced Audio Codec（AAC）は、音声の忠実度を向上  
させ、旧コーデック以上の音質を提供する、広帯域幅音

声コーデックを指定します。

GSM 29 kbps Global System for Mobile Communications（GSM）コーデッ    
ク。このコーデックを使用して、GSM ワイヤレス受話 
器用の MNET システムが Cisco Unified Communications     
Manager と相互動作できるようになります。

表 8-2 オーディオ コーデックが使用する帯域幅（続き）

オーディオ  
コーデック

30 ms データ パケットで   
各コールが消費する帯域幅
（IP ヘッダーを含む） 説明
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リージョンの削除
Cisco Unified Communications Manager データベースからリージョンを削除する手順は、次のとおり    
です。

始める前に

（注） デバイス プールが使用しているリージョンは削除できません。 

リージョンを使用しているデバイス プールを検索するには、［リージョンの設定（Region 
Configuration）］ウィンドウの［関連リンク］ドロップダウン リスト ボックスにある［依存関係レ  
コード］を選択し、［移動］をクリックします。 

依存関係レコードがシステムで使用可能でない場合、［依存関係レコード要約（Dependency Records 
Summary）］ウィンドウにメッセージが表示され、依存関係レコードを使用可能にするための操作
が示されます。このメッセージには、依存関係レコード機能によって CPU に高い負荷がかかるこ  
とも表示されます。依存関係レコードの詳細については、P.A-4 の「依存関係レコードへのアクセ 
ス」を参照してください。 

使用中のリージョン グループを削除しようとすると、メッセージが表示されます。現在使用中の 
リージョンを削除する場合は、事前に、次のどちらかまたは両方の作業を実行しておく必要があり

ます。

 • 別のリージョンを使用するように、デバイス プールを更新する。P.9-3 の「デバイス プールの   
設定」を参照してください。

 • 削除するリージョンを使用しているデバイス プールを削除する。P.9-8 の「デバイス プールの   
削除」を参照してください。

手順

ステップ 1 P.8-2 の「リージョンの検索」の手順を使用して、リージョンを検索します。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、削除するリージョンを選択します。

ステップ 3 リージョンを削除するには、ウィンドウ左上のツールバーに表示されている［選択項目の削除］ア

イコンをクリックします。または、ウィンドウの一番下に表示されている［選択項目の削除］ボタ

ンをクリックします。

ヒント ［リージョンの検索と一覧表示（Find and List Regions）］ウィンドウに、［ページあたりの行数］ド   
ロップダウン リスト ボックスが表示されます。このドロップダウン リスト ボックスを使用して、    
表示するリージョンの数（25、50、100、150、200、または 250 の設定済みリージョン）を指定で  
きます。100 以上のリージョンを表示するように選択した場合は、Cisco Unified Communications   
Manager の性能が低下する可能性があります。

追加情報

P.8-12 の「関連項目」を参照してください。
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関連項目
 • リージョンの設定（P.8-1）

 • リージョンの検索（P.8-2）

 • リージョンの設定（P.8-3）

 • リージョンの設定値（P.8-7）

 • リージョンの削除（P.8-11）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「リージョン」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「コール アドミッション制御」
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9
デバイス プールの設定

デバイス プールの設定では、複数のデバイスに共通の特性がまとめて指定されます。デバイス プー  
ルの構造では、ユーザ情報と位置情報の分離が可能です。デバイス プールには、デバイスと位置に 
関連する情報のみが格納されます。［共通デバイス設定（Common Device Configuration）］ウィンド  
ウには、使用されるソフトキー テンプレートの種類、ロケール情報などの、ユーザ向けの情報がす 
べて記録されます。ユーザ向けの情報を得るためには、各デバイスが、デバイス プールに関連付け 
られ、共通のデバイス設定に関連付けられている必要があります。

デバイス プールを追加、更新、または削除するには、次のトピックを参照してください。

 • デバイス プールの検索（P.9-2）

 • デバイス プールの設定（P.9-3）

 • デバイス プールの設定値（P.9-5）

 • デバイス プールの削除（P.9-8）

 • 関連項目（P.9-9）

デバイス プール、およびデバイス プールを通じて割り当てられるデバイス設定値の詳細について  
は、『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「システム レベルのコンフィギュ      
レーション設定」を参照してください。

共通のデバイス設定パラメータの詳細については、P.93-1 の「共通デバイス設定」を参照してくだ 
さい。
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デバイス プールの検索
ネットワーク内にはいくつかのデバイス プールが存在することがあるので、Cisco Unified  
Communications Manager の管理ページでは、固有の条件を指定して、特定のデバイス プールを見つ   
けることができます。デバイス プールを見つける手順は、次のとおりです。

（注） Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、ブラウザ セッションでの作業中は、デバ     
イス プールの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこのメニュー項目に戻っ 
てくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じたりしない限り、デバイス プールの検 
索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 ［システム］ >［デバイスプール］の順に選択します。

［デバイス プールの検索と一覧表示（Find and List Device Pools）］ウィンドウが表示されます。アク     
ティブな（前回の）クエリーのレコードも、ウィンドウに表示されることがあります。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リスト ボック  
スから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。

ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。

（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。
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選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.9-9 の「関連項目」を参照してください。

デバイス プールの設定
デバイス プールを Cisco Unified Communications Manager データベースに追加、コピー、または更新      
する手順は、次のとおりです。新しいデバイス プールをデータベースに追加した後、そのデバイス 
プールを使用して、Cisco Unified IP Phone、ゲートウェイ、会議ブリッジ、トランスコーダ、メディ   
ア ターミネーション ポイント、ボイスメール ポート、CTI ルート ポイントなどのデバイスを設定     
できます。

始める前に

デバイス プールに対して次の項目を選択する場合は、デバイス プールを設定するとき、事前に、そ  
の項目を設定しておく必要があります。

 • Cisco Unified Communications Manager グループ（必須）。P.4-4 の「Cisco Unified Communications       
Manager グループの設定」を参照してください。

 • 日付 /時間グループ（必須）。P.6-3 の「日付 /時間グループの設定」を参照してください。

 • リージョン（必須）。P.8-3 の「リージョンの設定」を参照してください。

 • SRST リファレンス（オプション）。P.19-4 の「SRST リファレンスの設定」を参照してください。

 • メディア リソース グループ リスト（オプション）。P.71-3 の「メディア リソース グループ リ       
ストの設定」を参照してください。

 • 自動登録用のコーリング サーチ スペース（オプション）。P.46-3 の「コーリング サーチ スペー     
スの設定」を参照してください。

 • 復帰コール フォーカス優先度（オプション）。『Cisco Unified Communications Manager 機能およ     
びサービス ガイド』の「保留復帰」を参照してください。

 • デバイス モビリティ グループ（オプション）。P.10-3 の「デバイス モビリティ グループの設     
定」を参照してください。

 • デバイス モビリティ コーリング サーチ スペース。P.46-3 の「コーリング サーチ スペースの設       
定」を参照してください。

 • 物理ロケーション（オプション）。P.18-3 の「物理ロケーションの設定」を参照してください。

 • ロケーション。P.17-4 の「ロケーションの設定」を参照してください。

 • AARグループ。P.31-4 の「AAR グループの設定」を参照してください。

 • AARコーリング サーチ スペース。P.46-3 の「コーリング サーチ スペースの設定」を参照して     
ください。

手順

ステップ 1 ［システム］ >［デバイスプール］の順に選択します。

［デバイス プールの検索と一覧表示（Find and List Device Pools）］ウィンドウが表示されます。
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ステップ 2 次のいずれかの作業を行います。

 • 既存のデバイス プールをコピーするには、対象となるデバイス プールを見つけて（P.9-2 の「デ   
バイス プールの検索」を参照）、コピーするデバイス プールの横にある［コピー（Copy）］ボ  
タンをクリックし、ステップ 3 に進みます。

 • 新しいデバイス プールを追加するには、［新規追加］ボタンをクリックし、ステップ 3 に進み   
ます。

 • 既存のデバイス プールを更新するには、対象となるデバイス プールを見つけて（P.9-2 の「デ   
バイス プールの検索」を参照）、ステップ 3 に進みます。

ステップ 3 適切なフィールドに値を入力します（表 9-1 を参照）。

ステップ 4 デバイス プール情報をデータベースに保存するには、［保存］をクリックします。

追加情報

P.9-9 の「関連項目」を参照してください。
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デバイス プールの設定値
表 9-1 では、デバイス プールの設定値を一覧表示し、説明します。関連する手順については、P.9-9 の   
「関連項目」を参照してください。

表 9-1 デバイス プールの設定値 

フィールド名 説明

［デバイスプールの設定（Device Pool Settings）］

［デバイスプール名］ 作成する新規デバイス プールの名前を入力します。

［Cisco Unified CMグループ］ このデバイス プール内のデバイスに割り当てる Cisco Unified   
Communications Manager グループを選択します。Cisco Unified   
Communications Manager グループでは、最高 3 つの Cisco Unified      
Communications Manager の優先順位をリストで指定しています。リ  
ストの最初にある Cisco Unified Communications Manager はそのグ     
ループのプライマリ Cisco Unified Communications Manager となり、     
残りは冗長性を確保するためのバックアップ Cisco Unified  
Communications Manager となります。

［自動登録用コーリングサー

チスペース（Calling Search 
Space for Auto-registration）］

Cisco Communications Manager に自動登録されるこのデバイス プー    
ル内のデバイスに割り当てる、コーリング サーチ スペースを選択  
します。コーリング サーチ スペースは、コールを完了しようとす  
るときにデバイスが検索できるパーティションを指定します。

［復旧されたコールフォーカ

スプライオリティ（Reverted
Call Focus Priority）］

保留復帰機能から起動される復帰コールに対する、クラスタ全体の

優先度設定を選択します。この設定によって、どのコール タイプ 
（着信コールか復帰コール）がユーザの操作（オフフックにするな

ど）に対して優先されるかが指定されます。

 • ［デフォルト］：このオプションを選択すると、着信コールが優
先されます。

 • ［最高］：このオプションを選択すると、復帰コールが優先され
ます。

［未選択］に設定すると、インストール時のデフォルト デバイス 
プールに対する復帰コール フォーカス優先度設定が指定されます。 
インストール時には、着信コールが優先されます。Cisco Unified 
Communications Manager の管理ページでは、この設定を選択できま  
せん。

（注） この設定は、特に保留復帰コールに対して適用され、パー
クされた復帰コールには適用されません。

詳細については、『Cisco Unified Communications Manager 機能およ    
びサービス ガイド』の「保留復帰」を参照してください。

［重要設定のローミング（Roaming Sensitive Settings）］

［日時グループ（Date/Time 
Group）］

このデバイス プール内のデバイスに割り当てる日付 /時間グループ 
を選択します。日付 /時間グループは、タイム ゾーン、および日付 
と時刻の表示形式を指定します。
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［リージョン］ このデバイス プール内のデバイスに割り当てる Cisco Unified   
Communications Manager リージョンを選択します。Cisco Unified   
Communications Manager リージョンの設定値は、リージョン内およ  
び他のリージョン間でコールに使用できる音声コーデックを指定

します。

［メディアリソースグループ

リスト（Media Resource 
Group List）］

ドロップダウン リスト ボックスから、メディア リソース グループ    
リストを選択します。メディア リソース グループ リストは、優先   
順位順に並べられたメディア リソース グループのリストを指定し  
ます。アプリケーションは、メディア リソース グループ リストに   
定義されている優先順位に従って、使用可能なメディア リソース 
グループから、必要なメディア リソース（たとえば、保留音サー 
バ、トランスコーダ、会議ブリッジ）を選択します。

［ロケーション（Location）］ ロケーションは、コール アドミッション制御を中央集中型コール 
処理システムに実装する際に使用します。コール アドミッション 
制御では、ロケーション間のリンクを経由する際にオーディオ コー 
ルとビデオ コールで使用できる帯域幅を制限することにより、オー 
ディオ品質とビデオのアベイラビリティを調整できます。 

［ネットワークロケール

（Network Locale）］
ドロップダウン リスト ボックスから、電話機とゲートウェイに関  
連したロケールを選択します。そのネットワーク ロケールは、特 
定地域にあるデバイス プールの電話機とゲートウェイが使用する 
トーンおよび断続周期の定義を含んでいます。このデバイス プー 
ルを使用する電話機とゲートウェイのすべてがサポートしている

ネットワーク ロケールを選択してください。

（注） ユーザがネットワーク ロケールを選択しない場合は、Cisco 
Unified Communications Manager clusterwide パラメータでデ    
フォルト ネットワーク ロケールとして指定されたロケー  
ルが適用されます。

（注） 関連するデバイスによってサポートされているインストー
ル済みのネットワーク ロケールのみを選択してください。 
このリストにはこの設定に使用できるネットワーク ロ 
ケールがすべて示されていますが、そのすべてがインス
トールされているわけではありません。デバイスは、ファー
ムウェアにおいてサポートしていないネットワーク ロ 
ケールと関連付けられると、起動に失敗します。

表 9-1 デバイス プールの設定値（続き）

フィールド名 説明
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［SRST参照先 
（SRST Reference）］

ドロップダウン リスト ボックスから、このデバイス プール内のデ   
バイスに割り当てる Survivable Remote Site Telephony（SRST）リファ    
レンスを選択します。次のいずれかのオプションを選択します。

 • ［Disable］：このオプションを選択すると、このデバイス プー 
ル内のデバイスは SRST リファレンス ゲートウェイを使用で   
きなくなります。

 • ［Use Default Gateway］：このオプションを選択すると、このデ  
バイス プール内のデバイスはデフォルトの SRST ゲートウェ   
イを使用します。

 • 既存の SRST リファレンス：ドロップダウン リストから SRST    
リファレンスを選択すると、このデバイス プール内のデバイス 
はこの SRST リファレンス ゲートウェイを使用します。

［接続モニタ間隔（Connection
Monitor Duration）］

この設定値は、IP Phone が SRST から登録解除され Cisco Unified      
Communications Manager に再登録される前に、Cisco Unified   
Communications Manager への接続を監視する時間を定義します。

デフォルト値は 120 秒で、Connection Monitor Duration エンタープラ     
イズ パラメータに属します。

コネクション モニタを使用不可にする（値を 0 に変更する）必要   
がある場合、またはコネクション モニタの時間を延長する場合は、 
この設定値を変更します。

（注） ［接続モニタ間隔（Connection Monitor Duration）］の値を変  
更した場合、その値は更新されたデバイス プールだけに適 
用されます。それ以外のすべてのデバイスは、固有の［接
続モニタ間隔（Connection Monitor Duration）］フィールドの  
値またはエンタープライズ パラメータで設定された値を 
使用します。

詳細については、『Cisco Unified Communications Manager システム    
ガイド』の「SRST リファレンス」を参照してください。

［物理ロケーション（Physical
Location）］

このデバイス プールの物理ロケーションを選択します。システム 
は、物理ロケーションとデバイス モビリティ機能を組み合せて使 
用することで、特定の地域に関連したパラメータを識別します。

［デバイスモビリティグルー

プ（Device Mobility group）］
デバイス モビリティ グループは、最上位レベルのネットワーク内  
の地域エンティティを表し、デバイス モビリティ機能をサポート 
するために使用されます。 

［デバイスモビリティ関連情報（Device Mobility Related Information）］

［デバイスモビリティコーリ

ングサーチスペース 

（Device Mobility Calling 
Search Space）］

デバイスがローミングされ、同じデバイス モビリティ グループに  
含まれている場合に、デバイス コーリング サーチ スペースで使用   
されるコーリング サーチ スペースを選択します。

［AAR コーリングサーチス
ペース（AAR Calling Search  
Space）］

自動代替ルーティング（AAR）の実行時にデバイスが使用するコー
リング サーチ スペースを選択します。AAR コーリング サーチ ス     
ペースは、帯域幅不足によってコールがブロックされないように、

収集された（発信）番号のルーティング方法を決定するために検索

されるパーティションの集合を指定します。

表 9-1 デバイス プールの設定値（続き）

フィールド名 説明
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デバイス プールの削除
Cisco Unified Communications Manager データベースからデバイス プールを削除する手順は、次のと     
おりです。

始める前に

デバイスが割り当てられているデバイス プール、［デバイスのデフォルト設定（Device Defaults  
Configuration）］に使用されるデバイス プール、またはデータベース内の唯一のデバイス プールな  
どは、削除できません。使用中のデバイス プールを削除しようとすると、メッセージが表示されま 
す。現在使用中のデバイス プールを削除する場合は、事前に、次のどちらかまたは両方の作業を実 
行しておく必要があります。

 • デバイスを更新して別のデバイス プールに割り当てる。P.82-6 の「電話機の削除」を参照して  
ください。

 • 削除するデバイス プールに割り当てられているデバイスを削除する。P.82-6 の「電話機の削除」  
を参照してください。

手順

ステップ 1 P.9-2 の「デバイス プールの検索」の手順を使用して、デバイス プールを検索します。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、削除するデバイス プールを選択します。

ステップ 3 ［選択項目の削除］をクリックします。

ステップ 4 削除操作を確認するように求められたら、［OK］をクリックして削除します。削除操作を取り消す
には、［キャンセル］をクリックします。

追加情報

P.9-9 の「関連項目」を参照してください。

［AARグループ 
（AAR Group）］

このデバイスの自動代替ルーティング（AAR）グループを選択しま
す。AAR グループは、帯域幅不足のためにコールがブロックされ 
ないように、コールをルーティングするためのプレフィックス番号

を提供します。AAR グループ設定を［なし］にすると、ブロック 
されたコールの再ルーティングは行われません。

表 9-1 デバイス プールの設定値（続き）

フィールド名 説明
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関連項目
 • デバイス プールの設定（P.9-1）

 • デバイス プールの検索（P.9-2）

 • デバイス プールの設定（P.9-3）

 • デバイス プールの削除（P.9-8）
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10
デバイス モビリティ グループの設定

デバイス モビリティ グループは、デバイスのモビリティ機能をサポートしています。デバイス モ   
ビリティ グループは、ネットワーク内の最上位レベルの地域エンティティを表しています。ネット 
ワークのサイズと範囲に応じて、デバイス モビリティ グループは国、地域、州や都道府県、市町  
村などのエンティティを表現します。たとえば、世界的規模のネットワークを持つ企業が、各国を

表すデバイス モビリティ グループを設定することもあれば、国内または地域内ネットワークを持  
つ企業が、州、都道府県、市町村を表すデバイス モビリティ グループを設定することもあります。

デバイス モビリティ グループを設定するには、次のトピックを参照してください。

 • デバイス モビリティ グループの検索（P.10-2）

 • デバイス モビリティ グループの設定（P.10-3）

 • デバイス モビリティ グループの削除（P.10-4）

 • デバイス モビリティ グループの設定値（P.10-4）

デバイス モビリティ機能の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager 機能およびサー     
ビス ガイド』の「Cisco Unified Communications Manager デバイス モビリティ」を参照してください。
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デバイス モビリティ グループの検索
ネットワーク内にはいくつかのデバイス モビリティ グループが存在することがあるので、Cisco  
Unified Communications Manager ページでは、固有の条件を指定して、特定のデバイス モビリティ   
グループを見つけることができます。デバイス モビリティ グループを見つける手順は、次のとお  
りです。

（注） Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、ブラウザ セッションでの作業中は、デバ     
イス モビリティ グループの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこのメ  
ニュー項目に戻ってくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じたりしない限り、デバ

イス モビリティ グループの検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 ［システム］ >［デバイスモビリティ］ >［デバイスモビリティグループ］の順に選択します。

［デバイスモビリティグループの検索と一覧表示（ Find and List Device Mobility Groups）］ウィンド      
ウが表示されます。アクティブな（前回の）クエリーのレコードも、ウィンドウに表示されること

があります。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リスト ボック  
スから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。

ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。
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（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.10-4 の「関連項目」を参照してください。

デバイス モビリティ グループの設定
電話番号に対してデバイス モビリティ グループを設定する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ［システム］ >［デバイスモビリティ］ >［デバイスモビリティグループ］の順に選択します。

［デバイスモビリティグループの検索と一覧表示（ Find and List Device Mobility Groups）］ウィンド      
ウが表示されます。

ステップ 2 次のいずれかの作業を行います。

 • 既存のデバイス モビリティ グループをコピーするには、対象となるデバイス モビリティ グ    
ループを見つけて（P.10-2 の「デバイス モビリティ グループの検索」を参照）、コピーするデ   
バイス モビリティ グループの横にある［コピー（Copy）］ボタンをクリックし、ステップ 3 に    
進みます。

 • 新しいデバイス モビリティ グループを追加するには、［新規追加］ボタンをクリックし、ス  
テップ 3 に進みます。

 • 既存のデバイス モビリティ グループを更新するには、対象となるデバイス モビリティ グルー    
プを見つけて（P.10-2 の「デバイス モビリティ グループの検索」を参照）、ステップ 3 に進み     
ます。

ステップ 3 適切なフィールドに値を入力します（表 10-1 を参照）。

ステップ 4 ［保存］をクリックして、デバイス モビリティ グループ情報をデータベースに保存します。

追加情報

P.10-4 の「関連項目」を参照してください。
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デバイス モビリティ グループの削除
デバイス モビリティ グループが現在デバイス プールで使用中の場合は、削除できません。デバイ   
ス モビリティ グループを削除するには、依存関係レコードから関連するデバイス プールを見つけ、   
その関連付けを解除してから、そのデバイス モビリティ グループを削除する必要があります。

手順

ステップ 1 P.10-2 の「デバイス モビリティ グループの検索」の手順に従って、削除するデバイス モビリティ    
グループを見つけます。

ステップ 2 削除するデバイス モビリティ グループの横にあるチェックボックスをオンにします。ウィンドウ  
内のデバイス モビリティ グループをすべて選択するには、検索結果のタイトルバーにあるチェッ  
クボックスをオンにします。

ステップ 3 ［選択項目の削除］をクリックします。

ステップ 4 ［OK］をクリックして、選択内容を確認します。

追加情報

P.10-4 の「関連項目」を参照してください。

デバイス モビリティ グループの設定値
表 10-1 では、デバイス モビリティ グループの設定値について説明します。関連する手順について   
は、P.10-4 の「関連項目」を参照してください。

関連項目
 • デバイス モビリティ グループの検索（P.10-2）

 • デバイス モビリティ グループの設定（P.10-3）

 • デバイス モビリティ グループの削除（P.10-4）

 • デバイス モビリティ グループの設定値（P.10-4）

 • 『Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド』の「Cisco Unified 
Communications Manager デバイス モビリティ」

表 10-1 デバイス モビリティ グループの設定値 

フィールド 説明

［デバイスモビリティグループ情報（Device Mobility Group Information）］

［名前］ デバイス モビリティ グループを識別する名前を入力します。 

［説明］ プロファイルの説明を記述します。
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11
デバイス モビリティ情報の設定

［デバイスモビリティ情報の設定（Device Mobility Info Configuration）］ウィンドウでは、デバイス   
モビリティ用に使用するサブネットとデバイス プールを指定します。電話機が Cisco Unified   
Communications Manager に登録されると、デバイスの IP アドレスが、［デバイスモビリティ情報の    
設定（Device Mobility Info Configuration）］ウィンドウで指定され、デバイス プールの 1 つに関連付      
けられたデバイス モビリティ サブネットと比較されます。

一致したサブネットが、そのデバイスのデバイス モビリティ用のホーム サブネットになります。

デバイス モビリティ情報を設定するには、次のトピックを参照してください。

 • デバイス モビリティ情報の検索（P.11-2）

 • デバイス モビリティ情報の設定（P.11-3）

 • デバイス モビリティ情報の削除（P.11-4）

 • デバイス モビリティ情報の設定値（P.11-5）

デバイス モビリティ機能の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager 機能およびサー     
ビス ガイド』の「Cisco Unified Communications Manager デバイス モビリティ」を参照してください。
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デバイス モビリティ情報の検索
ネットワーク内にはいくつかのデバイス モビリティ情報レコードが存在することがあるので、 
Cisco Unified Communications Managerページでは、固有の条件を指定して、特定のデバイス モビリ    
ティ情報を見つけることができます。デバイス モビリティ情報を見つける手順は、次のとおりです。

（注） Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、ブラウザ セッションでの作業中は、デバ     
イス モビリティ情報の検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこのメニュー 
項目に戻ってくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じたりしない限り、デバイス モ 
ビリティ情報の検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 ［システム］ >［デバイスモビリティ］ >［デバイスモビリティ情報］の順に選択します。

［デバイスモビリティ情報の検索と一覧表示（Find and List Device Mobility Infos）］ウィンドウが表     
示されます。アクティブな（前回の）クエリーのレコードも、ウィンドウに表示されることがあり

ます。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リスト ボック  
スから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。

ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。
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（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.11-6 の「関連項目」を参照してください。

デバイス モビリティ情報の設定
デバイス モビリティ情報を追加する手順は、以下のとおりです。

手順

ステップ 1 ［システム］ >［デバイスモビリティ］ >［デバイスモビリティ情報］の順に選択します。

［デバイスモビリティ情報の検索と一覧表示（Find and List Device Mobility Infos）］ウィンドウが表     
示されます。

ステップ 2 次のいずれかの作業を行います。

 • 既存のデバイス モビリティ情報をコピーするには、対象となるデバイス モビリティ情報を見  
つけて（P.11-2 の「デバイス モビリティ情報の検索」を参照）、コピーするデバイス モビリティ   
情報の横にある［コピー（Copy）］ボタンをクリックし、ステップ 3 に進みます。

 • 新しいデバイス モビリティ情報を追加するには、［新規追加］ボタンをクリックし、ステップ 
3 に進みます。

 • 既存のデバイス モビリティ情報を更新するには、対象となるデバイス モビリティ情報を見つ  
けて（P.11-2 の「デバイス モビリティ情報の検索」を参照）、ステップ 3 に進みます。

ステップ 3 適切なフィールドに値を入力します（表 11-1 を参照）。

ステップ 4 デバイス モビリティ情報をデータベースに保存するには、［保存］をクリックします。

追加情報

P.11-6 の「関連項目」を参照してください。
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デバイス モビリティ情報の削除
現在デバイスで使用されているデバイス モビリティ情報を削除する場合は、『Cisco Unified  
Communications Manager 機能およびサービス ガイド』の「Cisco Unified Communications Manager デ       
バイス モビリティ」の説明に従って、該当するデバイス モビリティ規則が Cisco Unified    
Communications Manager によって複製されます。

デバイス モビリティ情報レコードを削除する手順は、以下のとおりです。 

手順

ステップ 1 P.11-2 の「デバイス モビリティ情報の検索」の手順に従って、削除するデバイス モビリティ情報   
を見つけます。

ステップ 2 削除するデバイス モビリティ レコードの横にあるチェックボックスをオンにします。ウィンドウ  
上のレコードをすべて選択するには、検索結果表示のタイトルバーにあるチェックボックスをオン

にします。

ステップ 3 ［選択項目の削除］をクリックします。

ステップ 4 ［OK］をクリックして、選択内容を確認します。

追加情報

P.11-6 の「関連項目」を参照してください。
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デバイス モビリティ情報の設定値
表 11-1 では、デバイス モビリティ情報の設定値について説明します。関連する手順については、  
P.11-6 の「関連項目」を参照してください。

表 11-1 デバイス モビリティ情報の設定値 

フィールド 説明

［デバイスモビリティ情報（Device Mobility Info Information）］

［名前］ デバイス モビリティ情報レコードを識別する名前を入力します。 

［サブネット］ デバイス モビリティのサブネットを入力します。

［サブネットマスク］ デバイス モビリティのサブネット マスクを入力します。

［このデバイスモビリティのデバイスプールの情報（Device Pools for this Device Mobility     
Info）］

［使用可能なデバイスプール

（Available Device Pools）］
［使用可能なデバイスプール（Available Device Pools）］でデバイス  
プールを選択するには、2 つのリストボックス間にある下矢印ボタ 
ンをクリックします。 

連続して表示された複数のデバイス プールを追加するには、その 
範囲内の最初のデバイス プールをクリックしてから、Shift キーを  
押した状態で範囲内の最後のデバイス プールをクリックします。2 
つのリスト ボックス間にある下矢印ボタンをクリックして、デバ 
イス プールを追加します。 

表示が連続していない複数のデバイス プールを追加するには、 
Control（Ctrl）キーを押した状態で複数のデバイス プールをクリッ 
クしていきます。2 つのリスト ボックス間にある下矢印ボタンをク  
リックして、選択したデバイス プールを追加します。 

［選択されたデバイスプール

（Selected Device Pools）］
デバイス モビリティ レコードから削除するデバイス プールを選択   
し、ダブルクリックするか、上矢印を使用して、そのデバイス プー 
ルを［使用可能なデバイスプール（Available Device Pools）］フィー  
ルドに戻します。
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関連項目
 • デバイス モビリティ情報の検索（P.11-2）

 • デバイス モビリティ情報の設定（P.11-3）

 • デバイス モビリティ情報の削除（P.11-4）

 • デバイス モビリティ情報の設定値（P.11-5）

 • 『Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド』の「Cisco Unified 
Communications Manager デバイス モビリティ」
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12
DHCP サーバの設定

Dynamic Host Configuration Protocol（DHCP）サーバを使用すると、お客様のデータ イーサネット    
ネットワークまたは音声イーサネット ネットワークに接続されている Cisco Unified IP Phone が、自      
身の IP アドレスと設定情報を動的に取得できるようになります。DHCP では、クラスタの内部およ   
び外部にあるホスト名を Domain Name System（DNS; ドメイン ネーム システム）を使用して解決し      
ます。

ここでは、次の内容について説明します。

 • DHCP モニタ サービスのアクティブ化（P.12-2）

 • DHCP モニタ サービスの開始（P.12-3）

 • DHCP サーバの検索（P.12-4）

 • DHCP サーバの設定（P.12-5）

 • DHCP サーバの設定値（P.12-6）

 • DHCP サーバの削除（P.12-8）
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DHCP モニタ サービスのアクティブ化
DHCP モニタ プロセスをアクティブまたは非アクティブにするには、Cisco Unified Communications    
Manager Serviceability のウィンドウを使用します。サービスをアクティブにする手順は、次のとお  
りです。

手順

ステップ 1 ［Cisco Unified Serviceability］で、［Tools］ >［Service Activation］の順に選択します。

［Service Activation］ウィンドウが表示されます。 

ステップ 2 ［Servers］ドロップダウン リスト ボックスから Cisco Unified Communications Manager サーバを選択       
し、［Go］をクリックします。

ステップ 3 ［CM Services］リストから［Cisco DHCP Monitor Service］を選択し、［保存］をクリックします。

（注） サービスがすでにアクティブになっている場合は、［Activation Status］が「Activated」と表 
示されます。

ステップ 4 サービスがアクティブになり、［Activation Status］列にステータスが「Activated」と表示されます。

（注） DHCP モニタ サービスは、アクティブになると自動的に開始されます。サービスを停止、開始、ま  
たは再起動するには、P.12-3 の「DHCP モニタ サービスの開始」を参照してください。

追加情報

P.12-8 の「関連項目」を参照してください。
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DHCP モニタ サービスの開始
DHCP モニタ サービスは、Cisco Unified Serviceability を使用してアクティブになると自動的に開始     
されます。この項では、DHCP サービスを停止または再起動する手順について説明します。

手順

ステップ 1 ［Cisco Unified Serviceability］で、［Tools］ >［Control Center - Feature Services］の順に選択します。

［Control Center - Feature Services］ウィンドウが表示されます。 

ステップ 2 ［Servers］ドロップダウン リスト ボックスから Cisco Unified Communications Manager サーバを選択       
し、［Go］をクリックします。 

［Cisco DHCP Monitor Service］が、［CM Services］のリストの［Service Name］列の下に表示されます。 

（注） Cisco DHCP モニタ サービスを P.12-2 の「DHCP モニタ サービスのアクティブ化」に従っ       
てアクティブにした場合は、［Activation Status］が「Activated」と表示されています。

ステップ 3 Cisco DHCP モニタ サービスのオプション ボタンをオンにします。

ステップ 4 Cisco DHCP モニタ サービスを再起動する場合は、［Restart］をクリックします。

サービスが再起動し、「Service Restarted Successfully」というメッセージが表示されます。

ステップ 5 Cisco DHCP モニタ サービスを停止する場合は、［Stop］をクリックします。

サービスが停止し、「Service Stopped Successfully」というメッセージが表示されます。

ステップ 6 停止した Cisco DHCP モニタ サービスを開始する場合は、［Start］をクリックします。

サービスが開始され、「Cisco DHCP Monitor Service Restarted Successfully」というメッセージが表示     
されます。

追加情報

P.12-8 の「関連項目」を参照してください。
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DHCP サーバの検索
ネットワーク内にはいくつかのサーバが存在することがあるので、Cisco Unified Communications  
Manager では、固有の条件を指定して、特定の DHCP サーバを見つけることができます。サーバを   
見つける手順は、次のとおりです。

（注） ブラウザ セッションでの作業中は、検索 /リストの検索設定がクライアント マシンの cookie に保    
存されます。他のメニュー項目に移動してからこのメニュー項目に戻ってくる場合や、ブラウザを

閉じてから再び新しくブラウザ ウィンドウを開いた場合でも、検索に変更を加えない限り、Cisco 
Unified Communications Manager の検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 ［システム］ >［DHCP］ >［DHCPサーバ］の順に選択します。

［DHCP サーバの検索と一覧表示（Find and List DHCP Servers）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。 

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。 

すべてのレコード、または一致したレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダ

ウン リスト ボックスから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。 

ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。
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（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.12-8 の「関連項目」を参照してください。

DHCP サーバの設定
Cisco Unified Communications Manager データベースに DHCP サーバ アドレスを追加、コピー、およ       
び更新する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ［システム］ >［DHCP］ >［DHCPサーバ］の順に選択します。

ステップ 2 次の作業のいずれかを実行します。

 • DHCP サーバを追加するには、［新規追加］をクリックします。

 • サーバを更新するには、P.12-4 の「DHCP サーバの検索」の手順を使用してサーバを検索します。

 • サーバをコピーするには、P.12-4 の「DHCP サーバの検索」の手順を使用してサーバを検索し、  
DHCP サーバ名の横にあるチェックボックスをオンにしてサーバを選択し、［コピー（Copy）］ 
アイコンをクリックします。

［DHCPサーバの設定（DHCP Server Configuration）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 12-1 を参照）。

ステップ 4 ウィンドウ左上のツールバーに表示されている［保存］アイコンをクリックして（または、ウィン

ドウの一番下に表示されている［保存］ボタンをクリックして）、データを保存し、サーバをデー

タベースに追加します。

追加情報

P.12-8 の「関連項目」を参照してください。
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DHCP サーバの設定値
表 12-1 では、サーバの設定値について説明します。関連する手順については、P.12-8 の「関連項  
目」を参照してください。

表 12-1 DHCP サーバの設定値 

［DHCPサーバ情報（DHCP 
Server Information）］の
フィールド 説明

［ホストサーバ（Host Server）］ 使用可能なホスト サーバのドロップダウン リストから、ホスト  
サーバを選択します。

［プライマリ DNS IPアドレス
（Primary DNS IP Address）］

このフィールドには、プライマリ DNS の IP アドレスを指定し    
ます。

［セカンダリ DNS IPアドレス
（Secondary DNS IP Address）］

このフィールドには、セカンダリ DNS の IP アドレスを指定し    
ます。

［プライマリ TFTPサーバ IPア
ドレス（Primary TFTP Server IP 
Address、オプション 150）］

DHCP のカスタム オプション 150 を使用すると、IP Phone が      
TFTP サーバにアクセスできるようになります。シスコでは、こ 
の方法をお勧めします。

このフィールドには、プライマリ Trivial File Transfer Protocol    
（TFTP）サーバの IP アドレスを指定します。

［セカンダリ TFTP サーバ IP ア
ドレス（Secondary TFTP Server IP   
Address、オプション 150）］

このフィールドには、セカンダリ TFTP サーバの IP アドレスを    
指定します。 

［ブートストラップサーバ IPア
ドレス（Bootstrap Server IP 
Address）］

このフィールドには、ブートストラップ プロセスの次のステッ 
プで使用されるサーバのアドレスを指定します。このフィール

ドは、TFTP サーバの IP アドレスとして使用することができま   
す。また、次のブートストラップ サービスを DHCP サーバが提   
供する場合は、DHCP サーバ アドレスのデフォルト値として使  
用することもできます。

［ドメイン名（Domain Name）］ ［ドメイン名（Domain Name）］には、ドメイン ネーム システム   
を通じてホスト名を解決するときに使用するドメイン名を指定

します。 

［TFTPサーバ名（TFTP Server 
Name、オプション 66）］

DHCP オプション 66 を使用すると、IP Phone が TFTP サーバに       
アクセスできるようになります。

このフィールドは、TFTP サーバを指定するために使用します。 
このパラメータに設定できるのは、DNS 名またはドット付き 10  
進 IP アドレス 1 つのみです。

［ARP キャッシュタイムアウト
（ARP Cache Timeout、秒）］

このフィールドには、ARP キャッシュ エントリのタイムアウト  
を秒単位で指定します。期間を 32 ビットの符号なし整数で指定  
します。Cisco Network Registrar（CNR）DHCP サーバでは、デ   
フォルトで 60 秒が指定されています。

［IPアドレスリースタイム（IP 
Address Lease Time、秒）］

DHCP サーバは、このフィールドにある情報を使用してオ 
ファーのリース期間を指定します。期間を秒単位の 32 ビット符  
号なし整数で指定します。CNR DHCP サーバでは、デフォルト  
で 7 日間（604,800 秒）が指定されています。
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［リニューアル（T1）タイム
（Renewal(T1)Time、秒）］

このフィールドには、アドレス割り当ての時点から、クライア

ントが RENEWING 状態に遷移するまでの時間間隔を指定しま  
す。通常、このフィールドは IP アドレス リース タイムの値の    
半分に設定します。たとえば、IP アドレス リース タイムが通常   
の 60,000 秒に設定されている場合は、リニューアル タイムを   
30,000 秒に設定します。

［再バインディング（T2）タイム
（Rebinding(T2)Time、秒）］

このフィールドには、アドレス割り当ての時点から、クライア

ントが REBUILDING 状態に遷移するまでの時間間隔を指定し  
ます。値を秒単位の 32 ビット符号なし整数で指定します。通  
常、このフィールドは IP アドレス リース タイムの値の約 75%     
に設定します。たとえば、IP アドレス リース タイムが 60,000    
秒に設定されている場合は、一般的に再バインディング タイム 
を 45,000 秒程度に設定します。Windows では、IP アドレス リー     
ス タイムの値の 85% が標準です。 

表 12-1 DHCP サーバの設定値（続き）

［DHCPサーバ情報（DHCP 
Server Information）］の
フィールド 説明
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DHCP サーバの削除
Cisco Unified Communications Manager データベースから DHCP サーバを削除する手順は、次のとお      
りです。

手順

ステップ 1 P.12-4 の「DHCP サーバの検索」の手順を使用して、DHCP サーバを検索します。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、削除する DHCP サーバを選択します。

ステップ 3 ウィンドウ左上のツールバーに表示されている［選択項目の削除］アイコンをクリックして（また

は、ウィンドウの一番下に表示されている［選択項目の削除］ボタンをクリックして）、サーバを

削除します。

Cisco Unified Communications Manager は、サーバが使用中でない場合、そのサーバを削除します。    
サーバが使用中である場合は、エラー メッセージを表示します。

（注） 該当するサーバの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリック

すると、［DHCPサーバの検索と一覧表示（Find and List DHCP Servers）］ウィンドウから複    
数のホスト サーバを削除できます。［すべてを選択］をクリックして［選択項目の削除］を 
クリックすると、ウィンドウ内のすべてのサーバを削除できます。

追加情報

P.12-8 の「関連項目」を参照してください。

関連項目
 • DHCP モニタ サービスのアクティブ化（P.12-2）

 • DHCP モニタ サービスの開始（P.12-3）

 • DHCP サーバの検索（P.12-4）

 • DHCP サーバの設定（P.12-5）

 • DHCP サーバの削除（P.12-8）

 • DHCP サーバの設定値（P.12-6）

 • DHCP サブネットの設定（P.13-1）

追加情報

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「ダイナミック ホスト コンフィギュ       
レーション プロトコル（DHCP）」
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13
DHCP サブネットの設定

この章では、サブネットを DHCP サーバに追加する手順について説明します。

サブネットを検索して DHCP サーバに追加する手順は、次のとおりです。

 • DHCP サブネットの検索（P.13-1）

 • DHCP サブネットの設定（P.13-3）

 • DHCP サブネットの削除（P.13-6）

 • DHCP サブネットの設定値（P.13-4）

DHCP サブネットの検索
DHCP サブネットを見つける手順は、次のとおりです。

（注） ブラウザ セッションでの作業中は、検索 /リストの検索設定がクライアント マシンの cookie に保    
存されます。他のメニュー項目に移動してからこのメニュー項目に戻ってくる場合や、ブラウザを

閉じてから再び新しくブラウザ ウィンドウを開いた場合でも、検索に変更を加えない限り、Cisco 
Unified Communications Manager の検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 ［システム］ >［DHCP］ >［DHCPサブネット］の順に選択します。

［DHCPサブネットの検索と一覧表示（Find and List DHCP Subnets）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。 

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。 

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。
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（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。 

すべてのレコード、または一致したレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダ

ウン リスト ボックスから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。 

ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。

（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.13-6 の「関連項目」を参照してください。
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DHCP サブネットの設定
Cisco Unified Communications Manager データベースに DHCP サブネット アドレスを追加、更新、お       
よびコピーする手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ［システム］ >［DHCP］ >［DHCPサブネット］の順に選択します。

ステップ 2 次の作業のいずれかを実行します。

 • DHCP サブネットを追加するには、［新規追加］をクリックします。

 • サブネットを更新するには、P.13-1 の「DHCP サブネットの検索」の手順を使用してサブネッ  
トを検索します。

 • サブネットをコピーするには、P.13-1 の「DHCP サブネットの検索」の手順を使用してサブネッ  
トを検索し、DHCP サーバ名の横にあるチェックボックスをオンにしてサーバを選択し、［コ 
ピー（Copy）］をクリックします。

［DHCPサブネットの設定（DHCP Subnet Configuration）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 13-1 を参照）。

ステップ 4 ウィンドウ左上のツールバーに表示されている［保存］アイコンをクリックして（または、ウィン

ドウの一番下に表示されている［保存］ボタンをクリックして）、データを保存し、サブネットを

データベースに追加します。

サーバ設定の変更を有効にするには、Cisco Unified Communications Manager を再起動します。Cisco    
CallManager サービスの再起動については、『Cisco Unified Communications Manager Serviceability ア      
ドミニストレーション ガイド』を参照してください。

追加情報

P.13-6 の「関連項目」を参照してください。



第 13章      DHCP サブネットの設定       
DHCP サブネットの設定値

13-4
Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド

OL-12525-01-J

DHCP サブネットの設定値
表 13-1 では、サブネットの設定値について説明します。関連する手順については、P.13-6 の「関連  
項目」を参照してください。

表 13-1 DHCP サブネットの設定値 

［DHCPサブネット情報
（DHCP Subnet Information）］
のフィールド 説明

［DHCPサーバ（DHCP Server）］ DHCP サーバ名をドロップダウン リスト ボックスから選択し   
ます。

［サブネット IPアドレス
（Subnet IP Address）］

サブネットの IP アドレスを入力します。

［プライマリ開始 IPアドレス
（Primary Start IP Address）］

割り当てる最初の IP アドレス範囲の開始 IP アドレスを入力し    
ます。

［プライマリ終了 IPアドレス
（Primary End IP Address）］

割り当てる最初の IP アドレス範囲の終了 IP アドレスを入力し    
ます。

［セカンダリ開始 IPアドレス
（Secondary Start IP Address）］

割り当てる 2 番目の IP アドレス範囲の開始 IP アドレスを入力      
します。

［セカンダリ終了 IPアドレス
（Secondary End IP Address）］

割り当てる 2 番目の IP アドレス範囲の終了 IP アドレスを入力      
します。

［プライマリルータ IPアドレス
（Primary Router IP Address）］

サブネットのプライマリ ルータの IP アドレスを入力します。

［セカンダリルータ IPアドレス
（Secondary Router IP Address）］

サブネットのセカンダリ ルータの IP アドレスを入力します。

［サブネットマスク（Subnet 
Mask）］

サブネット マスクを入力します。

［ドメイン名（Domain Name）］ このフィールドには、ドメイン ネーム システムを通じてホスト  
名を解決するときに使用する名前を指定します。

［プライマリ DNS IPアドレス
（Primary DNS IP Address）］

このフィールドには、プライマリ DNS IP サーバ名を指定しま   
す。

［セカンダリ DNS IPアドレス
（Secondary DNS IP Address）］

このフィールドには、セカンダリ DNS IP サーバ名を指定しま   
す。

［TFTPサーバ名（TFTP Server 
Name、オプション 66）］

このフィールドは、TFTP サーバを指定するために使用します。 
このパラメータに設定できるのは、DNS 名またはドット付き 10  
進 IP アドレス 1 つのみです。

［プライマリ TFTPサーバ IPア
ドレス（Primary TFTP Server IP 
Address、オプション 150）］

このフィールドには、プライマリ Trivial File Transfer Protocol    
（TFTP）サーバの IP アドレスを指定します。

［セカンダリ TFTPサーバ IPア
ドレス（Secondary TFTP Server 
IP Address、オプション 150）］

このフィールドには、セカンダリ TFTP サーバの IP アドレスを    
指定します。

［ブートストラップサーバ IPア
ドレス（Bootstrap Server IP 
Address）］

このフィールドには、ブートストラップ プロセスの次のステッ 
プで使用されるサーバのアドレスを指定します。このフィール

ドは、TFTP サーバの IP アドレスとして使用することができま   
す。また、次のブートストラップ サービスを DHCP サーバが提   
供する場合は、DHCP サーバ アドレスのデフォルト値として使  
用することもできます。
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［ARPキャッシュタイムアウト
（ARP Cache Timeout、秒）］

このフィールドには、ARP キャッシュ エントリのタイムアウト  
を秒単位で指定します。期間を 32 ビットの符号なし整数で指定  
します。

［IPアドレスリースタイム（IP 
Address Lease Time、秒）］

DHCP サーバは、このフィールドにある情報を使用してオ 
ファーのリース期間を指定します。期間を秒単位の 32 ビット符  
号なし整数で指定します。

［リニューアル（T1）タイム
（Renewal(T1)Time、秒）］

このフィールドには、アドレス割り当ての時点から、クライア

ントが RENEWING 状態に遷移するまでの時間間隔を指定しま  
す。

［再バインディング（T2）タイ
ム（Rebinding(T2)Time、秒）］

このフィールドには、アドレス割り当ての時点から、クライア

ントが REBUILDING 状態に遷移するまでの時間間隔を指定し  
ます。値を秒単位の 32 ビット符号なし整数で指定します。

表 13-1 DHCP サブネットの設定値（続き）

［DHCPサブネット情報
（DHCP Subnet Information）］
のフィールド 説明
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DHCP サブネットの削除
Cisco Unified Communications Manager データベースから DHCP サーバを削除する手順は、次のとお      
りです。

手順

ステップ 1 P.13-1 の「DHCP サブネットの検索」の手順を使用して、DHCP サブネットを検索します。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、削除する DHCP サブネットを選択します。

ステップ 3 ウィンドウ左上のツールバーに表示されている［選択項目の削除］アイコンをクリックして（また

は、ウィンドウの一番下に表示されている［選択項目の削除］ボタンをクリックして）、サブネッ

トを削除します。

Cisco Unified Communications Manager は、サブネットが使用中でない場合、そのサーバを削除しま    
す。サブネットが使用中である場合は、メッセージが表示されます。

（注） 該当するサーバの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリック

すると、［DHCPサブネットの検索と一覧表示（Find and List DHCP Subnets）］ウィンドウか    
ら複数の DHCP サーバを削除できます。［すべてを選択］をクリックして［選択項目の削  
除］をクリックすると、ウィンドウ内のすべてのサーバを削除できます。

追加情報

P.13-6 の「関連項目」を参照してください。

関連項目
 • DHCP サブネットの検索（P.13-1）

 • DHCP サブネットの設定（P.13-3）

 • DHCP サブネットの削除（P.13-6）

 • DHCP サブネットの設定値（P.13-4）

 • DHCP サーバの設定（P.12-1）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「ダイナミック ホスト コンフィギュ       
レーション プロトコル（DHCP）」
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14
LDAP システムの設定

Cisco Unified Communications Manager Release 5.0 以降では、ディレクトリの設定を次の 3 つの関連        
ウィンドウで行います。

 • ［LDAPシステムの設定（LDAP System Configuration）］

 • ［LDAPディレクトリ（LDAP Directory）］

 • ［LDAP認証（LDAP Authentication）］

LDAP ディレクトリの情報と LDAP 認証の設定値を変更できるのは、お客様の LDAP ディレクトリ     
からの同期化が［Cisco Unified Communications Manager の管理］の［LDAPシステムの設定（LDAP    
System Configuration）］ウィンドウで使用可能にされている場合のみです。

管理者は、このウィンドウを使用して LDAP 同期化を使用可能にし、LDAP サーバのタイプ、およ   
びユーザ ID の LDAP 属性名をセットアップします。

（注） DirSync サービスの LDAP ディレクトリ設定が作成されるか、LDAP ユーザの認証が有効になると、    
［LDAPシステム情報（LDAP System Information）］ウィンドウにある設定値は読み取り専用になり  
ます。

LDAP システムの情報を設定するには、次のトピックを参照してください。

 • LDAP システムの情報の更新（P.14-2）

 • LDAP システムの設定値（P.14-3）

追加情報

P.14-4 の「関連項目」を参照してください。
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LDAP システムの情報の更新
LDAP システムの情報を更新する手順は、次のとおりです。

始める前に

このウィンドウにある［LDAP サーバからの同期を有効にする（Enable Synchronizing from LDAP   
Server）］チェックボックスの設定によって、管理者がエンド ユーザに変更を加えられるかどうか 
が決まります。LDAP の同期化はエンド ユーザにのみ適用され、アプリケーション ユーザには影   
響しません。LDAP の同期化の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager システム ガ      
イド』の「ディレクトリの概要」を参照してください。

エンド ユーザ データに関して、企業ディレクトリから同期される属性を管理者が［エンドユーザ  
の設定（End User Configuration）］ウィンドウで更新することはできません。これらの属性は、企業  
ディレクトリ自体の内部でのみ更新できます。更新された後に、再同期化を実行する必要がありま

す。

（注） 企業ディレクトリとの同期を行う前に、Cisco Unified Communications Manager データベースにエン    
ド ユーザが存在していた場合は、企業ディレクトリに対応するユーザ ID のないエンド ユーザが削    
除されます。たとえば、ユーザ bob と sanjay が Cisco Unified Communications Manager データベース         
に存在しているが、bob のみが LDAP ディレクトリに存在していた場合、sanjay には非アクティブ    
のマークが付けられ、最終的にはガベージ コレクタ プログラムによって削除されます。

手順

ステップ 1 ［システム］ >［LDAP］ >［LDAPシステム］の順に選択します。

ステップ 2 適切な設定値を入力します（表 14-1 を参照）。

ステップ 3 ［保存］をクリックして、変更内容を保存します。

追加情報

P.14-4 の「関連項目」を参照してください。
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LDAP システムの設定値
表 14-1 では、LDAP システムの設定値について説明します。関連する手順については、P.14-4 の   
「関連項目」を参照してください。

表 14-1 LDAP システムの設定値 

フィールド 説明

［LDAPシステム情報（LDAP System Information）］

［LDAPサーバからの同期を
有効にする（Enable 
Synchronizing from LDAP 
Server）］

お客様の LDAP サーバからのデータ同期化を使用可能にするには、  
このチェックボックスをオンにします。

LDAP サーバとの同期化を使用可能にすると、次のような状態にな 
ります。

 • 管理者は、企業ディレクトリと同期されないフィールド（属性）

を除いて、エンド ユーザ データの内容を変更できません。エ  
ンド ユーザ データの例としては、ユーザの PIN などがありま    
す。ただし、アプリケーション ユーザ データの内容はいつで  
も変更することができます。

 • 管理者は、LDAP ディレクトリの情報を変更することができま 
す。

 • 管理者は、LDAP 認証の情報を変更することができます。

LDAP サーバとの同期化を使用可能にしない場合（同期化が無効に 
なっている場合）は、次のような状態になります。

 • 管理者は、LDAP ディレクトリの情報を変更できません。

 • 管理者は、LDAP 認証の情報を変更できません。

［LDAPサーバタイプ（LDAP
Server Type）］

LDAP サーバとの同期化が使用可能になっている場合は、このド 
ロップダウン リスト ボックスで次のいずれかを選択できます。お  
客様の LDAP サーバのタイプに該当する値を選択してください。

 • ［Microsoft Active Directory］

 • ［Netscapeあるいは Sun ONE LDAPサーバ］

［ユーザ ID用 LDAP属性
（LDAP Attribute for User ID）］

LDAP サーバとの同期化が使用可能になっている場合は、ユーザ ID  
の LDAP 属性値を選択できます。ドロップダウン リスト ボックス    
から、次のいずれかの値を選択してください。

 • ［Microsoft Active Directory］の場合：

－ ［sAMAccountName］

－ ［mail］

－ ［employeeNumber］

－ ［telephoneNumber］

－ ［userPrincipalName］

 • ［Netscapeあるいは Sun ONE LDAPサーバ］の場合：

－ ［uid］

－ ［mail］

－ ［employeeNumber］

－ ［telephoneNumber］
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関連項目
 • LDAP システムの設定（P.14-1）

 • LDAP システムの情報の更新（P.14-2）

 • LDAP システムの設定値（P.14-3）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「ディレクトリの概要」

 • LDAP ディレクトリの設定（P.15-1）

 • LDAP 認証の設定（P.16-1）

 • アプリケーション ユーザの設定（P.105-1）

 • エンド ユーザの設定（P.106-1）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「アプリケーション ユーザとエン      
ド ユーザ」
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15
LDAP ディレクトリの設定

ディレクトリの設定は、次の 3 つの関連ウィンドウで行います。

 • ［LDAPシステムの設定（LDAP System Configuration）］

 • ［LDAPディレクトリ（LDAP Directory）］

 • ［LDAP認証（LDAP Authentication）］

LDAP ディレクトリの情報と LDAP 認証の設定値を変更できるのは、お客様の LDAP ディレクトリ     
からの同期化が［Cisco Unified Communications Manager の管理］の［LDAPシステムの設定（LDAP    
System Configuration）］ウィンドウで使用可能にされている場合のみです。

LDAP ディレクトリの情報を設定するには、次のトピックを参照してください。

 • LDAP ディレクトリの検索（P.15-2）

 • LDAP ディレクトリの設定（P.15-3）

 • 関連項目（P.15-8）

 • LDAP ディレクトリの削除（P.15-7）

詳細については、P.15-8 の「関連項目」を参照してください。

始める前に

LDAP ディレクトリの同期化を行うには、その前に Cisco DirSync サービスをアクティブにしておく    
必要があります。サービスをアクティブにする方法については、『Cisco Unified Communications  
Manager Serviceability アドミニストレーション ガイド』を参照してください。
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LDAP ディレクトリの検索
LDAP ディレクトリの設定を見つける手順は、次のとおりです。

（注） Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、ブラウザ セッションでの作業中は、LDAP     
ディレクトリの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこのメニュー項目に

戻ってくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じたりしない限り、LDAP ディレクト 
リの検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 ［システム］ >［LDAP］ >［LDAPディレクトリ］の順に選択します。

［LDAPディレクトリの検索と一覧表示（Find and List LDAP Directories）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。 

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。 

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。 

すべてのレコード、または一致したレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダ

ウン リスト ボックスから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。 

ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。

（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。
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選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.15-8 の「関連項目」を参照してください。

LDAP ディレクトリの設定
Cisco Unified Communications Manager の管理ページ データベースとのユーザ データ同期化に使用す      
る LDAP ディレクトリの情報を追加または更新する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ［システム］ >［LDAP］ >［LDAPディレクトリ］の順に選択します。

［LDAPディレクトリの検索と一覧表示（Find and List LDAP Directories）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 次のいずれかの作業を行います。

 • LDAP ディレクトリに関する新しい情報を追加するには、対象となるディレクトリを見つけて 
（P.15-2 の「LDAP ディレクトリの検索」を参照）、［新規追加］ボタンをクリックし、ステップ  

3 に進みます。

 • LDAP ディレクトリに関する既存の情報を更新するには、対象となるディレクトリを見つけて 
（P.15-2 の「LDAP ディレクトリの検索」を参照）、ステップ 3 に進みます。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 15-1 を参照）。

ステップ 4 ［保存］をクリックします。

新しい LDAP ディレクトリが Cisco Unified Communications Manager データベースに追加されます。       
または、既存のディレクトリが更新されます。

追加情報

P.15-8 の「関連項目」を参照してください。
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LDAP ディレクトリの設定値
表 15-1 では、LDAP ディレクトリの設定値について説明します。関連する手順については、P.15-8 の   
「関連項目」を参照してください。

表 15-1 LDAP ディレクトリの設定値 

フィールド 説明

［LDAPディレクトリ情報（LDAP Directory Information）］

［LDAP設定名］ LDAP ディレクトリの固有の名前を入力します（40 文字まで）。

［LDAPマネージャ識別名（LDAP Manager 
Distinguished Name）］

LDAP Manager のユーザ ID を入力します（128 文字まで）。この     
ユーザは、該当する LDAP ディレクトリへのアクセス権を持つ管  
理ユーザです。

［LDAPパスワード（LDAP Password）］ LDAP Manager のパスワードを入力します（128 文字まで）。

［パスワードの確認（Confirm Password）、半角英数の 
み）］

［LDAPパスワード（LDAP Password）］フィールドに入力したパス 
ワードをもう一度入力します。

［LDAPユーザ検索ベース（LDAP User Search Base）］すべての LDAP ユーザが存在するロケーションを入力します（256  
文字まで）。このロケーションは、コンテナまたはディレクトリと

して機能します。この情報は、お客様側の構成によって異なりま

す。

［LDAPディレクトリ同期スケジュール（LDAP Directory Synchronization Schedule）］

［同期を一回だけ実行（Perform Sync Just Once）］ この LDAP ディレクトリに含まれているデータを Cisco Unified    
Communications Manager データベースのデータと 1 回のみ同期す    
る場合は、このチェックボックスをオンにします。 

［再同期の実行間隔（Perform a Re-sync Every）］ この LDAP ディレクトリに含まれているデータを Cisco Unified    
Communications Manager データベースのデータと定期的に同期す  
る場合は、これらのフィールドを使用します。

左側のフィールドには、数値を入力します。ドロップダウン リス 
ト ボックスでは、次のいずれかの値を選択します。

 • ［時］

 • ［日］

 • ［週］

 • ［月］

（注） このフィールドがアクティブのままになるのは、［同期を
一回だけ実行（Perform Sync Just Once）］チェックボック   
スをオフにした場合のみです。

［次の再同期時刻（Next Re-sync Time） 
（YYYY-MM-DD hh:mm）］

Cisco Unified Communications Manager ディレクトリのデータをこ    
の LDAP ディレクトリと次回に同期する時刻を指定します。時刻  
は 24 時間制で指定してください。たとえば、午後 1 時は 13:00 と      
同じです。
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［同期対象のユーザフィールド（User Fields To Be Synchronized）］

［Cisco Unified CMの 
ユーザフィールド］

［LDAPユーザフィールド］

［ユーザ ID（User ID）］ ［sAMAccountName］ 
または 

［uid］

これらのフィールドでは、左側のフィールドに指定した Cisco 
Unified Communications Manager データが、右側のフィールドに指   
定した LDAP ユーザ データと同期されます。

［ミドルネーム 

（Middle name）］
（ドロップダウン リスト 
ボックス）

これらのフィールドでは、左側のフィールドに指定した Cisco 
Unified Communications Manager データが、右側のフィールドに指   
定した LDAP ユーザ データと同期されます。

［LDAPユーザフィールド］については、次のいずれかの値を選択
してください。

 • ［middleName］

 • ［initials］

［マネージャ ID（Manager
ID）］

［manager］ これらのフィールドでは、左側のフィールドに指定した Cisco 
Unified Communications Manager データが、右側のフィールドに指   
定した LDAP ユーザ データと同期されます。

［電話番号 

（Phone Number）］
（ドロップダウン リスト 
ボックス）

これらのフィールドでは、左側のフィールドに指定した Cisco 
Unified Communications Manager データが、右側のフィールドに指   
定した LDAP ユーザ データと同期されます。

［LDAPユーザフィールド］については、次のいずれかの値を選択
してください。

 • ［telephoneNumber］

 • ［ipPhone］

［名（First Name）］ ［givenName］ これらのフィールドでは、左側のフィールドに指定した Cisco 
Unified Communications Manager データが、右側のフィールドに指   
定した LDAP ユーザ データと同期されます。

［姓（Last Name）］ ［sn］ これらのフィールドでは、左側のフィールドに指定した Cisco 
Unified Communications Manager データが、右側のフィールドに指   
定した LDAP ユーザ データと同期されます。

［部署名（Department）］ ［department］ 
または 

departmentnumber

これらのフィールドでは、左側のフィールドに指定した Cisco 
Unified Communications Manager データが、右側のフィールドに指   
定した LDAP ユーザ データと同期されます。

［メール ID（Mail ID）］ （ドロップダウン リスト 
ボックス）

これらのフィールドでは、左側のフィールドに指定した Cisco 
Unified Communications Manager データが、右側のフィールドに指   
定した LDAP ユーザ データと同期されます。

［LDAPユーザフィールド］については、次のいずれかの値を選択
してください。

 • ［mail］

 • ［sAMAccountName］

 • ［uid］

表 15-1 LDAP ディレクトリの設定値（続き）

フィールド 説明
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［LDAPサーバ情報（LDAP Server Information）］

［サーバのホスト名あるいは IPアドレス（Host Name 
or IP Address for Server）］

この LDAP ディレクトリのデータが配置されているサーバのホス  
ト名または IP アドレスを入力します。

［LDAPポート（LDAP Port）］ 企業ディレクトリが LDAP 要求を受信するポートの番号を入力し  
ます。

Microsoft Active Directory および Netscape Directory のデフォルト      
LDAP ポートは、389 です。Secure Sockets Layer（SSL）のデフォ    
ルト LDAP ポートは、636 です。

［SSLを使用（Use SSL）］ セキュリティのために Secure Sockets Layer（SSL）暗号化を使用   
するには、このチェックボックスをオンにします。

（注） LDAP over SSL が必要な場合は、企業ディレクトリの SSL    
証明書を Cisco Unified Communications Manager にロード     
しておく必要があります。『Cisco Unified Communications  
Operating System アドミニストレーション ガイド』の「セ   
キュリティ」に、証明書のアップロード手順についての説
明があります。

［他の冗長 LDAPサーバを追加］ 行を追加して、この他のサーバに関する情報を入力できるように

するには、このボタンをクリックします。 

表 15-1 LDAP ディレクトリの設定値（続き）

フィールド 説明
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LDAP ディレクトリの削除
Cisco Unified Communications Manager の管理ページの LDAP ディレクトリを削除する手順は、次の      
とおりです。

始める前に

LDAP ディレクトリを削除すると、Cisco Unified Communications Manager はそのディレクトリに関     
する情報をデータベースから削除します。 

（注） 該当する LDAP ディレクトリの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をク  
リックすると、［LDAPディレクトリの検索と一覧表示（Find and List LDAP Directories）］ウィンド    
ウから複数の LDAP ディレクトリを削除できます。［すべてを選択］をクリックして［選択項目の  
削除］をクリックすると、ウィンドウ内のすべての LDAP ディレクトリを削除できます。

手順

ステップ 1 P.15-2 の「LDAP ディレクトリの検索」の手順を使用して、削除する LDAP ディレクトリを検索し    
ます。

ステップ 2 削除する LDAP ディレクトリの名前をクリックします。

選択した LDAP ディレクトリが表示されます。

ステップ 3 ［削除］をクリックします。

削除の確認を求めるメッセージが表示されます。

ステップ 4 ［OK］をクリックします。

ウィンドウの表示が更新され、LDAP ディレクトリがデータベースから削除されます。

追加情報

P.15-8 の「関連項目」を参照してください。
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関連項目
 • LDAP ディレクトリの設定（P.15-1）

 • LDAP ディレクトリの検索（P.15-2）

 • LDAP ディレクトリの設定（P.15-3）

 • LDAP ディレクトリの削除（P.15-7）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「ディレクトリの概要」

 • LDAP システムの設定（P.14-1）

 • LDAP 認証の設定（P.16-1）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「アプリケーション ユーザとエン      
ド ユーザ」

 • アプリケーション ユーザの設定（P.105-1）

 • エンド ユーザの設定（P.106-1）
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16
LDAP 認証の設定

Cisco Unified Communications Manager Release 5.0 以降では、ディレクトリの設定を次の 3 つの関連        
ウィンドウで行います。

 • ［LDAPシステムの設定（LDAP System Configuration）］

 • ［LDAPディレクトリ（LDAP Directory）］

 • ［LDAP認証（LDAP Authentication）］

LDAP ディレクトリの情報と LDAP 認証の設定値を変更できるのは、お客様の LDAP ディレクトリ     
からの同期化が［Cisco Unified Communications Manager の管理］の［LDAPシステムの設定（LDAP    
System Configuration）］ウィンドウで使用可能にされている場合のみです。

LDAP 認証の情報を設定するには、次のトピックを参照してください。

 • LDAP 認証の情報の更新（P.16-2）

 • LDAP 認証の設定値（P.16-3）
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LDAP 認証の情報の更新
LDAP 認証の情報を更新する手順は、次のとおりです。

始める前に

［LDAP システムの設定（LDAP System Configuration）］ウィンドウにある［LDAP サーバからの同  
期を有効にする（Enable Synchronizing from LDAP Server）］チェックボックスの設定によって、管理    
者が認証の設定値を変更できるかどうかが決まります。LDAP サーバとの同期化が使用可能になっ 
ている場合、管理者は、LDAP ディレクトリの情報および LDAP 認証の設定値を変更することがで   
きません。LDAP の同期化の詳細については、『Cisco Unified Cmmunications Manager システム ガイ      
ド』の「ディレクトリの概要」を参照してください。

逆に、LDAP ディレクトリの情報および LDAP 認証の設定値を管理者が変更できるようにするには、   
LDAP サーバとの同期化を使用不可にする必要があります。

手順

ステップ 1 ［システム］ >［LDAP］ >［LDAP認証］の順に選択します。

［LDAP認証（LDAP Authentication）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 適切な設定値を入力します（表 16-1 を参照）。

ステップ 3 ［保存］をクリックして、変更内容を保存します。

追加情報

P.16-5 の「関連項目」を参照してください。
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LDAP 認証の設定値
表 16-1 では、LDAP 認証の設定値について説明します。関連する手順については、P.16-5 の「関連   
項目」を参照してください。

表 16-1 LDAP 認証の設定値 

フィールド 説明

［エンドユーザ用の LDAP認証（LDAP Authentication for End Users）］

［エンドユーザにLDAP認証を使
用（Use LDAP Authentication for   
End Users）］

LDAP ディレクトリとの認証をエンド ユーザに要求するには、  
このチェックボックスをオンにします。このチェックボックス

をオフのままにすると、認証はデータベースに対して実行され

ます。

（注） このフィールドにアクセスできるのは、［LDAP システ
ムの設定（LDAP System Configuration）］ウィンドウで  
LDAP 同期化を使用可能にした場合のみです。

［LDAPマネージャ識別名
（LDAP Manager Distinguished 

Name）］

LDAP Manager のユーザ ID を入力します。このユーザは、該当    
する LDAP ディレクトリへのアクセス権を持つ管理ユーザで  
す。

（注） このフィールドにアクセスできるのは、エンド ユーザ 
の LDAP 認証が使用可能になっている場合のみです。

［LDAPパスワード（LDAP 
Password）］

LDAP Manager のパスワードを入力します。

（注） このフィールドにアクセスできるのは、エンド ユーザ 
の LDAP 認証が使用可能になっている場合のみです。

［パスワードの確認（Confirm 
Password、半角英数のみ）］

［LDAPパスワード（LDAP Password）］フィールドに入力したパ 
スワードをもう一度入力します。

（注） このフィールドにアクセスできるのは、エンド ユーザ 
の LDAP 認証が使用可能になっている場合のみです。

［LDAPユーザ検索ベース
（LDAP User Search Base）］

ユーザ検索ベースを入力します。Cisco Unified Communications  
Manager は、ユーザをこのベースで検索します。

（注） このフィールドにアクセスできるのは、エンド ユーザ 
の LDAP 認証が使用可能になっている場合のみです。

［LDAPサーバ情報（LDAP Server Information）］

［サーバのホスト名または IP ア
ドレス（Host Name or IP Address    
for Server）］

企業ディレクトリをインストールした場所のホスト名または IP 
アドレスを入力します。

（注） このフィールドにアクセスできるのは、エンド ユーザ 
の LDAP 認証が使用可能になっている場合のみです。
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［LDAPポート（LDAP Port）］ 企業ディレクトリが LDAP 要求を受信するポートの番号を入力  
します。

Microsoft Active Directory および Netscape Directory のデフォルト      
LDAP ポートは、389 です。Secure Sockets Layer（SSL）のデフォ    
ルト LDAP ポートは、636 です。

（注） このフィールドにアクセスできるのは、エンド ユーザ 
の LDAP 認証が使用可能になっている場合のみです。

［SSLを使用（Use SSL）］ セキュリティのために SSL 暗号化を使用するには、このチェッ  
クボックスをオンにします。

（注） LDAP over SSL が必要な場合は、企業ディレクトリの 
SSL 証明書を Cisco Unified Communications Manager に
ロードしておく必要があります。『Cisco Unified 
Communications Operating System アドミニストレーショ
ン ガイド』の「セキュリティ」の章に、証明書のアッ
プロード手順についての説明があります。

［他の冗長 LDAPサーバを追加］ 行を追加して、この他のサーバに関する情報を入力できるよう
にするには、このボタンをクリックします。 

（注） このボタンにアクセスできるのは、エンド ユーザの 
LDAP 認証が使用可能になっている場合のみです。

表 16-1 LDAP 認証の設定値（続き）

フィールド 説明
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関連項目
 • LDAP 認証の設定（P.16-1）

 • LDAP 認証の情報の更新（P.16-2）

 • LDAP 認証の設定値（P.16-3）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「ディレクトリの概要」

 • LDAP システムの設定（P.14-1）

 • LDAP ディレクトリの設定（P.15-1）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「アプリケーション ユーザとエン      
ド ユーザ」

 • アプリケーション ユーザの設定（P.105-1）

 • エンド ユーザの設定（P.106-1）
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17
ロケーションの設定

ロケーションは、コール アドミッション制御を中央集中型コール処理システムに実装する際に使用 
します。コール アドミッション制御では、ロケーション間のリンクを経由する際にオーディオ コー  
ルとビデオ コールで使用できる帯域幅を制限することにより、オーディオ品質とビデオのアベイラ 
ビリティを調整できます。詳細については、『Cisco Unified Communications Manager システム ガイ     
ド』の「コール アドミッション制御」を参照してください。

（注） コール アドミッション制御を使用して IP WAN リンク上のオーディオ帯域幅またはビデオ帯域幅    
を制限しない場合、コール数の制限がなくなり、そのリンク上でコールが同時にアクティブになる

可能性があります。この状態が発生すると、そのリンクがオーバーサブスクライブになるため、各

オーディオ コールのオーディオ品質と、各ビデオ コールのビデオ品質が低下する場合があります。

中央集中型コール処理システムでは、1 つの Cisco Unified Communications Manager クラスタが、IP      
テレフォニー ネットワーク上のすべてのロケーションにコール処理を提供します。その Cisco  
Unified Communications Manager クラスタは、通常、電話機やゲートウェイなどの他のデバイスと共   
に、メイン（つまり中央）ロケーションに置かれています。リモート ロケーションには追加のデバ 
イスが置かれていますが、Cisco Unified Communications Manager はありません。IP WAN リンクが、      
リモート ロケーションとメイン ロケーションとを接続します。

次のトピックでは、ロケーションについて詳しく説明しています。

 • ロケーションの検索（P.17-2）

 • ロケーションの設定（P.17-4）

 • ロケーションの設定値（P.17-5）

 • ロケーションの削除（P.17-7）

 • ロケーションの帯域幅の再同期化（P.17-8）

 • 関連項目（P.17-8）
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ロケーションの検索
ネットワーク内にはいくつかのロケーションが存在することがあるので、Cisco Unified 
Communications Manager の管理ページでは、固有の条件を指定して、特定のロケーションを見つけ
ることができます。ロケーションを検索する手順は、次のとおりです。

（注） Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、ブラウザ セッションでの作業中は、ロ     
ケーションの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこのメニュー項目に戻っ

てくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じたりしない限り、ロケーションの検索設

定は保持されます。

手順

ステップ 1 ［システム］ >［ロケーション］の順に選択します。

［ロケーションの検索と一覧表示（Find and List Locations）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。 

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。 

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。 

すべてのレコード、または一致したレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダ

ウン リスト ボックスから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。 

ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。
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（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.17-8 の「関連項目」を参照してください。
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ロケーションの設定
ロケーションを Cisco Unified Communications Manager データベースに追加、コピー、または更新す     
る手順は、次のとおりです。

始める前に

ロケーションを設定する場合は、事前にクラスタを構成する Cisco Unified Communications Manager    
を設定しておく必要があります。ロケーションを設定する前に、Cisco Unified Communications  
Manager を設定しておく必要があります。詳細については、P.3-4 の「Cisco Unified Communications    
Manager の更新」を参照してください。

手順

ステップ 1 ［システム］ >［ロケーション］の順に選択します。

［ロケーションの検索と一覧表示（Find and List Locations）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 次のいずれかの作業を行います。

 • 既存のロケーションをコピーするには、対象となるロケーションを見つけて（P.17-2 の「ロケー 
ションの検索」を参照）、コピーするロケーションの横にある［コピー（Copy）］ボタンをク
リックし、ステップ 3 に進みます。

 • 新しいロケーションを追加するには、［新規追加］ボタンをクリックし、ステップ 3 に進みます。

 • 既存のロケーションを更新するには、対象となるロケーションを見つけて（P.17-2 の「ロケー 
ションの検索」を参照）、ステップ 3 に進みます。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 17-1 を参照）。

ステップ 4 ［保存］をクリックして、ロケーション情報をデータベースに保存します。

次の手順

データベースに新規ロケーションを追加した後、そのロケーションにデバイスを割り当てることが

できます。たとえば、次の項を参照してください。

 • ゲートウェイの設定（P.81-1）

 • Cisco Unified IP Phone の設定（P.82-1）

 • CTI ルート ポイントの設定（P.79-1）

追加情報

P.17-8 の「関連項目」を参照してください。
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ロケーションの設定値
表 17-1 では、ロケーションの設定値について説明します。関連する手順については、P.17-8 の「関  
連項目」を参照してください。

表 17-1 ロケーションの設定値 

フィールド 説明

［ロケーション情報（Location Information）］

［名前（Name）］ 作成する新規ロケーションの名前を入力します。

［オーディオコール情報（Audio Calls Information）］

［オーディオ帯域幅（Audio
Bandwidth）］

このロケーションと他のロケーション間のリンク上ですべての

オーディオ コールに使用可能なオーディオ帯域幅の最大値（kbps 
単位）を入力します。オーディオ コールの場合、オーディオ帯域 
幅はオーバーヘッドを含みます。次のいずれかのオプションを選択

します。

 • 無制限の帯域幅：［無制限（Unlimited）］オプション ボタンをク 
リックします。

 • 指定の帯域幅：［kbps］ボックスの横にあるオプション ボタン 
をクリックし、既定の帯域幅を入力して、帯域幅を指定します。

有効値は 1 ～ 2147483647 です。

ロケーションの帯域幅の計算だけのために、各コール ストリーム 
は次の帯域幅を使用するものと想定します。

 • G0.711 コールは 80 kbps を使用

 • G.722 コールは 80 kbps を使用

 • G0.723 コールは 24 kbps を使用

 • G0.728 コールは 16 kbps を使用

 • G0.729 コールは 24 kbps を使用

 • GSM コールは 29 kbps を使用

 • Wideband コールは 272 kbps を使用

（注） 各コールは、2 つのコール ストリームから構成されていま  
す。オーディオ品質を向上させるには、帯域幅設定値を下
げて、このロケーションとのリンク上で許可されるアク
ティブ コール数を減らします。

［ビデオコール情報（Video Calls Information）］

［ビデオ帯域幅 

（Video Bandwidth）］
このロケーションと他のロケーション間のリンク上ですべてのビ

デオ コールに使用可能なビデオ帯域幅の最大値（kbps 単位）を入  
力します。ビデオ コールの場合、ビデオ帯域幅はオーバーヘッド 
を含みません。次のいずれかのオプションを選択します。

 • なし：ビデオ コールをこのロケーションと他のロケーション間 
で使用できません。ただし、このロケーション内でビデオ コー 
ルを行うことができます。

 • 無制限の帯域幅：［無制限（Unlimited）］オプション ボタンをク 
リックします。

 • 指定の帯域幅：［kbps］ボックスの横にあるオプション ボタン 
をクリックし、既定のビデオ帯域幅を入力して、ビデオ帯域幅

を指定します。デフォルト値は、384 kbps が指定されます。
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［ロケーション RSVP設定（Location RSVP Settings）］

［ロケーション（Location）］ この読み取り専用フィールドには、ロケーション間の RSVP 設定値  
がシステムのデフォルト RSVP ポリシーのものから変更されてい  
るロケーションが表示されます。

［RSVP設定（RSVP Setting）］この読み取り専用フィールドには、選択したロケーションと、左側
の［ロケーション（Location）］列にリストされているロケーション
の間の RSVP ポリシー設定値が表示されます。

［他のロケーションの設定を変更（Modify Setting（s）to Other Locations）］

［ロケーション（Location）］ 現在のロケーションと、このペインに表示されるロケーションの間

の RSVP ポリシー設定値を変更するには、このペインでロケーショ  
ンを選択します。

［RSVP設定（RSVP Setting）］現在のロケーションと左側の［ロケーション（Location）］列で選択
したロケーションの間の RSVP ポリシー設定値を選択するには、  
RSVP 設定値をドロップダウン リスト ボックスから選択します。次   
の設定値の中から選択してください。

 • ［システムデフォルトの使用］：このロケーション ペアの RSVP  
ポリシーを、クラスタ全体の RSVP ポリシーと同じものにしま  
す。詳細については、『Cisco Unified Communications Manager シ    
ステム ガイド』の「クラスタ全体のデフォルト RSVP ポリシー」   
の項を参照してください。

 • ［予約なし］：どの 2 つのロケーション間においても、RSVP 予   
約は発生しません。

 • ［オプション（ビデオが必要）］：オーディオ ストリームとビデ 
オ ストリームの予約をどちらも取得できなかった場合に、コー 
ルをオーディオのみのベストエフォート型コールとして配送

できます。RSVP エージェントは、引き続き RSVP 予約を試行   
し、予約が成功した場合は Cisco Unified Communications   
Manager に通知します。

 • ［必須］：Cisco Unified Communications Manager は、オーディオ    
ストリームのための RSVP 予約が成功するまでは、着側デバイ  
スの呼び出し音を鳴らしません。コールがビデオ コールである 
場合は、ビデオ ストリームについても同様です。

 • ［必須（ビデオが必要）］：ビデオ ストリームのための予約を取 
得できなかった場合に、ビデオ コールをオーディオのみのコー 
ルとして配送できます。

表 17-1 ロケーションの設定値（続き）

フィールド 説明
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ロケーションの削除
Cisco Unified Communications Manager データベースからロケーションを削除する手順は、次のとお    
りです。

始める前に

デバイスが割り当てられたロケーションは削除できません。ロケーションを使用しているデバイス

を検索するには、［ロケーションの設定（Location Configuration）］ウィンドウの［関連リンク］に 
ある［依存関係レコード］をクリックし、［移動］をクリックします。依存関係レコードがシステ

ムで使用可能になっていない場合、［依存関係レコード要約（Dependency Records Summary）］ウィ  
ンドウにメッセージが表示されます。依存関係レコードの詳細については、P.A-4 の「依存関係レ 
コードへのアクセス」を参照してください。使用中のロケーションを削除しようとすると、Cisco
Unified Communications Manager からエラー メッセージが表示されます。現在使用されているロケー    
ションを削除する場合は、事前に、次の作業のどちらか一方または両方を実行しておく必要があり

ます。

 • デバイスを更新して、別のロケーションに割り当てる。

 • 削除するロケーションに割り当てられているデバイスを削除する。

（注） ロケーションを削除すると、そのロケーションに接続されているリンクに帯域幅が無制限に割り当

てられ、それらのリンク上のコール数も制限がなくなります。このためロケーションを削除する

と、リンク上のオーディオ品質が低下する原因になります。

手順

ステップ 1 P.17-2 の「ロケーションの検索」の手順を使用して、ロケーションを検索します。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、削除するロケーションを選択します。

ステップ 3 ［選択項目の削除］をクリックします。

ステップ 4 削除操作を確認するように求められたら、［OK］をクリックして削除を確認します。削除操作を取
り消す場合は、［キャンセル］をクリックしてください。

追加情報

P.17-8 の「関連項目」を参照してください。
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ロケーションの帯域幅の再同期化
この項では、ロケーションの帯域幅を再同期化する手順について説明します。ロケーションへのリ

ンクを使用したコールがブロックされる場合は、帯域幅が不足している、つまりロケーションに割

り当てられた帯域幅が減少している可能性があります。Cisco Unified Communications Manager サー    
バをリセットせずに、ロケーションの帯域幅を、このロケーションに割り当てられている最大値に

再同期化することができます。詳細については、『Cisco Unified Communications Manager システム ガ     
イド』の「コール アドミッション制御」の章の「帯域幅の計算」を参照してください。

手順

ステップ 1 P.17-2 の「ロケーションの検索」の手順を使用して、ロケーションを検索します。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、再同期化するロケーションを選択します。

［ロケーションの設定（Location Configuration）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 ［帯域幅を再同期］をクリックして、選択したロケーションの帯域幅を再同期化します。

次の警告メッセージが表示されます。「帯域幅が再同期された際に、このロケーションのための帯

域幅をコールで使用中の場合、このロケーションのための帯域幅を使用しているすべてのコールが

接続解除されるまで帯域幅が過剰登録される可能性があります。」

ステップ 4 ［OK］をクリックして続行するか、［キャンセル］をクリックしてキャンセルします。

追加情報

P.17-8 の「関連項目」を参照してください。

関連項目
 • ロケーションの設定（P.17-1）

 • ロケーションの検索（P.17-2）

 • ロケーションの設定（P.17-4）

 • ロケーションの設定値（P.17-5）

 • ロケーションの削除（P.17-7）

 • ロケーションの帯域幅の再同期化（P.17-8）
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18
物理ロケーションの設定

物理ロケーションは、デバイス モビリティ機能をサポートしています。物理ロケーションを利用す 
ると、特定の地理的な場所に関連したパラメータを、他のパラメータと区別することができます。

たとえば、企業内の特定のオフィスまたはキャンパスを対象としたメディア リソース サーバがあ  
るとします。デバイスが別のオフィスまたはキャンパスにローミングされ、Cisco Unified 
Communications Manager に登録された場合は、ローミング先のロケーションのメディア リソース   
サーバがそのデバイスを処理するようにします。メディア サービスの利用に応じた物理ロケーショ 
ンを定義すると、デバイスがある物理ロケーションから別の物理ロケーションへ移動するのに従っ

て、効率的でコスト効果の高いサービスの再割り当てを保証できます。ネットワーク構造とサービ

スの割り当てに応じて、市町村、企業キャンパス、または建物に基づいた物理ロケーションを定義

できます。 

物理ロケーションを設定するには、次のトピックを参照してください。

 • 物理ロケーションの検索（P.18-2）

 • 物理ロケーションの設定（P.18-3）

 • 物理ロケーションの削除（P.18-4）

 • 物理ロケーションの設定値（P.18-4）

デバイス モビリティ機能の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager 機能およびサー     
ビス ガイド』の「Cisco Unified Communications Manager デバイス モビリティ」を参照してください。
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物理ロケーションの検索
ネットワーク内にはいくつかの物理ロケーションが存在することがあるので、Cisco Unified 
Communications Managerページでは、固有の条件を指定して、特定の物理ロケーションを見つける 
ことができます。物理ロケーションを検索する手順は、次のとおりです。

（注） Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、ブラウザ セッションでの作業中は、物理     
ロケーションの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこのメニュー項目に

戻ってくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じたりしない限り、物理ロケーション

の検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 ［システム］ >［物理ロケーション］の順に選択します。

［物理ロケーションの検索と一覧表示（Find and List Physical Locations）］ウィンドウが表示されま    
す。アクティブな（前回の）クエリーのレコードも、ウィンドウに表示されることがあります。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リスト ボック  
スから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。

ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。
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（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.18-5 の「関連項目」を参照してください。

物理ロケーションの設定
デバイス プールの物理ロケーションを追加する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ［システム］ >［物理ロケーション］の順に選択します。

［物理ロケーションの検索と一覧表示（Find and List Physical Locations）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 次のいずれかの作業を行います。

 • 既存の物理ロケーションをコピーするには、対象となる物理ロケーションを見つけて（P.18-2 の 
「物理ロケーションの検索」を参照）、コピーする物理ロケーションの横にある［コピー（Copy）］
ボタンをクリックし、ステップ 3 に進みます。

 • 新しい物理ロケーションを追加するには、［新規追加］ボタンをクリックし、ステップ 3 に進  
みます。

 • 既存のロケーションを更新するには、対象となる物理ロケーションを見つけて（P.18-2 の「物 
理ロケーションの検索」を参照）、ステップ 3 に進みます。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 18-1 を参照）。

ステップ 4 ［保存］をクリックして、物理ロケーション情報をデータベースに保存します。

追加情報

P.18-5 の「関連項目」を参照してください。
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物理ロケーションの削除
物理ロケーションが現在デバイス プールで使用中の場合は、削除できません。物理ロケーションを 
削除するには、依存関係レコードから関連するデバイス プールを見つけ、その関連付けを解除して 
から、その物理ロケーションを削除します。

物理ロケーションを削除する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 P.18-2 の「物理ロケーションの検索」の手順に従って、削除する物理ロケーションを見つけます。

ステップ 2 削除する物理ロケーションの横にあるチェックボックスをオンにします。ウィンドウ上の物理ロ

ケーションをすべて選択するには、検索結果表示のタイトルバーにあるチェックボックスをオンに

します。

ステップ 3 ［選択項目の削除］をクリックします。

ステップ 4 ［OK］をクリックして、選択内容を確認します。

追加情報

P.18-5 の「関連項目」を参照してください。

物理ロケーションの設定値
表 18-1 では、物理ロケーションの設定値について説明します。関連する手順については、P.18-5 の  
「関連項目」を参照してください。

表 18-1 物理ロケーションの設定値 

フィールド 説明

［物理ロケーション情報（Physical Location Information）］

［名前］ 物理ロケーションを識別するための名前を入力します。この名前には、最長

50 文字の英数字を指定することができ、スペース、ピリオド（.）、ハイフン 
（-）、および下線文字（_）を任意に組み合せて使用することが可能です。

［説明］ 物理ロケーションの説明テキストを入力します。この名前には、最長 50 文字  
の英数字を指定することができ、スペース、ピリオド（.）、ハイフン（-）、下
線文字（_）に加えて、以下の文字を任意に組み合せて使用することが可能で
す。*、(、)、+、^、@、!、 $ = ~ ? / ; : '
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関連項目
 • 物理ロケーションの検索（P.18-2）

 • 物理ロケーションの設定（P.18-3）

 • 物理ロケーションの削除（P.18-4）

 • 物理ロケーションの設定値（P.18-4）

 • 『Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド』の「Cisco Unified 
Communications Manager デバイス モビリティ」
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19
Survivable Remote Site Telephony 
の設定

Survivable Remote Site Telephony（SRST）リファレンスは、デバイス用の他のすべての Cisco Unified     
Communications Manager サーバが到達不能になった場合に、限定されたCisco Unified Communications    
Manager 機能を提供するゲートウェイを構成します。SRST リファレンスは通常、デバイス プール   
に割り当てられており、Cisco Unified Communications Manager が到達不能になった場合に、コール    
を行うデバイスがコールを実行しようとして検索するゲートウェイを決定します。SRST リファレ 
ンスの詳細については、『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「SRST リファ      
レンス」を参照してください。

SRST リファレンスを追加、更新、コピー、または削除するには、次のトピックを参照してください。

 • SRST リファレンスの検索（P.19-2）

 • SRST リファレンスの設定（P.19-4）

 • SRST リファレンスの削除（P.19-5）

 • SRST リファレンスの設定値（P.19-6）
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SRST リファレンスの検索
ネットワーク内にはいくつかの SRST リファレンスが存在することがあるので、Cisco Unified   
Communications Manager では、固有の条件を指定して、特定の SRST リファレンスを見つけること    
ができます。特定のユーザによって定義された SRST リファレンスを見つけるには、次の手順を実  
行します。

（注） Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、ブラウザ セッションでの作業中は、SRST     
リファレンスの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこのメニュー項目に

戻ってくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じたりしない限り、SRST リファレン 
スの検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 ［システム］ >［SRST］の順に選択します。

［SRST参照先の検索と一覧表示（Find and List SRST References）］ウィンドウが表示されます。アク    
ティブな（前回の）クエリーのレコードも、ウィンドウに表示されることがあります。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リスト ボック  
スから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。

ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。
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（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.19-8 の「関連項目」を参照してください。
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SRST リファレンスの設定
SRST リファレンスを追加、更新、およびコピーする手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ［システム］ >［SRST］の順に選択します。

ステップ 2 次のいずれかの作業を行います。

 • 新しい SRST リファレンスを追加するには、［新規追加］ボタンをクリックし、ステップ 3 に進    
みます。

 • 既存の SRST リファレンスを更新するには、対象となる SRST リファレンスを見つけて    
（P.19-2 の「SRST リファレンスの検索」を参照）、ステップ 3 に進みます。

 • 既存の SRST リファレンスをコピーするには、対象となる SRST リファレンスを見つけて    
（P.19-2 の「SRST リファレンスの検索」を参照）、コピーする SRST リファレンスの横にある    
［コピー（Copy）］ボタンをクリックし、ステップ 3 に進みます。

ステップ 3 適切な設定値を入力または更新します（表 19-1 を参照）。

ステップ 4 ［保存］をクリックします。

（注） デバイスがこの SRST リファレンスに関連付けられている場合は、更新を有効にするため  
にデバイスをリセットする必要があるというメッセージが表示されます。ゲートウェイが

リセットされると、Cisco Unified Communications Manager によって、影響を受けるゲート    
ウェイ上で進行中のコールが終了される可能性があります。 
 

影響を受けるデバイスをリセットするには、更新が完了してから［リセット］ボタンをク

リックします。この時点でデバイスをリセットしない場合は、いつでもこの項目に戻って

［リセット］ボタンをクリックし、必要なデバイス リセットを実行することができます。

追加情報

P.19-8 の「関連項目」を参照してください。
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SRST リファレンスの削除
SRST リファレンスを削除する手順は、次のとおりです。

始める前に

デバイス プールなどの項目が使用している SRST リファレンスは削除できません。SRST リファレ    
ンスを使用しているデバイス プールを検索するには、［SRST 参照先の設定（SRST Reference  
Configuration）］ウィンドウの［依存関係レコード］リンクをクリックします。依存関係レコードが
システムで使用可能になっていない場合、［依存関係レコード要約（Dependency Records Summary）］  
ウィンドウにメッセージが表示されます。依存関係レコードの詳細については、P.A-4 の「依存関 
係レコードへのアクセス」を参照してください。使用中の SRST リファレンスを削除しようとする  
と、Cisco Unified Communications Manager からエラー メッセージが表示されます。現在使用されて     
いる SRST リファレンスを削除する場合は、事前に、次の作業のどちらか一方または両方を実行し  
ておく必要があります。

 • 削除する SRST リファレンスを使用しているデバイス プールすべてに、別の SRST リファレン     
スを割り当てる。P.9-3 の「デバイス プールの設定」を参照してください。

 • 削除する SRST リファレンスを使用しているデバイス プールを削除する。P.9-8 の「デバイス    
プールの削除」を参照してください。

手順

ステップ 1 メニューバーで［システム］ >［SRST］の順に選択します。

ステップ 2 削除する SRST リファレンスを見つけます。P.19-2 の「SRST リファレンスの検索」を参照してく    
ださい。

ステップ 3 削除する SRST リファレンスのチェックボックスをオンにし、［選択項目の削除］をクリックします。

この操作を実行すると取り消せないことを確認するメッセージが表示されます。

ステップ 4 SRST リファレンスを削除するには、［OK］をクリックします。削除操作を取り消すには、［キャン 
セル］をクリックします。

注意 SRST リファレンスを削除するときは、削除する SRST リファレンスが正しいか慎重に確認してく   
ださい。削除した SRST リファレンスを元に戻すことはできません。誤って削除した場合は、その  
SRST リファレンスを作成し直す必要があります。

ヒント SRST リファレンスの削除は、削除する SRST リファレンスを見つけて表示し、［削除］を   
クリックすることによっても実行できます。

追加情報

P.19-8 の「関連項目」を参照してください。
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SRST リファレンスの設定値
表 19-1 では、SRST リファレンスの設定値について説明します。関連する手順については、P.19-8 の   
「関連項目」を参照してください。

表 19-1 SRST リファレンスの設定値 

フィールド 説明

［名前（Name）］ 名前を［名前（Name）］フィールドに入力します。この名前には、
最長 50 文字の英数字を指定することができ、スペース、ピリオド  
（.）、ハイフン（-）、および下線文字（_）を任意に組み合せて使用
することが可能です。SRST リファレンス名はそれぞれ固有の名前 
にしてください。

（注） SRST リファレンスには、内容を表す簡潔な名前を使用して 
ください。

［ポート（Port）］ この SRST リファレンスのポート番号を入力します。デフォルト値  
は 2000 です。

（注） この値を変更するのは、この値がゲートウェイのポート設
定と一致しない場合のみにしてください。この値とゲート
ウェイのポート設定は一致している必要があります。

［IPアドレス（IP Address）］ デバイス プール内のデバイス用に、SRST リファレンスとして使用  
するゲートウェイの IP アドレスを入力します。

［SIPネットワーク /IPアドレ
ス（SIP Network/IP Address）］

SRST モードになっている SIP 電話機が使用するサーバの IP アドレ     
スを入力します。

［SIPポート（SIP Port）］ SRST ゲートウェイの SIP ポートを入力します。デフォルト値は   
5060 です。

［セキュア SRST（Is SRST 
Secure?）］

SRST が使用可能になっているゲートウェイに、自己署名証明書が 
含まれていることを確認した後、このチェックボックスをオンにし

ます。

SRST を設定し、ゲートウェイと制御されている電話機をリセット 
した後、Cisco CTL Provider サービスは、SRST が使用可能になって    
いるゲートウェイ上の Certificate Provider サービスから認証されま   
す。Cisco CTL クライアントは、SRST が使用可能になっているゲー   
トウェイから証明書を取得し、Cisco Unified Communications  
Manager データベースに保存します。

ヒント SRST の証明書をデータベースと電話機から削除するに 
は、このチェックボックスをオフにして［保存］をクリッ
クし、制御されている電話機をリセットします。
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［SRST証明書プロバイダ
ポート（SRST Certificate 
Provider Port）］

このポートでは、SRST が使用可能になっているゲートウェイ上の 
Certificate Provider サービスに対する要求を監視します。Cisco  
Unified Communications Manager は、このポートを使用して SRST が     
使用可能になっているゲートウェイから証明書を取得します。

Cisco SRST Certificate Provider のデフォルトのポート番号は 2445 で      
す。

SRST が使用可能になっているゲートウェイでこのポートを設定し 
た後、このフィールドにポート番号を入力します。

ヒント このポートが現在使用されている場合、またはファイア
ウォールを使用していてそのファイアウォール内でこの
ポートを使用できない場合は、別のポート番号の設定が
必要になる場合があります。

［証明書の更新］

ヒント このボタンが表示されるのは、［セキュア SRST（Is SRST 
Secure?）］チェックボックスをオンにして［保存］をク
リックした後のみです。 

このボタンをクリックすると、Cisco Unified Communications  
Manager データベースに保存されている既存の SRST ゲートウェイ   
の証明書が、Cisco CTL クライアントによって置き換えられます（証  
明書がデータベースに存在する場合）。制御されている電話機をリ

セットした後、TFTP サーバによって cnf.xml ファイルが（SRST が    
使用可能になっているゲートウェイの新しい証明書と共に）電話機

に送信されます。

表 19-1 SRST リファレンスの設定値（続き）

フィールド 説明
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関連項目
 • SRST リファレンスの検索（P.19-2）

 • SRST リファレンスの設定（P.19-4）

 • SRST リファレンスの削除（P.19-5）

 • SRST リファレンスの設定値（P.19-6）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「SRST リファレンス」
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20
MLPP ドメインの設定

MLPP ドメインは、MLPP サブスクライバに関連付けられているデバイスとリソースの集合を指定  
したものです。あるドメインに属している MLPP サブスクライバが、同じドメインに属している他  
の MLPP サブスクライバに優先コールを発信した場合、MLPP サービスは、着側 MLPP サブスクラ     
イバの既存コールよりも優先順位の高いコールを優先処理することができます。MLPP サービスの 
機能は、ドメイン間では作用しません。

MLPP ドメインを追加、更新、および削除するには、次のトピックを参照してください。

 • MLPP ドメインの検索（P.20-2）

 • MLPP ドメインの設定（P.20-3）

 • MLPP ドメインの設定値（P.20-4）

 • MLPP ドメインの削除（P.20-5）
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MLPP ドメインの検索
ネットワーク内にはいくつかの MLPP ドメインが存在することがあるので、Cisco Unified   
Communications Manager の管理ページでは、固有の条件を指定して、特定の MLPP ドメインを見つ    
けることができます。MLPP ドメインを見つける手順は、次のとおりです。

（注） Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、ブラウザ セッションでの作業中は、MLPP     
ドメインの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこのメニュー項目に戻って

くる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じたりしない限り、MLPP ドメインの検索設 
定は保持されます。

手順

ステップ 1 ［システム］ >［MLPPドメイン］の順に選択します。

［MLPPドメインの検索と一覧表示（Find and List MLPP Domains）］ウィンドウが表示されます。ア    
クティブな（前回の）クエリーのレコードも、ウィンドウに表示されることがあります。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • ドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。 

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リスト ボック  
スから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。

ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。
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（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.20-6 の「関連項目」を参照してください。

MLPP ドメインの設定
Cisco Unified Communications Manager データベース内の MLPP ドメインを設定する手順は、次のと      
おりです。

手順

ステップ 1 ［システム］ >［MLPPドメイン］の順に選択します。

［MLPPドメインの検索と一覧表示（Find and List MLPP Domains）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 次のいずれかの作業を行います。

 • 既存の MLPP ドメインをコピーするには、対象となる MLPP ドメインを見つけて（P.20-2 の     
「MLPP ドメインの検索」を参照）、コピーする MLPP ドメインの横にある［コピー］ボタンを   
クリックし、ステップ 3 に進みます。

 • 新しい MLPP ドメインを追加するには、［新規追加］ボタンをクリックし、ステップ 3 に進み    
ます。

 • 既存の MLPP ドメインを更新するには、対象となる MLPP ドメインを見つけて（P.20-2 の     
「MLPP ドメインの検索」を参照）、ステップ 3 に進みます。

ステップ 3 表示される［MLPPドメインの設定（MLPP Domain Configuration）］ウィンドウで、該当する設定を  
入力または編集します（表 20-1 を参照）。

ステップ 4 ［保存］をクリックして、新しい MLPP ドメインまたは更新した MLPP ドメインをデータベースに    
保存します。

追加情報

P.20-6 の「関連項目」を参照してください。
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MLPP ドメインの設定値
表 20-1 では、MLPP ドメインの設定値について説明します。

追加情報

P.20-6 の「関連項目」を参照してください。

表 20-1 MLPP ドメインの設定値 

フィールド 説明

［MLPPドメイン情報（MLPP Domain Information）］

［ドメイン名］ 新しい MLPP ドメインに割り当てる名前を入力します。この名前に  
は、最長 50 文字の英数字を指定することができ、スペース、ピリ  
オド（.）、ハイフン（-）、および下線文字（_）を任意に組み合せて
使用することが可能です。MLPP ドメイン名はそれぞれ固有の名前 
にしてください。

（注） デフォルト MLPP ドメインの名前は、Default です。Default   
ドメインは変更および削除できません。

［ドメイン ID（Domain ID）］ 6 文字の固有 16 進 MLPP ドメイン ID を入力します。有効となる値       
は、数字（0 ～ 9）とアルファベット（A ～ F）です。MLPP ドメイ     
ン ID は、それぞれ固有の値にしてください。 

ドメイン ID の範囲は、000001 ～ FFFFFF にする必要があります     
（000000 は、デフォルトの MLPP ドメイン ID 用に予約されていま     
す）。

（注） 値が 100000 未満の場合は、余白となる上位の桁に 0 を使用    
してください。
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MLPP ドメインの削除
Cisco Unified Communications Manager データベースから MLPP ドメインを削除する手順は、次のと      
おりです。

始める前に

デバイスが使用している MLPP ドメインは削除できません。MLPP ドメインを使用しているデバイ   
スを検索するには、［MLPPドメインの設定（MLPP Domain Configuration）］ウィンドウの［関連リ  
ンク］ドロップダウン リスト ボックスにある［依存関係レコード］を選択し、［移動］をクリック  
します。依存関係レコードがシステムで使用可能になっていない場合、［依存関係レコード要約

（Dependency Records Summary）］ウィンドウにメッセージが表示されます。依存関係レコードの詳  
細については、P.A-4 の「依存関係レコードへのアクセス」を参照してください。使用中の MLPP  
ドメインを削除しようとすると、Cisco Unified Communications Manager からエラー メッセージが表     
示されます。現在使用されている MLPP ドメインを削除する場合は、事前に、次の作業のどちらか  
一方または両方を実行しておく必要があります。

 • 削除する MLPP ドメインを使用しているデバイスすべてに、別の MLPP ドメインを割り当て    
る。

 • 削除する MLPP ドメインを使用しているデバイスを削除する。

手順

ステップ 1 P.20-2 の「MLPP ドメインの検索」の手順を使用して、MLPP ドメインを検索します。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、削除する MLPP ドメインを選択します。

ステップ 3 ［削除］をクリックします。

ステップ 4 削除操作を確認するように求められたら、［OK］をクリックして削除します。削除操作を取り消す
場合は、［キャンセル］をクリックしてください。

追加情報

P.20-6 の「関連項目」を参照してください。
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関連項目
 • MLPP ドメインの検索（P.20-2）

 • MLPP ドメインの設定（P.20-3）

 • MLPP ドメインの設定値（P.20-4）

 • MLPP ドメインの削除（P.20-5）

 • 『Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド』の「Multilevel Precedence      
and Preemption」
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21
エンタープライズ パラメータの設定

エンタープライズ パラメータでは、同一クラスタ内のすべてのデバイスとサービスに適用されるデ 
フォルトの設定値を指定します（クラスタは、同一データベースを共用する一群の Cisco Unified  
Communications Manager から構成されます）。Cisco Unified Communications Manager を新規にインス      
トールすると、Cisco Unified Communications Manager は、エンタープライズ パラメータを使用して、     
このデバイス デフォルトを初期値として設定します。デバイスのデフォルト設定の詳細について 
は、P.85-1 の「デバイス デフォルトの設定」を参照してください。また、『Cisco Unified Communications    
Manager システム ガイド』の「システム レベルのコンフィギュレーション設定」も参照してくだ   
さい。

エンタープライズ パラメータを追加したり、削除したりすることはできませんが、次の手順により 
既存のエンタープライズ パラメータを更新することはできます。

（注） エンタープライズ パラメータに対しては、変更を加える必要がほとんどありません。システム管 
理者は、変更する機能を熟知している場合、あるいは Cisco TAC から特別の指示がある場合を除い   
て、エンタープライズ パラメータを変更しないでください。

手順

ステップ 1 ［システム］ >［エンタープライズパラメータ］の順に選択します。

ステップ 2 該当するパラメータ設定値を変更します。

特定のエンタープライズ パラメータの説明を表示するには、そのパラメータ名をクリックします。 
すべてのエンタープライズ パラメータの説明を表示するには、?ボタンをクリックします。

ステップ 3 ［保存］をクリックして、変更内容をデータベースに保存します。
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22
サービス パラメータの設定

Cisco Unified Communications Manager のサービス パラメータは、選択したサーバ上で複数の異なる     
サービスの設定ができます。パラメータのリストと説明を表示するには、［サービスパラメータ設

定（Service Parameter Configuration）］ウィンドウにある疑問符のボタンをクリックします。画面の  
上部にある特定のパラメータをクリックするとそのリストを表示することができます。 

Cisco Unified Serviceability を使用してサービスを非アクティブにした場合、Cisco Unified    
Communications Manager は更新されたサービス パラメータ値をすべて保持します。サービスを再開   
すると、Cisco Unified Communications Manager はサービス パラメータを変更後の値に設定します。 

（注） アップグレード中のサービス パラメータ値の詳細については、『Cisco Unified Communications 
Manager アップグレード手順』を参照してください。

Cisco Unified Communications Manager サービスの詳細については、『Cisco Unified Communications      
Manager Serviceability アドミニストレーション ガイド』を参照してください。

始める前に

次の条件を満たしていることを確認してから手順に進んでください。

 • サーバが設定済みであること。詳細については、P.2-1 の「サーバの設定」を参照してください。

 • サービスがサーバ上で使用可能になっていること。［サービスパラメータ設定（Service Parameter 
Configuration）］ウィンドウには、（アクティブおよび非アクティブの）使用可能なすべてのサー
ビスが表示されます。詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Serviceability ア     
ドミニストレーション ガイド』を参照してください。

注意 サービス パラメータに変更を加えると、システムに障害を起こす原因となることがあります。変 
更する機能を熟知している場合、または Cisco TAC から特別の指示がある場合を除いて、サービス   
パラメータを変更しないようにシスコはお勧めします。 

サービス パラメータを設定または表示するには、次のトピックを参照してください。

 • サーバ上のサービスに対するサービス パラメータの設定（P.22-2）

 • サービス用のパラメータの表示（P.22-4）
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サーバ上のサービスに対するサービス パラメータの設定
特定のサーバ上の特定のサービスに対してサービス パラメータを設定する手順は、次のとおりで 
す。

手順

ステップ 1 ［システム］ >［サービスパラメータ］の順に選択します。

ステップ 2 ［サーバ（Server）］ドロップダウン リスト ボックスから、サーバを選択します。

ステップ 3 ［サービス（Service）］ドロップダウン リスト ボックスから、更新するパラメータが含まれている  
サービスを選択します。

（注） ［サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）］ウィンドウには、（アクティブ  
および非アクティブの）すべてのサービスが表示されます。

［サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 適切なパラメータ値を更新します。サービスのこのインスタンスのサービス パラメータをすべてデ 
フォルト値に設定するには、［デフォルトに設定］ボタンをクリックします。

パラメータのリストと説明を表示するには、疑問符のボタンをクリックします（図 22-1 を参照）。 
画面の上部にある特定のパラメータを表示するには、［サービスパラメータ設定（Service Parameter 
Configuration）］ウィンドウ内でそのパラメータをクリックします。 

図 22-1 ［サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）］ウィンドウ
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（注） 一部のサービスに含まれているサービス パラメータは、通常、変更する必要がありません。 
［サービス パラメータ設定（Service Parameter Configuration）］ウィンドウにアクセスすると   
きに、これらのパラメータは自動的に表示されません。すべてのパラメータを表示するに

は、［詳細設定］をクリックします。すべてのパラメータが表示された後に、基本的なパラ

メータをもう一度表示するには、［簡易設定］をクリックします。［詳細設定］ボタンが使

用不可になっている場合は、そのサービスのすべてのパラメータがデフォルトで表示され

ています。

ステップ 5 ［保存］をクリックします。

ウィンドウの内容が更新され、指定された変更内容でサービス パラメータが更新されます。

追加情報

P.22-6 の「関連項目」を参照してください。
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サービス用のパラメータの表示
場合によっては、クラスタ内の全サーバ上で特定のサービスに属するサービス パラメータをすべて 
比較する必要があります。また、同期していないパラメータ（サーバによって値が異なるサービス

パラメータ）または推奨値から変更したパラメータのみを表示しなければならない場合もありま

す。 

クラスタ内の全サーバ上の特定のサービスのサービス パラメータを表示する手順は、次のとおりで 
す。

手順

ステップ 1 ［システム］ >［サービスパラメータ］の順に選択します。

ステップ 2 ［サーバ（Server）］ドロップダウン リスト ボックスから、サーバを選択します。

ステップ 3 ［サービス（Service）］ドロップダウン リスト ボックスから、クラスタ内の全サーバ上のサービス  
パラメータを表示するサービスを選択します。

（注） ［サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）］ウィンドウには、（アクティブ  
および非アクティブの）すべてのサービスが表示されます。

ステップ 4 表示される［サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）］ウィンドウで、［関連リン  
ク］ドロップダウン リスト ボックスにある［すべてのサーバに対するパラメータ］を選択し、［移  
動］をクリックします。

［すべてのサーバに対するパラメータ］ウィンドウが表示されます。現在のサービスの全パラメー

タがアルファベット順に一覧表示されます。パラメータ名の横には、各パラメータの推奨値が表示

されます。パラメータ名の下には、そのパラメータが組み込まれているサーバのリストが表示され

ます。各サーバ名の横には、そのサーバにおけるパラメータの現在の値が表示されます。

あるパラメータのサーバ名または現在のパラメータ値をクリックすると、対応するサービス パラ 
メータ ウィンドウにリンクして、値を変更することができます。［すべてのサーバに対するパラメー 
タ］ウィンドウ間を移動するには、［前へ］および［次へ］をクリックします。

ステップ 5 同期していないサービス パラメータを表示するには、［関連リンク］ドロップダウン リスト ボック   
スにある［すべてのサーバに対する同期外れパラメータ］を選択し、［移動］をクリックします。

［すべてのサーバに対する同期外れパラメータ］ウィンドウが表示されます。現在のサービスにつ

いて、サーバによって異なる値を持つサービス パラメータがアルファベット順に表示されます。パ 
ラメータ名の横には、各パラメータの推奨値が表示されます。パラメータ名の下には、そのパラ

メータが組み込まれているサーバのリストが表示されます。各サーバ名の横には、そのサーバにお

けるパラメータの現在の値が表示されます。 

あるパラメータのサーバ名または現在のパラメータ値をクリックすると、対応するサービス パラ 
メータ ウィンドウにリンクして、値を変更することができます。［すべてのサーバに対する同期外 
れパラメータ］ウィンドウ間を移動するには、［前へ］および［次へ］をクリックします。

ステップ 6 推奨値から変更したサービス パラメータを表示するには、［関連リンク］ドロップダウン リスト  
ボックスにある［すべてのサーバに対する変更済パラメータ］を選択し、［移動］をクリックします。
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［すべてのサーバに対する変更済パラメータ］ウィンドウが表示されます。現在のサービスについ

て、推奨値とは異なる値を持つサービス パラメータがアルファベット順に表示されます。パラメー 
タ名の横には、各パラメータの推奨値が表示されます。各パラメータ名の下には、推奨値とは異な

る値を持つサーバのリストが表示されます。各サーバ名の横には、そのサーバにおけるパラメータ

の現在の値が表示されます。 

あるパラメータのサーバ名または現在のパラメータ値をクリックすると、対応するサービス パラ 
メータ ウィンドウにリンクして、値を変更することができます。［すべてのサーバに対する変更済 
パラメータ］ウィンドウ間を移動するには、［前へ］および［次へ］をクリックします。

追加情報

P.22-6 の「関連項目」を参照してください。
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関連項目
 • サービス用のパラメータの表示（P.22-4）

 • サーバ上のサービスに対するサービス パラメータの設定（P.22-2）

 • Cisco Unified Communications Manager Serviceability アドミニストレーション ガイド
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23
電話機のセキュリティ プロファイルの 
設定

電話機のセキュリティ プロファイルの設定と適用については、『Cisco Unified Communications   
Manager セキュリティ ガイド』を参照してください。

電話セキュリティ プロファイルの設定ウィンドウに含まれているセキュリティ関連の設定値には、 
デバイス セキュリティ モード、CAPF の設定値、ダイジェスト認証の設定値（SIP 電話機のみ）、暗    
号化された設定ファイルの設定値などがあります。セキュリティ プロファイルは、Cisco Unified  
Communications Manager の管理ページで設定したすべての電話機に適用する必要があります。
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24
SIP トランクのセキュリティ プロファ  
イルの設定

SIP トランクのセキュリティ プロファイルの設定と適用については、『Cisco Unified Communications    
Manager セキュリティ ガイド』を参照してください。

［SIPトランクセキュリティプロファイルの設定（SIP Trunk Security Profile Configuration）］ウィンド    
ウに含まれているセキュリティ関連の設定値には、デバイス セキュリティ モード、ダイジェスト  
認証の設定値、着信 SIP メッセージの認証の設定値などがあります。セキュリティ プロファイル   
は、Cisco Unified Communications Manager の管理ページで設定したすべての SIP トランクに適用す      
る必要があります。
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25
アプリケーション サーバの設定

［Cisco Unified Communications Manager の管理］の［アプリケーションサーバの設定（Application    
Server Configuration）］ウィンドウを使用すると、Cisco Unified Communications Manager とクラスタ     
外の外部アプリケーション、たとえば Cisco Unity Connection や Cisco Unified Presence などとの関連        
付けを管理し、Cisco Unified Communications Manager システムとその他のアプリケーションを同期    
することができます。

次のトピックでは、Cisco Unified Communications Manager の管理ページにおけるアプリケーション    
サーバに関する作業と設定について説明しています。

 • アプリケーション サーバの検索（P.25-2）

 • アプリケーション サーバの設定（P.25-3）

 • アプリケーション サーバの削除（P.25-5）

 • アプリケーション サーバの設定値（P.25-4）

追加情報

P.25-6 の「関連項目」を参照してください。
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アプリケーション サーバの検索
アプリケーション サーバを検索して表示する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ［システム］ >［アプリケーションサーバ］の順に選択します。

［アプリケーションサーバの検索と一覧表示（Find and List Application Servers）］ウィンドウが表示    
されます。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。 

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。 

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。 

すべてのレコード、または一致したレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダ

ウン リスト ボックスから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。 

ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。

（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.25-6 の「関連項目」を参照してください。
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アプリケーション サーバの設定
Cisco Unified Communications Manager の管理ページでアプリケーション サーバを設定する手順は、     
次のとおりです。

始める前に

Cisco Unified Communications Manager の管理ページでアプリケーション サーバを設定できるのは、     
Cisco Unified Communications Manager サーバおよびその他のアプリケーション サーバを両方とも     
セットアップして完全に動作可能な状態にし、有効な設定を使用して実行した後です。

（注） Cisco Unity および Cisco Unity Connection については、Cisco Unity サーバおよび Cisco Unity          
Connection サーバと通信するように設定された Cisco Unified Communications Manager サーバ上で、      
AXL が動作していることを確認してください。 

手順

ステップ 1 ［システム］ >［アプリケーションサーバ］の順に選択します。

［アプリケーションサーバの検索と一覧表示（Find and List Application Servers）］ウィンドウが表示    
されます。

ステップ 2 次のいずれかの作業を行います。

 • 既存のアプリケーション サーバをコピーするには、コピーするサーバを見つけて（P.25-2 の  
「アプリケーション サーバの検索」を参照）、サーバ名をクリックします。［アプリケーション 
サーバの設定（Application Server Configuration）］ウィンドウが表示されます。［コピー］ボタン  
をクリックし、ステップ 4 に進みます。

 • 新しいアプリケーション サーバを追加するには、［新規追加］ボタンをクリックし、ステップ 
3 に進みます。

 • 既存のアプリケーション サーバを更新するには、対象となるサーバを見つけて（P.25-2 の「ア  
プリケーション サーバの検索」を参照）、ステップ 4 に進みます。

ステップ 3 ［アプリケーションサーバタイプ（Application Server Type）］ドロップダウン リスト ボックスから、    
該当するサーバ タイプを選択し、［次へ］をクリックします。アプリケーション サーバ タイプの選   
択後にそのタイプを変更することはできません。

ステップ 4 適切な設定値を入力します（表 25-1 を参照）。

ステップ 5 ［保存］をクリックします。

追加情報

P.25-6 の「関連項目」を参照してください。
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アプリケーション サーバの設定値
表 25-1 では、［アプリケーションサーバの設定（Application Server Configuration）］ウィンドウ内で   
使用可能な設定値について説明します。関連する手順については、P.25-6 の「関連項目」を参照し 
てください。

追加情報

P.25-6 の「関連項目」を参照してください。

表 25-1 アプリケーション サーバの設定値 

フィールド 説明

［アプリケーションサーバ情報（Application Server Information）］

［アプリケーションサーバタイ

プ（Application Server Type）］
接続するアプリケーションの種類に適したアプリケーション

サーバを選択します（たとえば、プレゼンス アプリケーション 
サーバに接続するには、［Cisco Unified Presence Server］を選択   
します）。

［名前］ 設定するアプリケーション サーバを識別するための名前を入力 
します。

［IP アドレス］ 設定するサーバの IP アドレスを入力します。

（注） IP アドレスは、1 ～ 255 の数値パターンを使用した数値    
（10.255.172.57 など）にしてください。 

ヒント Cisco Unity および Cisco Unity Connection では、 
Cisco Unity および Cisco Unity Connection の管理で定      
義したものと同じ管理者のユーザ名とパスワードを

使用する必要があります。このユーザ ID によって、  
Cisco Unity（または Cisco Unity Connection）と Cisco     
Unified Communications Manager の管理ページの間で   
認証が実行されます。

［使用可能なアプリケーション

ユーザ（Available Application 
Users）］

ドロップダウン リスト ボックスから、このサーバのアプリケー  
ション ユーザのタイプ（たとえば、CCMAdministrator、 
CCMSysUser、UnityConnection など）を入力します。
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アプリケーション サーバの削除
Cisco Unified Communications Manager の管理ページを使用してアプリケーション サーバを削除する     
手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ［システム］ >［アプリケーションサーバ］の順に選択します。

［アプリケーションサーバの検索と一覧表示（Find and List Application Servers）］ウィンドウが表示    
されます。

ステップ 2 特定のアプリケーション サーバを見つけるには、検索条件を入力し、［検索］をクリックします。

検索条件と一致するアプリケーション サーバのリストが表示されます。

ステップ 3 次のアクションのいずれかを実行します。

 • 削除するアプリケーション サーバの横にあるチェックボックスをオンにし、［選択項目の削除］ 
をクリックする。 

 • ［すべてを選択］をクリックして［選択項目の削除］をクリックし、ウィンドウ内のすべての
アプリケーション サーバを削除する。

 • 削除するアプリケーション サーバの名前をリストから選択して、現在の設定値を表示し、［削 
除］をクリックする。 

確認ダイアログが表示されます。

ステップ 4 ［OK］をクリックします。 

追加情報

P.25-6 の「関連項目」を参照してください。
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関連項目
 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「Cisco Unity メッセージングの統合 」

 • アプリケーション ユーザの設定（P.105-1）
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26
ライセンス ユニット レポート

ライセンス ユニット レポートは、使用可能なライセンスの合計数、および使用中のライセンスの  
数を表示するために使用します。このツールを実行すると、使用可能なライセンスの合計数を示し

たレポートが生成されます。ライセンス ユニット レポートには、Cisco Unified Communications    
Manager サーバにインストールされたソフトウェア ライセンス バージョンも表示されます。

（注） ライセンスの要求の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』を     
参照してください。
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ライセンス ユニット レポートの生成
ユニット ライセンスとは、各電話機タイプに対応した一定数のデバイス ライセンス ユニットのこ   
とです。たとえば、Cisco Unified IP Wireless 7920 の場合は 4 デバイス ライセンス ユニット、Cisco         
Unified IP Phone 7970 の場合は 5 デバイス ライセンス ユニットが必要です。4 台の 7920 電話機と 4            
台の 7970 電話機をプロビジョニングする場合は、36 の電話機ライセンス ユニットが必要です。

ライセンス ファイルに含まれているライセンス取得済みユニットの数は、購入したすべての電話機 
タイプのユニット ライセンスの数に対応しています。

（注） 各デバイスで必要となるライセンス ユニットの数を調べるには、［システム］ >［ライセンス］ >［ラ   
イセンスユニット計算］の順に選択します。このウィンドウには、各デバイス タイプで必要とな 
るライセンス ユニットの数が表示されます。

使用可能なライセンスの数についてレポートを生成する手順は、次のとおりです。 

手順

ステップ 1 ［システム］ >［ライセンス］ >［ライセンスユニットレポート］の順に選択します。

ステップ 2 ［ライセンスユニットレポート（License Unit Report）］ウィンドウが表示されます。このウィンドウ  
には、電話機ライセンスとノード ライセンスの数、およびソフトウェア ライセンスのバージョン  
が表示されます。使用可能な電話機ライセンスとノード ライセンスは、次の項目別に表示されます。

 • ［認証済ユニット数（Units Authorized）］

 • ［使用済ユニット数（Units Used）］

 • ［残りユニット数（Units Remaining）］

ソフトウェア ライセンス バージョンには、次の項目が表示されます。

 • ［ライセンスサーバ（License Server）］

 • ［SWバージョン（SW Version）］

追加情報

P.26-2 の「関連項目」を参照してください。

関連項目
 • ライセンス ユニット レポート（P.26-1）

 • ライセンス ユニット レポートの生成（P.26-2）

 • ライセンス ユニット計算（P.27-1）

 • ライセンス ファイルのアップロード（P.28-1）
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27
ライセンス ユニット計算

このウィンドウは、ある電話機タイプを使用した特定の構成で必要となる、電話機ユニット ライセ 
ンスの数と各タイプの電話機の数を計算するために使用します。デバイス ライセンス ユニットと  
は、各電話機タイプに対応した一定数のライセンス ユニットのことです。たとえば、Cisco Unified  
IP Wireless Phone 7920 の場合は 4 ライセンス ユニット、Cisco Unified IP Phone 7970 の場合は 5 ユ              
ニットが必要です。4 台の 7920 電話機と 4 台の 7970 電話機を追加する場合は、36 の電話機ライセ        
ンス ユニットが必要です。

各種のデバイス ライセンス ユニットの詳細については、『Cisco Unified Communications Manager シ      
ステム ガイド』の「ライセンス対象デバイスのタイプ」を参照してください。
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ライセンス ユニットの計算方法
電話機タイプの数、および電話機タイプごとの電話機の合計数を入力して、必要となる電話機ライ

センスの数を計算する手順は、次のとおりです。 

手順

ステップ 1 ［システム］ >［ライセンス］>［ライセンスユニット計算］の順に選択します。

［ライセンスユニット計算（License Unit Calculator）］ウィンドウが表示されます。デバイス 1 台ご    
とに消費されるライセンス ユニットの数が、ノードまたはデバイスごとに表示されます。

ステップ 2 ［デバイス数（Number of Devices）］列で、必要となる各ノードまたは電話機のデバイス数を更新し  
ます。 

ステップ 3 ［計算］をクリックします。

Cisco Unified Communications Manager ノード ライセンス ユニットと電話機ライセンス ユニットの       
合計数が表示されます。

追加情報

P.27-2 の「関連項目」を参照してください。

関連項目
 • ライセンス ユニット レポート（P.26-1）

 • ライセンス ファイルのアップロード（P.28-1）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「ライセンシング」

 • Cisco Unified Communications Manager Serviceability アドミニストレーション ガイド
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28
ライセンス ファイルのアップロード

ライセンス ファイルは、Cisco Unified Communications Manager のライセンスを有効にするために必     
要な情報を保持しています。ここでは、次の内容について説明します。

 • ライセンス マネージャ サービスの開始（P.28-2）

 • Cisco Unified Communications Manager 4.2(3)から 6.0(1)への移行（P.28-3）

 • Cisco Unified Communications Manager リリース 6.0(1)へのアップグレード（P.28-4）

 • ライセンス ファイルの取得（P.28-5）

 • ライセンス ファイルの内容（P.28-6）

 • ライセンス ファイルのアップロード（P.28-8）

 • 関連項目（P.28-9）
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ライセンス マネージャ サービスの開始
ライセンス ファイルのロード先となる Cisco Unified Communications Manager サーバは、ライセンス      
マネージャの役割を果たします（ライセンス ファイルは、パブリッシャ サーバだけにロードされ  
ます）。ライセンス ファイルについては、P.28-5 の「ライセンス ファイルの取得」を参照してくだ   
さい。 

ライセンス マネージャは、購入され、使用されるライセンスを追跡する論理コンポーネントとして 
機能します。ライセンスのチェックインとチェックアウトを制御するプロセスです。各電話機およ

びアプリケーション タイプで必要となるライセンス ユニットの数を追跡します。ライセンス マ   
ネージャは、ライセンスの発行と再要求、およびライセンス超過が発生しているかどうかの検出を

行います。

ライセンス マネージャ サービスを開始するには、Cisco Unified Serviceability を使用します。この項     
では、サービスを開始、停止、または再起動する手順について説明します。

（注） ライセンス マネージャはネットワーク サービスであるため、インストール後に起動し、実行する  
必要があります。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceability で、［Tools］ >［Control Center - Network Services］の順に選択します。

［Control Center–Network Services］ウィンドウが表示されます。 

ステップ 2 ［Server］ドロップダウン リスト ボックスから、Cisco Unified Communications Manager サーバを選択      
します。 

Cisco License Manager は、［Platform Services］の［Service Name］列のリストに表示されます。

ステップ 3 Cisco License Manager に対応するオプション ボタンをクリックします。

ステップ 4 ライセンス マネージャ サービスを起動する場合は、［Start］をクリックします。

サービスが開始され、「Service Started Successfully」というメッセージが表示されます。

ステップ 5 ライセンス マネージャ サービスを停止する場合は、［Stop］をクリックします。

サービスが停止し、「Service Stopped Successfully」というメッセージが表示されます。

ステップ 6 ライセンス マネージャ サービスを再開する場合は、［Restart］をクリックします。

サービスが再起動し、「Service Restarted Successfully」というメッセージが表示されます。

追加情報

P.28-9 の「関連項目」を参照してください。
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Cisco Unified Communications Manager 4.2(3)から 6.0(1)への移行
Cisco Unified Communications Manager リリース 4.2(3)からリリース 6.0(1)に移行する場合は、既存      
の電話機および既存の Cisco Unified Communications Manager ノードに対して要求されるライセンス     
が計算され、Cisco Unified Communications Manager 移行プロセス中にこれらのライセンスを格納す    
る中間ファイル（XML ファイル）が生成されます。Cisco Unified Communications Manager リリース     
4.2(3)で電話機をすでに使用しているので、これらのライセンスは無料で受け取ることができます。
Cisco Unified Communications Manager リリース 6.0(1)に移行した後に新しい電話機およびノードを     
追加する場合は、Cisco Connection Online (CCO)の［License Registration］ウィンドウに中間ライセ    
ンス ファイルを貼り付ける必要があります。

既存のライセンスを登録し、新しいライセンスを要求する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、［システム］ >［ライセンス］ >［ライセンス      
ファイルのアップロード］の順に選択します。

［ライセンスファイルのアップロード（License File Upload）］ウィンドウが表示されます。 

ステップ 2 ［ファイルの表示］をクリックします。既存の電話機およびノードのライセンス情報を示すポップ
アップ ウィンドウが表示されます。この情報をコピーします。このウィンドウの内容をコピーする 
には、Ctrl+A（すべて選択）および Ctrl+C（コピー）を使用します。

ステップ 3 CCO Web サイトの［License Registration］ウィンドウに表示されるテキスト ボックスに、Ctrl+V を     
押してファイルの内容を貼り付けます。（P.28-5 の「ライセンス ファイルの取得」を参照してくだ  
さい）。

ステップ 4 ライセンスを要求する Cisco Unified Communications Manager サーバの MAC アドレスと有効な電子       
メール ID を入力する必要があります。

ステップ 5 実際のライセンス ファイルを取得するには、［Submit］をクリックします。ライセンス ファイルが  
生成されます。 

ステップ 6 ライセンス ファイルは、ステップ 4 で入力した MAC アドレスを持つサーバにアップロードする必     
要があります。P.28-8 の「ライセンス ファイルのアップロード」を参照してください。このノード  
は、ライセンス マネージャの役割を果たします。

追加情報

P.28-9 の「関連項目」を参照してください。
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Cisco Unified Communications Manager リリース 6.0(1)へのアップ
グレード

リリース 6.0(1）へ正しくアップグレードする手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 リリース 6.0(1）のライセンス ファイルを取得します（P.28-5 の「ライセンス ファイルの取得」を    
参照してください）。

ステップ 2 Cisco Unified Communications Manager リリース 6.0(1) にアップグレードします（『Cisco Unified      
Communications Manager アップグレード手順 リリース 6.0(1)』のマニュアルを参照してください）。

（注） Cisco CallManager サービスは、ライセンスがなければアクティブになりません。アラーム  
とアラートが生成されます（詳細については Syslog を参照してください）。

ステップ 3 アップグレード後に、前のステップで取得した適切なライセンス ファイルをアップロードします。 
適切なライセンス ファイルの取得については、P.28-8 の「ライセンス ファイルのアップロード」を   
参照してください。リリース 6.0 ソフトウェア機能ライセンス ファイルを要求します。

ステップ 4 Cisco Unified Serviceability を使用して、Cisco CallManager サービスを再開します。

追加情報

P.28-9 の「関連項目」を参照してください。
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ライセンス ファイルの取得
新しくインストールする Cisco Unified Communications Manager 電話機およびユーザのライセンス     
ファイルを取得する手順と、新しい電話機およびユーザを追加した場合にライセンスを更新する手

順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 シスコ デバイスをご注文いただいた際に、シスコが製品認可キー（PAK）を発行します。

ステップ 2 http://www.cisco.com/go/license にある License Registration ツールを使用して、PAK を Cisco Unified       
Communications Manager に登録します。

ステップ 3 ライセンスを要求する Cisco Unified Communications Manager サーバの MAC アドレス、および有効       
な電子メール ID を入力する必要があります。また、ライセンスが必要となるノードと電話機ユニッ  
トの数も入力する必要があります。 

（注） 各電話機タイプで必要となる電話機ユニット ライセンスの数を調べるには、Cisco Unified  
Communications Manager の管理ページの［ライセンス ユニット計算］を使用します。P.27-2 の    
「ライセンス ユニットの計算方法」を参照してください。

ステップ 4 要求されたユニット ライセンスの数に基づいて、CCO がライセンス ファイルを生成し、ステップ   
2 で入力された電子メール ID 宛てに電子メールで送信します。

ステップ 5 ライセンス ファイルは、ステップ 3 で入力した MAC アドレスを持つサーバにアップロードする必     
要があります。P.28-8 の「ライセンス ファイルのアップロード」を参照してください。このサーバ  
は、ライセンス マネージャの役割を果たします。

（注） 新しく電話機を購入し、ライセンスを更新する場合は、http://www.cisco.com/go/license で提供され 
ている License Registration ツールにアクセスし、ステップ 3 ～ステップ 5 を実行します。 

（注） ライセンス ファイルがデータベースにアップロードされるのは、ライセンス ファイル内に指定さ  
れているバージョンが、クラスタの内部で実行されている Cisco Unified Communications Manager の     
バージョンよりも新しいか、一致している場合のみです。このバージョン チェックに合格しなかっ 
た場合は、アラームが生成されます。適切なバージョンを使用して、新しいライセンス ファイル 
を取得する必要があります。このバージョン チェックは、メジャー リリース番号のみに基づいて  
います。

（注） ライセンス ファイル内に指定されているライセンスを使用できるのは、ライセンス ファイルを  
アップロードしたクラスタの内部のみです。

追加情報

P.28-9 の「関連項目」を参照してください。

http://www.cisco.com/go/license
http://www.cisco.com/go/license
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ライセンス ファイルの内容
ライセンス ファイルには、次の情報が含まれています。

 • ライセンスされる Cisco Unified Communications Manager ノードの数：お客様にライセンスされ     
るクラスタ内の Cisco Unified Communications Manager サーバの数を示します。

 • サポートされる Cisco Unified Communications Manager のバージョン。 

 • ライセンス発行済みの電話機ユニットの数：電話機のタイプごとに個別のライセンスを作成す

るのではなく、ライセンス ユニットという概念が使用されます。各電話機タイプは、一定数の 
ライセンス ユニットに対応しています。 

（注） 各デバイスで必要となるライセンス ユニットの数を調べるには、［システム］ >［ライセン  
ス］ >［ライセンスユニット計算］の順に選択します。このウィンドウには、各デバイス タ  
イプで必要となるライセンス ユニットの数が表示されます。P.27-2 の「ライセンス ユニッ   
トの計算方法」を参照してください。

 • ライセンス ファイルのインストール先となるサーバの MAC アドレス。

ライセンス ファイルをライセンス サーバにアップロードするには、P.28-8 の「ライセンス ファイ    
ルのアップロード」を参照してください。

ライセンス ファイルの例

次の例では、パーマネント IP Phone ライセンスおよびパーマネント Cisco Unified Communications      
Manager ノード ライセンスのライセンス ファイルについて説明します。

例 28-1 パーマネント IP Phone ライセンス

INCREMENT PHONE_UNIT cisco 6.0 permanent uncounted \
 
VENDOR_STRING=<Count>1000</Count><OrigMacId>000BCD4EE59D</OrigMacId><LicFileVersion>1.
0</LicFileVersion> \
 HOSTID=000bcd4ee59d OVERDRAFT=50 \
 NOTICE="<LicFileID>20050826140539162</LicFileID><LicLineID>2</LicLineID> \
 <PAK></PAK>" SIGN="112D 17E4 A755 5EDC F616 0F2B B820 AA9C \
 0313 A36F B317 F359 1E08 5E15 E524 1915 66EA BC9F A82B CBC8 \
 4CAF 2930 017F D594 3E44 EBA3 04CD 01BF 38BA BF1B" 

上のライセンス ファイルには、次の情報が含まれています。

 • permanent キーワードは、このライセンスに有効期限がないことを示します。 

 • このライセンス ファイルは、1,000 の PHONE_UNIT ライセンスを提供します。 

 • OVERDRAFT=50 は、1,000 のうち 5% のライセンス超過が許可されることを示します。ライセ    
ンス超過の値は、シスコが決定します。

 • シスコ固有のフィールド LicFileID は、このライセンス ファイルを識別するためのものです。

 • 同じ機能（電話機ユニット ライセンスまたはノード ライセンス）に対して、ライセンス ファ   
イルに複数の INCREMENT 行を追加すると、ライセンス数を増やすことができます。同一の  
INCREMENT 行が存在せず、それぞれが独自の署名を保持している必要があります。 
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例 28-2 パーマネント CCM_Node ライセンス

# Optional usage agreement, legal language, tracking information 
# Some other comments 

INCREMENT CCM_NODE cisco 6.0 permanent uncounted \
VENDOR_STRING=<Count>2</Count><OrigMacId>000e7feeebbd</OrigMacId><LicFileVersion>1.0</
LicFileVersion> \
HOSTID=000e7feeebbd \
NOTICE="<LicFileID>20060309193216861</LicFileID><LicLineID>1</LicLineID> \
<PAK></PAK>" SIGN="1375 87CA 021E 6ABD C2EF C1D2 1E1A 9A08 \
6A0C 6624 1F21 E5CC 8D83 E154 202F 0A2A 4F75 00D6 C102 E5B9 \
5DA2 A3F9 AE38 CD9A CC86 3F14 9455 28F9 CBC8 31CC“

上のライセンス ファイルには、次の情報が含まれています。

 • permanent キーワードは、このライセンスに有効期限がないことを示します。permanent は、ラ  
イセンス ファイルが一時的ライセンスではないことを示します。一時的ライセンスでは、ここ 
に日付が記載されます。

 • このライセンス ファイルは、機能 CCM_NODE のバージョン 6.0 のライセンス 2 つを提供しま       
す。

 • Original Mac Id は、ライセンス ファイルが初めに発行された Mac ID を示します。 

 • Host ID は、パブリッシャ サーバの MAC ID を示します。これは、ライセンス ファイルに対し       
て再ホスト手順が実行された場合にだけ OrigMacID と異なります。

 • シスコ固有のフィールド LicFileID は、このライセンス ファイルを識別するためのものです。

 • SIGN は、FlexLM によって生成され、ライセンス ファイルが改ざんされたかどうかを検出する   
ために、Cisco Unified Communications Manager の FlexLM 検証パッケージで使用されます。

 • 同じ機能に対して、ライセンス ファイルに複数の INCREMENT 行を追加すると、ライセンス   
数を増やすことができます。どの INCREMENT 行も重複せず、それぞれが独自の署名を保持し  
ている必要があります。 

追加情報

P.28-9 の「関連項目」を参照してください。
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ライセンス ファイルのアップロード
ライセンス ファイル要求時に入力した MAC アドレスを持つ Cisco Unified Communications Manager       
サーバに対して、ライセンス ファイルをアップロードする手順は、次のとおりです。ライセンス 
ファイルの取得については、P.28-5 の「ライセンス ファイルの取得」を参照してください。ライセ  
ンス ファイルのロード先となる Cisco Unified Communications Manager サーバは、ライセンス マネー       
ジャの役割を果たします。

（注） ライセンス ファイルは、Cisco Unified Communications Manager クラスタの最初のノードにのみアッ     
プロードしてください。

手順

ステップ 1 ［システム］ >［ライセンス］ >［ライセンスファイルのアップロード］の順に選択します。

［ライセンスファイルのアップロード（License File Upload）］ウィンドウが表示されます。 

ステップ 2 ［既存ライセンスファイル（Existing License Files）］ドロップダウン リスト ボックスに、サーバに    
すでにアップロードされているライセンス ファイルが表示されます。

（注） 既存ファイルの内容を表示するには、［ファイルの表示］をクリックします。

ステップ 3 アップロードする新しいライセンス ファイルを選択するには、［ライセンスファイルのアップロー 
ド］をクリックします。

［ファイルのアップロード（Upload File）］ポップアップ ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 サーバにアップロードするには、［参照］をクリックして、ライセンス ファイルを選択します。 

ステップ 5 ［アップロード］をクリックします。

アップロード プロセスが完了すると、［アップロード結果（Upload Result）］ファイルが表示されま  
す。 

ステップ 6 ［閉じる］をクリックします。

ステップ 7 ［ライセンスファイルのアップロード（License File Upload）］ウィンドウに、アップロードしたファ  
イルのステータスが表示されます。

追加情報

P.28-9 の「関連項目」を参照してください。



第 28章      ライセンス ファイルのアップロード
関連項目

28-9
Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド     

OL-12525-01-J

関連項目
 • ライセンス マネージャ サービスの開始（P.28-2）

 • Cisco Unified Communications Manager 4.2(3)から 6.0(1)への移行（P.28-3）

 • ライセンス ファイルの取得（P.28-5）

 • ライセンス ファイルの内容（P.28-6）

 • ライセンス ファイルのアップロード（P.28-8）

 • ライセンス ユニットの計算方法（P.27-2）

 • ライセンス ユニット レポートの生成（P.26-2）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「ライセンシング」
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29
ライセンス機能割り当ての設定

機能割り当てによって、システム管理者はユーザに対して Cisco Unified Presence（CUP）および Cisco    
Unified Personal Communicator（CUPC）機能を有効にできます。CUP および CUPC のライセンスが     
利用可能であることを確認する必要があります。

ライセンス機能割り当ては、既存のユーザに対して行います。開始する前に、［ユーザ管理］ >［エ 
ンドユーザ］の順に選択し、［検索］をクリックして、システムにそのユーザが存在することを確

認してください。

ユーザに対する機能割り当ての設定を開始する前に、［ライセンス］ >［ライセンスユニット計算］ 
を選択して、システムに必要な CUP（サーバおよびクライアント）ライセンスと CUPC ライセンス   
の数を決定します。［ライセンス］ >［ライセンスファイルのアップロード］を使用して、必要なラ 
イセンスを取得します。［ライセンス］ >［ライセンスユニットレポート］を使用して、合計ライセ 
ンスを確認してください。

ライセンス機能割り当てを追加または更新するには、次のトピックを参照してください。

 • ライセンス機能割り当ての検索（P.29-2）

 • 1 人のユーザに対する機能割り当ての設定（P.29-4）

 • 複数ユーザに対する機能割り当ての設定（P.29-5）

 • ライセンス機能割り当ての設定値（P.29-6）

 • 関連項目（P.29-6）
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ライセンス機能割り当ての検索
ネットワーク内にはユーザに対していくつかのライセンス機能割り当てが存在することがあるの

で、Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、固有の条件を指定して、特定の機能    
割り当てを見つけることができます。機能割り当てを検索する手順は、次のとおりです。

（注） Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、ブラウザ セッションでの作業中は、機能     
割り当ての検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこのメニュー項目に戻って

くる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じたりしない限り、機能割り当ての検索設定

は保持されます。

手順

ステップ 1 ［システム］ >［ライセンス］ >［機能割り当て］の順に選択します。

［機能割り当ての検索と一覧表示 (Find and List Capabilities Assignment）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。 

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。 

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。 

すべてのレコード、または一致したレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダ

ウン リスト ボックスから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。 

ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。
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（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.29-6 の「関連項目」を参照してください。
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1 人のユーザに対する機能割り当ての設定
Cisco Unified Communications Manager データベースにユーザの機能割り当てを追加する手順、およ    
びデータベース内の機能割り当てを更新する手順は、次のとおりです。

始める前に

機能割り当てを設定する前に、［システム］メニューの［ライセンスファイルのアップロード］を

使用して、シスコシステムズからライセンスを取得する必要があります。

手順

ステップ 1 ［システム］ >［ライセンス］ >［機能割り当て］の順に選択します。

［機能割り当ての検索と一覧表示（Find and List Capabilities Assignment）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 新しい機能割り当てを追加するか、既存の機能割り当てを更新する場合は、該当する機能割り当て

を見つけて（P.29-2 の「ライセンス機能割り当ての検索」を参照）、ステップ 3 に進みます。

［機能割り当ての設定（Capabilities Assignment Configuration）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 適切なチェックボックスをオンにします（表 29-1 を参照）。

ステップ 4 ［保存］をクリックして、機能割り当て情報をデータベースに保存します。

追加情報

P.29-6 の「関連項目」を参照してください。
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複数ユーザに対する機能割り当ての設定
Cisco Unified Communications Manager データベースに複数ユーザの機能割り当てを追加する手順、    
およびデータベース内の機能割り当てを更新する手順は、次のとおりです。

始める前に

機能割り当てを設定する前に、［システム］メニューの［ライセンスファイルのアップロード］を

使用して、シスコシステムズからライセンスを取得する必要があります。

（注） 一括割り当て機能を使用する場合は、最大 250 ユーザに対してライセンスを割り当てることができ  
ます。 

手順

ステップ 1 ［システム］ >［ライセンス］ >［機能割り当て］の順に選択します。

［機能割り当ての検索と一覧表示（Find and List Capabilities Assignment）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 新しい機能割り当てを追加するか、既存の機能割り当てを更新する場合は、該当する機能割り当て

を見つけて（P.29-2 の「ライセンス機能割り当ての検索」を参照）、ステップ 3 に進みます。

ステップ 3 複数ユーザに対して新しい機能割り当てを有効にするか、既存の機能割り当てを更新するには、そ

のユーザの横にあるチェックボックスをオンにするか、［すべてを選択］ボタンをクリックします。

ステップ 4 ［一括割り当て］ボタンをクリックします。

［機能割り当ての設定（CapabilitiesCF Configuration）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 適切なチェックボックスをオンにします（表 29-1 を参照）。

ステップ 6 ［保存］をクリックして、機能割り当て情報をデータベースに保存します。

追加情報

P.29-6 の「関連項目」を参照してください。
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ライセンス機能割り当ての設定値
表 29-1 では、ライセンス機能割り当ての設定値について説明します。関連する手順については、 
P.29-6 の「関連項目」を参照してください。

関連項目
 • ライセンス機能割り当ての設定（P.29-1）

 • ライセンス機能割り当ての検索（P.29-2）

 • 1 人のユーザに対する機能割り当ての設定（P.29-4）

 • 複数ユーザに対する機能割り当ての設定（P.29-5）

 • ライセンス機能割り当ての設定値（P.29-6）

 • Cisco Unified Communications Manager Bulk Administration ガイド

表 29-1 ライセンス機能割り当ての設定値 

フィールド 説明

［ユーザ情報（User Information）］

［ユーザ ID（User ID）］ 機能割り当てを有効にするユーザの名前を表示します。

［機能割り当て情報（Capabilities Assignment Information）］

［CUP（Cisco Unified Presence）を  
有効にする］

このユーザに対して CUP を有効にするには、［CUP（Cisco  
Unified Presence）を有効にする］チェックボックスをオンにし 
ます。 

［CUPC（Cisco Unified Personal 
Communicator）を有効にする］

このユーザに対して CUPC を有効にするには、［CUPC（Cisco  
Unified Personal Communicator）を有効にする］チェックボック  
スをオンにします。CUP と CUPC の両方を有効にできますが、   
CUPC が必要な場合は、CUP も有効にする必要があります。
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30
自動登録の設定

Cisco Unified Communications Manager の自動登録機能を使用すると、新規の電話機を Cisco Unified      
Communications IP テレフォニー ネットワークに接続したときに、電話番号が自動的に割り当てら   
れます。 

（注） ネットワークに追加する電話機が 100 に満たない場合は、自動登録機能を使用することをお勧めし  
ます。100 以上の電話機をネットワークに追加する場合は、一括管理ツール（BAT）を使用してく 
ださい。

電話機が自動登録された後、システム管理者はその電話機を新しいロケーションに移動し、電話機

の電話番号に影響を与えずに別のデバイス プールに割り当てることができます。

ここでは、次の内容について説明します。

 • 自動登録の使用可能化（P.30-2）

 • 自動登録の使用不可（P.30-4）

 • 自動登録の設定値（P.30-5）

 • 自動登録番号の再使用（P.30-7）
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自動登録の使用可能化
新規デバイスの自動登録を使用可能にする手順は、次のとおりです。

注意 自動登録は Cisco Unified Communications Manager のデフォルトでは使用不可になっています。自動     
登録を使用可能にすると、不正な電話機が Cisco Unified Communications Manager に自動的に登録さ     
れてしまうというセキュリティ上の危険が生じます。自動登録を使用可能にする場合は、電話機を

一括して追加する場合に限定してください。 
 

Cisco CTL Client で混合モードをクラスタワイド セキュリティに設定すると、自動登録がすぐに使    
用不可になります。セキュリティを設定済みで、自動登録を使用する場合、クラスタワイド セキュ 
リティ モードを Cisco CTL Client でノンセキュアに変更する必要があります。

始める前に

自動登録を使用可能にする前に、次の点を確認します。

 • TFTP サーバが稼働中であることを確認します。TFTP の DHCP オプションで正しいサーバが指    
定されていることを確認します。

 • ［デバイスのデフォルト設定（Device Defaults Configuration）］ウィンドウで SIP および SCCP プ      
ロトコルに対して正しい電話機イメージ名が指定されていることを確認します。これらのファ

イルが TFTP サーバ上で使用可能であることを確認します。

 • 使用可能な電話番号が自動登録範囲内にあることを確認します。

 • 新規の電話機を登録するために十分なライセンス ポイントがあることを確認します。

手順

ステップ 1 ［システム］ >［エンタープライズパラメータ］の順に選択します。

［エンタープライズパラメータ設定（Enterprise Parameters Configuration）］ウィンドウが表示されま  
す。

ステップ 2 ［Auto Registration Phone Protocol］ドロップダウン リスト ボックスで、SCCP または SIP 電話プロト        
コルを選択します。

ステップ 3 ［システム］ >［Cisco Unified CM］の順に選択します。

［Cisco Unified CMの検索と一覧表示（Find and List Cisco Unified Communications Managers）］ウィン        
ドウが表示されます。［検索］をクリックします。

ステップ 4 Cisco Unified Communications Manager のリストから、クラスタ内で自動登録を使用可能にする Cisco     
Unified Communications Manager を選択します。

（注） 自動登録を使用可能または使用不可にするのは、この Cisco Unified Communications Manager    
に限定してください。自動登録機能をクラスタ内の別の Cisco Unified Communications   
Manager に移行する場合は、該当する Cisco Unified Communications Manager とデフォルトの      
Cisco Unified Communications Manager グループを再設定する必要があります。また、場合に    
よっては、デフォルトのデバイス プールを再設定する必要もあります。
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ステップ 5 適切な自動登録情報を入力します（表 30-1 を参照）。

ステップ 6 ［保存］をクリックして、変更内容をデータベースに保存します。

ステップ 7 ［システム］ >［Cisco Unified CMグループ］の順に選択します。

［Cisco Unified CM グループの検索と一覧表示（Find and List Cisco Unified Communications Manager        
Groups）］ウィンドウが表示されます。［検索］をクリックします。

ステップ 8 Cisco Unified Communications Manager グループのリストから、自動登録を使用可能にするグループ    
を選択します（大部分のシステムでは、このグループの名前は Default です。ただし、別の Cisco   
Unified Communications Manager グループを選択することもできます）。 

このグループは、自動登録されるデバイス用のデフォルトの Cisco Unified Communications Manager    
グループとして使用できます。このグループの［選択済 Cisco Unified CM（Selected Cisco Unified    
Communications Manager）］リストに、ステップ 4 で自動登録用に設定した Cisco Unified     
Communications Manager が含まれていることを確認してください。Cisco Unified Communications    
Manager は、Cisco Unified Communications Manager グループに表示されている順序で選択されます。

ステップ 9 グループ設定に変更を加えた場合は、［保存］をクリックして、その変更内容をデータベースに保

存します。

ステップ 10 自動登録専用のコーリング サーチ スペースを設定します。たとえば、自動登録コーリング サーチ   
スペースを使用すると、自動登録された電話機を内部コールのみに限定することができます。

ステップ 11 デフォルトのデバイス プールに自動登録用の設定を行います。デフォルトの Cisco Unified  
Communications Manager グループと、自動登録コーリング サーチ スペースをデフォルトのデバイ    
ス プールに割り当てます。デバイス タイプごとに別々のデフォルト デバイス プールを設定する場    
合は、［デバイスのデフォルト設定（Device Defaults Configuration）］ウィンドウを使用して、デフォ  
ルトのデバイス プールをデバイスに割り当てます。

ステップ 12 新規のデバイスをインストールし、自動登録するときのみ、自動登録を短時間使用可能にします
（システム全体の利用率が最小のときに実行することを推奨します）。それ以外のときは自動登録を

オフにして、無許可のデバイスが Cisco Unified Communications Manager に登録されないようにしま     
す。

ステップ 13 自動登録するデバイスをインストールします。

ステップ 14 自動登録されたデバイスを再設定し、各デバイスをパーマネント デバイス プールに割り当てます。

ステップ 15［エンタープライズパラメータ設定（Enterprise Parameters Configuration）］ウィンドウの［Auto  
Registration Phone Protocol］に、必要に応じて SIP または SCCP のいずれかを設定します。

ステップ 16 別のプロトコルでさらに電話機を自動登録する場合は、ステップ 1 ～ステップ 15 を繰り返します。

追加情報

P.30-8 の「関連項目」を参照してください。
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自動登録の使用不可
自動登録を使用不可にする手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ［システム］ >［Cisco Unified CM］の順に選択します。

ステップ 2 Cisco Unified Communications Manager リストから、自動登録を使用不可にする Cisco Unified      
Communications Manager を選択します。

ステップ 3 この Cisco Unified Communications Manager で自動登録を使用不可にするには、［この Cisco Unified      
CM では自動登録は無効にする（Auto-registration Disabled on this Cisco Unified Communications      
Manager）］チェックボックスをオンにします（このチェックボックスがオンの場合、自動登録は使
用不可です）。

（注） ［開始電話番号（Starting Directory Number）］と［終了電話番号（Ending Directory Number）］    
を同じ値に設定しても、自動登録は使用不可になります。

ステップ 4 ［保存］をクリックして、変更内容をデータベースに保存します。

ステップ 5 自動登録を使用不可にする Cisco Unified Communications Manager ごとに、ステップ 2 ～ステップ 4        
を繰り返します。

追加情報

P.30-8 の「関連項目」を参照してください。
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自動登録の設定値
表 30-1 では、自動登録の設定値について説明します。関連する手順の詳細については、P.30-8 の  
「関連項目」を参照してください。

表 30-1 自動登録の設定値 

フィールド名 説明 

［開始電話番号（Starting Directory 
Number）］

デバイスの自動登録に使用する開始電話番号を入力します。

［開始電話番号（Starting Directory Number）］フィールドと［終  
了電話番号（Ending Directory Number）］フィールドで電話番号  
の範囲を指定すると、自動登録が自動的に使用可能になります。

［開始電話番号（Starting Directory Number）］と［終了電話番号  
（Ending Directory Number）］を同じ値に設定すると、自動登録が  
使用不可になります。

［終了電話番号（Ending Directory 
Number）］

デバイスの自動登録に使用する終了電話番号を入力します。 

［開始電話番号（Starting Directory Number）］フィールドと［終  
了電話番号（Ending Directory Number）］フィールドで電話番号  
の範囲を指定すると、自動登録が自動的に使用可能になります。

［開始電話番号（Starting Directory Number）］と［終了電話番号  
（Ending Directory Number）］を同じ値に設定すると、自動登録が  
使用不可になります。

［パーティション（Partition）］ 自動登録された電話番号が属するパーティションを選択しま

す。パーティションを使用しない場合は、<なし > を選択します。

パーティションと外部電話番号マスクを選択する前に、自動登

録用の有効な電話番号の範囲を選択しておく必要があります。

自動登録を使用不可にすると、［パーティション（Partition）］
フィールドはリセットされます。

多数のパーティションが存在する場合、ドロップダウン リスト 
ボックスの横に［検索］ボタンが表示されます。［検索］ボタン

をクリックして、［パーティションの検索と一覧表示（Find and 
List Partitions）］ウィンドウを表示します。パーティションの検 
索条件のフィールドで、検索条件を選択し、パーティション名

の一部を入力します。表示されたパーティションのリストで、

目的のパーティションをクリックし、［OK］をクリックします。
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［外線電話番号マスク（External
Phone Number Mask）］

自動登録されたデバイスから発信される外部（発信）コールに

対して、発信者 ID 情報をフォーマットするのに使用するマスク  
を指定します。このマスクには、最長 50 文字までを指定できま  
す。発信者 ID 情報に表示する数字列を入力します。自動登録さ  
れたデバイスの電話番号を表すには、X を使用します。 

たとえば、マスク 972813XXXX を指定し、外部コールに使用さ  
れるルート パターンで［発呼側の外線電話番号マスクを使用 
（Use Calling Party's External Phone Number Mask）］オプションを      
使用可能にする場合、内線番号 1234 からの外部コールでは、発  
信者 ID 9728131234 と表示されます。代表番号を表すのに、す   
べて数字列のマスク（たとえば、9728135000 など）を指定する 
場合、その番号が、任意の自動登録されたデバイスからの外部

コールに表示される発信者 ID になります。

［この Cisco Unified CMでは自
動登録は無効にする

（Auto-registration Disabled on this 
Cisco Unified Communications 
Manager）］

Cisco Unified Communications Manager は、無許可でネットワーク    
へ接続するのを防止する目的で、デフォルトでは自動登録を使

用不可にしています。自動登録が使用不可の場合は、ネットワー

クに新しいデバイスを追加するたびに、電話番号を手動で設定

する必要があります。

 • この Cisco Unified Communications Manager に対して自動登     
録を使用可能にするには、［この Cisco Unified CMでは自動  
登録は無効にする（Auto-registration Disabled on this Cisco    
Unified Communications Manager）］オプションをオフにしま  
す。

 • この Cisco Unified Communications Manager に対して自動登     
録を使用不可にするには、［この Cisco Unified CMでは自動  
登録は無効にする（Auto-registration Disabled on this Cisco    
Unified Communications Manager）］オプションをオンにしま  
す。

［開始電話番号（Starting Directory Number）］と［終了電話番号  
（Ending Directory Number）］を同じ値に設定すると、自動登録を  
使用不可にすることができます。

このオプションをオンにして自動登録を使用不可にするとき

に、［開始電話番号（Starting Directory Number）］と［終了電話  
番号（Ending Directory Number）］が指定されている場合、Cisco  
Unified Communications Manager は、［開始電話番号（Starting   
Directory Number）］と［終了電話番号（Ending Directory Number）］   
を同じ値に設定します。

自動登録を使用不可にすると、パーティションと外部電話マス

ク情報フィールドもリセットされます。

表 30-1 自動登録の設定値（続き）

フィールド名 説明 
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自動登録番号の再使用
新しいデバイスがネットワークに接続されると、Cisco Unified Communications Manager は、次に使    
用可能な（未使用の）自動登録電話番号をそのデバイスに割り当てます。自動登録されたデバイス

の電話番号を手動で変更した場合や、そのデバイスをデータベースから削除した場合は、Cisco
Unified Communications Manager は、そのデバイスの自動登録されていた電話番号を再使用すること   
ができます。

デバイスが自動登録しようとすると、Cisco Unified Communications Manager は、管理者が指定した    
自動登録番号の範囲を検索して次に使用可能な電話番号を検出し、そのデバイスに割り当てます。

Cisco Unified Communications Manager は、最後に割り当てられた電話番号の次の番号から順に、検    
索を開始します。その範囲内の最後の電話番号に達すると、Cisco Unified Communications Manager   
は、その範囲内の先頭の電話番号から、引き続き検索を行います。

自動登録電話番号の範囲をリセットし、Cisco Unified Communications Manager がその範囲内の先頭    
の番号から検索するように設定する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ［システム］ >［Cisco Unified CM］の順に選択します。

ステップ 2 自動登録をリセットする Cisco Unified Communications Manager を選択します。

ステップ 3 ［開始電話番号（Starting Directory Number）］と［終了電話番号（Ending Directory Number）］フィー    
ルドの現在の設定値をメモします。

ステップ 4 ［この Cisco Unified CMでは自動登録は無効にする（Auto-registration Disabled on this Cisco Unified       
Communications Manager）］をクリックします。

注意 自動登録が使用不可になっている間は、新しい電話機は自動登録できません。

ステップ 5 ［保存］をクリックします。

ステップ 6 ［開始電話番号（Starting Directory Number）］と［終了電話番号（Ending Directory Number）］をステッ    
プ 3 でメモした値（または、必要に応じて別の値）に設定します。

ステップ 7 ［保存］をクリックします。

追加情報

P.30-8 の「関連項目」を参照してください。
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関連項目
 • 自動登録の使用可能化（P.30-2）

 • 自動登録の使用不可（P.30-4）

 • 自動登録の設定値（P.30-5）

 • 自動登録番号の再使用（P.30-7）
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31
自動代替ルーティングのグループ設定

Automated Alternate Routing（AAR; 自動代替ルーティング）は、ロケーションの帯域幅不足で Cisco    
Unified Communications Manager がコールをブロックした場合に、代替番号を使用して PSTN または     
その他のネットワーク経由でコールを再ルーティングするメカニズムを提供します。自動代替ルー

ティングを使用すると、発信者はいったん電話を切って着信側に再びダイヤルする必要がなくなり

ます。AAR グループは、回線または電話番号（DN）、Cisco ボイスメール ポート、およびゲート   
ウェイが置かれているダイヤル区域を表します。

各 AAR グループに対して、AAR グループ内の自動代替ルーティングに使用するプレフィックス番   
号、およびある AAR グループとその他の AAR グループの間の自動代替ルーティングに使用するプ    
レフィックス番号を入力します。ゲートウェイ、電話機（電話番号で）、およびトランクなどのデ

バイスが AAR グループに関連付けられます。コールの自動代替ルーティングが行われる場合、状  
況によってはデバイスを AAR コーリング サーチ スペースにも関連付ける必要があります。

AAR グループを検索、追加、更新、削除するには、次のトピックを参照してください。

 • AAR グループの検索（P.31-2）

 • AAR グループの設定（P.31-4）

 • AAR グループの設定値（P.31-5）

 • AAR グループの削除（P.31-6）

 • AAR グループの設定値（P.31-5）

（注） AAR を機能させるには、クラスタ全体の Automated Alternate Routing Enable サービス パラメータが       
True に設定されていることを確認する必要があります（このサービス パラメータのデフォルト値  
は False です）。

自動代替ルーティング グループの詳細については、『Cisco Unified Communications Manager システ     
ム ガイド』の「ルート プランの概要」の章を参照してください。
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AAR グループの検索
ネットワーク内にはいくつかの自動代替ルーティング（AAR）グループが存在することがあるの
で、Cisco Unified Communications Manager では、固有の条件を指定して、AAR グループを見つける     
ことができます。AAR グループを見つける手順は、次のとおりです。

（注） Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、ブラウザ セッションでの作業中は、AAR     
グループの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこのメニュー項目に戻って

くる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じたりしない限り、AAR グループの検索設 
定は保持されます。

手順

ステップ 1 ［コールルーティング］ >［AARグループ］の順に選択します。

［自動代替ルーティング（AAR）グループの検索と一覧表示（Find and List Automated Alternate Routing     
Groups）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。 

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから、検索パラメータを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。 

すべてのレコード、または一致したレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダ

ウン リスト ボックスから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。 

ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。



第 31章      自動代替ルーティングのグループ設定
AAR グループの検索 

31-3
Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド     

OL-12525-01-J

（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.31-7 の「関連項目」を参照してください。
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AAR グループの設定
AAR グループを設定する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ［コールルーティング］ >［AARグループ］の順に選択します。

［自動代替ルーティング（AAR）グループの検索と一覧表示（Find and List Automated Alternate Routing     
Groups）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 次のいずれかの作業を行います。

 • 新しい AAR グループを追加するには、［新規追加］ボタンをクリックし、ステップ 3 に進みます。

 • 既存の AAR グループを更新するには、対象となる AAR グループを見つけて（P.31-2 の「AAR     
グループの検索」を参照）、ステップ 3 に進みます。

ステップ 3 表示される［自動代替ルーティング（AAR）グループの設定（Automated Alternate Routing Group   
Configuration）］ウィンドウで、［名前（Name）］フィールドに名前を入力します。この名前には、英
数字を指定することができ、スペース、ピリオド（.）、ハイフン（-）、および下線文字（_）を任意
に組み合せて使用することが可能です。AAR グループ名はそれぞれ固有の名前にしてください。こ 
のフィールドの現在のサイズは、20 文字です。

ワンポイント・アドバイス AAR グループには、内容を簡潔に表す名前を使用してください。通常、CompanynameLocationGroup 
の形式が、内容を簡潔に表し、AAR グループをすばやくかつ簡単に識別できる方式です。たとえ 
ば、「CiscoDallasAA1」は、Dallas にある Cisco オフィス用の Cisco Access Analog AAR グループを示        
します。

ステップ 4 ［保存］をクリックします。

ステップ 5 適切な設定値を選択します（表 31-1 を参照）。

ステップ 6 この AAR グループを設定するには、［保存］をクリックします。

追加情報

P.31-7 の「関連項目」を参照してください。
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AAR グループの設定値
表 31-1 では、AAR グループの設定値について説明します。

追加情報

P.31-7 の「関連項目」を参照してください。

表 31-1 AAR グループの設定値 

フィールド 説明

［自動代替ルーティング（AAR）グループ情報（Automated Alternate Routing Group 
Information）］

［名前（Name）］ 新しい AAR グループに割り当てる名前を入力します。

この名前には、最長 20 文字の英数字を指定することができ、スペー  
ス、ピリオド（.）、ハイフン（-）、および下線文字（_）を任意に組
み合せて使用することが可能です。

［次のグループ内で使用するプレフィックス番号（Prefix Digits within）: ］

［ダイヤルプレフィックス

（Dial Prefix）］
AAR グループ内の自動代替ルーティングに使用するプレフィック 
ス番号を入力します。

有効な入力値は、[ ^ 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 - ]+ ? ! X * # . @ です。

［プレフィックス番号間（Prefix Digits between）<グループ名 > とその他の AARグループ（and   
other AARGroups）］

［ダイヤルプレフィックス

（Dial Prefix）（発信元 <グルー  
プ名 >）］

このグループから別の AAR グループに属するデバイスにコールを  
ルーティングするとき、自動代替ルーティングに使用するプレ

フィックス番号を入力します。

有効な入力値は、[ ^ 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 - ]+ ? ! X * # . @ です。 

（注） この発信 AAR グループ用フィールドに入力されたプレ  
フィックス番号は、AAR 転送先グループの［ダイヤルプレ 
フィックス（Dial Prefix）（着信先 <グループ名 >）］フィー  
ルドにも追加されます。

［ダイヤルプレフィックス

（Dial Prefix）（着信先 <グルー  
プ名 >）］

別の AAR グループに属するデバイスからこのグループにコールを  
ルーティングするとき、自動代替ルーティングに使用するプレ

フィックス番号を入力します。

有効な入力値は、[ ^ 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 - ]+ ? ! X * # . @ です。

（注） この転送先 AAR グループ用フィールドに入力されたプレ  
フィックス番号は、AAR 発信グループの［ダイヤルプレ 
フィックス（Dial Prefix）（発信元 <グループ名 >）］フィー  
ルドにも追加されます。
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AAR グループの削除
AAR グループを削除する手順は、次のとおりです。

始める前に

1 つまたは複数のデバイスが参照している AAR グループは、削除することができません。AAR グ    
ループを使用しているデバイスを検索するには、AARグループの設定ウィンドウの［関連リンク］
ドロップダウン リスト ボックスから［依存関係レコード］リンクを選択します。依存関係レコー  
ドがシステムで使用可能になっていない場合、［依存関係レコード要約（Dependency Records 
Summary）］ウィンドウにメッセージが表示されます。依存関係レコードの詳細については、P.A-4 の 
「依存関係レコードへのアクセス」を参照してください。AAR グループを削除する前に、その AAR  
グループが属しているデバイスすべてから、その AAR グループを削除しておく必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで［コールルーティング］ >［AARグループ］の順に選択します。

ステップ 2 削除する AAR グループを見つけます。P.31-2 の「AAR グループの検索」を参照してください。

ステップ 3 削除する AAR グループの横にあるチェックボックスをオンにして、［選択項目の削除］をクリック  
します。

AAR グループを削除すると取り消せないことを警告するダイアログボックスが表示されます。

ステップ 4 グループを削除するには、［OK］をクリックします。削除操作を取り消すには、［キャンセル］を
クリックします。［OK］をクリックした場合は、Cisco Unified Communications Manager は、その    
AAR グループを AAR グループ リストから削除します。

（注） 該当する AAR グループの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をク  
リックすると、［自動代替ルーティング（AAR）グループの検索と一覧表示（Find and List  
Automated Alternate Routing Groups）］ウィンドウから複数の AAR グループを削除できます。     
［すべてを選択］をクリックして［選択項目の削除］をクリックすると、ウィンドウ内のす

べての AAR グループを削除できます。

追加情報

P.31-7 の「関連項目」を参照してください。
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関連項目
 • AAR グループの検索（P.31-2）

 • AAR グループの設定（P.31-4）

 • AAR グループの設定値（P.31-5）

 • AAR グループの削除（P.31-6）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「自動代替ルーティング」
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32
アプリケーションのダイヤル規則設定

管理者は、ダイヤル規則設定を使用して、ダイヤル規則の優先順位を追加およびソートできます。

Cisco Unified Communications Manager Assistant などのアプリケーションのダイヤル規則は、ユーザ     
がダイヤルする電話番号から自動的に数字を除去したり、電話番号に数字を追加します。たとえば、

7 桁の電話番号の先頭に、外線発信用の数字 9 を自動的に追加します。 

Cisco Unified Communications Manager Assistant などのアプリケーションで、アシスタントは Assistant      
Console からディレクトリ検索を実行できます。ディレクトリ エントリを Assistant Console の［マ     
イコール］パネルへドラッグ アンド ドロップできます。ドロップすると、エントリに含まれてい  
る番号宛てにコールが発信されます。ダイヤル規則は、エントリに含まれる番号に対して、コール

の発信前に適用されます。

次の各項では、ダイヤル規則設定について説明します。

 • ダイヤル規則の検索（P.32-2）

 • ダイヤル規則の設定（P.32-4）

 • アプリケーションのダイヤル規則の設定値（P.32-5）

 • ダイヤル規則の削除（P.32-6）

 • ダイヤル規則の優先順位の変更（P.32-6）
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ダイヤル規則の検索
ネットワーク内にはいくつかのダイヤル規則が存在することがあるので、Cisco Unified 
Communications Manager では、固有の条件を指定して、特定のダイヤル規則を見つけることができ
ます。ダイヤル規則を見つける手順は、次のとおりです。

（注） Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、ブラウザ セッションでの作業中は、ダイ     
ヤル規則の検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこのメニュー項目に戻って

くる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じたりしない限り、ダイヤルの検索設定は保

持されます。

手順

ステップ 1 ［コールルーティング］ >［ダイヤルルール］ >［アプリケーションダイヤルルール］の順に選択しま  
す。

［アプリケーションダイヤルルールの検索と一覧表示（Find and List Application Dial Rules）］ウィン     
ドウが表示されます。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。 

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。 

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。 

すべてのレコード、または一致したレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダ

ウン リスト ボックスから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。 

ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。
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（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.32-8 の「関連項目」を参照してください。
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ダイヤル規則の設定
新しいダイヤル規則を追加する手順、および既存のダイヤル規則を更新する手順は、次のとおりで

す。ダイヤル規則の設計およびエラー チェックについては、『Cisco Unified Communications Manager    
システム ガイド』の「アプリケーション ダイヤル規則設定のエラー チェック」を参照してください。

手順

ステップ 1 メニューバーで［コールルーティング］ >［ダイヤルルール］ >［アプリケーションダイヤルルール］  
の順に選択します。

［アプリケーションダイヤルルールの検索と一覧表示（Find and List Application Dial Rules）］ウィン     
ドウが表示されます。

ステップ 2 次のいずれかの作業を行います。

 • 新しいダイヤル規則を追加するには、［新規追加］ボタンをクリックし、ステップ 3 に進みます。

 • 既存のダイヤル規則を更新するには、対象となるダイヤル規則を見つけて（P.32-2 の「ダイヤ 
ル規則の検索」を参照）、ステップ 3 に進みます。

ステップ 3 該当するダイヤル規則情報の設定値を入力します（表 32-1 を参照）。

ステップ 4 ［保存］ボタンをクリックします。

（注） ダイヤル規則が複数ある場合は、ダイヤル規則の優先順位を変更できます。P.32-6 の「ダ 
イヤル規則の優先順位の変更」を参照してください。

追加情報

P.32-8 の「関連項目」を参照してください。
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アプリケーションのダイヤル規則の設定値
表 32-1 では、［アプリケーションダイヤルルールの設定（Application Dial Rule Configuration）］ウィ    
ンドウ内で使用可能な設定値について説明します。関連する手順の詳細については、P.32-8 の「関 
連項目」を参照してください。

追加情報

P.32-8 の「関連項目」を参照してください。

表 32-1 アプリケーションのダイヤル規則の設定値 

フィールド 説明

［名前（Name）］ ［名前（Name）］フィールドに名前を入力します。この名前には、
最長 20 文字の英数字を指定することができ、スペース、ピリオ  
ド（.）、ハイフン（-）、および下線文字（_）を任意に組み合せ
て使用することが可能です。アプリケーションのダイヤル規則

名はそれぞれ固有の名前にしてください。

［説明（Description）］ アプリケーションのダイヤル規則の説明を［説明（Description）］
フィールドに入力します。または、ブランクのままにします。 

［開始番号］ このアプリケーションのダイヤル規則を適用する電話番号の先

頭部分の数字を入力します。 

有効な値は、数字（0 ～ 9）、プラス記号（+）、アスタリスク  
（*）、およびポンド記号（#）です。

［桁数（Number of Digits）］ このアプリケーションのダイヤル規則を適用する電話番号の長

さを入力します。1 ～ 100 の桁数、または +、*、# の記号を入     
力します。

［削除する合計桁数（Total Digits 
to be Removed）］

Cisco Unified Communications Manager で、このダイヤル規則を適    
用する電話番号から削除する桁数を入力します。0 ～ 100 の桁   
数を入力します。

［プレフィックスパターン

（Prefix With Pattern）］
このアプリケーションのダイヤル規則を適用する電話番号にプ

リペンドするパターンを入力します。有効な値は、数字（0 ～ 
100）、プラス記号（+）、アスタリスク（*）、およびポンド記号
（#）です。

［アプリケーションダイヤル

ルール優先順位（Application Dial 
Rule Priority）］

ダイヤル規則の優先順位を高、低、標準のいずれかから選択し

ます。

（注） このフィールドが表示されるのは、［プレフィックスパ

ターン（Prefix With Pattern）］に情報を入力した場合です。
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ダイヤル規則の削除
ダイヤル規則を削除する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、［コールルーティング］ >［ダイヤルルール］ >      
［アプリケーションダイヤルルール］の順に選択します。

ステップ 2 削除するアプリケーションのダイヤル規則を見つけます。P.32-2 の「ダイヤル規則の検索」を参照 
してください。

ステップ 3 削除するアプリケーションのダイヤル規則の横にあるチェックボックスをオンにして、［選択項目

の削除］をクリックします。

アプリケーションのダイヤル規則を削除すると取り消せないことを警告するダイアログボックス

が表示されます。

ステップ 4 ダイヤル規則を削除するには、［OK］をクリックします。削除操作を取り消すには、［キャンセル］
をクリックします。［OK］をクリックした場合は、Cisco Unified Communications Manager は、その    
アプリケーションのダイヤル規則をアプリケーションのダイヤル規則リストから削除します。

（注） 該当するダイヤル規則の横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をク

リックすると、［アプリケーションダイヤルルールの検索と一覧表示（Find and List  
Application Dial Rules）］ウィンドウから複数のダイヤル規則を削除できます。［すべてを選  
択］をクリックして［選択項目の削除］をクリックすると、ウィンドウ内のすべてのダイ

ヤル規則を削除できます。

追加情報

P.32-8 の「関連項目」を参照してください。

ダイヤル規則の優先順位の変更

ダイヤル規則の優先順位を変更する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、［コールルーティング］ >［ダイヤルルール］ >      
［アプリケーションダイヤルルール］の順に選択します。

（注） 優先順位は、［アプリケーションダイヤルルールの設定（Application Dial Rule Configuration）］   
ウィンドウから変更することもできます。
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ステップ 2 ［アプリケーションダイヤルルールの検索と一覧表示（Find and List Application Dial Rules）］ウィン     
ドウで、ダイヤル規則を選択し、ダイヤル規則名をクリックします。［アプリケーションダイヤル

ルールの設定（Application Dial Rule Configuration）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 上矢印と下矢印を使用して、リスト内でダイヤル規則を上または下に移動します。

ステップ 4 優先順位を変更し終わったら、［保存］をクリックします。

追加情報

P.32-8 の「関連項目」を参照してください。
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関連項目
 • ダイヤル規則の検索（P.32-2）

 • ダイヤル規則の設定（P.32-4）

 • ダイヤル規則の削除（P.32-6）

 • ダイヤル規則の優先順位の変更（P.32-6）
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33
ディレクトリ検索のダイヤル規則設定

ディレクトリ検索規則は、発信者 ID 番号をディレクトリ内で検索可能な番号に変換するものです。  
個々の規則では、先頭部分のいくつかの数字、および番号の長さに基づいて、変換対象となる番号

を指定します。たとえば、10 桁の電話番号から、エリア コードと 2 つのプレフィックス数字を自    
動的に削除するディレクトリ検索規則を作成して、4085551212 を 51212 にすることができます。   
Cisco Unified Communications Manager Attendant Console で、アテンダントの短縮ダイヤル エントリ       
またはディレクトリに、この番号と一致するユーザが見つかると、そのユーザの名前が［コールの

詳細］ウィンドウに表示されます。

ここでは、次の内容について説明します。

 • ディレクトリ検索のダイヤル規則の検索（P.33-2）

 • ディレクトリ検索のダイヤル規則の設定（P.33-3）

 • ディレクトリ検索のダイヤル規則の設定値（P.33-4）

 • ディレクトリ検索のダイヤル規則の削除（P.33-5）

 • 関連項目（P.33-6）
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ディレクトリ検索のダイヤル規則の検索
ディレクトリ検索のダイヤル規則を見つける手順は、次のとおりです。

（注） Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、ブラウザ セッションでの作業中は、ディ     
レクトリ検索ダイヤル規則の検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこのメ

ニュー項目に戻ってくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じたりしない限り、ダイ

ヤルの検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 ［コール ルーティング］ >［ダイヤル ルール］ >［ディレクトリ検索ダイヤル ルール］の順に選択し     
ます。

［ディレクトリ検索ダイヤルルールの検索と一覧表示（Directory Lookup Dial Rule Find and List）］ウィ      
ンドウが表示されます。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。 

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。 

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。 

すべてのレコード、または一致したレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダ

ウン リスト ボックスから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。 

ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。
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（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.33-6 の「関連項目」を参照してください。

ディレクトリ検索のダイヤル規則の設定
ディレクトリ検索のダイヤル規則を追加および更新する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ［コール ルーティング］ >［ダイヤル ルール］ >［ディレクトリ検索ダイヤル ルール］の順に選択し     
ます。

［ディレクトリ検索ダイヤルルールの検索と一覧表示（Directory Lookup Dial Rule Find and List）］ウィ      
ンドウが表示されます。

ステップ 2 次のいずれかの作業を行います。

 • 新しいディレクトリ検索のダイヤル規則を追加するには、［新規追加］をクリックします。

 • 既存のディレクトリ検索のダイヤル規則を編集するには、対象となるダイヤル規則を表示しま

す（P.33-2 の「ディレクトリ検索のダイヤル規則の検索」を参照）。

［ディレクトリ検索ダイヤルルールの設定（Directory Lookup Dial Rule Configuration）］ウィンドウが    
表示されます。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 33-1 を参照）。

ステップ 4 ［保存］をクリックします。

追加情報

P.33-6 の「関連項目」を参照してください。
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ディレクトリ検索のダイヤル規則の設定値
表 33-1 では、［電話の設定（Phone Configuration）］ウィンドウ内で使用可能な設定値について説明  
します。関連する手順の詳細については、P.33-6 の「関連項目」を参照してください。

表 33-1 ディレクトリ検索のダイヤル規則の設定値 

フィールド 説明

［名前（Name）］ ディレクトリ検索のダイヤル規則の名前を入力します。この名前に

は、最長 20 文字の英数字を指定することができ、スペース、ピリ  
オド（.）、ハイフン（-）、および下線文字（_）を任意に組み合せて
使用することが可能です。 

［説明（Description）］ ディレクトリ検索のダイヤル規則の説明を［説明（Description）］
フィールドに入力します。または、ブランクのままにします。 

［開始番号（Number Begins 
With）］

このディレクトリ検索のダイヤル規則を適用する電話番号の先頭

部分の数字を入力します。たとえば、972 と入力した場合、このダ 
イヤル規則は 9725551212 などの電話番号に適用されます。

有効な値は、数字（0 ～ 9）、プラス記号（+）、アスタリスク（*）、  
およびポンド記号（#）です。

［桁数（Number of Digits）］ このディレクトリ検索のダイヤル規則を適用する電話番号の長さ

を入力します。たとえば、7 と入力した場合、このダイヤル規則は 
8675309 などの電話番号に適用されます。

［削除する合計桁数（Total
Digits to be Removed）］

Cisco Unified Communications Manager で、このダイヤル規則を適用    
する電話番号から削除する桁数を入力します。たとえば、3 と入力 
した場合、Cisco Unified Communications Manager は 4085556666 な      
どの電話番号から 408 を削除します。

このフィールドで有効となる値の範囲は、0 ～ 100 です。削除する   
桁数の合計は、このディレクトリ検索のダイヤル規則を適用する電

話番号の桁数を超えることはできません。

［プレフィックスパターン

（Prefix With Pattern）］
このディレクトリ検索のダイヤル規則を適用する電話番号にプリ

ペンドするパターンを入力します。有効な値は、数字（0 ～ 9）、プ  
ラス記号（+）、アスタリスク（*）、およびポンド記号（#）です。
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ディレクトリ検索のダイヤル規則の削除
ディレクトリ検索のダイヤル規則を削除する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ［コール ルーティング］ >［ダイヤル ルール］ >［ディレクトリ検索ダイヤル ルール］の順に選択し     
ます。

［ディレクトリ検索ダイヤルルールの検索と一覧表示（Directory Lookup Dial Rule Find and List）］ウィ      
ンドウが表示されます。

ステップ 2 特定のディレクトリ検索のダイヤル規則を見つけるには、検索条件を入力し、［検索］をクリック

します。

検索条件と一致する電話機のリストが表示されます。

ステップ 3 次のアクションのいずれかを実行します。

 • 削除するディレクトリ検索のダイヤル規則の横にあるチェックボックスをオンにし、［選択項

目の削除］をクリックする。

 • 検索結果表示のタイトルバーにあるチェックボックスをオンにし、［選択項目の削除］をクリッ

クして、ウィンドウ内のディレクトリ検索のダイヤル規則をすべて削除する。

 • 削除するディレクトリ検索のダイヤル規則の名前をクリックして表示し、［削除］をクリック

する。

確認ダイアログが表示されます。

ステップ 4 ディレクトリ検索のダイヤル規則を削除するには、［OK］をクリックします。削除操作を取り消す
には、［キャンセル］をクリックします。

追加情報

P.33-6 の「関連項目」を参照してください。
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関連項目
 • ディレクトリ検索のダイヤル規則の検索（P.33-2）

 • ディレクトリ検索のダイヤル規則の設定（P.33-3）

 • ディレクトリ検索のダイヤル規則の設定値（P.33-4）

 • ディレクトリ検索のダイヤル規則の削除（P.33-5）

アプリケーションのダイヤル規則

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「ダイヤル規則の概要」

 • アプリケーションのダイヤル規則設定（P.32-1）

 • ダイヤル規則の設定（P.32-4）

Cisco Unified Communications Manager Attendant Console

 • 『Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド』の「Cisco Unified 
Communications Manager Attendant Console の設定チェックリスト」

 • 『Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド』の「Cisco Unified 
Communications Manager Attendant Console」
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34
SIP のダイヤル規則設定

管理者は、SIP のダイヤル規則設定を使用して SIP 電話機のダイヤル プランを設定し、次の SIP 電      
話機に関連付けます。

 • Cisco Unified IP Phone 7911、7941、7961、7970、および 7971：これらの電話機は、 
7940_7960_OTHER ダイヤル規則パターンを使用します。Key Press Markup Language（KPML）    
により、ダイヤル文字列は 1 つずつ Cisco Unified Communications Manager に送信されますが、       
Cisco Unified Communications Manager に送信する前にダイヤル文字列のパターンを電話機上で    
ローカルに収集するよう［SIPダイヤルルール］で設定できます。SIP のダイヤル規則が設定さ 
れていない場合は、KPML が使用されます。Cisco Unified Communications Manager のパフォー     
マンスを向上させる（処理されるコールの数を増やす）には、管理者が SIP ダイヤル規則を設  
定することをお勧めします。

 • Cisco Unified IP Phone 7940 および 7960：これらの電話機は、7940_7960_OTHER ダイヤル規則       
パターンを使用し、KPML はサポートしていません。管理者がこれらの電話機に SIP のダイヤ   
ル規則を設定しない場合は、ユーザが［ダイヤル］ソフトキーを押すか、所定の期間待機する

までは、ダイヤル文字列が Cisco Unified Communications Manager に送信されず、処理されませ     
ん。ユーザがこの操作を余分に実行するので、実際のコールの処理が遅くなります。

 • Cisco Unified IP Phone 7905 および 7912：これらの電話機は、7905_7912 ダイヤル規則パターン       
を使用し、KPML はサポートしていません。管理者がこれらの電話機に SIP のダイヤル規則を   
設定しない場合は、ユーザが［ダイヤル］ソフトキーを押すか、所定の期間待機するまでは、

ダイヤル文字列が Cisco Unified Communications Manager に送信されず、処理されません。ユー     
ザがこの操作を余分に実行するので、実際のコールの処理が遅くなります。

管理者が SIP 電話機のダイヤル プランを設定せず、電話機が KPML をサポートしていない場合、     
ユーザは［ダイヤル］ソフトキーを押す必要があります。管理者は、SIP のダイヤル プランを設定  
する場合、それらのダイヤル プランを SIP 電話機に関連付けて、ダイヤル プランがデバイスに送    
信されるようにする必要があります。

次の各項では、SIP のダイヤル規則設定について説明します。

 • SIP のダイヤル規則の検索（P.34-2）

 • SIP のダイヤル規則の設定（P.34-3）

 • SIP のダイヤル規則の設定値（P.34-5）

 • SIP のダイヤル規則の削除（P.34-9）

 • SIP のダイヤル規則のリセット（P.34-10）

 • 関連項目（P.34-11）
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SIP のダイヤル規則の検索
ネットワーク内にはいくつかの SIP ダイヤル規則が存在することがあるので、Cisco Unified   
Communications Manager では、固有の条件を指定して、特定の SIP ダイヤル規則を見つけることが    
できます。SIP のダイヤル規則を見つける手順は、次のとおりです。

（注） Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、ブラウザ セッションでの作業中は、SIP     
ダイヤル規則の検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこのメニュー項目に

戻ってくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じたりしない限り、SIP ダイヤル規則 
の検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 ［コールルーティング］ >［ダイヤルルール］ >［SIPダイヤルルール］の順に選択します。

［SIPダイヤルルールの検索と一覧表示（Find and List SIP Dial Rules）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。 

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。 

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。 

すべてのレコード、または一致したレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダ

ウン リスト ボックスから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。 

ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。
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（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.34-11 の「関連項目」を参照してください。

SIP のダイヤル規則の設定
SIP のダイヤル規則を追加または更新する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 メニューバーで、［コールルーティング］ >［ダイヤルルール］ >［SIPダイヤルルール］の順に選択  
します。

［SIPダイヤルルールの検索と一覧表示（Find and List SIP Dial Rules）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 次のいずれかの作業を行います。

 • 新しい SIP のダイヤル規則を追加するには、［新規追加］ボタンをクリックし、ステップ 3 に進    
みます。

 • 既存の SIP のダイヤル規則を更新するには、対象となる SIP のダイヤル規則を見つけて
（P.34-2 の「SIP のダイヤル規則の検索」を参照）、ステップ 9 に進みます。

ステップ 3 ［ダイヤルパターン］ドロップダウン リスト ボックスから、［7905_7912］または［7940_7960_OTHER］  
を SIP のダイヤル規則のタイプとして選択します。

ステップ 4 ［次へ］ボタンをクリックします。

更新した情報を使用して、［SIPダイヤル ルールの設定（SIP Dial Rule Configuration）］がもう一度表    
示されます。

ステップ 5 表 34-1 で説明している情報を使用して、作成するダイヤル規則の名前と説明を入力します。［保存］ 
をクリックします。

更新した情報を使用して、［SIPダイヤル ルールの設定（SIP Dial Rule Configuration）］がもう一度表    
示されます。

ステップ 6 表 34-1 で説明している情報を使用して、パターンの説明の名前を入力します。

ステップ 7 作成するダイヤル パターンのタイプに応じて、［パターンの追加］または［PLARの追加］をクリッ 
クします（PLAR：Private Line Automatic Ringdown）。
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（注） ［PLAR の追加］ボタンが表示されるのは、［7940_7960_OTHER］ダイヤル規則の場合のみ
です。

更新した情報を使用して、［SIPダイヤルルールの設定（SIP Dial Rule Configuration）］がもう一度表   
示され、ダイヤル パターンのパラメータを設定するための領域が表示されます。

ステップ 8 表 34-1 で説明している情報を使用して、［ダイヤルパラメータ（Dial Parameter）］ドロップダウン  
リスト ボックスからパラメータのタイプを選択します。

ステップ 9 ダイヤル規則について、適切な値、パラメータ、および説明を入力します（表 34-1 を参照）。

ステップ 10 設定が完了したら、［保存］ボタンをクリックします。

追加情報

P.34-11 の「関連項目」を参照してください。



第 34章      SIP のダイヤル規則設定
SIP のダイヤル規則の設定値 

34-5
Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド     

OL-12525-01-J

SIP のダイヤル規則の設定値
表 34-1 では、［SIP ダイヤルルールの設定（SIP Dial Rule Configuration）］ウィンドウ内で使用可能    
な設定値について説明します。関連する手順の詳細については、P.34-11 の「関連項目」を参照し 
てください。

表 34-1 SIP のダイヤル規則の設定値 

フィールド 説明

［ダイヤルパターン］ 所有している SIP 電話機のタイプに適合したダイヤル パターンを   
選択します。たとえば、ダイヤル パターン［7905_7912］は Cisco  
Unified IP Phone 7905 と 7912 に適用され、ダイヤル パターン       
［7940_7960_OTHER］は Cisco Unified IP Phone 7911、7940、7941、     

7960、7961、7970、および 7971 に適用されます。 

（注） Cisco Unified IP Phone 7905、7912、7940、および 7960 は、      
KPML をサポートしていません。

［SIPダイヤルルール情報（SIP Dial Rule Information）］

［名前］ SIP のダイヤル規則の名前を入力します。たとえば、「Long Distance」  
などです。スペースと特殊文字を含めて、50 文字までの英数字を 
入力します。

［説明（Description）］ ダイヤル規則の簡単な説明を入力します。

［パターン情報（Pattern Information）］

［説明（Description）］ パターンの説明の名前を入力します。たとえば、「Emergency」など
です。

［パターンの削除 

（Delete Pattern）］
ダイヤル パターンを削除するには、このチェックボックスをオン 
にし、［選択項目の削除］ボタンをクリックします。 
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［ダイヤルパラメータ（Dial
Parameter）］

このドロップダウン リスト ボックスから、このパターンのパラ  
メータのタイプ（次のいずれか）を選択します。

 • ［Pattern］：［7905_7912］および［7940_7960_OTHER］ダイヤル
規則には、このパラメータを使用します。個々のパターンの形

式については、P.34-7 の「パターンの形式」を参照してくださ 
い。

 • ［Button］：このパラメータには、ダイヤル パターンの適用先と 
なる回線ボタンを指定します。ユーザが回線ボタン 1 に対して  
コールを発信すると、［Button 1］に対して指定されているダイ 
ヤル パターンのみが適用されます。このオプション パラメー  
タを設定しない場合、ダイヤル パターンはすべての回線に適用 
されます。適用対象となるのは、Cisco Unified IP Phone 7940、    
7941、7960、7961、7970、および 7971 のみです。管理者は、ボ  
タン番号を数値で入力する必要があります。ボタン番号は、電

話機の画面脇にあるボタンの順序と対になっています。上から

順に、1 が一番上です。回線ボタンは、Cisco Unified IP Phone    
7940 および 7941 には 2 つ、7960 および 7961 には 6 つ、7970          
および 7971 には 8 つあります。

 • ［Timeout］：このパラメータには、システムがタイムアウトし
て、ユーザのダイヤルした番号をダイヤルするまでの時間を秒

単位で指定します。番号がすぐにダイヤルされるようにするに

は、0 を指定します。このパラメータは、［7940_7960_OTHER］ 
ダイヤル規則にのみ使用してください。 

 • ［User］：このパラメータは、ダイヤルされた番号に自動的に付
加するタグを表しています。このタグで有効となる値は、IP お 
よび Phone です。大文字と小文字は区別されません。このパラ  
メータは、［7940_7960_OTHER］ダイヤル規則にのみ使用して
ください。 

［値（Value）］ この表で説明しているダイヤル パラメータの値は、このフィール 
ドに入力します。たとえば、PLAR の［Button 1］には 1 を入力し、    
［7940_7960_OTHER］パターンには 8,..... を入力します。

［パラメータの削除 

（Delete Parameter）］
ダイヤル パターンを削除するには、このチェックボックスをオン 
にし、［選択項目の削除］ボタンをクリックします。

［パラメータの編集］ 既存のパラメータを更新するには、このボタンをクリックします。

［新規パラメータの追加］ パターンに新しいパラメータを追加するには、このボタンをクリッ

クします。 

［選択項目の削除］ パラメータまたはパターンを削除するには、このボタンをクリック

します。

［パターンの追加（Pattern Addition）］

［パターン説明 

（Pattern Description）］
新しいパターンの名前を入力し（Longdistance など）、［パターンの 
追加］ボタンまたは［PLARの追加］ボタンをクリックします。

［パターンの追加］ ［パターン情報（Pattern Information）］ペインに新しいパターンを追 
加するには、このボタンをクリックします。 

［PLARの追加］ ［パターン情報（Pattern Information）］ペインに新しい PLAR パター   
ンを追加するには、このボタンをクリックします。 

表 34-1 SIP のダイヤル規則の設定値（続き）

フィールド 説明
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パターンの形式

［7905_7912］パターンおよび［7940_7960_OTHER］パターンについては、次の形式を参照してくだ
さい。

［7905_7912］パターンの値

 • ピリオド（.）は、すべての数字に一致します。

 • ハイフン（-）は、以降に数字が入力される可能性があることを意味します。この文字が必要な
場合は、個々の規則の末尾に使用する必要があります。たとえば、1408t5- は有効ですが、 
1408t5-3... は無効です。

 • ポンド記号（#）は、終了キーとして機能します。終了が適用されるのは、マッチングで ># に  
ヒットした後のみです。このため、 >* は終了文字をアスタリスク（*）にすることを意味しま  
す。つまり、終了キーは大なり記号（>）の後に指定する必要があります。

 • 「tn」という文字列を使用すると、タイムアウトが n 秒に設定されます。

（注） n は、0 ～ 9、および a ～ z です。a ～ z は、それぞれ 0 ～ 26 を意味します。

 • 「rn」という文字列を使用すると、直前のパターンを n 回繰り返します。

（注） 「>#」および「tn」は、パターンではなく修飾子です。n は、0 ～ 9、および a ～ z です。a       
～ z は、それぞれ 0 ～ 26 を意味します。少ない文字列で多くの規則を表現するには、繰り      
返しの修飾子を使用します。

 • 修飾子「S」を使用すると、規則のマッチングが終了します。つまり、規則に一致した時点以
降に修飾子「S」が現れた場合、そのマッチング規則より後にあるその他の規則は、マッチン
グには使用されません。 

［7940_7960_OTHER］パターンの値

 • ピリオド（.）は、すべての文字に一致します。

 • ポンド記号（#）は、終了キーとして機能します。終了が適用されるのは、マッチングで ># に  
ヒットした後のみです。このため、 >* は終了文字をアスタリスク（*）にすることを意味しま  
す。つまり、終了キーは大なり記号（>）の後に指定する必要があります。

（注） ポンド記号を［7940_7960_OTHER］で有効にするには、パターン フィールドにポンド記号 
を設定する必要があります。

 • アスタリスク（*）は、1 つまたはそれ以上の文字に一致します。* は、ワイルドカード文字と  
して処理されます。* の前にバックスラッシュ（\）エスケープ シーケンスを置いて \* という    
シーケンスにすると、* を通常の文字として処理できます。\ は電話機が自動的に除去するた  
め、発信ダイヤル文字列には現れません。* は、ダイヤル番号として受信された場合、ワイル 
ドカード文字 * とピリオド（.）に一致します。

 • カンマ（,）を使用すると、電話機が第 2 発信音を生成します。

例： 7.... は、7 で始まるすべての 4 桁 DN に一致します。8,..... は、8 に一致し、第 2 発信音（デ           
フォルト値）を再生した後、すべての 5 桁 DN に一致します。
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SIP のダイヤル規則の例
表 34-2 では、［7905_7912］ダイヤル規則に関するいくつかの SIP ダイヤル規則の例を示します。

表 34-3 では、［7940_7960_OTHER］ダイヤル規則に関するいくつかの SIP ダイヤル規則の例を示し   
ます。

表 34-2 SIP のダイヤル規則の例 （［7905_7912］ダイヤル規則の場合） 

パターン文字列 意味

.t7>#......t4- ダイヤル文字を少なくとも 1 つ入力する必要があります。送信は、入力  
の 7 秒後に発生します。終了の # 文字が適用されるのも、最初のダイヤ    
ル文字を入力した後です。7 桁入力すると、タイムアウトが 4 秒に変更   
されます。- 文字は、タイムアウトになるか # によって文字列を終了しな   
い限り、以降も数字を入力できることを意味します。 

911 および 9911 すぐに送信されます。コールの送信で遅延が発生しないようにするには、

これらの文字列それぞれに SIP のダイヤル規則を設定し、タイムアウト  
ダイヤル パラメータを 0 に指定します。電話機が Key Press Markup      
Language（KPML）をサポートしていない場合でも、ユーザは［ダイヤ
ル］ソフトキーを押さずにコールを開始できます。

1t7>#..........t1- ダイヤル文字を少なくとも 1 つ入力する必要があります。送信は、入力  
の 7 秒後に発生します。終了文字の # が適用されるのも、最初のダイヤ    
ル文字を入力した後です。10 桁入力すると、タイムアウトが 1 秒に変更   
されます。- 文字は、タイムアウトになるか # によって文字列を終了しな   
い限り、以降も数字を入力できることを意味します。 

0t4>#.t7-" 0 の後にダイヤル文字を入力しない場合、送信が 4 秒後に発生します。0   
以降にダイヤル文字を入力した場合、送信は 7 秒後に発生します。この  
場合も、# は終了文字として機能します。

表 34-3 SIP のダイヤル規則の例（［7940_7960_OTHER］ダイヤル規則の場合） 

パターン文字列 意味

123#45#6 123#45#6 文字列は、ユーザが 123#45#6 をダイヤルした場合に照合され   
ます。ポンド記号（#）を押しても、電話機はすぐにはダイヤルを実行し
ません。これは、# が明示的に指定されているためです。Cisco SIP IP   
Phones 7940 および 7960 の場合、1# または 123#4# がダイヤルされると、       
電話機はすぐにダイヤルを実行します。

911 および 9911 すぐに送信されます。コールの送信で遅延が発生しないようにするには、

これらの文字列それぞれに SIP のダイヤル規則を設定し、タイムアウト  
ダイヤル パラメータを 0 に指定します。電話機が Key Press Markup      
Language（KPML）をサポートしていない場合でも、ユーザは［ダイヤ
ル］ソフトキーを押さずにコールを開始できます。

12\*345 この例は、バックスラッシュ（\）とアスタリスク（*）を使用して、ア
スタリスク（*）がダイヤル文字列であることを示しています。バックス
ラッシュ（\）を省略すると、アスタリスク（*）はワイルドカード パター 
ン照合として扱われます。バックスラッシュ（\）をアスタリスク（*）以
外の文字と組み合せて使用すると、\ は無視され、\\ 文字が照合されます。  
ダイヤル プランで \ 文字を明示的に指定する必要がある場合は、\\ を使    
用します。\ は、電話機がダイヤル文字列を送信する前に削除されるの 
で、ダイヤル文字列の一部として送信されません。
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SIP のダイヤル規則の削除
SIP のダイヤル規則を削除する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、［コールルーティング］ >［ダイヤルルール］ >      
［SIPダイヤルルール］の順に選択します。

ステップ 2 削除する SIP のダイヤル規則を見つけます。P.34-2 の「SIP のダイヤル規則の検索」を参照してく    
ださい。

ステップ 3 削除する SIP のダイヤル規則の横にあるチェックボックスをオンにして、［選択項目の削除］をク  
リックします。

SIP のダイヤル規則を削除すると取り消せないことを警告するダイアログボックスが表示されま 
す。

ステップ 4 SIP のダイヤル規則を削除するには、［OK］をクリックします。削除操作を取り消すには、［キャン 
セル］をクリックします。［OK］をクリックした場合は、Cisco Unified Communications Manager は、    
その SIP ダイヤル規則を SIP ダイヤル規則リストから削除します。

（注） 該当するダイヤル規則の横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をク

リックすると、［SIPダイヤルルールの検索と一覧表示（Find and List SIP Dial Rules）］ウィ     
ンドウから複数のダイヤル規則を削除できます。［すべてを選択］をクリックして［選択項

目の削除］をクリックすると、ウィンドウ内のすべての SIP のダイヤル規則を削除できます。

追加情報

P.34-11 の「関連項目」を参照してください。
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SIP のダイヤル規則のリセット
SIP のダイヤル規則を更新したときに、SIP 電話機をリセットまたは再起動して、電話機を新しい  
SIP のダイヤル規則で更新する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、［コールルーティング］ >［ダイヤルルール］ >      
［SIPダイヤルルール］の順に選択します。

ステップ 2 リセットする SIP のダイヤル規則を見つけます。P.34-2 の「SIP のダイヤル規則の検索」を参照し    
てください。

ステップ 3 リセットする SIP のダイヤル規則をクリックします。

［SIPダイヤルルールの設定（SIP Dial Rule Configuration）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 ［リセット］をクリックします。

［デバイスリセット（Device Reset）］ダイアログが表示されます。

ステップ 5 次のいずれかの項目をクリックします。

 • ［リスタート］：選択されたデバイスをシャットダウンせずに、再起動する（Cisco Unified 
Communications Manager に電話機を再登録する）。 

 • ［リセット］：デバイスをシャットダウンして、もう一度起動する。

 • ［閉じる］：何も実行しないで、［デバイスリセット（Device Reset）］ダイアログを閉じる。

追加情報

P.34-11 の「関連項目」を参照してください。
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関連項目
 • SIP のダイヤル規則の検索（P.34-2）

 • SIP のダイヤル規則の設定（P.34-3）

 • SIP のダイヤル規則の設定値（P.34-5）

 • SIP のダイヤル規則の例（P.34-8）

 • SIP のダイヤル規則の削除（P.34-9）

 • SIP のダイヤル規則のリセット（P.34-10）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「ダイヤル規則の概要」
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35
ルート フィルタの設定

ルート フィルタの設定では、ルート パターンまたはハント パイロットと連動して、ダイヤルされ   
た数字列を使用し、コールの処理方法を決定します。ルート フィルタは、at 記号（@）ワイルド  
カードを含むパターンを設定する場合にのみ適用されます。ルート パターンまたはハント パイ  
ロットが @ ワイルドカードを含む場合、Cisco Unified Communications Manager は、［番号計画      
（Numbering Plan）］ドロップダウン リスト ボックスで指定された番号計画に従って、コールを転送   
します。Cisco Unified Communications Manager で表示されるルート フィルタ ウィンドウは、選択す      
る番号計画によって異なります。

ルート フィルタを使用すると、システム管理者は、ユーザがダイヤルできるルート パターンまた  
はハント パイロット、たとえば、ユーザが長距離通信事業者を手動で選択する（101 に通信事業者  
アクセス コードを加えてダイヤルして）ことができるかどうかを決定できます。

詳細については、『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「ルート プランの概      
要」を参照してください。

ヒント まずルート フィルタを追加し、その定義をしておいてから、その定義済みのルート フィルタをルー  
ト パターンまたはハント パイロットに追加してください。

ルート フィルタを追加、更新、コピー、または削除するには、次のトピックを参照してください。

 • ルート フィルタの検索（P.35-2）

 • ルート フィルタの設定（P.35-3）

 • ルート フィルタの設定値（P.35-4）

 • ルート フィルタ条件の追加と編集（P.35-5）

 • ルート フィルタ条件の削除（P.35-6）

 • ルート フィルタの削除（P.35-7）

 • ルート フィルタ タグの説明（P.35-8）
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ルート フィルタの検索
ネットワーク内にはいくつかのルート フィルタが存在することがあるので、Cisco Unified  
Communications Manager では、固有の条件を指定して、特定のルート フィルタを見つけることがで   
きます。ルート フィルタを特定する手順は、次のとおりです。

（注） Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、ブラウザ セッションでの作業中は、ルー     
ト フィルタの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこのメニュー項目に戻っ 
てくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じたりしない限り、ルート フィルタの検 
索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 ［コールルーティング］ >［ルートフィルタ］の順に選択します。

［ルートフィルタの検索と一覧表示（Find and List Route Filters）］ウィンドウが表示されます。アク    
ティブな（前回の）クエリーのレコードも、ウィンドウに表示されることがあります。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。 

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • ドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。 

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リスト ボック  
スから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。

ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。



第 35章      ルート フィルタの設定
ルート フィルタの設定 

35-3
Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド     

OL-12525-01-J

（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.35-11 の「関連項目」を参照してください。

ルート フィルタの設定
ルート フィルタを設定する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、［コールルーティング］ >［ルートフィルタ］     
の順に選択します。

ステップ 2 次のいずれかの作業を行います。

 • 既存のルート フィルタをコピーするには、対象となるルート フィルタを見つけて（P.35-2 の   
「ルート フィルタの検索」を参照）、コピーするルート フィルタの横にある［コピー］ボタン  
をクリックし、ステップ 3 に進みます。

 • 新しいルート フィルタを追加するには、［新規追加］ボタンをクリックし、ステップ 3 に進み   
ます。

 • 既存のルート フィルタを更新するには、対象となるルート フィルタを見つけて（P.35-2 の「ルー   
ト フィルタの検索」を参照）、ステップ 3 に進みます。

ステップ 3 表示される［ルートフィルタの設定（Route Filter Configuration）］ウィンドウで、適切な設定値を入  
力します（表 35-1、表 35-2、および表 35-3 を参照）。

ステップ 4 ［保存］をクリックして、ルート フィルタを追加します。

ステップ 5 ルート フィルタを更新している場合は、［リセット］をクリックします。ルート フィルタに関連付  
けられたデバイスをリセットすると、該当ゲートウェイのコールが欠落します。 

追加情報

P.35-11 の「関連項目」を参照してください。
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ルート フィルタの設定値
表 35-1 では、ルート フィルタの設定値について説明します。

追加情報

P.35-11 の「関連項目」を参照してください。

表 35-1 ルート フィルタの設定値 

フィールド 説明

［番号計画（Numbering Plan）］ドロップダウン リストから、番号計画（たとえば、［North American  
Numbering Plan］）を選択します。［次へ］をクリックします。

［ルートフィルタ情報（Route Filter Information）］

［ルートフィルタ名］ ［ルートフィルタ名］フィールドに名前を入力します。この名前に

は、最長 50 文字の英数字を指定することができ、スペース、ピリ  
オド（.）、ハイフン（-）、および下線文字（_）を任意に組み合せて
使用することが可能です。各ルート フィルタ名が、そのルート プ  
ランに固有の名前であることを確認してください。

（注） ルート フィルタには、内容を簡潔に表す名前を使用してく 
ださい。通常、CompanynameLocationCalltype の形式が、内 
容を簡潔に表し、ルート フィルタをすばやくかつ簡単に識 
別できる方式です。たとえば、「CiscoDallasMetro」は、Dallas
の Cisco オフィスからの LATA（Local Access and Transport      
Area）間の無料コール用のルート フィルタを特定します。

［条件（Clause Information）］

ルート フィルタ タグ このルート フィルタの条件を作成するには、必要に応じて、ルー 
ト フィルタのタグと演算子を選択し、データを入力します。

AREA-CODE などのルート フィルタ タグについては、P.35-8 の    
「ルート フィルタ タグの説明」の表 35-2 を参照してください。

ルート フィルタの演算子 このルート フィルタの条件を作成するには、必要に応じて、ルー 
ト フィルタのタグと演算子を選択し、データを入力します。

NOT-SELECTED などのルート フィルタ演算子については、
P.35-8 の「ルート フィルタ タグの説明」の表 35-3 を参照してくだ
さい。
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ルート フィルタ条件の追加と編集
ルート フィルタの条件を追加すると、論理 OR を使用して既存のタグに追加演算子と項目を組み込   
むことによって、既存のルート フィルタをさらに詳細に指定できます。ルート フィルタの条件を  
追加できるのは、最初に新規のルート フィルタを追加するとき、または既存のルート フィルタを  
更新するときのどちらかです。 

ルート フィルタを編集すると、既存のルート フィルタ条件を変更できます。

既存のルート フィルタを構成するルート フィルタ条件を追加および編集する手順は、次のとおり  
です。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、［コールルーティング］ >［ルートフィルタ］     
の順に選択します。

ステップ 2 ルート フィルタ条件を追加または編集する先のルート フィルタを特定します。P.35-2 の「ルート   
フィルタの検索」を参照してください。

ステップ 3 ルート フィルタ条件を追加する場合は、［条件の追加］をクリックして、新しいルート フィルタ条  
件のデータ入力ウィンドウを表示します。この新しい条件のすべての演算子フィールドには、

「NOT-SELECTED」と表示されます。

ステップ 4 このルート フィルタの追加条件を作成するために、必要に応じて、ルート フィルタのタグと演算  
子を選択し、データを入力します。 

（注） ［North American Numbering Plan］のルート フィルタのタグと演算子にデータを入力する場    
合は、P.35-8 の「ルート フィルタ タグの説明」を参照してください。

ステップ 5 ［保存］をクリックして、条件を追加します。

新しい条件は、ウィンドウ上の既存の条件の下に表示されます（必要に応じて下方にスクロールし

て、新しい情報を表示してください）。

ステップ 6 既存のルート フィルタ条件を編集する場合は、編集するルート フィルタ条件の真上にある［条件  
の編集］ボタンをクリックします。［ルートフィルタ条件の設定（Route Filter Clause Configuration）］   
ウィンドウが開き、選択したルート フィルタ条件の現在の定義が表示されます。

ステップ 7 選択したルート フィルタ条件を編集するには、必要に応じて、ルート フィルタのタグと演算子を  
変更し、データを入力します。

（注） ［North American Numbering Plan］のルート フィルタのタグと演算子にデータを入力する場    
合は、P.35-8 の「ルート フィルタ タグの説明」を参照してください。

ステップ 8 ［保存］をクリックして、このルート フィルタ条件の変更内容を保存します。
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追加情報

P.35-11 の「関連項目」を参照してください。

ルート フィルタ条件の削除
ルート フィルタの条件を削除できるのは、新規ルート フィルタのセットアップ時、または既存ルー  
ト フィルタの更新時のどちらかです。既存のルート フィルタからルート フィルタ条件を削除する   
手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、［コールルーティング］ >［ルートフィルタ］     
の順に選択します。

ステップ 2 削除するルート フィルタ条件が含まれているルート フィルタを特定します。

ステップ 3 削除する条件の先頭までスクロール ダウンし、［条件の削除］をクリックします。 

このルート フィルタ条件を削除すると取り消せないことを警告するダイアログボックスが表示さ 
れます。

注意 各［条件の削除］ボタンは、そのボタンのすぐ下にある条件に適用されます。条件を削除するとき

は、削除する条件が正しいか慎重に確認してください。削除した条件を元に戻すことはできませ

ん。不用意に削除すると、削除した条件を作成し直す必要があります。

ステップ 4 条件を削除するには、［OK］をクリックします。削除操作を取り消すには、［キャンセル］をクリッ
クします。［OK］をクリックすると、Cisco Unified Communications Manager により、条件がルート    
フィルタから削除されます。

追加情報

P.35-11 の「関連項目」を参照してください。
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ルート フィルタの削除
ルート フィルタを削除する手順は、次のとおりです。

始める前に

ルート パターンまたはハント パイロット、トランスレーション パターンなどの項目が使用してい   
るルート フィルタは、削除することができません。ルート フィルタを使用しているルート パター   
ンやハント パイロット、トランスレーション パターンなどの項目を検索するには、［ルートフィル  
タの設定（Route Filter Configuration）］ウィンドウの［関連リンク］ドロップダウン リスト ボック    
スから［依存関係レコード］を選択し、［移動］をクリックします。依存関係レコードがシステム

で使用可能でない場合、［依存関係レコード要約（Dependency Records Summary）］ウィンドウにメッ  
セージが表示されます。依存関係レコードの詳細については、P.A-4 の「依存関係レコードへのア 
クセス」を参照してください。使用中のルート フィルタを削除しようとすると、エラー メッセー  
ジが表示されます。現在使用されているルート フィルタを削除する場合は、事前に、次の作業のど 
ちらか一方または両方を実行しておく必要があります。

 • 削除するルート フィルタを使用しているルート パターンまたはハント パイロット、トランス   
レーション パターンなどの項目すべてに、別のルート フィルタを割り当てる。P.38-3 の「ルー   
ト パターンの設定」および P.53-4 の「トランスレーション パターンの設定」を参照してくだ    
さい。

 • 削除するルート フィルタを使用しているルート パターンまたはハント パイロット、トランス   
レーション パターンなどの項目を削除する。P.38-13 の「ルート パターンの削除」および   
P.53-12 の「トランスレーション パターンの削除」を参照してください。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、［コールルーティング］ >［ルートフィルタ］     
の順に選択します。

ステップ 2 削除するルート フィルタを見つけます。P.35-2 の「ルート フィルタの検索」を参照してください。

ステップ 3 削除するルート フィルタのチェックボックスをオンにして、［選択項目の削除］をクリックします。

この操作を実行すると取り消せないことを確認するメッセージが表示されます。

注意 ルート フィルタを削除するときは、削除するルート フィルタが正しいか慎重に確認してください。  
削除したルート フィルタを元に戻すことはできません。不用意に削除すると、削除したルート フィ  
ルタを作成し直す必要があります。

ステップ 4 ルート フィルタを削除するには、［OK］をクリックします。削除操作を取り消すには、［キャンセ 
ル］をクリックします。

ヒント ルート フィルタの削除は、削除するルート フィルタを特定して表示し、［削除］をクリッ  
クすることによっても実行できます。

追加情報

P.35-11 の「関連項目」を参照してください。
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ルート フィルタ タグの説明
タグは、ルート フィルタのコア コンポーネントです。タグでは、ダイヤルされる数字列の一部に  
名前を適用しています。たとえば、NANP 番号 972-555-1234 は、LOCAL-AREA-CODE（972）、   
OFFICE-CODE（555）、および SUBSCRIBER（1234）ルート フィルタ タグで構成されています。 

ルート フィルタ タグには、演算子が必要であり、フィルタに掛けるコールを決定するには、その  
他の値も必要な場合があります。

ルート フィルタ タグのフィールドでの値には、ワイルドカード文字 X、*、#、[、]、-、^、および   
0 ～ 9 の数字が使用できます（ワイルドカード文字の定義については、『Cisco Unified Communications     
Manager システム ガイド』の「特殊文字と設定値」の表 15-3 を参照してください）。表 35-2 の説明    
では、実際の数字を表すために［2-9］と XXXX という表記を使用しています。この表記では、［2-9］  
は、2 ～ 9 の範囲の任意の 1 桁の数字を表し、X は、0 ～ 9 の範囲の任意の 1 桁の数字を表します。           
したがって、「［2-9］XX の形式の 3 桁のエリア コード」という記述は、実際の数字 200 ～ 999、ま       
たはすべてのワイルドカード、または結果としてその範囲のパターンになる実際の数字とワイルド

カードの任意の組み合せを入力できるという意味です。

ルート フィルタ タグは、［ルートフィルタの設定（Route Filter Configuration）］ウィンドウの［番号    
計画（Numbering Plan）］ドロップダウン リスト ボックスで選択する番号計画によって異なります。   
表 35-2 では、［North American Numbering Plan］のルート フィルタ タグについて説明します。

表 35-2 ルート フィルタ タグ 

タグ 説明

AREA-CODE ［2-9］XX の形式のこの 3 桁のエリア コードは、長距離コール    
のエリア コードを指定します。

COUNTRY CODE この 1 桁、2 桁、または 3 桁のコードは、国際コールの宛先国     
を指定します。

END-OF-DIALING この 1 文字は、ダイヤルされた数字列の末尾を指定します。  
NANP 内でダイヤルされる国際番号には、# 文字がダイヤル終  
了信号として使用されます。

INTERNATIONAL-ACCESS この 2 桁のアクセス コードは、国際ダイヤルを指定します。米   
国内で発信されるコールでは、このコードに 01 を使用します。

INTERNATIONAL-DIRECT-DIAL この 1 桁のコードは、直接ダイヤルされる国際コールを指定し  
ます。米国内で発信されるコールでは、このコードに 1 を使用  
します。

INTERNATIONAL-OPERATOR この 1 桁のコードは、オペレータ経由の国際コールを指定しま  
す。米国内で発信されるコールでは、このコードに 0 を指定し  
ます。

LOCAL-AREA-CODE ［2-9］XX の形式のこの 3 桁のローカル エリア コードは、10     
桁のローカル コールのローカル エリア コードを指定します。

LOCAL-DIRECT-DIAL この 1 桁のコードは、直接ダイヤルされるローカル コールを   
指定します。NANP コールでは、このコードに 1 を使用します。

LOCAL-OPERATOR この 1 桁のコードは、オペレータ経由のローカル コールを指   
定します。NANP コールでは、このコードに 0 を使用します。

LONG-DISTANCE-DIRECT-DIAL この 1 桁のコードは、直接ダイヤルされる長距離コールを指定  
します。NANP コールでは、このコードに 1 を使用します。
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ルート フィルタ タグの演算子は、そのタグに関連したダイヤル数字列の有無、さらに、場合によっ  
てはそのダイヤル数字列の内容に基づいて、コールがフィルタに掛けられるかどうかを決定しま

す。演算子 EXISTS および DOES-NOT-EXIST は、ダイヤル数字列のその部分が存在するかどうか    
だけをチェックします。演算子 == は、実際にダイヤルされる数字を、指定された値またはパター  
ンと突き合せます。表 35-3 では、ルート フィルタ タグで使用される演算子について説明します。 

LONG-DISTANCE-OPERATOR この 1 桁または 2 桁のコードは、NANP 内のオペレータ経由の     
長距離コールを指定します。オペレータ経由のコールでは、こ

のコードに 0 を使用し、オペレータにアクセスするには 00 を    
使用します。

NATIONAL-NUMBER このタグは、国際コール用の数字列の中の、各国固有の部分を

指定します。

OFFICE-CODE このタグは、7 桁の電話番号の最初の 3 桁（［2-9］XX の形式）    
を指定します。

SATELLITE-SERVICE この 1 桁のコードは、国際コール用の衛星接続にアクセスでき  
るようにします。

SERVICE この 3 桁のコードは、緊急用の 911、修理サービス用の 611、    
問い合せ用の 411 を指定します。

SUBSCRIBER このタグは、7 桁の電話番号の最後の 4 桁（XXXX の形式）を    
指定します。 

TRANSIT-NETWORK この 4 桁の値は、長距離通信事業者を識別します。 

TRANSIT-NETWORK 値には、先行する 101 通信事業者アクセ   
ス コード接頭部を指定しないでください。詳細については、 
TRANSIT-NETWORK-ESCAPE を参照してください。

TRANSIT-NETWORK-ESCAPE この 3 桁の値は、長距離通信事業者 ID に先行します。この
フィールドの値には 101 が指定されています。
TRANSIT-NETWORK-ESCAPE 値に、4 桁の通信事業者識別
コードを指定しないでください。詳細については、

TRANSIT-NETWORK を参照してください。

表 35-2 ルート フィルタ タグ（続き）

タグ 説明

表 35-3 ルート フィルタの演算子 

演算子 説明

NOT-SELECTED このタグに関連したダイヤル数字列に基づいて、コールをフィルタに掛

けないことを指定します。

（注） この演算子が関連付けられるタグの有無により、Cisco Unified 
Communications Manager によるコールの転送が妨げられること  
はありません。

EXISTS このタグに関連したダイヤル数字列が検出されたときに、コールをフィ

ルタに掛けることを指定します。

（注） Cisco Unified Communications Manager がコールを転送またはブ    
ロックするのは、ダイヤルされた数字列に、このタグに関連付け
られている数字列がある場合だけです。
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注意 演算子 EXISTS、DOES-NOT-EXIST、または NOT-SELECTED を使用しているタグには、ルート   
フィルタ タグ値を入力しないでください。

例

例 1：AREA-CODE と演算子 DOES-NOT-EXIST を使用するルート フィルタは、エリア コードを含      
まないすべてのダイヤル数字列を選択します。 

例 2：AREA-CODE、演算子 ==、および項目 515 を使用するルート フィルタは、エリア コード 515       
を含むすべてのダイヤル数字列を選択します。 

例 3：AREA-CODE、演算子 ==、および項目 5［2-9］X を使用するルート フィルタは、520 ～ 599       
の範囲のエリア コードを含むすべてのダイヤル数字列を選択します。

例 4：TRANSIT-NETWORK、演算子 ==、および項目 0288 を使用するルート フィルタは、通信事     
業者アクセス コード 1010288 を持つすべてのダイヤル数字列を選択します。

追加情報

P.35-11 の「関連項目」を参照してください。

DOES-NOT-EXIST このタグに関連したダイヤル数字列が検出されないときに、コールを

フィルタに掛けることを指定します。

（注） Cisco Unified Communications Manager がコールを転送またはブ    
ロックするのは、ダイヤルされた数字列に、このタグに関連付け
られている数字列がない場合だけです。

== このタグに関連したダイヤル数字列が、指定された値と一致するときに、

コールをフィルタに掛けることを指定します。

（注） Cisco Unified Communications Manager がコールを転送またはブ    
ロックするのは、ダイヤルされた数字列に、このタグに関連付け
られている数字列があり、その数字列が、付加されているフィー
ルドで指定された番号の範囲内である場合だけです。

表 35-3 ルート フィルタの演算子（続き）

演算子 説明
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関連項目
 • ルート フィルタの検索（P.35-2）

 • ルート フィルタの設定（P.35-3）

 • ルート フィルタの設定値（P.35-4）

 • ルート フィルタ条件の追加と編集（P.35-5）

 • ルート フィルタ条件の削除（P.35-6）

 • ルート フィルタの削除（P.35-7）

 • ルート フィルタ タグの説明（P.35-8）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「ルート プランの概要」
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36
ルート グループの設定

ルート グループの設定では、ゲートウェイおよびトランクが選択される順序を指定します。ルート 
グループにより、発信トランク選択用のゲートウェイとポートのリストに優先順位を付けることが

できます。 

たとえば、2 つの長距離通信事業者を使用している場合、通話料の安い通信事業者の長距離コール 
を優先させるように、ルート グループを追加できます。最初のトランクが使用不能の場合に限り、 
コールは、通話料の高い通信事業者の方にルート指定されます。

ルート グループの追加または削除、ルート グループへのデバイスの追加、ルート グループからの   
デバイスの削除については、次のトピックを参照してください。

 • ルート グループの検索（P.36-2）

 • ルート グループの設定（P.36-4）

 • ルート グループの設定値（P.36-5）

 • ルート グループへのデバイスの追加（P.36-7）

 • ルート グループからのデバイスの削除（P.36-8）

 • ルート グループの削除（P.36-9）
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ルート グループの検索
ネットワーク内にはいくつかのルート グループが存在することがあるので、Cisco Unified  
Communications Manager では、固有の条件を指定して、特定のルート グループを見つけることがで   
きます。ルート グループを見つける手順は、次のとおりです。

（注） Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、ブラウザ セッションでの作業中は、ルー     
ト グループの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこのメニュー項目に戻っ 
てくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じたりしない限り、ルート グループの検 
索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 ［コールルーティング］ >［ルート /ハント］ >［ルートグループ］の順に選択します。

［ルートグループの検索と一覧表示（Find and List Route Groups）］ウィンドウが表示されます。アク    
ティブな（前回の）クエリーのレコードも、ウィンドウに表示されることがあります。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • ドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リスト ボック  
スから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。

ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。
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（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.36-10 の「関連項目」を参照してください。
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ルート グループの設定
ルート グループを設定する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ［コールルーティング］ >［ルート /ハント］ >［ルートグループ］の順に選択します。

ステップ 2 次のいずれかの作業を行います。

 • 既存のルート グループをコピーするには、対象となるルート グループを見つけて（P.36-2 の   
「ルート グループの検索」を参照）、コピーするルート グループの横にある［コピー］ボタン  
をクリックし、ステップ 3 に進みます。

 • 新しいルート グループを追加するには、［新規追加］ボタンをクリックし、ステップ 3 に進み   
ます。

 • 既存のルート グループを更新するには、対象となるルート グループを見つけて（P.36-2 の「ルー   
ト グループの検索」を参照）、ステップ 3 に進みます。

ステップ 3 表示される［ルートグループの設定（Route Group Configuration）］ウィンドウで、［ルートグループ  
名］フィールドに名前を入力します。この名前には、最長 50 文字の英数字を指定することができ、  
スペース、ピリオド（.）、ハイフン（-）、および下線文字（_）を任意に組み合せて使用することが
可能です。各ルート グループ名が、そのルート プランに固有の名前であることを確認してくださ  
い。

ワンポイント・アドバイス ルート グループには、内容を簡潔に表す名前を使用してください。通常、CompanynameLocationGroup 
の形式が、内容を簡潔に表し、ルート グループをすばやくかつ簡単に識別できる方式です。たとえ 
ば、「CiscoDallasAA1」は、Dallas の Cisco オフィス用の Cisco Access Analog ルート グループを特定        
します。

ステップ 4 適切な設定値を選択します（表 36-1 を参照）。

（注） 新しいルート グループを追加する前に、新しいルート グループに対して少なくとも 1 つの    
デバイスを選択しておく必要があります。

ステップ 5 ［保存］をクリックして、このルート グループを追加または更新します。

追加情報

P.36-10 の「関連項目」を参照してください。
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ルート グループの設定値
表 36-1 では、ルート グループの設定値について説明します。

表 36-1 ルート グループの設定値 

フィールド 説明

［ルートグループ情報（Route Group Information）］

［ルートグループ名］ このルート グループの名前を入力します。この名前には、最長 50  
文字の英数字を指定することができ、スペース、ピリオド（.）、ハ
イフン（-）、および下線文字（_）を任意に組み合せて使用するこ
とが可能です。各ルート グループ名が、そのルート プランに固有  
の名前であることを確認してください。

［分配アルゴリズム

（Distribution Algorithm）］
ドロップダウン リスト ボックスで、次の分配アルゴリズムのオプ  
ションを選択します。

 • ［優先度順］：この分配アルゴリズムを選択すると、ルート グ 
ループでアイドルまたは対応可能状態にある最初のメンバー

から最後のメンバーまで、Cisco Unified Communications Manager   
がメンバーに対してコールを分配します。

 • ［ラウンドロビン］：この分配アルゴリズムを選択すると、Cisco
Unified Communications Manager は、アイドルまたは対応可能状   
態のメンバーに対するコールの分配を、ルート グループの 
（n+1）番目のメンバーから開始します。n 番目のメンバーは、 

Cisco Unified Communications Manager が最後にコールを延長し    
たメンバーです。n 番目のメンバーが、ルート グループの最後  
のメンバーの場合、Cisco Unified Communications Manager は    
ルート グループの先頭からコールの分配を開始します。

デフォルト値は［ラウンドロビン］です。

［ルートグループメンバ情報（Route Group Member Information）］

［ルートグループに追加するデバイスの検索（Find Devices to Add to Route Group）］

［デバイス名に含まれる

（Device Name contains）］
検索するデバイス名に含まれる文字を入力し、［検索］ボタンをク

リックします。入力した文字と一致するデバイス名が［使用可能な

デバイス（Available Devices）］ボックスに表示されます。

（注） 使用可能なデバイスをすべて検索するには、テキストボッ
クスをブランクのままにして、［検索］ボタンをクリックし
ます。

［使用可能なデバイス

（Available Devices）］
［使用可能なデバイス（Available Devices）］リスト ボックスでデバ  
イスを選択し、［ルートグループに追加］をクリックして、そのデ

バイスを［選択されたデバイス（Selected Devices）］リスト ボック  
スに追加します。

QSIG プロトコルを使用するゲートウェイがルート グループに含  
まれている場合は、QSIG プロトコルを使用するゲートウェイのみ 
がリストに表示されます。非 QSIG プロトコルを使用するゲート  
ウェイがルート グループに含まれている場合は、QSIG プロトコル  
を使用し、制御クラスタ間トランクを使用するゲートウェイはリス

トに表示されません。

QSIG ゲートウェイを含むルート リストにルート グループを追加   
した場合、H.323 ゲートウェイはリストには表示されません。
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追加情報

P.36-10 の「関連項目」を参照してください。

［ポート（Port）］ このデバイスが個々に設定可能なポートをサポートしている場合、

そのポートを選択します（個々のポートの選択が可能なデバイスと

して、Cisco Access Analog ゲートウェイ、Cisco MGCP Analog ゲー      
トウェイ、T1 CAS があります）。サポートしていない場合は、デ  
フォルト値（選択したデバイスによって、［すべて］または［選択

不能］）を選択します。使用可能なポートがないデバイスの場合

（［選択不能］）、そのデバイスはすでにルート グループに追加され 
ているか、またはルート グループに追加できない可能性がありま 
す。

［現在のルートグループメンバ（Current Route Group Members）］

［選択されたデバイス

（Selected Devices）］
デバイスの優先順位を変更するには、［選択されたデバイス

（Selected Devices）］リスト ボックス内のデバイス名を選択します。  
そのリスト ボックスの右側にある矢印をクリックして、リスト内 
でそのデバイスを上下に移動させてください。

［選択されたデバイス（Selected Devices）］リスト ボックス内のデバ  
イスの優先順位を逆転するには、［選択されたデバイスの順番を逆

にする］をクリックします。

ルート グループ内のデバイスの順序の詳細については、『Cisco 
Unified Communications Manager システム ガイド』の「ルート プラ     
ンの概要」を参照してください。

［削除されたデバイス

（Removed Devices）］
［選択されたデバイス（Selected Devices）］リスト ボックスでデバイ  
スを選択し、そのデバイスを［削除されたデバイス（Removed
Devices）］リスト ボックスに追加します。これには、この 2 つのリ   
スト ボックス間にある下矢印ボタンをクリックします。

（注） ルート グループには、少なくとも 1 つのデバイスを入れる   
必要があります。

［ルートグループメンバ（Route Group Members）］

（デバイスのリスト） このペインには、このルート グループに追加されたデバイスへの 
リンクが表示されます。いずれかのデバイス名をクリックして、そ

の特定のデバイスの設定ウィンドウに移動します。

（注） 新しいルート グループを追加する場合は、そのルート グ  
ループを保存するまでこのリストは表示されません。

表 36-1 ルート グループの設定値（続き）

フィールド 説明
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ルート グループへのデバイスの追加
新規のルート グループまたは既存のルート グループに、デバイスを追加することができます。複  
数のルート グループにゲートウェイを追加できます。ルート グループにゲートウェイを追加する  
と、そのゲートウェイは［ルートパターンの設定（Route Pattern Configuration）］ウィンドウに表示  
されません。既存のルート グループにデバイスを追加する手順は、次のとおりです。

始める前に

この手順を実行する場合は、事前に少なくとも 1 つのゲートウェイおよびトランクのデバイスを指  
定しておく必要があります。デバイスが常駐できるのは 1 つのルート グループ内のみです。

手順

ステップ 1 ［コールルーティング］ >［ルート /ハント］ >［ルートグループ］の順に選択します。

ステップ 2 デバイスを追加する先のルート グループを特定します。P.36-2 の「ルート グループの検索」を参   
照してください。

ステップ 3 ［使用可能なデバイス（Available Devices）］リスト ボックスで追加するデバイスを選択し、［ルート  
グループに追加］をクリックして、デバイスを［選択されたデバイス（Selected Devices）］リスト 
ボックスへ移動します。このルート グループへ追加する各デバイスに対して、この手順を繰り返し 
ます。

ステップ 4 ［選択されたデバイス（Selected Devices）］リスト ボックスで、新しいデバイスがこのルート グルー   
プ内でアクセスされる順序を選択します。順序を変更するには、デバイスをクリックしてから、リ

スト ボックスの右側にある上矢印または下矢印を使用して、デバイスを移動します。

ステップ 5 ［保存］をクリックして、新しいデバイスを追加し、このルート グループのデバイス順序を更新し 
ます。

追加情報

P.36-10 の「関連項目」を参照してください。
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ルート グループからのデバイスの削除
新規のルート グループまたは既存のルート グループから、デバイスを削除することができます。既  
存のルート グループからデバイスを削除する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ［コールルーティング］ >［ルート /ハント］ >［ルートグループ］の順に選択します。

ステップ 2 削除するデバイスが入っているルート グループを特定します。P.36-2 の「ルート グループの検索」   
を参照してください。

ステップ 3 ［選択されたデバイス（Selected Devices）］リスト ボックスで削除するデバイスを選択し、［選択さ  
れたデバイス（Selected Devices）］リスト ボックスの下にある下矢印をクリックして、デバイスを  
［削除されたデバイス（Removed Devices）］リスト ボックスへ移動します。このルート グループか   
ら削除する各デバイスに対して、このステップを繰り返します。

（注） ルート グループには、少なくとも 1 つのデバイスを入れる必要があります。

ステップ 4 デバイスを削除するには、［保存］をクリックします。

追加情報

P.36-10 の「関連項目」を参照してください。
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ルート グループの削除
ルート グループを削除する手順は、次のとおりです。

始める前に

ルート / ハント リストが参照するルート グループは削除できません。ルート グループを使用して   
いるルート リストを検索するには、［ルートグループの設定（Route Group Configuration）］ウィンド   
ウの［関連リンク］ドロップダウン リスト ボックスにある［依存関係レコード］を選択し、［移動］  
をクリックします。依存関係レコードがシステムで使用可能でない場合、［依存関係レコード要約

（Dependency Records Summary）］ウィンドウにメッセージが表示されます。依存関係レコードの詳  
細については、P.A-4 の「依存関係レコードへのアクセス」を参照してください。使用中のルート 
グループを削除しようとすると、エラー メッセージが表示されます。現在使用中のルート グルー  
プを削除する場合は、事前に、次の作業を実行しておく必要があります。

 • ルート グループを削除する前に、そのルート グループが属しているすべてのルート リストか   
ら、そのルート グループを削除する。P.37-7 の「ルート リストからのルート グループの削除」    
を参照してください。

ヒント ルート グループとルート パターンを削除するには、まずルート パターンを削除し、次にルート リ    
ストを削除して、最後にルート グループを削除します。

手順

ステップ 1 ［コールルーティング］ >［ルート /ハント］ >［ルートグループ］の順に選択します。

ステップ 2 削除するルート グループを特定します。P.36-2 の「ルート グループの検索」を参照してください。

ステップ 3 削除するルート グループの横にあるチェックボックスをオンにして、［選択項目の削除］をクリッ 
クします。

ルート グループを削除すると取り消せないことを警告するダイアログボックスが表示されます。

ステップ 4 ルート グループを削除するには、［OK］をクリックします。削除操作を取り消すには、［キャンセ 
ル］をクリックします。［OK］をクリックした場合は、Cisco Unified Communications Manager は、    
そのルート グループをルート グループ リストから削除します。 

（注） 該当するルート グループの横にあるチェックボックスをオンにして、［選択項目の削除］を 
クリックすると、［ルートグループの検索と一覧表示（Find and List Route Groups）］ウィン    
ドウから複数のルート グループを削除できます。［すべてを選択］をクリックして［選択項 
目の削除］をクリックすると、ウィンドウ内のすべてのルート グループを削除できます。

追加情報

P.36-10 の「関連項目」を参照してください。
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関連項目

ルート グループ

 • ルート グループの検索（P.36-2）

 • ルート グループの設定（P.36-4）

 • ルート グループの設定値（P.36-5）

 • ルート グループへのデバイスの追加（P.36-7）

 • ルート グループからのデバイスの削除（P.36-8）

 • ルート グループの削除（P.36-9）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「ルート プランの概要」

ルート リスト

 • ルート リストの追加（P.37-3）

 • ルート リストへのルート グループの追加（P.37-5）
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37
ルート リストの設定

ルート リストは、優先順位が指定されている 1 組のルート グループに関連付けられます。また、    
ルート リストは、1 つ以上のルート パターンに関連付けられ、そのルート グループがアクセスさ    
れる順位を決定します。この順位は、発信コールに使用可能なデバイスを検索するときの進行を制

御します。 

ルート リストには、ルート グループだけを入れることができます。

各ルート リストには、少なくとも 1 つのルート グループを入れる必要があります。各ルート グルー     
プには、少なくとも 1 つのデバイス、たとえば、使用可能なゲートウェイが含まれます。Cisco  
Unified Communications Manager は、デバイス タイプに基づいて、各ルート グループ内で、一部ま     
たはすべてのポートをリソースとして選択できます。一部のデバイス（たとえば、デジタル アクセ 
ス）では、すべてのポートの選択しかできません。

ルート グループは、任意の数のルート リストに追加できます。

ルート リストの追加または削除、リスト内のルート グループの追加、削除、または順序の変更を  
するには、次のトピックを参照してください。

 • ルート リストの検索（P.37-2）

 • ルート リストの追加（P.37-3）

 • ルート リストへのルート グループの追加（P.37-5）

 • ルート リストからのルート グループの削除（P.37-7）

 • ルート リスト内のルート グループの順位の変更（P.37-8）

 • ルート リストの削除（P.37-9）
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ルート リストの検索
ネットワーク内にはいくつかのルート リストが存在することがあるので、Cisco Unified  
Communications Manager では、固有の条件を指定して、特定のルート リストを見つけることができ   
ます。ルート リストを見つけるには、次の手順を使用します。

（注） Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、ブラウザ セッションでの作業中は、ルー     
ト リストの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこのメニュー項目に戻っ 
てくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じたりしない限り、ルート リストの検索 
設定は保持されます。

手順

ステップ 1 ［コールルーティング］ >［ルート /ハント］ >［ルートリスト］の順に選択します。

［ルートリストの検索と一覧表示（Find and List Route Lists）］ウィンドウが表示されます。アクティ    
ブな（前回の）クエリーのレコードも、ウィンドウに表示されることがあります。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。 

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リスト ボック  
スから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。

ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。
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（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.37-10 の「関連項目」を参照してください。

ルート リストの追加
ルート リストを追加する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ［コールルーティング］ >［ルート /ハント］ >［ルートリスト］の順に選択します。

ステップ 2 ［新規追加］をクリックします。

ステップ 3 ［名前］フィールドに名前を入力します。この名前には、最長 50 文字の英数字を指定することがで  
き、スペース、ピリオド（.）、ハイフン（-）、および下線文字（_）を任意に組み合せて使用するこ
とが可能です。各ルート リスト名が、そのルート プランに固有の名前であることを確認してくだ  
さい。

ワンポイント・アドバイス ルート リストには、内容を簡潔に表す名前を使用してください。通常、CompanynameLocationCalltype 
の形式が、内容を簡潔に表し、ルート リストをすばやくかつ簡単に識別できる方式です。たとえ 
ば、「CiscoDallasMetro」は、Dallas の Cisco オフィスからの、LATA（Local Access Transport Area）      
間の無料コール用のルート リストを特定します。

［説明］フィールドに説明を追加します。

ステップ 4 ドロップダウン リスト ボックスで、Cisco Unified Communications Manager グループを選択します。

（注） ルート リストは、グループで最初の Cisco Unified Communications Manager（そのグループ     
のプライマリ Cisco Unified Communications Manager）に登録されます。
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（注） Cisco Unified Communications Manager が 1 つしか設定されていない Cisco Unified 
Communications Manager グループを選択すると、次の警告が表示されます。 
 

警告 :選択された Cisco Unified Communications Managerグループに Cisco Unified 
Communications Managerが 1つしか設定されていません。冗長性確保のための制御プロセ
スのため、2つ以上の Cisco Unified Communications Managerを含む Cisco Unified 
Communications Managerグループを選択してください。

ステップ 5 ［保存］をクリックして、このルート リストを追加します。

（注） コールを受信させるため、このルート リストにルート グループを少なくとも 1 つ追加する    
必要があることを示すポップアップ メッセージが表示されます。

［ルートリストの設定（Route List Configuration）］ウィンドウに、新しく追加されたルート リストが   
表示されます。

ステップ 6 新しいルート リストの［このルートリストを有効にする（Enable this Route List）］チェックボック    
スは、デフォルトでオンになっています。

このルート リストを使用不可にする場合は、このチェックボックスをオフにします。進行中のコー 
ルは影響を受けないが、このルート リストが追加のコールを受け付けなくなることを示す、ポップ 
アップ ウィンドウが表示されます。

ステップ 7 新しいルート リストに少なくとも 1 つのルート グループを追加します。

このリストにルート グループを追加するには、［ルートグループを追加］をクリックし、P.37-5 の  
「ルート リストへのルート グループの追加」のステップ 4 ～ステップ 8 を実行します。

（注） 着信側と発信側の変換情報を参照するには、このルート リストに属しているルート グルー  
プの名前をクリックします。ルート グループの名前は、［ルートリストの設定（Route List  
Configuration）］ウィンドウの一番下にある［ルートリスト詳細（Route List Details）］リス  
ト ボックスに表示されています。この操作によって、選択したルート グループの［ルート  
リスト詳細の設定（Route List Detail Configuration）］ウィンドウが表示されます。

追加情報

P.37-10 の「関連項目」を参照してください。
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ルート リストへのルート グループの追加
新規のルート リストまたは既存のルート リストに、ルート グループを追加することができます。   
ルート グループは、1 つ以上のルート リストに組み込むことができます。既存のルート リストに    
ルート グループを追加する手順は、次のとおりです。

（注） QSIG プロトコルを使用する MGCP ゲートウェイを含むルート グループ（QSIG ルート グループ）      
と、H.323 プロトコルを使用するゲートウェイを含むルート グループ（H.323 ルート グループ）を、    
同じルート リストに追加することはできません。詳細については、『Cisco Unified Communications   
Manager システム ガイド』の「ルート グループとルート リスト」を参照してください。

始める前に

この手順を実行する場合は、事前に少なくとも 1 つのルート グループを作成し、ルート リストを    
追加しておく必要があります。

手順

ステップ 1 ［コールルーティング］ >［ルート /ハント］ >［ルートリスト］の順に選択します。

ステップ 2 ルート グループを追加する先のルート リストを特定します。P.37-2 の「ルート リストの検索」を    
参照してください。

ステップ 3 ［ルートグループの追加］をクリックして、ルート グループを追加します。

［ルートリスト詳細の設定（Route List Detail Configuration）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 ［ルートグループ（Route Group）］ドロップダウン リスト ボックスから、ルート リストに追加する    
ルート グループを選択します。 

（注） ルート リストに QSIG ルート グループが含まれている場合、H.323 ルート グループはド      
ロップダウン リスト ボックスに表示されません。ルート グループに H.323 ルート グルー      
プが含まれている場合、QSIG ルート グループはドロップダウン リスト ボックスに表示さ    
れません。

ステップ 5 このルート グループを介してルーティングされるコールについて、発信側の番号を操作する必要が 
ある場合は、該当するフィールドで、発信側変換をセットアップします。

（注） 発信側変換の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の     
「発信側および着信側の変換」を参照してください。

ステップ 6 このルート グループを介してルーティングされるコールについて、ダイヤルされる数字を操作する 
必要がある場合は、該当するフィールドで、着信側変換をセットアップします。
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（注） 着信側変換の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の     
「着信側番号の変換設定値」を参照してください。

ステップ 7 ［保存］をクリックして、ルート グループを追加します。 

ウィンドウの下部にある［ルートリスト詳細（Route List Details）］リストに、ルート グループの詳   
細情報が表示されます。

ステップ 8 このリストにルート グループをさらに追加するには、［ルートグループの追加］をクリックし、ス 
テップ 3 ～ステップ 7 を実行します。 

ステップ 9 ルート リストへのルート グループの追加が終了したら、［保存］をクリックします。

ステップ 10［リセット］をクリックして、変更内容を有効にします。ポップアップ ウィンドウが表示されたら、 
［リセット］をクリックします。

追加情報

P.37-10 の「関連項目」を参照してください。
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ルート リストからのルート グループの削除
新規のルート リストまたは既存のルート リストから、ルート グループを削除することができます。   
既存のルート リストからルート グループを削除する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 メニューバーから［コールルーティング］ >［ルート /ハント］ >［ルートリスト］の順に選択します。

ステップ 2 削除するルート グループが入っているルート リストを特定します。P.37-2 の「ルート リストの検    
索」を参照してください。

ステップ 3 ［選択されたグループ（Selected Groups）］リストから、ルート グループ名を選択します。

（注） このリストから複数のルート グループを選択するには、Shift キーを押し、目的のルート グ   
ループをクリックしてください。

ステップ 4 ［選択されたグループ（Selected Groups）］リスト ボックスの下にある下矢印をクリックして、選択  
したルート グループを［削除されたグループ（Removed Groups）］リストに移動します。

ステップ 5 ルート グループを削除するには、［保存］をクリックします。ページがリフレッシュされたときに、 
そのルート グループがルート リストから削除されています。

ステップ 6 ［リセット］をクリックして、変更内容を有効にします。ポップアップ ウィンドウの［リセット］ 
をクリックします。

追加情報

P.37-10 の「関連項目」を参照してください。
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ルート リスト内のルート グループの順位の変更
Cisco Unified Communications Manager は、ルート リストに表示されている順に、ルート グループに      
アクセスします。ルート グループのアクセス順位を変更する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ［コールルーティング］ >［ルート /ハント］ >［ルートリスト］の順に選択します。

ステップ 2 ルート グループの順位を変更するルート リストを特定します。P.37-2 の「ルート リストの検索」    
を参照してください。

ステップ 3 ［選択されたグループ（Selected Groups）］リストから、ルート グループを選択します。

ステップ 4 リスト内でルート グループを上下に移動させるには、ルート グループを選択して、リスト ボック   
スの右側にある上矢印または下矢印をクリックします。

ステップ 5 ［保存］をクリックします。

（注） 着信側と発信側の変換情報については、左側にある［ルートリスト詳細（Route List Details）］  
リストのルート グループ アイコンまたはルート グループ名をクリックしてください。この   
操作により、対応するルート グループの［ルートリスト詳細の設定（Route List Detail   
Configuration）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 6 ［リセット］をクリックして、変更内容を有効にします。ポップアップ ウィンドウの［リセット］ 
をクリックします。

追加情報

P.37-10 の「関連項目」を参照してください。
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ルート リストの削除
Cisco Unified Communications Manager は、ルート リストをルート パターンに関連付けます。ルート      
リストがルート パターンに関連付けられている場合、そのリストは削除できません。ルート リス  
トを使用しているルート パターンを検索するには、［ルートリストの設定（Route List Configuration）］   
ウィンドウの［依存関係レコード］リンクをクリックします。依存関係レコードがシステムに対し

て使用可能になっていない場合、［依存関係レコード要約（Dependency Records Summary）］ウィン  
ドウにメッセージが表示されます。依存関係レコードの詳細については、P.A-4 の「依存関係レコー 
ドへのアクセス」を参照してください。

ヒント ルート グループとルート パターンを削除するには、まずルート パターンを削除し、次にルート リ    
ストを削除して、最後にルート グループを削除します。

ルート リストを削除する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ［コールルーティング］ >［ルート /ハント］ >［ルートリスト］の順に選択します。

ステップ 2 削除するルート リストを特定します。P.37-2 の「ルート リストの検索」を参照してください。

ステップ 3 ［選択項目の削除］をクリックします。

ルート リストを削除すると取り消せないことを警告するダイアログボックスが表示されます。

ステップ 4 ルート リストを削除するには、［OK］をクリックします。削除操作を取り消すには、［キャンセル］ 
をクリックします。

注意 ルート リストが 1 つ以上のルート パターンに関連付けられている場合、そのリストは削除できま    
せん。

追加情報

P.37-10 の「関連項目」を参照してください。
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関連項目
 • ルート リストの検索（P.37-2）

 • ルート リストの追加（P.37-3）

 • ルート リストへのルート グループの追加（P.37-5）

 • ルート リストからのルート グループの削除（P.37-7）

 • ルート リスト内のルート グループの順位の変更（P.37-8）

 • ルート リストの削除（P.37-9）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「ルート プランの概要」

 • 『Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド』の「プレゼンスとルート     
リストの連動について」



C H A P T E R

38-1
Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド     

OL-12525-01-J

38
ルート パターンの設定

ルート パターンは、アドレスを表す数字のストリングと、ルート リストまたはゲートウェイにコー  
ルをルート指定するように関連付けられた数字操作のセットから構成されています。このルート パ 
ターンは、ネットワークの設計に柔軟性をもたらします。ルート パターンは、ルート フィルタお  
よびルート リストと連動して、コールを特定のデバイスに誘導し、特定の数字パターンの組み込 
み、除外、または変更を行います。

ルート パターンの詳細については、『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の      
「ルート プランの概要」を参照してください。

ルート パターンを検索、追加、更新、コピー、または削除するには、次のトピックを参照してくだ 
さい。

 • ルート パターンの検索（P.38-2）

 • ルート パターンの設定（P.38-3）

 • ルート パターンの設定値（P.38-5）

 • ルート パターンの削除（P.38-13）
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ルート パターンの検索
ネットワーク内にはいくつかのルート パターンが存在することがあるので、Cisco Unified  
Communications Manager では、固有の条件を指定して、特定のルート パターンを見つけることがで   
きます。ルート パターンを見つけるには、次の手順を使用します。

（注） Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、ブラウザ セッションでの作業中は、ルー     
ト パターンの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこのメニュー項目に戻っ 
てくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じたりしない限り、ルート パターンの検 
索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 ［コールルーティング］ >［ルート /ハント］ >［ルートパターン］の順に選択します。

［ルートパターンの検索と一覧表示（Find and List Route Patterns）］ウィンドウが表示されます。ア    
クティブな（前回の）クエリーのレコードも、ウィンドウに表示されることがあります。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。 

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リスト ボック  
スから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。

ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。
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（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.38-14 の「関連項目」を参照してください。

ルート パターンの設定
ルート パターンを設定する手順は、次のとおりです。

始める前に

Cisco Unified Communications Manager で次の項目が設定されていることを確認してください。

 • ゲートウェイ

 • ルート リスト

 • パーティション（［<なし >］を使用しない場合）

 • ルート フィルタ（［<なし >］を使用しない場合）

ワンポイント・アドバイス ゲートウェイに 8XXX を割り当てると、電話番号 8000 ～ 8999 がすべて、そのゲートウェイの外に      
ルート指定されます。同様に、82XX は、電話番号 8200 ～ 8299 をルーティングします。ワイルド     
カードの詳細については、『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「特殊文字     
と設定値」を参照してください。

手順

ステップ 1 ［コールルーティング］ >［ルート /ハント］ >［ルートパターン］の順に選択します。

ステップ 2 次のいずれかの作業を行います。

 • 既存のルート パターンをコピーするには、対象となるルート パターンを見つけて（P.38-2 の   
「ルート パターンの検索」を参照）、コピーするルート パターンの横にある［コピー］ボタン  
をクリックし、ステップ 3 に進みます。

 • 新しいルート パターンを追加するには、［新規追加］ボタンをクリックし、ステップ 3 に進み   
ます。

 • 既存のルート パターンを更新するには、対象となるルート パターンを見つけて（P.38-2 の「ルー   
ト パターンの検索」を参照）、ステップ 3 に進みます。
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（注） ［ゲートウェイ /ルートリスト（Gateway/Route List）］フィールドの値を変更する場合は、［編 
集］リンクを選択する前に、［保存］をクリックしておく必要があります。［保存］をクリッ

クしておかないと、直前の［ゲートウェイ /ルートリスト（Gateway/Route List）］フィール 
ドにリンクします。

ステップ 3 表示される［ルートパターンの設定（Route Pattern Configuration）］ウィンドウで、適切な設定値を  
入力します（表 38-1 を参照）。

（注） ［ゲートウェイ /ルートリスト（Gateway/Route List）］フィールドの横にある［（編集）］リン 
クを使用すると、ゲートウェイが含まれているか、ルート リストが含まれているかに応じ 
て、［ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）］ウィンドウまたは［ルートリストの設 
定（Route List Configuration）］ウィンドウが確認のために表示されます。［ゲートウェイの  
設定（Gateway Configuration）］ウィンドウには、指定したゲートウェイに関連付けられて 
いるデバイスが表示されます。［ルートリストの設定（Route List Configuration）］ウィンド  
ウには、指定したルート リストに関連付けられているルート グループが表示されます。

ステップ 4 ［保存］をクリックします。

追加情報

P.38-14 の「関連項目」を参照してください。
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ルート パターンの設定値
表 38-1 では、［ルートパターンの設定（Route Pattern Configuration）］ウィンドウ内の使用可能な   
フィールドについて説明します。

表 38-1 ルート パターンの設定値 

フィールド 説明

［パターン定義（Pattern Definition）］

［ルートパターン 

（Route Pattern）］
数字とワイルドカード（スペースを使用しない）を含むルート パ 
ターンを入力します。たとえば、NANP では、通常のローカル ア  
クセスの場合は 9.@ を、通常のプライベート ネットワーク番号計   
画の場合は 8XXX を入力します。大文字の A、B、C、および D を     
指定できます。

（注） 選択したパーティション、ルート フィルタ、および番号計 
画の組み合せを使用するディレクトリ ルート パターンが  
固有のものであることを確認してください。重複エントリ
を示すエラーが表示された場合は、ルート パターン、トラ 
ンスレーション パターン、電話番号、コール パーク番号、  
コール ピックアップ番号、メッセージ受信のオン / オフ、 
またはミートミー番号をチェックしてください。また、必
要に応じてルート プラン レポートもチェックしてくださ  
い。

 • ワイルドカードの詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager システム ガイド』の「ルート パター
ンとハント パイロット内のワイルドカードと特殊文字」を参
照してください。
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［ルートパーティション

（Route Partition）］
パーティションを使用してルート パターンへのアクセスを制限す 
る場合は、ドロップダウン リスト ボックスから適切なパーティ  
ションを選択します。ルート パターンへのアクセスを制限しない 
場合は、パーティションの代わりに［<なし >］を選択します。パー
ティションの使用方法の詳細については、P.45-1 の「パーティショ 
ンの設定」を参照してください。

Max List Box Items エンタープライズ パラメータを使用して、この     
ドロップダウン リスト ボックスで表示するパーティションの数を  
設定することができます。Max List Box Items エンタープライズ パ     
ラメータで指定した数よりも多くのパーティションが存在する場

合、ドロップダウン リスト ボックスの横に［検索］ボタンが表示  
されます。［検索］ボタンをクリックして、［パーティションの検索

と一覧表示（Find and List Partitions）］ウィンドウを表示します。   
P.45-2 の「パーティションの検索」の手順に従って、パーティショ 
ン名を検索し、選択します。

（注） リスト ボックスの最大項目を設定するには、［システム］ >
［エンタープライズパラメータ］の順に選択し、
［CCMAdmin Parameters］を選択します。

（注） ルート パターン、ルート フィルタ、およびパーティション  
の組み合せが、Cisco Unified Communications Manager クラ    
スタ内で固有であることを確認してください。

［説明（Description）］ ルート パターンの説明を入力します。

［番号計画（Numbering Plan）］番号計画を選択します。

［ルートフィルタ 

（Route Filter）］
ルート パターンにワイルドカード @ が含まれている場合は、ルー   
ト フィルタを選択できます。オプションでルート フィルタを選択  
すると、所定の番号パターンが制限されます。

表示されるルート フィルタは、［番号計画（Numbering Plan）］ド  
ロップダウン リスト ボックスで選択する番号計画によって異なり  
ます。

Max List Box Items エンタープライズ パラメータを使用して、この     
ドロップダウン リスト ボックスで表示する項目数を設定すること  
ができます。Max List Box Items エンタープライズ パラメータで指     
定した数よりも多くのルート フィルタが存在する場合、ドロップ 
ダウン リスト ボックスの横に［検索］ボタンが表示されます。［検  
索］ボタンをクリックして、［ルートフィルタの検索と一覧表示

（Find and List Route Filters）］ウィンドウを表示します。P.35-2 の     
「ルート フィルタの検索」の手順に従って、ルート フィルタ名を検  
索し、選択します。

（注） リスト ボックスの最大項目を設定するには、［システム］ >
［エンタープライズパラメータ］の順に選択し、
［CCMAdmin Parameters］を選択します。

表 38-1 ルート パターンの設定値（続き）

フィールド 説明
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［MLPP優先度 
（MLPP Precedence）］

ドロップダウン リスト ボックスで、このルート パターンに対する   
MLPP 優先度の設定を次の中から選択します。

 • ［エクゼクティブオーバーライド］：MLPP コールに、一番高い 
優先度を設定します。

 • ［フラッシュオーバーライド］：MLPP コールに、2 番目に高い  
優先度を設定します。

 • ［フラッシュ］：MLPP コールに、3 番目に高い優先度を設定し  
ます。 

 • ［即時］：MLPP コールに、4 番目に高い優先度を設定します。

 • ［プライオリティ］：MLPP コールに、5 番目に高い優先度を設  
定します。

 • ［標準］：MLPP コールに、一番低い優先度を設定します。

 • ［デフォルト］：着信の優先レベルは上書きされず、そのまま渡
されます。

（注） 詳細については、『Cisco Unified Communications Manager 機    
能およびサービス ガイド』の「Multilevel Precedence and   
Preemption」の章にある「優先順位」を参照してください。

［ゲートウェイ / ルートリス
ト（Gateway/Route List）］

ルート パターンを追加するゲートウェイまたはルート リストを選  
択します。

（注） ゲートウェイがルート グループに含まれている場合、その 
ゲートウェイはドロップダウン リスト ボックスに表示さ  
れません。このドロップダウン リスト ボックスでゲート  
ウェイが選択されると、Cisco Unified Communications  
Manager はそのゲートウェイ内のポート全部を使用してこ 
のルート パターンをルーティングまたはブロックします。 
この操作は、MGCP ゲートウェイには適用されません。

［ルートオプション 

（Route Option）］
この［ルートオプション（Route Option）］の指定内容が、このルー 
ト パターンをコールのルーティング（9.@ や 8［2-9］XX など）、ま    
たはコールのブロックに使用するかどうかを示します。［このパ

ターンをルーティング（Route this pattern）］または［このパターン  
をブロック（Block this pattern）］オプション ボタンを選択してくだ   
さい。

［このパターンをブロック（Block this pattern）］オプション ボタン   
を選択した場合、このルート パターンをコールのブロックに使用 
する理由を選択する必要があります。ドロップダウン リスト ボッ  
クスから値を選択します。

 • ［エラーなし］

 • ［未割り当ての番号］

 • ［コールの拒否］

 • ［番号の変更］

 • ［番号形式が無効］

 • ［優先レベルの超過］

表 38-1 ルート パターンの設定値（続き）

フィールド 説明
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［コールの分類 

（Call Classification）］
［コールの分類（Call Classification）］は、このルート パターンを介  
してルート指定されるコールが、ローカル ネットワーク上にない 
（［オフネット］）と見なされるか、ある（［オンネット］）と見なさ

れるかを示します。デフォルト値は［オフネット］です。ルート パ 
ターンを追加する場合は、［外部ダイヤルトーンの提供（Provide
Outside Dial Tone）］チェックボックスをオフにすると、［コールの  
分類（Call Classification）］が［オンネット］に設定されます。

［デバイスの上書きを許可

（Allow Device Override）］
このチェックボックスは、デフォルトでオフになっています。この

チェックボックスをオンにすると、関連ゲートウェイまたはトラン

ク上で、発信コールが［オフネット］または［オンネット］である

と見なすように設定された［コールの分類（Call Classification）］設 
定値が使用されます。

［外部ダイヤルトーンの提供

（Provide Outside Dial Tone）］
外部ダイヤル トーンを提供するには、このチェックボックスをオ 
ンにします。ネットワーク内のコールをルーティングする場合は、

このチェックボックスをオフのままにしておきます。

［オーバーラップ送信を許可

（Allow Overlap Sending）］
オーバーラップ送信が有効になっている場合、Cisco Unified 
Communications Manager は、コールを PSTN に渡すときに PSTN の      
オーバーラップ送信に依存して、収集する数字の数とコールのルー

ティング先を決定します。オーバーラップ送信をサポートしている

PSTN にコールをルーティングするゲートウェイまたはルート リ  
ストに割り当てられていると思われる各ルート パターンに対して、 
このチェックボックスをオンにします。

Cisco Unified Communications Manager はユーザにコードを求めるタ    
イミングを決定できないため、CMC および FAC 機能はオーバー   
ラップ送信をサポートしていません。［FACが必須（Require Forced 
Authorization Code）］または［CMCが必須（Require Client Matter   
Code）］チェックボックスをオンにすると、［オーバーラップ送信
を許可（Allow Overlap Sending）］チェックボックスは使用不可に  
なります。 

［緊急優先（Urgent Priority）］ ダイヤル プランに重複したルート パターンが含まれる場合、Cisco  
Unified Communications Manager は桁間タイマーが時間切れになる   
までコールをルーティングしません（検索結果を基準にして数字列

をダイヤルできる場合を含む）。Cisco Unified Communications  
Manager がすぐにコールをルーティングする必要がある場合は、こ 
のチェックボックスをオンにして、桁間タイミングを中断します。

［FACが必須（Require Forced 
Authorization Code）］

このルート パターンで Forced Authorization Code を使用する場合     
は、このチェックボックスをオンにします。

Cisco Unified Communications Manager はユーザにコードを求めるタ    
イミングを決定できないため、FAC 機能はオーバーラップ送信をサ 
ポートしていません。［オーバーラップ送信を許可（Allow Overlap 
Sending）］チェックボックスをオンにすると、［FACが必須（Require
Forced Authorization Code）］チェックボックスは使用不可になり  
ます。

表 38-1 ルート パターンの設定値（続き）

フィールド 説明
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［認証レベル（Authorization
Level）］

ルート パターンの許可レベルを入力します。このフィールドに指 
定する数値によって、このルート パターンを介して正常にコール 
をルート指定するために必要な最小限の許可レベルが決まります。

ヒント 許可コードをアクティブにするには、［FACが必須 
（Require Forced Authorization Code）］チェックボックス   
をオンにする必要があります。このチェックボックスを
オンにしない場合、ルート パターンの挿入時に、許可 
コードをアクティブにできないことを知らせるメッセー
ジが表示されます。コードをアクティブにするには、
［キャンセル］をクリックし、［FACが必須（Require Forced 

Authorization Code）］チェックボックスをオンにして、 
［挿入］をクリックします。後でコードをアクティブにす
るには、［OK］をクリックします。 

［CMCが必須（Require Client 
Matter Code）］

このルート パターンで Client Matter Code を使用する場合は、この     
チェックボックスをオンにします。

Cisco Unified Communications Manager はユーザにコードを求めるタ    
イミングを決定できないため、CMC 機能はオーバーラップ送信を 
サポートしていません。［オーバーラップ送信を許可（Allow Overlap 
Sending）］チェックボックスをオンにすると、［CMC が必須

（Require Client Matter Code）］チェックボックスは使用不可になり   
ます。

［発呼側変換（Calling Party Transformations）］

［発呼側の外線電話番号マス

クを使用（Use Calling Party's 
External Phone Number 
Mask）］

発信コールで完全な外線電話番号を CLID（発呼側回線 ID）に使用  
する場合は、このチェックボックスをオンにします。また、すべて

の電話機で外線電話番号マスクを設定することもできます。

（注） ルート リスト内のルート グループに割り当てられる発信  
側変換設定値は、そのリストに関連したルート パターンに 
割り当てられている発信側変換設定値をすべて上書きしま
す。

［発呼側変換マスク（Calling
Party Transform Mask）］

変換マスク値を入力します。NANP の有効な入力値は、0 ～ 9 の数    
字、ワイルドカード文字 X、アスタリスク（*）、シャープ（#）、大 
文字の A、B、C、D、およびブランクです。このフィールドがブラ 
ンクのときに、上記のフィールド（［発呼側の外線電話番号マスク

を使用（Use Calling Party's External Phone Number Mask）］）がオフの      
場合、発信側変換は行われません。詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager システム ガイド』の「発信側番号の変換設   
定値」を参照してください。

表 38-1 ルート パターンの設定値（続き）

フィールド 説明
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［プレフィックス番号（Prefix
Digits、発信コール）］

［プレフィックス番号（Prefix Digits、発信コール）］フィールドに、 
プレフィックス番号を入力します。NANP の有効な入力値は、0 ～  
9 の数字、ワイルドカード文字、アスタリスク（*）、シャープ（#）、 
大文字の A、B、C、D、およびブランクです。

（注） 付加されたプレフィックス番号は、割り当てられたデバイ
スにルート指定される電話番号に影響を与えません。

［発呼側回線 IDの表示
（Calling Line ID 

Presentation）］

Cisco Unified Communications Manager は補助的なサービスとして、    
CLIP/CLIR（発信側の回線 ID 表示）を使用します。これは、コー  
ルごとに発信者の電話番号を許可、または制限します。

このルート パターンに対して、Cisco Unified Communications 
Manager が発信側電話番号を着信側の番号表示画面で表示するか
どうかを選択します。 

発信側の回線 ID 表示を変更しない場合は、［デフォルト］を選択し  
ます。Cisco Unified Communications Manager で発信側の電話番号が    
表示されるようにする場合は、［許可］を選択します。Cisco Unified 
Communications Manager が発信側の電話番号を表示しないように  
する場合は、［非許可］を選択します。

このフィールドの詳細については、『Cisco Unified Communications  
Manager システム ガイド』の「発信側番号の変換設定値」の項にあ  
る表 15-6 を参照してください。

［発呼名プレゼンテーション

（Calling Name Presentation）］
Cisco Unified Communications Manager は補助的なサービスとして、    
CNIP/CNIR（発信側の名前表示）を使用します。これは、コールご
とに発信者の名前を許可、または制限します。

このルート パターンに対して、Cisco Unified Communications   
Manager が発信側の名前を着信側の番号表示画面で表示するかど 
うかを選択します。 

発信側の名前表示を変更しない場合は、［デフォルト］を選択しま

す。Cisco Unified Communications Manager で発信側の名前情報を表    
示させる場合は、［許可］を選択します。Cisco Unified Communications  
Manager が発信側の名前情報を表示しないようにする場合は、［非 
許可］を選択します。

このフィールドの詳細については、『Cisco Unified Communications  
Manager システム ガイド』の「発信側番号の変換設定値」の項にあ  
る表 15-6 を参照してください。

表 38-1 ルート パターンの設定値（続き）

フィールド 説明



第 38章      ルート パターンの設定
ルート パターンの設定値 

38-11
Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド     

OL-12525-01-J

［接続側変換（Connected Party Transformations）］

［接続回線 IDプレゼンテー
ション（Connected Line ID 
Presentation）］

Cisco Unified Communications Manager は補助的なサービスとして、    
COLP/COLR（接続側の回線 ID 表示）を使用します。これは、コー  
ルごとに着信側の電話番号を許可、または制限します。

このルート パターンに対して、Cisco Unified Communications   
Manager が接続側電話番号を発信側の番号表示画面に表示するか 
どうかを選択します。 

接続側の回線 ID 表示を変更しない場合は、［デフォルト］を選択し  
ます。接続側の電話番号を表示する場合は、［許可］を選択します。

Cisco Unified Communications Manager が接続側の電話番号を表示し    
ないようにする場合は、［非許可］を選択します。

このフィールドの詳細については、『Cisco Unified Communications  
Manager システム ガイド』の「接続先情報の表示設定と制限設定」  
の項にある表 15-9 を参照してください。

［接続名プレゼンテーション

（Connected Name 
Presentation）］

Cisco Unified Communications Manager は補助的なサービスとして、    
CONP/CONR（接続側の名前表示）を使用します。これは、コール
ごとに着信側の名前を許可、または制限します。

このルート パターンに対して、Cisco Unified Communications   
Manager が接続側の名前を発信側の番号表示画面で表示するかど 
うかを選択します。

接続側の名前表示を変更しない場合は、［デフォルト］を選択しま

す。接続側の名前を表示する場合は、［許可］を選択します。Cisco
Unified Communications Manager が接続側の名前を表示しないよう   
にする場合は、［非許可］を選択します。

このフィールドの詳細については、『Cisco Unified Communications  
Manager システム ガイド』の「接続先情報の表示設定と制限設定」  
の項にある表 15-9 を参照してください。

［着信側変換（Called Party Transformations）］

［番号の削除 

（Discard Digits）］
［番号の削除（Discard Digits）］ドロップダウン リスト ボックスか   
ら、このルート パターンに関連付ける数字破棄命令を選択します。 
表示される数字破棄命令は、［番号計画（Numbering Plan）］ドロッ 
プダウン リスト ボックスで選択する番号計画によって異なりま  
す。北米番号計画の数字破棄命令の詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager システム ガイド』の「数字破棄命令」を参   
照してください。

（注） ルート リスト内のルート グループに割り当てられる着信  
側変換設定値は、そのリストに関連したルート パターンに 
割り当てられている着信側変換設定値をすべて上書きしま
す。

表 38-1 ルート パターンの設定値（続き）

フィールド 説明
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追加情報

P.38-14 の「関連項目」を参照してください。

［着信側変換マスク（Called
Party Transform Mask）］

変換マスク値を入力します。NANP の有効な入力値は、0 ～ 9 の数    
字、ワイルドカード文字 X、アスタリスク（*）、シャープ（#）、大 
文字の A、B、C、D、およびブランクです。このフィールドがブラ 
ンクである場合、変換は行われません。Cisco Unified Communications  
Manager は、ダイヤルされたとおりの数字を正確に送信します。

［プレフィックス番号（Prefix
Digits、発信コール）］

［プレフィックス番号（Prefix Digits、発信コール）］フィールドに、 
プレフィックス番号を入力します。NANP の有効な入力値は、0 ～  
9 の数字、ワイルドカード文字、アスタリスク（*）、シャープ（#）、 
大文字の A、B、C、D、およびブランクです。

（注） 付加されたプレフィックス番号は、割り当てられたデバイ
スにルート指定される電話番号に影響を与えません。

［ISDNネットワーク固有ファシリティの情報要素（ISDN Network-Specific Facilities Information 
Element）］

［ネットワークサービスプロ

トコル（Network Service 
Protocol）］

［ネットワークサービスプロトコル（Network Service Protocol）］ド  
ロップダウン リスト ボックスから、着側ゲートウェイのプロトコ  
ルと一致する PRI プロトコルを選択します。

［通信事業者識別コード

（Carrier Identification Code）］
該当する通信事業者識別コード（0、3、または 4 桁）を［通信事業  
者識別コード（Carrier Identification Code）］フィールドに入力しま  
す。通信事業者識別コードを使用すると、お客様は長距離電話会社

のサービスにアクセスできます。 

次のリストは、よく使用される通信事業者識別コードの例です。

 • ATT：0288

 • Sprint：0333

 • WorldCom/MCI：0222

NANP 通信事業者識別コードの完全なリストは、
http://www.nanpa.com/ を参照してください。

［ネットワークサービス

（Network Service）］
適切なネットワーク サービスを選択します。この値は、［ネット 
ワークサービスプロトコル（Network Service Protocol）］フィールド  
で選択したネットワーク サービス プロトコルによって異なりま  
す。

［サービスパラメータ名

（Service Parameter Name）］
このフィールドには、選択したネットワーク サービスに関連する 
サービス パラメータ名が表示されます。ネットワーク サービスの  
サービス パラメータが存在しない場合、このフィールドには［<存 
在しない >］が表示されます。

［サービスパラメータ値

（Service Parameter Value）］
適切なサービス パラメータ値を入力します。有効な入力値は、0 ～  
9 の数字です。ネットワーク サービスのサービス パラメータが存   
在しない場合、このフィールドは Cisco Unified Communications   
Manager の管理ページによって無効にされます。

表 38-1 ルート パターンの設定値（続き）

フィールド 説明
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ルート パターンの削除
ルート パターンを削除する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ［コールルーティング］ >［ルート /ハント］ >［ルートパターン］の順に選択します。

ステップ 2 削除するルート パターンを見つけます。P.38-2 の「ルート パターンの検索」を参照してください。

ステップ 3 削除するルート パターンのチェックボックスをオンにして、［選択項目の削除］をクリックします。

この操作を実行すると取り消せないことを確認するメッセージが表示されます。

ステップ 4 ルート パターンを削除するには、［OK］をクリックします。削除操作を取り消すには、［キャンセ 
ル］をクリックします。

ヒント ルート パターンの削除は、削除するルート パターンを特定して表示し、［削除］をクリッ  
クすることによっても実行できます。

追加情報

P.38-14 の「関連項目」を参照してください。
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関連項目
 • ルート パターンの検索（P.38-2）

 • ルート パターンの設定（P.38-3）

 • ルート パターンの設定値（P.38-5）

 • ルート パターンの削除（P.38-13）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「ルート パターンとハント パイロッ       
ト内のワイルドカードと特殊文字」

 • ルート フィルタの設定（P.35-3）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「ルート プランの概要」
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39
回線グループの設定

回線グループの設定では、電話番号が選択される順序を指定します。Cisco Unified Communications  
Manager は、コール分配アルゴリズムおよび［RNA 復帰タイムアウト（RNA Reversion Timeout）］   
設定に基づいて、回線グループのアイドルまたは対応可能状態のメンバーに対して、コールを分配

します。

回線グループの追加または削除、回線グループへの電話番号の追加、回線グループからの電話番号

の削除については、次のトピックを参照してください。

 • 回線グループの検索（P.39-2）

 • 回線グループの設定（P.39-4）

 • 回線グループの設定値（P.39-5）

 • 回線グループへのメンバーの追加（P.39-10）

 • 回線グループからのメンバーの削除（P.39-11）

 • 回線グループの削除（P.39-12）
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回線グループの検索
ネットワーク内にはいくつかの回線グループが存在することがあるので、Cisco Unified 
Communications Manager では、固有の条件を指定して、特定の回線グループを見つけることができ
ます。回線グループを見つける手順は、次のとおりです。

（注） Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、ブラウザ セッションでの作業中は、回線     
グループの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこのメニュー項目に戻って

くる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じたりしない限り、回線グループの検索設定

は保持されます。

手順

ステップ 1 ［コールルーティング］ >［ルート /ハント］ >［回線グループ］の順に選択します。

［回線グループの検索と一覧表示（Find and List Line Groups）］ウィンドウが表示されます。アクティ    
ブな（前回の）クエリーのレコードも、ウィンドウに表示されることがあります。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • ドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。 

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リスト ボック  
スから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。

ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。
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（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.39-13 の「関連項目」を参照してください。
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回線グループの設定
回線グループを設定する手順は、次のとおりです。

始める前に

この手順を実行する場合は、事前に少なくとも 1 つの電話番号を指定しておく必要があります。

手順

ステップ 1 ［コールルーティング］ >［ルート /ハント］ >［回線グループ］の順に選択します。

ステップ 2 次のいずれかの作業を行います。

 • 既存の回線グループをコピーするには、対象となる回線グループを見つけて（P.39-2 の「回線 
グループの検索」を参照）、コピーする回線グループの横にある［コピー］ボタンをクリック

し、ステップ 3 に進みます。

 • 新しい回線グループを追加するには、［新規追加］ボタンをクリックし、ステップ 3 に進みます。

 • 既存の回線グループを更新するには、対象となる回線グループを見つけて（P.39-2 の「回線グ 
ループの検索」を参照）、ステップ 3 に進みます。

ステップ 3 表示される［回線グループの設定（Line Group Configuration）］ウィンドウで、［回線グループ名  
（Line Group Name）］フィールドに名前を入力します。この名前には、最長 50 文字の英数字を指定    
することができ、スペース、ピリオド（.）、ハイフン（-）、および下線文字（_）を任意に組み合せ
て使用することが可能です。各回線グループ名が、そのルート プランに固有の名前であることを確 
認してください。

ワンポイント・アドバイス 回線グループには、内容を簡潔に表す名前を使用してください。通常、CompanynameLocationGroup
の形式が、内容を簡潔に表し、回線グループをすばやくかつ簡単に識別できる方式です。たとえば、

「CiscoDallasAA1」は、Dallas にある Cisco オフィス用の Cisco Access Analog 回線グループを示しま       
す。

ステップ 4 適切な設定値を選択します（表 39-1 を参照）。

ステップ 5 ［保存］をクリックして、この回線グループを追加または更新します。

追加情報

P.39-13 の「関連項目」を参照してください。
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回線グループの設定値
表 39-1 では、回線グループの設定値について説明します。

表 39-1 回線グループの設定値 

フィールド 説明

［回線グループ情報（Line Group Information）］

［回線グループ名（Line Group 
Name）］

この回線グループの名前を入力します。この名前には、最長 50 文  
字の英数字を指定することができ、スペース、ピリオド（.）、ハイ
フン（-）、および下線文字（_）を任意に組み合せて使用すること
が可能です。各回線グループ名が、そのルート プランに固有の名 
前であることを確認してください。

［RNA復帰タイムアウト
（RNA Reversion Timeout）］

コールの応答がない場合や、最初のハント オプション（［次のメン 
バへ、その後ハントリスト内の次のグループへ］）が選択されてい

る場合に、この回線グループで次に対応可能またはアイドル状態の

メンバー、または次の回線グループに対して、Cisco Unified 
Communications Manager がコールの分配を開始するまでの時間を、  
秒単位で入力します。［RNA 復帰タイムアウト（RNA Reversion 
Timeout）］は、回線グループ レベルで、すべてのメンバーに適用さ 
れます。

［分配アルゴリズム

（Distribution Algorithm）］
ドロップダウン リスト ボックスで、回線グループ レベルで適用さ   
れる次の分配アルゴリズムのオプションを選択します。

 • ［優先度順］：この分配アルゴリズムを選択すると、回線グルー
プでアイドルまたは対応可能状態にある最初のメンバーから

最後のメンバーまで、Cisco Unified Communications Manager が    
メンバーに対してコールを分配します。

 • ［ラウンドロビン］：この分配アルゴリズムを選択すると、Cisco
Unified Communications Manager は、アイドルまたは対応可能状   
態のメンバーに対するコールの分配を、回線グループの（n+1）
番目のメンバーから開始します。n 番目のメンバーは、Cisco 
Unified Communications Manager が最後にコールを延長したメ   
ンバーです。n 番目のメンバーが、回線グループの最後のメン 
バーの場合、Cisco Unified Communications Manager は回線グ    
ループの先頭からコールの分配を開始します。

 • ［最長アイドル時間］：この分配アルゴリズムを選択すると、回
線グループでアイドル時間が最長のメンバーから最短のメン

バーまで、Cisco Unified Communications Manager がアイドル状    
態のメンバーだけにコールを分配します。

 • ［ブロードキャスト］：この分配アルゴリズムを選択すると、
Cisco Unified Communications Manager は、回線グループでアイ    
ドルまたは対応可能状態のすべてのメンバーに対して、同時に

コールを分配します。ブロードキャスト分配アルゴリズムを使

用する場合のその他の制限事項については、［選択された DN/
ルートパーティション（Selected DN/Route Partition）］ フィール   
ドの説明にある注を参照してください。

デフォルト値は、［最長アイドル時間］です。
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［ハントオプション（Hunt Options）］

［応答なし（No Answer）］ 任意の分配アルゴリズムに対して、応答のない回線グループのメン

バーにコールが分配されている場合に使用する Cisco Unified  
Communications Manager のハント オプションを選択します。このオ   
プションは、メンバー レベルで適用されます。ドロップダウン リ  
スト ボックスから、次のオプションを選択します。

 • ［次のメンバへ、その後ハントリスト内の次のグループへ］：こ
のハント オプションを選択すると、回線グループでアイドルま 
たは対応可能状態にある最初のメンバーから最後のメンバー

まで、Cisco Unified Communications Manager がメンバーに対し    
てコールを分配します。分配に失敗した場合、Cisco Unified 
Communications Manager はハント リスト内の次の回線グルー   
プに対して分配を試行します。

 • ［次のメンバへ、ただし次のグループにはハントしない］：この
ハント オプションを選択すると、回線グループでアイドルまた 
は対応可能状態にある最初のメンバーから最後のメンバーま

で、Cisco Unified Communications Manager がメンバーに対して    
コールを分配します。現在の回線グループの最後のメンバーに

到達すると、Cisco Unified Communications Manager は分配を停    
止します。

 • ［残りのメンバにハントせず、すぐに次のグループへ］：このハ
ント オプションを選択すると、この回線グループの最初のメン 
バーに対する分配の試行時間が［RNA復帰タイムアウト（RNA
Reversion Timeout）］の設定値を経過した場合、Cisco Unified  
Communications Manager が残りのメンバーをスキップします。  
Cisco Unified Communications Manager は、そのままハント リス     
ト内の次の回線グループへと試行を継続します。

 • ［ハント中止］：このハント オプションを選択すると、 
Cisco Unified Communications Manager は、この回線グループの    
最初のメンバー、およびコールに応答しないメンバーに対して

コールの分配を試行した後、ハントを停止します。

表 39-1 回線グループの設定値（続き）

フィールド 説明
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［話し中（Busy）］ 任意の分配アルゴリズムに対して、ビジー状態の回線グループのメ

ンバーにコールが分配されている場合に使用する Cisco Unified  
Communications Manager のハント オプションを選択します。ドロッ   
プダウン リスト ボックスから、次のオプションを選択します。

 • ［次のメンバへ、その後ハントリスト内の次のグループへ］：こ
のハント オプションを選択すると、回線グループでアイドルま 
たは対応可能状態にある最初のメンバーから最後のメンバー

まで、Cisco Unified Communications Manager がメンバーに対し    
てコールを分配します。分配に失敗した場合、Cisco Unified 
Communications Manager はハント リスト内の次の回線グルー   
プに対して分配を試行します。

 • ［次のメンバへ、ただし次のグループにはハントしない］：この
ハント オプションを選択すると、回線グループでアイドルまた 
は対応可能状態にある最初のメンバーから最後のメンバーま

で、Cisco Unified Communications Manager がメンバーに対して    
コールを分配します。現在の回線グループの最後のメンバーに

到達すると、Cisco Unified Communications Manager は分配を停    
止します。

 • ［残りのメンバにハントせず、すぐに次のグループへ］：このハ
ント オプションを選択すると、ビジー状態のメンバーがいた場 
合、Cisco Unified Communications Manager はこの回線グループ    
の残りのメンバーをスキップします。 

Cisco Unified Communications Manager は、そのままハント リス     
ト内の次の回線グループへと試行を継続します。

 • ［ハント中止］：このハント オプションを選択すると、 
Cisco Unified Communications Manager は、この回線グループで    
ビジー状態の最初のメンバーに対してコールの分配を試行し

た後、ハントを停止します。

表 39-1 回線グループの設定値（続き）

フィールド 説明
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［使用不可（Not Available）］ 任意の分配アルゴリズムに対して、使用不可の回線グループのメン

バーにコールが分配されている場合に使用する Cisco Unified  
Communications Manager のハント オプションを選択します。［使用   
不可（Not Available）］状態が発生するのは、該当する DN に関連付   
けられている電話機が、すべて未登録である場合です。また、エク

ステンション モビリティを使用しているときに、DN またはユーザ  
がログインしていない場合も［使用不可（Not Available）］になりま 
す。ドロップダウン リスト ボックスから、次のオプションを選択  
してください。

 • ［次のメンバへ、その後ハントリスト内の次のグループへ］：こ
のハント オプションを選択すると、回線グループでアイドルま 
たは対応可能状態にある最初のメンバーから最後のメンバー

まで、Cisco Unified Communications Manager がメンバーに対し    
てコールを分配します。分配に失敗した場合、Cisco Unified 
Communications Manager はハント リスト内の次の回線グルー   
プに対して分配を試行します。

 • ［次のメンバへ、ただし次のグループにはハントしない］：この
ハント オプションを選択すると、回線グループでアイドルまた 
は対応可能状態にある最初のメンバーから最後のメンバーま

で、Cisco Unified Communications Manager がメンバーに対して    
コールを分配します。現在の回線グループの最後のメンバーに

到達すると、Cisco Unified Communications Manager は分配を停    
止します。

 • ［残りのメンバにハントせず、すぐに次のグループへ］：このハ
ント オプションを選択すると、最初の使用不可のメンバーがい 
た場合、Cisco Unified Communications Manager はこの回線グ    
ループの残りのメンバーをスキップします。Cisco Unified 
Communications Manager は、そのままハント リスト内の次の回   
線グループへと試行を継続します。

 • ［ハント中止］：このハント オプションを選択すると、 
Cisco Unified Communications Manager は、この回線グループで    
使用不可の最初のメンバーに対してコールの分配を試行した

後、ハントを停止します。

［回線グループメンバー情報（Line Group Member Information）］

［回線グループに追加する電話番号の検索（Find Directory Numbers to Add to Line Group）］

［パーティション（Partition）］ドロップダウン リスト ボックスから、この回線グループのルート  
パーティションを選択します。デフォルト値は、［<なし >］です。

［検索］をクリックすると、［使用可能 DN/ ルートパーティション
（Available DN/Route Partition）］リスト ボックスに、選択されたパー   
ティションに属する電話番号（DN）がすべて表示されます。

［次を含む電話番号

（Directory Number Contains）］
検索する電話番号に含まれる文字を入力し、［検索］ボタンをクリッ

クします。入力した文字と一致する電話番号が［使用可能 DN/ルー
トパーティション（Available DN/Route Partition）］ボックスに表示  
されます。

［使用可能 DN/ルートパー
ティション（Available 
DN/Route Partition）］

［使用可能DN/ルートパーティション（Available DN/Route Partition）］  
リスト ボックスで電話番号を選択し、［回線グループに追加］をク 
リックして、その電話番号を［選択された DN/ルートパーティショ
ン（Selected DN/Route Partition）］リスト ボックスに追加します。

表 39-1 回線グループの設定値（続き）

フィールド 説明
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追加情報

P.39-13 の「関連項目」を参照してください。

［現在の回線グループメンバ（Current Line Group Members）］

［選択された DN/ルート
パーティション（Selected 
DN/Route Partition）］

電話番号の優先順位を変更するには、［選択された DN/ルートパー
ティション（Selected DN/Route Partition）］リスト ボックス内の電話   
番号を選択します。そのリスト ボックスの右側にある矢印をクリッ 
クして、リスト内でその電話番号を上下に移動させてください。

［選択された DN/ ルートパーティション（Selected DN/Route 
Partition）］リスト ボックス内の電話番号の優先順位を逆転するに 
は、［選択された DN/ルートパーティションの順番を逆にする］を
クリックします。

回線グループ内の電話番号の順序の詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager システム ガイド』の「ルート プランの概    
要」を参照してください。

（注） 共有回線の DN は、ブロードキャスト分配アルゴリズムを  
使用している回線グループには入れないでください。DN
が、ブロードキャスト分配アルゴリズムを使用している回
線グループのメンバーである場合、Cisco Unified 
Communications Manager は、その DN が共有回線として設    
定されているデバイス上にある共有回線の DN を、すべて  
表示することができません。

［削除された DN/ルート
パーティション（Removed 
DN/Route Partition）］

［選択された DN/ ルートパーティション（Selected DN/Route 
Partition）］リスト ボックスで電話番号を選択し、その電話番号を 
［削除された DN/ ルートパーティション（Removed DN/Route 

Partition）］リスト ボックスに追加します。これには、この 2 つのリ   
スト ボックス間にある下矢印をクリックします。

［電話番号（Directory Numbers）］

（この回線グループに属して

いる DN のリスト）
所定の電話番号の［電話番号の設定（Directory Number 
Configuration）］ウィンドウに移動するには、このリスト内の電話
番号をクリックします。

（注） 新しい回線グループを追加する場合は、その回線グループ
を保存するまでこのリストは表示されません。

表 39-1 回線グループの設定値（続き）

フィールド 説明
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回線グループへのメンバーの追加
新規または既存の回線グループに、メンバーを追加することができます。既存の回線グループにメ

ンバーを追加する手順は、次のとおりです。

始める前に

この手順を実行する場合は、事前に少なくとも 1 つの電話番号を指定しておく必要があります。

手順

ステップ 1 ［コールルーティング］ >［ルート /ハント］ >［回線グループ］の順に選択します。

ステップ 2 メンバーを追加する先の回線グループを特定します。P.39-2 の「回線グループの検索」を参照して 
ください。

ステップ 3 電話番号を特定する必要がある場合は、［パーティション（Partition）］ドロップダウン リスト ボッ  
クスからルート パーティションを選択し、［次を含む電話番号（Directory Number Contains）］フィー   
ルドに検索文字列を入力して、［検索］をクリックします。パーティションに属する電話番号をす

べて検索するには、［次を含む電話番号（Directory Number Contains）］フィールドをブランクのまま  
にして、［検索］をクリックします。

［使用可能 DN/ ルートパーティション（Available DN/Route Partition）］リスト ボックスに、一致す   
る電話番号のリストが表示されます。

ステップ 4 ［使用可能 DN/ ルートパーティション（Available DN/Route Partition）］リスト ボックスで追加する   
電話番号を選択し、［回線グループに追加］をクリックして、その電話番号を［選択された DN/ルー
トパーティション（Selected DN/Route Partition）］リスト ボックスへ移動します。この回線グループ   
に追加する各メンバーに対して、この手順を繰り返します。

ステップ 5 ［選択された DN/ルートパーティション（Selected DN/Route Partition）］リスト ボックスで、新しい   
電話番号がこの回線グループ内でアクセスされる順序を選択します。順序を変更するには、電話番

号をクリックしてから、リスト ボックスの右側にある上矢印または下矢印を使用して、電話番号を 
移動します。

ステップ 6 ［保存］をクリックして、新しい電話番号を追加し、この回線グループの電話番号の順序を更新し
ます。

追加情報

P.39-13 の「関連項目」を参照してください。
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回線グループからのメンバーの削除
新規または既存の回線グループから、メンバーを削除することができます。既存の回線グループか

ら電話番号を削除する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ［コールルーティング］ >［ルート /ハント］ >［回線グループ］の順に選択します。

ステップ 2 削除する電話番号が入っている回線グループを特定します。P.39-2 の「回線グループの検索」を参 
照してください。

ステップ 3 ［選択された DN/ルートパーティション（Selected DN/Route Partition）］リスト ボックスで削除する   
電話番号を選択し、リスト ボックスの下にある下矢印をクリックして、［削除された DN/ ルート 
パーティション（Removed DN/Route Partition）］リスト ボックスへ電話番号を移動します。この回   
線グループから削除する各メンバーに対して、この手順を繰り返してください。

ステップ 4 メンバーを削除するには、［保存］をクリックします。

追加情報

P.39-13 の「関連項目」を参照してください。
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回線グループの削除
回線グループを削除する手順は、次のとおりです。

始める前に

1 つまたは複数のルート /ハント リストが参照している回線グループは、削除することができませ  
ん。回線グループを使用しているハント リストを検索するには、［回線グループの設定（Line Group  
Configuration）］ウィンドウの［関連リンク］ドロップダウン リスト ボックスにある［依存関係レ  
コード］を選択し、［移動］をクリックします。依存関係レコードがシステムで使用可能でない場

合、［依存関係レコード要約（Dependency Records Summary）］ウィンドウにメッセージが表示され  
ます。依存関係レコードの詳細については、P.A-4 の「依存関係レコードへのアクセス」を参照し 
てください。使用中の回線グループを削除しようとすると、エラー メッセージが表示されます。現 
在使用中の回線グループを削除する場合は、事前に、次の作業を実行しておく必要があります。

 • 回線グループを削除する前に、その回線グループが属しているすべてのハント リストから、そ 
の回線グループを削除する。P.37-7 の「ルート リストからのルート グループの削除」を参照し   
てください。

ヒント 回線グループとハント パイロットを削除するには、まずハント パイロットを削除し、次にハント  
リストを削除して、最後に回線グループを削除します。

手順

ステップ 1 ［コールルーティング］ >［ルート /ハント］ >［回線グループ］の順に選択します。

ステップ 2 削除する回線グループを特定します。P.39-2 の「回線グループの検索」を参照してください。

ステップ 3 削除する回線グループの横にあるチェックボックスをオンにして、［選択項目の削除］をクリック

します。

回線グループを削除すると取り消せないことを警告するダイアログボックスが表示されます。

ステップ 4 回線グループを削除するには、［OK］をクリックします。削除操作を取り消すには、［キャンセル］
をクリックします。［OK］をクリックすると、Cisco Unified Communications Manager により、回線    
グループが削除されます。

（注） 該当する回線グループの横にあるチェックボックスをオンにして、［選択項目の削除］をク

リックすると、［回線グループの検索と一覧表示（Find and List Line Groups）］ウィンドウか    
ら複数の回線グループを削除できます。［すべてを選択］をクリックして［選択項目の削除］

をクリックすると、ウィンドウ内のすべての回線グループを削除できます。

追加情報

P.39-13 の「関連項目」を参照してください。
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関連項目

回線グループ

 • 回線グループの検索（P.39-2）

 • 回線グループの設定（P.39-4）

 • 回線グループの設定値（P.39-5）

 • 回線グループへのメンバーの追加（P.39-10）

 • 回線グループからのメンバーの削除（P.39-11）

 • 回線グループの削除（P.39-12）

ルート リストおよびルート グループ

 • ルート リストの追加（P.37-3）

 • ルート リストへのルート グループの追加（P.37-5）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「ルート プランの概要」
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40
ハント リストの設定

ハント リストは、1 組の回線グループを特定の順序で一覧表示します。また、ハント リストは、1   
つ以上のハント パイロットに関連付けられ、その回線グループがアクセスされる順位を決定しま 
す。この順位は、着信コールに使用可能な電話番号を検索するときの進行を制御します。

ハント リストは、回線グループによって定義された電話番号の集合から構成されます。Cisco Unified  
Communications Manager が指定ハント リストを使用してルーティングすべきコールを判別すると、   
そのリストに指定されている回線グループの順位に基づいて、Cisco Unified Communications Manager   
は最初に使用可能なデバイスを検出します。

（注） グループ コール ピックアップ機能は、ハント リストでは使用できません。

ハント リストには、回線グループだけを入れることができます。各ハント リストには、少なくと  
も 1 つの回線グループを入れる必要があります。各回線グループには、少なくとも 1 つの電話番号    
が含まれます。1 つの回線グループが複数のハント リストに表示される場合があります。

ハント リストの追加または削除、リスト内の回線グループの追加、削除、または順序の変更をする 
には、次のトピックを参照してください。

 • ハント リストの検索（P.40-2）

 • ハント リストの追加（P.40-4）

 • ハント リストへの回線グループの追加（P.40-6）

 • ハント リストからの回線グループの削除（P.40-7）

 • ハント リスト内の回線グループの順位の変更（P.40-8）

 • ハント リストの削除（P.40-9）
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ハント リストの検索
ネットワーク内にはいくつかのハント リストが存在することがあるので、Cisco Unified  
Communications Manager では、固有の条件を指定して、特定のハント リストを見つけることができ   
ます。ハント リストを見つけるには、次の手順を使用します。

（注） Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、ブラウザ セッションでの作業中は、ハン     
ト リストの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこのメニュー項目に戻っ 
てくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じたりしない限り、ハント リストの検索 
設定は保持されます。

手順

ステップ 1 ［コールルーティング］ >［ルート /ハント］ >［ハントリスト］の順に選択します。

［ハントリストの検索と一覧表示（Find and List Hunt Lists）］ウィンドウが表示されます。アクティ    
ブな（前回の）クエリーのレコードも、ウィンドウに表示されることがあります。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。 

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リスト ボック  
スから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。

ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。
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（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.40-10 の「関連項目」を参照してください。
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ハント リストの追加
ハント リストを追加する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ［コールルーティング］ >［ルート /ハント］ >［ハントリスト］の順に選択します。

ステップ 2 ［新規追加］をクリックします。

ステップ 3 ［名前（Name）］フィールドに名前を入力します。この名前には、最長 50 文字の英数字を指定する  
ことができ、スペース、ピリオド（.）、ハイフン（-）、および下線文字（_）を任意に組み合せて使
用することが可能です。各ハント リスト名が、そのルート プランに固有の名前であることを確認  
してください。

ワンポイント・アドバイス ハント リストには、内容を簡潔に表す名前を使用してください。通常、CompanynameLocationCalltype 
の形式が、内容を簡潔に表し、ハント リストをすばやくかつ簡単に識別できる方式です。たとえ 
ば、「CiscoDallasMetro」は、Dallas の Cisco オフィスからの、LATA（Local Access Transport Area）      
間の無料コール用のハント リストを特定します。

［説明（Description）］フィールドに説明が自動的に挿入されます。ただし、このフィールドの編集
は可能です。

ステップ 4 ドロップダウン リスト ボックスから Cisco Unified Communications Manager グループを選択します。

（注） ハント リストは、プライマリ Cisco Unified Communications Manager として、Cisco Unified       
Communications Manager グループで最初の Cisco Unified Communications Manager に登録さ       
れます。

（注） Cisco Unified Communications Manager が 1 つしか設定されていない Cisco Unified 
Communications Manager グループを選択すると、次の警告が表示されます。 
 

警告 :選択された Cisco Unified Communications Managerグループに Cisco Unified 
Communications Managerが 1つしか設定されていません。冗長性確保のための制御プロセ
スのため、2つ以上の Cisco Unified Communications Managerを含む Cisco Unified 
Communications Managerグループを選択してください。

ステップ 5 このハント リストをボイスメールに使用する場合は、［ボイスメール用（For Voice Mail Usage）］    
チェックボックスをオンにします。

ステップ 6 ［保存］をクリックして、このハント リストを追加します。
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（注） コールを受信させるため、このハント リストに回線グループを少なくとも 1 つ追加する必   
要があることを示すポップアップ メッセージが表示されます。

［ハントリストの設定（Hunt List Configuration）］ウィンドウに、新しく追加されたハント リストが   
表示されます。

ステップ 7 新しいハント リストの［このハントリストを有効にする（Enable this Hunt List）］チェックボックス    
は、デフォルトでオンになっています。

このハント リストを使用不可にする場合は、このチェックボックスをオフにします。進行中のコー 
ルは影響を受けないが、このハント リストが追加のコールを受け付けなくなることを示す、ポップ 
アップ ウィンドウが表示されます。

ステップ 8 新しいハント リストに少なくとも 1 つの回線グループを追加します。

このリストに回線グループを追加するには、［回線グループの追加］をクリックし、P.40-6 の「ハ 
ント リストへの回線グループの追加」のステップ 3 ～ステップ 6 を実行します。

追加情報

P.40-10 の「関連項目」を参照してください。
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ハント リストへの回線グループの追加
新規のハント リストまたは既存のハント リストに、回線グループを追加することができます。回  
線グループは、1 つ以上のハント リストに組み込むことができます。既存のハント リストに回線グ   
ループを追加する手順は、次のとおりです。

始める前に

この手順を実行する場合は、事前に 1 つ以上の回線グループを作成し、ハント リストを追加してお   
く必要があります。

手順

ステップ 1 ［コールルーティング］ >［ルート /ハント］ >［ハントリスト］の順に選択します。

ステップ 2 回線グループを追加する先のハント リストを特定します。P.40-2 の「ハント リストの検索」を参   
照してください。

ステップ 3 ［回線グループの追加］をクリックして、回線グループを追加します。

［ハントリスト詳細の設定（Hunt List Detail Configuration）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 ［回線グループ（Line Group）］ドロップダウン リスト ボックスから、ハント リストに追加する回    
線グループを選択します。 

ステップ 5 ［保存］をクリックして、回線グループを追加します。

ウィンドウの下部にある［ハントリスト詳細］リストに、回線グループ名が表示されます。

ステップ 6 このリストに回線グループをさらに追加するには、［回線グループの追加］をクリックし、ステッ

プ 3 ～ステップ 5 を実行します。 

ステップ 7 ハント リストへの回線グループの追加が終了したら、［保存］をクリックします。

ステップ 8 ハント リストをリセットするには、［リセット］をクリックします。ポップアップ ウィンドウが表  
示されたら、［リセット］をクリックします。

追加情報

P.40-10 の「関連項目」を参照してください。
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ハント リストからの回線グループの削除
新規のハント リストまたは既存のハント リストから、回線グループを削除することができます。既  
存のハント リストから回線グループを削除する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 メニューバーから［コールルーティング］ >［ルート /ハント］ >［ハントリスト］の順に選択します。

ステップ 2 削除する回線グループが入っているハント リストを特定します。P.40-2 の「ハント リストの検索」   
を参照してください。

ステップ 3 ［選択されたグループ（Selected Groups）］リストから、回線グループ名を選択します。

（注） このリストから複数の回線グループを選択するには、Shift キーを押し、目的の回線グルー 
プをクリックしてください。

ステップ 4 ［選択されたグループ（Selected Groups）］リスト ボックスの下にある下矢印をクリックして、選択  
した回線グループを［削除されたグループ（Removed Groups）］リストに移動します。

ステップ 5 回線グループを削除するには、［保存］をクリックします。［OK］をクリックすると、ページがリ
フレッシュされたときに、その回線グループがハント リストから削除されています。

ステップ 6 ［リセット］をクリックして、変更内容を有効にします。ポップアップ ウィンドウの［リセット］ 
をクリックします。

追加情報

P.40-10 の「関連項目」を参照してください。
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ハント リスト内の回線グループの順位の変更
Cisco Unified Communications Manager は、ハント リストに表示されている順に、回線グループにア     
クセスします。回線グループのアクセス順位を変更する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ［コールルーティング］ >［ルート /ハント］ >［ハントリスト］の順に選択します。

ステップ 2 回線グループの順位を変更するハント リストを特定します。P.40-2 の「ハント リストの検索」を   
参照してください。

ステップ 3 ［選択されたグループ（Selected Groups）］リストから、回線グループを選択します。

ステップ 4 リスト内で回線グループを上下に移動させるには、回線グループを選択して、リスト ボックスの右 
側にある上矢印または下矢印をクリックします。

ステップ 5 ［保存］をクリックします。

ステップ 6 ［リセット］をクリックして、変更内容を有効にします。ポップアップ ウィンドウの［リセット］ 
をクリックします。

追加情報

P.40-10 の「関連項目」を参照してください。
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ハント リストの削除
Cisco Unified Communications Manager は、回線グループおよびハント パイロットにハント リストを      
関連付けます。ただし、ハント リストが削除されても、回線グループおよびハント パイロットは  
削除されません。ハント リストを使用しているハント パイロットを検索するには、［ハントリスト  
の設定（Hunt List Configuration）］ウィンドウの［依存関係レコード］リンクをクリックします。依  
存関係レコードがシステムに対して使用可能になっていない場合、［依存関係レコード要約

（Dependency Records Summary）］ウィンドウにメッセージが表示されます。依存関係レコードの詳  
細については、P.A-4 の「依存関係レコードへのアクセス」を参照してください。

ヒント 回線グループとハント パイロットを削除するには、まずハント パイロットを削除し、次にハント  
リストを削除して、最後に回線グループを削除します。

ハント リストを削除する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ［コールルーティング］ >［ルート /ハント］ >［ハントリスト］の順に選択します。

ステップ 2 削除するハント リストを見つけます。P.40-2 の「ハント リストの検索」を参照してください。

ステップ 3 ［削除］をクリックします。

ハント リストを削除すると取り消せないことを警告するダイアログボックスが表示されます。

ステップ 4 ハント リストを削除するには、［OK］をクリックします。削除操作を取り消すには、［キャンセル］ 
をクリックします。

注意 ハント リストが 1 つ以上のハント パイロットに関連付けられている場合、そのリストは削除でき    
ません。

追加情報

P.40-10 の「関連項目」を参照してください。
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関連項目
 • ハント リストの検索（P.40-2）

 • ハント リストの追加（P.40-4）

 • ハント リストへの回線グループの追加（P.40-6）

 • ハント リストからの回線グループの削除（P.40-7）

 • ハント リスト内の回線グループの順位の変更（P.40-8）

 • ハント リストの削除（P.40-9）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「ルート プランの概要」
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41
ハント パイロットの設定

ハント パイロットは、アドレスを表す数字のストリングと、ハント リストにコールをルート指定  
するように関連付けられた数字操作のセットから構成されています。このハント パイロットは、 
ネットワークの設計に柔軟性をもたらします。ハント パイロットは、ルート フィルタおよびハン  
ト リストと連動して、コールを特定のデバイスに誘導し、特定の数字パターンの組み込み、除外、 
または変更を行います。

ハント パイロットの詳細については、『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の      
「ルート プランの概要」を参照してください。

ハント パイロットを追加、設定、または削除するには、次のトピックを参照してください。

 • ハント パイロットの検索（P.41-2）

 • ハント パイロットの設定（P.41-4）

 • ハント パイロットの削除（P.41-5）

 • ハント パイロットの設定値（P.41-6）
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ハント パイロットの検索
ネットワーク内にはいくつかのハント パイロットが存在することがあるので、Cisco Unified  
Communications Manager では、固有の条件を指定して、特定のハント パイロットを見つけることが   
できます。ハント パイロットを見つけるには、次の手順を使用します。

（注） Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、ブラウザ セッションでの作業中は、ハン     
ト パイロットの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこのメニュー項目に 
戻ってくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じたりしない限り、ハント パイロッ 
トの検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 ［コールルーティング］ >［ルート /ハント］ >［ハントパイロット］の順に選択します。

［ハントパイロットの検索と一覧表示（Find and List Hunt Pilots）］ウィンドウが表示されます。アク    
ティブな（前回の）クエリーのレコードも、ウィンドウに表示されることがあります。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。 

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リスト ボック  
スから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。

ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。
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（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.41-14 の「関連項目」を参照してください。



第 41章      ハント パイロットの設定       
ハント パイロットの設定

41-4
Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド

OL-12525-01-J

ハント パイロットの設定
ハント パイロットを設定する手順は、次のとおりです。

始める前に

Cisco Unified Communications Manager で次の項目が設定されていることを確認してください。

 • ハント リスト

 • パーティション（［<なし >］を使用しない場合）

 • ルート フィルタ（［<なし >］を使用しない場合）

ワンポイント・アドバイス ハント パイロットに 8XXX を割り当てると、電話番号 8000 ～ 8999 がすべてハントされます。同       
様に、82XX では、電話番号 8200 ～ 8299 がハントされます。ワイルドカードの詳細については、     
『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「特殊文字と設定値」を参照してくだ     
さい。

手順

ステップ 1 ［コールルーティング］ >［ルート /ハント］ >［ハントパイロット］の順に選択します。

［ハントパイロットの検索と一覧表示（Find and List Hunt Pilots）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 次のいずれかの作業を行います。

 • 既存のハント パイロットをコピーするには、対象となるハント パイロットを見つけます  

（P.41-2 の「ハント パイロットの検索」を参照）。コピーするハント パイロットの横にある［コ   
ピー（Copy）］ボタンをクリックします。ウィンドウに、そのハント パイロットのコピーが表 
示されます。［ハントパイロット］フィールドの値を変更し、ステップ 3 に進みます。

 • 新しいハント パイロットを追加するには、［新規追加］ボタンをクリックし、ステップ 3 に進   
みます。

 • 既存のハント パイロットを更新するには、対象となるハント パイロットを見つけて（P.41-2 の   
「ハント パイロットの検索」を参照）、ステップ 3 に進みます。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 41-1 を参照）。

ステップ 4 ［保存］をクリックします。

（注） ［ハントリスト（Hunt List）］ドロップダウン リスト ボックスからハント リストを選択した    
ら、［ハントリスト（Hunt List）］フィールドの横に表示される（編集）リンクを使用する 
と、選択したハント リストの［ハントリストの設定（Hunt List Configuration）］ウィンドウ   
を表示することができます。［ハントリストの設定（Hunt List Configuration）］ウィンドウを  
使用して、該当するハント リストに含まれている回線グループを表示します。

追加情報

P.41-14 の「関連項目」を参照してください。
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ハント パイロットの削除
ハント パイロットを削除する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ［コールルーティング］ >［ルート /ハント］ >［ハントパイロット］の順に選択します。

ステップ 2 削除するハント パイロットを見つけます。P.41-2 の「ハント パイロットの検索」を参照してくだ   
さい。

ステップ 3 削除するハント パイロットのチェックボックスをオンにして、［選択項目の削除］をクリックしま 
す。

この操作を実行すると取り消せないことを確認するメッセージが表示されます。

ステップ 4 ハント パイロットを削除するには、［OK］をクリックします。削除操作を取り消すには、［キャン 
セル］をクリックします。

ヒント ハント パイロットの削除は、削除するハント パイロットを特定して表示し、［削除］を  
クリックすることによっても実行できます。

追加情報

P.41-14 の「関連項目」を参照してください。
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ハント パイロットの設定値
表 41-1 では、［ハントパイロットの設定（Hunt Pilot Configuration）］ウィンドウ内の使用可能なフィー   
ルドについて説明します。

表 41-1 ハント パイロットの設定値 

フィールド 説明

［パターン定義（Pattern Definition）］

［ハントパイロット 

（Hunt Pilot）］
数字とワイルドカード（スペースを使用しない）を含むハント パ 
イロットを入力します。たとえば、NANP では、通常のローカル ア  
クセスの場合は 9.@ を、通常のプライベート ネットワーク番号計   
画の場合は 8XXX を入力します。大文字の A、B、C、および D を     
指定できます。

（注） 選択したパーティション、ルート フィルタ、および番号計 
画の組み合せを使用する、ディレクトリ ハント パイロット  
が固有のものであることを確認してください。重複エント
リを示すエラーが表示された場合は、ハント パイロット、 
トランスレーション パターン、電話番号、コール パーク番  
号、コール ピックアップ番号、メッセージ受信のオン /オ 
フ、またはミートミー番号をチェックしてください。また、
必要に応じてルート プラン レポートもチェックしてくだ  
さい。

 • ワイルドカードの詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager システム ガイド』の「ルート パター
ンとハント パイロット内のワイルドカードと特殊文字」を参
照してください。
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［ルートパーティション

（Route Partition）］
パーティションを使用してハント パイロットへのアクセスを制限 
する場合は、ドロップダウン リスト ボックスから適切なパーティ  
ションを選択します。ハント パイロットへのアクセスを制限しな 
い場合は、パーティションに［<なし >］を選択します。パーティ
ションの使用方法の詳細については、P.45-1 の「パーティションの 
設定」を参照してください。

Max List Box Items エンタープライズ パラメータを使用して、この     
ドロップダウン リスト ボックスで表示するパーティションの数を  
設定することができます。Max List Box Items エンタープライズ パ     
ラメータで指定した数よりも多くのパーティションが存在する場

合、ドロップダウン リスト ボックスの横に［検索］ボタンが表示  
されます。［検索］ボタンをクリックして、［パーティションの検索

と一覧表示（Find and List Partitions）］ウィンドウを表示します。   
P.45-2 の「パーティションの検索」の手順に従って、パーティショ 
ン名を検索し、選択します。

（注） リスト ボックスの最大項目を設定するには、［システム］ >
［エンタープライズパラメータ］の順に選択し、
［CCMAdmin Parameters］を選択します。

（注） ハント パイロット、ルート フィルタ、およびパーティショ  
ンの組み合せが、Cisco Unified Communications Manager ク    
ラスタ内で固有であることを確認してください。

［説明（Description）］ ハント パイロットの説明を入力します。

［番号計画（Numbering Plan）］番号計画を選択します。

［ルートフィルタ 

（Route Filter）］
ハント パイロットにワイルドカード @ が含まれている場合は、   
ルート フィルタを選択できます。オプションでルート フィルタを  
選択すると、所定の番号パターンが制限されます。

表示されるルート フィルタは、［番号計画（Numbering Plan）］ド  
ロップダウン リスト ボックスで選択する番号計画によって異なり  
ます。

Max List Box Items エンタープライズ パラメータを使用して、この     
ドロップダウン リスト ボックスで表示する項目数を設定すること  
ができます。Max List Box Items エンタープライズ パラメータで指     
定した数よりも多くのルート フィルタが存在する場合、ドロップ 
ダウン リスト ボックスの横に［検索］ボタンが表示されます。［検  
索］ボタンをクリックして、［ルートフィルタの検索と一覧表示

（Find and List Route Filters）］ウィンドウを表示します。P.35-2 の     
「ルート フィルタの検索」の手順に従って、ルート フィルタ名を検  
索し、選択します。

（注） リスト ボックスの最大項目を設定するには、［システム］ >
［エンタープライズパラメータ］の順に選択し、［Unified 

CMAdmin Parameters］を選択します。

表 41-1 ハント パイロットの設定値（続き）

フィールド 説明
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［MLPP優先度 
（MLPP Precedence）］

ドロップダウン リスト ボックスで、このハント パイロットに対す   
る MLPP 優先度の設定を次の中から選択します。

 • ［エクゼクティブオーバーライド］：MLPP コールに、一番高い 
優先度を設定します。

 • ［フラッシュオーバーライド］：MLPP コールに、2 番目に高い  
優先度を設定します。

 • ［フラッシュ］：MLPP コールに、3 番目に高い優先度を設定し  
ます。 

 • ［即時］：MLPP コールに、4 番目に高い優先度を設定します。

 • ［プライオリティ］：MLPP コールに、5 番目に高い優先度を設  
定します。

 • ［標準］：MLPP コールに、一番低い優先度を設定します。

 • ［デフォルト］：着信の優先レベルは上書きされず、そのまま渡
されます。

（注） 詳細については、『Cisco Unified Communications Manager 機    
能およびサービス ガイド』の「Multilevel Precedence and   
Preemption」の章にある「優先順位」を参照してください。

［ハントリスト（Hunt List）］ ドロップダウン リスト ボックスから、ハント パイロットを追加す   
るハント リストを選択します。

ハント リストを選択したら、右側の［編集］リンクをクリックし 
て、ハント リストを編集します。

［ルートオプション 

（Route Option）］
［ルートオプション（Route Option）］の指定内容が、このハント パ  
イロットをコールのルーティング（9.@ や 8［2-9］XX など）、また   
はコールのブロックに使用するかどうかを示します。［このパター

ンをルーティング（Route this pattern）］または［このパターンをブ  
ロック（Block this pattern）］オプション ボタンを選択してください。

［このパターンをブロック（Block this pattern）］オプション ボタン   
を選択した場合、このハント パイロットをコールのブロックに使 
用する理由を選択する必要があります。ドロップダウン リスト 
ボックスから値を選択します。

 • ［エラーなし］

 • ［未割り当ての番号］

 • ［コールの拒否］

 • ［番号の変更］

 • ［番号形式が無効］

 • ［優先レベルの超過］

［外部ダイヤルトーンの提供

（Provide Outside Dial Tone）］
外部ダイヤルトーンは、Cisco Unified Communications Manager が    
ローカル ネットワーク外にコールをルーティングすることを示し 
ます。ローカル ネットワーク外にコールをルーティングする各ハ 
ント パイロットに対してこのチェックボックスをオンにし、発信 
側デバイスに外部ダイヤル トーンを提供します。ネットワーク内 
のコールをルーティングする場合は、このチェックボックスをオフ

のままにしておきます。

表 41-1 ハント パイロットの設定値（続き）

フィールド 説明
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［緊急優先（Urgent Priority）］ ダイヤル プランに重複したハント リストが含まれる場合、Cisco  
Unified Communications Manager は桁間タイマーが時間切れになる   
までコールをルーティングしません（検索結果を基準にして数字列

をダイヤルできる場合を含む）。Cisco Unified Communications  
Manager がすぐにコールをルーティングする必要がある場合は、こ 
のチェックボックスをオンにして、桁間タイミングを中断します。

［ハント転送の設定（Hunt Forward Settings）］

［無応答時ハント転送

（Forward Hunt No Answer）］
ハント リストを介して分配されるコールに対して一定の時間応答 
がない場合、このフィールドでコールの転送先を指定します。

次のいずれかのオプションを選択します。

 • ［個人の初期設定を使用（Use Personal Preferences）］：このチェッ  
クボックスをオンにして、コールをこのハント パイロットに転 
送した最初の着信番号に対して Call Forward No Coverage    
（CFNC）の設定値を使用可能にします。

CFNC 設定値は、システム管理者が［電話番号の設定（Directory 
Number Configuration）］ウィンドウで管理するコール転送の理 
由を指定します。電話番号へのコールが最初にカバレッジに転

送され、カバレッジが残りわずかになったか時間切れになり、

カバレッジの関連するハント パイロットが最後の転送先とし 
て［個人の初期設定を使用（Use Personal Preferences）］を指定  
している場合、コールは電話番号のカバレッジまたは着信先の

フィールドの値に基づいて転送されます。

（注） このチェックボックスがオンになっていると、Cisco Unified 
Communications Manager は、［着信先（Destination）］ボック  
スと［コーリングサーチスペース（Calling Search Space）］  
の設定値を無視します。

 • ［着信先（Destination）］：この設定値は、コールの転送先となる
電話番号を示します。

 • ［コーリングサーチスペース（Calling Search Space）］：この設定  
値は、この電話番号を使用しているデバイスすべてに適用され

ます。

表 41-1 ハント パイロットの設定値（続き）

フィールド 説明
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［話中ハント転送（Forward
Hunt Busy）］

ハント リストを介して分配されるコールに対して一定の時間ビ 
ジー状態の場合、このフィールドでコールの転送先を指定します。

次のいずれかのオプションを選択します。

 • ［個人の初期設定を使用（Use Personal Preferences）］：このチェッ  
クボックスをオンにして、コールをこのハント パイロットに転 
送した最初の着信番号に対して Call Forward No Coverage    
（CFNC）の設定値を使用可能にします。

CFNC 設定値は、システム管理者が［電話番号の設定（Directory 
Number Configuration）］ウィンドウで管理するコール転送の理 
由を指定します。電話番号へのコールが最初にカバレッジに転

送され、カバレッジが残りわずかになったか時間切れになり、

カバレッジの関連するハント パイロットが最後の転送先とし 
て［個人の初期設定を使用（Use Personal Preferences）］を指定  
している場合、コールは電話番号のカバレッジまたは着信先の

フィールドの値に基づいて転送されます。

（注） このチェックボックスがオンになっていると、Cisco Unified 
Communications Manager は、［着信先（Destination）］ボック  
スと［コーリングサーチスペース（Calling Search Space）］  
の設定値を無視します。

 • ［着信先（Destination）］：この設定値は、コールの転送先となる
電話番号を示します。

 • ［コーリングサーチスペース（Calling Search Space）］：この設定  
値は、この電話番号を使用しているデバイスすべてに適用され

ます。

［最大ハントタイマー

（Maximum Hunt Timer）］
ハントの時間の最大値（秒）を入力します。有効な値は 1 ～ 3600   
です。デフォルト値は 1800 秒（30 分）です。

このタイマーは、ハント メンバーがコールに応答した場合、およ 
びタイマーが時間切れになる前にハント リストのメンバーがすべ 
て試された場合は、キャンセルされます。このタイマーに値を指定

しない場合は、ハント メンバーが応答するか、ハント リストのメ  
ンバーがすべて試されるまでハンティングが続行されます。どちら

のイベントも発生しない場合、ハンティングは 30 分間続行されま  
す。30 分が過ぎると、コールに対して最終処理が実行されます。 

（注） ハンティングのホップ数が Forward Maximum Hop Count    
サービス パラメータで指定した値を超えると、この最大 30  
分間のハント タイマー値に達していない場合でも、ハン 
ティングが時間切れになり、発信者にリオーダー トーンが 
再生されます。

表 41-1 ハント パイロットの設定値（続き）

フィールド 説明
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［発呼側変換（Calling Party Transformations）］

［発呼側の外線電話番号マス

クを使用（Use Calling Party's 
External Phone Number 
Mask）］

発信コールで完全な外線電話番号を CLID（発呼側回線 ID）に使用  
する場合は、このチェックボックスをオンにします。また、すべて

の電話機で外線電話番号マスクを設定することもできます。

（注） ハント リスト内の回線グループに割り当てられる発信側 
変換設定値は、そのリストに関連したハント パイロットに 
割り当てられている発信側変換設定値をすべて上書きしま
す。

［発呼側変換マスク（Calling
Party Transform Mask）］

変換マスク値を入力します。NANP の有効な入力値は、0 ～ 9 の数    
字、ワイルドカード文字 X、アスタリスク（*）、シャープ（#）、大 
文字の A、B、C、D、およびブランクです。このフィールドがブラ 
ンクのときに、上記のフィールド（［発呼側の外線電話番号マスク

を使用（Use Calling Party's External Phone Number Mask）］）がオフの      
場合、発信側変換は行われません。詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager システム ガイド』の「発信側番号の変換設   
定値」を参照してください。

［プレフィックス番号（Prefix
Digits、発信コール）］

［プレフィックス番号（Prefix Digits、発信コール）］フィールドに、 
プレフィックス番号を入力します。NANP の有効な入力値は、0 ～  
9 の数字、ワイルドカード文字、アスタリスク（*）、シャープ（#）、 
大文字の A、B、C、D、およびブランクです。

（注） 付加されたプレフィックス番号は、割り当てられたデバイ
スにルート指定される電話番号に影響を与えません。

［発呼側回線 IDの表示
（Calling Line ID 

Presentation）］

Cisco Unified Communications Manager は補助的なサービスとして、    
CLIP/CLIR（発信側の回線 ID 表示）を使用します。これは、コー  
ルごとに発信者の電話番号を許可、または制限します。

このハント パイロットに対して、Cisco Unified Communications   
Manager が発信側電話番号を着信側の番号表示画面で表示するか 
どうかを選択します。

発信側の回線 ID 表示を変更しない場合は、［デフォルト］を選択し  
ます。Cisco Unified Communications Manager で発信側の電話番号が    
表示されるようにする場合は、［許可］を選択します。Cisco Unified 
Communications Manager が発信側の電話番号を表示しないように  
する場合は、［非許可］を選択します。

このフィールドの詳細については、『Cisco Unified Communications  
Manager システム ガイド』の「発信側番号の変換設定値」の項にあ  
る表 15-6 を参照してください。

表 41-1 ハント パイロットの設定値（続き）

フィールド 説明
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［発呼名プレゼンテーション

（Calling Name Presentation）］
Cisco Unified Communications Manager は補助的なサービスとして、    
CNIP/CNIR（発信側の名前表示）を使用します。これは、コールご
とに発信者の名前を許可、または制限します。

このハント パイロットに対して、Cisco Unified Communications   
Manager が発信側の名前を着信側の番号表示画面で表示するかど 
うかを選択します。 

発信側の名前表示を変更しない場合は、［デフォルト］を選択しま

す。Cisco Unified Communications Manager で発信側の名前情報を表    
示させる場合は、［許可］を選択します。Cisco Unified Communications  
Manager が発信側の名前情報を表示しないようにする場合は、［非 
許可］を選択します。

このフィールドの詳細については、『Cisco Unified Communications  
Manager システム ガイド』の「発信側番号の変換設定値」の項にあ  
る表 15-6 を参照してください。

［接続側変換（Connected Party Transformations）］

［接続回線 IDプレゼンテー
ション（Connected Line ID 
Presentation）］

Cisco Unified Communications Manager は補助的なサービスとして、    
COLP/COLR（接続側の回線 ID 表示）を使用します。これは、コー  
ルごとに着信側の電話番号を許可、または制限します。

このハント パイロットに対して、Cisco Unified Communications   
Manager が接続側電話番号を発信側の番号表示画面に表示するか 
どうかを選択します。

接続側の回線 ID 表示を変更しない場合は、［デフォルト］を選択し  
ます。接続側の電話番号を表示する場合は、［許可］を選択します。

Cisco Unified Communications Manager が接続側の電話番号を表示し    
ないようにする場合は、［非許可］を選択します。

このフィールドの詳細については、『Cisco Unified Communications  
Manager システム ガイド』の「接続先情報の表示設定と制限設定」  
の項にある表 15-9 を参照してください。

［接続名プレゼンテーション

（Connected Name 
Presentation）］

Cisco Unified Communications Manager は補助的なサービスとして、    
CONP/CONR（接続側の名前表示）を使用します。これは、コール
ごとに着信側の名前を許可、または制限します。

このハント パイロットに対して、Cisco Unified Communications   
Manager が接続側の名前を発信側の番号表示画面で表示するかど 
うかを選択します。

接続側の名前表示を変更しない場合は、［デフォルト］を選択しま

す。接続側の名前を表示する場合は、［許可］を選択します。Cisco
Unified Communications Manager が接続側の名前を表示しないよう   
にする場合は、［非許可］を選択します。

このフィールドの詳細については、『Cisco Unified Communications  
Manager システム ガイド』の「接続先情報の表示設定と制限設定」  
の項にある表 15-9 を参照してください。

表 41-1 ハント パイロットの設定値（続き）

フィールド 説明
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追加情報

P.41-14 の「関連項目」を参照してください。

［着信側変換（Called Party Transformations）］

［番号の削除（Discard 
Digits）］

［番号の削除（Discard Digits）］ドロップダウン リスト ボックスか   
ら、このハント パイロットに関連付ける数字破棄命令を選択しま 
す。表示される数字破棄命令は、［番号計画（Numbering Plan）］ド 
ロップダウン リスト ボックスで選択する番号計画によって異なり  
ます。北米番号計画の数字破棄命令の詳細については、『Cisco
Unified Communications Manager システム ガイド』の「数字破棄命    
令」を参照してください。

（注） ハント リスト内の回線グループに割り当てられる着信側 
変換設定値は、そのリストに関連したハント パイロットに 
割り当てられている着信側変換設定値をすべて上書きしま
す。

［着信側変換マスク（Called
Party Transform Mask）］

変換マスク値を入力します。NANP の有効な入力値は、0 ～ 9 の数    
字、ワイルドカード文字 X、アスタリスク（*）、シャープ（#）、大 
文字の A、B、C、D、およびブランクです。このフィールドがブラ 
ンクである場合、変換は行われません。Cisco Unified Communications  
Manager は、ダイヤルされたとおりの数字を正確に送信します。

［プレフィックス番号（Prefix
Digits、発信コール）］

［プレフィックス番号（Prefix Digits、発信コール）］フィールドに、 
プレフィックス番号を入力します。NANP の有効な入力値は、0 ～  
9 の数字、ワイルドカード文字、アスタリスク（*）、シャープ（#）、 
大文字の A、B、C、D、およびブランクです。

（注） 付加されたプレフィックス番号は、割り当てられたデバイ
スにルート指定される電話番号に影響を与えません。

［AARグループの設定（AAR Group Settings）］

［AARグループ（AAR 
Group）］

ドロップダウン リスト ボックスから、自動代替ルーティング  
（AAR）グループを選択します。

（注） このハント パイロットに対して AAR を使用可能にできる   
のは、回線グループのメンバーがすべて同じロケーション
にある場合だけです。

［外線番号マスク（External
Number Mask）］

ハント パイロットの外線番号マスク値を入力します。

Cisco Unified Communications Manager はこのマスクを使用して、外    
部（発信）コールの CLID をフォーマットします。AAR が再ルー   
ティングを開始すると、システムはこの外線番号マスクをハント パ 
イロット番号に適用し、着信側の完全修飾ドメイン名を形成しま

す。そのため、AAR は、帯域幅が足りない状況でも正しく再ルー 
ティングできるようになります。

表 41-1 ハント パイロットの設定値（続き）

フィールド 説明
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関連項目
 • ハント パイロットの検索（P.41-2）

 • ハント パイロットの設定（P.41-4）

 • ハント パイロットの削除（P.41-5）

 • ハント パイロットの設定値（P.41-6）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「ルート プランの概要」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「ルート パターンとハント パイロッ       
ト内のワイルドカードと特殊文字」

 • ルート フィルタの設定（P.35-3）
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42
SIP ルート パターンの設定

Cisco Unified Communications Manager は、SIP ルート パターンを使用して内部コールと外部コール      
の両方をルーティングまたはブロックします。

ルーティングの判断基準となるのは、ドメイン名または IP アドレスです。管理者は、ドメイン、IP  
アドレス、および IP ネットワーク（サブネット）アドレスを追加して、それらを SIP トランク（の    
み）に関連付けることができます。この方法によって、これらのドメインを宛先とする要求が、特

定の SIP トランク インターフェイスを通じてルーティングされるようになります。 

（注） Cisco Unified Communications Manager にはデフォルトの SIP ルート パターンが存在しないため、管       
理者がセットアップする必要があります。 
 

ドメイン名の例：cisco.com、my-pc.cisco.com、*.com、rtp-ccm[1-5].cisco.com 
 

ドメイン名で有効となる文字：[、-、.、0 ～ 9、A ～ Z、a ～ z、*、] 
 

IP アドレスの例：172.18.201.119 または 172.18.201.119/32（明示的 IP ホスト アドレス）、172.18.0.0/16      
（IP サブネット）、172.18.201.18.21（IP サブネット） 
 

IP アドレスで有効となる文字：0 ～ 9、.、および /
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SIP ルート パターンの検索
ネットワーク内にはいくつかの SIP ルート パターンが存在することがあるので、Cisco Unified    
Communications Manager では、固有の条件を指定して、特定の SIP ルート パターンを見つけること     
ができます。SIP ルート パターンを見つける手順は、次のとおりです。

（注） ブラウザ セッションでの作業中は、検索 /リストの検索設定がクライアント マシンの cookie に保    
存されます。別のメニュー項目に移動してからこのメニュー項目に戻ってくる場合や、ブラウザを

閉じてから再び新しくブラウザ ウィンドウを開いた場合でも、検索に変更を加えない限り、Cisco 
Unified Communications Manager の検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 ［コールルーティング］ >［SIPルートパターン］の順に選択します。

［SIPルートパターンの検索と一覧表示（Find and List SIP Route Patterns）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。 

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。 

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。 

すべてのレコード、または一致したレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダ

ウン リスト ボックスから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。 

ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。
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（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.42-7 の「関連項目」を参照してください。

SIP ルート パターンの設定
SIP ルート パターンを追加、更新、またはコピーする手順は、次のとおりです。

始める前に

SIP ルート パターンを設定するには、その前に SIP トランクを設定しておく必要があります。    
P.83-3 の「トランクの設定」を参照してください。

手順

ステップ 1 次のいずれかの作業を行います。

 • SIP ルート パターンを追加するには、［コールルーティング］ >［SIPルートパターン］の順に   
選択し、［新規追加］をクリックします。

 • SIP ルート パターンを更新するには、P.42-2 の「SIP ルート パターンの検索」の手順を使用し     
てパターンを検索します。

 • SIP ルート パターンをコピーするには、P.42-2 の「SIP ルート パターンの検索」の手順を使用     
して、コピーするパターンを検索します。コピーするパターンに対応する［コピー（Copy）］
アイコンをクリックします。

［SIPルートパターンの設定（SIP Route Pattern Configuration）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 適切な設定値を入力します（表 42-1 を参照）。

ステップ 3 ウィンドウ左上のツールバーに表示されている［保存］アイコンをクリックして（または、ウィン

ドウの一番下に表示されている［保存］ボタンをクリックして）、データを保存し、サーバをデー

タベースに追加します。

追加情報

P.42-7 の「関連項目」を参照してください。
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SIP ルート パターンの設定値

始める前に

SIP ルート パターンを設定するには、少なくとも 1 つの SIP プロファイルと SIP トランクを設定す        
る必要があります。

表 42-1 では、SIP ルート パターンの設定値について説明します。関連する手順については、P.42-7 の    
「関連項目」を参照してください。

表 42-1 SIP ルート パターンの設定値 

フィールド 説明

［パターン定義（Pattern Definition）］

［パターンの使い方（Pattern
Usage）］

（必須）ドロップダウン リストから、［ドメインルーティング］ま 
たは［IP Addressルーティング］のいずれかを選択します。

［パターン］ （必須）ドメイン、サブドメイン、IP アドレス、または IP サブネッ   
トワーク アドレスを入力します。

（注） IP サブネットワーク アドレスの場合は、Classless 
Inter-Domain Routing（CIDR; クラスレス ドメイン間ルー
ティング）表記の X.X.X.X/Y にします。Y は、ネットワー
ク アドレスとなるアドレスのビット数を示します。

［説明］ このオプション エントリには、SIP ルート パターンの説明を入力し   
ます。

［ルートパーティション］ パーティションを使用して SIP ルート パターンへのアクセスを制   
限する場合は、ドロップダウン リスト ボックスから適切なパー  
ティションを選択します。SIP ルート パターンへのアクセスを制限  
しない場合は、パーティションの代わりに［<なし >］を選択しま
す。パーティションの使用方法の詳細については、P.45-1 の「パー 
ティションの設定」を参照してください。 

Max List Box Items エンタープライズ パラメータを使用して、この     
ドロップダウン リスト ボックスで表示するパーティションの数を  
設定することができます。 250 より多くのパーティションが存在す  
る場合、ドロップダウン リスト ボックスの横に［検索］ボタンが  
表示されます。［検索］ボタンをクリックして、［パーティションの

検索と一覧表示（Find and List Partitions）］ウィンドウを表示します。   
パーティションの検索条件のフィールドで、検索条件を選択し、

パーティション名の一部を入力します。表示されたパーティション

のリストで、指定したいパーティションの横にあるチェックボック

スをオンにし、［選択項目の追加］をクリックします。

（注） リスト ボックスの最大項目を設定するには、［システム］ >  
［エンタープライズパラメータ］の順に選択し、［CCMAdmin

Parameters］を選択します。 

（注） SIP ルート パターン、ルート フィルタ、およびパーティ   
ションの組み合せが、Cisco Unified Communications Manager   
クラスタ内で固有であることを確認してください。
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［SIPトランク（SIP Trunk）］（必須）ドロップダウン リストを使用して、SIP ルート パターンの   
関連付け先となる SIP トランクを選択します。

［パターンのブロック（Block
Pattern）］

このパターンをコールのルーティングに使用しない場合は、［パ

ターンのブロック（Block Pattern）］チェックボックスをオンにしま 
す。 

［発呼側変換（Calling Party Transformations）］

［発呼側の外線電話マスクを

使用（Use Calling Party's 
External Phone Mask）］

発信コールで完全な外線電話番号を CLID（発呼側回線 ID）に使用  
する場合は、このチェックボックスをオンにします。また、すべて

の電話機で外線電話番号マスクを設定することもできます。 

［発呼側変換マスク（Calling
Party Transformation Mask）］

変換マスク値を入力します。有効となるエントリは、数字（0 ～ 9）、  
ワイルドカード文字（X）、アスタリスク（*）、およびシャープ（#）
です。このフィールドがブランクのときに、上記のフィールド（［発

呼側の外線電話マスクを使用（Use Calling Party's External Phone    
Mask）］）がオフの場合、発信側変換は行われません。詳細につい
ては、『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の     
「発信側番号の変換設定値」を参照してください。

［プレフィックス番号（Prefix
Digits、発信コール）］

［プレフィックス番号（Prefix Digits、発信コール）］フィールドに、 
プレフィックス番号を入力します。有効となるエントリは、数字

（0 ～ 9）、ワイルドカード文字、アスタリスク（*）、およびシャー  
プ（#）です。 

（注） 付加されたプレフィックス番号は、割り当てられたデバイ
スにルート指定される電話番号に影響を与えません。 

［発呼側回線 IDの表示
（Calling Line ID 

Presentation）］

Cisco Unified Communications Manager は補助的なサービスとして、    
CLIP/CLIR（発信側の回線 ID 表示）を使用します。これは、コー  
ルごとに発信者の電話番号を許可、または制限します。 

この SIP ルート パターンに対して、Cisco Unified Communications     
Manager が発信側電話番号を着信側の番号表示画面で表示するか 
どうかを選択します。 

発信側の回線 ID 表示を変更しない場合は、［デフォルト］を選択し  
ます。Cisco Unified Communications Manager で発信側の電話番号が    
表示されるようにする場合は、［許可］を選択します。Cisco Unified 
Communications Manager が発信側の電話番号を表示しないように  
する場合は、［非許可］を選択します。 

このフィールドの詳細については、『Cisco Unified Communications  
Manager システム ガイド』の「発信側番号の変換設定値」の項にあ  
る表 15-6 を参照してください。 

表 42-1 SIP ルート パターンの設定値（続き）

フィールド 説明
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［発呼側回線名の表示

（Calling Line Name 
Presentation）］

Cisco Unified Communications Manager は補助的なサービスとして、    
CNIP/CNIR（発信側の名前表示）を使用します。これは、コールご
とに発信者の名前を許可、または制限します。 

この SIP ルート パターンに対して、Cisco Unified Communications     
Manager が発信側の名前を着信側の番号表示画面で表示するかど 
うかを選択します。 

発信側の名前表示を変更しない場合は、［デフォルト］を選択しま

す。Cisco Unified Communications Manager で発信側の名前情報を表    
示させる場合は、［許可］を選択します。Cisco Unified Communications  
Manager が発信側の名前情報を表示しないようにする場合は、［非 
許可］を選択します。 

このフィールドの詳細については、『Cisco Unified Communications  
Manager システム ガイド』の「発信側番号の変換設定値」の項にあ  
る表 15-6 を参照してください。

［接続側変換（Connected Party Transformations）］

［接続回線 IDプレゼンテー
ション（Connected Line ID 
Presentation）］

Cisco Unified Communications Manager は補助的なサービスとして、    
COLP/COLR（接続側の回線 ID 表示）を使用します。これは、コー  
ルごとに着信側の電話番号を許可、または制限します。 

この SIP ルート パターンに対して、Cisco Unified Communications     
Manager が接続側電話番号を発信側の番号表示画面に表示するか 
どうかを選択します。 

接続側の回線 ID 表示を変更しない場合は、［デフォルト］を選択し  
ます。接続側の電話番号を表示する場合は、［許可］を選択します。

Cisco Unified Communications Manager が接続側の電話番号を表示し    
ないようにする場合は、［非許可］を選択します。 

このフィールドの詳細については、『Cisco Unified Communications  
Manager システム ガイド』の「接続先情報の表示設定と制限設定」  
の項にある表 15-9 を参照してください。

［接続側回線名の表示

（Connected Line Name 
Presentation）］

Cisco Unified Communications Manager は補助的なサービスとして、    
CONP/CONR（接続側の名前表示）を使用します。これは、コール
ごとに着信側の名前を許可、または制限します。 

この SIP ルート パターンに対して、Cisco Unified Communications     
Manager が接続側の名前を発信側の番号表示画面で表示するかど 
うかを選択します。 

接続側の名前表示を変更しない場合は、［デフォルト］を選択しま

す。接続側の名前を表示する場合は、［許可］を選択します。Cisco
Unified Communications Manager が接続側の名前を表示しないよう   
にする場合は、［非許可］を選択します。 

このフィールドの詳細については、『Cisco Unified Communications  
Manager システム ガイド』の「接続先情報の表示設定と制限設定」  
の項にある表 15-9 を参照してください。 

表 42-1 SIP ルート パターンの設定値（続き）

フィールド 説明
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SIP ルート パターンの削除
Cisco Unified Communications Manager データベースから SIP ルート パターンを削除する手順は、次       
のとおりです。

手順

ステップ 1 P.42-2 の「SIP ルート パターンの検索」の手順を使用して、SIP ルート パターンを検索します。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、削除する SIP ルート パターンを選択します。

ステップ 3 ウィンドウ左上のツールバーに表示されている ［選択項目の削除］アイコンをクリックして（また 
は、ウィンドウの一番下に表示されている［選択項目の削除］ボタンをクリックして）、SIP ルート 
パターンを削除します。

SIP ルート パターンが使用中でない場合、Cisco Unified Communications Manager がパターンを削除      
します。SIP ルート パターンが使用中である場合は、メッセージが表示されます。

追加情報

P.42-7 の「関連項目」を参照してください。

関連項目
 • SIP ルート パターンの検索（P.42-2）

 • SIP ルート パターンの設定（P.42-3）

 • SIP ルート パターンの削除（P.42-7）

 • SIP ルート パターンの設定値（P.42-4）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「セッション開始プロトコル（SIP）     
の概要」
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43
時間帯の設定

時間帯は、開始時刻と終了時刻によって定義される時間範囲で構成されます。また、週の曜日や毎

年の特定日のいずれの繰り返し間隔も指定できます。管理者は時間帯を定義した後、時間帯をタイ

ム スケジュールに関連付けます。次に、time-of-day コール ルーティングをセットアップするパー   
ティションにタイム スケジュールを関連付けます。時間帯とタイム スケジュールの詳細について  
は、『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「Time-of-Day ルーティング」を参      
照してください。

時間帯を追加、更新、コピー、または削除するには、次のトピックを参照してください。

 • 時間帯の検索（P.43-2）

 • 時間帯の設定（P.43-3）

 • 時間帯の削除（P.43-6）

 • 関連項目（P.43-7）
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時間帯の検索
ネットワーク内にはいくつかの時間帯が存在することがあるので、Cisco Unified Communications  
Manager では、固有の条件を指定して、特定の時間帯を見つけることができます。時間帯を特定す 
る手順は、次のとおりです。

（注） Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、ブラウザ セッションでの作業中は、時間     
帯の検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこのメニュー項目に戻ってくる場

合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じたりしない限り、時間帯の検索設定は保持されま

す。

手順

ステップ 1 ［コールルーティング］ >［コントロールのクラス］ >［時間帯］の順に選択します。

［時間帯の検索と一覧表示（Find and List Time Periods）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。 

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • ドロップダウン リスト ボックスから、検索パラメータを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。 

すべてのレコード、または一致したレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダ

ウン リスト ボックスから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。 

ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。

（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。
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選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.43-7 の「関連項目」を参照してください。

時間帯の設定
時間帯を設定する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 メニューバーで［コールルーティング］ >［コントロールのクラス］ >［時間帯］の順に選択します。

［時間帯の検索と一覧表示（Find and List Time Periods）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 次のいずれかの作業を行います。

 • 既存の時間帯をコピーするには、対象となる時間帯を見つけます（P.43-2 の「時間帯の検索」 
を参照）。コピーする時間帯の横にある［コピー（Copy）］アイコンをクリックします。ウィン
ドウに、その時間帯のコピーが表示されます。［名前］フィールドの値を変更し、ステップ 3 に  
進みます。

 • 新しい時間帯を追加するには、［新規追加］ボタンをクリックし、ステップ 3 に進みます。

 • 既存の時間帯を更新するには、対象となる時間帯を見つけて（P.43-2 の「時間帯の検索」を参 
照）、ステップ 3 に進みます。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 43-1 を参照）。

ステップ 4 ［保存］をクリックします。

追加情報

P.43-7 の「関連項目」を参照してください。
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時間帯の設定値
表 43-1 では、時間帯の設定値について説明します。

表 43-1 時間帯の設定値 

フィールド 説明

［時間帯情報（Time Period Information）］

［名前］ ［名前］フィールドに名前を入力します。この名前には、最長 50 
文字の英数字を指定することができ、スペース、ピリオド（.）、
ハイフン（-）、および下線文字（_）を任意に組み合せて使用す
ることが可能です。各時間帯名が、そのプランに固有の名前で

あることを確認してください。

（注） 時間帯には、内容を表す簡潔な名前を使用してくださ
い。通常、hours_or_days の形式が、内容を簡潔に表し、 
時間帯をすばやくかつ簡単に識別できる方式です。たと
えば、「office_M_to_F」は、オフィスでの月曜日から金
曜日の業務時間の時間帯を示します。

［開始時刻（Time Of Day Start）］ ドロップダウン リスト ボックスから、この時間帯が開始する時  
刻を選択します。リストされている使用可能な開始時刻は、24
時間の 15 分間隔で構成されています。

デフォルト値は［就業時間なし］です。

（注） 深夜に時間帯を開始するには、00:00:00 値を選択しま 
す。

［終了時刻（Time of Day End）］ ドロップダウン リスト ボックスから、この時間帯が終了する時  
刻を選択します。リストされている使用可能な終了時刻は、24
時間の 15 分間隔で構成されています。

デフォルト値は［就業時間なし］です。

（注） ［終了時刻（Time of Day End）］には、［開始時刻（Time   
Of Day Start）］で選択する時刻よりも遅い時刻を選択す  
る必要があります。

（注） 深夜に時間帯を終了するには、24:00 値を選択します。
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追加情報

P.43-7 の「関連項目」を参照してください。

［繰り返し設定（Repeat Every）］ 次のいずれかのオプション ボタンをクリックします。

 • ［毎週］：［毎週］オプション ボタンをクリックする場合は、 
［毎週］および［から］の横にあるドロップダウン リスト 
ボックスを使用して、この時間帯を適用する曜日を選択し

ます。 
 

例：月曜日から金曜日に適用する時間帯を定義するには、

［毎週］の値に［月］、［から］の値に［金］を選択します。  
 

土曜日に適用する時間帯を定義するには、［毎週］の値に

［土］、［から］の値に［土］を選択します。

 • ［毎年］：［毎年］オプション ボタンをクリックする場合は、 
ドロップダウン リスト ボックスを使用して、1 年の内でこ   
の時間帯を適用する月と日を選択します。 
 

例：毎年元日に適用する時間帯を定義するには、月に［1
月］、日に［1］を選択します。

表 43-1 時間帯の設定値（続き）

フィールド 説明
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時間帯の削除
時間帯を削除する手順は、次のとおりです。

始める前に

タイム スケジュールが使用している時間帯は削除できません。時間帯を使用しているタイム スケ  
ジュールなどの項目を検索するには、［時間帯の設定（Time Period Configuration）］ウィンドウにあ  
る［関連リンク］ドロップダウン リスト ボックスから［依存関係レコード］を選択します。依存  
関係レコードがシステムで使用可能になっていない場合、［依存関係レコード要約（Dependency
Records Summary）］ウィンドウにメッセージが表示されます。依存関係レコードの詳細については、 
P.A-4 の「依存関係レコードへのアクセス」を参照してください。使用中の時間帯を削除しようと 
すると、Cisco Unified Communications Manager からエラー メッセージが表示されます。現在使用さ     
れている時間帯を削除する場合は、事前に、次の作業のどちらか一方または両方を実行しておく必

要があります。

 • 削除する時間帯を使用しているタイム スケジュールすべてに、別の時間帯を割り当てる。
P.44-3 の「タイム スケジュールの設定」を参照してください。

 • 削除する時間帯を使用しているタイム スケジュールを削除する。P.44-6 の「タイム スケジュー   
ルの削除」を参照してください。

手順

ステップ 1 メニューバーで［コールルーティング］ >［コントロールのクラス］ >［時間帯］の順に選択します。

ステップ 2 削除する時間帯を見つけます。P.43-2 の「時間帯の検索」を参照してください。

ステップ 3 削除する時間帯のチェックボックスをオンにして、［選択項目の削除］をクリックします。

この操作を実行すると取り消せないことを確認するメッセージが表示されます。

ステップ 4 時間帯を削除するには、［OK］をクリックします。削除操作を取り消すには、［キャンセル］をク
リックします。

注意 時間帯を削除するときは、削除する時間帯が正しいか慎重に確認してください。削除した時間帯を

元に戻すことはできません。不用意に削除すると、削除した時間帯を作成し直す必要があります。

ヒント 時間帯の削除は、削除する時間帯を特定して表示し、［削除］をクリックすることによっ

ても実行できます。

追加情報

P.43-7 の「関連項目」を参照してください。



第 43章      時間帯の設定
関連項目

43-7
Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド     

OL-12525-01-J

関連項目
 • 時間帯の検索（P.43-2）

 • 時間帯の設定（P.43-3）

 • 時間帯の削除（P.43-6）

 • 関連項目（P.43-7）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「Time-of-Day ルーティング」
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44
タイム スケジュールの設定

タイム スケジュールは、時間帯のグループで構成されます。タイム スケジュールはパーティショ  
ンに割り当てられます。タイム スケジュールは、発信側デバイスが特定の時間帯にコールを完了し 
ようとするときに検索するパーティションを決定します。タイム スケジュールの詳細については、 
『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「Time-of-Day ルーティング」を参照し      
てください。

タイム スケジュールを検索、追加、更新、コピー、または削除するには、次のトピックを参照して 
ください。

 • タイム スケジュールの検索（P.44-2）

 • タイム スケジュールの設定（P.44-3）

 • タイム スケジュールの削除（P.44-6）

 • 関連項目（P.44-7）
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タイム スケジュールの検索
ネットワーク内にはいくつかのタイム スケジュールが存在することがあるので、Cisco Unified  
Communications Manager では、固有の条件を指定して、特定のタイム スケジュールを見つけること   
ができます。タイム スケジュールを特定する手順は、次のとおりです。

（注） Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、ブラウザ セッションでの作業中は、タイ     
ム スケジュールの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこのメニュー項目 
に戻ってくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じたりしない限り、タイム スケ 
ジュールの検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 ［コールルーティング］ >［コントロールのクラス］ >［スケジュール］の順に選択します。

［スケジュールの検索と一覧表示（Find and List Time Schedules）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。 

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • ドロップダウン リスト ボックスから、検索パラメータを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。 

すべてのレコード、または一致したレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダ

ウン リスト ボックスから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。 

ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。

（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。
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選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.44-7 の「関連項目」を参照してください。

タイム スケジュールの設定
タイム スケジュールを追加する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 メニューバーで［コールルーティング］ >［コントロールのクラス］ >［スケジュール］の順に選択  
します。

［スケジュールの検索と一覧表示（Find and List Time Schedules）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 次のいずれかの作業を行います。

 • 既存のタイム スケジュールをコピーするには、対象となるタイム スケジュールを見つけます  
（P.44-2 の「タイム スケジュールの検索」を参照）。コピーするタイム スケジュールの横にある   
［コピー（Copy）］アイコンをクリックします。ウィンドウに、そのタイム スケジュールのコ 
ピーが表示されます。［名前］フィールドの値を変更し、ステップ 3 に進みます。

 • 新しいタイム スケジュールを追加するには、［新規追加］ボタンをクリックし、ステップ 3 に   
進みます。

 • 既存のタイム スケジュールを更新するには、対象となるタイム スケジュールを見つけて
（P.44-2 の「タイム スケジュールの検索」を参照）、ステップ 3 に進みます。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 44-1 を参照）。

ステップ 4 ［保存］をクリックします。

追加情報

P.44-7 の「関連項目」を参照してください。
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タイム スケジュールの設定値
表 44-1 では、タイム スケジュールの設定値について説明します。

表 44-1 タイム スケジュールの設定値 

フィールド 説明

［スケジュール情報（Time Schedule Information）］

［名前］ ［名前］フィールドに名前を入力します。この名前には、最長 50 文  
字の英数字を指定することができ、スペース、ピリオド（.）、ハイ
フン（-）、および下線文字（_）を任意に組み合せて使用すること
が可能です。各タイム スケジュール名が、そのプランに固有の名 
前であることを確認してください。

（注） タイム スケジュールには、内容を表す簡潔な名前を使用し 
てください。 

［時間帯情報（Time Period Information）］

［使用可能時間帯（Available
Time Periods）］

［使用可能時間帯（Available Time Periods）］リスト ボックスで時間   
帯を選択し、その時間帯を［選択された時間帯（Selected Time 
Periods）］リスト ボックスに追加します。これには、この 2 つのリ   
スト ボックス間にある下矢印ボタンをクリックします。

ある範囲の時間帯を一度に追加するには、その範囲内の最初の時間

帯をクリックし、Shift キーを押した状態でその範囲内の最後の時 
間帯をクリックします。2 つのリスト ボックス間にある下矢印ボタ  
ンをクリックして、その範囲の時間帯を追加します。

連続していない複数の時間帯を追加するには、Control（Ctrl）キー
を押した状態で複数の時間帯をクリックしていきます。2 つのリス 
ト ボックス間にある下矢印ボタンをクリックして、選択した時間 
帯を追加します。
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追加情報

P.44-7 の「関連項目」を参照してください。

［選択された時間帯（Selected
Time Periods）］

このリスト ボックスには、このタイム スケジュール用に選択され  
た時間帯が一覧表示されます。選択された時間帯のリストから時間

帯を削除するには、削除する時間帯を選択して、2 つのリスト ボッ  
クス間にある上矢印をクリックします。

（注） 1 つのタイム スケジュールに複数の時間帯が関連付けら  
れ、時間帯が重複している場合、日付の設定値を持つ時間
帯が、曜日の設定値を持つ時間帯よりも優先されます。 
 

例：ある時間帯で 1 月 1 日に対して［就業時間なし］が設    
定され、別の時間帯では毎週の同じ曜日（たとえば、日曜
日から土曜日）に対して 08:00 ～ 17:00 が設定されている場    
合、1 月 1 日の時間帯が使用されます。この例では、［就業   
時間なし］が優先されます。

（注） 時間間隔の設定値は、毎年の同じ日、または毎週の同じ曜
日に対する No Office Hour 設定値よりも優先されます。 
 

例：ある時間帯で土曜日に［就業時間なし］が指定されて
います。別の時間帯では土曜日に 08:00 ～ 12:00 の時間が指    
定されています。この例では、結果として土曜日に 08:00 ～  
12:00 の時間間隔が指定されます。

表 44-1 タイム スケジュールの設定値（続き）

フィールド 説明
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タイム スケジュールの削除
タイム スケジュールを削除する手順は、次のとおりです。

始める前に

パーティションが使用しているタイム スケジュールは削除できません。タイム スケジュールを使  
用している項目を検索するには、［スケジュールの設定（Time Schedule Configuration）］ウィンドウ  
にある［関連リンク］ドロップダウン リスト ボックスから［依存関係レコード］を選択します。依  
存関係レコードがシステムで使用可能になっていない場合、［依存関係レコード要約（Dependency
Records Summary）］ウィンドウにメッセージが表示されます。依存関係レコードの詳細については、 
P.A-4 の「依存関係レコードへのアクセス」を参照してください。使用中のタイム スケジュールを  
削除しようとすると、Cisco Unified Communications Manager からエラー メッセージが表示されます。     
現在使用されているタイム スケジュールを削除する場合は、事前に、次の作業のどちらか一方また 
は両方を実行しておく必要があります。

 • 削除するタイム スケジュールを使用しているパーティションすべてに、別のタイム スケジュー  
ルを割り当てる。P.45-3 の「パーティションの設定」を参照してください。

 • 削除するタイム スケジュールを使用しているパーティションを削除する。「パーティションの 
設定」の章を参照してください。

手順

ステップ 1 メニューバーで［コールルーティング］ >［コントロールのクラス］ >［スケジュール］の順に選択  
します。

ステップ 2 削除するタイム スケジュールを見つけます。P.44-2 の「タイム スケジュールの検索」を参照して   
ください。

ステップ 3 削除するタイム スケジュールのチェックボックスをオンにして、［選択項目の削除］をクリックし 
ます。

この操作を実行すると取り消せないことを確認するメッセージが表示されます。

ステップ 4 タイム スケジュールを削除するには、［OK］をクリックします。削除操作を取り消すには、［キャ 
ンセル］をクリックします。

注意 タイム スケジュールを削除するときは、削除するタイム スケジュールが正しいか慎重に確認して  
ください。削除したタイム スケジュールを元に戻すことはできません。不用意に削除すると、削 
除したタイム スケジュールを作成し直す必要があります。

ヒント タイム スケジュールの削除は、削除するタイム スケジュールを特定して表示し、［削除］  
をクリックすることによっても実行できます。

追加情報

P.44-7 の「関連項目」を参照してください。
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関連項目
 • タイム スケジュールの検索（P.44-2）

 • タイム スケジュールの設定（P.44-3）

 • タイム スケジュールの削除（P.44-6）

 • 関連項目（P.44-7）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「Time-of-Day ルーティング」
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45
パーティションの設定

パーティションには、電話番号（DN）およびルート パターンが登録されているルート パターンの  
リストが含まれています。パーティションは、編成、ロケーション、およびコール タイプに基づい 
て、ルート プランを複数の論理サブセットに分割することにより、コール ルーティングを容易に  
するものです。パーティションの詳細については、『Cisco Unified Communications Manager システム    
ガイド』の「パーティションおよびコーリング サーチ スペース」を参照してください。

ルート パーティションを検索、追加、更新、または削除するには、次のトピックを参照してください。

 • パーティションの検索（P.45-2）

 • パーティションの設定（P.45-3）

 • パーティションの設定値（P.45-4）

 • パーティションの検索（パーティションが多数ある場合）（P.45-6）

 • パーティションの削除（P.45-7）
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パーティションの検索
ネットワーク内にはいくつかのパーティションが存在することがあるので、Cisco Unified 
Communications Manager では、固有の条件を指定して、固有のパーティションを特定することがで  
きます。パーティションを特定する手順は、次のとおりです。

（注） Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、ブラウザ セッションでの作業中は、パー     
ティションの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこのメニュー項目に戻っ

てくる場合でも、検索に変更を加えない限り、パーティションの検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 ［コールルーティング］ >［コントロールのクラス］ >［パーティション］の順に選択します。

［パーティションの検索と一覧表示（Find and List Partitions）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。 

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。 

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。 

すべてのレコード、または一致したレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダ

ウン リスト ボックスから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。 

ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。

（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。
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選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.45-8 の「関連項目」を参照してください。

パーティションの設定
パーティションを追加する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 メニューバーで［コールルーティング］ >［コントロールのクラス］ >［パーティション］の順に選  
択します。

［パーティションの検索と一覧表示（Find and List Partitions）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 次のいずれかの作業を行います。

 • 新しいパーティションを追加するには、［新規追加］ボタンをクリックし、ステップ 3 に進み  
ます。

 • 既存のパーティションを更新するには、対象となるパーティションを見つけて（P.45-2 の「パー 
ティションの検索」を参照）、ステップ 3 に進みます。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 45-1 を参照）。

ステップ 4 ［保存］をクリックします。

パーティションを更新している場合は、［リセット］をクリックします。そのパーティションに関

連したデバイスをリセットすると、影響を受けるゲートウェイ上のコールがすべて欠落します。

（注） 複数のパーティションを設定できます。複数のパーティションを入力するには、各パーティ

ション エントリに対して 1 行を使用します。最大 75 のパーティションを入力できます。入     
力できる文字数は、それぞれの名前と説明を合計して 1475 文字までです。各行のパーティ  
ション名と説明はカンマ（,）で区切ってください。説明を入力しない場合、Cisco Unified 
Communications Manager は、名前を説明として使用します。

追加情報

P.45-8 の「関連項目」を参照してください。
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パーティションの設定値
表 45-1 では、パーティションの設定値について説明します。関連する手順については、P.45-8 の  
「関連項目」を参照してください。

表 45-1 パーティションの設定値 

フィールド 説明

［パーティション情報］

［< パーティション名 >, < 説 
明 >］

名前を［< パーティション名 >, < 説明 >］ボックスに入力します。 
各パーティション名が、そのルート プランに固有の名前であるこ 
とを確認してください。パーティション名には、英数字、スペー

ス、ハイフン（-）、およびアンダースコア（_）を使用できます。

（注） パーティション名の長さによって、コーリング サーチ ス  
ペースに追加できるパーティションの最大数が制限されま
す。表 45-2 に、パーティション名が固定長である場合に 
コーリング サーチ スペースに追加できるパーティション  
の最大数の例を示します。

パーティション名の後にカンマ（,）を入力してから、そのパーティ
ション名と同じ行に説明を入力します。説明を入力しない場合は、

Cisco Unified Communications Manager が、自動的にこのフィールド    
にパーティション名を入力します。

各パーティションおよび説明には新しい行を使用してください。

［スケジュール 

（Time Schedule）］
ドロップダウン リスト ボックスから、このパーティションに関連  
付けるタイム スケジュールを選択します。関連付けられたタイム 
スケジュールは、パーティションがいつ着信コールを受信できるか

を指定します。 

デフォルト値は［<なし >］です。この値は、time-of-day ルーティ 
ングが有効ではなく、パーティションが常にアクティブであること

を意味します。

パーティションのタイム スケジュールとの関連は、次のフィール 
ドにある［タイムゾーン（Time Zone）］値との組み合せで、time-of-day 
ルーティング用のパーティションを設定します。指定されたタイム

スケジュールに対して、このパーティションへの着信コールが

チェックされます。
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ワンポイント・アドバイス パーティションには、内容を表す簡潔な名前を使用してください。通常、 

CompanynameLocationCalltype の形式が、内容を簡潔に表し、パーティションをすばやくかつ簡単に 
識別できる方式です。たとえば、「CiscoDallasMetroPT」は、Dallas の Cisco オフィスからの、LATA   
（Local Access and Transport Area）間の無料コール用のパーティションを特定できます。

ヒント 必要に応じて、［<パーティション名 >, <説明 >］テキストボックスに各パーティションの名前と説 
明を入力することにより、複数のパーティションを同時に入力できます。必ず、各パーティション

エントリに対して 1 行を使用し、パーティション名と説明はカンマで区切ってください。

表 45-2 に、パーティション名が固定長である場合にコーリング サーチ スペースに追加できるパー   
ティションの最大数の例を示します。この最大数の計算方法の詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager システム ガイド』の「パーティション名の制限」を参照してください。

追加情報

P.45-8 の「関連項目」を参照してください。

［タイムゾーン（Time Zone）］次のいずれかのオプションを選択し、パーティションをタイム ゾー 
ンに関連付けます。

 • ［発信側デバイス（Originating Device）］：このオプションを選択 
すると、発信側デバイスのタイム ゾーンに関連付けられたタイ 
ム スケジュールに対してパーティションがチェックされます。

 • ［特定のタイムゾーン（Specific Time Zone）］：このオプション  
を選択する場合は、ドロップダウン リスト ボックスからタイ  
ム ゾーンを選択します。このタイム ゾーンの中でパーティ  
ションが指定されたときに、関連付けられたタイム スケジュー 
ルに対してパーティションがチェックされます。

これらのオプションはすべて［タイムゾーン（Time Zone）］を指定 
します。いずれかのオプションを選択した場合、着信コールが発生

すると、Cisco Unified Communications Manager の現在時刻が指定さ    
れたタイム ゾーン設定に変換されます。この指定された時刻は、 
［スケジュール（Time Schedule）］フィールドの値と比較して検証さ 
れます。

表 45-1 パーティションの設定値（続き）

フィールド 説明

表 45-2 コーリング サーチ スペースのパーティション制限 

パーティション名の長さ パーティションの最大数

2 文字 170

3 文字 128

4 文字 102

5 文字 86

. . . . . .

10 文字 46

15 文字 32
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パーティションの検索（パーティションが多数ある場合）
Max List Box Items エンタープライズ パラメータを使用して、このドロップダウン リスト ボックス       
で表示するパーティションの数を設定することができます。Max List Box Items エンタープライズ    
パラメータで指定した数よりも多くのパーティションが存在する場合、［検索］ボタンがパーティ

ションのドロップダウン リスト ボックスの横に表示されます。［検索］ボタンをクリックすると、  
目的のパーティションを検索できます。

手順

ステップ 1 ［パーティション］ドロップダウン リスト ボックスの横にある［検索］ボタンをクリックします。

［パーティションの検索と一覧表示（Find and List Partitions）］ウィンドウが表示されます。 

ステップ 2 パーティションの検索条件のフィールドで、検索条件を選択し、パーティション名の一部を入力し

ます。

ステップ 3 表示されたパーティションのリストで、目的のパーティションをクリックし、［OK］をクリックし
ます。

追加情報

P.45-8 の「関連項目」を参照してください。
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パーティションの削除
パーティションを削除する手順は、次のとおりです。 

始める前に

パーティションがコーリング サーチ スペースなどの項目またはルート パターンに割り当てられて   
いる場合は、そのパーティションを削除できません。パーティションを使用しているコーリング

サーチ スペースなどの項目を検索するには、［パーティションの設定（Partition Configuration）］ウィ  
ンドウの［関連リンク］ドロップダウン リスト ボックスにある［依存関係レコード］を選択し、  
［移動］をクリックします。依存関係レコードがシステムで使用可能になっていない場合、［依存関

係レコード要約（Dependency Records Summary）］ウィンドウにメッセージが表示されます。依存関  
係レコードの詳細については、P.A-4 の「依存関係レコードへのアクセス」を参照してください。 
使用中のパーティションを削除しようとすると、Cisco Unified Communications Manager からメッ    
セージが表示されます。現在使用されているパーティションを削除する場合は、事前に、次の作業

のどちらか一方または両方を実行しておく必要があります。

 • 削除するパーティションを使用しているコーリング サーチ スペースやデバイスなどの項目す  
べてに、別のパーティションを割り当てる。 

 • 削除するパーティションを使用しているコーリング サーチ スペースやデバイスなどの項目を  
削除する。 

手順

ステップ 1 メニューバーで［コールルーティング］ >［コントロールのクラス］ >［パーティション］の順に選  
択します。

ステップ 2 削除するパーティションを見つけます。P.45-2 の「パーティションの検索」を参照してください。

ステップ 3 削除するパーティションのチェックボックスをオンにして、［選択項目の削除］をクリックします。

ヒント ［すべてを選択］をクリックして［選択項目の削除］をクリックすると、リスト内のすべ

てのパーティションを削除できます。

この操作を実行すると取り消せないことを確認するメッセージが表示されます。

ステップ 4 パーティションを削除するには、［OK］をクリックします。削除操作を取り消すには、［キャンセ
ル］をクリックします。

注意 パーティションを削除するときは、削除するパーティションが正しいか慎重に確認してください。

削除したパーティションを元に戻すことはできません。不用意に削除すると、削除したパーティ

ションを作成し直す必要があります。

ヒント パーティションの削除は、削除するパーティションを見つけて表示し、［削除］をクリッ

クすることによっても実行できます。
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追加情報

P.45-8 の「関連項目」を参照してください。

関連項目
 • パーティションの検索（P.45-2）

 • パーティションの設定（P.45-3）

 • パーティションの削除（P.45-7）

 • パーティションの設定値（P.45-4）

 • パーティションの検索（パーティションが多数ある場合）（P.45-6）
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46
コーリング サーチ スペースの設定

コーリング サーチ スペースは、通常はデバイスに割り当てられているルート パーティションの順   
序リストで構成されます。コーリング サーチ スペースによって、発信側デバイスがコールを完了  
しようとするときに検索するパーティションが決まります。コーリング サーチ スペースとパー  
ティションの詳細については、『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「パー     
ティションおよびコーリング サーチ スペース」を参照してください。

コーリング サーチ スペースを検索、追加、更新、コピー、または削除するには、次のトピックを  
参照してください。

 • コーリング サーチ スペースの検索（P.46-2）

 • コーリング サーチ スペースの設定（P.46-3）

 • コーリング サーチ スペースの設定値（P.46-4）

 • コーリング サーチ スペースの削除（P.46-6）
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コーリング サーチ スペースの検索
ネットワーク内にはいくつかのコーリング サーチ スペースが存在することがあるので、Cisco  
Unified Communications Manager では、固有の条件を指定して、特定のコーリング サーチ スペース     
を見つけることができます。コーリング サーチ スペースを特定する手順は、次のとおりです。

（注） Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、ブラウザ セッションでの作業中は、コー     
リング サーチ スペースの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこのメ  
ニュー項目に戻ってくる場合でも、検索に変更を加えない限り、コーリング サーチ スペースの検  
索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 ［コールルーティング］ >［コントロールのクラス］ >［コーリングサーチスペース］の順に選択しま  
す。

［コーリングサーチスペースの検索と一覧表示（Find and List Calling Search Spaces）］ウィンドウが     
表示されます。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。 

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。 

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。 

すべてのレコード、または一致したレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダ

ウン リスト ボックスから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。 

ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。
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（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.46-7 の「関連項目」を参照してください。

コーリング サーチ スペースの設定
コーリング サーチ スペースをコピー、追加、および更新する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 メニューバーで［コールルーティング］ >［コントロールのクラス］ >［コーリングサーチスペース］  
の順に選択します。

ステップ 2 次のいずれかの作業を行います。

 • 既存のコーリング サーチ スペースをコピーするには、対象となるコーリング サーチ スペース    
を見つけます（P.46-2 の「コーリング サーチ スペースの検索」を参照）。コピーするコーリン   
グ サーチ スペースの横にある［コピー］アイコンをクリックします。ウィンドウに、コピー  
したコーリング サーチ スペースが表示されます。［名前（Name）］フィールドで名前を変更し、  
ステップ 3 に進みます。

 • コーリング サーチ スペースを追加するには、［新規追加］ボタンをクリックし、ステップ 3 に    
進みます。

 • 既存のコーリング サーチ スペースを更新するには、対象となるコーリング サーチ スペースを    
見つけて（P.46-2 の「コーリング サーチ スペースの検索」を参照）、ステップ 3 に進みます。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 46-1 を参照）。

ステップ 4 ［保存］をクリックします。

追加情報

P.46-7 の「関連項目」を参照してください。
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コーリング サーチ スペースの設定値
表 46-1 では、コーリング サーチ スペースの設定値について説明します。

表 46-1 コーリング サーチ スペースの設定値 

フィールド 説明

［コーリングサーチスペース情報］

［名前］ 名前を［名前（Name）］フィールドに入力します。この名前には、
最長 50 文字の英数字を指定することができ、スペース、ピリオド  
（.）、ハイフン（-）、および下線文字（_）を任意に組み合せて使用
することが可能です。各コーリング サーチ スペース名が、システ  
ムに固有の名前であることを確認してください。

（注） コーリング サーチ スペースには、内容を表す簡潔な名前を  
使用してください。通常、CompanynameLocationCalltype の 
形式が、内容を的確に表し、コーリング サーチ スペースを  
すばやくかつ簡単に識別できる方式です。たとえば、
「CiscoDallasMetroCS」は、Dallas の Cisco オフィスからの、   

LATA（Local Access and Transport Area）間の無料コール用    
のコーリング サーチ スペースとして特定できます。

［説明（Description）］ ［説明（Description）］フィールドに説明を入力します。この説明に
は、最長 50 文字の英数字を指定することができ、スペース、ピリ  
オド（.）、ハイフン（-）、および下線文字（_）を任意に組み合せて
使用することが可能です。

［コーリングサーチスペースのルートパーティション］

［使用可能なパーティション

（Available Partitions）］
［使用可能なパーティション］リスト ボックスでパーティションを 
選択し、そのパーティションを［選択されたパーティション］リス

ト ボックスに追加します。これには、この 2 つのリスト ボックス    
間にある矢印ボタンをクリックします。

ある範囲のパーティションを一度に追加するには、その範囲内の最

初のパーティションをクリックし、Shift キーを押した状態でその 
範囲内の最後のパーティションをクリックします。2 つのリスト 
ボックス間にある矢印ボタンをクリックして、その範囲のパーティ

ションを追加します。

連続していない複数のパーティションを追加するには、Control
（Ctrl）キーを押した状態で複数のパーティションをクリックして
いきます。2 つのリスト ボックス間にある矢印ボタンをクリックし  
て、選択したパーティションを追加します。

（注） パーティション名の長さによって、コーリング サーチ ス  
ペースに追加できるパーティションの最大数が制限されま
す。表 46-2 に、パーティション名が固定長である場合に 
コーリング サーチ スペースに追加できるパーティション  
の最大数の例を示します。

［選択されたパーティショ

ン］

パーティションの優先順位を変更するには、［選択されたパーティ

ション］リスト ボックス内のパーティション名を選択します。そ 
のリスト ボックスの右側にある矢印をクリックして、リスト内で 
そのパーティションを上下に移動させてください。
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表 46-2 に、パーティション名が固定長である場合にコーリング サーチ スペースに追加できるパー   
ティションの最大数の例を示します。この最大数の計算方法の詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager システム ガイド』の「パーティション名の制限」を参照してください。

追加情報

P.46-7 の「関連項目」を参照してください。

表 46-2 コーリング サーチ スペースのパーティション制限 

パーティション名の長さ パーティションの最大数

2 文字 170

3 文字 128

4 文字 102

5 文字 86

. . . . . .

10 文字 46

15 文字 32
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コーリング サーチ スペースの削除
コーリング サーチ スペースを削除する手順は、次のとおりです。

始める前に

デバイス、回線（DN）、トランスレーション パターンなどの項目が使用しているコーリング サー  
チ スペースは、削除できません。コーリング サーチ スペースを使用しているデバイス、回線、ト   
ランスレーション パターンなどの項目を検索するには、［コーリングサーチスペースの設定（Calling 
Search Space Configuration）］ウィンドウの［関連リンク］ドロップダウン リスト ボックスにある    
［依存関係レコード］を選択し、［移動］をクリックします。依存関係レコードがシステムで使用可

能になっていない場合、［依存関係レコード要約（Dependency Records Summary）］ウィンドウにメッ  
セージが表示されます。依存関係レコードの詳細については、P.A-4 の「依存関係レコードへのア 
クセス」を参照してください。使用中のコーリング サーチ スペースを削除しようとすると、Cisco  
Unified Communications Manager からメッセージが表示されます。現在使用中のコーリング サーチ    
スペースを削除する前に、次の作業の一方または両方を実行しておく必要があります。

 • 削除するコーリング サーチ スペースを使用しているデバイス、回線、またはトランスレーショ  
ン パターンすべてに、別のコーリング サーチ スペースを割り当てる。P.57-1 の「電話番号の    
設定の概要」および P.53-4 の「トランスレーション パターンの設定」を参照してください。

 • 削除するコーリング サーチ スペースを使用しているデバイス、回線、またはトランスレーショ  
ン パターンを削除する。P.57-5 の「電話機からの電話番号の削除」および P.53-12 の「トラン   
スレーション パターンの削除」を参照してください。

手順

ステップ 1 メニューバーで［コールルーティング］ >［コントロールのクラス］ >［コーリングサーチスペース］  
の順に選択します。

ステップ 2 削除するコーリング サーチ スペースを見つけます。P.46-2 の「コーリング サーチ スペースの検索」     
を参照してください。

ステップ 3 削除するコーリング サーチ スペースのチェックボックスをオンにして、［選択項目の削除］をク  
リックします。

この操作を実行すると取り消せないことを確認するメッセージが表示されます。

ステップ 4 コーリング サーチ スペースを削除するには、［OK］をクリックします。削除を取り消すには、［キャ  
ンセル］をクリックします。

注意 コーリング サーチ スペースを削除するときは、削除するコーリング サーチ スペースが正しいか慎    
重に確認してください。削除したコーリング サーチ スペースを元に戻すことはできません。不用  
意に削除すると、削除したコーリング サーチ スペースを作成し直す必要があります。

ヒント コーリング サーチ スペースの削除は、削除するコーリング サーチ スペースを見つけて    
表示し、［削除］をクリックすることによっても実行できます。

追加情報

P.46-7 の「関連項目」を参照してください。
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関連項目
 • コーリング サーチ スペースの検索（P.46-2）

 • コーリング サーチ スペースの設定（P.46-3）

 • コーリング サーチ スペースの設定値（P.46-4）

 • コーリング サーチ スペースの削除（P.46-6）
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47
インターコム パーティションの設定

インターコム パーティションには、電話番号（DN）およびルート パターンが登録されているルー  
ト パターンのリストが含まれています。パーティションは、編成、ロケーション、およびコール 
タイプに基づいて、ルート プランを複数の論理サブセットに分割することにより、コール ルーティ  
ングを容易にするものです。パーティションの詳細については、『Cisco Unified Communications  
Manager システム ガイド』の「パーティションおよびコーリング サーチ スペース」を参照してく    
ださい。インターコムの詳細については、『Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービ    
ス ガイド』の「インターコム」を参照してください。

ルート パーティションを検索、追加、更新、または削除するには、次のトピックを参照してください。

 • インターコム パーティションの追加（P.47-2）

 • インターコム パーティションの検索（P.47-3）

 • インターコム パーティションの設定（P.47-5）

 • インターコム パーティションの設定値（P.47-6）

 • インターコム パーティションの削除（P.47-8）

 • 関連項目（P.47-9）
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インターコム パーティションの追加
新しいインターコム パーティションを追加する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ［Cisco Unified Communications Manager の管理］ウィンドウから［コールルーティング］>［インター    
コム］>［インターコムルートパーティション］の順に選択します。

［インターコムパーティションの検索と一覧表示（Find and List Intercom Partitions）］ウィンドウが表    
示されます。

ステップ 2 ［新規追加］ボタンをクリックします。

［新規インターコムパーティションの追加（Add new Intercom Partition）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 ［インターコムパーティション情報（Intercom Partition Information）］セクションの下の［名前］ボッ  
クスに、追加するインターコム パーティションの名前と説明を入力します。

（注） 複数のパーティションを入力するには、各パーティション エントリに対して 1 行を使用します。最   
大 75 のパーティションを入力できます。入力できる文字数は、それぞれの名前と説明を合計して  
1475 文字までです。パーティション名は 50 文字までです。各行のパーティション名と説明はカン   
マ（,）で区切ってください。説明を入力しなかった場合、Cisco Unified Communications Manager は、    
パーティション名を説明として使用します。 

［インターコムパーティションの検索と一覧表示（Find and List Intercom Partitions）］ウィンドウが表    
示されます。

ステップ 4 P.47-3 の「インターコム パーティションの検索」のステップ 2 に進みます。
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インターコム パーティションの検索
ネットワーク内にはいくつかのインターコム パーティションが存在することがあるので、Cisco 
Unified Communications Manager では、固有の条件を指定して、固有のインターコム パーティショ    
ンを特定することができます。インターコム パーティションを特定する手順は、次のとおりです。

（注） Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、ブラウザ セッションでの作業中は、イン     
ターコム パーティションの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこのメ 
ニュー項目に戻ってくる場合でも、検索に変更を加えない限り、インターコム パーティションの 
検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 ［コールルーティング］>［インターコム］>［インターコムルートパーティション］の順に選択します。 

［インターコム電話番号の検索と一覧表示（Find and List Intercom Directory Numbers）］ウィンドウが     
表示されます。アクティブな（前回の）クエリーのレコードも、ウィンドウに表示されることがあ

ります。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リスト ボック  
スから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。

ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。
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（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.47-9 の「関連項目」を参照してください。
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インターコム パーティションの設定
インターコム パーティションを設定する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 メニューバーで［コールルーティング］ >［インターコム］>［インターコムルートパーティション］ 
の順に選択します。

［インターコムパーティションの検索と一覧表示（Find and List Intercom Partitions）］ウィンドウが表    
示されます。

P.47-3 の「インターコム パーティションの検索」の手順に従って、設定するパーティションを検索  
し、ステップ 2 に進みます。

ステップ 2 適切な設定値を入力します（表 47-1 を参照）。

ステップ 3 ［保存］をクリックします。

［インターコムパーティションの設定］ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 適切な設定値を入力します（表 47-3 を参照）。

インターコム パーティションを更新している場合は、［リセット］をクリックします。 

追加情報

P.47-9 の「関連項目」を参照してください。
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インターコム パーティションの設定値
表 47-1 では、パーティションの設定値について説明します。関連する手順については、P.47-9 の  
「関連項目」を参照してください。

ワンポイント・アドバイス パーティションには、内容を表す簡潔な名前を使用してください。通常 

、CompanynameLocationCalltype の形式が、内容を簡潔に表し、パーティションをすばやくかつ簡単 
に識別できる方式です。たとえば、「CiscoDallasMetroPT」は、Dallas の Cisco オフィスからの、LATA   
（Local Access and Transport Area）間の無料コール用のパーティションを特定できます。

ヒント 必要に応じて、［パーティション名（Partition Name）］テキストボックスに各パーティションの名前 
と説明を入力することにより、複数のパーティションを同時に入力できます。必ず、各パーティ

ション エントリに対して 1 行を使用し、パーティション名と説明はカンマで区切ってください。

表 47-2 に、パーティション名が固定長である場合にコーリング サーチ スペースに追加できるパー   
ティションの最大数の例を示します。この最大数の計算方法の詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager システム ガイド』の「パーティション名の制限」を参照してください。

表 47-1 インターコム パーティションの設定値 

フィールド 説明

［インターコムパーティション情報（Intercom Partition Information）］

［名前］ ［名前］ボックスに名前を入力します。各パーティション名が、そのルー

ト プランに固有の名前であることを確認してください。パーティション 
名には、英数字、スペース、ハイフン（-）、およびアンダースコア（_）
を使用できます。

（注） パーティション名の長さによって、コーリング サーチ スペース  
に追加できるパーティションの最大数が制限されます。表 47-2
に、パーティション名が固定長である場合にコーリング サーチ 
スペースに追加できるパーティションの最大数の例を示します。

パーティション名の後にカンマ（,）を入力してから、そのパーティショ
ン名と同じ行に説明を入力します。説明を入力しない場合は、Cisco
Unified Communications Manager が、自動的にこのフィールドにパーティ   
ション名を入力します。

各パーティションおよび説明には新しい行を使用してください。

表 47-2 コーリング サーチ スペースのパーティション制限 

パーティション名の長さ パーティションの最大数

2 文字 170

3 文字 128

4 文字 102

5 文字 86
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表 47-3 では、インターコム パーティションの設定に必要な情報について説明します。

追加情報

P.47-9 の「関連項目」を参照してください。

表 47-3 インターコム パーティションの設定値 

フィールド 説明

［インターコムパーティション情報（Intercom Partition Information）］

［名前］ 選択したインターコム パーティションの名前がこのボックスに表 
示されます。

［説明］ 選択したインターコム パーティションの説明を入力してある場合 
は、ここに表示されます。インターコム パーティションを追加す 
るときに説明を入力しなかった場合は、ここで追加できます。

［スケジュール 

（Time Schedule）］
このドロップダウン リストには、［コールルーティング］>［コン 
トロールのクラス］>［スケジュール］で追加できるスケジュール
が読み込まれます。スケジュールを設定する方法については、「タ

イム スケジュールの設定」を参照してください。

［タイムゾーン（Time Zone）］  • タイム ゾーンを発信側デバイスと同じにするには、［発信側デ 
バイス（Originating Device）］の横にあるオプション ボタンを  
オンにします。

 • 特定のタイム ゾーンを設定するには、［特定のタイムゾーン 
（Specific Time Zone）］オプション ボタンをオンにして、ドロッ   
プダウン リストから正しいタイム ゾーンを選択します。
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インターコム パーティションの削除
インターコム パーティションを削除する手順は、次のとおりです。 

始める前に

インターコム パーティションがコーリング サーチ スペースなどの項目またはルート パターンに割    
り当てられている場合は、そのインターコム パーティションを削除できません。パーティションを 
使用しているコーリング サーチ スペースなどの項目を検索するには、［パーティションの設定  
（Partition Configuration）］ウィンドウの［関連リンク］ドロップダウン リスト ボックスにある［依   
存関係レコード］を選択し、［移動］をクリックします。依存関係レコードがシステムで使用可能

になっていない場合、［依存関係レコード要約（Dependency Records Summary）］ウィンドウにメッ  
セージが表示されます。依存関係レコードの詳細については、P.A-4 の「依存関係レコードへのア 
クセス」を参照してください。使用中のパーティションを削除しようとすると、Cisco Unified 
Communications Manager からメッセージが表示されます。現在使用されているパーティションを削  
除する場合は、事前に、次の作業のどちらか一方または両方を実行しておく必要があります。

 • 削除するパーティションを使用しているコーリング サーチ スペースやデバイスなどの項目す  
べてに、別のパーティションを割り当てる。 

 • 削除するパーティションを使用しているコーリング サーチ スペースやデバイスなどの項目を  
削除する。 

手順

ステップ 1 メニューバーで［コールルーティング］ >［インターコム］ >［インターコムルートパーティション］  
の順に選択します。

ステップ 2 削除するインターコム パーティションを見つけます。P.47-3 の「インターコム パーティションの   
検索」を参照してください。

ステップ 3 削除するインターコム パーティションのチェックボックスをオンにして、［選択項目の削除］をク 
リックします。

ヒント ［すべてを選択］をクリックして［選択項目の削除］をクリックすると、リスト内のすべ

てのインターコム パーティションを削除できます。

この操作を実行すると取り消せないことを確認するメッセージが表示されます。

ステップ 4 インターコム パーティションを削除するには、［OK］をクリックします。削除操作を取り消すに 
は、［キャンセル］をクリックします。

注意 インターコム パーティションを削除するときは、削除するインターコム パーティションが正しい  
か慎重に確認してください。削除したインターコム パーティションを元に戻すことはできません。 
誤って削除した場合、削除したパーティションを作成し直す必要があります。
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ヒント インターコム パーティションの削除は、削除するパーティションを見つけて表示し、［削 
除］をクリックすることによっても実行できます。

追加情報

P.47-9 の「関連項目」を参照してください。

関連項目
 • インターコム パーティションの検索（P.47-3）

 • インターコム パーティションの設定（P.47-5）

 • インターコム パーティションの削除（P.47-8）

 • インターコム パーティションの設定値（P.47-6）

 • 関連項目（P.47-9）

 • 依存関係レコードへのアクセス（P.A-4）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「パーティション名の制限」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「パーティションおよびコーリング     
サーチ スペース」
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48
インターコム コーリング サーチ  
スペースの設定

インターコム コーリング サーチ スペースは、通常はデバイスに割り当てられているインターコム   
ルート パーティションの順序リストで構成されます。インターコム コーリング サーチ スペースに    
よって、発信側デバイスがコールを完了しようとするときに検索するパーティションが決まりま

す。

コーリング サーチ スペースとパーティションの詳細については、『Cisco Unified Communications    
Manager システム ガイド』の「パーティションおよびコーリング サーチ スペース」を参照してく    
ださい。インターコムの詳細については、『Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービ    
ス ガイド』の「インターコム」を参照してください。

コーリング サーチ スペースを検索、追加、更新、コピー、または削除するには、次のトピックを  
参照してください。

 • インターコム コーリング サーチ スペースの検索（P.48-2）

 • インターコム コーリング サーチ スペースの設定（P.48-4）

 • インターコム コーリング サーチ スペースの設定値（P.48-5）

 • インターコム コーリング サーチ スペースの削除（P.48-8）
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インターコム コーリング サーチ スペースの検索
ネットワーク内にはいくつかのインターコム コーリング サーチ スペースが存在することがあるの   
で、Cisco Unified Communications Manager では、固有の条件を指定して、特定のインターコム コー     
リング サーチ スペースを見つけることができます。インターコム コーリング サーチ スペースを特     
定する手順は、次のとおりです。

（注） Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、ブラウザ セッションでの作業中は、イン     
ターコム コーリング サーチ スペースの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してか   
らこのメニュー項目に戻ってくる場合でも、検索に変更を加えない限り、インターコム コーリン 
グ サーチ スペースの検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 ［コールルーティング］>［インターコム］>［インターコムコーリングサーチスペース］の順に選
択します。

［インターコムコーリングサーチスペースの検索と一覧表示（Find and List Intercom Calling Search     
Spaces）］ウィンドウが表示されます。アクティブな（前回の）クエリーのレコードも、ウィンドウ
に表示されることがあります。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リスト ボック  
スから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。



第 48章      インターコム コーリング サーチ スペースの設定
インターコム コーリング サーチ スペースの検索   

48-3
Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド     

OL-12525-01-J

ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。

（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.48-9 の「関連項目」を参照してください。
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インターコム コーリング サーチ スペースの設定
インターコム コーリング サーチ スペースをコピー、追加、および更新する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 メニューバーで［コールルーティング］ >［インターコム］>［インターコムコーリングサーチス 
ペース］の順に選択します。

ステップ 2 次のいずれかの作業を行います。

 • 既存のインターコム コーリング サーチ スペースをコピーするには、対象となるインターコム   
コーリング サーチ スペースを見つけます（P.48-2 の「インターコム コーリング サーチ スペー      
スの検索」を参照）。コピーするインターコム コーリング サーチ スペースの横にある［コピー   
（Copy）］ボタンをクリックします。ウィンドウに、コピーしたインターコム コーリング サー  
チ スペースが表示されます。［名前］フィールドで名前を変更し、ステップ 3 に進みます。

 • インターコム コーリング サーチ スペースを追加するには、［新規追加］ボタンをクリックし、   
ステップ 3 に進みます。

（注） 他のコーリング サーチ スペースを追加するには、［新規追加］をクリックして、ステップ  
3 からの手順を繰り返します。

 • 既存のインターコム コーリング サーチ スペースを更新するには、対象となるインターコム   
コーリング サーチ スペースを見つけて（P.48-2 の「インターコム コーリング サーチ スペース      
の検索」を参照）、ステップ 3 に進みます。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 48-1 を参照）。

ステップ 4 ［保存］をクリックします。

追加情報

P.48-9 の「関連項目」を参照してください。
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インターコム コーリング サーチ スペースの設定値
表 48-1 では、コーリング サーチ スペースの設定値について説明します。

表 48-1 インターコム コーリング サーチ スペースの設定値 

フィールド 説明

［インターコムコーリングサーチスペース情報（Intercom Calling Search Space Information）］

［名前］ 名前を［名前］フィールドに入力します。この名前には、最長 50 
文字の英数字を指定することができ、スペース、ピリオド（.）、ハ
イフン（-）、および下線文字（_）を任意に組み合せて使用するこ
とが可能です。各コーリング サーチ スペース名が、システムに固  
有の名前であることを確認してください。

（注） インターコム コーリング サーチ スペースには、内容を表   
す簡潔な名前を使用してください。通常、 
CompanynameLocationCalltype の形式が、内容を的確に表し、 
コーリング サーチ スペースをすばやくかつ簡単に識別で  
きる方式です。たとえば、「CiscoDallasMetroCS」は、Dallas
の Cisco オフィスからの、LATA（Local Access and Transport     
Area）間の無料コール用のコーリング サーチ スペースとし  
て特定できます。

［説明］ ［説明］フィールドに説明を入力します。この説明には、最長 50 文  
字の英数字を指定することができ、スペース、ピリオド（.）、ハイ
フン（-）、および下線文字（_）を任意に組み合せて使用すること
が可能です。
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［このコーリングサーチスペースのインターコムルートパーティション（Intercom Route 
Partitions for this Calling Search Space）］

［使用可能なインターコム

パーティション（Available
Intercom Partitions）］

［使用可能なインターコムパーティション（Available Intercom 
Partitions）］リスト ボックスでインターコム パーティションを選択  
し、そのパーティションを［選択されたインターコムパーティショ

ン（Selected Intercom Partitions）］リスト ボックスに追加します。こ   
れには、この 2 つのリスト ボックス間にある矢印ボタンをクリッ   
クします。

ある範囲のインターコム パーティションを一度に追加するには、そ 
の範囲内の最初のインターコム パーティションをクリックし、 
Shift キーを押した状態でその範囲内の最後のインターコム パー  
ティションをクリックします。2 つのリスト ボックス間にある矢印  
ボタンをクリックして、その範囲のパーティションを追加します。

連続していない複数のインターコム パーティションを追加するに 
は、Control（Ctrl）キーを押した状態で複数のインターコム パー 
ティションをクリックしていきます。2 つのリスト ボックス間にあ  
る矢印ボタンをクリックして、選択したインターコム パーティショ 
ンを追加します。

（注） インターコム パーティション名の長さによって、インター 
コム コーリング サーチ スペースに追加できるインターコ   
ム パーティションの最大数が制限されます。表 48-2 に、イ  
ンターコム パーティション名が固定長である場合にイン 
ターコム コーリング サーチ スペースに追加できるパー   
ティションの最大数の例を示します。

［選択されたインターコム

パーティション（Selected
Intercom Partitions）］

インターコム パーティションの優先順位を変更するには、［選択さ 
れたインターコムパーティション（Selected Intercom Partitions）］リ  
スト ボックス内のインターコム パーティション名を選択します。  
そのリスト ボックスの右側にある矢印をクリックして、リスト内 
でそのインターコム パーティションを上下に移動させてください。

表 48-1 インターコム コーリング サーチ スペースの設定値（続き）

フィールド 説明
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表 48-2 に、パーティション名が固定長である場合にコーリング サーチ スペースに追加できるイン   
ターコム パーティションの最大数の例を示します。この最大数の計算方法の詳細については、 
『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「パーティション名の制限」を参照し     
てください。

追加情報

P.48-9 の「関連項目」を参照してください。

表 48-2 コーリング サーチ スペースのパーティション制限 

パーティション名の長さ パーティションの最大数

2 文字 170

3 文字 128

4 文字 102

5 文字 86

. . . . . .

10 文字 46

15 文字 32
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インターコム コーリング サーチ スペースの削除
インターコム コーリング サーチ スペースを削除する手順は、次のとおりです。

始める前に

デバイス、回線（DN）、トランスレーション パターンなどの項目が使用しているコーリング サー  
チ スペースは、削除できません。コーリング サーチ スペースを使用しているデバイス、回線、ト   
ランスレーション パターンなどの項目を検索するには、［コーリングサーチスペースの設定（Calling 
Search Space Configuration）］ウィンドウの［関連リンク］ドロップダウン リスト ボックスにある    
［依存関係レコード］を選択し、［移動］をクリックします。依存関係レコードがシステムで使用可

能になっていない場合、［依存関係レコード要約（Dependency Records Summary）］ウィンドウにメッ  
セージが表示されます。依存関係レコードの詳細については、P.A-4 の「依存関係レコードへのア 
クセス」を参照してください。使用中のコーリング サーチ スペースを削除しようとすると、Cisco  
Unified Communications Manager からメッセージが表示されます。現在使用中のコーリング サーチ    
スペースを削除する前に、次の作業の一方または両方を実行しておく必要があります。

 • 削除するコーリング サーチ スペースを使用しているデバイス、回線、またはトランスレーショ  
ン パターンすべてに、別のコーリング サーチ スペースを割り当てる。P.49-1 の「インターコ    
ム電話番号の設定の概要」および P.50-4 の「インターコム トランスレーション パターンの設    
定」を参照してください。

 • 削除するコーリング サーチ スペースを使用しているデバイス、回線、またはトランスレーショ  
ン パターンを削除する。P.57-5 の「電話機からの電話番号の削除」および P.50-12 の「インター   
コム トランスレーション パターンの削除」を参照してください。

手順

ステップ 1 メニューバーで［コールルーティング］>［インターコム］>［インターコムコーリングサーチス
ペース］の順に選択します。

ステップ 2 削除するインターコム コーリング サーチ スペースを見つけます。P.48-2 の「インターコム コーリ     
ング サーチ スペースの検索」を参照してください。

ステップ 3 削除するインターコム コーリング サーチ スペースのチェックボックスをオンにして、［選択項目の   
削除］をクリックします。

この操作を実行すると取り消せないことを確認するメッセージが表示されます。

ステップ 4 インターコム コーリング サーチ スペースを削除するには、［OK］をクリックします。削除を取り   
消すには、［キャンセル］をクリックします。

注意 インターコム コーリング サーチ スペースを削除するときは、削除するインターコム コーリング    
サーチ スペースが正しいか慎重に確認してください。削除したインターコム コーリング サーチ ス    
ペースを元に戻すことはできません。不用意に削除すると、削除したインターコム コーリング サー  
チ スペースを作成し直す必要があります。

ヒント インターコム コーリング サーチ スペースの削除は、削除するインターコム コーリング    
サーチ スペースを見つけて表示し、［削除］をクリックすることによっても実行できます。
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追加情報

P.48-9 の「関連項目」を参照してください。

関連項目
 • インターコム コーリング サーチ スペースの検索（P.48-2）

 • インターコム コーリング サーチ スペースの設定（P.48-4）

 • インターコム コーリング サーチ スペースの設定値（P.48-5）

 • インターコム コーリング サーチ スペースの削除（P.48-8）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「パーティションおよびコーリング     
サーチ スペース」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「パーティション名の制限」

 • 依存関係レコードへのアクセス（P.A-4）

 • 電話機からの電話番号の削除（P.57-5）

 • インターコム電話番号の設定の概要（P.49-1）

 • 依存関係レコードへのアクセス（P.A-4）
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49
インターコム電話番号の設定

次の項では、Cisco Unified Communications Manager の管理ページでのインターコム電話番号（DN）    
に関する作業と設定について説明しています。

 • インターコム電話番号の設定の概要（P.49-1）

 • インターコム電話番号の検索（P.49-2）

 • インターコム電話番号の設定（P.49-3）

 • インターコム電話番号の設定値（P.49-5）

 • 関連項目（P.49-8）

インターコム電話番号の設定の概要
Cisco Unified Communications Manager の管理ページを使用して、特定の電話機に割り当てるイン    
ターコム電話番号（DN）の設定および変更を行います。ここでは、インターコム電話番号の追加、
削除、および更新について説明します。 

（注） インターコム電話番号には、パーティションが必要です。

追加情報

P.49-8 の「関連項目」を参照してください。
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インターコム電話番号の検索
インターコム電話番号（DN）を検索する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ［コールルーティング］>［インターコム］>［インターコム電話番号］の順に選択します。 

［インターコム電話番号の検索と一覧表示（Find and List Intercom Directory Numbers）］ウィンドウが     
表示されます。アクティブな（前回の）クエリーのレコードも、ウィンドウに表示されることがあ

ります。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リスト ボック  
スから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。

ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。

（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.49-8 の「関連項目」を参照してください。
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インターコム電話番号の設定
インターコム電話番号（DN）を追加または更新する手順は、次のとおりです。電話番号を追加す
ると同時に、コール転送、コール ピックアップ、および MLPP の各電話機能を設定できます。

ヒント インターコム電話番号にパターン（たとえば 352XX など）を割り当てることができます。インター  
コム電話番号にパターンを割り当てる場合は、ユーザが混乱しないように、インターコム電話番号

設定フィールド（［回線のテキストラベル（Line Text Label）］、［表示（Display、内線発信者 ID）］、  
および［外線電話番号マスク（External Phone Number Mask）］）にテキストや数字を追加します。こ   
れらのフィールドが特定の電話番号について表示されるのは、電話番号を追加し、さらに、その電

話番号を電話機に関連付けた場合のみです。 
 

たとえば、［回線のテキストラベル（Line Text Label）］と［表示（Display、内線発信者 ID）］には  
ユーザの名前を追加し、［外線電話番号マスク（External Phone Number Mask）］には外部の回線番号   
を追加します。このようにすれば、発信情報が表示されるときに、「352XX」ではなく「John Chan」 
と表示されます。

手順

ステップ 1 ［コールルーティング］ >［インターコム］>［インターコム電話番号］の順に選択します。

［インターコム電話番号の検索と一覧表示（Find and List Intercom Directory Numbers）］ウィンドウが     
表示されます。

ステップ 2 特定のインターコム電話番号を見つけるには、検索条件を入力し、［検索］をクリックします。

検索条件と一致する電話番号のリストが表示されます。

ステップ 3 次のいずれかの作業を行います。

 • 電話番号を追加するには、［新規追加］ボタンをクリックし、新しい電話番号を追加します。

［インターコム電話番号の設定（Intercom Directory Number Configuration）］ウィンドウが表示さ   
れます。

（注） ［電話の設定（Phone Configuration）］ウィンドウには、電話番号を追加するための代替方法 
が表示されます。［デバイス］ >［電話］メニュー オプションを使用し、新しい電話機を作  
成するか、または既存の電話機を検索します。新しい電話機を作成するか、または既存の

電話機を表示したら、［電話の設定（Phone Configuration）］ウィンドウの左側の［割り当て 
情報（Association Information）］領域で、［回線［1］- 新規 DNを追加］リンクまたは［回線  
［2］- 新規 DN を追加］リンクをクリックします。［電話番号の設定（Directory Number  

Configuration）］ウィンドウが表示されたら、この手順のステップ 4 に進みます。

 • インターコム電話番号を更新するには、更新するインターコム電話番号をクリックします。［イ

ンターコム電話番号の設定（Intercom Directory Number Configuration）］ウィンドウが表示され   
ます。

ステップ 4 該当する設定値を更新します（表 49-1 を参照）。
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ステップ 5 ［保存］をクリックします。

ステップ 6 ［リセット］をクリックします。詳細については、P.82-5 の「電話機のリセット」を参照してください。

ヒント 2 回線では足りない場合は、電話機タイプ（たとえば Cisco IP Phone モデル 7960 など）に       
対応する電話ボタン テンプレートを変更することによって、回線を増やすことができま 
す。ただし、2 回線までしかサポートしていない電話機タイプ（Cisco IP Phone モデル 7902     
など）もあります。

（注） デバイスは、速やかに再起動してください。この再起動プロセス中に、ゲートウェイ上の

コールがシステムによって終了される場合があります。

追加情報

P.49-8 の「関連項目」を参照してください。
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インターコム電話番号の設定値
表 49-1 では、［インターコム電話番号の設定（Intercom Directory Number Configuration）］ウィンド    
ウで使用可能なフィールドについて説明します。

表 49-1 インターコム電話番号の設定値 

フィールド 説明

［インターコム電話番号情報（Intercom Directory Number Information）］

［インターコム電話番号

（Intercom Directory Number）］
ダイヤル可能な電話番号を入力します。この値には、数字とルート

パターンのワイルドカード、および特殊文字（（.）と（@）を除く）
を指定できます。 

入力する電話番号が、複数のパーティションに表示される場合があ

ります。

（注） JTAPI または TAPI アプリケーションでデバイスを制御し   
たりモニタしたりする場合は、そのデバイスに同一の電話
番号を持つ複数のインスタンス（パーティションは異なる）
を設定しないでください。 

［ルートパーティション

（Route Partition）］
この電話番号が属するパーティションを選択します。［インターコ

ム電話番号］フィールドに入力する電話番号が、選択したパーティ

ション内で固有のものであることを確認してください。インターコ

ム電話番号へのアクセスを制限しない場合は、パーティションを選

択しません。

Max List Box Items エンタープライズ パラメータを使用して、この     
ドロップダウン リスト ボックスで表示するパーティションの数を  
設定することができます。Max List Box Items エンタープライズ パ     
ラメータで指定した数よりも多くのパーティションが存在する場

合、ドロップダウン リスト ボックスの横に［検索］ボタンが表示  
されます。［検索］ボタンをクリックして、［パーティションの検索

と一覧表示（Find and List Partitions）］ウィンドウを表示します。パー   
ティションの検索条件のフィールドで、検索条件を選択し、パー

ティション名の一部を入力します。表示されたパーティションのリ

ストで、指定したいパーティションの横にあるチェックボックスを

オンにし、［選択項目の追加］をクリックします。

（注） リスト ボックスの最大項目を設定するには、［システム］ >
［エンタープライズパラメータ］の順に選択し、
［CCMAdmin Parameters］を選択します。

［説明（Description）］ 電話番号とルート パターンの説明を入力します。
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［呼び出し表示（Alerting 
Name）］

発信者の電話機に表示させる名前（警告名）を入力します。 

この設定は QSIG プロトコルの Identification Service をサポートし、     
共有および非共有の電話番号に適用されます。共用の回線表示を持

つ電話番号に警告名を設定すると、着側 PINX で電話機の呼び出し  
音が鳴ったときに、システムが次の作業を実行します。

 • 電話番号に割り当てられた発信者の名前を転送します。

 • トランスレーション パターン（制限がある場合）に設定された 
Connected Name Restrictions（CONR）を適用します。ルート パ   
ターン設定に応じて、発信 PINX が CONR を変更する場合があ    
ります。

警告名を設定しない場合、発信者の電話機に「名前がありません」

と表示される場合があります。［表示（Display、内線発信者 ID）］
フィールドに名前を入力しない場合、［呼び出し表示（Alerting
Name）］フィールド内の情報が［表示（Display、内線発信者 ID）］
フィールドに表示されます。

［ASCII呼び出し表示（ASCII
Alerting Name）］

このフィールドには、［呼び出し表示（Alerting Name）］フィールド 
と同じ情報を指定します。ただし、入力は ASCII 文字に制限されま  
す。Unicode（国際化）文字をサポートしないデバイスでは、［ASCII
呼び出し表示（ASCII Alerting Name）］フィールドの内容が表示さ  
れます。

［インターコム電話番号の設定（Intercom Directory Number Settings）］

［コーリングサーチスペース

（Calling Search Space）］
ドロップダウン リスト ボックスから、適切なコーリング サーチ ス    
ペースを選択します。コーリング サーチ スペースは、この電話番  
号からコールされる番号を見つけるために検索されるパーティ

ションの集合から構成されます。選択された値は、この電話番号を

使用しているデバイスすべてに適用されます。電話番号のコーリン

グ サーチ スペースの設定情報については、P.49-7 の「［コーリング   
サーチスペース（Calling Search Space）］」を参照してください。

このフィールドに変更を加えると、［コールピックアップグループ

（Call Pickup Group）］フィールドにリストされている番号が更新さ  
れます。

詳細については、『Cisco Unified Communications Manager システム    
ガイド』の「パーティションおよびコーリング サーチ スペース」  
を参照してください。

表 49-1 インターコム電話番号の設定値（続き）

フィールド 説明
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［コーリングサーチスペース（Calling Search Space）］

Max List Box Items エンタープライズ パラメータを使用して、このドロップダウン リスト ボックス       
で表示するコーリング サーチ スペースの数を設定できます。Max List Box Items エンタープライズ      
パラメータで指定した数よりも多くのコーリング サーチ スペースが存在する場合、ドロップダウ  
ン リスト ボックスの横に［検索］ボタンが表示されます。［検索］ボタンをクリックして、［コー  
リング サーチ スペースの検索と一覧表示（Find and List Calling Search Spaces）］ウィンドウを表示       
します。コーリング サーチ スペースの検索条件のフィールドで、検索条件を選択し、コーリング  
サーチ スペース名の一部を入力します。表示されたコーリング サーチ スペースのリストで、指定   
したいコーリング サーチ スペースの横にあるチェックボックスをオンにし、［選択項目の追加］を  
クリックします。

［プレゼンスグループ

（Presence Group）］
このフィールドには、プレゼンス機能を設定します。

ドロップダウン リスト ボックスから、この電話番号のプレゼンス  
グループを選択します。選択されたグループでは、この電話番号を

監視できるデバイス、エンドユーザ、およびアプリケーション ユー 
ザが指定されます。

［プレゼンスグループ（Presence Group）］のデフォルト値は、イン 
ストール時に設定された［Standard Presence group］です。Cisco  
Unified Communications Manager の管理ページで設定されたプレゼ   
ンス グループもドロップダウン リスト ボックスに表示されます。

プレゼンス認可は、プレゼンス グループと連携して、グループ間 
のプレゼンス要求を許可またはブロックします。グループ間の権限

の設定については、『Cisco Unified Communications Manager 機能お    
よびサービス ガイド』の「プレゼンス」の章を参照してください。

［自動応答（Auto Answer）］ 次のいずれかを選択し、この電話番号の自動応答機能をアクティブ

にします。

 • ［Auto Answer with Headset］

 • ［Auto Answer with Speakerphone］

（注） ［Auto Answer with Headset］または［Auto Answer with     
Speakerphone］を選択する場合は、ヘッドセットまたはス
ピーカフォンが使用可能であることを確認します。

（注） 共有回線を持つデバイスには自動応答を設定しないでくだ
さい。

（注） CTIPort デバイスのインターコム回線では、自動応答スピー 
カーフォンおよび自動応答ヘッドセットは、自動応答がオ
ンであるという意味になります。CTIPort デバイスには、ス 
ピーカーフォンおよびヘッドセットのオプションは適用で
きません。回線が自動応答に対応していることを示すだけ
です。アプリケーションが CTIPort デバイスのメディアを  
終了させる必要があります。また、どちらの種類の出力デ
バイスでもメディアを終了させることができます。

表 49-1 インターコム電話番号の設定値（続き）

フィールド 説明
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（注） リスト ボックスの最大項目を設定するには、［システム］ >［エンタープライズパラメータ］の順に  
選択し、［CCMAdmin Parameters］を選択します。

追加情報

P.49-8 の「関連項目」を参照してください。

関連項目
 • インターコム電話番号の設定の概要（P.49-1）

 • インターコム電話番号の検索（P.49-2）

 • インターコム電話番号の設定（P.49-3）

 • インターコム電話番号の設定値（P.49-5）

 • インターコム電話番号の設定値（P.49-5）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「電話番号の概要」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「電話番号の設定チェックリスト」

 • 回線グループの設定（P.39-1）

 • 割り当てられていない電話番号の削除（P.60-3）

 • ゲートウェイの設定（P.81-1）

 • 電話機のリセット（P.82-5）

 • 電話機の検索（P.82-40）

 • Cisco Unified IP Phone の設定（P.82-3）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「Cisco Unified IP Phone」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「電話機能」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「電話機設定チェックリスト」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「Cisco Unity Cisco Unified 
Communications Manager 統合メールボックス設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「Cisco Unity と Cisco Unity Connection          
の設定チェックリスト」

 • 『Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド』の「プレゼンス」
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50
インターコム トランスレーション 
パターンの設定

Cisco Unified Communications Manager はトランスレーション パターンを使用して、ダイヤルされた     
番号を操作した後でコールをルーティングします。場合によってシステムは、ダイヤルされた番号

を使用しないことがあります。また、公衆電話交換網（PSTN）が、ダイヤルされた番号を認識で
きない場合もあります。

トランスレーション パターンを追加、更新、コピー、または削除するには、次のトピックを参照し 
てください。

 • インターコム トランスレーション パターンの検索（P.50-2）

 • インターコム トランスレーション パターンの設定（P.50-4）

 • インターコム トランスレーション パターンの設定値（P.50-5）

 • インターコム トランスレーション パターンの削除（P.50-12）

 • 関連項目（P.50-13）
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インターコム トランスレーション パターンの検索
ネットワーク内にはいくつかのインターコム トランスレーション パターンが存在することがある  
ので、Cisco Unified Communications Manager では、固有の条件を指定して、特定のインターコム ト     
ランスレーション パターンを見つけることができます。インターコム トランスレーション パター   
ンを特定する手順は、次のとおりです。

（注） Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、ブラウザ セッションでの作業中は、イン     
ターコム トランスレーション パターンの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動して  
からこのメニュー項目に戻ってくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じたりしない

限り、インターコム トランスレーション パターンの検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 ［コールルーティング］>［インターコム］>［インターコムトランスレーションパターン］の順に
選択します。 

［インターコムトランスレーションパターンの検索と一覧表示（Find and List Intercom Translation    
Patterns）］ウィンドウが表示されます。アクティブな（前回の）クエリーのレコードも、ウィンド
ウに表示されることがあります。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リスト ボック  
スから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。
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ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。

（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.50-13 の「関連項目」を参照してください。
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インターコム トランスレーション パターンの設定
インターコム トランスレーション パターンを設定する手順は、次のとおりです。

始める前に

インターコム トランスレーション パターンを設定する前に、次の Cisco Unified Communications     
Manager のインターコム項目を設定してください。

 • インターコム パーティション

 • インターコム ルート フィルタ

 • インターコム コーリング サーチ スペース

手順

ステップ 1 ［コールルーティング］ >［インターコム］>［インターコムトランスレーションパターン］の順に 
選択します。

［インターコムトランスレーションパターンの検索と一覧表示（Find and List Intercom Translation    
Patterns）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 次のいずれかの作業を行います。

 • 既存のトランスレーション パターンをコピーするには、対象となるトランスレーション パター  
ンを見つけて（P.50-2 の「インターコム トランスレーション パターンの検索」を参照）、コピー   
するトランスレーション パターンの横にある［コピー（Copy）］ボタンをクリックし、ステッ 
プ 3 に進みます。

 • 新しいインターコム トランスレーション パターンを追加するには、［新規追加］ボタンをク  
リックし、ステップ 3 に進みます。

ステップ 3 表示される［インターコムトランスレーションパターンの設定（Intercom Translation Pattern 
Configuration）］ウィンドウで、適切な設定値を入力します（表 50-1 を参照）。

ステップ 4 ［保存］をクリックします。

（注） 選択したパーティション、ルート フィルタ、および番号計画の組み合せを使用するインター 
コム トランスレーション パターンが固有のものであることを確認してください。重複エン  
トリを示すエラーが表示された場合は、ルート パターンおよびハント パイロット、トラン  
スレーション パターン、電話番号、コール パーク番号、コール ピックアップ番号、または   
ミートミー番号の設定ウィンドウをチェックしてください。

［インターコムトランスレーションパターンの設定（Intercom Translation Pattern Configuration）］ウィ   
ンドウに、新しく設定したトランスレーション パターンが表示されます。

追加情報

P.50-13 の「関連項目」を参照してください。
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インターコム トランスレーション パターンの設定値
表 50-1 では、［インターコムトランスレーションパターンの設定（Intercom Translation Pattern   
Configuration）］ウィンドウ内の使用可能なフィールドについて説明します。

表 50-1 インターコム トランスレーション パターンの設定値 

フィールド 説明

［パターン定義（Pattern Definition）］

［インターコムトランスレー

ションパターン（Intercom
Translation Pattern）］

［インターコムトランスレーションパターン（Intercom Translation 
Pattern）］フィールドに、番号とワイルドカード（スペースを使用
しない）を含む、インターコム トランスレーション パターンを入  
力します。たとえば、NANP では、通常のローカル アクセスの場  
合は 9.@ を、通常のプライベート ネットワーク番号計画の場合は   
8XXX を入力します。大文字の A、B、C、および D を使用できま    
す。このフィールドを空白のままにした場合は、［パーティション

（Partition）］ドロップダウン リスト ボックスからパーティションを  
選択する必要があります。

（注） 選択したパーティション、ルート フィルタ、および番号計 
画の組み合せを使用するインターコム トランスレーショ 
ン パターンが固有のものであることを確認してください。 

重複エントリを示すメッセージが表示された場合は、ルート パター 
ンおよびハント パイロット、トランスレーション パターン、電話  
番号、コール パーク番号、コール ピックアップ番号、またはミー  
トミー番号を確認してください。重複エントリを示すメッセージが

表示された場合のもう 1 つの方法として、ルート プラン レポート    
も確認してください。
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［パーティション（Partition）］パーティションを選択します。パーティションを割り当てない場合
は、パーティションを選択しません。この場合は、［インターコム

トランスレーションパターン（Intercom Translation Pattern）］フィー  
ルドに値を入力する必要があります。

Max List Box Items エンタープライズ パラメータを使用して、この     
ドロップダウン リスト ボックスで表示するパーティションの数を  
設定することができます。Max List Box Items エンタープライズ パ     
ラメータで指定した数よりも多くのパーティションが存在する場

合、ドロップダウン リスト ボックスの横に［検索］ボタンが表示  
されます。［検索］ボタンをクリックして、［パーティションの検索

と一覧表示（Find and List Partitions）］ウィンドウを表示します。パー   
ティション名を検索し、選択します（P.47-3 の「インターコム パー  
ティションの検索」を参照）。

（注） リスト ボックスの最大項目を設定するには、［システム］ >
［エンタープライズパラメータ］の順に選択し、
［CCMAdmin Parameters］を選択します。

（注） インターコム トランスレーション パターン、ルート フィ   
ルタ、およびパーティションの組み合せが、Cisco Unified 
Communications Manager クラスタ内で固有であることを確  
認してください。

［説明（Description）］ インターコム トランスレーション パターンの説明を入力します。

［番号計画（Numbering Plan）］番号計画を選択します。

インターコム トランスレーション パターンにワイルドカード @ が    
含まれている場合は、番号計画を選択できます。オプションで番号

計画を選択すると、所定の番号パターンが制限されます。

表 50-1 インターコム トランスレーション パターンの設定値（続き）

フィールド 説明
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［ルートフィルタ（Route 
Filter）］

オプションのルート フィルタを選択すると、所定の番号パターン 
が制限されます。詳細については、『Cisco Unified Communications  
Manager システム ガイド』の「ルート パターンとハント パイロッ    
ト内のワイルドカードと特殊文字」、および P.35-4 の「ルート フィ  
ルタの設定値」を参照してください。

表示されるルート フィルタは、［番号計画（Numbering Plan）］ド  
ロップダウン リスト ボックスで選択する番号計画によって異なり  
ます。250 より多くのルート フィルタが存在する場合、ドロップダ  
ウン リスト ボックスの横に［検索］ボタンが表示されます。［検  
索］ボタンをクリックして、［ルートフィルタの検索と一覧表示

（Find and List Route Filters）］ウィンドウを表示します。ルート フィ     
ルタの検索条件のフィールドで、検索条件を選択し、ルート フィ 
ルタ名の一部を入力します。表示されたルート フィルタのリスト 
で、指定したいルート フィルタの横にあるチェックボックスをオ 
ンにし、［選択項目の追加］をクリックします。

（注） リスト ボックスの最大項目を設定するには、［システム］ >
［エンタープライズパラメータ］の順に選択し、
［CCMAdmin Parameters］を選択します。

［MLPP優先度（MLPP 
Precedence）］

ドロップダウン リスト ボックスで、このインターコム トランス   
レーション パターンに対する MLPP 優先度の設定を次の中から選   
択します。

 • ［エクゼクティブオーバーライド］：MLPP コールに、一番高い 
優先度を設定します。

 • ［フラッシュオーバーライド］：MLPP コールに、2 番目に高い  
優先度を設定します。

 • ［フラッシュ］：MLPP コールに、3 番目に高い優先度を設定し  
ます。

 • ［即時］：MLPP コールに、4 番目に高い優先度を設定します。

 • ［プライオリティ］：MLPP コールに、5 番目に高い優先度を設  
定します。

 • ［標準］：MLPP コールに、一番低い優先度を設定します。

 • ［デフォルト］：着信の優先レベルは上書きされず、そのまま渡
されます。

（注） 詳細については、『Cisco Unified Communications Manager 機    
能およびサービス ガイド』の「Multilevel Precedence and   
Preemption」の章にある「優先順位」を参照してください。

表 50-1 インターコム トランスレーション パターンの設定値（続き）

フィールド 説明
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［コーリングサーチスペース

（Calling Search Space）］
必要に応じて、ドロップダウン リスト ボックスから、追加するイ  
ンターコム トランスレーション パターン用のコーリング サーチ   
スペースを選択します。

Max List Box Items エンタープライズ パラメータを使用して、この     
ドロップダウン リスト ボックスで表示するコーリング サーチ ス    
ペースの数を設定できます。Max List Box Items エンタープライズ    
パラメータで指定した数よりも多くのコーリング サーチ スペース  
が存在する場合、ドロップダウン リスト ボックスの横に［検索］  
ボタンが表示されます。［検索］ボタンをクリックして、［コーリン

グサーチスペースの検索と一覧表示（Find and List Calling Search    
Spaces）］ウィンドウを表示します。コーリング サーチ スペース名  
を検索し、選択します（P.48-2 の「インターコム コーリング サー   
チ スペースの検索」を参照）。

［ルートオプション

（Route Option）］
［ルートオプション（Route Option）］の指定内容が、このインター 
コム トランスレーション パターンをコールのルーティング（9.@  
や 8［2-9］XX など）、またはコールのブロックに使用するかどう  
かを示します。［このパターンをルーティング（Route this pattern）］  
または［このパターンをブロック（Block this pattern）］オプション  
ボタンを選択してください。

［このパターンをブロック（Block this pattern）］オプション ボタン   
を選択した場合、このインターコム トランスレーション パターン  
をコールのブロックに使用する理由を選択する必要があります。ド

ロップダウン リスト ボックスから値を選択します。

 • ［エラーなし］

 • ［未割り当ての番号］

 • ［コールの拒否］

 • ［番号の変更］

 • ［番号形式が無効］

 • ［優先レベルの超過］

［外部ダイヤルトーンの提供

（Provide Outside Dial Tone）］
外部ダイヤルトーンは、Cisco Unified Communications Manager が    
ローカル ネットワーク外にコールをルーティングすることを示し 
ます。ネットワーク外にあると思われる各インターコム トランス 
レーション パターンに対してこのチェックボックスをオンにしま 
す。

［緊急優先（Urgent Priority）］ Cisco Unified Communications Manager は、［緊急優先（Urgent    
Priority）］を指定してすべてのインターコム トランスレーション パ  
ターンを設定します。インターコム トランスレーション パターン  
の優先順位は変更できません。

［発呼側変換（Calling Party Transformations）］

［発呼側の外線電話番号マス

クを使用（Use Calling Party's 
External Phone Number 
Mask）］

発信コールで完全な外線電話番号を CLID（発呼側回線 ID）に使用  
する場合は、このチェックボックスをオンにします。

表 50-1 インターコム トランスレーション パターンの設定値（続き）

フィールド 説明
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［発呼側変換マスク（Calling
Party Transform Mask）］

変換マスク値を入力します。NANP で有効となるエントリは、数字 
（0 ～ 9）、ワイルドカード文字、アスタリスク（*）、シャープ（#）、  
大文字の A、B、C、D、およびブランクです。このフィールドがブ 
ランクのときに、上記のフィールド（［発呼側変換マスク（Calling
Party Transform Mask）］）がオフの場合、発信側変換は行われませ  
ん。詳細については、P.37-3 の「ルート リストの追加」を参照して  
ください。

［プレフィックス番号（Prefix
Digits、発信コール）］

プレフィックス番号を入力します。NANP で有効となるエントリ 
は、数字（0 ～ 9）、ワイルドカード文字、アスタリスク（*）、シャー  
プ（#）、大文字の A、B、C、および D です。

（注） 付加されたプレフィックス番号は、割り当てられたデバイ
スにルート指定される電話番号に影響を与えません。

［発呼側回線 IDの表示
（Calling Line ID 

Presentation）］

Cisco Unified Communications Manager は補助的なサービスとして、    
CLIP/CLIR（発信側の回線 ID 表示）を使用します。これは、コー  
ルごとに発信者の電話番号を許可、または制限します。

このインターコム トランスレーション パターンに対して、Cisco  
Unified Communications Manager が発信側電話番号を着信側の番号   
表示画面で表示するかどうかを選択します。 

発信側の回線 ID 表示を変更しない場合は、［デフォルト］を選択し  
ます。Cisco Unified Communications Manager で発信側の電話番号が    
表示されるようにする場合は、［許可］を選択します。Cisco Unified 
Communications Manager が発信側の電話番号を表示しないように  
する場合は、［非許可］を選択します。

このフィールドの詳細については、『Cisco Unified Communications  
Manager システム ガイド』の「発信側番号の変換設定値」の項にあ  
る表 15-6 を参照してください。

（注） コール表示制限を設定するには、このパラメータおよび 
［接続回線 ID プレゼンテーション（Connected Line ID  

Presentation）］パラメータを［プレゼンテーションインジ
ケータを無視（Ignore Presentation Indicators、内線コールの  
み）］デバイスレベル パラメータと組み合せて使用します。 
同時に、これらの設定値では、各コールに対して発信側の
回線または接続側の回線の表示情報を表示するか、制限す
るかを選択できます。［プレゼンテーションインジケータを
無視（Ignore Presentation Indicators、内線コールのみ）］フィー  
ルドの詳細については、P.88-3 の「デバイス プロファイル  
の設定」および P.82-7 の「電話機の設定値」の表 82-1 を参  
照してください。コール表示制限の詳細については、『Cisco
Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイ    
ド』の「Call Display Restrictions 機能」の章を参照してくだ   
さい。

表 50-1 インターコム トランスレーション パターンの設定値（続き）

フィールド 説明
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［発呼名プレゼンテーション

（Calling Name Presentation）］
Cisco Unified Communications Manager は補助的なサービスとして、    
CNIP/CNIR（発信側の名前表示）を使用します。これは、コールご
とに発信者の名前を許可、または制限します。

このインターコム トランスレーション パターンに対して、Cisco  
Unified Communications Manager が発信側の名前を着信側の表示画   
面で表示するかどうかを選択します。 

発信側の名前表示を変更しない場合は、［デフォルト］を選択しま

す。Cisco Unified Communications Manager で発信側の名前情報を表    
示させる場合は、［許可］を選択します。Cisco Unified Communications  
Manager が発信側の名前情報を表示しないようにする場合は、［非 
許可］を選択します。

このフィールドの詳細については、『Cisco Unified Communications  
Manager システム ガイド』の「発信側番号の変換設定値」の項にあ  
る表 15-6 を参照してください。

［接続側変換（Connected Party Transformations）］

［接続回線 ID プレゼンテー
ション（Connected Line ID  
Presentation）］

Cisco Unified Communications Manager は補助的なサービスとして、    
COLP/COLR（接続側の回線 ID 表示）を使用します。これは、コー  
ルごとに着信側の電話番号を許可、または制限します。

このインターコム トランスレーション パターンに対して、Cisco  
Unified Communications Manager が接続側電話番号を発信側の番号   
表示画面に表示するかどうかを選択します。 

接続側の回線 ID 表示を変更しない場合は、［デフォルト］を選択し  
ます。接続側の電話番号を表示する場合は、［許可］を選択します。

Cisco Unified Communications Manager が接続側の電話番号を表示し    
ないようにする場合は、［非許可］を選択します。

このフィールドの詳細については、『Cisco Unified Communications  
Manager システム ガイド』の「接続先情報の表示設定と制限設定」  
の項にある表 15-9 を参照してください。

［接続名プレゼンテーション

（Connected Name 
Presentation）］

Cisco Unified Communications Manager は補助的なサービスとして、    
CONP/CONR（接続側の名前表示）を使用します。これは、コール
ごとに着信側の名前を許可、または制限します。

このインターコム トランスレーション パターンに対して、Cisco  
Unified Communications Manager が接続側の名前を発信側の画面表   
示に表示するかどうかを選択します。

接続側の名前表示を変更しない場合は、［デフォルト］を選択しま

す。接続側の名前を表示する場合は、［許可］を選択します。Cisco
Unified Communications Manager が接続側の名前を表示しないよう   
にする場合は、［非許可］を選択します。

このフィールドの詳細については、『Cisco Unified Communications  
Manager システム ガイド』の「接続先情報の表示設定と制限設定」  
の項にある表 15-9 を参照してください。

表 50-1 インターコム トランスレーション パターンの設定値（続き）

フィールド 説明
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追加情報

P.50-13 の「関連項目」を参照してください。

［着信側変換（Called Party Transformations）］

［番号の削除（Discard 
Digits）］

このインターコム トランスレーション パターンに関連付ける数字
破棄命令を選択します。詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager システム ガイド』の「数字破棄命令」を
参照してください。

（注） 表示される数字破棄命令は、［番号計画（Numbering Plan）］ 
ドロップダウン リスト ボックスで選択する番号計画に  
よって異なります。

［着信側変換マスク（Called
Party Transform Mask）］

変換マスク値を入力します。NANP で有効となるエントリは、数字 
（0 ～ 9）、ワイルドカード文字、アスタリスク（*）、シャープ（#）、  
大文字の A、B、C、D、およびブランクです。このフィールドがブ 
ランクである場合、変換は行われません。ダイヤルされた番号が、

ダイヤルされたとおりに送信されます。

［プレフィックス番号（Prefix
Digits、発信コール）］

プレフィックス番号を入力します。NANP で有効となるエントリ 
は、数字（0 ～ 9）、ワイルドカード文字、アスタリスク（*）、シャー  
プ（#）、大文字の A、B、C、D、およびブランクです。

（注） 付加されたプレフィックス番号は、割り当てられたデバイ
スにルート指定される電話番号に影響を与えません。

表 50-1 インターコム トランスレーション パターンの設定値（続き）

フィールド 説明
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インターコム トランスレーション パターンの削除
トランスレーション パターンを削除する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ［コールルーティング］ >［インターコム］>［インターコムトランスレーションパターン］の順に 
選択します。

ステップ 2 削除するインターコム トランスレーション パターンを見つけます。P.50-2 の「インターコム トラ    
ンスレーション パターンの検索」を参照してください。

ステップ 3 削除するインターコム トランスレーション パターンのチェックボックスをオンにして、［選択項目  
の削除］をクリックします。

この操作を実行すると取り消せないことを確認するメッセージが表示されます。

ステップ 4 インターコム トランスレーション パターンを削除するには、［OK］をクリックします。削除操作  
を取り消すには、［キャンセル］をクリックします。

注意 インターコム トランスレーション パターンを削除するときは、削除するインターコム トランス   
レーション パターンが正しいか慎重に確認してください。削除したインターコム トランスレー  
ション パターンを元に戻すことはできません。誤って削除した場合、削除したインターコム トラ  
ンスレーション パターンを作成し直す必要があります。

ヒント インターコム トランスレーション パターンの削除は、削除するトランスレーション パターンを見   
つけて表示し、［削除］をクリックすることによっても実行できます。

追加情報

P.50-13 の「関連項目」を参照してください。
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関連項目
 • インターコム トランスレーション パターンの検索（P.50-2）

 • インターコム トランスレーション パターンの設定（P.50-4）

 • インターコム トランスレーション パターンの設定値（P.50-5）

 • インターコム トランスレーション パターンの削除（P.50-12）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「ルート プランの概要」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「数字破棄命令」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「接続先情報の表示設定と制限設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「発信側番号の変換設定値」 

 • 『Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド』の「Call Display Restrictions       
機能」

 • 電話機の設定値（P.82-7）
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51
Client Matter Code

Client Matter Code（CMC）は、コール アカウンティングおよび支払請求可能なクライアントに対す   
る課金を支援します。CMC では、コードを入力して、コールが特定のクライアント マターに関連  
していることを指定する必要があります。Client Matter Code は、コール アカウンティングおよび課    
金の目的で、カスタマー、学生、またはその他の人々に割り当てることができます。

CMC 機能では、ルート パターンを変更し、ダイヤル プランのドキュメントを更新して、各ルート   
パターンに対して使用可能または使用不可にした CMC を反映させる必要があります。Client Matter   
Code の検索ウィンドウおよび設定ウィンドウには、Cisco Unified Communications Manager の管理     
ページの［コールルーティング］ >［CMC］からアクセスできます。

Client Matter Code の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガ        
イド』の「Client Matter Codes と Forced Authorization Codes」を参照してください。

参考資料

 • Cisco Unified Communications Manager Bulk Administration ガイド

 • Cisco Unified Communications Manager Serviceability アドミニストレーション ガイド
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52
Forced Authorization Code

Forced Authorization Code（FAC）を使用すると、コールのアクセスとアカウンティングを管理でき  
ます。この機能は、特定のユーザが発信できるコールのタイプを規定するものです。ユーザがコー

ルを確立するには、有効な許可コードを入力する必要があります。

FAC 機能では、ルート パターンを変更し、ダイヤル プランのドキュメントを更新して、各ルート   
パターンに対して使用可能または使用不可にした FAC を反映させる必要があります。Forced  
Authorization Code の検索ウィンドウおよび設定ウィンドウには、Cisco Unified Communications    
Manager の管理ページの［コールルーティング］ >［FAC］からアクセスできます。

Forced Authorization Code の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager 機能およびサー       
ビス ガイド』の「Client Matter Codes と Forced Authorization Codes」を参照してください。

参考資料

 • Cisco Unified Communications Manager Bulk Administration ガイド

 • Cisco Unified Communications Manager Serviceability アドミニストレーション ガイド
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53
トランスレーション パターンの設定

Cisco Unified Communications Manager はトランスレーション パターンを使用して、ダイヤルされた     
番号を操作した後でコールをルーティングします。場合によってシステムは、ダイヤルされた番号

を使用しないことがあります。また、公衆電話交換網（PSTN）が、ダイヤルされた番号を認識で
きない場合もあります。

トランスレーション パターンを追加、更新、コピー、または削除するには、次のトピックを参照し 
てください。

 • トランスレーション パターンの検索（P.53-2）

 • トランスレーション パターンの設定（P.53-4）

 • トランスレーション パターンの削除（P.53-12）

 • トランスレーション パターンの設定値（P.53-5）
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トランスレーション パターンの検索
ネットワーク内にはいくつかのトランスレーション パターンが存在することがあるので、Cisco 
Unified Communications Manager では、固有の条件を指定して、特定のトランスレーション パター    
ンを見つけることができます。トランスレーション パターンを特定する手順は、次のとおりです。

（注） Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、ブラウザ セッションでの作業中は、トラ     
ンスレーション パターンの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこのメ 
ニュー項目に戻ってくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じたりしない限り、トラ

ンスレーション パターンの検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 ［コールルーティング］ >［トランスレーションパターン］の順に選択します。

［トランスレーションパターンの検索と一覧表示（Find and List Translation Patterns）］ウィンドウが    
表示されます。アクティブな（前回の）クエリーのレコードも、ウィンドウに表示されることがあ

ります。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リスト ボック  
スから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。

ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。
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（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.53-13 の「関連項目」を参照してください。
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トランスレーション パターンの設定
トランスレーション パターンを設定する手順は、次のとおりです。

始める前に

トランスレーション パターンを設定する前に、次の Cisco Unified Communications Manager 項目を設      
定してください。

 • パーティション

 • ルート フィルタ

 • コーリング サーチ スペース

手順

ステップ 1 ［コールルーティング］ >［トランスレーションパターン］の順に選択します。

［トランスレーションパターンの検索と一覧表示（Find and List Translation Patterns）］ウィンドウが    
表示されます。

ステップ 2 次のいずれかの作業を行います。

 • 既存のトランスレーション パターンをコピーするには、対象となるトランスレーション パター  
ンを見つけて（P.53-2 の「トランスレーション パターンの検索」を参照）、コピーするトラン  
スレーション パターンの横にある［コピー（Copy）］ボタンをクリックし、ステップ 3 に進み   
ます。

 • 新しいトランスレーション パターンを追加するには、［新規追加］ボタンをクリックし、ステッ 
プ 3 に進みます。

 • 既存のトランスレーション パターンを更新するには、対象となるトランスレーション パター  
ンを見つけて（P.82-40 の「電話機の検索」を参照）、ステップ 3 に進みます。

ステップ 3 表示される［トランスレーションパターンの設定（Translation Pattern Configuration）］ウィンドウで、  
適切な設定値を入力します（表 53-1 を参照）。

ステップ 4 ［保存］をクリックします。

（注） 選択したパーティション、ルート フィルタ、および番号計画の組み合せを使用するトラン 
スレーション パターンが固有のものであることを確認してください。重複エントリを示す 
エラーが表示された場合は、ルート パターンおよびハント パイロット、トランスレーショ  
ン パターン、電話番号、コール パーク番号、コール ピックアップ番号、またはミートミー   
番号の設定ウィンドウをチェックしてください。

［トランスレーション パターンの設定（Translation Pattern Configuration）］ウィンドウに、新しく設   
定したトランスレーション パターンが表示されます。

追加情報

P.53-13 の「関連項目」を参照してください。
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トランスレーション パターンの設定値
表 53-1 では、［トランスレーションパターンの設定（Translation Pattern Configuration）］ウィンドウ   
内の使用可能なフィールドについて説明します。

表 53-1 トランスレーション パターンの設定値 

フィールド 説明

［パターン定義（Pattern Definition）］

［トランスレーションパター

ン（Translation Pattern）］
［トランスレーションパターン（Translation Pattern）］フィールドに、 
番号とワイルドカード（スペースを使用しない）を含む、トランス

レーション パターンを入力します。たとえば、NANP では、通常  
のローカル アクセスの場合は 9.@ を、通常のプライベート ネット    
ワーク番号計画の場合は 8XXX を入力します。大文字の A、B、C、   
および D を使用できます。このフィールドを空白のままにした場  
合は、［パーティション（Partition）］ドロップダウン リスト ボック  
スからパーティションを選択する必要があります。

（注） 選択したパーティション、ルート フィルタ、および番号計 
画の組み合せを使用するトランスレーション パターンが 
固有のものであることを確認してください。重複エントリ
を示すメッセージが表示された場合は、ルート パターンお 
よびハント パイロット、トランスレーション パターン、電  
話番号、コール パーク番号、コール ピックアップ番号、ま  
たはミートミー番号を確認してください。重複エントリを
示すメッセージが表示された場合のもう 1 つの方法とし  
て、ルート プラン レポートも確認してください。

［パーティション（Partition）］パーティションを選択します。パーティションを割り当てない場合
は、［<なし >］を選択します。［<なし >］を選択した場合は、［ト
ランスレーションパターン（Translation Pattern）］フィールドに値を 
入力する必要があります。

Max List Box Items エンタープライズ パラメータを使用して、この     
ドロップダウン リスト ボックスで表示するパーティションの数を  
設定することができます。Max List Box Items エンタープライズ パ     
ラメータで指定した数よりも多くのパーティションが存在する場

合、ドロップダウン リスト ボックスの横に［検索］ボタンが表示  
されます。［検索］ボタンをクリックして、［パーティションの検索

と一覧表示（Find and List Partitions）］ウィンドウを表示します。パー   
ティション名を検索し、選択します（P.45-2 の「パーティションの 
検索」を参照）。

（注） リスト ボックスの最大項目を設定するには、［システム］ >
［エンタープライズパラメータ］の順に選択し、
［CCMAdmin Parameters］を選択します。

（注） トランスレーション パターン、ルート フィルタ、および  
パーティションの組み合せが、Cisco Unified Communications  
Manager クラスタ内で固有であることを確認してくださ 
い。
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［説明（Description）］ トランスレーション パターンの説明を入力します。

［番号計画］ 番号計画を選択します。

トランスレーション パターンにワイルドカード @ が含まれている   
場合は、番号計画を選択できます。オプションで番号計画を選択す

ると、所定の番号パターンが制限されます。

［ルートフィルタ（Route 
Filter）］

オプションのルート フィルタを選択すると、所定の番号パターン 
が制限されます。詳細については、『Cisco Unified Communications  
Manager システム ガイド』の「ルート パターンとハント パイロッ    
ト内のワイルドカードと特殊文字」、および P.35-4 の「ルート フィ  
ルタの設定値」を参照してください。

表示されるルート フィルタは、［番号計画（Numbering Plan）］ド  
ロップダウン リスト ボックスで選択する番号計画によって異なり  
ます。250 より多くのルート フィルタが存在する場合、ドロップダ  
ウン リスト ボックスの横に［検索］ボタンが表示されます。［検  
索］ボタンをクリックして、［ルートフィルタの検索と一覧表示

（Find and List Route Filters）］ウィンドウを表示します。ルート フィ     
ルタの検索条件のフィールドで、検索条件を選択し、ルート フィ 
ルタ名の一部を入力します。表示されたルート フィルタのリスト 
で、指定したいルート フィルタの横にあるチェックボックスをオ 
ンにし、［選択項目の追加］をクリックします。

（注） リスト ボックスの最大項目を設定するには、［システム］ >
［エンタープライズパラメータ］の順に選択し、
［CCMAdmin Parameters］を選択します。

［MLPP優先度（MLPP 
Precedence）］

ドロップダウン リスト ボックスで、このトランスレーション パ   
ターンに対する MLPP 優先度の設定を次の中から選択します。

 • ［エクゼクティブオーバーライド］：MLPP コールに、一番高い 
優先度を設定します。

 • ［フラッシュオーバーライド］：MLPP コールに、2 番目に高い  
優先度を設定します。

 • ［フラッシュ］：MLPP コールに、3 番目に高い優先度を設定し  
ます。

 • ［即時］：MLPP コールに、4 番目に高い優先度を設定します。

 • ［プライオリティ］：MLPP コールに、5 番目に高い優先度を設  
定します。

 • ［標準］：MLPP コールに、一番低い優先度を設定します。

 • ［デフォルト］：着信の優先レベルは上書きされず、そのまま渡
されます。

（注） 詳細については、『Cisco Unified Communications Manager 機    
能およびサービス ガイド』の「Multilevel Precedence and   
Preemption」の章にある「優先順位」を参照してください。

表 53-1 トランスレーション パターンの設定値（続き）

フィールド 説明
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［コーリングサーチスペース

（Calling Search Space）］
必要に応じて、ドロップダウン リスト ボックスから、追加するト  
ランスレーション パターン用のコーリング サーチ スペースを選択   
します。

Max List Box Items エンタープライズ パラメータを使用して、この     
ドロップダウン リスト ボックスで表示するコーリング サーチ ス    
ペースの数を設定できます。Max List Box Items エンタープライズ    
パラメータで指定した数よりも多くのコーリング サーチ スペース  
が存在する場合、ドロップダウン リスト ボックスの横に［検索］  
ボタンが表示されます。［検索］ボタンをクリックして、［コーリン

グサーチスペースの検索と一覧表示（Find and List Calling Search    
Spaces）］ウィンドウを表示します。コーリング サーチ スペース名  
を検索し、選択します（P.46-2 の「コーリング サーチ スペースの   
検索」を参照）。

（注） リスト ボックスの最大項目を設定するには、［システム］ >
［エンタープライズパラメータ］の順に選択し、
［CCMAdmin Parameters］を選択します。

［ルートオプション（Route 
Option）］

［ルートオプション（Route Option）］の指定内容が、このトランス 
レーション パターンをコールのルーティング（9.@ や 8［2-9］XX   
など）、またはコールのブロックに使用するかどうかを示します。

［このパターンをルーティング（Route this pattern）］または［このパ  
ターンをブロック（Block this pattern）］オプション ボタンを選択し   
てください。

［このパターンをブロック（Block this pattern）］オプション ボタン   
を選択した場合、このトランスレーション パターンをコールのブ 
ロックに使用する理由を選択する必要があります。ドロップダウン

リスト ボックスから値を選択します。

 • ［エラーなし］

 • ［未割り当ての番号］

 • ［コールの拒否］

 • ［番号の変更］

 • ［番号形式が無効］

 • ［優先レベルの超過］

［外部ダイヤルトーンの提供

（Provide Outside Dial Tone）］
外部ダイヤルトーンは、Cisco Unified Communications Manager が    
ローカル ネットワーク外にコールをルーティングすることを示し 
ます。ネットワーク外にあると思われる各トランスレーション パ 
ターンに対してこのチェックボックスをオンにします。

［緊急優先（Urgent Priority）］ Cisco Unified Communications Manager は、［緊急優先（Urgent    
Priority）］を指定してすべてのトランスレーション パターンを設定 
します。トランスレーション パターンの優先順位は変更できませ 
ん。

表 53-1 トランスレーション パターンの設定値（続き）

フィールド 説明
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［発呼側変換（Calling Party Transformations）］

［発呼側の外線電話番号マス

クを使用（Use Calling Party's 
External Phone Number 
Mask）］

発信コールで完全な外線電話番号を CLID（発呼側回線 ID）に使用  
する場合は、このチェックボックスをオンにします。

［発呼側変換マスク（Calling
Party Transform Mask）］

変換マスク値を入力します。NANP で有効となるエントリは、数字 
（0 ～ 9）、ワイルドカード文字、アスタリスク（*）、シャープ（#）、  
大文字の A、B、C、D、およびブランクです。このフィールドがブ 
ランクのときに、上記のフィールド（［発呼側の外線電話番号マス

クを使用（Use Calling Party's External Phone Number Mask）］）がオフ      
の場合、発信側変換は行われません。詳細については、P.37-3 の 
「ルート リストの追加」を参照してください。

［プレフィックス番号（Prefix
Digits、発信コール）］

プレフィックス番号を入力します。NANP で有効となるエントリ 
は、数字（0 ～ 9）、ワイルドカード文字、アスタリスク（*）、シャー  
プ（#）、大文字の A、B、C、および D です。

（注） 付加されたプレフィックス番号は、割り当てられたデバイ
スにルート指定される電話番号に影響を与えません。

表 53-1 トランスレーション パターンの設定値（続き）

フィールド 説明
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［発呼側回線 IDの表示
（Calling Line ID 

Presentation）］

Cisco Unified Communications Manager は補助的なサービスとして、    
CLIP/CLIR（発信側の回線 ID 表示）を使用します。これは、コー  
ルごとに発信者の電話番号を許可、または制限します。

このトランスレーション パターンに対して、Cisco Unified  
Communications Manager が発信側電話番号を着信側の番号表示画  
面で表示するかどうかを選択します。 

発信側の回線 ID 表示を変更しない場合は、［デフォルト］を選択し  
ます。Cisco Unified Communications Manager で発信側の電話番号が    
表示されるようにする場合は、［許可］を選択します。Cisco Unified 
Communications Manager が発信側の電話番号を表示しないように  
する場合は、［非許可］を選択します。

このフィールドの詳細については、『Cisco Unified Communications  
Manager システム ガイド』の「発信側番号の変換設定値」の項にあ  
る表 15-6 を参照してください。

（注） コール表示制限を設定するには、このパラメータおよび［接
続回線 ID プレゼンテーション（Connected Line ID  
Presentation）］パラメータを［プレゼンテーションインジ
ケータを無視（Ignore Presentation Indicators、内線コールの  
み）］デバイスレベル パラメータと組み合せて使用します。 
同時に、これらの設定値では、各コールに対して発信側の
回線または接続側の回線の表示情報を表示するか、制限す
るかを選択できます。［プレゼンテーションインジケータを
無視（Ignore Presentation Indicators、内線コールのみ）］フィー  
ルドの詳細については、P.88-3 の「デバイス プロファイル  
の設定」および P.82-7 の「電話機の設定値」の表 82-1 を参  
照してください。コール表示制限の詳細については、『Cisco
Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイ    
ド』の「Call Display Restrictions 機能」の章を参照してくだ   
さい。

［発呼名プレゼンテーション

（Calling Name Presentation）］
Cisco Unified Communications Manager は補助的なサービスとして、    
CNIP/CNIR（発信側の名前表示）を使用します。これは、コールご
とに発信者の名前を許可、または制限します。

このトランスレーション パターンに対して、Cisco Unified 
Communications Manager が発信側の名前を着信側の表示画面で表
示するかどうかを選択します。 

発信側の名前表示を変更しない場合は、［デフォルト］を選択しま

す。Cisco Unified Communications Manager で発信側の名前情報を表    
示させる場合は、［許可］を選択します。Cisco Unified Communications  
Manager が発信側の名前情報を表示しないようにする場合は、［非 
許可］を選択します。

このフィールドの詳細については、『Cisco Unified Communications  
Manager システム ガイド』の「発信側番号の変換設定値」の項にあ  
る表 15-6 を参照してください。

表 53-1 トランスレーション パターンの設定値（続き）

フィールド 説明
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［接続側変換（Connected Party Transformations）］

［接続回線 IDプレゼンテー
ション（Connected Line ID 
Presentation）］

Cisco Unified Communications Manager は補助的なサービスとして、    
COLP/COLR（接続側の回線 ID 表示）を使用します。これは、コー  
ルごとに着信側の電話番号を許可、または制限します。

このトランスレーション パターンに対して、Cisco Unified  
Communications Manager が接続側電話番号を発信側の番号表示画  
面に表示するかどうかを選択します。 

接続側の回線 ID 表示を変更しない場合は、［デフォルト］を選択し  
ます。接続側の電話番号を表示する場合は、［許可］を選択します。

Cisco Unified Communications Manager が接続側の電話番号を表示し    
ないようにする場合は、［非許可］を選択します。

このフィールドの詳細については、『Cisco Unified Communications  
Manager システム ガイド』の「接続先情報の表示設定と制限設定」  
の項にある表 15-9 を参照してください。

［接続名プレゼンテーション

（Connected Name 
Presentation）］

Cisco Unified Communications Manager は補助的なサービスとして、    
CONP/CONR（接続側の名前表示）を使用します。これは、コール
ごとに着信側の名前を許可、または制限します。

このトランスレーション パターンに対して、Cisco Unified 
Communications Manager が接続側の名前を発信側の画面表示に表
示するかどうかを選択します。

接続側の名前表示を変更しない場合は、［デフォルト］を選択しま

す。接続側の名前を表示する場合は、［許可］を選択します。Cisco
Unified Communications Manager が接続側の名前を表示しないよう   
にする場合は、［非許可］を選択します。

このフィールドの詳細については、『Cisco Unified Communications  
Manager システム ガイド』の「接続先情報の表示設定と制限設定」  
の項にある表 15-9 を参照してください。

［着信側変換（Called Party Transformations）］

［番号の削除（Discard 
Digits）］

このトランスレーション パターンに関連付ける数字破棄命令を選 
択します。詳細については、『Cisco Unified Communications Manager   
システム ガイド』の「数字破棄命令」を参照してください。

（注） 表示される数字破棄命令は、［番号計画（Numbering Plan）］ 
ドロップダウン リスト ボックスで選択する番号計画に  
よって異なります。

［着信側変換マスク（Called
Party Transform Mask）］

変換マスク値を入力します。NANP で有効となるエントリは、数字 
（0 ～ 9）、ワイルドカード文字、アスタリスク（*）、シャープ（#）、  
大文字の A、B、C、D、およびブランクです。このフィールドがブ 
ランクである場合、変換は行われません。ダイヤルされた番号が、

ダイヤルされたとおりに送信されます。

表 53-1 トランスレーション パターンの設定値（続き）

フィールド 説明



第 53章      トランスレーション パターンの設定
トランスレーション パターンの設定値 

53-11
Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド     

OL-12525-01-J

追加情報

P.53-13 の「関連項目」を参照してください。

［プレフィックス番号（Prefix
Digits、発信コール）］

プレフィックス番号を入力します。NANP で有効となるエントリ 
は、数字（0 ～ 9）、ワイルドカード文字、アスタリスク（*）、シャー  
プ（#）、大文字の A、B、C、D、およびブランクです。

（注） 付加されたプレフィックス番号は、割り当てられたデバイ
スにルート指定される電話番号に影響を与えません。

表 53-1 トランスレーション パターンの設定値（続き）

フィールド 説明
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トランスレーション パターンの削除
トランスレーション パターンを削除する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ［コールルーティング］ >［トランスレーションパターン］の順に選択します。

ステップ 2 削除するトランスレーション パターンを見つけます。P.53-2 の「トランスレーション パターンの   
検索」を参照してください。

ステップ 3 削除するトランスレーション パターンのチェックボックスをオンにして、［選択項目の削除］をク 
リックします。

この操作を実行すると取り消せないことを確認するメッセージが表示されます。

ステップ 4 トランスレーション パターンを削除するには、［OK］をクリックします。削除操作を取り消すに 
は、［キャンセル］をクリックします。

注意 トランスレーション パターンを削除するときは、削除するトランスレーション パターンが正しい  
か慎重に確認してください。削除したトランスレーション パターンを元に戻すことはできません。 
不用意に削除すると、削除したトランスレーション パターンを作成し直す必要があります。

ヒント トランスレーション パターンの削除は、削除するトランスレーション パターンを見つけて表示し、  
［削除］をクリックすることによっても実行できます。

追加情報

P.53-13 の「関連項目」を参照してください。
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関連項目
 • トランスレーション パターンの検索（P.53-2）

 • トランスレーション パターンの設定（P.53-4）

 • トランスレーション パターンの設定値（P.53-5）

 • トランスレーション パターンの削除（P.53-12）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「ルート プランの概要」
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54
コールパーク

コール パーク（Call Park）機能を使用すると、コールの保留操作をした後、Cisco Unified   
Communications Manager システム内の別の電話機からその保留コールに応答することができます  
（たとえば、別のオフィスや会議室の電話機などです）。あるユーザに着信コールがあるときに、

［パーク］ソフトキーや［コール パーク］ボタンを押して、そのコールをコール パーク番号に一時  
的に保留（パーキング）させることができます。システム内の誰かが別の電話機からコール パーク 
番号をダイヤルすると、そのパーク中のコールに応答できます。

コール パーク機能の使用方法と設定方法の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager    
機能およびサービス ガイド』の「コールパークとダイレクト コールパーク」の章を参照してくだ  
さい。
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55
ダイレクト コール パーク

ダイレクト コール パークを使用すると、ユーザが選択した使用可能なダイレクト コール パーク番    
号にコールを転送できます。ダイレクト コール パーク番号は、Cisco Unified Communications Manager     
の［ダイレクトコールパークの設定（Directed Call Park Configuration）］ウィンドウで設定します。   
設定したダイレクト コール パーク番号は、クラスタ全体で使用可能です。ダイレクト コール パー    
クのビジー ランプ フィールド（BLF）をサポートする電話機は、指定したダイレクト コール パー    
ク番号が、ビジー ステータスかアイドル ステータスかを監視するように設定できます。また、BLF  
と短縮ダイヤル機能を併用して、ダイレクト コール パーク番号に電話することができます。

設定済みの取得プレフィックスと、コールをパークしたダイレクト コール パーク番号を続けてダ  
イヤルすることによって、パークしたコールを取得できます。

ダイレクト コール パーク機能の使用方法と設定方法の詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager 機能およびサービス ガイド』の「コールパークとダイレクト コールパー
ク」の章を参照してください。
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56
コール ピックアップ グループ

コール ピックアップ グループ機能を使用すると、自分以外の電話番号に着信するコールに応答で  
きます。別の電話機で着信音が鳴った場合は、この機能を使用して、そのコールを自分の電話機に

リダイレクトできます。

Cisco Unified IP Phone SCCP および SIP では、次の 3 つのタイプのコール ピックアップ機能を使用          
できます。

 • コール ピックアップを使用すると、ユーザは、自分のグループ内の着信コールを受けることが 
できる。ユーザが電話機でこの機能をアクティブにすると、Cisco Unified Communications  
Manager は、適切なコール ピックアップ グループ番号を自動的にダイヤルします。

 • グループ コール ピックアップを使用すると、ユーザは、別のグループ内の着信コールを受け  
ることができる。ユーザが電話機でこの機能をアクティブにすると、ユーザ自身が、適切な

コール ピックアップ グループ番号をダイヤルする必要があります。

 • 他グループ コール ピックアップを使用すると、ユーザは、自分のグループに関連付けられた  
グループ内の着信コールを受けることができる。ユーザが電話機でこの機能をアクティブにし

た場合、ユーザのグループに関連付けられたグループ内の電話機で呼び出し音が鳴ると、Cisco
Unified Communications Manager は自動的に、関連付けられたグループ内で着信コールを検索し   
ます。

コール ピックアップ グループ機能の使用方法と設定方法の詳細については、『Cisco Unified   
Communications Manager 機能およびサービス ガイド』の「コール ピックアップ グループ」の章を     
参照してください。
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57
電話番号の設定

次の項では、Cisco Unified Communications Manager の管理ページでの電話番号（DN）に関する作業    
と設定について説明しています。

 • 電話番号の設定の概要（P.57-1）

 • 電話番号の検索（P.57-2）

 • 電話番号の設定（P.57-3）

 • 電話機からの電話番号の削除（P.57-5）

 • Cisco Unity または Cisco Unity Connection ボイスメールボックスの作成（P.57-6）

 • 電話番号の設定値（P.57-8）

 • 関連項目（P.57-31）

電話番号の設定の概要
Cisco Unified Communications Manager の管理ページを使用して、特定の電話機に割り当てる電話番    
号（DN）の設定および変更を行います。ここでは、電話番号の追加、削除、および更新について
説明します。 

［電話番号の設定（Directory Number Configuration）］ウィンドウを使用して、次の作業を実行します。

 • 電話番号の追加または削除。

 • コール転送、コール ピックアップ、コール ウェイティング、および Multilevel Precedence and     
Preemption（MLPP）オプションの設定。

 • 回線からコールが行われるときに着信側電話機に表示されるテキストの指定。

 • 呼び出し音の設定。

 • Cisco Unity または Cisco Unity Connection ユーザのボイスメールボックスの設定。

追加情報

P.57-31 の「関連項目」を参照してください。
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電話番号の検索
電話番号（DN）を検索する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ［コールルーティング］ >［電話番号］の順に選択します。アクティブな（前回の）クエリーのレコー 
ドも、ウィンドウに表示されることがあります。

［電話番号の検索と一覧表示（Find and List Directory Numbers）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リスト ボック  
スから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。

ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。

（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.57-31 の「関連項目」を参照してください。
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電話番号の設定
電話番号（DN）を追加または更新する手順は、次のとおりです。電話番号を追加すると同時に、
コール転送、コール ピックアップ、および MLPP の各電話機能を設定できます。

ヒント 電話番号にパターン（たとえば 352XX など）を割り当てることができます。電話番号にパターン  
を割り当てる場合は、ユーザが混乱しないように、電話番号設定フィールド（［回線のテキストラ

ベル（Line Text Label）］、［表示（Display、内線発信者 ID）］、および［外線電話番号マスク（External  
Phone Number Mask）］）にテキストや数字を追加します。これらのフィールドが特定の電話番号に  
ついて表示されるのは、電話番号を追加し、さらに、その電話番号を電話機に関連付けた場合のみ

です。 
 

たとえば、［回線のテキストラベル（Line Text Label）］と［表示（Display、内線発信者 ID）］には  
ユーザの名前を追加し、［外線電話番号マスク（External Phone Number Mask）］には外部の回線番号   
を追加します。このようにすれば、発信情報が表示されるときに、「352XX」ではなく「John Chan」 
と表示されます。

手順

ステップ 1 ［コールルーティング］ >［電話番号］の順に選択します。

［電話番号の検索と一覧表示（Find and List Directory Numbers）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 特定の電話番号を見つけるには、検索条件を入力し、［検索］をクリックします。

検索条件と一致する電話番号のリストが表示されます。

ステップ 3 次のいずれかの作業を行います。

 • 電話番号を追加するには、［新規追加］ボタンをクリックし、新しい電話番号を追加します。

［電話番号の設定（Directory Number Configuration）］ウィンドウが表示されます。

（注） ［電話の設定（Phone Configuration）］ウィンドウには、電話番号を追加するための代替 
方法が表示されます。［デバイス］ >［電話］メニュー オプションを使用し、新しい電  
話機を作成するか、または既存の電話機を検索します。新しい電話機を作成するか、ま

たは既存の電話機を表示したら、［電話の設定（Phone Configuration）］ウィンドウの左 
側の［割り当て情報（Association Information）］領域で、［回線［1］- 新規 DN を追加］  
リンクまたは［回線［2］- 新規 DNを追加］リンクをクリックします。［電話番号の設 
定（Directory Number Configuration）］ウィンドウが表示されたら、この手順のステップ  
4 に進みます。

 • 電話番号を更新するには、更新する電話番号をクリックします。［電話番号の設定（Directory
Number Configuration）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 該当する設定値を更新します（表 57-1 を参照）。

ステップ 5 ［保存］をクリックします。
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ステップ 6 ［リセット］をクリックします。詳細については、P.82-5 の「電話機のリセット」を参照してください。

ヒント 2 回線で足りない場合は、電話機タイプ（たとえば Cisco IP Phone 7960 など）に対応する      
電話ボタン テンプレートを変更することによって、回線を増やすことができます。ただ 
し、2 回線までしかサポートしていない電話機タイプ（Cisco IP Phone 7902 など）もあり     
ます。

（注） デバイスは、速やかに再起動してください。この再起動プロセス中に、ゲートウェイ上の

コールがシステムによって終了される場合があります。

追加情報

P.57-31 の「関連項目」を参照してください。
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電話機からの電話番号の削除
特定の電話機から電話番号（DN）を削除する手順は、次のとおりです。

始める前に

使用されている電話番号を削除しようとすると、Cisco Unified Communications Manager からメッ    
セージが表示されます。電話番号を使用している回線グループを検索するには、［電話番号の設定

（Directory Number Configuration）］ウィンドウの［依存関係レコード］リンクをクリックします。依  
存関係レコードがシステムで使用可能になっていない場合、［依存関係レコード要約（Dependency
Records Summary）］ウィンドウにメッセージが表示されます。依存関係レコードの詳細については、 
P.A-4 の「依存関係レコードへのアクセス」を参照してください。 

電話機から電話番号を削除しても、Cisco Unified Communications Manager 内にはその番号がまだ    
残っています。電話機に関連付けられている電話番号のリストを表示するには、［ルートプランレ

ポート］メニュー オプションを使用します。詳細については、P.60-3 の「割り当てられていない電  
話番号の削除」を参照してください。

手順

ステップ 1 ［デバイス］ >［電話］の順に選択します。

［電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 特定の電話機を見つけるには、検索条件を入力し、［検索］をクリックします。

検索条件と一致する電話機のリストが表示されます。

ステップ 3 削除する電話番号を含むデバイス名を選択します。

［電話の設定（Phone Configuration）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 左側の［割り当て情報（Association Information）］領域で、削除する回線を選択します。

［電話番号の設定（Directory Number Configuration）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 ［デバイスの関連付け（Associated Devices）］ペインで、この電話番号を削除する電話機のデバイス 
名を選択します。

ステップ 6 ［デバイスの関連付け（Associated Devices）］ペインの下にある下矢印をクリックします。

電話機の名前が［デバイスの関連付け解除（Dissociate Devices）］ペインに移動します。

ステップ 7 ［電話番号の設定（Directory Number Configuration）］ウィンドウの下部にある［保存］ボタンをク  
リックします。

その電話番号が削除された状態で、［電話の設定（Phone Configuration）］ウィンドウが表示されま 
す。変更内容が電話機に自動的に適用されます。ただし、［リセット］をクリックすることもでき

ます。詳細については、P.82-5 の「電話機のリセット」を参照してください。

追加情報

P.57-31 の「関連項目」を参照してください。



第 57章      電話番号の設定      
Cisco Unity または Cisco Unity Connection ボイスメールボックスの作成

57-6
Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド

OL-12525-01-J

Cisco Unity または Cisco Unity Connection ボイスメールボックスの
作成

［電話番号の設定（Directory Number Configuration）］ウィンドウの［Cisco Unity Voice Mailbox の作     
成］リンクを使用すると、管理者は［Cisco Unified Communications Manager の管理］から個々に    
Cisco Unity または Cisco Unity Connection ボイスメールボックスを作成できます。Cisco Unified       
Communications Manager を Cisco Unity と統合している場合は、このリンクを使用して Cisco Unity ボ        
イスメールボックスを作成できます。Cisco Unified Communications Manager を Cisco Unity Connection       
と統合している場合は、このリンクを使用して Cisco Unity Connection ボイスメールボックスを作成    
できます。統合の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Integration Guide for      
Cisco Unity』または『Cisco Unified Communications Manager SCCP Integration Guide for Cisco Unity          
Connection』を参照してください。

始める前に

 • Cisco Unity または Cisco Unity Connection の管理者が適切なソフトウェアをインストールしてい      
ることを確認します（Unity Release 4.x 用 Cisco Unified Communications Manager サーバにおける        
Voice Mailbox ページのインストールを含む）。『Cisco Unified Communications Manager Integration      
Guide for Cisco Unity』または『Cisco Unified Communications Manager SCCP Integration Guide for          
Cisco Unity Connection』を参照してください。

 • ボイス メッセージ サービス用に Cisco Unified Communications Manager を設定します。『Cisco       
Unified Communications Manager システム ガイド』の「Cisco Unity と Cisco Unity Connection の          
設定チェックリスト」を参照してください。 

 • Cisco Unity サーバまたは Cisco Unity Connection サーバを設定します。該当する Cisco Unity イ         
ンストレーション ガイドまたは Cisco Unity Connection インストレーション ガイドを参照して      
ください。

 • Cisco Unity または Cisco Unity Connection Cisco Unified Communications Manager Integrated Voice           
Mailbox Configuration が、Cisco Unity サーバまたは Cisco Unity Connection サーバで使用可能に        
なっていることを確認します。『Cisco Unified Communications Manager Integration Guide for      
Cisco Unity』または『Cisco Unified Communications Manager SCCP Integration Guide for Cisco Unity          
Connection』を参照してください。

 • Cisco RIS Data Collector サービスがアクティブになっていることを確認します。『Cisco Unified     
Communications Manager Serviceability アドミニストレーション ガイド』を参照してください。

 • ［電話番号の設定（Directory Number Configuration）］ウィンドウで、［ボイスメールプロファイ  
ル（Voice Mail Profile）］が設定され、パイロット番号を含んでいること、または［なし］に設  
定されていることを確認します。［ボイスメールプロファイル（Voice Mail Profile）］が  
［NoVoiceMail］に設定されている場合、［Cisco Unity ユーザの作成］リンクは表示されません。

 • 追加しようとするユーザに対する適切なテンプレートを定義し、サービス クラス（COS）を選 
択したことを確認します。Cisco Unity Connection ユーザの場合は、『Cisco Unity Connection ユー      
ザの移動、追加、変更ガイド』を参照してください。Cisco Unity ユーザの場合は、『Cisco Unity   
システム アドミニストレーション ガイド』を参照してください。

（注） ［エンドユーザの設定（End User Configuration）］ウィンドウにも［Cisco Unity Voice Mailboxの作成］     
リンクがあります。

手順

ステップ 1 ［コールルーティング］ >［電話番号］の順に選択し、［新規追加］をクリックします。

ステップ 2 適切な設定値を入力します（表 57-1 を参照）。
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ステップ 3 ウィンドウの右上隅にある［関連リンク］ドロップダウン リスト ボックスから、［Cisco Unity Voice    
Mailboxの作成］リンクを選択し、［移動］をクリックします。

［Cisco Unityユーザの追加（Add Cisco Unity User）］ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 4 ［アプリケーションサーバ（Application Server）］ドロップダウン リスト ボックスから、Cisco Unity    
メールボックスまたは Cisco Unity Connection メールボックスを作成する Cisco Unity サーバまたは       
Cisco Unity Connection サーバを選択し、［次へ］をクリックします。

ステップ 5 ［ユーザテンプレート（Subscriber Template）］ドロップダウン リスト ボックスから、使用する登録   
者テンプレートを選択します。

ステップ 6 ［保存］をクリックします。

Cisco Unity メールボックスまたは Cisco Unity Connection メールボックスが作成されます。 

これで、Cisco Unity システム管理または Cisco Unity Connection の管理に、作成したメールボックス      
を表示できます。Cisco Unity または Cisco Unity Connection のマニュアルを参照してください。

（注） Cisco Unity Connection は、Cisco Unified Communications Manager からのデータの同期を監視します。       
Cisco Unity Connection の管理の［タスク管理］（［Unity と Unified Communications Manager ユーザの        
同期化］）では、同期時間を設定できます。『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更ガイ   
ド』を参照してください。

追加情報

P.57-31 の「関連項目」を参照してください。
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電話番号の設定値
表 57-1 では、［電話番号の設定（Directory Number Configuration）］ウィンドウで使用可能なフィー   
ルドについて説明します。

表 57-1 電話番号の設定値 

フィールド 説明

［電話番号情報（Directory Number Information）］

［電話番号（Directory Number）］ ダイヤル可能な電話番号を入力します。この値には、数字とルート パターンのワイル 
ドカード、および特殊文字（（.）と（@）を除く）を指定できます。 

（注） 電話番号としてパターンが使用されている場合、電話機の表示、およびダイヤ
ルされた電話機への発信者 ID の表示には、数字以外の文字が含まれます。こ  
のような表示を避けるために、［表示（Display、内線発信者 ID）］、［回線のテ
キストラベル（Line Text Label）］、および［外線電話番号マスク（External Phone   
Number Mask）］に値を入力することをお勧めします。

入力する電話番号が、複数のパーティションに表示される場合があります。

（注） JTAPI または TAPI アプリケーションでデバイスを制御したりモニタしたりす   
る場合は、そのデバイスに同一の電話番号を持つ複数のインスタンス（パー
ティションは異なる）を設定しないでください。 

［ルートパーティション（Route
Partition）］

この電話番号が属するパーティションを選択します。［電話番号（Directory Number）］ 
フィールドに入力する電話番号が、選択したパーティション内で固有のものであるこ

とを確認してください。電話番号へのアクセスを制限しない場合は、パーティション

に［<なし >］を選択します。

Max List Box Items エンタープライズ パラメータを使用して、このドロップダウン リ      
スト ボックスで表示するパーティションの数を設定することができます。Max List  
Box Items エンタープライズ パラメータで指定した数よりも多くのパーティションが   
存在する場合、ドロップダウン リスト ボックスの横に［検索］ボタンが表示されま  
す。［検索］ボタンをクリックして、［パーティションの検索と一覧表示（Find and List  
Partitions）］ウィンドウを表示します。パーティション名を検索し、選択します
（P.45-2 の「パーティションの検索」を参照）。

（注） リスト ボックスの最大項目を設定するには、［システム］ >［エンタープライ  
ズパラメータ］の順に選択し、［CCMAdmin Parameters］を選択します。

［説明（Description）］ 電話番号とルート パターンの説明を入力します。
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［呼び出し表示（Alerting Name）］発信者の電話機に表示させる名前（警告名）を入力します。 

この設定は QSIG プロトコルの Identification Service をサポートし、共有および非共有     
の電話番号に適用されます。共用の回線表示を持つ電話番号に警告名を設定すると、

着側 PINX で電話機の呼び出し音が鳴ったときに、システムが次の作業を実行します。

 • 電話番号に割り当てられた発信者の名前を転送します。

 • トランスレーション パターン（制限がある場合）に設定された Connected Name   
Restrictions（CONR）を適用します。ルート パターン設定に応じて、発信 PINX が   
CONR を変更する場合があります。

警告名を設定しない場合、発信者の電話機に「名前がありません」と表示される場合

があります。［表示（Display、内線発信者 ID）］フィールドに名前を入力しない場合、
［呼び出し表示（Alerting Name）］フィールド内の情報が［表示（Display、内線発信者 

ID）］フィールドに表示されます。

［ASCII呼び出し表示（ASCII 
Alerting Name）］

このフィールドには、［呼び出し表示（Alerting Name）］フィールドと同じ情報を指定 
します。ただし、入力は ASCII 文字に制限されます。Unicode（国際化）文字をサポー  
トしないデバイスでは、［ASCII 呼び出し表示（ASCII Alerting Name）］フィールドの  
内容が表示されます。

［アクティブ（Active）］ ［電話番号の設定（Directory Number Configuration）］ウィンドウにこのチェックボック  
スを表示するには、［ルートプランレポート（Route Plan Report）］ウィンドウから、割  
り当てられていない電話番号にアクセスします。このチェックボックスをオンにする

と、この電話番号へのコールを転送できるようになります（転送が設定されている場

合）。このチェックボックスをオフにすると、Cisco Unified Communications Manager は    
その電話番号を無視します。

［CTIからデバイスを制御可能
（Allow Control of Device from 

CTI）］

このチェックボックスをオンにすると、CTI から、この電話番号が関連付けられたデ 
バイスの回線を制御および監視できます。

電話番号が共有回線を指定している場合、関連付けられたデバイスの少なくとも 1 つ  
が、CTI でサポートされるデバイス タイプおよびプロトコルの組み合せを指定してい  
るときは、チェックボックスがオンになっていることを確認します。

［回線グループ（Line Group）］ このドロップダウン リスト ボックスから、この DN を関連付ける回線グループを選択    
します。

回線グループの回線グループ情報を編集または表示するには、ドロップダウン リスト 
ボックスから回線グループを選択し、［回線グループの編集］ボタンをクリックしま

す。回線グループの設定の詳細については、P.39-1 の「回線グループの設定」を参照 
してください。

表 57-1 電話番号の設定値（続き）

フィールド 説明
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［デバイスの関連付け

（Associated Devices）］
この DN を電話機に関連付けると、この DN が関連付けられた電話機がこのペインに    
表示されます。

この DN が関連付けられた電話機を編集するには、［デバイスの関連付け（Associated  
Devices）］ペインでデバイス名を選択し、［デバイスの編集］ボタンをクリックします。
選択したデバイスの［電話の設定（Phone Configuration）］ウィンドウが表示されます。 
電話機の設定の詳細については、「Cisco Unified IP Phone の設定」の章を参照してくだ    
さい。

この DN に対して定義されたライン アピアランスを編集するには、［デバイスの関連   
付け（Associated Devices）］ペインでデバイス名を選択し、［ラインアピアランスの編 
集］ボタンをクリックします。［電話番号の設定（Directory Number Configuration）］ウィ  
ンドウがリフレッシュされ、選択したデバイスについて、この DN のライン アピアラ   
ンスが表示されます。

［デバイスの関連付け解除

（Dissociate Devices）］
DN とデバイスの関連付けを解除する場合、この DN の関連付けを解除するデバイス   
がこのペインに表示されます。

表 57-1 電話番号の設定値（続き）

フィールド 説明
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［電話番号の設定（Directory Number Settings）］

［ボイスメールプロファイル

（Voice Mail Profile）］
［ボイスメールプロファイルの設定（Voice Mail Profile Configuration）］に定義されてい   
るボイスメール プロファイルのリストから選択します。

最初のオプションは、［<なし >］で、［ボイスメールプロファイルの設定（Voice Mail 
Profile Configuration）］で設定された現在のデフォルト ボイスメール プロファイルを   
表しています。

［コーリングサーチスペース

（Calling Search Space）］
ドロップダウン リスト ボックスから、適切なコーリング サーチ スペースを選択しま    
す。コーリング サーチ スペースは、この電話番号からコールされる番号を見つけるた  
めに検索されるパーティションの集合から構成されます。選択された値は、この電話

番号を使用しているデバイスすべてに適用されます。電話番号のコーリング サーチ ス  
ペースの設定情報については、P.57-30 の「［コーリングサーチスペース（Calling Search  
Space）］」を参照してください。

このフィールドに変更を加えると、［コールピックアップグループ（Call Pickup Group）］  
フィールドにリストされている番号が更新されます。

コーリング サーチ スペースは、不在転送、話中転送、無応答時転送、カバレッジなし  
時転送、および CTI 障害時転送の電話番号に対して設定できます。選択された値は、  
この電話番号を使用しているデバイスすべてに適用されます。

不在転送を正しく動作させるには、不在転送のプライマリ コーリング サーチ スペー   
スまたは不在転送のセカンダリ コーリング サーチ スペースの一方または両方を設定   
する必要があります。システムはこれらの連結フィールド（プライマリ CFA CSS + セ    
カンダリ CFA CSS）を使用して、CFA 転送先を確認し、その CFA 転送先にコールを     
転送します。

（注） システムでパーティションとコーリング サーチ スペースが使用されている場  
合は、他のコール転送のコーリング サーチ スペースも設定することをお勧め  
します。コールをコール転送先に転送またはリダイレクトする場合は、設定さ
れたコール転送のコーリング サーチ スペースを使用してコールが転送されま  
す。転送のコーリング サーチ スペースが［なし］の場合、システムでパーティ  
ションとコーリング サーチ スペースが使用されているときは、転送動作が失  
敗することがあります。たとえば、話中転送の転送先を設定した場合は、話中
転送のコーリング サーチ スペースも設定する必要があります。話中転送の  
コーリング サーチ スペースが設定されていない場合、話中転送の転送先が  
パーティション内にあると、転送動作が失敗することがあります。

電話機の［不在］ソフトキーを使用してコールを転送する場合、回線 CSS とデバイス  
CSS の自動的な連結は使用されません。設定されたプライマリ CFA CSS とセカンダリ    
CFA CSS だけが使用されます。これらのフィールドがどちらも［なし］の場合、連結  
によって 2 つのヌル パーティションが生じます。その結果、転送動作が失敗すること   
があります。

ユーザが電話機上でコールを転送するのを制限する場合は、不在転送のコーリング

サーチ スペースのフィールドから、限定的なコーリング サーチ スペースを選択する   
必要があります。

詳細については、『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「パー     
ティションおよびコーリング サーチ スペース」を参照してください。

表 57-1 電話番号の設定値（続き）

フィールド 説明
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［プレゼンスグループ（Presence
Group）］

このフィールドには、プレゼンス機能を設定します。

ドロップダウン リスト ボックスから、この電話番号のプレゼンス グループを選択し   
ます。選択されたグループでは、この電話番号を監視できるデバイス、エンドユーザ、

およびアプリケーション ユーザが指定されます。

［プレゼンスグループ（Presence Group）］のデフォルト値は、インストール時に設定さ 
れた［Standard Presence group］です。Cisco Unified Communications Manager の管理ペー      
ジで設定されたプレゼンス グループもドロップダウン リスト ボックスに表示されま   
す。

プレゼンス認可は、プレゼンス グループと連携して、グループ間のプレゼンス要求を 
許可またはブロックします。グループ間の権限の設定については、『Cisco Unified 
Communications Manager 機能およびサービス ガイド』の「プレゼンス」の章を参照し   
てください。

［AARグループ（AAR Group）］ このデバイスの自動代替ルーティング（AAR）グループを選択します。AAR グループ 
は、帯域幅不足のためにコールがブロックされないように、コールをルーティングす

るためのプレフィックス番号を提供します。AAR グループ設定を［なし］にすると、 
ブロックされたコールの再ルーティングは行われません。

［ユーザ保留MOH音源（User 
Hold Audio Source）］

ユーザが保留操作を開始したときに再生されるオーディオ ソースを選択します。

［ネットワーク保留MOH音源
（Network Hold Audio Source）］

ネットワークが保留操作を開始したときに再生されるオーディオ ソースを選択しま 
す。

［自動応答（Auto Answer）］ 次のいずれかを選択し、この電話番号の自動応答機能をアクティブにします。

 • ［自動応答オフ］（デフォルト）

 • ［ヘッドセットで自動応答］

 • ［スピーカフォンで自動応答］

（注） ［ヘッドセットで自動応答］または［スピーカフォンで自動応答］を選択する
場合は、ヘッドセットまたはスピーカフォンが使用可能であることを確認しま
す。

（注） 共有回線を持つデバイスには自動応答を設定しないでください。

表 57-1 電話番号の設定値（続き）

フィールド 説明
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［コール転送とコールピックアップの設定（Call Forward and Call Pickup Settings）］

［コーリングサーチスペースの

アクティベーションポリシー

（Calling Search Space Activation   
Policy）］

このオプションには、3 つの値があります。

 • ［システムデフォルトの使用］

 • ［設定済み CSSを使用］

 • ［デバイス /回線 CSSのアクティブ化を使用］

［設定済み CSSを使用］オプションを選択すると、［電話番号の設定（Directory Number 
Configuration）］ウィンドウで明示的に設定した不在転送のコーリング サーチ スペー  
スによって、不在転送のアクティブ化とコール転送が制御されます。不在転送のコー

リング サーチ スペースが［なし］に設定されている場合、不在転送用の CSS は設定    
されません。パーティションが設定されている電話番号への不在転送のアクティブ化

は失敗します。不在転送がアクティブな間、不在転送のコーリング サーチ スペースお  
よび不在転送のセカンダリ コーリング サーチ スペースは変更されません。 

不在転送のコーリング サーチ スペースを明示的に設定しないで、電話番号のコーリン  
グ サーチ スペースとデバイスのコーリング サーチ スペースの組み合せを使用するに    
は、［コーリングサーチスペースのアクティベーションポリシー（Calling Search Space  
Activation Policy）］で［デバイス /回線 CSSのアクティブ化を使用］を選択します。電 
話機から不在転送をアクティブ化するときにこのオプションを使用すると、電話番号

のコーリング サーチ スペースと、アクティブ化デバイスのデバイスのコーリング  
サーチ スペースが、自動的に不在転送のコーリング サーチ スペース、および不在転   
送の二次コーリング サーチ スペースに読み込まれます。

この設定（［コーリングサーチスペースのアクティベーションポリシー（Calling Search 
Space Activation Policy）］を［デバイス /回線 CSSのアクティブ化を使用］に設定）で、  
不在転送のコーリング サーチ スペースが［なし］に設定されている場合に、電話機か  
ら不在転送をアクティブ化すると、電話番号のコーリング サーチ スペースとアクティ  
ブ化デバイスのコーリング サーチ スペースの組み合せを使用して、不在転送の試行の  
確認が行われます。

［コーリングサーチスペースのアクティベーションポリシー（Calling Search Space  
Activation Policy）］を［システムデフォルトの使用］に設定した場合は、クラスタ全体 
のサービス パラメータである CFA CSS Activation Policy によって、使用される不在転      
送のコーリング サーチ スペースが決まります。CFA CSS Activation Policy サービス パ       
ラメータが［With Configured CSS］に設定されている場合は、不在転送のコーリング  
サーチ スペースと不在転送の二次コーリング サーチ スペースが不在転送に使用され   
ます。CFA CSS Activation Policy サービス パラメータが［With Activating Device/Line       
CSS］に設定されている場合は、電話番号のコーリング サーチ スペースとアクティブ  
化デバイスのデバイスのコーリング サーチ スペースが、自動的に不在転送のコーリン  
グ サーチ スペースと、不在転送の二次コーリング サーチ スペースに読み込まれます。

表 57-1 電話番号の設定値（続き）
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CFA CSS Activation Policy サービス パラメータ

不在転送が意図したとおりに動作するよう、［サービスパラメータ設定（Service
Parameter Configuration）］ウィンドウの［Clusterwide Parameters（Feature - Forward）］セ    
クションに表示される CFA CSS Activation Policy サービス パラメータが正しく設定さ      
れていることを確認してください。このパラメータには、2 つの値があります。

 • With Configured CSS（デフォルト）
 • With Activating Device/Line CSS 

［コーリングサーチスペースのアクティベーションポリシー（Calling Search Space  
Activation Policy）］を［システムデフォルトの使用］に設定した場合は、CFA CSS  
Activation Policy サービス パラメータの値を使用して、不在転送 CSS が決定されます。

［設定済み CSS を使用］オプションが選択されている場合は、不在転送のプライマリ
およびセカンダリ コーリング サーチ スペースが使用されます。［デバイス /回線 CSS   
のアクティブ化を使用］オプションが選択されている場合は、プライマリ回線のコー

リング サーチ スペースとアクティブ化デバイスのコーリング サーチ スペースで、不    
在転送のプライマリおよびセカンダリコーリング サーチ スペースが更新されます。

デフォルトでは、CFA CSS Activation Policy サービス パラメータは［With Configured      
CSS］に設定されています。

サービス パラメータへのアクセスおよび設定については、P.22-1 の「サービス パラ   
メータの設定」を参照してください。

ローミング

同じデバイス モビリティ グループでデバイスをローミングしている場合、Cisco  
Unified Communications Manager は、デバイス モビリティの CSS を使用して、ローカ      
ル ゲートウェイに接続します。ユーザが電話に不在転送を設定し、CFA CSS が［な   
し］に設定されていて、CFA CSS アクティベーション ポリシーが［デバイス / 回線   
CSSのアクティブ化を使用］に設定されている場合、次のようになります。

 • デバイスがホーム ロケーションにある場合、CFA CSS として、デバイスの CSS と     
回線の CSS が使用されます。

 • デバイスが同じデバイス モビリティ グループ内でローミングされている場合、  
CFA CSS として、ローミング デバイス プールからのデバイス モビリティの CSS      
と回線の CSS が使用されます。

 • デバイスが異なるデバイス モビリティ グループ内でローミングしている場合、  
CFA CSS として、デバイスの CSS と回線の CSS が使用されます。

表 57-1 電話番号の設定値（続き）

フィールド 説明
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［不在転送（Forward All）］ このフィールドの行の設定値は、電話番号がコールをすべて転送するように設定され

ている場合の、この電話番号へのコールの転送処理を指定します。ユーザが電話機か

ら［不在転送（Forward All）］をアクティブにすると、入力された［不在転送（Forward 
All）］の転送先を検証するために、［コーリングサーチスペース（Calling Search Space）］  
フィールドが使用されます。このフィールドは、コールを［不在転送（Forward All）］ 
の転送先にリダイレクトするときにも使用されます。

次の値のいずれかを指定します。

 • ［ボイスメール（Voice Mail）］：［ボイスメール プロファイルの設定（Voice Mail   
Profile Configuration）］ウィンドウ内の設定値を使用する場合は、このチェックボッ 
クスをオンにします。 

（注） このチェックボックスがオンになっていると、Cisco Unified Communications  
Manager は、［着信先別（Destination）］ボックスと［コーリング サーチ スペー   
ス（Calling Search Space）］の設定値を無視します。

 • ［着信先別（Destination）］：この設定値は、すべてのコールの転送先となる電話番
号を示します。外部宛先を含む、ダイヤル可能な任意の電話番号を使用してくだ

さい。

 • ［コーリング サーチ スペース（Calling Search Space）］：この設定値は、この電話番    
号を使用しているデバイスすべてに適用されます。

［不在転送の二次コーリング

サーチスペース（Secondary 
Calling Search Space for Forward 
All）］

コール転送は回線ベースの機能であるため、デバイスのコーリング サーチ スペースが  
不明の場合、システムはコールを転送するときに、回線のコーリング サーチ スペース  
のみを使用します。回線のコーリング サーチ スペースが限定的であり、ルーティング  
可能でない場合、転送は失敗します。

不在転送のセカンダリ コーリング サーチ スペースを追加すると、転送が可能なソ   
リューションが得られます。不在転送のプライマリ コーリング サーチ スペースと不   
在転送のセカンダリ コーリング サーチ スペースは連結されます（プライマリ CFA    
CSS + セカンダリ CFA CSS）。Cisco Unified Communications Manager は、この連結を使        
用して、CFA 転送先を検証し、コールを転送します。

連結されたプライマリ CFA CSS とセカンダリ CFA CSS がどのように機能するかにつ      
いては、P.57-11 の「［コーリングサーチスペース（Calling Search Space）］」の説明を参   
照してください。

表 57-1 電話番号の設定値（続き）
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［話中転送（Forward Busy 
Internal、内部）］

このフィールドの行の設定値は、電話番号がビジー状態の場合の、この電話番号への

内部コールの転送処理を指定します。回線がビジー状態と見なされる条件については、

P.57-29 の「［ビジートリガー（Busy Trigger）］」を参照してください。コールを転送先  
にリダイレクトするときは、コール転送先と［コーリングサーチスペース（Calling
Search Space）］フィールドが使用されます。

次の値のいずれかを指定します。

 • ［ボイスメール（Voice Mail）］：内部コールに対して［ボイスメールプロファイル 
の設定（Voice Mail Profile Configuration）］ウィンドウ内の設定値を使用する場合   
は、このチェックボックスをオンにします。

（注） このチェックボックスがオンの場合は、ボイスメール パイロットのコーリン 
グ サーチ スペースが使用されます。Cisco Unified Communications Manager は、      
［着信先別（Destination）］ボックスと［コーリング サーチ スペース（Calling  

Search Space）］の設定値を無視します。 

（注） 内部コールに対してこのチェックボックスがオンになっている場合、システム
により外部コールの［ボイスメール（Voice Mail）］チェックボックスが自動的 
にオンとなります。外部コールをボイス メッセージ システムに転送しない場  
合、外部コールの［ボイスメール（Voice Mail）］チェックボックスをオフにす 
る必要があります。

 • ［着信先別（Destination）］：この設定値は、内部コールの話中転送の転送先となる
電話番号を示します。外部宛先を含む、ダイヤル可能な任意の電話番号を使用し

てください。

（注） 内部コールの転送先の値を入力すると、システムによりこの値が外部コールの
［着信先別（Destination）］フィールドに自動的にコピーされます。別の宛先に
外部コールを転送する場合は、外部コールの［着信先別（Destination）］フィー
ルドに別の値を入力する必要があります。

表 57-1 電話番号の設定値（続き）

フィールド 説明
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 • ［コーリングサーチスペース（Calling Search Space）］：話中転送（内部）のコーリ  
ング サーチ スペースは、コールが［話中転送（Forward Busy Internal、内部）］の    
転送先に転送されるときに使用されます。この設定値は、この電話番号を使用し

ているデバイスすべてに適用されます。

（注） システムでパーティションとコーリング サーチ スペースが使用されている場  
合は、転送のコーリング サーチ スペースも設定することをお勧めします。コー  
ルをコール転送先に転送またはリダイレクトする場合は、設定されたコール転
送のコーリング サーチ スペースを使用してコールが転送されます。転送の  
コーリング サーチ スペースが［なし］の場合、システムでパーティションと  
コーリング サーチ スペースが使用されているときは、転送動作が失敗するこ  
とがあります。たとえば、話中転送の転送先を設定した場合は、話中転送の
コーリング サーチ スペースも設定する必要があります。話中転送のコーリン  
グ サーチ スペースが設定されていない場合、話中転送の転送先がパーティ  
ション内にあると、転送動作が失敗することがあります。

（注） 内部コールに対して［コーリングサーチスペース（Calling Search Space）］を  
選択した場合、システムにより外部コールの［コーリングサーチスペース
（Calling Search Space）］設定にこの値が自動的にコピーされます。別のコーリ  
ング サーチ スペースに外部コールを転送する場合は、［コーリングサーチス  
ペース（Calling Search Space）］ドロップダウン リスト ボックスで別の設定値    
を選択する必要があります。 

［話中転送（Forward Busy 
External、外部）］

このフィールドの行の設定値は、電話番号がビジー状態の場合の、この電話番号への

外部コールの転送処理を指定します。回線がビジー状態と見なされる条件については、

P.57-29 の「［ビジートリガー（Busy Trigger）］」を参照してください。コールを転送先  
にリダイレクトするときは、コール転送先と［コーリングサーチスペース（Calling
Search Space）］フィールドが使用されます。 

次の値のいずれかを指定します。

 • ［ボイスメール（Voice Mail）］：外部コールに対して［ボイスメールプロファイル 
の設定（Voice Mail Profile Configuration）］ウィンドウ内の設定値を使用する場合   
は、このチェックボックスをオンにします。

（注） このチェックボックスがオンの場合は、ボイスメール パイロットのコーリン 
グ サーチ スペースが使用されます。Cisco Unified Communications Manager は、      
［着信先別（Destination）］ボックスと［コーリング サーチ スペース（Calling  

Search Space）］の設定値を無視します。 

（注） 内部コールに対して［ボイスメール（Voice Mail）］チェックボックスがオンに 
なっている場合、システムにより外部コールの［ボイスメール（Voice Mail）］ 
チェックボックスが自動的にオンとなります。外部コールをボイス メッセー 
ジ システムに転送しない場合、外部コールの［ボイスメール（Voice Mail）］  
チェックボックスをオフにする必要があります。

表 57-1 電話番号の設定値（続き）

フィールド 説明
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 • ［着信先別（Destination）］：この設定値は、外部コールの話中転送の転送先となる
電話番号を示します。外部宛先を含む、ダイヤル可能な任意の電話番号を使用し

てください。

（注） 内部コールの転送先の値を入力すると、システムによりこの値が外部コールの
［着信先別（Destination）］フィールドに自動的にコピーされます。別の宛先に
外部コールを転送する場合は、外部コールの［着信先別（Destination）］フィー
ルドに別の値を入力する必要があります。

 • ［コーリングサーチスペース（Calling Search Space）］：話中転送（外部）のコーリ  
ング サーチ スペースは、コールが［話中転送（Forward Busy External、外部）］の    
転送先に転送されるときに使用されます。この設定値は、この電話番号を使用し

ているデバイスすべてに適用されます。

（注） システムでパーティションとコーリング サーチ スペースが使用されている場  
合は、転送のコーリング サーチ スペースも設定することをお勧めします。コー  
ルをコール転送先に転送またはリダイレクトする場合は、設定されたコール転
送のコーリング サーチ スペースを使用してコールが転送されます。転送の  
コーリング サーチ スペースが［なし］の場合、システムでパーティションと  
コーリング サーチ スペースが使用されているときは、転送動作が失敗するこ  
とがあります。たとえば、話中転送の転送先を設定した場合は、話中転送の
コーリング サーチ スペースも設定する必要があります。話中転送のコーリン  
グ サーチ スペースが設定されていない場合、話中転送の転送先がパーティ  
ション内にあると、転送動作が失敗することがあります。

（注） 内部コールに対して［コーリングサーチスペース（Calling Search Space）］を  
選択した場合、システムにより外部コールの［コーリングサーチスペース
（Calling Search Space）］設定にこの値が自動的にコピーされます。別のコーリ  
ング サーチ スペースに外部コールを転送する場合は、［コーリングサーチス  
ペース（Calling Search Space）］ドロップダウン リスト ボックスで別の設定値    
を選択する必要があります。

表 57-1 電話番号の設定値（続き）

フィールド 説明
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［無応答時転送（Forward No 
Answer Internal、内部）］

このフィールドの行の設定値は、電話番号が応答しない場合の、この電話番号への内

部コールの転送処理を指定します。コールを転送先にリダイレクトするときは、コー

ル転送先と［コーリングサーチスペース（Calling Search Space）］フィールドが使用さ  
れます。次の値のいずれかを指定します。

 • ［ボイスメール（Voice Mail）］：［ボイスメール プロファイルの設定（Voice Mail   
Profile Configuration）］ウィンドウ内の設定値を使用する場合は、このチェックボッ 
クスをオンにします。 

（注） このチェックボックスがオンの場合は、ボイスメール パイロットのコーリン 
グ サーチ スペースが使用されます。Cisco Unified Communications Manager は、      
［着信先別（Destination）］ボックスと［コーリング サーチ スペース（Calling  

Search Space）］の設定値を無視します。 

（注） 内部コールに対してこのチェックボックスがオンになっている場合、システム
により外部コールの［ボイスメール（Voice Mail）］チェックボックスが自動的 
にオンとなります。外部コールをボイス メッセージ システムに転送しない場  
合、外部コールの［ボイスメール（Voice Mail）］チェックボックスをオフにす 
る必要があります。

 • ［着信先別（Destination）］：この設定値は、コールに応答がないときに、内部コー
ルの転送先となる電話番号を示します。外部宛先を含む、ダイヤル可能な任意の

電話番号を使用してください。

（注） 内部コールの転送先の値を入力すると、システムによりこの値が外部コールの
［着信先別（Destination）］フィールドに自動的にコピーされます。別の宛先に
外部コールを転送する場合は、外部コールの［着信先別（Destination）］フィー
ルドに別の値を入力する必要があります。

表 57-1 電話番号の設定値（続き）

フィールド 説明
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 • ［コーリングサーチスペース（Calling Search Space）］：無応答時転送（内部）のコー  
リング サーチ スペースは、コールが無応答時転送（内部）の転送先に転送される  
ときに使用されます。この設定値は、この電話番号を使用しているデバイスすべ

てに適用されます。

（注） システムでパーティションとコーリング サーチ スペースが使用されている場  
合は、転送のコーリング サーチ スペースも設定することをお勧めします。コー  
ルをコール転送先に転送またはリダイレクトする場合は、設定されたコール転
送のコーリング サーチ スペースを使用してコールが転送されます。転送の  
コーリング サーチ スペースが［なし］の場合、システムでパーティションと  
コーリング サーチ スペースが使用されているときは、転送動作が失敗するこ  
とがあります。たとえば、無応答時転送の転送先を設定した場合は、無応答時
転送のコーリング サーチ スペースも設定する必要があります。無応答時転送  
のコーリング サーチ スペースが設定されていない場合、無応答時転送の転送  
先がパーティション内にあると、転送動作が失敗することがあります。

（注） 内部コールに対して［コーリングサーチスペース（Calling Search Space）］を  
選択した場合、システムにより外部コールの［コーリングサーチスペース
（Calling Search Space）］設定にこの値が自動的にコピーされます。別のコーリ  
ング サーチ スペースに外部コールを転送する場合は、外部コールの［コーリ  
ングサーチスペース（Calling Search Space）］ドロップダウン リスト ボックス    
で別の設定値を選択する必要があります。

［無応答時転送（Forward No 
Answer External、外部）］

このフィールドの行の設定値は、電話番号が応答しない場合の、この電話番号への外

部コールの転送処理を指定します。コールを転送先にリダイレクトするときは、コー

ル転送先と［コーリングサーチスペース（Calling Search Space）］フィールドが使用さ  
れます。次の値のいずれかを指定します。

 • ［ボイスメール（Voice Mail）］：［ボイスメール プロファイルの設定（Voice Mail   
Profile Configuration）］ウィンドウ内の設定値を使用する場合は、このチェックボッ 
クスをオンにします。 

（注） このチェックボックスがオンの場合は、ボイスメール パイロットのコーリン 
グ サーチ スペースが使用されます。Cisco Unified Communications Manager は、      
［着信先別（Destination）］ボックスと［コーリング サーチ スペース（Calling  

Search Space）］の設定値を無視します。 

（注） 内部コールに対してこのチェックボックスがオンになっている場合、システム
により外部コールの［ボイスメール（Voice Mail）］チェックボックスが自動的 
にオンとなります。外部コールをボイス メッセージ システムに転送しない場  
合、外部コールの［ボイスメール（Voice Mail）］チェックボックスをオフにす 
る必要があります。

表 57-1 電話番号の設定値（続き）

フィールド 説明
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 • ［着信先別（Destination）］：この設定値は、コールに応答がないときに、外部コー
ルの転送先となる電話番号を示します。外部宛先を含む、ダイヤル可能な任意の

電話番号を使用してください。

（注） 内部コールの転送先の値を入力すると、システムによりこの値が外部コールの
［着信先別（Destination）］フィールドに自動的にコピーされます。別の宛先に
外部コールを転送する場合は、外部コールの［着信先別（Destination）］フィー
ルドに別の値を入力する必要があります。

 • ［コーリングサーチスペース（Calling Search Space）］：無応答時転送（外部）のコー  
リング サーチ スペースは、コールが無応答時転送（外部）の転送先に転送される  
ときに使用されます。この設定値は、この電話番号を使用しているデバイスすべ

てに適用されます。

（注） システムでパーティションとコーリング サーチ スペースが使用されている場  
合は、転送のコーリング サーチ スペースも設定することをお勧めします。コー  
ルをコール転送先に転送またはリダイレクトする場合は、設定されたコール転
送のコーリング サーチ スペースを使用してコールが転送されます。転送の  
コーリング サーチ スペースが［なし］の場合、システムでパーティションと  
コーリング サーチ スペースが使用されているときは、転送動作が失敗するこ  
とがあります。たとえば、無応答時転送の転送先を設定した場合は、無応答時
転送のコーリング サーチ スペースも設定する必要があります。無応答時転送  
のコーリング サーチ スペースが設定されていない場合、無応答時転送の転送  
先がパーティション内にあると、転送動作が失敗することがあります。

（注） 内部コールに対して［コーリングサーチスペース（Calling Search Space）］を  
選択した場合、システムにより外部コールの［コーリングサーチスペース
（Calling Search Space）］設定にこの値が自動的にコピーされます。別のコーリ  
ング サーチ スペースに外部コールを転送する場合は、外部コールの［コーリ  
ングサーチスペース（Calling Search Space）］ドロップダウン リスト ボックス    
で別の設定値を選択する必要があります。

表 57-1 電話番号の設定値（続き）

フィールド 説明
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［カバレッジなし時転送

（Forward No Coverage Internal、
内部）］

コール カバレッジの詳細については、『Cisco Unified Communications Manager システム     
ガイド』の「コール カバレッジ」を参照してください。

コールを転送先にリダイレクトするときは、コール転送先と［コーリングサーチスペー

ス（Calling Search Space）］フィールドが使用されます。次の値のいずれかを指定します。

 • ［ボイスメール（Voice Mail）］：［ボイスメール プロファイルの設定（Voice Mail   
Profile Configuration）］ウィンドウ内の設定値を使用する場合は、このチェックボッ 
クスをオンにします。 

（注） このチェックボックスがオンになっていると、Cisco Unified Communications  
Manager は、［着信先別（Destination）］ボックスと［コーリング サーチ スペー   
ス（Calling Search Space）］の設定値を無視します。内部コールに対してこの  
チェックボックスがオンになっている場合、システムにより外部コールの［ボ
イスメール（Voice Mail）］チェックボックスが自動的にオンとなります。外部 
コールをボイス メッセージ システムに転送しない場合、外部コールの［ボイ  
スメール（Voice Mail）］チェックボックスをオフにする必要があります。

 • ［着信先別（Destination）］：この設定値は、内部無接続コールの転送先の電話番号
を指定します（該当の電話番号を制御するアプリケーションが動作していない場

合）。外部宛先を含む、ダイヤル可能な任意の電話番号を使用してください。

（注） 内部コールの転送先の値を入力すると、システムによりこの値が外部コールの
［着信先別（Destination）］フィールドに自動的にコピーされます。別の宛先に
外部コールを転送する場合は、外部コールの［着信先別（Destination）］フィー
ルドに別の値を入力する必要があります。

 • ［コーリングサーチスペース（Calling Search Space）］：カバレッジなし時転送（内  
部）のコーリング サーチ スペースは、コールがカバレッジなし時転送（内部）の  
転送先に転送されるときに使用されます。この設定値は、この電話番号を使用し

ているデバイスすべてに適用されます。

（注） システムでパーティションとコーリング サーチ スペースが使用されている場  
合は、転送のコーリング サーチ スペースも設定することをお勧めします。コー  
ルをコール転送先に転送またはリダイレクトする場合は、設定されたコール転
送のコーリング サーチ スペースを使用してコールが転送されます。転送の  
コーリング サーチ スペースが［なし］の場合、システムでパーティションと  
コーリング サーチ スペースが使用されているときは、転送動作が失敗するこ  
とがあります。たとえば、カバレッジなし時転送の転送先を設定した場合は、
カバレッジなし時転送のコーリング サーチ スペースも設定する必要がありま  
す。カバレッジなし時転送のコーリング サーチ スペースが設定されていない  
場合、カバレッジなし時転送の転送先がパーティション内にあると、転送動作
が失敗することがあります。

（注） 内部コールに対して［コーリングサーチスペース（Calling Search Space）］を  
選択した場合、システムにより外部コールの［コーリングサーチスペース
（Calling Search Space）］設定にこの値が自動的にコピーされます。別のコーリ  
ング サーチ スペースに外部コールを転送する場合は、外部コールの［コーリ  
ングサーチスペース（Calling Search Space）］ドロップダウン リスト ボックス    
で別の設定値を選択する必要があります。

表 57-1 電話番号の設定値（続き）

フィールド 説明
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［カバレッジなし時転送

（Forward No Coverage External、
外部）］

コール カバレッジの詳細については、『Cisco Unified Communications Manager システム     
ガイド』の「コール カバレッジ」を参照してください。

コールを転送先にリダイレクトするときは、コール転送先と［コーリングサーチスペー

ス（Calling Search Space）］フィールドが使用されます。次の値のいずれかを指定します。

 • ［ボイスメール（Voice Mail）］：［ボイスメール プロファイルの設定（Voice Mail   
Profile Configuration）］ウィンドウ内の設定値を使用する場合は、このチェックボッ 
クスをオンにします。 

（注） このチェックボックスがオンになっていると、Cisco Unified Communications  
Manager は、［着信先別（Destination）］ボックスと［コーリング サーチ スペー   
ス（Calling Search Space）］の設定値を無視します。内部コールに対してこの  
チェックボックスがオンになっている場合、システムにより外部コールの［ボ
イスメール（Voice Mail）］チェックボックスが自動的にオンとなります。外部 
コールをボイス メッセージ システムに転送しない場合、外部コールの［ボイ  
スメール（Voice Mail）］チェックボックスをオフにする必要があります。

 • ［着信先別（Destination）］：この設定値は、内部無接続コールの転送先の電話番号
を指定します（該当の電話番号を制御するアプリケーションが動作していない場

合）。外部宛先を含む、ダイヤル可能な任意の電話番号を使用してください。

（注） 内部コールの転送先の値を入力すると、システムによりこの値が外部コールの
［着信先別（Destination）］フィールドに自動的にコピーされます。別の宛先に
外部コールを転送する場合は、外部コールの［着信先別（Destination）］フィー
ルドに別の値を入力する必要があります。

 • ［コーリングサーチスペース（Calling Search Space）］：カバレッジなし時転送（外  
部）のコーリング サーチ スペースは、コールがカバレッジなし時転送（外部）の  
転送先に転送されるときに使用されます。この設定値は、この電話番号を使用し

ているデバイスすべてに適用されます。

（注） システムでパーティションとコーリング サーチ スペースが使用されている場  
合は、転送のコーリング サーチ スペースも設定することをお勧めします。コー  
ルをコール転送先に転送またはリダイレクトする場合は、設定されたコール転
送のコーリング サーチ スペースを使用してコールが転送されます。転送の  
コーリング サーチ スペースが［なし］の場合、システムでパーティションと  
コーリング サーチ スペースが使用されているときは、転送動作が失敗するこ  
とがあります。たとえば、カバレッジなし時転送の転送先を設定した場合は、
カバレッジなし時転送のコーリング サーチ スペースも設定する必要がありま  
す。カバレッジなし時転送のコーリング サーチ スペースが設定されていない  
場合、カバレッジなし時転送の転送先がパーティション内にあると、転送動作
が失敗することがあります。

（注） 内部コールに対して［コーリングサーチスペース（Calling Search Space）］を  
選択した場合、システムにより外部コールの［コーリングサーチスペース
（Calling Search Space）］設定にこの値が自動的にコピーされます。別のコーリ  
ング サーチ スペースに外部コールを転送する場合は、外部コールの［コーリ  
ングサーチスペース（Calling Search Space）］ドロップダウン リスト ボックス    
で別の設定値を選択する必要があります。

表 57-1 電話番号の設定値（続き）

フィールド 説明
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［CTI障害時転送（Forward on CTI  
Failure）］

このフィールドは、CTI ルート ポイントおよび CTI ポートのみに適用されます。この    
行の設定値は、CTI ルート ポイントまたは CTI ポートが失敗した場合の、この CTI     
ルート ポイントまたは CTI ポートへの外部コールの転送処理を指定します。次の値の   
いずれかを指定します。

 • ［ボイスメール（Voice Mail）］：［ボイスメール プロファイルの設定（Voice Mail   
Profile Configuration）］ウィンドウ内の設定値を使用する場合は、このチェックボッ 
クスをオンにします。 

（注） このチェックボックスがオンになっていると、Cisco Unified Communications  
Manager は、［着信先別（Destination）］ボックスと［コーリング サーチ スペー   
ス（Calling Search Space）］の設定値を無視します。 

 • ［着信先別（Destination）］：この設定値は、内部無接続コールの転送先の電話番号
を指定します（該当の電話番号を制御するアプリケーションが動作していない場

合）。外部宛先を含む、ダイヤル可能な任意の電話番号を使用してください。

 • ［コーリング サーチ スペース（Calling Search Space）］：この設定値は、この電話番    
号を使用しているデバイスすべてに適用されます。

［無応答時の呼び出し時間（No
Answer Ring Duration、秒）］

このフィールドは無応答時転送の転送先設定と併用し、電話機で呼び出し音が鳴って

から転送が開始されるまでの時間を示すタイマーを設定します。この設定をブランク

のままにすると、Cisco CallManager サービス パラメータの Forward No Answer Timer に        
設定された値が使用されます。

注意 デフォルトでは、Cisco Unified Communications Manager は、［無応答時の呼    
び出し時間（No Answer Ring Duration、秒）］の時間よりも T301 タイマーの     
時間を長くします。T301 タイマーの設定時間が［無応答時の呼び出し時間 
（No Answer Ring Duration、秒）］よりも先に時間切れになった場合は、コー   
ルが終了し、コール転送が行われません。この動作を選択する場合は、［無
応答時の呼び出し時間（No Answer Ring Duration、秒）］の時間を T301 タイ     
マーよりも大きくするように設定できます。T301 タイマーについては、［シ 
ステム］ >［サービスパラメータ］の順に選択し、表示されたウィンドウで、 
サーバ、Cisco CallManager サービス、およびパラメータを選択します。

［コールピックアップグループ

（Call Pickup Group）］
（指定されたパーティション内で）この電話番号へのコールに応答するために、ダイヤ

ル可能な番号を選択します。

［MLPP代替パーティの設定（MLPP Alternate Party Settings）］

［転送先（Target、着信先）］ この電話番号が優先コールを受信し、この番号とそのコール転送先が優先コールに応

答しない場合に MLPP 優先コールが転送される番号を入力します。

この値には、数字、シャープ（#）、およびアスタリスク（*）を指定できます。

［コーリングサーチスペース

（MLPP Calling Search Space）］
ドロップダウン リスト ボックスから、MLPP 代替パーティのターゲット（宛先）番号   
に関連付けられたコーリング サーチ スペースを選択します。電話番号のコーリング  
サーチ スペースの設定情報については、P.57-30 の「［コーリングサーチスペース  
（Calling Search Space）］」を参照してください。

表 57-1 電話番号の設定値（続き）

フィールド 説明
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［MLPP無応答時の呼び出し時間
（MLPP No Answer Ring Duration、    
秒）］

秒数（4 ～ 60）を指定します。この電話番号とそのコール転送先が MLPP 優先コール    
に応答しない場合、ここで指定した秒数が経過すると、MLPP 優先コールがこの電話 
番号の代替パーティに誘導されます。

この設定をブランクのままにすると、Cisco Unified Communications Manager エンター    
プライズ パラメータの Precedence Alternate Party Timeout に設定された値が使用されま      
す。

［すべてのデバイスの回線設定（Line Settings for All Devices）］

［保留復帰の呼び出し時間（Hold
Reversion Ring Duration、秒）］

0 ～ 1200 の数値を入力して、保留している相手の電話機に復帰コール アラートを発行    
するまでの秒数を指定します。 

値 0 を入力した場合、Cisco Unified Communications Manager は、保留されたコールに      
対して復帰コール機能を起動しません。 

インストールの時点では、このフィールドはブランクのままです。この設定をブラン

クのままにすると、クラスタの保留復帰の呼び出し時間タイマー設定が適用されます。

［保留復帰の通知間隔（Hold
Reversion Notification Interval、  
秒）］

0 ～ 1200 の数値を入力して、保留している相手の電話機に定期的な注意アラートを送   
信する間隔の秒数を指定します。 

値 0 を入力した場合、Cisco Unified Communications Manager は、注意アラートを送信      
しません。 

インストールの時点では、このフィールドはブランクのままです。この設定をブラン

クのままにすると、クラスタの保留復帰の通知間隔タイマー設定が適用されます。

［デバイス <デバイス名 >の回線 <n>（Line［number］on Device［device name］）］

（注） これらのフィールドが表示されるのは、この電話番号をデバイスに関連付けた場合のみです。

［表示（Display、内線発信者 ID）］着側に表示されるテキスト。このフィールドをブランクのままにすると、内線番号が
表示されます。

最長 30 文字の英数字を使用してください。このフィールドの値が表示される電話機の  
種類にご注意ください。対象に漢字未対応の電話機が含まれる場合は、状況により半

角カタカナあるいは ASCII文字を使用するようにしてください。また、電話機のユー
ザロケールが複数存在する場合は、共通する文字セットを使用してください。通常、

ユーザ名または電話番号を使用します。電話番号を使用した場合、コールを受信した

人は発信者の固有 ID を見ることができない場合があります。

右側のチェックボックス（［共有デバイス設定の更新］）をオンにし、［選択対象を反

映］ボタンをクリックしない限り、設定は現在のデバイスのみに適用されます（右側

にあるチェックボックス表示は、この電話番号を他のデバイスが共有しているときに

のみ表示されます）。

［ASCII表示（ASCII Display、内 
線発信者 ID）］

このフィールドには、［表示（Display、内線発信者 ID）］フィールドと同じ情報を指定
します。ただし、入力は ASCII 文字に制限されます。Unicode（国際化）文字をサポー  
トしないデバイスでは、［ASCII 表示（ASCII Display、内線発信者 ID）］フィールドの 
内容が表示されます。

右側のチェックボックス（［共有デバイス設定の更新］）をオンにし、［選択対象を反

映］ボタンをクリックしない限り、設定は現在のデバイスのみに適用されます（右側

にあるチェックボックス表示は、この電話番号を他のデバイスが共有しているときに

のみ表示されます）。

表 57-1 電話番号の設定値（続き）

フィールド 説明
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［回線のテキストラベル（Line
Text Label）］

このフィールドは、回線の表示に電話番号を示さないようにする場合に限り使用しま

す。回線 / 電話機の組み合せに対し電話番号を識別するテキストを入力します。この
フィールドの値が表示される電話機の種類にご注意ください。対象に漢字未対応の電

話機が含まれる場合は、状況により半角カタカナあるいは ASCII文字を使用するよう
にしてください。また、電話機のユーザロケールが複数存在する場合は、共通する文

字セットを使用してください。

複数の電話番号をモニタする秘書や担当者がそれらの電話番号を識別できるように、

所属長の氏名、部門名、または他の適切な情報の入力をお勧めします。

右側のチェックボックス（［共有デバイス設定の更新］）をオンにし、［選択対象を反

映］ボタンをクリックしない限り、設定は現在のデバイスのみに適用されます（右側

にあるチェックボックス表示は、この電話番号を他のデバイスが共有しているときに

のみ表示されます）。

［ASCII回線テキストラベル
（ASCII Line Text Label）］

このフィールドには、［回線のテキストラベル（Line Text Label）］フィールドと同じ情  
報を指定します。ただし、入力は ASCII 文字に制限されます。Unicode（国際化）文字  
をサポートしないデバイスでは、［ASCII回線テキストラベル（ASCII Line Text Label）］   
フィールドの内容が表示されます。

右側のチェックボックス（［共有デバイス設定の更新］）をオンにし、［選択対象を反

映］ボタンをクリックしない限り、設定は現在のデバイスのみに適用されます（右側

にあるチェックボックス表示は、この電話番号を他のデバイスが共有しているときに

のみ表示されます）。

［外線電話番号マスク（External
Phone Number Mask）］

この回線からのコールの発信時に発信者 ID 情報の送信に使用される電話番号（また  
はマスク）を指定します。

最長 24 桁の数字および「X」文字を入力できます。X は、電話番号を表し、パターン   
の末尾に指定する必要があります。たとえば、マスクを 972813XXXX に指定する場  
合、内線番号 1234 からの外部コールには、発信者 ID が「9728131234」と表示されます。

右側のチェックボックス（［共有デバイス設定の更新］）をオンにし、［選択対象を反

映］ボタンをクリックしない限り、設定は現在のデバイスのみに適用されます（右側

にあるチェックボックス表示は、この電話番号を他のデバイスが共有しているときに

のみ表示されます）。

［視覚的なメッセージ受信イン

ジケータのポリシー（Visual 
Message Waiting Indicator 
Policy）］

このフィールドでは、受話器のランプの点灯に関するポリシーを設定します。次のい

ずれかのオプションを選択します。

 • ［システムポリシーの使用］（電話番号は、サービス パラメータ「メッセージ受信 
のランプポリシー」の設定を参照します）

 • ［ライトとプロンプト］

 • ［プロンプトのみ］

 • ［ライトのみ］

 • ［なし］

右側のチェックボックス（［共有デバイス設定の更新］）をオンにし、［選択対象を反

映］ボタンをクリックしない限り、設定は現在のデバイスのみに適用されます（右側

にあるチェックボックス表示は、この電話番号を他のデバイスが共有しているときに

のみ表示されます）。

表 57-1 電話番号の設定値（続き）

フィールド 説明



第 57章      電話番号の設定
電話番号の設定値

57-27
Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド     

OL-12525-01-J

［オーディオメッセージ受信イ

ンジケータのポリシー

（Audible Message Waiting 
Indicator Policy）］

このフィールドでは、音声によるメッセージ受信インジケータに関するポリシーを設

定します。次のいずれかのオプションを選択します。

 • ［オフ］

 • ［オン］：このオプションを選択した場合、受話器をオフ フックにすると、スタッ 
ター ダイヤル トーンが聞こえます。

 • ［デフォルト］：このオプションを選択すると、電話機は、システム レベルで設定 
されたデフォルトを使用します。

［呼出音設定（Ring Setting、電話 
がアイドルのとき）］

このフィールドでは、着信コールが受信され、そのデバイスにそれ以外のアクティブ

なコールがない場合に、回線の表示に対する呼び出し音設定値を設定します。次のい

ずれかのオプションを選択します。

 • ［システムデフォルトの使用］

 • ［無効］

 • ［フラッシュのみ］

 • ［一度鳴らす］

 • ［鳴らす］

右側のチェックボックス（［共有デバイス設定の更新］）をオンにし、［選択対象を反

映］ボタンをクリックしない限り、設定は現在のデバイスのみに適用されます（右側

にあるチェックボックス表示は、この電話番号を他のデバイスが共有しているときに

のみ表示されます）。

（注） エンタープライズ パラメータ、デバイス プール、またはデバイス レベルで   
［MLPP表示（MLPP Indication）］をオンにすると、［MLPP表示（MLPP Indication）］  
をデバイスに対してオフ（上書き）にしない限り、デバイスで回線に対する通
常の［呼出音設定］が動作しません。

［呼出音設定（Ring Setting、電話 
がアクティブのとき）］

ドロップダウン リスト ボックスから、この電話機で別回線に別のアクティブなコール  
がある場合に使用する呼び出し音設定値を選択します。次のいずれかのオプションを

選択します。

 • ［システムデフォルトの使用］

 • ［無効］

 • ［フラッシュのみ］

 • ［一度鳴らす］

 • ［鳴らす］

 • ［ビープ音のみ］

右側のチェックボックス（［共有デバイス設定の更新］）をオンにし、［選択対象を反

映］ボタンをクリックしない限り、設定は現在のデバイスのみに適用されます（右側

にあるチェックボックス表示は、この電話番号を他のデバイスが共有しているときに

のみ表示されます）。

（注） エンタープライズ パラメータ、デバイス プール、またはデバイス レベルで   
［MLPP表示（MLPP Indication）］をオンにすると、［MLPP表示（MLPP Indication）］  
をデバイスに対してオフ（上書き）にしない限り、デバイスで回線に対する通
常の［呼出音設定］が動作しません。

表 57-1 電話番号の設定値（続き）
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［コールピックアップグループ

オーディオアラートの設定（Call
Pickup Group Audio Alert Setting、    
電話がアイドルのとき）］

このフィールドは、着信コールによってコール ピックアップ グループのメンバに送信  
される通知の種類を決定します。着信した電話機で応答がない場合、コール ピック 
アップ グループにあるアイドル状態の電話機で、短い呼び出し音を鳴らす（［Ring 
Once］）か、何も鳴らさない（［Disable］）かを決定します。

 • ［システムデフォルトの使用］：このフィールドの値は、Cisco CallManager サービ  
ス パラメータの Call Pickup Group Audio Alert Setting of Idle Station の設定によって           
決まります。

 • ［無効］：コール ピックアップ グループのメンバにアラートを送信しません。

 • ［一度鳴らす］：コール ピックアップ グループのメンバに短い呼び出し音を送信し  
ます。

［コールピックアップグループ

オーディオアラートの設定（Call
Pickup Group Audio Alert Setting、    
電話がアクティブのとき）］

このフィールドは、着信コールによってコール ピックアップ グループのメンバに送信  
される通知の種類を決定します。着信した電話機で応答がない場合、コール ピック 
アップ グループにあるビジー状態の電話機で、ビープ音を鳴らす（［ビープ音のみ］） 
か、何も鳴らさない（［無効］）かを決定します。

 • ［システムデフォルトの使用］：このフィールドの値は、Cisco CallManager サービ  
ス パラメータの Call Pickup Group Audio Alert Setting of Busy Station の設定によっ           
て決まります。

 • ［無効］：コール ピックアップ グループのメンバにアラートを送信しません。

 • ［ビープ音のみ］：コール ピックアップ グループのメンバにビープ音を送信しま  
す。

［録音オプション（Recording 
Option）］

このフィールドは、エージェントのライン アピアランスでの録音オプションを決定し 
ます。デフォルトでは、録音オプションに［コール録音が無効］が指定されています。

次のいずれかのオプションを選択します。

 • ［コール録音が無効］：このライン アピアランスでエージェントが作成したコール 
は録音されません。

 • ［自動コール録音が有効］：このライン アピアランスでエージェントが作成した 
コールは自動的に録音されます。

 • ［アプリケーションから呼び出されたコール録音が有効］：このライン アピアラン 
スでエージェントが作成したコールは、アプリケーションがコール録音を呼び出

した場合に録音されます。

録音オプションが［自動コール録音が有効］または［アプリケーションから呼び出さ

れたコール録音が有効］に設定されている場合、ライン アピアランスを録音プロファ 
イルに関連付けることができます。

自動録音が有効な場合、アプリケーションの録音要求は拒否されます。

［録音プロファイル（Recording 
Profile）］

このフィールドは、エージェントのライン アピアランスでの録音プロファイルを決定 
します。ドロップダウン リスト ボックスから、既存の録音プロファイルを選択しま  
す。録音プロファイルを作成するには、［デバイス］ >［デバイスの設定］ >［録音プロ  
ファイル］メニュー オプションを使用します。

デフォルト値は、［なし］です。

［モニタリング用コーリング

サーチスペース（Monitoring 
Calling Search Space）］

デフォルトは、［なし］です。

表 57-1 電話番号の設定値（続き）
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［デバイス <デバイス名 >の複数コール /コール待機設定（Multiple Call/Call Waiting Settings on Device［device name］）］

（注） これらのフィールドが表示されるのは、この電話番号をデバイスに関連付けた場合のみです。

［コール最大数（Maximum 
Number of Calls）］

デバイスの回線に最大 200 コールまで設定できます。デバイスに設定されるコールの  
合計数が、この制限要因になります。ある回線に対してコールの数を設定すると、別

の回線で使用できるコールの数はそれだけ少なくなります。 

デフォルト値は 4 です。電話機が各回線に複数のコールを設定できない場合、デフォ  
ルト値は 2 です。

CTI ルート ポイントの場合、各ポートに最大 10,000 コールまで設定できます。デフォ    
ルト値は 5000 コールです。このフィールドは、［ビジートリガー（Busy Trigger）］フィー   
ルドと併用します。

（注） デフォルトでは、CTI ルート ポイントに設定可能なアクティブ コールの最大   
数は 5000 コールになっていますが、シスコでは、コールの最大数をルート ポ   
イントあたり 200 以下に設定することをお勧めします。この設定により、シス  
テム パフォーマンスの低下を防ぐことができます。CTI アプリケーションで  
200 を超えるコールが必要な場合は、複数の CTI ルート ポイントを設定する    
ことをお勧めします。

ヒント 共用の回線表示を持つデバイスに対して、この設定がどのように機能するか
を確認するには、『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』     
の「シェアド ライン アピアランス」を参照してください。

［ビジートリガー（Busy 
Trigger）］

この設定は、［コール最大数（Maximum Number of Calls）］および話中転送と連携し、   
回線で使用されるコールの最大数を決定します。たとえば、［コール最大数（Maximum
Number of Calls）］に 50、［ビジートリガー（Busy Trigger）］に 40 をそれぞれ設定した      
場合、41 番目の着信コールは、ビジーのために拒否されます（話中転送が設定されて 
いる場合は転送されます）。この回線が共有されている場合は、すべての回線がビジー

になった後に着信コールが拒否されます。

このフィールドは、CTI ルート ポイントの［コール最大数（Maximum Number of Calls）］     
と併用します。デフォルト値は 4500 コールです。

ヒント 共用の回線表示を持つデバイスに対して、この設定がどのように機能するか
を確認するには、『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』     
の「シェアド ライン アピアランス」を参照してください。

表 57-1 電話番号の設定値（続き）

フィールド 説明
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［コーリングサーチスペース（Calling Search Space）］

Max List Box Items エンタープライズ パラメータを使用して、このドロップダウン リスト ボックス       
で表示するコーリング サーチ スペースの数を設定できます。Max List Box Items エンタープライズ      
パラメータで指定した数よりも多くのコーリング サーチ スペースが存在する場合、［検索］ボタン  
が［コーリングサーチスペース（Calling Search Space）］ドロップダウン リスト ボックスの横に表    
示されます。［検索］ボタンをクリックして、目的のコーリング サーチ スペースを検索します。

（注） リスト ボックスの最大項目を設定するには、［システム］ >［エンタープライズパラメータ］の順に  
選択し、［CCMAdmin Parameters］を選択します。

追加情報

P.57-31 の「関連項目」を参照してください。

［デバイス <デバイス名 >における、転送呼の情報表示（Forwarded Call Information Display on Device［device name］）］

（注） これらのフィールドが表示されるのは、この電話番号をデバイスに関連付けた場合のみです。

［発信者名（Caller Name）］ このチェックボックスをオンにすると、コール転送時に発信者名が表示されます。

［発信者番号（Caller Number）］ このチェックボックスをオンにすると、コール転送時に発信者 ID が表示されます。

［転送元番号（Redirected 
Number）］

このチェックボックスをオンにすると、コール転送時にリダイレクトされた番号が表

示されます。

［ダイヤル番号（Dialed Number）］このチェックボックスをオンにすると、コール転送時に最初にダイヤルされた番号が
表示されます。

表 57-1 電話番号の設定値（続き）

フィールド 説明
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関連項目
 • 電話番号の設定の概要（P.57-1）

 • 電話番号の検索（P.57-2）

 • 電話番号の設定（P.57-3）

 • 電話機からの電話番号の削除（P.57-5）

 • Cisco Unity または Cisco Unity Connection ボイスメールボックスの作成（P.57-6）

 • 電話番号の設定値（P.57-8）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「電話番号の概要」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「電話番号の設定チェックリスト」

 • 回線グループの設定（P.39-1）

 • 割り当てられていない電話番号の削除（P.60-3）

 • ゲートウェイの設定（P.81-1）

 • 電話機のリセット（P.82-5）

 • 電話機の検索（P.82-40）

 • Cisco Unified IP Phone の設定（P.82-3）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「Cisco Unified IP Phone」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「電話機能」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「電話機設定チェックリスト」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「Cisco Unity Cisco Unified 
Communications Manager 統合メールボックス設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「Cisco Unity と Cisco Unity Connection          
の設定チェックリスト」

 • 『Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド』の「プレゼンス」
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58
ミートミー番号 /パターンの設定

ミートミー会議では、電話番号の割り当てが必要です。Cisco Unified Communications Manager の管    
理ページを使用してミートミー会議用電話番号の範囲を設定し、ユーザがこの機能を利用できるよ

うにします。

ミートミー番号 /パターンの検索
ネットワーク内にはいくつかのミートミー番号 /パターンが存在することがあるので、Cisco Unified 
Communications Manager では、固有の条件を指定して、特定のミートミー番号 /パターンを見つけ  
ることができます。ミートミー番号 /パターンを見つける手順は、次のとおりです。

（注） Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、ブラウザ セッションでの作業中は、ミー     
トミー番号 /パターンの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこのメニュー
項目に戻ってくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じたりしない限り、ミートミー

番号 /パターンの検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 ［コールルーティング］ >［ミートミー番号 /パターン］の順に選択します。

［ミートミー番号の検索と一覧表示（Find and List Meet-Me Numbers）］ウィンドウが表示されます。    
アクティブな（前回の）クエリーのレコードも、ウィンドウに表示されることがあります。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。
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（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リスト ボック  
スから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。

ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。

（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.58-7 の「関連項目」を参照してください。



第 58章      ミートミー番号 /パターンの設定
ミートミー番号 /パターンの設定

58-3
Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド     

OL-12525-01-J

ミートミー番号 /パターンの設定 
ミートミー番号 /パターンを追加、コピー、および更新する手順は、次のとおりです。

始める前に

次の条件を満たしていることを確認してから手順に進んでください。

 • サーバが設定済みであること。P.2-1 の「サーバの設定」を参照してください。

 • デバイス プールが設定済みであること。P.9-1 の「デバイス プールの設定」を参照してください。

手順

ステップ 1 ［コールルーティング］ >［ミートミー番号 /パターン］の順に選択します。

ステップ 2 次のいずれかの作業を行います。

 • 既存のミートミー番号 / パターンをコピーするには、該当するミートミー番号 / パターンを見
つけます（P.58-1 の「ミートミー番号 /パターンの検索」を参照）。コピーするミートミー番号 
/ パターンをクリックします。［ミートミー番号の設定（Meet-Me Number Configuration）］ウィ  
ンドウが表示されます。［コピー］をクリックし、ステップ 3 に進みます。

 • ミートミー番号 /パターンを追加するには、［新規追加］ボタンをクリックし、ステップ 3 に進  
みます。

 • 既存のミートミー番号 / パターンを更新するには、該当するミートミー番号 / パターンを見つ
けます（P.58-1 の「ミートミー番号 /パターンの検索」を参照）。更新するミートミー番号 /パ 
ターンをクリックし、ステップ 3 に進みます。

（注） 必要に応じて、番号またはパターンを変更することができます（たとえば、5000 を 500X  
に変更できます）。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 58-1 を参照）。

ステップ 4 ［保存］をクリックします。

追加情報

P.58-7 の「関連項目」を参照してください。
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ミートミー番号 /パターンの設定値
表 58-1 では、ミートミー番号 /パターンの設定値について説明します。

表 58-1 ミートミー番号 /パターンの設定値 

フィールド 説明

［電話番号またはパターン

（Directory Number or 
Pattern）］

ミートミーの電話番号やパターン、または番号の範囲を入力しま

す。 

範囲を設定するには、角カッコ内にダッシュとそれに続く数値を入

力する必要があります。たとえば、範囲 1000 ～ 1050 を設定するに    
は、10［0-5］0 と入力します。

［説明（Description）］ ミートミー番号 / パターンを説明する最大 30 文字の英数字を入力  
します。

［パーティション（Partition）］パーティションを使用してミートミー番号 /パターンへのアクセス
を制限する場合は、ドロップダウン リスト ボックスから適切な  
パーティションを選択します。 

ミートミー番号 /パターンへのアクセスを制限しない場合は、パー
ティションに［<なし >］を選択します。詳細については、P.45-1 の 
「パーティションの設定」を参照してください。

Max List Box Items エンタープライズ パラメータを使用して、この     
ドロップダウン リスト ボックスで表示するパーティションの数を  
設定することができます。Max List Box Items エンタープライズ パ     
ラメータで指定した数よりも多くのパーティションが存在する場

合、ドロップダウン リスト ボックスの横に［検索］ボタンが表示  
されます。［検索］ボタンをクリックして、［パーティションの検索

と一覧表示（Find and List Partitions）］ウィンドウを表示します。パー   
ティション名を検索し、選択します（P.45-2 の「パーティションの 
検索」を参照）。

（注） リスト ボックスの最大項目を設定するには、［システム］ >
［エンタープライズパラメータ］の順に選択し、
［CCMAdmin Parameters］の下の［Max List Box Items］
フィールドを更新します。

（注） ミートミー番号 /パターンとパーティションの組み合せが、
Cisco Unified Communications Manager クラスタ内で固有で    
あることを確認してください。
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追加情報

P.58-7 の「関連項目」を参照してください。

［最小セキュリティレベル

（Minimum Security Level）］
このミートミー会議番号またはパターンの最小ミートミー会議セ

キュリティ レベルを、ドロップダウン リスト ボックスから選択し   
ます。 

 • ［認証のみ］：ノンセキュアな電話機を使用した参加者が会議に
参加することをブロックします。 

 • ［暗号化］：認証済みまたはノンセキュアな電話機を使用した参
加者が会議に参加することをブロックします。 

 • ［非セキュア］：すべての参加者が会議に参加できます。

（注） この機能を呼び出すには、セキュアな会議ブリッジが設定
済みで使用可能になっている必要があります。詳細につい
ては、『Cisco Unified Communications Manager セキュリティ    
ガイド』を参照してください。

表 58-1 ミートミー番号 /パターンの設定値（続き）

フィールド 説明
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ミートミー番号 /パターンの削除
ミートミー番号 /パターンを削除する手順は、次のとおりです。

始める前に

次の条件を満たしていることを確認してから手順に進んでください。

 • サーバが設定済みであること。

 • デバイス プールが設定済みであること。

 • ミートミー番号 /パターンが設定済みであること。

手順

ステップ 1 P.58-1 の「ミートミー番号 / パターンの検索」の手順を使用して、ミートミー番号 / パターンを検 
索します。

ステップ 2 削除するミートミー番号 /パターンをクリックします。 

ステップ 3 ［削除］をクリックします。 

追加情報

P.58-7 の「関連項目」を参照してください。
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関連項目
 • パーティションの設定（P.45-1）

 • ミートミー番号 /パターンの検索（P.58-1）

 • ミートミー番号 /パターンの設定（P.58-3）

 • ミートミー番号 /パターンの削除（P.58-6）

 • ミートミー番号 /パターンの設定値（P.58-4）

 • ハードウェア コンファレンス デバイスの追加（P.64-5）

 • Cisco IOS Conference Bridge デバイスの追加（P.64-7）

 • コンファレンス デバイスの更新（P.64-13）

 • コンファレンス デバイスの削除（P.64-14）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「会議ブリッジ」
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59
ダイヤル プラン インストーラ

Cisco International Dial Plan をインストールし、これを使用して、北米を除く特定の国に固有の番号    
計画を作成することができます。Cisco Unified Communications Manager には、デフォルトで、North    
American Numbering Plan（NANP; 北米番号計画）が用意されています。他国のダイヤル プランの要    
件はその国に固有のものであるため、デフォルトの NANP 設定は、その国のダイヤル プランを作   
成するのに最適でないことがあります。Cisco International Dial Plan を使用すると、固有のダイヤル    
プランを作成および更新でき、世界中でシスコのお客様がこのダイヤル プランを使用できるように 
なります。 

この章では、ダイヤル プランを Cisco Unified Communications Manager サーバにインストールする方      
法について説明します。

ダイヤル プランをサーバにインストールする前に、対応するダイヤル プラン COP（Cisco Option    
Package）ファイルを Cisco Unified Communications Manager サーバにダウンロードしておく必要があ     
ります。 

使用可能なすべてのダイヤル プランに対応し、ダウンロード、インストール、および Cisco Unified   
Communications Manager システムとの統合が可能な COP ファイルは、次の URL で入手できます。

http://www.cisco.com/cgi-bin/tablebuild.pl/IDP50

COP ファイルのインストールの詳細については、『Cisco Unified Communications Manager ダイヤル     
プラン導入ガイド』を参照してください。

このロケーションからダイヤル プランをインストールする方法の詳細については、P.59-3 の「Cisco  
Unified Communications Manager でのダイヤル プランのインストール」を参照してください。

Cisco Unified Communications Manager のダイヤル プランを検索してインストールする手順は、次の     
とおりです。

 • ダイヤル プランの検索（P.59-2）

 • ダイヤル プランの編集（P.59-3）

 • Cisco Unified Communications Manager でのダイヤル プランのインストール（P.59-3）

 • NANP 以外のダイヤル プランに関するルート パターンの詳細の設定（P.59-4）

 • ダイヤル プランのアップグレード（P.59-5）

 • ダイヤル プランのアンインストール（P.59-7）

 • Cisco CallManager サービスの再起動（P.59-8）

 • 関連項目（P.59-9）

http://www.cisco.com/cgi-bin/tablebuild.pl/IDP50
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ダイヤル プランの検索
Cisco Unified Communications Manager システム上でダイヤル プランを検索する手順は、次のとおり     
です。 

（注） ブラウザ セッションでの作業中は、検索 / 表示ウィンドウでの検索設定がクライアント マシン上  
の cookie に格納されます。他のメニュー項目に移動してからこのメニュー項目に戻ってくる場合  
や、ブラウザを閉じてから新しくブラウザ ウィンドウを開いた場合でも、検索に変更を加えない 
限り、Cisco Unified Communications Manager の検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 ［Cisco Unified Communications Manager の管理］ウィンドウで、［コールルーティング］ >［ダイヤル     
プランインストーラ］の順に選択します。

［ダイヤルプランの検索と一覧表示（Find and List Dial Plans）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。 

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。 

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。 

すべてのレコード、または一致したレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダ

ウン リスト ボックスから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。 

ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。
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（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.59-9 の「関連項目」を参照してください。

ダイヤル プランの編集
ダイヤル プランをインストール、アップグレード、またはアンインストールする手順は、次のとお 
りです。

手順

ステップ 1 P.59-2 の「ダイヤル プランの検索」で定義されている手順を使用して、インストールするダイヤル  
プランを検索します。 

ステップ 2 レコードのリストで、検索条件と一致するダイヤル プランの名前をクリックします。

［ダイヤルプランの設定（Dial Plan Configuration）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 次の作業のいずれかを実行します。

 • ダイヤル プランをインストールするには、P.59-3 の「Cisco Unified Communications Manager で      
のダイヤル プランのインストール」を参照してください。

 • ダイヤル プランをアップグレードするには、P.59-5 の「ダイヤル プランのアップグレード」を   
参照してください。

 • ダイヤル プランをアンインストールするには、P.59-7 の「ダイヤル プランのアンインストー   
ル」を参照してください。

追加情報

P.59-9 の「関連項目」を参照してください。

Cisco Unified Communications Manager でのダイヤル プランのインストール 
ダイヤル プランをインストールする手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 P.59-2 の「ダイヤル プランの検索」で定義されている手順を使用して、インストールするダイヤル  
プランを検索します。
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ステップ 2 レコードのリストで、検索条件と一致するダイヤル プランの名前をクリックします。

［ダイヤルプランの設定（Dial Plan Configuration）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 ［ダイヤルプラン（Dial Plan）］フィールドと［説明］フィールドに、ダイヤル プランの名前と説明  
が表示されます。

ステップ 4 ［インストールされているバージョン（Installed Version）］に、Cisco Unified Communications Manager    
サーバにインストールされている現在のバージョンが表示されます。ダイヤル プランのどのバー 
ジョンもインストールされていない場合、［インストールされているバージョン（Installed Version）］ 
には「Not Installed」と表示されます。

ステップ 5 ［使用可能バージョン（Available Version）］ドロップダウン リスト ボックスから、インストールす   
るダイヤル プランのバージョンを選択します。

ステップ 6 ［インストール］をクリックします。

［ステータス（Status）］に、ダイヤル プランがインストールされたことが表示されます。 

［インストールされているバージョン（Installed Version）］フィールドに、Cisco Unified Communications   
Manager サーバにインストールされたダイヤル プランのバージョンが表示されます。

ステップ 7 ステップ 1 ～ステップ 6 を繰り返して、Cisco Unified Communications Manager クラスタのすべての        
ノードでダイヤル プランをインストールします。

（注） ダイヤル プランのインストールが完了したら、ダイヤル プランをロードするために 
Cisco CallManager サービスを再起動します。

追加情報

P.59-9 の「関連項目」を参照してください。

NANP 以外のダイヤル プランに関するルート パターンの詳細の設定

NANP 以外のダイヤル プランを Cisco Unified Communications Manager システムにインストールした       
場合は、Cisco Unified Communications Manager の［ルートリスト詳細の設定（Route List Detail      
Configuration）］ウィンドウでルート パターンの詳細を設定するときに、必要なダイヤル プランを  
選択できます。 

ルート パターンの詳細を設定するときは、次の点に注意してください。

1. NANP 以外のダイヤル プランの場合、ルートパターン レベルで設定を保持するときは、［ルー   
トリスト詳細の設定（Route List Detail Configuration）］ウィンドウで次のどちらかの選択を行い   
ます。

a.［番号の削除（Discard Digits）］フィールドで［None］を選択する。［番号の削除（Discard 
Digits）］フィールドで［None］を選択すると、ダイヤル プランを選択しないことになります。

b.［番号の削除（Discard Digits）］フィールドで、NANP 以外の［<ダイヤル プラン >:No Digits］    
を選択する（たとえば、［AMNP:No Digits］）。



第 59章      ダイヤル プラン インストーラ
ダイヤル プランの編集 

59-5
Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド     

OL-12525-01-J

2. ［ルートグループ（Route Group）］レベルの設定値を指定して［ルートパターン（Route Pattern）］  
の設定値を無効にする場合は、［番号の削除（Discard Digits）］フィールドでそのダイヤル プラ  
ンに適した DDI を選択します。DDI の例には、［NANP:PreDot］や［AMNP:PreDot］があります。

追加情報

P.59-9 の「関連項目」を参照してください。

ダイヤル プランのアップグレード
NANP 以外のダイヤル プランをすでにインストールしている場合、Cisco Unified Communications    
Manager システムにインストールされているダイヤル プランを、アップグレード バージョンのダイ   
ヤル プランでアップグレードできます。

注意 既存のバージョンのダイヤル プランでルート フィルタの条件として 1 つ以上のタグを設定してい    
る場合、これらのタグがアップグレード バージョンに含まれていないときは、ダイヤル プランの  
アップグレードは失敗します。新しいダイヤル プランへのアップグレードを実行すると、それら 
のタグがすべてリスト表示されます。これらのタグをルート フィルタから分離した上で、再度 
Cisco Unified Communications Manager システムでダイヤル プランのアップグレードを実行する必     
要があります。

注意 既存のバージョンのダイヤル プランでルート パターン、トランスレーション パターン、または   
ルート リストに 1 つ以上の DDI を関連付けている場合、これらの DDI がアップグレード バージョ        
ンに含まれていないときは、ダイヤル プランのアップグレードは失敗します。ダイヤル プランの  
アップグレードを実行すると、これらの DDI がすべてリスト表示されます。これらの DDI をルー    
ト パターン、トランスレーション パターン、ルート リストから分離した上で、再度 Cisco Unified     
Communications Manager システムでダイヤル プランのアップグレードを実行する必要があります。

（注） クラスタ内のサブスクライバまたは他のノードでダイヤル プランを更新する前に、Cisco Unified  
Communications Manager クラスタの最初のノード サーバ上でダイヤル プランを更新したことを確    
認してください。

既存のダイヤル プランをアップグレードする手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 P.59-2 の「ダイヤル プランの検索」で定義されている手順を使用して、アップグレードするダイヤ  
ル プランを検索します。 

ステップ 2 レコードのリストで、検索条件と一致するダイヤル プランの名前をクリックします。

［ダイヤルプランの設定（Dial Plan Configuration）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 ［ダイヤルプラン（Dial Plan）］フィールドと［説明］フィールドに、ダイヤル プランの名前と説明  
が表示されます。
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ステップ 4 ［インストールされているバージョン（Installed Version）］に、Cisco Unified Communications Manager    
サーバにインストールされている現在のバージョンが表示されます。ダイヤル プランのどのバー 
ジョンもインストールされていない場合、［インストールされているバージョン（Installed Version）］ 
には「Not Installed」と表示されます。

ステップ 5 ［使用可能バージョン（Available Version）］ドロップダウン リスト ボックスから、アップグレード   
するダイヤル プランのバージョンを選択します。

ステップ 6 ［インストール］をクリックします。

［ステータス（Status）］に、ダイヤル プランがアップグレードされたことが表示されます。 

［インストールされているバージョン（Installed Version）］フィールドに、ダイヤル プランの最新  
バージョンが表示されます。

ステップ 7 ステップ 1 ～ステップ 6 を繰り返して、Cisco CallManager サービスがインストールされている Cisco       
Unified Communications Manager クラスタのすべてのノードでダイヤル プランをアップグレードし    
ます。

（注） ダイヤル プランのアップグレードが完了したら、変更を有効にするために Cisco CallManager サー    
ビスを再起動します。P.59-8 の「Cisco CallManager サービスの再起動」を参照してください。

（注） ダイヤル プランを 4.x から 6.0 に移行する場合、ルート パターンなどの設定はすべて保持されま      
す。ダイヤル プランは［ダイヤルプランの検索と一覧表示（Find and List Dial Plans）］ウィンドウ     
には表示されません。ダイヤル プランを更新するには、COP ファイルをインストールし（『Cisco  
Unified Communications Manager ダイヤルプラン導入ガイド』を参照）、必要なダイヤル プランをイ    
ンストールする必要があります。P.59-3 の「Cisco Unified Communications Manager でのダイヤル プ      
ランのインストール」を参照してください。 

（注） 4.x から 6.x にアップグレードする場合、ダイヤル プランと、ダイヤル プランに関連付けられた     
ルート パターン /ルート フィルタなどのダイヤル プラン設定を保持するには、CCO で入手可能な    
最新のダイヤル プランをインストールしてください。

追加情報

P.59-9 の「関連項目」を参照してください。
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ダイヤル プランのアンインストール

注意 ダイヤル プランをアンインストールする前に、Cisco Unified Communications Manager システム上の     
ダイヤル プランで設定されているルート パターン、トランスレーション パターン、ルート リス    
ト、およびルート フィルタを削除したことを確認してください。

ダイヤル プランをアンインストールする手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 P.59-2 の「ダイヤル プランの検索」で定義されている手順を使用して、削除するダイヤル プラン   
を検索します。

ステップ 2 レコードのリストで、検索条件と一致するダイヤル プランの名前をクリックします。

［ダイヤルプランの設定（Dial Plan Configuration）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 ［ダイヤルプラン（Dial Plan）］フィールドと［説明］フィールドに、ダイヤル プランの名前と説明  
が表示されます。

ステップ 4 ［インストールされているバージョン（Installed Version）］に、Cisco Unified Communications Manager    
サーバにインストールされている現在のバージョンが表示されます。

ステップ 5 ［アンインストール］をクリックします。

（注） ダイヤル プランのアンインストールは、クラスタ内の最初のノードで実行してから、それ 
以降のノードで実行する必要があります。

［ステータス（Status）］に、ダイヤル プランが削除されたことが表示されます。 

［インストールされているバージョン（Installed Version）］フィールドに、「Not Installed」と表示さ  
れます。

ステップ 6 ステップ 1 ～ステップ 5 を繰り返して、Cisco Unified Communications Manager クラスタのすべての        
ノードでダイヤル プランをアンインストールします。

追加情報

P.59-9 の「関連項目」を参照してください。
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Cisco CallManager サービスの再起動
Cisco CallManager サービスを再起動する手順は、次のとおりです。 

手順

ステップ 1 ［Cisco Unified Serviceability］ウィンドウで、［Tools］ >［Control Center - Feature Services］の順に       
選択します。

［Control Center - Feature Services］ウィンドウが表示されます。 

ステップ 2 ［Server］ドロップダウン リスト ボックスから、Cisco Unified Communications Manager サーバを選択      
します。 

［CM Services］領域に、［Service Name］列が表示されます。

（注） Cisco CallManager サービスに対応するオプション ボタンをクリックします。

ステップ 3 Cisco CallManager サービスを再起動する場合は、［Restart］をクリックします。

サービスが再起動し、「Service Restarted Successfully」というメッセージが表示されます。

ステップ 4 停止している Cisco CallManager サービスを開始する場合は、［Start］をクリックします。

サービスが開始され、「Service Started Successfully」というメッセージが表示されます。

追加情報

P.59-9 の「関連項目」を参照してください。
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関連項目
 • ダイヤル プランの検索（P.59-2）

 • ダイヤル プランの編集（P.59-3）

 • Cisco Unified Communications Manager でのダイヤル プランのインストール（P.59-3）

 • NANP 以外のダイヤル プランに関するルート パターンの詳細の設定（P.59-4）

 • ダイヤル プランのアップグレード（P.59-5）

 • ダイヤル プランのアンインストール（P.59-7）

 • Cisco CallManager サービスの再起動（P.59-8）

 • Cisco Unified Communications Manager ダイヤルプラン導入ガイド
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60
ルート プラン レポート 

ルート プラン レポートとは、システム内のすべての割り当てられた（または割り当てられていな  
い）電話番号（DN）、コール パーク（転送先保留）番号、コール ピックアップ番号、会議番号、  
ルート パターン、トランスレーション パターン、メッセージ ウェイティング インジケータ、ボイ    
スメール ポート、Attendant Console、パイロット番号、ドメイン ルーティング、IP ルーティング、    
ハント パイロット、ダイレクト コール パーク、および、インターコム電話番号のリストです。ルー   
ト プラン レポートを使用して、［パターン / 電話番号］、［パーティション］、または［ルート詳細  
（Route Detail）］のフィールドをクリックすることにより、リストの一部または全部を表示すること、 
および関連する設定ウィンドウに直接進むことができます。

さらに、ルート プラン レポートを使用して、.csv ファイルにレポート データを保存し、他のアプ    
リケーションに対してインポートを可能にすることもできます。この .csv ファイルには、電話機の  
電話番号（DN）、ルート パターン、パターンの使用方法、デバイス名、およびデバイスの説明を含 
む、Web ページよりも詳しい情報が入っています。

Cisco Unified Communications Manager は、ルート プランを使用して、内部コールと外部 PSTN（公      
衆電話交換網）コールの両方をルート指定します。ルート プランの詳細については、『Cisco Unified  
Communications Manager システム ガイド』の「ルート プランの概要」を参照してください。

ルート プラン レコードを表示するには、次のトピックを参照してください。

 • ルート プラン レコードの表示（P.60-2）

 • 割り当てられていない電話番号の削除（P.60-3）

 • ファイル内のルート プラン レポートの表示（P.60-5）
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ルート プラン レコードの表示
この項では、ルート プラン レコードを表示する手順について説明します。ネットワーク内にはい  
くつかのレコードが存在することがあるので、Cisco Unified Communications Manager の管理では、    
固有の条件を指定して、特定のルート プラン レコードを見つけることができます。カスタマイズ  
されたルート プラン レポートを生成する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ［コールルーティング］ >［ルートプランレポート］の順に選択します。

［ルートプランレポート］ウィンドウが表示されます。 

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。 

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。 

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。 

すべてのレコード、または一致したレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダ

ウン リスト ボックスから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.60-6 の「関連項目」を参照してください。
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割り当てられていない電話番号の削除
この項では、ルート プラン レポートから割り当てられていない電話番号を削除する手順について  
説明します。電話番号は、Cisco Unified Communications Manager の管理ページの［電話番号の設定    
（Directory Number Configuration）］ウィンドウで設定および削除します。電話番号がデバイスまたは  
電話機から削除されても、その電話番号は Cisco Unified Communications Manager データベース内に     
残っています。データベースから電話番号を削除するには、［ルートプランレポート］ウィンドウ

を使用します。

手順

ステップ 1 ［コールルーティング］ >［ルートプランレポート］の順に選択します。

［ルートプランレポート］ウィンドウが表示されます。3 つのドロップダウン リスト ボックスを使   
用して、すべての割り当てられていない電話番号を含むルート プラン レポートを指定します。

ステップ 2 電話番号の削除には、次の 3 つの方法があります。

a. 削除する電話番号をクリックします。［電話番号の設定（Directory Number Configuration）］ウィ  
ンドウが表示されたら、［削除］をクリックします。

b. 削除する電話番号の横にあるチェックボックスをオンにします。［選択項目の削除］をクリッ
クします。

c. 検出された割り当てられていない電話番号をすべて削除するには、［見つかった項目をすべて
削除］をクリックします。

電話番号を削除するかどうかを確認する、警告メッセージが表示されます。

ステップ 3 電話番号を削除するには、［OK］をクリックします。削除操作を取り消すには、［キャンセル］を
クリックします。

追加情報

P.60-6 の「関連項目」を参照してください。
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割り当てられていない電話番号の更新 
この項では、ルート プラン レポートから、割り当てられていない電話番号の設定を更新する手順  
について説明します。電話番号は、Cisco Unified Communications Manager の管理ページの［電話番    
号の設定（Directory Number Configuration）］ウィンドウで設定および削除します。電話番号がデバ  
イスから削除されても、その電話番号は Cisco Unified Communications Manager データベースに残っ     
ています。電話番号の設定を更新するには、［ルートプランレポート］ウィンドウを使用します。

手順

ステップ 1 ［コールルーティング］ >［ルートプランレポート］の順に選択します。

［ルートプランレポート］ウィンドウが表示されます。3 つのドロップダウン リスト ボックスを使   
用して、すべての割り当てられていない電話番号を含むルート プラン レポートを指定します。

ステップ 2 更新する電話番号をクリックします。

［電話番号の設定（Directory Number Configuration）］ウィンドウが表示されます。

（注） 電話番号およびパーティション以外の、電話番号の設定をすべて更新することができます。

ステップ 3 コーリング サーチ スペースまたは転送オプションなど、必要に応じて内容を更新します。

ステップ 4 ［保存］をクリックします。 

［電話番号の設定（Directory Number Configuration）］ウィンドウが表示され、電話番号フィールドが  
ブランクになります。

追加情報

P.60-6 の「関連項目」を参照してください。
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ファイル内のルート プラン レポートの表示
ファイル .csv 内のルート プラン レポートを表示する手順は、次のとおりです。 

手順

ステップ 1 ［コールルーティング］ >［ルートプランレポート］の順に選択します。

［ルートプランレポート］ウィンドウが表示されます。 

ステップ 2 ［ルートプランレポート］ウィンドウの［関連リンク］ドロップダウン リスト ボックスから［ファ  
イルで表示］を選択し、［移動］をクリックします。ダイアログボックスが表示されます。

このダイアログボックスから、そのファイルを保存するか、別のアプリケーションにインポートす

ることができます。

ステップ 3 ［保存］をクリックします。 

別のウィンドウが表示され、そのウィンドウで、必要なロケーションにこのファイルを保存できま

す。 

（注） このファイルに別のファイル名を付けて保存することもできますが、ファイル名には、.csv
拡張子が必要です。

ステップ 4 ファイルを保存するロケーションを選択し、［保存］をクリックします。これで、指定されたロケー

ションにこのファイルが保存されます。

ステップ 5 保存した .csv ファイルのアイコンをダブルクリックすると、このファイルの内容が表示されます。
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関連項目
 • ルート プラン レポート（P.60-1）

 • ルート プラン レコードの表示（P.60-2）

 • 割り当てられていない電話番号の削除（P.60-3）

 • 電話番号の設定（P.57-3）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「ルート プランの概要」
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61
トランスフォーメーション パターンの 
設定

トランスフォーメーションパターンのウィンドウのパラメータは、宛先デバイスの発信側トランス

フォーメーション コーリング サーチ スペースを使用して、適切な発信者情報を提供するために使   
用されます。トランスフォーメーション パターンを使用するコールは、ルーティングできません。 
このパターンと一致した場合、コールはデバイスにルーティングされません。

トランスフォーメーション パターンを検索、追加、更新、コピー、または削除するには、次のト 
ピックを参照してください。

 • トランスフォーメーション パターンの検索（P.61-2）

 • トランスフォーメーション パターンの設定（P.61-3）

 • トランスフォーメーション パターンの削除（P.61-4）

 • トランスフォーメーション パターンの設定値（P.61-5）

 • 関連項目（P.61-9）
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トランスフォーメーション パターンの検索
ネットワーク内にはいくつかのトランスフォーメーション パターンが存在することがあるので、 
Cisco Unified Communications Manager では、固有の条件を指定して、特定のトランスフォーメーショ    
ン パターンを見つけることができます。トランスフォーメーション パターンを特定する手順は、次  
のとおりです。

（注） Cisco Unified Communications Manager の管理では、ブラウザ セッションでの作業中は、トランス     
フォーメーション パターンの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこのメ 
ニュー項目に戻ってくる場合でも、検索に変更を加えない限り、トランスフォーメーション パター 
ンの検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 ［コールルーティング］ >［トランスフォーメーションパターン］の順に選択します。

［発呼側トランスフォーメーションパターンの検索と一覧表示（Find and List Calling Party    
Transformation Patterns）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。 

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。 

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。 

すべてのレコード、または一致したレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダ

ウン リスト ボックスから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。 

ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。
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（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.61-9 の「関連項目」を参照してください。

トランスフォーメーション パターンの設定
トランスフォーメーション パターンを設定する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ［コールルーティング］ >［トランスフォーメーションパターン］の順に選択します。

［発呼側トランスフォーメーションパターンの検索と一覧表示（Find and List Calling Party 
Transformation Patterns）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 次のいずれかの作業を行います。

 • 既存のトランスフォーメーション パターンをコピーするには、対象となるトランスフォーメー 
ション パターンを見つけて（P.61-2 の「トランスフォーメーション パターンの検索」を参照）、   
コピーするトランスフォーメーション パターンの横にある［コピー（Copy）］ボタンをクリッ 
クし、ステップ 3 に進みます。

 • 新しいトランスフォーメーション パターンを追加するには、［新規追加］ボタンをクリックし、 
ステップ 3 に進みます。

 • 既存のトランスフォーメーション パターンを更新するには、対象となるトランスフォーメー 
ション パターンを見つけて（P.61-2 の「トランスフォーメーション パターンの検索」を参照）、   
ステップ 3 に進みます。

ステップ 3 表示される［発呼側トランスフォーメーションパターンの設定（Calling Party Transformation Pattern   
Configuration）］ウィンドウで、適切な設定値を入力します（表 61-1 を参照）。

ステップ 4 ［保存］をクリックします。

追加情報

P.61-9 の「関連項目」を参照してください。
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トランスフォーメーション パターンの削除
トランスフォーメーション パターンを削除する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 P.61-2 の「トランスフォーメーション パターンの検索」の手順を使用して、削除するトランスフォー  
メーション パターンを見つけます。

ステップ 2 ［削除］をクリックします。

ステップ 3 ［OK］をクリックします。

追加情報

P.61-9 の「関連項目」を参照してください。
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トランスフォーメーション パターンの設定値
表 61-1 では、発呼側トランスフォーメーション パターンの設定値について説明します。

表 61-1 トランスフォーメーション パターンの設定値 

フィールド 説明

［パターン定義（Pattern Definition）］

［パターン］ 数字とワイルドカード（スペースを使用しない）を含むトランス

フォーメーション パターンを入力します。たとえば、NANP では、  
通常のローカル アクセスの場合は 9.@ を、通常のプライベート   
ネットワーク番号計画の場合は 8XXX を入力します。大文字の A、   
B、C、および D を指定できます。

（注） パターンが固有のものであることを確認してください。重
複エントリを示すエラーが表示された場合は、トランス
フォーメーション パターン、ルート パターン、トランス  
レーション パターン、電話番号、コール パーク番号、コー  
ル ピックアップ番号、メッセージ受信のオン /オフ、また 
はミートミー番号をチェックしてください。また、必要に
応じてルート プラン レポートもチェックしてください。

ワイルドカードの詳細については、『Cisco Unified Communications  
Manager システム ガイド』の「ルート パターンとハント パイロッ    
ト内のワイルドカードと特殊文字」を参照してください。



第 61章      トランスフォーメーション パターンの設定       
トランスフォーメーション パターンの設定値

61-6
Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド

OL-12525-01-J

［パーティション］ パーティションを使用してトランスフォーメーション パターンへ 
のアクセスを制限する場合は、ドロップダウン リスト ボックスか  
ら適切なパーティションを選択します。トランスフォーメーション

パターンへのアクセスを制限しない場合は、パーティションの代わ

りに［<なし >］を選択します。パーティションの使用方法の詳細
については、P.45-1 の「パーティションの設定」を参照してくださ 
い。

Max List Box Items エンタープライズ パラメータを使用して、この     
ドロップダウン リスト ボックスで表示するパーティションの数を  
設定することができます。Max List Box Items エンタープライズ パ     
ラメータで指定した数よりも多くのパーティションが存在する場

合、ドロップダウン リスト ボックスの横に［検索］ボタンが表示  
されます。［検索］ボタンをクリックして、［パーティションの検索

と一覧表示（Find and List Partitions）］ウィンドウを表示します。   
P.45-2 の「パーティションの検索」の手順に従って、パーティショ 
ン名を検索し、選択します。

（注） トランスフォーメーション パターンは、ルート パターンや  
電話番号などのダイヤル パターンと異なるヌルでない 
パーティションで設定する必要があります。トランス
フォーメーション パターンを検索するとき、ヌル パーティ  
ションのパターンは無視されます。

（注） リスト ボックスの最大項目を設定するには、［システム］ >
［エンタープライズパラメータ］の順に選択し、
［CCMAdmin Parameters］を選択します。

（注） パターン、ルート フィルタ、およびパーティションの組み 
合せが、Cisco Unified Communications Manager クラスタ内    
で固有であることを確認してください。

［説明］ トランスフォーメーション パターンの説明を入力します。

［番号計画（Numbering Plan）］番号計画を選択します。

表 61-1 トランスフォーメーション パターンの設定値（続き）

フィールド 説明
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［ルートフィルタ（Route 
Filter）］

トランスフォーメーション パターンにワイルドカード @ が含まれ   
ている場合は、ルート フィルタを選択できます。オプションでルー 
ト フィルタを選択すると、所定の番号パターンが制限されます。

表示されるルート フィルタは、［番号計画（Numbering Plan）］ド  
ロップダウン リスト ボックスで選択する番号計画によって異なり  
ます。

Max List Box Items エンタープライズ パラメータを使用して、この     
ドロップダウン リスト ボックスで表示する項目数を設定すること  
ができます。Max List Box Items エンタープライズ パラメータで指     
定した数よりも多くのルート フィルタが存在する場合、ドロップ 
ダウン リスト ボックスの横に［検索］ボタンが表示されます。［検  
索］ボタンをクリックして、［ルートフィルタの検索と一覧表示

（Find and List Route Filters）］ウィンドウを表示します。P.35-2 の     
「ルート フィルタの検索」の手順に従って、ルート フィルタ名を検  
索し、選択します。

（注） リスト ボックスの最大項目を設定するには、［システム］ >
［エンタープライズパラメータ］の順に選択し、
［CCMAdmin Parameters］を選択します。

［発呼側変換（Calling Party Transformations）］

［発呼側の外線電話番号マス

クを使用（Use Calling Party's 
External Phone Number 
Mask）］

発信コールで完全な外線電話番号を CLID（発呼側回線 ID）に使用  
する場合は、このチェックボックスをオンにします。また、すべて

の電話機で外線電話番号マスクを設定することもできます。

（注） ルート リスト内のルート グループに割り当てられる発信  
側変換設定値は、そのリストに関連したルート パターンに 
割り当てられている発信側変換設定値をすべて上書きしま
す。

［発呼側変換マスク（Calling
Party Transform Mask）］

変換マスク値を入力します。NANP の有効な入力値は、0 ～ 9 の数    
字、ワイルドカード文字 X、アスタリスク（*）、シャープ（#）、大 
文字の A、B、C、D、およびブランクです。このフィールドがブラ 
ンクのときに、上記のフィールド（［発呼側の外線電話番号マスク

を使用（Use Calling Party's External Phone Number Mask）］）がオフの      
場合、発信側変換は行われません。詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager システム ガイド』の「発信側番号の変換設   
定値」を参照してください。

［プレフィックス番号（Prefix
Digits、発信コール）］

［プレフィックス番号（Prefix Digits、発信コール）］フィールドに、 
プレフィックス番号を入力します。NANP の有効な入力値は、0 ～  
9 の数字、ワイルドカード文字、アスタリスク（*）、シャープ（#）、 
大文字の A、B、C、D、およびブランクです。

（注） 付加されたプレフィックス番号は、割り当てられたデバイ
スにルート指定される電話番号に影響を与えません。

表 61-1 トランスフォーメーション パターンの設定値（続き）

フィールド 説明
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追加情報

P.61-9 の「関連項目」を参照してください。

［発呼側回線 IDの表示
（Calling Line ID 

Presentation）］

Cisco Unified Communications Manager は補助的なサービスとして、    
CLIP/CLIR（発信側の回線 ID 表示）を使用します。これは、コー  
ルごとに発信者の電話番号を許可、または制限します。

このルート パターンに対して、Cisco Unified Communications   
Manager が発信側電話番号を着信側の番号表示画面で表示するか 
どうかを選択します。 

発信側の回線 ID 表示を変更しない場合は、［デフォルト］を選択し  
ます。Cisco Unified Communications Manager で発信側の電話番号が    
表示されるようにする場合は、［許可］を選択します。Cisco Unified 
Communications Manager が発信側の電話番号を表示しないように  
する場合は、［非許可］を選択します。

このフィールドの詳細については、『Cisco Unified Communications  
Manager システム ガイド』の「発信側番号の変換設定値」の項にあ  
る表 15-6 を参照してください。

［発呼名プレゼンテーション

（Calling Name Presentation）］
Cisco Unified Communications Manager は補助的なサービスとして、    
CNIP/CNIR（発信側の名前表示）を使用します。これは、コールご
とに発信者の名前を許可、または制限します。

このルート パターンに対して、Cisco Unified Communications   
Manager が発信側の名前を着信側の表示画面で表示するかどうか 
を選択します。 

発信側の名前表示を変更しない場合は、［デフォルト］を選択しま

す。Cisco Unified Communications Manager で発信側の名前情報を表    
示させる場合は、［許可］を選択します。Cisco Unified Communications  
Manager が発信側の名前情報を表示しないようにする場合は、［非 
許可］を選択します。

このフィールドの詳細については、『Cisco Unified Communications  
Manager システム ガイド』の「発信側番号の変換設定値」の項にあ  
る表 15-6 を参照してください。

表 61-1 トランスフォーメーション パターンの設定値（続き）

フィールド 説明
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関連項目
 • トランスフォーメーション パターンの検索（P.61-2）

 • トランスフォーメーション パターンの設定（P.61-3）

 • トランスフォーメーション パターンの削除（P.61-4）

 • トランスフォーメーション パターンの設定値（P.61-5）

 • ルート フィルタの検索（P.35-2）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「発信側番号の変換設定値」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「ルート パターンとハント パイロッ       
ト内のワイルドカードと特殊文字」

 • パーティションの設定（P.45-1）

参考資料

 • Cisco Unified Communications Manager Serviceability システム ガイド
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62
モビリティ設定

モバイル コネクトを使用すると、1 つの電話番号でビジネス コールを管理し、進行中のコールをデ   
スクトップ電話機と携帯電話で受けることができます。［モビリティの設定（Mobility Configuration）］ 
ウィンドウには、ユーザのデスクトップ電話機と携帯電話の間でコールを転送するための、デュア

ル モード電話機のハンドオフ設定があります。

モバイル コネクトの詳細、およびデュアル モード電話機のモビリティ設定の設定方法については、  
『Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド』の「モバイル コネクトとモバ      
イル ボイス アクセス」を参照してください。
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63
アナンシエータの設定

アナンシエータは、Cisco Media Streaming Application サービスを使用する SCCP デバイスです。こ      
れを使用すると、Cisco Unified IP Phone およびゲートウェイに事前に録音したアナウンス（.wav ファ     
イル）とトーンを Cisco Unified Communications Manager で再生できます。アナンシエータは、Cisco     
Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）と連携して動作し、Cisco Unified Communications Manager      
はコールが失敗した理由を発信者に知らせることができます。アナンシエータも転送されたコール

と会議の一部のトーンを再生できます。

アナンシエータを検索および更新するには、次のトピックを参照してください。

 • 始める前に（P.63-1）

 • アナンシエータの検索（P.63-2）

 • アナンシエータの更新（P.63-3）

 • アナンシエータの設定値（P.63-4）

 • アナンシエータのリセット（P.63-5）

始める前に
アナンシエータを設定する予定のサーバで Cisco IP Voice Media Streaming Application サービスを有       
効にしたことを確認してください。

ヒント Cisco Unified Communications Manager サーバを追加すると、サーバのアナンシエータがデータベー    
スに自動的に追加されます。Cisco IP Voice Media Streaming Application サービスをアクティブにす      
ると、アナンシエータ デバイスが Cisco Unified Communications Manager に登録されます。P.63-2 の       
「アナンシエータの検索」を使用して、アナンシエータが存在するかどうかを確認します。



第 63章      アナンシエータの設定      
アナンシエータの検索

63-2
Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド

OL-12525-01-J

アナンシエータの検索
アナンシエータを検索する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ［メディアリソース］ >［アナンシエータ］の順に選択します。

［アナンシエータの検索と一覧表示（Find and List Annunciators）］ウィンドウが表示されます。

特定のアナンシエータをすばやく検索するには、次の作業に従って検索条件を指定します。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。 

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。 

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。 

すべてのレコード、または一致したレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダ

ウン リスト ボックスから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。 

ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。

（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.63-5 の「関連項目」を参照してください。
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アナンシエータの更新
アナンシエータを更新する手順は、次のとおりです。

始める前に

アナンシエータを更新する前に、次の作業が完了していることを確認します。

 • 適切なサーバを設定する。

 • デバイス プールを設定する。

手順

ステップ 1 ［メディアリソース］ >［アナンシエータ］の順に選択します。

［アナンシエータの検索と一覧表示（Find and List Annunciators）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 アナンシエータを更新するには、該当するアナンシエータを見つけます（P.63-2 の「アナンシエー 
タの検索」を参照）。

ヒント Cisco Unified Communications Manager サーバを追加すると、サーバのアナンシエータが    
データベースに自動的に追加されます。Cisco IP Voice Media Streaming Application サービ      
スをアクティブにすると、アナンシエータ デバイスが Cisco Unified Communications    
Manager に登録されます。

ステップ 3 更新するアナンシエータをクリックし、ステップ 4 に進みます。

ステップ 4 適切な設定値を入力します（表 63-1 を参照）。

ステップ 5 ［保存］をクリックします。 

ステップ 6 Cisco IP Voice Media Streaming Application サービスがアクティブになっていることを確認します。      
サービスのアクティブ化については、『Cisco Unified Communications Manager Serviceability アドミニ     
ストレーション ガイド』を参照してください。

追加情報

P.63-5 の「関連項目」を参照してください。
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アナンシエータの設定値
表 63-1 では、アナンシエータの設定値について説明します。関連する手順の詳細については、 
P.63-5 の「関連項目」を参照してください。

依存関係レコードへのアクセス

アナンシエータを使用しているデバイスを検索するには、［関連リンク］ドロップダウン リスト メ  
ニューから［依存関係レコード］を選択し、［移動］をクリックします。依存関係レコードがシス

テムで使用可能になっていない場合、［依存関係レコード要約（Dependency Records Summary）］ウィ  
ンドウにメッセージが表示されます。依存関係レコードの詳細については、P.A-4 の「依存関係レ 
コードへのアクセス」を参照してください。 

表 63-1 アナンシエータの設定値 

フィールド 説明

［サーバ（Server）］ 設定済みのサーバ（インストール時に追加されたサーバ）が自動的

に表示されます。

［名前］ デバイスが Cisco Unified Communications Manager に登録される場     
合、このフィールドには使用される名前を指定します。最大 15 文  
字の英数字（ピリオド、ダッシュ、および下線も使用可能）で名前

を入力します。

［説明］ 最大 54 文字の英数字（ピリオド、ダッシュ、および下線も使用可  
能）で説明を入力します。デフォルトでは、サーバ名（プレフィッ

クス ANN_ を含む）が使用されています。

［デバイスプール］ ［Default］を選択するか、または設定したデバイス プールのドロッ 
プダウン リストからデバイス プールを選択します。

［ロケーション（Location）］ このアナンシエータに適切なロケーションを選択します。ロケー

ションに［Hub_None］を設定すると、そのロケーションの機能で
は、このアナンシエータが消費する帯域幅を把握しません。
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アナンシエータのリセット
アナンシエータをリセットする手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 P.63-2 の「アナンシエータの検索」の手順を使用して、アナンシエータを見つけます。

ステップ 2 リセットするアナンシエータをクリックします。

ステップ 3 ［リセット］ボタンをクリックします。

ステップ 4 ［デバイスリセット（Device Reset）］ウィンドウが表示されます。続行するには、［リセット］をク 
リックします。

追加情報

P.63-5 の「関連項目」を参照してください。

関連項目
 • 始める前に（P.63-1）

 • アナンシエータの検索（P.63-2）

 • アナンシエータの更新（P.63-3）

 • アナンシエータの設定値（P.63-4）

 • 依存関係レコードへのアクセス（P.63-4）

 • アナンシエータのリセット（P.63-5）

 • 依存関係レコード（P.A-1）

 • 『Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド』の「Multilevel Precedence      
and Preemption」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「アナンシエータ」
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64
会議ブリッジの設定

Cisco Unified Communications Manager 用の会議ブリッジは、ソフトウェアまたはハードウェアから    
なるアプリケーションです。これを使用すると、Ad Hoc 音声会議とミートミー音声会議の両方が  
実現できます。どの方式の会議ブリッジも、複数の参加者による複数の会議を同時にサポートして

います。

ハードウェア会議とソフトウェア会議の両方の会議ブリッジを同時にアクティブにすることがで

きることに注意してください。ソフトウェアとハードウェアのコンファレンス デバイスでは、サ 
ポートするストリーム数とコーデックのタイプが異なります。

会議ブリッジの詳細については、『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「会     
議ブリッジ」を参照してください。

（注） 会議ブリッジ用のハードウェア モデルには、固有のメディア アクセス制御（MAC）アドレスとデ  
バイス プールの情報が組み込まれています。

（注） 選択する会議ブリッジのタイプによって、Cisco Unified Communications Manager の管理ページに表    
示される会議ブリッジのフィールドが異なることに注意してください。

会議ブリッジを設定するには、次のトピックを参照してください。

 • 会議ブリッジの検索（P.64-2）

 • ソフトウェア会議ブリッジの設定について（P.64-4）

 • ソフトウェア会議ブリッジの設定値（P.64-4）

 • ハードウェア コンファレンス デバイスの追加（P.64-5）

 • ハードウェア会議ブリッジの設定値（P.64-6）

 • Cisco IOS Conference Bridge デバイスの追加（P.64-7）

 • Cisco IOS Conference Bridge の設定値（P.64-8）

 • Cisco Video Conference Bridge デバイスの追加（P.64-9）

 • Cisco Video Conference Bridge の設定値（P.64-10）

 • Cisco Conference Bridge（WS-SVC-CMM）の追加（P.64-11）

 • Cisco Conference Bridge（WS-SVC-CMM）の設定値（P.64-12）

 • コンファレンス デバイスの更新（P.64-13）

 • コンファレンス デバイスの削除（P.64-14）

 • ミートミー番号 /パターンの設定（P.58-3）
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 • ミートミー番号 /パターンの設定値（P.58-4）

 • ミートミー番号 /パターンの削除（P.58-6）

会議ブリッジの検索
ネットワーク内にはいくつかの会議ブリッジが存在することがあるので、Cisco Unified 
Communications Manager では、固有の条件を指定して、特定の会議ブリッジを見つけることができ
ます。会議ブリッジを見つける手順は、次のとおりです。

（注） Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、ブラウザ セッションでの作業中は、会議     
ブリッジの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこのメニュー項目に戻って

くる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じたりしない限り、会議ブリッジの検索設定

は保持されます。

手順

ステップ 1 ［メディアリソース］ >［会議ブリッジ］の順に選択します。

［会議ブリッジの検索と一覧表示（Find and List Conference Bridges）］ウィンドウが表示されます。ア    
クティブな（前回の）クエリーのレコードも、ウィンドウに表示されることがあります。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、検索条件のボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。 

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。 

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。 

すべてのレコード、または一致したレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダ

ウン リスト ボックスから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、データベース内のすべての会議ブリッジ レコー 
ドを削除できます。 
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ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。

（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.64-15 の「関連項目」を参照してください。
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ソフトウェア会議ブリッジの設定について
管理者は、Conference Bridge Configuration を使用して、ソフトウェア会議ブリッジを Cisco Unified     
Communications Manager に追加することはできません。ソフトウェア会議ブリッジは、Cisco Unified   
Communications Manager サーバが追加されるときに、自動的に追加されます（詳細については、  
P.2-4 の「サーバの設定」を参照してください）。Cisco Unified Communications Manager サーバの追     
加後、管理者が検索を実行すると、［会議ブリッジの検索と一覧表示（Find and List Conference   
Bridges）］ウィンドウにソフトウェア会議ブリッジが表示されます（デフォルトでは、最初のソフ
トウェア会議ブリッジは Cisco Unified Communications Manager のインストール時に設定されます）。     
ソフトウェア会議ブリッジを更新することはできますが、削除はできません。

追加情報

P.64-15 の「関連項目」を参照してください。

ソフトウェア会議ブリッジの設定値
表 64-1 では、ソフトウェア会議ブリッジの設定値について説明します。

追加情報

P.64-15 の「関連項目」を参照してください。

表 64-1 ソフトウェア会議ブリッジの設定値 

フィールド 説明

［会議ブリッジタイプ

（Conference Bridge Type）］
このフィールドには、Cisco Conference Bridge ソフトウェアが自動   
的に表示されます。

［ホストサーバ（Host Server）］このフィールドには、このソフトウェア会議ブリッジの Cisco 
Unified Communications Manager サーバが自動的に表示されます。

［会議ブリッジ名（Conference
Bridge Name）］

このフィールドには、ソフトウェア会議ブリッジの名前が自動的に

表示されます。名前の形式では、CFB_ の後ろに、ソフトウェア会 
議ブリッジの値を表す番号が続きます。たとえば、CFB_3 は Cisco  
Unified Communications Manager システムの 3 番目の会議ブリッジ     
を表します。

［説明（Description）］ このフィールドには説明が自動的に表示されます。管理者はこの

フィールドを更新できません。

［デバイスプール（Device 
Pool）］

使用している Cisco Unified Communications Manager グループの中で     
一番高い優先度をもつデバイス プールを選択するか、または 
［Default］を選択します。

［共通デバイス設定

（Common Device 
Configuration）］

会議ブリッジに割り当てる共通デバイス設定を選択します。共通デ

バイス設定には、MOH オーディオ ソースなど、電話機ユーザ用の  
機能およびサービスをサポートする属性が含まれています。 

［共通デバイス設定（Common Device Configuration）］ウィンドウで  
設定するデバイス設定は、ドロップダウン リストに表示されます。 
詳細については、P.93-1 の「共通デバイス設定」を参照してください。

［ロケーション（Location）］ この会議ブリッジに適切なロケーションを選択します。ロケーショ

ンは、このロケーションとの間のコールに使用可能な帯域幅の合計

を指定します。ロケーションに［Hub_None］を設定すると、その
ロケーションの機能では、この会議ブリッジが消費する帯域幅を把

握しません。
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ハードウェア コンファレンス デバイスの追加
ハードウェア コンファレンス デバイスを追加する手順は、次のとおりです。 

始める前に

デバイス プールを設定します。P.9-5 の「デバイス プールの設定値」を参照してください。

手順

ステップ 1 ［メディアリソース］ >［会議ブリッジ］の順に選択します。

ステップ 2 ［新規追加］をクリックします。

［会議ブリッジの設定（Conference Bridge Configuration）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 64-2 を参照）。

ステップ 4 ［保存］をクリックします。

ステップ 5 ［リセット］をクリックして、会議ブリッジ デバイスをリセットし、変更内容を適用します。

［デバイスリセット（Device Reset）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 6 ［リセット］をクリックして、ウィンドウを閉じます。

追加情報

P.64-15 の「関連項目」を参照してください。



第 64章      会議ブリッジの設定      
ハードウェア会議ブリッジの設定値

64-6
Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド

OL-12525-01-J

ハードウェア会議ブリッジの設定値
表 64-2 では、ハードウェア会議ブリッジの設定値について説明します。

追加情報

P.64-15 の「関連項目」を参照してください。

表 64-2 ハードウェア会議ブリッジの設定値 

フィールド 説明

［会議ブリッジタイプ

（Conference Bridge Type）］
［Cisco Conference Bridge Hardware］を選択します。

詳細については、『Cisco Unified Communications Manager システム    
ガイド』の「Cisco Unified Communications Manager の管理機能にお    
ける会議ブリッジのタイプ」を参照してください。

［MACアドレス］ 固有のデバイス MAC アドレスを入力します。MAC アドレスは、12   
桁の 16 進数（0 ～ 9、A ～ F）から構成されます。

例

1231123245AB

［説明（Description）］ このフィールドは、指定された MAC アドレスから自動的に生成さ  
れます。必要に応じて、このフィールドは更新できます。

［デバイスプール

（Device Pool）］
使用している Cisco Unified Communications Manager グループの中で     
一番高い優先度をもつデバイス プールを選択するか、または 
［Default］を選択します。

［共通デバイス設定

（Common Device 
Configuration）］

会議ブリッジに割り当てる共通デバイス設定を選択します。共通デ

バイス設定には、MOH オーディオ ソースなど、電話機ユーザ用の  
機能およびサービスをサポートする属性が含まれています。 

［共通デバイス設定（Common Device Configuration）］ウィンドウで  
設定するデバイス設定は、ドロップダウン リストに表示されます。 
詳細については、P.93-1 の「共通デバイス設定」を参照してくださ 
い。

［ロケーション（Location）］ この会議ブリッジに適切なロケーションを選択します。ロケーショ

ンは、このロケーションとの間のコールに使用可能な帯域幅の合計

を指定します。ロケーションに［Hub_None］を設定すると、その
ロケーションの機能では、この会議ブリッジが消費する帯域幅を把

握しません。

［特別なロード情報（Special
Load Information）］

特別なロード情報を入力するか、ブランクのままにしてデフォルト

を使用します。
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Cisco IOS Conference Bridge デバイスの追加
Cisco IOS コンファレンス デバイスを追加する手順は、次のとおりです。 

始める前に

デバイス プールを設定します。P.9-3 の「デバイス プールの設定」を参照してください。

手順

ステップ 1 ［メディアリソース］ >［会議ブリッジ］の順に選択します。

ステップ 2 ［新規追加］をクリックします。

［会議ブリッジの設定（Conference Bridge Configuration）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 64-3 を参照）。

ステップ 4 ［保存］をクリックします。 

ウィンドウがリフレッシュされ、追加したコンファレンス デバイスが表示されます。 

ステップ 5 ［リセット］をクリックして、会議ブリッジ デバイスをリセットし、変更内容を適用します。

［デバイスリセット（Device Reset）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 6 ［リセット］をクリックします。

追加情報

P.64-15 の「関連項目」を参照してください。
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Cisco IOS Conference Bridge の設定値
表 64-3 では、Cisco IOS Conference Bridge の設定値について説明します。

追加情報

P.64-15 の「関連項目」を参照してください。

表 64-3 Cisco IOS Conference Bridge の設定値 

フィールド 説明

［会議ブリッジタイプ

（Conference Bridge Type）］
［Cisco IOS Conference Bridge］または［Cisco IOS Enhanced 

Conference Bridge］を選択します。

詳細については、『Cisco Unified Communications Manager システム    
ガイド』の「Cisco Unified Communications Manager の管理機能にお    
ける会議ブリッジのタイプ」を参照してください。 

［会議ブリッジ名（Conference
Bridge Name）］

ゲートウェイのコマンドライン インターフェイス（CLI）で既存の 
同じ名前を入力します。 

［説明（Description）］ このフィールドは、指定した会議ブリッジ名から自動的に生成され

ます。必要に応じて、このフィールドは更新できます。

［デバイスプール（Device 
Pool）］

デバイス プールを選択するか、［Default］を選択します。

［共通デバイス設定

（Common Device 
Configuration）］

会議ブリッジに割り当てる共通デバイス設定を選択します。共通デ

バイス設定には、MOH オーディオ ソースなど、電話機ユーザ用の  
機能およびサービスをサポートする属性が含まれています。 

［共通デバイス設定（Common Device Configuration）］ウィンドウで  
設定するデバイス設定は、ドロップダウン リストに表示されます。 
詳細については、P.93-1 の「共通デバイス設定」を参照してくださ 
い。

［ロケーション（Location）］ この会議ブリッジに適切なロケーションを選択します。ロケーショ

ンは、このロケーションとの間のコールに使用可能な帯域幅の合計

を指定します。ロケーションに［Hub_None］を設定すると、その
ロケーションの機能では、この会議ブリッジが消費する帯域幅を把

握しません。 

［デバイスセキュリティモー

ド（Device Security Mode）］
このフィールドは、Cisco IOS Enhanced Conference Bridge にのみ表     
示されます。 

［Non Secure Conference Bridge］を選択すると、ポート 2000 で、ノ     
ンセキュア会議が Cisco Unified Communications Manager への TCP      
接続を確立します。

ヒント この設定が、会議ブリッジのセキュリティ設定と一致し
ていることを確認してください。一致していない場合、
コールが失敗します。

［Encrypted Conference Bridge］設定は、セキュア会議機能をサポー  
トします。セキュアな会議ブリッジの設定手順については、『Cisco
Unified Communications Manager セキュリティ ガイド』を参照して    
ください。
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Cisco Video Conference Bridge デバイスの追加
Cisco Video Conference Bridge デバイスを追加する手順は、次のとおりです。 

始める前に

デバイス プールを設定します。P.9-5 の「デバイス プールの設定値」を参照してください。

手順

ステップ 1 ［メディアリソース］ >［会議ブリッジ］の順に選択します。

ステップ 2 ［新規追加］をクリックします。

［会議ブリッジの設定（Conference Bridge Configuration）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 64-4 を参照）。

ステップ 4 ［保存］をクリックします。

ウィンドウがリフレッシュされ、追加したコンファレンス デバイスが表示されます。 

ステップ 5 ［リセット］をクリックして、会議ブリッジ デバイスをリセットし、変更内容を適用します。

［デバイスリセット（Device Reset）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 6 ［リセット］をクリックします。

追加情報

P.64-15 の「関連項目」を参照してください。
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Cisco Video Conference Bridge の設定値
表 64-4 では、Cisco Video Conference Bridge の設定値について説明します。

追加情報

P.64-15 の「関連項目」を参照してください。

表 64-4 Cisco Video Conference Bridge の設定値 

フィールド 説明

［会議ブリッジタイプ

（Conference Bridge Type）］
［Cisco Video Conference Bridge（IPVC-35xx）］を選択します。

詳細については、『Cisco Unified Communications Manager システム    
ガイド』の「Cisco Unified Communications Manager の管理機能にお    
ける会議ブリッジのタイプ」を参照してください。

［MACアドレス］ 固有のデバイス MAC アドレスを入力します。MAC アドレスは、12   
桁の 16 進数（0 ～ 9、A ～ F）から構成されます。

例

1231123245AB

［説明（Description）］ このフィールドは、指定した会議ブリッジ名から自動的に生成され

ます。必要に応じて、このフィールドは更新できます。

［デバイスプール（Device 
Pool）］

デバイス プールを選択するか、［Default］を選択します。

［共通デバイス設定

（Common Device 
Configuration）］

会議ブリッジに割り当てる共通デバイス設定を選択します。共通デ

バイス設定には、MOH オーディオ ソースなど、電話機ユーザ用の  
機能およびサービスをサポートする属性が含まれています。 

［共通デバイス設定（Common Device Configuration）］ウィンドウで  
設定するデバイス設定は、ドロップダウン リストに表示されます。 
詳細については、P.93-1 の「共通デバイス設定」を参照してくださ 
い。

［ロケーション（Location）］ この会議ブリッジに適切なロケーションを選択します。ロケーショ

ンは、このロケーションとの間のコールに使用可能な帯域幅の合計

を指定します。ロケーションに［Hub_None］を設定すると、その
ロケーションの機能では、この会議ブリッジが消費する帯域幅を把

握しません。

［プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration）］

（デバイス メーカーによって 
指定される、モデル固有の設

定フィールド）

［プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration Layout）］の   
下にあるモデル固有のフィールドは、デバイス メーカーによって 
指定されます。これらのフィールドは動的に設定されるため、予告

なく変更される場合があります。

フィールドの説明、およびプロダクト固有の設定項目のヘルプを

表示するには、［プロダクト固有の設定（Product Specific 
Configuration）］見出しの下にある「?」情報アイコンをクリック
します。ポップアップ ダイアログボックスにヘルプが表示されま
す。

詳細な情報が必要な場合は、設定する個々のデバイスの資料を参照

するか、製造メーカーにお問い合せください。
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Cisco Conference Bridge（WS-SVC-CMM）の追加 
Cisco Conference Bridge（WS-SVC-CMM）を追加する手順は、次のとおりです。

始める前に

デバイス プールを設定します。P.9-5 の「デバイス プールの設定値」を参照してください。

手順

ステップ 1 ［メディアリソース］ >［会議ブリッジ］の順に選択します。

ステップ 2 ［新規追加］をクリックします。

［会議ブリッジの設定（Conference Bridge Configuration）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 64-5 を参照）。

ステップ 4 ［保存］をクリックします。

ウィンドウがリフレッシュされ、追加したコンファレンス デバイスが表示されます。

ステップ 5 ［リセット］をクリックして、会議ブリッジ デバイスをリセットし、変更内容を適用します。

この操作を実行すると会議ブリッジ デバイスがリセットされることを確認するメッセージが表示 
されます。

ステップ 6 ［リセット］をクリックします。

追加情報

P.64-15 の「関連項目」を参照してください。
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Cisco Conference Bridge（WS-SVC-CMM）の設定値
表 64-5 では、Cisco Conference Bridge（WS-SVC-CMM）の設定値について説明します。

追加情報

P.64-15 の「関連項目」を参照してください。

表 64-5 Cisco Conference Bridge（WS-SVC-CMM）の設定値 

フィールド 説明

［会議ブリッジタイプ

（Conference Bridge Type）］
［Cisco Conference Bridge（WS-SVC-CMM）］を選択します。

詳細については、『Cisco Unified Communications Manager システム    
ガイド』の「Cisco Unified Communications Manager の管理機能にお    
ける会議ブリッジのタイプ」を参照してください。

［説明（Description）］ 説明（最大 50 文字）を入力するか、ブランクのままにします。ブ  
ランクのままにすると、指定した MAC アドレスから自動的に生成  
されます。

［MACアドレス］ 固有のデバイス MAC アドレスを入力します。MAC アドレスは、12   
桁の 16 進数（0 ～ 9、A ～ F）から構成されます。

例

1231123245AB

［サブユニット］ ドロップダウン リスト ボックスから、Communication Media Module    
カード上の任意のスロット用のドータ カードの値を選択します。

［デバイスプール（Device 
Pool）］

デバイス プールを選択するか、［Default］を選択します。

［共通デバイス設定

（Common Device 
Configuration）］

会議ブリッジに割り当てる共通デバイス設定を選択します。共通デ

バイス設定には、MOH オーディオ ソースなど、電話機ユーザ用の  
機能およびサービスをサポートする属性が含まれています。 

［共通デバイス設定（Common Device Configuration）］ウィンドウで  
設定するデバイス設定は、ドロップダウン リストに表示されます。 
詳細については、P.93-1 の「共通デバイス設定」を参照してください。

［ロケーション（Location）］ この会議ブリッジに適切なロケーションを選択します。ロケーショ

ンは、このロケーションとの間のコールに使用可能な帯域幅の合計

を指定します。ロケーションに［Hub_None］を設定すると、その
ロケーションの機能では、この会議ブリッジが消費する帯域幅を把

握しません。

［最大容量］ ドータ カード上の任意のサービスのストリームの最大数を選択し 
ます。ストリーム数の値には、32、64、96、および 128 を使用でき  
ます。各ドータ カードに、選択した値と同じ数のポートがあるこ 
とを確認してください。

［プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration）］

（デバイス メーカーによって 
指定される、モデル固有の設

定フィールド）

フィールドの説明、およびプロダクト固有の設定項目のヘルプを表

示するには、［プロダクト固有の設定（Product Specific  
Configuration）］見出しの下にある「?」情報アイコンをクリックし
ます。ポップアップ ダイアログボックスにヘルプが表示されます。

詳細な情報が必要な場合は、設定する個々のデバイスの資料を参照

するか、製造メーカーにお問い合せください。
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コンファレンス デバイスの更新
コンファレンス デバイスを更新する手順は、次のとおりです。

始める前に

次の条件を満たしていることを確認してから手順に進んでください。

 • サーバが設定済みであること。P.2-6 の「サーバの設定値」を参照してください。

 • デバイス プールが設定済みであること。P.9-5 の「デバイス プールの設定値」を参照してくだ   
さい。

 • コンファレンス デバイスが設定済みであること。コンファレンス デバイスの追加については、  
該当する項を参照してください。

（注） ソフトウェア会議ブリッジは、Cisco Unified Communications Manager サーバを作成するとき    
に、自動的に作成されます。P.64-4 の「ソフトウェア会議ブリッジの設定について」を参 
照してください。

 • ソフトウェア会議ブリッジに対して、Cisco IP Voice Media Streaming Application サービスをアク      
ティブにする。『Cisco Unified Communications Manager Serviceability アドミニストレーション ガ      
イド』を参照してください。

手順

ステップ 1 P.64-2 の「会議ブリッジの検索」の手順を使用して、会議ブリッジを見つけます。

ステップ 2 更新する会議ブリッジをクリックします。

ステップ 3 該当する設定値を更新します（表 64-1、表 64-2、表 64-3、表 64-4、または表 64-5 を参照）。

ステップ 4 変更の終了後、［保存］をクリックします。 

追加情報

P.64-15 の「関連項目」を参照してください。
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コンファレンス デバイスの削除
コンファレンス デバイスを削除する手順は、次のとおりです。Cisco Unified Communications Manager    
Conference Bridge ソフトウェアは削除できません。P.64-4 の「ソフトウェア会議ブリッジの設定に   
ついて」を参照してください。

始める前に

Cisco Unified Communications Manager では、メディア リソース グループなどの要素に関連付けられ      
ている可能性のあるデバイスを削除できます。コンファレンス デバイスに存在する可能性のある依 
存関係を検索するには、［会議ブリッジの設定（Conference Bridge Configuration）］ウィンドウで、ド  
ロップダウン リスト ボックスから［依存関係レコード］リンクを選択し、［移動］をクリックしま  
す。依存関係レコードがシステムで使用可能になっていない場合、［依存関係レコード要約

（Dependency Records Summary）］ウィンドウにメッセージが表示されます。依存関係レコードの詳  
細については、P.A-4 の「依存関係レコードへのアクセス」を参照してください。

手順

ステップ 1 P.64-2 の「会議ブリッジの検索」の手順を使用して、会議ブリッジを見つけます。

ステップ 2 削除する会議ブリッジをクリックします。

ステップ 3 ［選択項目の削除］をクリックします。 

次の警告メッセージが表示されます。

「1 つ以上の会議ブリッジを完全に削除しようとしています。この操作を取り消すことはできませ
ん。続行しますか ?」

ステップ 4 ［OK］をクリックして、コンファレンス デバイスを削除します。

追加情報

P.64-15 の「関連項目」を参照してください。
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関連項目
 • 会議ブリッジの検索（P.64-2）

 • ソフトウェア会議ブリッジの設定について（P.64-4）

 • ソフトウェア会議ブリッジの設定値（P.64-4）

 • ハードウェア コンファレンス デバイスの追加（P.64-5）

 • ハードウェア会議ブリッジの設定値（P.64-6）

 • Cisco IOS Conference Bridge デバイスの追加（P.64-7）

 • Cisco IOS Conference Bridge の設定値（P.64-8）

 • Cisco Video Conference Bridge デバイスの追加（P.64-9）

 • Cisco Video Conference Bridge の設定値（P.64-10）

 • Cisco Conference Bridge（WS-SVC-CMM）の追加（P.64-11）

 • Cisco Conference Bridge（WS-SVC-CMM）の設定値（P.64-12）

 • コンファレンス デバイスの更新（P.64-13）

 • コンファレンス デバイスの削除（P.64-14）

 • ミートミー番号 /パターンの設定（P.58-3）

 • ミートミー番号 /パターンの設定値（P.58-4）

 • ミートミー番号 /パターンの削除（P.58-6）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「会議ブリッジ」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「Cisco Unified Communications       
Manager の管理機能における会議ブリッジのタイプ」

その他の情報

 • 『Cisco Unified Communications Manager セキュリティ ガイド』の「Cisco Unified Communications       
Manager の管理ページでのセキュアな会議ブリッジの設定」

 • Cisco UnifiedVideoconferencing 3511 MCU and CiscoUnified Videoconferencing 3540 MCU Module         
Administrator Guide

 • Cisco Unified Communications Manager Serviceability アドミニストレーション ガイド
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65
メディア ターミネーション ポイント
の設定

メディア ターミネーション ポイント ソフトウェア デバイスを使用すると、Cisco Unified     
Communications Manager は、SIP または H.323 エンドポイントあるいは SIP または H.323 ゲートウェ         
イ経由でルーティングされるコールをリレーできます。メディア ターミネーション ポイント デバ   
イスは、DTMF または RSVP 要件に応じて割り当てることができます。RSVP 用にメディア ターミ     
ネーション ポイントを割り当てる場合は、SIP または H.323 デバイスなど、あらゆるタイプのエン    
ドポイント デバイス間にメディア ターミネーション ポイントを挿入できます。

メディア ターミネーション ポイントは、ソフトウェアのインストレーション中にサーバにインス  
トールされる Cisco ソフトウェア アプリケーションです。メディア ターミネーション ポイント デ      
バイスを設定するサーバ上で Cisco IP Voice Media Streaming App サービスをアクティブにして開始       
する必要があります。サービスのアクティブ化および開始については、『Cisco Unified 
Communications Manager Serviceability アドミニストレーション ガイド』を参照してください。

データベースに定義されている各メディア ターミネーション ポイント デバイスは、Media Resource    
Manager（MRM; メディア リソース マネージャ）に登録されます。MRM は、システム内で使用可    
能なメディア ターミネーション ポイントの総数、および使用可能なリソースがあるデバイスを把  
握しています。 

リソースの予約時に、MRM はリソース数を決定し、メディア リソース タイプ（この場合はメディ   
ア ターミネーション ポイント）および登録済みメディア ターミネーション ポイント デバイスのロ     
ケーションを特定します。MRM は、登録情報を使用して共有リソース テーブルを更新し、クラス  
タ内の他の Cisco Unified Communications Manager に登録情報を伝搬します。

メディア ターミネーション ポイントとトランスコーダは、同一の Cisco Unified Communications     
Manager に登録できます。詳細については、P.69-1 の「トランスコーダの設定」を参照してください。

各メディア ターミネーション ポイントは、登録先の Cisco Unified Communications Manager を、優       
先順に並べたリストを受け取ります。各メディア ターミネーション ポイントが一度に登録できる  
Cisco Unified Communications Manager は 1 つのみです。 

（注） SIP エンドポイントの機能によっては、Cisco Unified Communications Manager で SIP コールを発信       
するときに、RFC 2833 DTMF 準拠のメディア ターミネーション ポイント デバイスが必要になるこ      
とがあります。RSVP コールの場合は、エンドポイント デバイスに関連付けられた Media Resource    
Group List（MRGL; メディア リソース グループ リスト）に、RSVP をサポートするメディア ター       
ミネーション ポイント デバイスを含める必要があります。
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メディア ターミネーション ポイントを追加、更新、および削除するには、次のトピックを参照し  
てください。

 • メディア ターミネーション ポイントの検索（P.65-2）

 • メディア ターミネーション ポイントの設定（P.65-4）

 • メディア ターミネーション ポイントの削除（P.65-6）

 • 関連項目（P.65-7）

メディア ターミネーション ポイントの検索
ネットワーク内にはいくつかのメディア ターミネーション ポイントが存在することがあるので、  
Cisco Unified Communications Manager では、固有の条件を指定して、特定のメディア ターミネー     
ション ポイントを見つけることができます。メディア ターミネーション ポイントを見つける手順   
は、次のとおりです。

（注） Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、ブラウザ セッションでの作業中は、メ     
ディア ターミネーション ポイントの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してから  
このメニュー項目に戻ってくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じたりしない限

り、メディア ターミネーション ポイントの検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 ［メディアリソース］ >［メディアターミネーションポイント］の順に選択します。

［メディアターミネーションポイントの検索と一覧表示（Find and List Media Termination Points）］ウィ     
ンドウが表示されます。アクティブな（前回の）クエリーのレコードも、ウィンドウに表示される

ことがあります。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。
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ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リスト ボック  
スから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。

ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。

（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.65-7 の「関連項目」を参照してください。
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メディア ターミネーション ポイントの設定
メディア ターミネーション ポイントを追加、コピー、または更新する手順は、次のとおりです。

（注） この手順を実行するには、Cisco Unified Serviceability を使用して Cisco IP Voice Media Streaming App         
サービスをアクティブにする必要があります。サービスのアクティブ化については、『Cisco Unified 
Communications Manager Serviceability アドミニストレーション ガイド』を参照してください。

始める前に

次の条件を満たしていることを確認してから手順に進んでください。

 • サーバが設定済みであること。

 • デバイス プールが設定済みであること。

（注） Cisco Unified Communications Manager サーバごとに割り当てることができるメディア ターミネー     
ション ポイント デバイスは 1 つのみです。Cisco Unified Communications Manager サーバを追加する        
と、メディア ターミネーション ポイント デバイスがサーバ用に自動的に作成されますが、そのデ   
バイスは Cisco IP Voice Media Streaming App サービスがアクティブになるまで使用できません。 

手順

ステップ 1 次のいずれかの作業を行います。

 • メディア ターミネーション ポイントを追加するには、［メディアリソース］ >［メディアターミ   
ネーションポイント］の順に選択します。［メディアターミネーションポイントの検索と一覧

表示（Find and List Media Termination Points）］ウィンドウが表示されます。［新規追加］をク     
リックします。

 • メディア ターミネーション ポイントをコピーするには、［メディアリソース］ >［メディアター   
ミネーションポイント］の順に選択します。［メディアターミネーションポイントの検索と一

覧表示（Find and List Media Termination Points）］ウィンドウが表示されます。コピーするメディ     
ア ターミネーション ポイントの横にある［コピー（Copy）］アイコンをクリックします。 

 • メディア ターミネーション ポイントを更新するには、P.65-2 の「メディア ターミネーション    
ポイントの検索」の手順を使用して、メディア ターミネーション ポイントを見つけます。

ステップ 2 適切な設定値を入力します（表 65-1 を参照）。

ステップ 3 ［保存］をクリックします。 

追加情報

P.65-7 の「関連項目」を参照してください。
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Cisco IOS Media Termination Point の設定値
表 65-1 では、Cisco IOS Media Termination Point の設定値について説明します。

追加情報

P.65-7 の「関連項目」を参照してください。

表 65-1 Cisco IOS Media Termination Point の設定値 

フィールド 説明

［メディアターミネーションポ

イントタイプ（Media 
Termination Point Type）］

［Cisco IOS Enhanced Software Media Termination Point］を選択      
します。

このメディア ターミネーション ポイントのタイプに関する詳  
細については、『Cisco Unified Communications Manager システム    
ガイド』の「メディア ターミネーション ポイント」を参照して  
ください。

［メディアターミネーションポ

イント名（Media Termination 
Point Name）］

メディア ターミネーション ポイントの名前を最大 15 文字の英    
数字で入力します。

ヒント ゲートウェイのコマンドライン インターフェイス
（CLI）で既存の同じメディア ターミネーション ポイ
ントの名前を入力してください。

［説明（Description）］ メディア ターミネーション ポイントの説明を入力します。

［デバイスプール］ 使用している Cisco Unified Communications Manager グループの     
中で一番高い優先度をもつデバイス プールを選択するか、また 
は［Default］を選択します。
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メディア ターミネーション ポイントの削除
メディア ターミネーション ポイントを削除する手順は、次のとおりです。

始める前に

現在使用されている、メディア リソース グループ内の最後のデバイスであるメディア ターミネー   
ション ポイントを削除する場合は、事前に、次の作業のどちらか一方または両方を実行しておく必 
要があります。

 • 削除するメディア ターミネーション ポイントを使用しているメディア リソース グループに、    
別のメディア ターミネーション ポイントを割り当てる。P.70-2 の「メディア リソース グルー     
プの検索」を参照してください。 

 • 削除するメディア ターミネーション ポイントを使用しているメディア リソース グループを削    
除する。P.70-6 の「メディア リソース グループの削除」を参照してください。

手順

ステップ 1 P.65-2 の「メディア ターミネーション ポイントの検索」の手順を使用して、メディア ターミネー    
ション ポイントを見つけます。

ステップ 2 削除するメディア ターミネーション ポイントをクリックします。

ステップ 3 ［選択項目の削除］をクリックします。 

次の警告メッセージが表示されます。

「1つ以上のメディアターミネーションポイントを完全に削除しようとしています。この操作を取り
消すことはできません。

続行しますか ?」

ステップ 4 ［OK］をクリックして、メディア ターミネーション ポイントを削除します。

このメディア ターミネーション ポイントがメディア リソース グループ内の最後のデバイスである    
場合、メディア リソース グループは空のグループとして残ります。 

ステップ 5 ［OK］をクリックします。

追加情報

P.65-7 の「関連項目」を参照してください。
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関連項目
 • メディア ターミネーション ポイントの検索（P.65-2）

 • メディア ターミネーション ポイントの設定（P.65-4）

 • メディア ターミネーション ポイントの削除（P.65-6）

 • 関連項目（P.65-7）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「トランスコーダ」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「メディア ターミネーション ポイ       
ント」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「Resource Reservation Protocol」
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66
保留音オーディオ ソースの設定

統合保留音機能を使用すると、オンネットとオフネットのユーザを保留にするときに、ストリーミ

ング ソースから音楽を流すことができます。この機能には、次の動作があります。

 • エンド ユーザ保留

 • ネットワーク保留（転送保留、会議保留、およびパーク保留を含む）

保留音設定は、保留音オーディオ ソースと 保留音サーバの設定で構成されます。

［保留音オーディオソースの設定（Music On Hold Audio Source Configuration）］ウィンドウの使用方     
法の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド』の「保     
留音」の章を参照してください。
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67
保留音サーバの設定

Cisco Unified Communications Manager 保留音機能では MOH サーバが使用されます。MOH サーバ       
は、保留音オーディオ ソースを提供し、保留音オーディオ ソースを数多くのストリームに接続す  
るソフトウェア アプリケーションです。

［保留音（MOH）サーバの設定（Music On Hold (MOH) Server Configuration）］ウィンドウの使用方     
法の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド』の「保     
留音」の章を参照してください。
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68
保留音固定オーディオ ソースの設定

統合保留音機能を使用すると、オンネットとオフネットのユーザを保留にするときに、ストリーミ

ング ソースから音楽を流すことができます。この機能には、次の動作があります。

 • エンド ユーザ保留

 • ネットワーク保留（転送保留、会議保留、およびパーク保留を含む）

保留音設定は、保留音オーディオ ソースと保留音サーバの設定で構成されます。また、保留音固定 
オーディオ ソースを使用可能にできます。このオーディオ ソースではマルチキャストを許可でき  
ます。

［固定MOHオーディオソースの設定（Fixed MOH Audio Source Configuration）］ウィンドウの使用方    
法の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド』の「保     
留音」の章を参照してください。
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69
トランスコーダの設定

Media Resource Manager（MRM; メディア リソース マネージャ）は、Cisco Unified Communications       
Manager クラスタ内のトランスコーダのリソース登録とリソース予約を行います。Cisco Unified  
Communications Manager は、Media Termination Point（MTP; メディア ターミネーション ポイント）       
とトランスコーダの両方の登録、および 1 つのコール内で MTP とトランスコーダの並行機能を同    
時にサポートしています。

2 つのデバイスが異なるコーデックを使用しており、普通には情報の交換ができない場合、Cisco 
Unified Communications Manager は、エンドポイント デバイスのためにトランスコーダを起動しま    
す。トランスコーダは、コールに挿入されると、2 つの異なるコーデック間で情報交換が可能にな 
るように、そのコーデック間でデータ ストリームを変換します。

トランスコーダ制御プロセスは、データベース内で定義されているトランスコーダ デバイスごとに 
作成されます。各トランスコーダは、初期化される時に MRM に登録されます。MRM はトランス   
コーダ リソースのトラッキングを行い、リソースが使用可能かどうかをクラスタ全体に通知しま 
す。

トランスコーダを設定するには、次のトピックを参照してください。

 • トランスコーダの検索（P.69-2）

 • トランスコーダの設定（P.69-3）

 • トランスコーダのリセット（P.69-6）

 • トランスコーダの削除（P.69-7）

 • トランスコーダの設定値（P.69-4）
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トランスコーダの検索
ネットワーク内にはいくつかのトランスコーダが存在することがあるので、Cisco Unified 
Communications Manager では、固有の条件を指定して、特定のトランスコーダを見つけることがで  
きます。トランスコーダを見つける手順は、次のとおりです。

（注） Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、ブラウザ セッションでの作業中は、トラ     
ンスコーダの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこのメニュー項目に戻っ

てくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じたりしない限り、トランスコーダの検索

設定は保持されます。

手順

ステップ 1 ［メディアリソース］ >［トランスコーダ］の順に選択します。

［トランスコーダの検索と一覧表示（Find and List Transcoders）］ウィンドウが表示されます。アク   
ティブな（前回の）クエリーのレコードも、ウィンドウに表示されることがあります。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。 

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リスト ボック  
スから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。

ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。
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（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.69-8 の「関連項目」を参照してください。

トランスコーダの設定
トランスコーダを設定する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ［メディアリソース］ >［トランスコーダ］の順に選択します。

［トランスコーダの検索と一覧表示（Find and List Transcoders）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 次のいずれかの作業を行います。

 • 既存のトランスコーダをコピーするには、該当するトランスコーダを見つけます（P.69-2 の「ト 
ランスコーダの検索」を参照）。次に、コピーするトランスコーダの横にある［コピー（Copy）］
ボタンをクリックし、ステップ 3 に進みます。

 • 新しいトランスコーダを追加するには、［新規追加］ボタンをクリックし、ステップ 3 に進み  
ます。

 • 既存のトランスコーダを更新するには、該当するトランスコーダを見つけます（P.69-2 の「ト 
ランスコーダの検索」を参照）。次に、ステップ 3 に進みます。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 69-1 を参照）。

ステップ 4 ［保存］をクリックします。

ウィンドウがリフレッシュされ、設定したトランスコーダに対して固有の情報が状況を含めて表示

されます。

追加情報

P.69-8 の「関連項目」を参照してください。
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トランスコーダの設定値
表 69-1 では、トランスコーダの設定値について説明します。関連する手順については、P.69-8 の  
「関連項目」を参照してください。

表 69-1 トランスコーダの設定値 

フィールド 説明

［トランスコーダタイプ

（Transcoder Type）］
適切なトランスコーダ タイプを選択します。［Cisco Media 
Termination Point Hardware］、［Cisco IOS Media Termination 
Point］、［Cisco IOS Enhanced Media Termination Point］、または
［Cisco Media Termination Point（WS-SVC-CMM）］のいずれかを
選択してください。

これらのトランスコーダのタイプの詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager システム ガイド』の「トランスコーダ」を   
参照してください。

［説明］ 説明（最大 50 文字）を入力するか、ブランクのままにします。ブ  
ランクのままにすると、指定した MAC アドレスまたはデバイス名  
から自動的に生成されます。

［デバイス名（Device Name）］このフィールドは、［Cisco IOS Media Termination Point］または［Cisco    
IOS Enhanced Media Termination Point］をトランスコーダのタイプと    
して選択した場合に表示されます。ゲートウェイのコマンドライン

インターフェイス（CLI）で入力したトランスコーディングの同じ
名前を入力します。

［トランスコーダ名］ ［Cisco Media Termination Point（WS-SVC-CMM）］のトランスコーダ   
の場合、この値は指定された MAC アドレスに基づいて入力されま  
す。

［MACアドレス
（MAC Address）］

［Cisco Media Termination Point Hardware］または［Cisco Media     
Termination Point（WS-SVC-CMM）］の場合は、MAC アドレス（12  
文字）を入力します。

［サブユニット］ ［Cisco Media Termination Point（WS-SVC-CMM）］のトランスコーダ   
の場合は、ドロップダウン リスト ボックスからサブユニットを選  
択します。

［デバイスプール（Device 
Pool）］

ドロップダウン リスト ボックスから、デバイス プールを選択しま   
す。選択したデバイス プールの詳細を表示するには、［詳細の表示］ 
をクリックします。

［共通デバイス設定

（Common Device 
Configuration）］

ドロップダウン リスト ボックスから、共通デバイス設定を選択し  
ます。選択した共通デバイス設定の詳細を表示するには、［詳細の

表示］をクリックします。

［特別なロード情報（Special
Load Information）］

［特別なロード情報（Special Load Information）］フィールドに特別  
のロード情報を入力するか、ブランクのままにしてデフォルトを使

用します。文字、数字、ダッシュ、ドット（ピリオド）、および下

線を指定できます。

［最大容量］ ［Cisco Media Termination Point（WS-SVC-CMM）］のトランスコーダ   
の場合は、ドロップダウン リスト ボックスから最大容量を選択し  
ます。
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追加情報

P.69-8 の「関連項目」を参照してください。

［プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration Layout）］

（デバイス メーカーによって 
指定される、モデル固有の設

定フィールド）

［プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration Layout）］の   
下にあるモデル固有のフィールドは、デバイス メーカーによって 
指定されます。これらのフィールドは動的に設定されるため、予告

なく変更される場合があります。

フィールドの説明、およびプロダクト固有の設定項目のヘルプを表

示するには、［プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration  
Layout）］見出しの下にある「?」情報アイコンをクリックします。
ポップアップ ダイアログボックスにヘルプが表示されます。

詳細な情報が必要な場合は、設定する個々のデバイスの資料を参照

するか、製造メーカーにお問い合せください。

表 69-1 トランスコーダの設定値（続き）

フィールド 説明
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トランスコーダのリセット
トランスコーダをリセットする手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ［メディアリソース］ >［トランスコーダ］の順に選択します。

ステップ 2 トランスコーダのリストから、リセットするトランスコーダを選択します。 

ウィンドウがリフレッシュされ、選択したトランスコーダが表示されます。

ステップ 3 ［リセット］をクリックします。 

［デバイスリセット（Device Reset）］ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 4 ［リセット］を再度クリックします。 

追加情報

P.69-8 の「関連項目」を参照してください。
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トランスコーダの削除
トランスコーダを削除する手順は、次のとおりです。

始める前に

メディア リソース グループに割り当てられているトランスコーダは、削除できません。トランス  
コーダを使用しているメディア リソース グループを検索するには、［トランスコーダの設定  
（Transcoder Configuration）］ウィンドウの［関連リンク］ドロップダウン リスト ボックスから［依   
存関係レコード］を選択し、［移動］をクリックします。依存関係レコードがシステムで使用可能

になっていない場合、［依存関係レコード要約（Dependency Records Summary）］ウィンドウにメッ  
セージが表示されます。依存関係レコードの詳細については、P.A-4 の「依存関係レコードへのア 
クセス」を参照してください。使用中のトランスコーダを削除しようとすると、Cisco Unified 
Communications Manager からメッセージが表示されます。現在使用されているトランスコーダを削  
除する前に、割り当てられているメディア リソース グループからトランスコーダを削除する必要  
があります。

手順

ステップ 1 P.69-2 の「トランスコーダの検索」の手順を使用して、トランスコーダを見つけます。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、削除するトランスコーダを選択します。 

ウィンドウがリフレッシュされ、選択したトランスコーダが表示されます。

ステップ 3 ［削除］をクリックします。 

このトランスコーダを完全に削除しようとしていること、およびこの操作は取り消せないことを確

認するメッセージが表示されます。

ステップ 4 続行するには、［OK］をクリックします。削除操作を取り消すには、［キャンセル］をクリックします。

ウィンドウがリフレッシュされ、削除したトランスコーダが、トランスコーダ リストに表示されな 
くなります。

追加情報

P.69-8 の「関連項目」を参照してください。
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関連項目
 • トランスコーダの検索（P.69-2）

 • トランスコーダの設定（P.69-3）

 • トランスコーダのリセット（P.69-6）

 • トランスコーダの削除（P.69-7）

 • トランスコーダの設定値（P.69-4）

 • 会議ブリッジの設定（P.64-1）

 • メディア ターミネーション ポイントの設定（P.65-1）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「トランスコーダ」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「Cisco Unified Communications 
Manager の管理ページにおけるトランスコーダのタイプ」
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70
メディア リソース グループの設定

メディア リソース管理は、メディア リソース グループとメディア リソース グループ リストによ      
る処理を包含しています。メディア リソース管理にはメディア リソースの管理機構が備わってい  
るので、クラスタ内のすべての Cisco Unified Communications Manager がメディア リソースを共有で      
きます。メディア リソースは、会議、トランスコーディング、メディア終端、アナンシエータ、お 
よび 保留音の各サービスを提供します。

メディア リソース グループは、メディア サーバが論理グループを構成するように定義します。必   
要に応じて、メディア リソース グループを地理上のロケーションやサイトと関連付けることがで  
きます。また、サーバの使用方法やサービスのタイプ（ユニキャストまたはマルチキャスト）を制

御するためのメディア リソース グループも必要に応じて作成できます。

次のタイプのデバイスを、1 つのメディア リソース グループにグループ化することができます。

 • 会議ブリッジ（CFB）

 • メディア ターミネーション ポイント（MTP）

 • 保留音サーバ（MOH）

 • トランスコーダ（XCODE）

 • アナンシエータ（ANN）

メディア リソース グループを設定するには、次のトピックを参照してください。

 • メディア リソース グループの検索（P.70-2）

 • メディア リソース グループの設定（P.70-3）

 • メディア リソース グループの設定値（P.70-5）

 • メディア リソース グループの削除（P.70-6）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「メディア リソースの概要」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「メディア リソース グループおよ       
びメディア リソース グループ リストの設定チェックリスト」
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メディア リソース グループの検索
ネットワーク内にはいくつかのメディア リソース グループが存在することがあるので、Cisco  
Unified Communications Manager では、固有の条件を指定して、特定のメディア リソース グループ     
を見つけることができます。メディア リソース グループを見つける手順は、次のとおりです。

（注） Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、ブラウザ セッションでの作業中は、メ     
ディア リソース グループの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこのメ  
ニュー項目に戻ってくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じたりしない限り、メ

ディア リソース グループの検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 ［メディアリソース］ >［メディアリソースグループ］の順に選択します。

［メディアリソースグループの検索と一覧表示（Find and List Media Resource Groups）］ウィンドウが     
表示されます。アクティブな（前回の）クエリーのレコードも、ウィンドウに表示されることがあ

ります。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。 

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リスト ボック  
スから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。

ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。
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（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.70-7 の「関連項目」を参照してください。

メディア リソース グループの設定
メディア リソース グループを追加、更新、またはコピーする手順は、次のとおりです。

（注） メディア リソース グループから最初にリソースを除去しておく場合、またはメディア リソースが   
入っているメディア リソース グループを削除する場合を除いて、メディア リソース グループに含    
まれているメディア リソース（たとえば、会議ブリッジ）は、削除できません。

手順

ステップ 1 ［メディアリソース］ >［メディアリソースグループ］の順に選択します。

［メディアリソースグループの検索と一覧表示（Find and List Media Resource Groups）］ウィンドウが     
表示されます。 

ステップ 2 次のいずれかの作業を行います。

 • メディア リソース グループをコピーするには、該当するメディア リソース グループを見つけ    
ます（P.70-2 の「メディア リソース グループの検索」を参照）。［検索結果（Search Results）］    
リストから、コピーするメディア リソース グループに対応する［コピー（Copy）］アイコンを  
クリックし、ステップ 3 に進みます。

 • 新しいメディア リソース グループを追加するには、［新規追加］ボタンをクリックします。［メ  
ディアリソースグループの設定（Media Resource Group Configuration）］ウィンドウが表示され   
ます。ステップ 3 に進みます。

 • 既存のメディア リソース グループを更新するには、該当するメディア リソース グループを見    
つけます（P.70-2 の「メディア リソース グループの検索」を参照）。次に、ステップ 3 に進みます。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 70-1 を参照）。 

ステップ 4 ［保存］をクリックします。

メディア リソース グループをコピーする場合は、少なくともメディア リソース グループの名前を    
変更する必要があります。 
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メディア リソース グループを追加すると、［ステータス（Status）］が、［使用可］から［追加に成  
功しました］に変わります。これで、メディア リソース グループ リストに、新規のメディア リ    
ソース グループが追加されました。

既存のメディア リソース グループを更新すると、［ステータス（Status）］が、［使用可］から［更  
新に成功しました］に変わります。 

メディア リソース グループ内のすべてのデバイス（使用可能なリソースと選択済みリソースの両  
方）をリセットするには、［リセット］ボタンをクリックします。

（注） 既存のメディア リソース グループを更新するときは、メディア リソース グループの名前    
を変更した場合にだけ、デバイスをリセットする必要があります。

（注） デバイスをリセットすると、このメディア リソース グループに関連するデバイスがすべて  
リセットされます。Cisco Unified Communications Manager が、影響を受けるゲートウェイ上    
のアクティブ コールを削除する可能性があります。

追加情報

P.70-7 の「関連項目」を参照してください。



第 70章      メディア リソース グループの設定
メディア リソース グループの設定値  

70-5
Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド     

OL-12525-01-J

メディア リソース グループの設定値
表 70-1 では、メディア リソース グループの設定に使用される設定値について説明します。関連す   
る手順の詳細については、P.70-7 の「関連項目」を参照してください。

表 70-1 メディア リソース グループの設定値 

フィールド 説明

［名前］ これは必須フィールドで、Cisco Unified Communications Manager が    
メディア リソース グループを識別するための固有の名前を入力し  
ます。この名前には、最長 50 文字まで指定できます。文字、数字、  
スペース、ダッシュ、ドット（ピリオド）、および下線を指定でき

ます。

［説明］ メディア リソース グループの説明を入力します。この説明には、  
最長 50 文字を指定できます。説明には、二重引用符（“）、小なり  
（<）、大なり（>）、またはパーセント記号（%）が、含まれていな
いことを確認してください。

［このグループのデバイス

（Devices for this Group）］
この領域は、メディア リソース グループのメディア リソースを定   
義するのに使用される［使用可能なメディアリソース（Available
Media Resources）］と［選択されたメディアリソース（Selected Media  
Resources）］の 2 つの画面区画から構成されます。

［使用可能なメディアリソー

ス（Available Media 
Resources）］

メディア リソース グループに対して選択可能なメディア リソース   
が表示されます。このメディア リソースには、次のメディア リソー  
ス タイプが含まれます。

 • 会議ブリッジ（CFB）

 • メディア ターミネーション ポイント（MTP）

 • 保留音サーバ（MOH）

 • トランスコーダ（XCODE）

 • アナンシエータ（ANN）

マルチキャスト用に設定されている保留音サーバには、（MOH）
［Multicast］というラベルが付いています。

このメディア リソース グループのメディア リソースを追加するに   
は、リストからメディア リソースを選択し、下矢印をクリックし 
ます。メディア リソースが追加されると、その名前が、［選択され 
たメディアリソース（Selected Media Resources）］に移動されます。

［選択されたメディアリソー

ス（Selected Media 
Resources）］

メディア リソース グループに対して選択されたメディア リソース   
が表示されます。メディア リソース グループでは、少なくとも 1   
つのメディア リソースを選択する必要があります。

メディア リソースを削除（選択解除）するには、その名前を選択 
し、上矢印をクリックします。

［MOHオーディオにマルチ
キャストを使用 

（Use Multicast for MOH 
Audio、最低 1つのマルチ
キャストMOHリソースが
使用可能な場合）］

保留音オーディオ用のマルチキャストを使用するには、このチェッ

クボックスをオンにします。マルチキャストを使用するには、選択

されたメディア リソースの少なくとも 1 つが、マルチキャスト   
MOH サーバであることを確認してください。

（注） マルチキャスト オーディオ ソースは、システム管理者が設  
定または作成します。
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メディア リソース グループの削除
既存のメディア リソース グループを削除する手順は、次のとおりです。

始める前に

メディア リソース グループ リストに割り当てられているメディア リソース グループは、削除でき     
ません。メディア リソース グループを使用しているメディア リソース グループ リストを検索する     
には、［メディアリソースグループの設定（Media Resource Group Configuration）］ウィンドウの［関   
連リンク］ドロップダウン リスト ボックスから［依存関係レコード］を選択し、［移動］をクリッ  
クします。依存関係レコードがシステムで使用可能になっていない場合、［依存関係レコード要約

（Dependency Records Summary）］ウィンドウにメッセージが表示されます。依存関係レコードの詳  
細については、P.A-4 の「依存関係レコードへのアクセス」を参照してください。使用中のメディ 
ア リソース グループを削除しようとすると、Cisco Unified Communications Manager からメッセージ      
が表示されます。現在使用されているメディア リソース グループを削除する場合は、事前に、次  
の作業のどちらか一方または両方を実行しておく必要があります。

 • 削除するメディア リソース グループを使用しているメディア リソース グループすべてに、別    
のメディア リソース グループ リストを割り当てる。P.71-3 の「メディア リソース グループ リ       
ストの設定」を参照してください。

 • 削除するメディア リソース グループを使用しているメディア リソース グループ リストを削除     
する。P.71-6 の「メディア リソース グループ リストの削除」を参照してください。

手順

ステップ 1 P.70-2 の「メディア リソース グループの検索」の手順を使用して、メディア リソース グループを     
見つけます。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、削除するメディア リソース グループを選択します。

ステップ 3 ［削除］ボタンをクリックします。

このメディア リソース グループを完全に削除しようとしていること、およびこの操作は取り消せ  
ないことを確認するメッセージが表示されます。

ステップ 4 続行するには、［OK］をクリックします。削除操作を取り消すには、［キャンセル］をクリックします。

選択されたメディア リソース グループが、メディア リソース グループ リストから削除されまし     
た。

追加情報

P.70-7 の「関連項目」を参照してください。
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関連項目
 • メディア リソース グループの検索（P.70-2）

 • メディア リソース グループの設定（P.70-3）

 • メディア リソース グループの設定値（P.70-5）

 • メディア リソース グループの削除（P.70-6）

 • 依存関係レコードへのアクセス（P.A-4）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「メディア リソースの概要」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「メディア リソース グループおよ       
びメディア リソース グループ リストの設定チェックリスト」

メディア リソース グループ リスト

 • メディア リソース グループ リストの設定（P.71-1）

 • メディア リソース グループ リストの設定（P.71-3）

 • メディア リソース グループ リストの削除（P.71-6）
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71
メディア リソース グループ リストの   
設定

メディア リソース管理は、メディア リソース グループとメディア リソース グループ リストによ      
る処理を包含しています。メディア リソース管理にはメディア リソースの管理機構が備わってい  
るので、クラスタ内のすべての Cisco Unified Communications Manager がメディア リソースを共有で      
きます。メディア リソースは、会議、トランスコーディング、メディア終端、アナンシエータ、お 
よび保留音の各サービスを提供します。

メディア リソース グループ リストは、メディア リソース グループに優先順位を付けます。アプリ     
ケーションは、メディア リソース グループ リストで定義された優先順位に基づいて、使用可能な   
メディア リソースの中から、必要なメディア リソース、たとえば、保留音サーバを選択します。

メディア リソース グループ リストを設定するには、次のトピックを参照してください。

 • メディア リソース グループ リストの検索（P.71-2）

 • メディア リソース グループ リストの設定（P.71-3）

 • メディア リソース グループ リストの設定値（P.71-5）

 • メディア リソース グループ リストの削除（P.71-6）
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メディア リソース グループ リストの検索
ネットワーク内にはいくつかのメディア リソース グループ リストが存在することがあるので、   
Cisco Unified Communications Manager では、固有の条件を指定して、特定のメディア リソース グ      
ループ リストを見つけることができます。メディア リソース グループ リストを見つける手順は、    
次のとおりです。

（注） Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、ブラウザ セッションでの作業中は、メ     
ディア リソース グループ リストの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこ   
のメニュー項目に戻ってくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じたりしない限り、

メディア リソース グループ リストの検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 ［メディアリソース］ >［メディアリソースグループリスト］の順に選択します。

［メディアリソースグループリストの検索と一覧表示（Find and List Media Resource Group Lists）］ウィ      
ンドウが表示されます。アクティブな（前回の）クエリーのレコードも、ウィンドウに表示される

ことがあります。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • ドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リスト ボック  
スから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。

ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。
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（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.71-7 の「関連項目」を参照してください。

メディア リソース グループ リストの設定
メディア リソース グループ リストを追加、更新、またはコピーする手順は、次のとおりです。

（注） 割り当てられているメディア リソース グループ リストから、メディア リソース グループを最初     
に除去しておくか、メディア リソース グループ リストを削除する場合を除いて、メディア リソー    
ス グループ リストに割り当てられているメディア リソース グループは削除できません。

手順

ステップ 1 ［メディアリソース］ >［メディアリソースグループリスト］の順に選択します。

［メディアリソースグループリストの検索と一覧表示（Find and List Media Resource Group Lists）］ウィ      
ンドウが表示されます。

ステップ 2 次のいずれかの作業を行います。

 • メディア リソース グループ リストをコピーするには、該当するメディア リソース グループ リ      
ストを見つけます（P.71-2 の「メディア リソース グループ リストの検索」を参照）。［検索結    
果（Search Results）］リストから、コピーするメディア リソース グループ リストに対応する    
［コピー（Copy）］アイコンをクリックし、ステップ 3 に進みます。

 • 新しいメディア リソース グループ リストを追加するには、［新規追加］ボタンをクリックしま   
す。［メディアリソースグループリストの設定（Media Resource Group List Configuration）］ウィ    
ンドウが表示されます。ステップ 3 に進みます。

 • 既存のメディア リソース グループ リストを更新するには、該当するメディア リソース グルー     
プ リストを見つけます（P.71-2 の「メディア リソース グループ リストの検索」を参照）。次     
に、ステップ 3 に進みます。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 71-1 を参照）。 

ステップ 4 ［保存］をクリックします。

メディア リソース グループをコピーする場合は、少なくともメディア リソース グループの名前を    
変更する必要があります。 
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メディア リソース グループ リスト内のすべてのデバイス（使用可能なメディア リソース グループ     
と選択済みメディア リソース グループの両方）をリセットするには、［リセット］ボタンをクリッ  
クします。

（注） 既存のメディア リソース グループ リストを更新するときは、メディア リソース グループ     
リストの名前を変更した場合にだけ、デバイスをリセットする必要があります。

（注） デバイスをリセットすると、このメディア リソース グループ リストに関連するデバイスが   
すべてリセットされます。Cisco Unified Communications Manager が、影響を受けるゲート    
ウェイ上のアクティブ コールを削除する可能性があります。

追加情報

P.71-7 の「関連項目」を参照してください。
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メディア リソース グループ リストの設定値
表 71-1 では、メディア リソース グループ リストの設定に使用される設定値について説明します。    
関連する手順の詳細については、P.71-7 の「関連項目」を参照してください。

表 71-1 メディア リソース グループ リストの設定値 

フィールド 説明

［メディアリソースグループリスト情報（Media Resource Group List Information）］

［名前（Name）］ これは必須フィールドで、Cisco Unified Communications Manager   
がメディア リソース グループ リストを識別するための固有の   
名前を入力します。この名前には、最長 50 文字まで指定できま  
す。文字、数字、スペース、ダッシュ、ドット（ピリオド）、お

よび下線を指定できます。

［このリストのメディアリソースグループ（Media Resource Groups for this List）］

［使用可能なメディアリソース

グループ（Available Media 
Resource Groups）］

メディア リソース グループ リストに対して選択可能なメディ   
ア リソース グループが表示されます。このメディア リソース   
グループには、すでに定義されているメディア リソース グルー  
プだけが含まれます。

このメディア リソース グループ リストのメディア リソース グ     
ループを追加するには、一覧からメディア リソース グループを  
選択し、2 つのペインの間にある下矢印をクリックします。

メディア リソース グループが追加されると、その名前は、［選  
択されたメディアリソースグループ（Selected Media Resource  
Groups）］に移動されます。

［選択されたメディアリソース

グループ（Selected Media 
Resource Groups）］

メディア リソース グループ リストに対して選択されたメディ   
ア リソース グループが表示されます。メディア リソース グ    
ループ リストごとに、少なくとも 1 つのメディア リソース グ     
ループを選択する必要があります。

メディア リソース グループを削除（選択解除）するには、その  
名前を選択し、2 つのペインの間にある上矢印をクリックしま 
す。

メディア リソース グループは優先順（高優先順位から低優先順  
位へ）に表示されているため、メディア リソース グループの優  
先順位を変更するには、このペインの右側にある上矢印と下矢

印を使用する必要があります。優先順位を変更するには、リス

ト内でメディア リソース グループを選択し、上矢印または下矢  
印を使用して、その優先順位を変更します。
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メディア リソース グループ リストの削除
既存のメディア リソース グループ リストを削除する手順は、次のとおりです。

（注） デバイス プールやデバイスに割り当てられたメディア リソース グループ リストは、削除できませ    
ん。メディア リソース グループ リストに割り当てるデバイス プールやデバイスを最初に変更する    
必要があります。

手順

ステップ 1 P.71-2 の「メディア リソース グループ リストの検索」の手順を使用して、メディア リソース グ      
ループ リストを見つけます。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、削除するメディア リソース グループ リストを選択します。

ステップ 3 ［削除］ボタンをクリックします。

このメディア リソース グループ リストを完全に削除しようとしていること、およびこの操作は取   
り消せないことを確認するメッセージが表示されます。

ステップ 4 続行するには、［OK］をクリックします。削除操作を取り消すには、［キャンセル］をクリックします。

選択されたメディア リソース グループ リストが、メディア リソース グループ リストの一覧から      
削除されました。

追加情報

P.71-7 の「関連項目」を参照してください。
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関連項目
 • メディア リソース グループ リストの検索（P.71-2）

 • メディア リソース グループ リストの設定（P.71-3）

 • メディア リソース グループ リストの設定値（P.71-5）

 • メディア リソース グループ リストの削除（P.71-6）

 • メディア リソース グループの設定（P.70-1）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「メディア リソースの概要」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「メディア リソース グループおよ       
びメディア リソース グループ リストの設定チェックリスト」
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72
MOH オーディオ ファイル管理の設定

保留音機能機能でオーディオ ソースとして使用されるオーディオ ファイルを管理できます。管理  
者は［メディアリソース］ >［MOHオーディオファイル］メニュー オプションを使用して、次の機  
能を実行できます。

 • システムに保存されている MOH オーディオ ファイルのリストを表示する。

 • 新しい MOH オーディオ ファイルをアップロードする。

 • MOH オーディオ ファイルを削除する。

MOH オーディオ ファイル管理の設定ウィンドウの使用方法の詳細については、『Cisco Unified   
Communications Manager 機能およびサービス ガイド』の「保留音」の章を参照してください。
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73
モバイル ボイス アクセスの設定

モバイル コネクトを使用すると、1 つの電話番号でビジネス コールを管理し、進行中のコールをデ   
スクトップ電話機と携帯電話で受けることができます。モバイル ボイス アクセスは Integrated Voice    
Response（IVR; 自動音声応答）システムに関連付けられています。ユーザはこのシステムを使用し 
てモバイル コネクトのオン /オフを切り替えることができます。また、携帯電話やその他のリモー 
ト電話機からコールを発信する際、デスクトップ電話機から発信しているかのように見せかけるこ

ともできます。

［モバイルボイスアクセス］ウィンドウには、ユーザの IVR プロンプトをローカライズする設定が  
あります。モバイル コネクトおよびモバイル ボイス アクセスの設定方法の詳細については、『Cisco   
Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド』の「モバイル コネクトとモバイル ボ      
イス アクセス」の章を参照してください。
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74
Cisco ボイスメール ポートの設定

オプションのソフトウェアである Cisco Unity または Cisco Unity Connection は、シスコ ユニファイ        
ド コミュニケーション ソリューションの一環として利用され、ユーザがコールに応答できないと  
きに、ボイス メッセージ機能を提供します。この項では Cisco ボイスメール ポートを追加、設定、    
更新、および削除する手順について説明します。この手順は［Cisco Unified Communications Manager   
の管理］ページの［ボイスメール］メニューから、［Ciscoボイスメールポート］を選択することに
よって実行できます。

Cisco Unity を設定する方法については、該当する『Cisco Unified Communications Manager Integration      
Guide for Cisco Unity』を参照してください。

ボイス メッセージと Cisco Unified Communications Manager との接続性の詳細については、『Cisco      
Unified Communications Manager システム ガイド』の「ボイスメールの Cisco Unified Communications       
Manager への接続性」を参照してください。

Cisco ボイスメール サーバに関連したポートは、Cisco ボイスメール ポート ウィザードを使用せず     
に、Cisco Unified Communications Manager データベースに追加したり、削除したりすることができ    
ます。ここでは、次の手順について説明します。

 • Cisco ボイスメール ポートの検索（P.74-2）

 • Cisco ボイスメール ポートの設定（P.74-4）

 • Cisco ボイスメール ポートの設定値（P.74-5）

 • Cisco ボイスメール ポートの削除（P.74-9）
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Cisco ボイスメール ポートの検索
通常、ネットワーク内にはいくつかの Cisco ボイスメール ポートが存在するため、Cisco Unified    
Communications Manager では、固有の条件を指定して、特定の Cisco ボイスメール ポートを見つけ     
ることができます。Cisco ボイスメール ポートを見つける手順は、次のとおりです。

（注） Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、ブラウザ セッションでの作業中は、Cisco     
ボイスメール ポートの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこのメニュー 
項目に戻ってくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じたりしない限り、Cisco ボイ 
スメール ポートの検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 ［ボイスメール］ >［Ciscoボイスメールポート］の順に選択します。

［ボイスメール ポートの検索と一覧表示（Find and List Voice Mail Ports）］ウィンドウが表示されま      
す。アクティブな（前回の）クエリーのレコードも、ウィンドウに表示されることがあります。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リスト ボック  
スから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。

ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。
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（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.74-10 の「関連項目」を参照してください。
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Cisco ボイスメール ポートの設定
Cisco ボイス メッセージ システムを Cisco Unified Communications Manager に接続するには、Cisco       
Unified Communications Manager データベースに Cisco ボイスメール ポートを追加する必要がありま      
す。

ヒント 新規 Cisco ボイスメール サーバとポートを追加したり、既存のサーバに複数のポートを追加するに   
は、この項で説明されている手順のほかに、Cisco ボイスメール ポート ウィザードを使用すること   
もできます。詳細については、P.75-1 の「Cisco ボイスメール ポート ウィザード」を参照してくだ    
さい。

個々の Cisco ボイスメール ポートを Cisco Unified Communications Manager データベースに追加する        
手順と、既存のボイスメール ポートを更新またはコピーする手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ［ボイスメール］ >［Ciscoボイスメールポート］の順に選択します。

［ボイスメール ポートの検索と一覧表示（Find and List Voice Mail Ports）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 次のいずれかの作業を行います。

 • Cisco ボイスメール ポートとその設定をコピーするには、該当する Cisco ボイスメール ポート     
を見つけます（P.74-2 の「Cisco ボイスメール ポートの検索」を参照）。［検索結果（Search   
Results）］リストから、コピーするボイスメール ポートに対応する［コピー（Copy）］アイコ 
ンをクリックし、ステップ 3 に進みます。

 • 新しいボイスメール ポートを追加するには、［新規追加］ボタンをクリックします。［ボイス 
メールポートの設定（Voice Mail Port Configuration）］ウィンドウが表示されます。ステップ 3    
に進みます。

 • 既存の Cisco ボイスメール ポートを更新するには、該当するボイスメール ポートを見つけます    
（P.74-2 の「Cisco ボイスメール ポートの検索」を参照）。更新するボイスメール ポートをクリッ    
クし、ステップ 3 に進みます。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 74-1 を参照）。

ステップ 4 ［保存］をクリックします。

既存の Cisco ボイスメール ポートの基本設定をコピーして、別の Cisco ボイスメール ポートに適用      
する場合は、［ポート名（Port Name）］フィールドと［電話番号］フィールドを変更する必要があり 
ます。 

追加情報

P.74-10 の「関連項目」を参照してください。
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Cisco ボイスメール ポートの設定値
表 74-1 では、Cisco ボイスメール ポートの設定値について説明します。関連する手順の詳細につい   
ては、P.74-10 の「関連項目」を参照してください。

表 74-1 Cisco ボイスメール ポートの設定値 

フィールド 説明

［デバイス情報（Device Information）］

［ポート名（Port Name）］ Cisco ボイスメール ポートを識別する名前を入力します。Cisco  
ボイス メッセージ システム上でポートごとにデバイスを追加  
する必要があります。24 個のポートがある場合は、24 個のデバ  
イスを定義する必要があります。

名前は 9 文字以内にしてください。

（注） Cisco Unity では、この名前が CiscoUM-VI1 または Cisco     
UM-VI2 などの Unity Telephony Integration Manager     
（UTIM）コンフィギュレーション ファイルの名前と一 
致している必要があります。

［説明］ デバイスの目的を明確にした説明を入力します。

［デバイスプール］ デフォルト値または特定のデバイス プールを選択します。

［共通デバイス設定］ このデバイスを割り当てる共通デバイス設定を選択します。共

通デバイス設定には、特定のユーザに関連付けられた属性（サー

ビスまたは機能）が含まれています。共通デバイス設定は、［共

通デバイス設定（Common Device Configuration）］ウィンドウで  
設定します。詳細については、P.93-1 の「共通デバイス設定」を 
参照してください。
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［コーリングサーチスペース］ ドロップダウン リスト ボックスから、適切なコーリング サー   
チ スペースを選択します。コーリング サーチ スペースは、こ   
のデバイスからコールされる番号を見つけるために検索される

パーティションの集合から構成されます。登録者の番号および

ネットワーク デバイスへのコールを可能にするコーリング 
サーチ スペースの名前を選択します。

Max List Box Items エンタープライズ パラメータを使用して、こ     
のドロップダウン リスト ボックスで表示するコーリング サー   
チ スペースの数を設定できます。Max List Box Items エンタープ     
ライズ パラメータで指定した数よりも多くのコーリング サー  
チ スペースが存在する場合、ドロップダウン リスト ボックス   
の横に［検索］ボタンが表示されます。［検索］ボタンをクリッ

クして、［コーリング サーチ スペースの検索と一覧表示（Find  
and List Calling Search Spaces）］ウィンドウを表示します。コー    
リング サーチ スペースの検索条件のフィールドで、検索条件を  
選択し、コーリング サーチ スペース名の一部を入力します。表  
示されたコーリング サーチ スペースのリストで、指定したい  
コーリング サーチ スペースの横にあるチェックボックスをオ  
ンにし、［選択項目の追加］をクリックします。

（注） リスト ボックスの最大項目を設定するには、［システ
ム］ >［エンタープライズパラメータ］の順に選択し、
［CCMAdmin Parameters］を選択します。

［AAR コーリングサーチスペー
ス（AAR Calling Search Space）］

自動代替ルーティング（AAR）の実行時にデバイスが使用する
コーリング サーチ スペースを選択します。AAR コーリング   
サーチ スペースは、帯域幅不足によってコールがブロックされ 
ないように、収集された（発信）番号のルーティング方法を決

定するために検索されるパーティションの集合を指定します。

［ロケーション］ デフォルト値［Hub_None］を選択します。

ロケーションは、このデバイスとの間のコールに使用可能な帯

域幅の合計を指定します。ロケーションに［Hub_None］を設定
すると、そのロケーションの機能では、このデバイスが消費す

る帯域幅を把握しません。

［デバイスセキュリティモード］ ドロップダウン リスト ボックスから、ボイスメール サーバ   
ポートに適用するセキュリティ モードを選択します。ここに表 
示されるオプションは、データベースであらかじめ定義されて

います。デフォルト値は［選択されていません］です。

ボイスメール サーバのセキュリティを設定する方法について 
は、『Cisco Unified Communications Manager セキュリティ ガイド』     
を参照してください。

表 74-1 Cisco ボイスメール ポートの設定値（続き）

フィールド 説明
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［電話番号情報（Directory Number Information）］

［電話番号］ このボイスメール ポートに関連する番号を入力します。この 
フィールドと［パーティション（Partition）］フィールドとの組
み合せが、固有のものであることを確認してください。

［パーティション］ この電話番号が属するパーティションを選択します。パーティ

ションを使用しない場合は、［< なし >］を選択してください。
パーティションを選択する場合は、そのパーティションを含む

コーリング サーチ スペースを選択する必要があります。

Max List Box Items エンタープライズ パラメータを使用して、こ     
のドロップダウン リスト ボックスで表示するパーティション  
の数を設定することができます。Max List Box Items エンタープ    
ライズ パラメータで指定した数よりも多くのパーティションが 
存在する場合、ドロップダウン リスト ボックスの横に［検索］  
ボタンが表示されます。［検索］ボタンをクリックして、［パー

ティションの検索と一覧表示（Find and List Partitions）］ウィン   
ドウを表示します。パーティション名を検索し、選択します

（P.45-2 の「パーティションの検索」を参照）。

（注） リスト ボックスの最大項目を設定するには、［システ
ム］ >［エンタープライズパラメータ］の順に選択し、
［CCMAdmin Parameters］を選択します。

［コーリングサーチスペース］ ドロップダウン リスト ボックスから、適切なコーリング サー   
チ スペースを選択します。コーリング サーチ スペースは、こ   
の電話番号からコールされる番号を見つけるために検索される

パーティションの集合から構成されます。パーティションを選

択する場合は、そのパーティションを含むコーリング サーチ ス  
ペースを選択する必要があります。

Max List Box Items エンタープライズ パラメータを使用して、こ     
のドロップダウン リスト ボックスで表示するコーリング サー   
チ スペースの数を設定できます。Max List Box Items エンタープ     
ライズ パラメータで指定した数よりも多くのコーリング サー  
チ スペースが存在する場合、ドロップダウン リスト ボックス   
の横に［検索］ボタンが表示されます。［検索］ボタンをクリッ

クして、［コーリングサーチスペースの検索と一覧表示（Find and 
List Calling Search Spaces）］ウィンドウを表示します。コーリン   
グ サーチ スペース名を検索し、選択します（P.46-2 の「コーリ   
ング サーチ スペースの検索」を参照）。

（注） リスト ボックスの最大項目を設定するには、［システ
ム］ >［エンタープライズパラメータ］の順に選択し、
［CCMAdmin Parameters］を選択します。

表 74-1 Cisco ボイスメール ポートの設定値（続き）

フィールド 説明
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［AARグループ］ このデバイスの自動代替ルーティング（AAR）グループを選択
します。AAR グループは、帯域幅不足のためにコールがブロッ 
クされないように、コールをルーティングするためのプレ

フィックス番号を提供します。AAR グループ設定を［なし］に 
すると、ブロックされたコールの再ルーティングは行われませ

ん。

［内線発信者 ID表示］ この回線からコールが行われるときに、着信側電話機に表示さ

れるテキストを指定します。

［内線発信者 ID表示］ この回線からコールが行われるときに、着信側電話機に表示さ

れるテキストを ASCII 形式で指定します。

［外線番号マスク］ 外部（発信）コールに対して、発信者 ID 情報をフォーマットす  
るのに使用するマスクを指定します。このマスクには、最長 50 
文字までを指定できます。発信者 ID 情報に表示する数字列を入  
力します。デバイスの電話番号を表すには、X を使用します。

自動代替ルーティング（AAR）が帯域幅不足のためにコールを
ルーティングする場合、余裕のある帯域幅を使用できなければ、

Cisco Unified Communications Manager は、このフィールドの値を    
使用してコールを発信します。

例

DN 1000（外部マスク 9728131000）は DN 1001（外部マスク    
2144131001）をコールします。帯域幅不足のためにコールがブ
ロックされると、Cisco Unified Communications Manager は、AAR    
プレフィックス番号を 2144131001 と一緒に使用して 1001 に    
コールを発信します。

表 74-1 Cisco ボイスメール ポートの設定値（続き）

フィールド 説明
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Cisco ボイスメール ポートの削除
Cisco Unified Communications Manager から Cisco ボイスメール ポートを 1 つ削除する手順は、次の         
とおりです。 

始める前に

電話番号が使用している Cisco ボイスメール ポートを削除すると、番号は Cisco Unified     
Communications Manager データベース内に残ります。ボイスメール ポートを使用している電話番号   
を特定するには、［ボイスメールポートの設定（Voice Mail Port Configuration）］ウィンドウの［関連   
リンク］ドロップダウン リスト ボックスから［依存関係レコード］を選択し、［移動］をクリック  
します。依存関係レコードがシステムで使用可能になっていない場合、［依存関係レコード要約

（Dependency Records Summary）］ウィンドウにメッセージが表示されます。依存関係レコードの詳  
細については、P.A-4 の「依存関係レコードへのアクセス」を参照してください。 

使用されているボイスメール ポートを削除しようとすると、Cisco Unified Communications Manager    
はメッセージを表示します。現在使用されているボイスメール ポートを削除する前に、削除するボ 
イスメール ポートを使用している電話番号すべてに別のボイスメール ポートを割り当ててくださ  
い。P.57-3 の「電話番号の設定」を参照してください。

ボイスメール ポートを削除した後で、そのボイスメール ポートを使用していた電話番号を削除で  
きます。P.60-3 の「割り当てられていない電話番号の削除」を参照してください。

ヒント 既存のサーバからポートを削除するには、この項で説明されている手順の代わりに、Cisco ボイス 
メール ポート ウィザードを使用することもできます。詳細については、P.75-1 の「Cisco ボイス    
メール ポート ウィザード」を参照してください。

手順

ステップ 1 ［ボイスメール］>［Ciscoボイスメールポート］の順に選択します。

ステップ 2 P.74-2 の「Cisco ボイスメール ポートの検索」の手順を使用して、Cisco ボイスメール ポートを検     
索します。

ステップ 3 削除する Cisco ボイスメール ポートをクリックします。

ステップ 4 ［削除］をクリックします。 

追加情報

P.74-10 の「関連項目」を参照してください。
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関連項目
 • Cisco ボイスメール ポートの検索（P.74-2）

 • Cisco ボイスメール ポートの設定（P.74-4）

 • Cisco ボイスメール ポートの設定値（P.74-5）

 • Cisco ボイスメール ポートの削除（P.74-9）

 • Cisco ボイスメール ポート ウィザード（P.75-1）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「Cisco Unity と Cisco Unity Connection          
の設定チェックリスト」
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75
Cisco ボイスメール ポート ウィザード

オプションのソフトウェアである Cisco Unity または Cisco Unity Connection は、シスコ ユニファイ        
ド コミュニケーション ソリューションの一環として利用され、ユーザがコールに応答できないと  
きに、ボイス メッセージ機能を提供します。この章では、ボイス メッセージ システムに対して、   
Cisco Unified Communications Manager で Cisco ボイスメール ポートの追加と設定を行うために必要       
な手順について説明します。 

Cisco Unity を設定する方法については、『Cisco Unified Communications Manager Integration Guide for        
Cisco Unity』を参照してください。 

ボイス メッセージと Cisco Unified Communications Manager との接続性の詳細については、『Cisco      
Unified Communications Manager システム ガイド』の「ボイスメールの Cisco Unified Communications       
Manager への接続性」を参照してください。

Cisco ボイスメール ポート ウィザード ツールを使用すると、Cisco Unified Communications Manager       
管理者は、Cisco ボイスメール サーバに関連付けられているポートを Cisco Unified Communications     
Manager データベースに迅速に追加および削除できます。次の項では、この手順について説明しま 
す。

この章では、次の構成情報について説明します。

 • 新規の Cisco ボイスメール サーバとポートの追加（P.75-2）

 • 既存の Cisco ボイスメール サーバへのポートの追加（P.75-7）

 • 既存の Cisco ボイスメール サーバからのポートの削除（P.75-8）

 • 関連項目（P.75-9）
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新規の Cisco ボイスメール サーバとポートの追加
Cisco ボイスメール ポート ウィザードを使用して、新規の Cisco ボイスメール サーバとポートを      
Cisco Unified Communications Manager データベースに追加する手順は、次のとおりです。

始める前に

Cisco ボイスメール ポート ウィザードには、ボイスメール ポート用の一連の連続した電話番号が必    
要です。ボイスメール パイロット番号とそれに続く番号が使用可能であることを確認します。

手順

ステップ 1 ［ボイスメール］ >［Ciscoボイスメールポートウィザード］の順に選択します。

表示された画面で、次のいずれかのオプションを選択します。

 • ［新規 Ciscoボイスメールサーバの作成とポートの追加］。［次へ］をクリックし、ステップ 2 に  
進みます。

 • ［既存の Ciscoボイスメールサーバにポートを追加］。［次へ］をクリックし、P.75-7 の「既存の 
Cisco ボイスメール サーバへのポートの追加」に進みます。

 • ［既存の Ciscoボイスメールサーバからポートを削除］。［次へ］をクリックし、P.75-8 の「既存 
の Cisco ボイスメール サーバからのポートの削除」に進みます。

ステップ 2 ［新規の Ciscoボイスメールサーバに追加するポートの名前 :］に Cisco ボイスメール サーバの名前   
を入力します。

（注） Cisco Unity では、この名前が Unity Telephony Integration Manager（UTIM）コンフィギュレー      
ション ファイルの名前（デフォルトは CiscoUM-VI）と一致している必要があります。この  
ウィザードでは、ポートを追加する際、自動的に <ポート番号 > のサフィックスが付加さ  
れます。

ステップ 3 ［次へ］をクリックします。

［Ciscoボイスメールポート］ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 ドロップダウン リスト ボックスから、追加するポート数を選択します。

ステップ 5 ［次へ］をクリックします。 

［Ciscoボイスメールデバイス情報］ウィンドウが表示されます。 

ステップ 6 適切な設定値を入力します（表 75-1 を参照）。これらの設定値がすべての新規ポートに適用されま 
す。
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表 75-1 ボイスメール ポート ウィザードのデバイス情報の設定値 

フィールド 説明

［説明］ デバイスの目的を入力します。

［デバイスプール］ デフォルト値［Default］または定義されたデバイス プールを選 
択します。

［共通デバイス設定］ このデバイスを割り当てる共通デバイス設定を選択します。共

通デバイス設定には、特定のユーザに関連付けられた属性（サー

ビスまたは機能）が含まれています。共通デバイス設定は、［共

通デバイス設定（Common Device Configuration）］ウィンドウで  
設定します。詳細については、P.93-1 の「共通デバイス設定」を 
参照してください。

［コーリングサーチスペース］ ドロップダウン リスト ボックスから、適切なコーリング サー   
チ スペースを選択します。コーリング サーチ スペースは、こ   
の電話番号からコールされる番号を見つけるために検索される

パーティションの集合から構成されます。

Max List Box Items エンタープライズ パラメータを使用して、こ     
のドロップダウン リスト ボックスで表示するコーリング サー   
チ スペースの数を設定できます。Max List Box Items エンタープ     
ライズ パラメータで指定した数よりも多くのコーリング サー  
チ スペースが存在する場合、ドロップダウン リスト ボックス   
の横に［検索］ボタンが表示されます。［検索］ボタンをクリッ

クして、［コーリングサーチスペースの検索と一覧表示（Find and 
List Calling Search Spaces）］ウィンドウを表示します。コーリン   
グ サーチ スペース名を検索し、選択します（P.46-2 の「コーリ   
ング サーチ スペースの検索」を参照）。

（注） リスト ボックスの最大項目を設定するには、［システ
ム］ >［エンタープライズパラメータ］の順に選択し、
［CCMAdmin Parameters］を選択します。

［AAR コーリングサーチスペー
ス］

Automated Alternate Routing（AAR; 自動代替ルーティング）の実   
行時にデバイスが使用するコーリング サーチ スペースを選択  
します。AAR コーリング サーチ スペースは、帯域幅不足によっ   
てコールがブロックされないように、収集された（発信）番号

のルーティング方法を決定するために検索されるパーティショ

ンの集合を指定します。

［ロケーション］ デフォルト値［Hub_None］または定義されたロケーションを選
択します。

ロケーションは、このデバイスとの間のコールに使用可能な帯

域幅の合計を指定します。ロケーションを［Hub_None］に設定
すると、そのロケーションの機能では、このデバイスが消費す

る帯域幅を把握しません。
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ステップ 7 ［次へ］をクリックします。

［Ciscoボイスメール電話番号］ウィンドウが表示されます。

ステップ 8 新規 Cisco ボイスメール サーバの電話番号設定を入力します（表 75-2 を参照）。

［デバイスセキュリティモード］ ドロップダウン リスト ボックスから、ボイスメール サーバ   
ポートに適用するセキュリティ モードを選択します。ここに表 
示されるオプションは、データベースであらかじめ定義されて

います。デフォルト値は［選択されていません］です。

ボイスメール サーバのセキュリティを設定する方法について 
は、『Cisco Unified Communications Manager セキュリティ ガイド』     
を参照してください。

表 75-1 ボイスメール ポート ウィザードのデバイス情報の設定値（続き）

フィールド 説明

表 75-2 ボイスメール ポート ウィザードの電話番号の設定値 

フィールド 説明

［開始電話番号］ Cisco ボイスメール サーバにアクセスするためにコールする番  
号を入力します。新しいポートはそれぞれ、次に使用可能な電

話番号を受け取ります。

［パーティション］ この一連の電話番号が属するパーティションを選択します。

パーティションを使用しない場合は、［<なし >］を選択してく
ださい。パーティションを選択する場合は、そのパーティショ

ンを含むコーリング サーチ スペースを選択する必要がありま  
す。

Max List Box Items エンタープライズ パラメータを使用して、こ     
のドロップダウン リスト ボックスで表示するパーティション  
の数を設定することができます。Max List Box Items エンタープ    
ライズ パラメータで指定した数よりも多くのパーティションが 
存在する場合、ドロップダウン リスト ボックスの横に［検索］  
ボタンが表示されます。［検索］ボタンをクリックして、［パー

ティションの検索と一覧表示（Find and List Partitions）］ウィン   
ドウを表示します。パーティション名を検索し、選択します

（P.45-2 の「パーティションの検索」を参照）。

（注） リスト ボックスの最大項目を設定するには、［システ
ム］ >［エンタープライズパラメータ］の順に選択し、
［CCMAdmin Parameters］を選択します。
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ステップ 9 ［次へ］をクリックします。

これらの電話番号を回線グループに追加するかどうかをたずねるウィンドウが表示されます。

ステップ 10 次の作業のいずれかを選択します。

 • 電話番号を新規回線グループに追加する場合、ステップ 11 に進みます。

 • 電話番号を既存の回線グループに追加する場合、ステップ 13 に進みます。

 • 電話番号を回線グループに後で追加する場合、ステップ 15 に進みます。

［コーリングサーチスペース］ ドロップダウン リスト ボックスから、適切なコーリング サー   
チ スペースを選択します。コーリング サーチ スペースは、こ   
の電話番号からコールされる番号を見つけるために検索される

パーティションの集合から構成されます。

パーティションを選択する場合は、そのパーティションを含む

コーリング サーチ スペースを選択する必要があります。

Max List Box Items エンタープライズ パラメータを使用して、こ     
のドロップダウン リスト ボックスで表示するコーリング サー   
チ スペースの数を設定できます。Max List Box Items エンタープ     
ライズ パラメータで指定した数よりも多くのコーリング サー  
チ スペースが存在する場合、ドロップダウン リスト ボックス   
の横に［検索］ボタンが表示されます。［検索］ボタンをクリッ

クして、［コーリングサーチスペースの検索と一覧表示（Find and 
List Calling Search Spaces）］ウィンドウを表示します。コーリン   
グ サーチ スペース名を検索し、選択します（P.46-2 の「コーリ   
ング サーチ スペースの検索」を参照）。

（注） リスト ボックスの最大項目を設定するには、［システ
ム］ >［エンタープライズパラメータ］の順に選択し、
［CCMAdmin Parameters］を選択します。

［AARグループ］ このデバイスの自動代替ルーティング（AAR）グループを選択
します。AAR グループは、帯域幅不足のためにコールがブロッ 
クされないように、コールをルーティングするためのプレ

フィックス番号を提供します。AAR グループ設定を［<なし >］ 
にすると、ブロックされたコールの再ルーティングは行われま

せん。

［内線発信者 ID表示］ この回線へのコールが行われるときに、発信側の電話機に表示

されるテキストを指定します。

［内線発信者 ID 表示（ASCII 形
式）］

この回線へのコールが行われるときに、発信側の電話機に表示

されるテキストを ASCII 形式で指定します。

［外線番号マスク］ 外部（発信）コールに対して、発信者 ID 情報をフォーマットす  
るのに使用するマスクを指定します。このマスクには、最長 50 
文字までを指定できます。発信者 ID 情報に表示する数字列を入  
力します。デバイスの電話番号を表すには、X を使用します。

表 75-2 ボイスメール ポート ウィザードの電話番号の設定値（続き）

フィールド 説明
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ステップ 11［はい。新規の回線グループに電話番号を追加します。］オプションを選択して、［次へ］をクリッ
クします。

ステップ 12［回線グループ］ウィンドウに新規回線グループの名前を入力し、［次へ］をクリックします。

［Cisco ボイスメールポートを追加する準備ができました］という要約ウィンドウが表示されます。
以前のウィンドウで設定した設定値が要約ウィンドウに表示されます。Cisco ボイスメール ポート  
ウィザードは、自動的に正しい値を各ポートに割り当てます。

ステップ 16 に進みます。

ステップ 13［はい。既存の回線グループに電話番号を追加します。］オプションを選択し、［次へ］をクリック
します。

ステップ 14［回線グループ］ウィンドウで、［回線グループ名］ドロップダウン リスト ボックスから回線グルー  
プを選択し、［次へ］をクリックします。

［Cisco ボイスメールポートを追加する準備ができました］という要約ウィンドウが表示されます。
以前のウィンドウで設定した設定値が要約ウィンドウに表示されます。Cisco ボイスメール ポート  
ウィザードは、自動的に正しい値を各ポートに割り当てます。

ステップ 16 に進みます。

ステップ 15［いいえ。後から追加します。］オプションを選択し、［次へ］をクリックします。

［Cisco ボイスメールポートを追加する準備ができました］という要約ウィンドウが表示されます。
以前のウィンドウで設定した設定値が要約ウィンドウに表示されます。Cisco ボイスメール ポート  
ウィザードは、自動的に正しい値を各ポートに割り当てます。

ステップ 16 この情報が正しい場合は、［終了］をクリックして、新しいポートを追加します。 

表示された情報に誤りがある場合は、［戻る］ボタンをクリックして、その情報を編集します。ま

たは［キャンセル］をクリックして、ポートを追加せずに終了します。

ステップ 17 Cisco ボイスメール ポート ウィザードが指定した新規ボイスメール ポートの追加を終了した後に、    
［Ciscoボイスメールポートウィザードの結果］ウィンドウが表示されます。

このウィンドウによって、これらの新規ボイスメール ポートを使用する前に完了しなければならな 
いその他のステップがわかります。

次の手順

 • メッセージ受信のインジケータ（MWI）デバイスをセットアップしたことを確認してください。
詳細については、『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「Cisco Unity と       
Cisco Unity Connection の設定チェックリスト」を参照してください。

追加情報

P.75-9 の「関連項目」を参照してください。
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既存の Cisco ボイスメール サーバへのポートの追加
Cisco ボイスメール ポート ウィザードを使用して、ポートを既存の Cisco ボイスメール サーバに追      
加する手順は、次のとおりです。

始める前に

Cisco ボイスメール ポート ウィザードには、ボイスメール ポート用の一連の連続した電話番号が必    
要です。ボイスメール パイロット番号とそれに続く番号が使用可能であることを確認します。 

ボイスメール パイロット番号は、Cisco ボイスメール サーバにアクセスするためにコールする番号   
を示します。

手順

ステップ 1 ［ボイスメール］ >［Ciscoボイスメールポートウィザード］の順に選択します。

ステップ 2 ［既存の Ciscoボイスメールサーバにポートを追加］を選択します。

ステップ 3 ［次へ］をクリックします。 

［Ciscoボイスメールサーバ］ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 ドロップダウン リスト ボックスから、既存の Cisco ボイスメール サーバ（パイロット番号）の名     
前を選択し、［次へ］をクリックします。 

［Ciscoボイスメールポート］ウィンドウが表示され、現在設定されているポート数が示されます。

ステップ 5 ドロップダウン リスト ボックスから、追加するポート数を選択し、［次へ］をクリックします。

［Ciscoボイスメール電話番号］ウィンドウでは、Cisco ボイスメール サーバへ追加したポートの設  
定情報を表示します。最後のポートに続く連続した電話番号が自動的に選択されます。また、Cisco
ボイスメール パイロット電話番号と同じ［パーティション］設定値、［コーリングサーチスペース］ 
設定値、表示に関する設定値、［AAR グループ］設定値、［外線番号マスク］設定値が使用されま
す。［新規電話番号の開始］フィールドに、別の範囲の電話番号を入力することができます。

ステップ 6 ポート数を変更する必要がある場合は、［戻る］ボタンをクリックします。

ステップ 7 ［次へ］をクリックします。

［Cisco ボイスメールポートを追加する準備ができました］という要約ウィンドウが表示されます。
以前のウィンドウで設定した設定値が要約ウィンドウに表示されます。Cisco ボイスメール ポート  
ウィザードは、自動的に正しい値を各ポートに割り当てます。

ステップ 8 この情報が正しい場合は、［終了］をクリックして、新しいポートを追加します。 

表示された情報に誤りがある場合は、［戻る］ボタンをクリックして、その情報を編集します。ま

たは［キャンセル］をクリックして、ポートを追加しないで終了します。

追加情報

P.75-9 の「関連項目」を参照してください。
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既存の Cisco ボイスメール サーバからのポートの削除
Cisco ボイスメール ポート ウィザードを使用して既存の Cisco ボイスメール サーバからポートを削      
除する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ［ボイスメール］ >［Ciscoボイスメールポートウィザード］の順に選択します。

ステップ 2 ［既存の Ciscoボイスメールサーバからポートを削除］を選択し、［次へ］をクリックします。

［Ciscoボイスメールサーバ］ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 ドロップダウン リスト ボックスから、既存の Cisco ボイスメール サーバ（パイロット番号）の名     
前を選択し、［次へ］をクリックします。

［Ciscoボイスメールポート］ウィンドウが表示され、現在設定されているポート数を示します。

ステップ 4 ドロップダウン リスト ボックスから、削除するポート数を選択し、［次へ］をクリックします。

［Ciscoボイスメールポートを削除する準備ができました］という要約ウィンドウが表示されます。

削除するポートの情報が要約ウィンドウに表示されます。Cisco ボイスメール ポート ウィザードは、   
ポート番号と電話番号が連続するように自動的に更新します。

ステップ 5 この情報が正しい場合は、［終了］をクリックして、選択されたポートを削除します。 

表示された情報に誤りがある場合は、［戻る］ボタンをクリックして、その情報を編集します。ま

たは［キャンセル］をクリックして、ポートを削除しないで終了します。

追加情報

P.75-9 の「関連項目」を参照してください。
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関連項目
 • Cisco ボイスメール ポート ウィザード（P.75-1）

 • 新規の Cisco ボイスメール サーバとポートの追加（P.75-2）

 • 既存の Cisco ボイスメール サーバへのポートの追加（P.75-7）

 • 既存の Cisco ボイスメール サーバからのポートの削除（P.75-8）

 • メッセージ受信の設定（P.76-1）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「Cisco Unity と Cisco Unity Connection          
の設定チェックリスト」
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76
メッセージ受信の設定

［メッセージ受信番号の設定（Message Waiting Configuration）］ウィンドウでは、メッセージ受信オ  
ン /オフの電話番号を定義できます。この電話番号は、ディレクトリ接続ベースのボイス メッセー 
ジ システムが、特定の Cisco Unified IP Phone のメッセージ受信のインジケータを設定するかクリア      
するかを決定するのに使用します。

この項では、メッセージ受信の設定について説明します。

 • メッセージ受信番号の検索（P.76-2）

 • メッセージ受信の設定（P.76-3）

 • メッセージ受信の設定値（P.76-4）

 • メッセージ受信番号の削除（P.76-6）

 • 関連項目（P.76-6）
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メッセージ受信番号の検索
ネットワーク内にはいくつかのメッセージ受信番号が存在することがあるので、Cisco Unified 
Communications Manager では、固有の条件を指定して、特定のメッセージ受信番号を見つけること  
ができます。メッセージ受信番号を見つける手順は、次のとおりです。

（注） Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、ブラウザ セッションでの作業中は、メッ     
セージ受信番号の検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこのメニュー項目に

戻ってくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じたりしない限り、メッセージ受信番

号の検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 ［ボイスメール］ >［メッセージ受信ランプ］の順に選択します。

［メッセージ受信番号の検索と一覧表示（Find and List Message Waiting Numbers）］ウィンドウが表     
示されます。アクティブな（前回の）クエリーのレコードも、ウィンドウに表示されることがあり

ます。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

 • 3 番目のドロップダウン リスト ボックスから、［両方］、［オン］、または［オフ］を選択します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リスト ボック  
スから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。

ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。
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（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.76-6 の「関連項目」を参照してください。

メッセージ受信の設定
ボイス メッセージ システムで使用するメッセージ受信の設定手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ［ボイスメール］ >［メッセージ受信ランプ］の順に選択します。

ステップ 2 ［新規追加］をクリックします。

［メッセージ受信の設定（Message Waiting Configuration）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 76-1 を参照）。

（注） ボイス メッセージ システムでは、メッセージ待機表示をするためにメッセージ受信のイン  
ジケータ オン / オフ電話番号のみが使用されます。Cisco Unified Communications Manager    
は、コールの受信にメッセージ受信オン /オフ番号を使用しないため、表示、不在転送、話
中転送、および無応答時転送のフィールドは使用されません。

ステップ 4 ［保存］をクリックして、このデバイスをシステムに追加します。

追加情報

P.76-6 の「関連項目」を参照してください。
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メッセージ受信の設定値
表 76-1 では、メッセージ受信の設定値について説明します。

表 76-1 メッセージ受信の設定値 

フィールド名 説明

［メッセージ受信番号（Message
Waiting Number）］

Cisco Message Waiting の電話番号を入力します。この番号が   
Cisco Unified Communications Manager で自動登録される番号の    
範囲内にないことを確認してください。

［説明（Description）］ メッセージ受信の電話番号を説明する最大 30 文字の英数字を  
入力します。

［メッセージ受信インジケータ

（Message Waiting Indicator）］
［オン］または［オフ］をクリックします。

［パーティション（Partition）］ パーティションが使用されている場合は、ドロップダウン リス 
ト ボックスから適切なパーティションを選択します。Message 
Waiting デバイスの電話番号へのアクセスを制限しない場合は、 
パーティションに［<なし >］を選択します。

Max List Box Items エンタープライズ パラメータを使用して、こ     
のドロップダウン リスト ボックスで表示するパーティション  
の数を設定することができます。Max List Box Items エンタープ    
ライズ パラメータで指定した数よりも多くのパーティションが 
存在する場合、ドロップダウン リスト ボックスの横に［検索］  
ボタンが表示されます。［検索］ボタンをクリックして、［パー

ティションの検索と一覧表示（Find and List Partitions）］ウィン   
ドウを表示します。パーティション名を検索し、選択します

（P.45-2 の「パーティションの検索」を参照）。

（注） リスト ボックスの最大項目を設定するには、［システ 
ム］ >［エンタープライズパラメータ］の順に選択し、 
［CCMAdmin Parameters］を選択します。

（注） Message Waiting デバイスの電話番号とパーティション  
の組み合せが、Cisco Unified Communications Manager ク    
ラスタ内で固有であることを確認してください。
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追加情報

P.76-6 の「関連項目」を参照してください。

［コーリングサーチスペース

（Calling Search Space）］
パーティションとコーリング サーチ スペースが使用される場  
合、ドロップダウン リスト ボックスから、ランプをオンにする  
すべての電話機の DN のパーティションを含むコーリング サー   
チ スペースを選択します（電話機の DN に対して指定される   
パーティションは、MWI デバイスが使用するコーリング サーチ  
スペース内になければなりません）。

Max List Box Items エンタープライズ パラメータを使用して、こ     
のドロップダウン リスト ボックスで表示するコーリング サー   
チ スペースの数を設定できます。Max List Box Items エンタープ     
ライズ パラメータで指定した数よりも多くのコーリング サー  
チ スペースが存在する場合、ドロップダウン リスト ボックス   
の横に［検索］ボタンが表示されます。［検索］ボタンをクリッ

クして、［コーリングサーチスペースの検索と一覧表示（Find and 
List Calling Search Spaces）］ウィンドウを表示します。コーリン   
グ サーチ スペース名を検索し、選択します（P.46-2 の「コーリ   
ング サーチ スペースの検索」を参照）。

（注） リスト ボックスの最大項目を設定するには、［システ 
ム］ >［エンタープライズパラメータ］の順に選択し、 
［CCMAdmin Parameters］を選択します。

表 76-1 メッセージ受信の設定値（続き）

フィールド名 説明
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メッセージ受信番号の削除
メッセージ受信番号を削除する手順は、次のとおりです。 

手順

ステップ 1 ［ボイスメール］ >［メッセージ受信ランプ］の順に選択します。

ステップ 2 P.76-2 の「メッセージ受信番号の検索」の手順を使用して、メッセージ受信番号を検索します。

ステップ 3 削除するメッセージ受信番号をクリックします。

ステップ 4 ［削除］をクリックします。

確認ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 メッセージ受信番号を削除するには、［OK］をクリックします。削除操作を取り消すには、［キャ
ンセル］をクリックします。

追加情報

P.76-6 の「関連項目」を参照してください。

関連項目
 • メッセージ受信番号の検索（P.76-2）

 • メッセージ受信の設定（P.76-3）

 • メッセージ受信の設定値（P.76-4）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「ボイスメールの Cisco Unified 
Communications Manager への接続性」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「Cisco Unity と Cisco Unity Connection          
の設定チェックリスト」

 • ボイスメール プロファイルの設定（P.78-1）

 • 電話番号の設定値（P.57-8）
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77
Cisco ボイスメール パイロットの設定

ボイスメール パイロット番号は、ユーザが本人のボイス メッセージにアクセスするときにダイヤ  
ルする電話番号を指定します。Cisco Unified Communications Manager は、ユーザが電話機上の［メッ    
セージ］ボタンを押すと自動的にこのボイス メッセージ番号にダイヤルします。各ボイスメール 
パイロット番号は、異なったボイス メッセージ システムに属することができます。

次のトピックでは、ボイスメール パイロットの設定について説明します。

 • Cisco ボイスメール パイロットの検索（P.77-2）

 • ボイスメール パイロット番号の設定（P.77-3）

 • ボイスメール パイロットの設定値（P.77-4）

 • ボイスメール パイロット番号の削除（P.77-5）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「ボイスメールの Cisco Unified 
Communications Manager への接続性」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「Cisco Unity と Cisco Unity Connection          
の設定チェックリスト」
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Cisco ボイスメール パイロットの検索
ネットワーク内にはいくつかの Cisco ボイスメール パイロットが存在することがあるので、Cisco   
Unified Communications Manager では、固有の条件を指定して、特定の Cisco ボイスメール パイロッ      
トを見つけることができます。Cisco ボイスメール パイロットを見つける手順は、次のとおりです。

（注） Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、ブラウザ セッションでの作業中は、Cisco     
ボイスメール パイロットの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこのメ 
ニュー項目に戻ってくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じたりしない限り、Cisco
ボイスメール パイロットの検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 ［ボイスメール］ >［ボイスメールパイロット］の順に選択します。

［ボイスメールパイロットの検索と一覧表示（Find and List Voice Mail Pilots）］ウィンドウが表示さ     
れます。アクティブな（前回の）クエリーのレコードも、ウィンドウに表示されることがあります。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リスト ボック  
スから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。

ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。
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（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.77-6 の「関連項目」を参照してください。

ボイスメール パイロット番号の設定
ボイスメール パイロット番号を設定する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ［ボイスメール］ >［ボイスメールパイロット］の順に選択します。

ステップ 2 ［新規追加］リンクをクリックします。

ステップ 3 該当する設定値を更新します（表 77-1 を参照）。

ステップ 4 新規ボイスメール パイロット番号を追加する場合や、既存のボイスメール パイロット番号の設定  
を更新する場合は、［保存］をクリックします。

追加情報

P.77-6 の「関連項目」を参照してください。
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ボイスメール パイロットの設定値
表 77-1 では、ボイスメール パイロットの設定値について説明します。

追加情報

P.77-6 の「関連項目」を参照してください。

表 77-1 ボイスメール パイロットの設定値 

フィールド 説明

［ボイスメールパイロット番号］ ボイスメール パイロット番号を識別する番号を入力します。 

［コーリングサーチスペース］ ドロップダウン リスト ボックスから、適切なコーリング サー   
チ スペースを選択します。コーリング サーチ スペースは、こ   
のパイロット番号からコールされる番号を見つけるために検索

されるパーティションの集合から構成されます。

Max List Box Items エンタープライズ パラメータを使用して、こ     
のドロップダウン リスト ボックスで表示するコーリング サー   
チ スペースの数を設定できます。Max List Box Items エンタープ     
ライズ パラメータで指定した数よりも多くのコーリング サー  
チ スペースが存在する場合、ドロップダウン リスト ボックス   
の横に［検索］ボタンが表示されます。［検索］ボタンをクリッ

クして、［コーリングサーチスペースの検索と一覧表示（Find and 
List Calling Search Spaces）］ウィンドウを表示します。コーリン   
グ サーチ スペース名を検索し、選択します（P.46-2 の「コーリ   
ング サーチ スペースの検索」を参照）。

（注） リスト ボックスの最大項目を設定するには、［システ
ム］ >［エンタープライズパラメータ］の順に選択し、
［CCMAdmin Parameters］を選択します。

［説明］ パイロット番号の説明を記述します。

［システムのデフォルトボイス

メールパイロットに設定］

チェックボックスをオンにして、このパイロット番号をそのシ

ステムのボイスメール パイロットのデフォルトにします。

（注） ［システムのデフォルトボイスメールパイロットに設
定］ボックスをオンにすると、このボイスメール パイ 
ロット番号は、現在のデフォルト パイロット番号を置 
き換えます。
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ボイスメール パイロット番号の削除
ボイスメール パイロット番号を削除する手順は、次のとおりです。［Default］または［No Voice  
Mail］のプロファイル番号は、削除できません。

始める前に

ボイスメール プロファイルが使用するボイスメール パイロット番号は、削除できません。ボイス  
メール パイロットを使用しているボイスメール プロファイルを検索するには、［ボイスメールパイ  
ロットの設定（Voice Mail Pilot Configuration）］ウィンドウの［関連リンク］ドロップダウン リスト    
ボックスから［依存関係レコード］を選択し、［移動］をクリックします。依存関係レコードがシ

ステムで使用可能になっていない場合、［依存関係レコード要約（Dependency Records Summary）］  
ウィンドウにメッセージが表示されます。依存関係レコードの詳細については、P.A-4 の「依存関 
係レコードへのアクセス」を参照してください。使用中のボイスメール パイロットを削除しようと 
すると、Cisco Unified Communications Manager からメッセージが表示されます。現在使用されてい    
るボイスメール パイロットを削除する場合は、事前に、次の作業のどちらか一方または両方を実行 
しておく必要があります。

 • 削除するボイスメール パイロットを使用しているボイスメール プロファイルすべてに、別の  
ボイスメール パイロットを割り当てる。P.78-4 の「ボイスメール プロファイルの設定」を参照   
してください。

 • 削除するボイスメール パイロットを使用しているボイスメール プロファイルを削除する。
P.78-6 の「ボイスメール プロファイルの削除」を参照してください。

手順

ステップ 1 ［ボイスメール］ >［ボイスメールパイロット］の順に選択します。

ステップ 2 P.77-2 の「Cisco ボイスメール パイロットの検索」の手順を使用して、ボイスメール パイロットを    
検索します。

ステップ 3 削除する Cisco ボイスメール パイロットをクリックします。

ステップ 4 ［削除］をクリックします。

確認ウィンドウが表示されます。

（注） ［Default］または［No Voice Mail］のパイロット番号を選択した場合、［削除］ボタンは表  
示されません。

ステップ 5 ボイスメール パイロットを削除するには、［OK］をクリックします。削除操作を取り消すには、 
［キャンセル］をクリックします。

ボイスメール プロファイルがこのボイスメール パイロット番号を使用している場合は、このボイ  
スメール パイロット番号を使用しているボイスメール プロファイルの番号を示すメッセージが表  
示されます。

追加情報

P.77-6 の「関連項目」を参照してください。
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関連項目
 • Cisco ボイスメール パイロットの検索（P.77-2）

 • ボイスメール パイロット番号の設定（P.77-3）

 • ボイスメール パイロットの設定値（P.77-4）

 • ボイスメール パイロット番号の削除（P.77-5）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「ボイスメールの Cisco Unified       
Communications Manager への接続性」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「Cisco Unity と Cisco Unity Connection          
の設定チェックリスト」

 • メッセージ受信の設定（P.76-1）

 • ボイスメール プロファイルの設定（P.78-1）
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78
ボイスメール プロファイルの設定

［Cisco Unified Communications Manager の管理］の［ボイスメール プロファイルの設定（Voice Mail      
Profile Configuration）］ウィンドウによって、回線に関係したボイス メッセージ情報を定義できます。 

（注） ボイスメール プロファイルは、デバイスではなく電話番号に割り当てられます。

次のトピックでは、ボイスメール プロファイルについて説明します。

 • ボイスメール プロファイルの検索（P.78-2）

 • ボイスメール プロファイルの設定（P.78-4）

 • ボイスメール プロファイルの設定値（P.78-5）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「ボイスメールの Cisco Unified 
Communications Manager への接続性」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「Cisco Unity と Cisco Unity Connection          
の設定チェックリスト」
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ボイスメール プロファイルの検索
ネットワーク内にはいくつかのボイスメール プロファイルが存在することがあるので、Cisco 
Unified Communications Manager では、固有の条件を指定して、特定のボイスメール プロファイル    
を見つけることができます。ボイスメール プロファイルを見つける手順は、次のとおりです。

（注） Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、ブラウザ セッションでの作業中は、ボイ     
スメール プロファイルの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこのメニュー 
項目に戻ってくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じたりしない限り、ボイスメー

ル プロファイルの検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 ［ボイスメール］ >［ボイスメールプロファイル］の順に選択します。

［ボイスメールプロファイルの検索と一覧表示（Find and List Voice Mail Profiles）］ウィンドウが表     
示されます。アクティブな（前回の）クエリーのレコードも、ウィンドウに表示されることがあり

ます。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • ドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リスト ボック  
スから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。

ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。
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（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.78-7 の「関連項目」を参照してください。
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ボイスメール プロファイルの設定
電話番号に対してボイスメール プロファイルを設定する手順、ボイスメール プロファイルをコ  
ピーする手順、または既存のボイスメール プロファイルを更新する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 メニューバーで、［ボイスメール］ >［ボイスメールプロファイル］の順に選択します。

［ボイスメールプロファイルの検索と一覧表示（Find and List Voice Mail Profiles）］ウィンドウが表     
示されます。

ステップ 2 次のいずれかの作業を行います。

 • ボイスメール プロファイルをコピーするには、該当するボイスメール プロファイルを見つけ  
ます（P.78-2 の「ボイスメール プロファイルの検索」を参照）。［検索結果（Search Results）］リ   
ストから、コピーするボイスメール プロファイルに対応する［コピー（Copy）］アイコンをク 
リックし、ステップ 3 に進みます。

 • 電話番号に対してボイスメール プロファイルを設定するには、［新規追加］ボタンをクリック 
します。［ボイスメールプロファイルの設定（Voice Mail Profile Configuration）］ウィンドウが表   
示されます。ステップ 3 に進みます。

 • 既存のボイスメール プロファイルを更新するには、該当するボイスメール プロファイルを見  
つけます（P.78-2 の「ボイスメール プロファイルの検索」を参照）。次に、ステップ 3 に進みます。

ステップ 3 該当する設定値を更新します（表 78-1 を参照）。

ステップ 4 ［保存］をクリックします。

既存のボイスメール プロファイルを更新する場合は、［リセット］をクリックして、ボイスメール 
プロファイルに関連付けられたデバイスをすべて再起動します。

追加情報

P.78-7 の「関連項目」を参照してください。
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ボイスメール プロファイルの設定値
表 78-1 では、ボイスメール プロファイルの設定値について説明します。関連する手順の詳細につ  
いては、P.78-7 の「関連項目」を参照してください。

表 78-1 ボイスメール プロファイルの設定値 

フィールド 説明

［ボイスメールプロファイル情報（Voice Mail Profile Information）］

［ボイスメールプロファイル名］ Cisco ボイスメール プロファイルを識別する名前を入力します。 

［説明（Description）］ プロファイルの説明を記述します。

［ボイスメールパイロット

（Voice Mail Pilot）］
［ボイスメールパイロットの設定（Voice Mail Pilot 

Configuration）］内で指定された適切なボイスメール パイロッ
ト番号か、［<デフォルトを使用 >］を選択します。

［ボイスメールボックスマスク

（Voice Mail Box Mask）］
自動登録された電話機用のボイスメールボックス番号をフォー

マットするのに使用するマスクを指定します。自動登録された

電話機のディレクトリ回線から、コールをボイス メッセージ シ  
ステムに転送する場合、Cisco Unified Communications Manager   
は、そのディレクトリ回線の［ボイスメールボックス］フィー

ルドに設定されている番号に、このマスクを適用します。

たとえば、972813XXXX というマスクを指定した場合、電話番 
号 7253 のボイスメール ボックス番号は 9728137253 になりま     
す。マスクを入力しない場合、ボイスメール ボックス番号は電 
話番号と同じです（この例では 7253 です）。

デフォルトでは、Cisco Unified Communications Manager は、ボイ    
スメールボックス番号を電話番号と同じ値に設定します。電話

番号を設定するときに、ボイスメールボックス番号を変更でき

ます。詳細については、P.57-1 の「電話番号の設定の概要」を 
参照してください。

［これをシステムのデフォルト

ボイスメールプロファイルに設

定（Make This the Default Voice    
Mail Profile for the System）］

このチェックボックスをオンにして、このプロファイルをデ

フォルトにします。

（注） ［これをシステムのデフォルトボイスメールプロファイ
ルに設定（Make This the Default Voice Mail Profile for the        
System）］チェックボックスをオンにすると、このボイ
スメール プロファイルは、現在のデフォルト プロファ  
イルを置き換えます。
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ボイスメール プロファイルの削除
ボイスメール プロファイルを削除する手順は、次のとおりです。デフォルト プロファイルや［No  
Voice Mail］のプロファイルは、削除できません。

始める前に

電話番号が使用するボイスメール プロファイルは、削除できません。ボイスメール プロファイル  
を使用している電話番号を検索するには、［ボイスメールプロファイルの設定（Voice Mail Profile  
Configuration）］ウィンドウの［関連リンク］ドロップダウン リスト ボックスから［依存関係レコー  
ド］を選択し、［移動］をクリックします。依存関係レコードがシステムで使用可能になっていな

い場合、［依存関係レコード要約（Dependency Records Summary）］ウィンドウにメッセージが表示  
されます。依存関係レコードの詳細については、P.A-4 の「依存関係レコードへのアクセス」を参 
照してください。使用中のボイスメール プロファイルを削除しようとすると、Cisco Unified  
Communications Manager からメッセージが表示されます。現在使用されているボイスメール プロ   
ファイルを削除する場合は、事前に、次の作業のどちらか一方または両方を実行しておく必要があ

ります。

 • 削除するボイスメール プロファイルを使用しているデバイスすべてに、別のボイスメール プ  
ロファイルを割り当てる。 

 • 削除するボイスメール プロファイルを使用しているデバイスを削除する。 

手順

ステップ 1 ［ボイスメール］>［ボイスメールプロファイル］の順に選択します。

ステップ 2 P.78-2 の「ボイスメール プロファイルの検索」の手順に従って、削除するボイスメール プロファ   
イルを見つけます。

ステップ 3 削除するボイスメール プロファイルの横にあるチェックボックスをオンにします。ウィンドウ上の 
ボイスメール プロファイルをすべて選択するには、検索結果表示のタイトルバーにあるチェック 
ボックスをオンにします。

ステップ 4 ［選択項目の削除］をクリックします。

追加情報

P.78-7 の「関連項目」を参照してください。
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関連項目
 • ボイスメール プロファイルの検索（P.78-2）

 • ボイスメール プロファイルの設定（P.78-4）

 • ボイスメール プロファイルの設定値（P.78-5）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「ボイスメールの Cisco Unified       
Communications Manager への接続性」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「Cisco Unity と Cisco Unity Connection          
の設定チェックリスト」
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79
CTI ルート ポイントの設定

Computer Telephony Integration（CTI）ルート ポイントでは、仮想デバイスを指定します。この仮想   
デバイスは、アプリケーションが宛先変更を制御している多重同時コールを受信することができま

す。

ファースト パーティ コールを制御するために、アクティブな音声回線ごとに CTI ポートをオプ    
ションで追加できます（CTI アプリケーションがこれを決定します）。CTI ルート ポイントおよび   
CTI ポートを使用するアプリケーションには、Cisco IP Softphone、Cisco Unified Communications     
Manager Auto-Attendant、および Cisco IP Interactive Voice Response System があります。Cisco Unified         
Communications Manager の管理ページに CTI ルート ポイントを追加した後、RIS Data Collector サー        
ビスからの情報が、［CTI ルート ポイントの設定（CTI Route Point Configuration）］ウィンドウ内に     
表示されます。デバイスの IP アドレス、およびデバイスが登録されている Cisco Unified    
Communications Manager の名前が利用可能であれば、表示されます。

これらのアプリケーションに関連した CTI ルート ポイントおよび CTI ポートの設定方法について     
は、各アプリケーションに付属の資料とオンライン ヘルプを参照してください。

ここでは、次の内容について説明します。

 • CTI ルート ポイントの検索（P.79-2）

 • CTI ルート ポイントの設定（P.79-3）

 • CTI ルート ポイントの設定値（P.79-4）

 • CTI ルート ポイントの削除（P.79-7）

 • CTI ルート ポイントのリセット（P.79-8）
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CTI ルート ポイントの検索
CTI ルート ポイントを検索し、一覧表示する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ［デバイス］ >［CTI ルートポイント］の順に選択します。

［CTI ルートポイントの検索と一覧表示（Find and List CTI Route Points）］ウィンドウが表示されま      
す。アクティブな（前回の）クエリーのレコードも、ウィンドウに表示されることがあります。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リスト ボック  
スから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。

ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。

（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.79-9 の「関連項目」を参照してください。
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CTI ルート ポイントの設定
CTI ルート ポイントを追加または更新する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ［デバイス］ >［CTIルートポイント］の順に選択します。

［CTI ルートポイントの検索と一覧表示（Find and List CTI Route Points）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 次のいずれかの作業を行います。

 • CTI ルート ポイントをコピーするには、該当するルート ポイントを見つけます（P.79-2 の「CTI    
ルート ポイントの検索」を参照）。［検索結果（Search Results）］リストから、コピーする CTI   
ルート ポイントに対応する［コピー（Copy）］アイコンをクリックし、ステップ 3 に進みます。

 • 新規 CTI ルート ポイントを追加するには、［新規追加］ボタンをクリックします。［CTIルート   
ポイントの設定（CTI Route Point Configuration）］ウィンドウが表示されます。ステップ 3 に進     
みます。

 • CTI ルート ポイントを更新するには、該当する CTI ルート ポイントを見つけます（P.79-2 の      
「CTI ルート ポイントの検索」を参照）。次に、ステップ 3 に進みます。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 79-1 を参照）。

ステップ 4 ［保存］をクリックします。

電話番号の追加と設定の方法については、P.57-3 の「電話番号の設定」を参照してください。

Cisco Unified Communications Manager の管理ページに CTI ルート ポイントを追加した後、RIS Data        
Collector サービスからの情報が、［CTI ルート ポイントの設定（CTI Route Point Configuration）］ウィ      
ンドウ内に表示されます。デバイスの IP アドレス、およびデバイスが登録されている Cisco Unified    
Communications Manager の名前が利用可能であれば、表示されます。

追加情報

P.79-9 の「関連項目」を参照してください。
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CTI ルート ポイントの設定値
表 79-1 では、CTI ルート ポイントの設定値について説明します。関連する手順の詳細については、   
P.79-9 の「関連項目」を参照してください。

表 79-1 CTI ルート ポイントの設定値 

フィールド 説明

［デバイス名］ このデバイスに固有の識別子を、1 ～ 15 文字（英数字、ドット、   
ダッシュ、または下線を含む）で入力します。

［説明］ CTI ルート ポイントの内容を表す名前を入力します。

［デバイスプール］ デバイス プールの名前を選択します。デバイス プールは、自動  
登録用の Cisco Unified Communications Manager グループ、日付     
/ 時間グループ、地域、およびコーリング サーチ スペースを含  
む、このデバイスのプロパティの集合を指定します。

［共通デバイス設定（Common
Device Configuration）］

この CTI ルート ポイントを割り当てる共通デバイス設定を選択   
します。共通デバイス設定には、特定のユーザに関連付けられ

た属性（サービスまたは機能）が含まれています。共通デバイ

ス設定は、［共通デバイス設定（Common Device Configuration）］  
ウィンドウで設定します。詳細については、P.93-1 の「共通デ 
バイス設定」を参照してください。 

［コーリングサーチスペース］ ドロップダウン リスト ボックスから、コーリング サーチ ス    
ペースを選択します。コーリング サーチ スペースは、収集され  
た（発信）番号のルーティング方法を決定するために検索され

るパーティションの集合を指定します。

Max List Box Items エンタープライズ パラメータを使用して、こ     
のドロップダウン リスト ボックスで表示するコーリング サー   
チ スペースの数を設定できます。Max List Box Items エンタープ     
ライズ パラメータで指定した数よりも多くのコーリング サー  
チ スペースが存在する場合、ドロップダウン リスト ボックス   
の横に［検索］ボタンが表示されます。［検索］ボタンをクリッ

クして、［コーリングサーチスペースの検索と一覧表示（Find and 
List Calling Search Spaces）］ウィンドウを表示します。コーリン   
グ サーチ スペース名を検索し、選択します（P.46-2 の「コーリ   
ング サーチ スペースの検索」を参照）。

（注） リスト ボックスの最大項目を設定するには、［システ
ム］ >［エンタープライズパラメータ］の順に選択し、
［CCMAdmin Parameters］を選択します。

［ロケーション（Location）］ このルート ポイントに適切なロケーションを選択します。ロ 
ケーションは、このロケーションとの間のコールに使用可能な

帯域幅の合計を指定します。ロケーションに［None］を設定す
ると、そのロケーションの機能では、このルート ポイントが消 
費する帯域幅を把握しません。
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［ユーザロケール（User Locale）］ドロップダウン リスト ボックスから、その CTI ルート ポイン     
トに関連したロケールを選択します。そのユーザ ロケールは、 
言語とフォントを含んだ、ユーザをサポートする一連の詳細情

報を識別します。

Cisco Unified Communications Manager は、ローカリゼーションを    
サポートする CTI ルート ポイントに対してのみ、このフィール   
ドを使用可能にします。

（注） ユーザ ロケールが指定されない場合、Cisco Unified 
Communications Manager はデバイス プールに関連付け
られているユーザ ロケールを使用します。

（注） 英語以外の言語で情報を（電話機に）表示することを
ユーザが要求している場合は、ユーザ ロケールを設定 
する前に、ロケール インストーラがインストールされ 
ていることを確認します。『Cisco Unified Communications  
Operating System アドミニストレーション ガイド』の   
Cisco Unified Communications Manager ロケール インス     
トーラについての説明を参照してください。

［メディアリソースグループリ

スト（Media Resource Group 
List）］

適切なメディア リソース グループ リストを選択します。メディ   
ア リソース グループ リストは、優先順位順に並べられたメディ   
ア リソース グループから構成されます。アプリケーションは、  
メディア リソース グループ リストで定義された優先順位に   
従って、使用可能なメディア リソースの中から、必要なメディ 
ア リソース、たとえば、保留音サーバを選択します。

［<なし >］を選択すると、Cisco Unified Communications Manager   
は、デバイス プールに定義されているメディア リソース グルー   
プを使用します。

詳細については、『Cisco Unified Communications Manager システ    
ム ガイド』の「メディア リソースの管理」を参照してください。

［ネットワーク保留MOH音源
（Network Hold MOH Audio 

Source）］

ネットワークが保留動作を開始するときに再生されるオーディ

オ ソースを指定するには、ドロップダウン矢印をクリックし、 
表示されるリストからオーディオ ソースを選択します。 

オーディオ ソースを選択しない場合、Cisco Unified 
Communications Manager は、デバイス プールに定義されている
オーディオ ソースを使用します。または、デバイス プールが
オーディオ ソース ID を指定していない場合は、システム デ
フォルトを使用します。

オーディオ ソースの定義は、［保留音オーディオソースの設定 
（Music On Hold Audio Source Configuration）］ウィンドウで行い     
ます。このウィンドウにアクセスするには、［メディアリソー

ス］ >［保留音オーディオソース］の順に選択してください。

表 79-1 CTI ルート ポイントの設定値（続き）

フィールド 説明
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［ユーザ保留 MOH 音源（User
Hold MOH Audio Source）］

アプリケーションが保留操作を開始するときに再生されるオー

ディオ ソースを指定するには、ドロップダウン矢印をクリック 
し、表示されるリストからオーディオ ソースを選択します。 

オーディオ ソースを選択しない場合、Cisco Unified 
Communications Manager は、デバイス プールに定義されている
オーディオ ソースを使用します。または、デバイス プールが
オーディオ ソース ID を指定していない場合は、システム デ
フォルトを使用します。

オーディオ ソースの定義は、［保留音オーディオソースの設定 
（Music On Hold Audio Source Configuration）］ウィンドウで行い     
ます。このウィンドウにアクセスするには、［メディア リソー 
ス］ >［保留音オーディオソース］の順に選択してください。

表 79-1 CTI ルート ポイントの設定値（続き）

フィールド 説明
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CTI ルート ポイントの削除
CTI ルート ポイントを削除する手順は、次のとおりです。

始める前に

1 つまたは複数の電話番号に関連付けられた CTI ルート ポイントを削除できるため、CTI ルート ポ      
イントを使用している電話番号を特定する必要があります。CTI ルート ポイントを使用している電  
話番号を特定するには、［CTIルートポイントの設定（CTI Route Point Configuration）］ウィンドウの   
［関連リンク］ドロップダウン リスト ボックスから［依存関係レコード］リンクを選択し、［移動］  
をクリックします。依存関係レコードがシステムで使用可能になっていない場合、［依存関係レコー

ド要約（Dependency Records Summary）］ウィンドウにメッセージが表示されます。依存関係レコー  
ドの詳細については、P.A-4 の「依存関係レコードへのアクセス」を参照してください。使用中の 
CTI ルート ポイントを削除しようとすると、Cisco Unified Communications Manager からメッセージ      
が表示されます。 

割り当てられている電話番号をもつ CTI ルート ポイントを削除する場合、ルート プラン レポート     
を使用して電話番号を検索できます。ルート プラン レポートを使用して電話番号を削除すること  
もできます。 

手順

ステップ 1 ［デバイス］ >［CTIルートポイント］の順に選択します。 

［CTIルートポイントの検索と一覧表示（Find and List CTI Route Points）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 削除する CTI ルート ポイントの検索に必要な検索条件を指定します。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。 

ウィンドウの内容が更新され、指定された検索条件と一致する CTI ルート ポイントのリストが表   
示されます。

ステップ 4 次のアクションのいずれかを実行します。

 • 削除する CTI ルート グループの横にあるチェックボックスをオンにし、［選択項目の削除］を   
クリックする。 

 • ウィンドウ内の CTI ルート ポイントをすべて削除する場合は、［すべてを選択］をクリックし、   
［選択項目の削除］をクリックする。

 • 削除する CTI ルート ポイントの名前を選択して、現在の設定値を表示し、［削除］をクリック   
する。 

ステップ 5 ［OK］をクリックすると、CTI ルート ポイントが完全に削除されます。

追加情報

P.79-9 の「関連項目」を参照してください。
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CTI ルート ポイントのリセット
CTI ルート ポイントをリセットする手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ［デバイス］ >［CTI ルートポイント］の順に選択します。

［CTIルートポイントの検索と一覧表示（Find and List CTI Route Points）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 使用する検索条件を選択します。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

検索条件に一致する CTI ルート ポイントがウィンドウに表示されます。

ステップ 4 リセットする CTI ルート ポイントの横にあるチェックボックスをオンにします。ウィンドウ内の   
CTI ルート ポイントをすべて選択するには、検索結果表示のタイトルバーにあるチェックボックス  
をオンにします。

ステップ 5 ［選択項目のリセット］をクリックします。

［デバイスリセット（Device Reset）］ダイアログが表示されます。

ステップ 6 次のいずれかのボタンをクリックします。

 • ［リスタート］：デバイスをシャットダウンしないで再起動する。

 • ［リセット］：デバイスをシャットダウンしてから起動する。

 • ［閉じる］：何も実行しないで、［デバイスリセット（Device Reset）］ダイアログを閉じる。

追加情報

P.79-9 の「関連項目」を参照してください。
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関連項目
 • CTI ルート ポイントの設定（P.79-3）

 • CTI ルート ポイントの検索（P.79-2）

 • CTI ルート ポイントの設定値（P.79-4）

 • CTI ルート ポイントの削除（P.79-7）

 • CTI ルート ポイントのリセット（P.79-8）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「コンピュータ テレフォニー統合」
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80
ゲートキーパーの設定

ゲートキーパー デバイスは、Cisco Multimedia Conference Manager（MCM）とも呼ばれ、コール ア     
ドミッション制御、帯域幅割り当て、およびダイヤル パターン解決（コール ルーティング）に使  
用される H.225 RAS（Registration, Admission, and Status Protocol）メッセージ セットをサポートして       
います。ゲートキーパーは、Cisco Unified Communications Manager クラスタと H.323 ネットワーク      
の間の通信のためにこれらのサービスを提供します。Cisco Unified Communications Manager クラス    
タごとに、複数のゲートキーパー デバイスを設定できます。冗長化のために代替ゲートキーパーを 
設定することもできます。代替ゲートキーパーの設定の詳細については、Cisco Multimedia 
Conference Manager（MCM）のマニュアルを参照してください。

ゲートキーパーの設定は、次の 2 つの要素から構成されます。

 • Cisco Unified Communications Manager の設定。各 Cisco Unified Communications Manager クラス         
タは、1 つまたは複数のゲートキーパーに登録できます。この章では、Cisco Unified  
Communications Manager でゲートキーパーを設定する方法について説明します。また、［トラン  
クの設定（Trunk Configuration）］ウィンドウでトランク デバイスを設定する必要があります。  
P.83-1 の「トランクの設定」を参照してください。

 • ルータ上でのゲートキーパーの設定。この設定は、ゲートキーパーの役目をする Cisco IOS  
Multimedia Conference Manager（MCM）に適用されます。ゲートキーパー用に推奨されるプラッ  
トフォームは、Cisco IOS リリース 12.1(3)T 以上を搭載した Cisco 2600、3600、7200 ルータなど       
です。ゲートキーパーの設定については、MCM の資料を参照してください。代替ゲートキー 
パー設定は MCM でのみ行うので、Cisco Unified Communications Manager での設定は必要あり      
ません。

Cisco Unified Communications Manager の管理ページでのゲートキーパーの設定については、次のト    
ピックを参照してください。

 • ゲートキーパーの検索（P.80-2）

 • ゲートキーパーの設定（P.80-4）

 • ゲートキーパーの設定値（P.80-5）

 • ゲートキーパーの削除（P.80-6）

 • ゲートキーパーのリセット（P.80-7）
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ゲートキーパーの検索
ネットワーク内にはいくつかのゲートキーパーが存在することがあるので、Cisco Unified 
Communications Manager の管理ページでは、固有の条件を指定して、特定のゲートキーパーを見つ
けることができます。ゲートキーパーを見つける手順は、次のとおりです。

（注） Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、ブラウザ セッションでの作業中は、ゲー     
トキーパーの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこのメニュー項目に戻っ

てくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じたりしない限り、ゲートキーパーの検索

設定は保持されます。

手順

ステップ 1 ［デバイス］ >［ゲートキーパー］の順に選択します。

［ゲートキーパーの検索と一覧表示（Find and List Gatekeepers）］ウィンドウが表示されます。アク   
ティブな（前回の）クエリーのレコードも、ウィンドウに表示されることがあります。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リスト ボック  
スから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。

ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。
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（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.80-8 の「関連項目」を参照してください。
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ゲートキーパーの設定
ゲートキーパーを追加または更新する手順は、次のとおりです。

（注） Cisco Unified Communications Manager クラスタごとに、複数のゲートキーパー デバイスを設定でき     
ます。

手順

ステップ 1 ［デバイス］ >［ゲートキーパー］の順に選択します。

［ゲートキーパーの検索と一覧表示（Find and List Gatekeepers）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 次のいずれかの作業を行います。

 • 新しいゲートキーパーを追加するには、［新規追加］ボタンをクリックし、ステップ 3 に進み  
ます。

 • 既存のゲートキーパーを更新するには、該当するゲートキーパーを見つけます（P.80-2 の「ゲー 
トキーパーの検索」を参照）。次に、ステップ 3 に進みます。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 80-1 を参照）。

ステップ 4 ［保存］をクリックします。

追加情報

P.80-8 の「関連項目」を参照してください。
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ゲートキーパーの設定値
表 80-1 では、ゲートキーパーの設定値について説明します。関連する手順については、P.80-8 の  
「関連項目」を参照してください。

表 80-1 ゲートキーパーの設定値 

フィールド 説明

［ゲートキーパー情報（Gatekeeper Information）］

［ホスト名 /IPアドレス（Host 
Name/IP Address）］

ゲートキーパーの IP アドレスまたはホスト名を入力します。こ  
れは必須フィールドです。

Cisco Unified Communications Manager クラスタごとに、複数の    
ゲートキーパーを登録できます。

［説明（Description）］ ゲートキーパーの内容を表す名前を入力します。

［登録要求の存続可能時間

（Registration Request Time to 
Live）］

Cisco TAC から指示される場合を除いて、この値を変更しない  
でください。時間を秒数で入力します。デフォルト値は 60 秒で  
す。

［登録要求の存続可能時間（Registration Request Time to Live）］    
フィールドは、ゲートキーパーが登録要求（RRQ）を有効であ
るとみなす時間を指定します。キープアライブ RRQ は、RRQ  
Time to Live の期限が切れる前に、ゲートキーパーへ送信される   
必要があります。

Cisco Unified Communications Manager は、ゲートキーパーに RRQ     
を送信して、そのゲートキーパーに登録し、その後、そのゲー

トキーパーとの接続を保持します。ゲートキーパーは、要求の

確認（RCF）または拒否（RRJ）を行います。

［登録再試行のタイムアウト

（Registration Retry Timeout）］
Cisco TAC から指示される場合を除いて、この値を変更しない  
でください。時間を秒数で入力します。デフォルト値は 300 秒  
です。

［登録再試行のタイムアウト（Registration Retry Timeout）］フィー  
ルドは、登録しようとして失敗した後、ゲートキーパーへの登

録をやり直すまで、Cisco Unified Communications Manager が待機    
する時間を指定します。

［デバイスを有効にする（Enable
Device）］

このチェックボックスを使用すると、このゲートキーパーを

Cisco Unified Communications Manager に登録できます。デフォル    
トでは、このチェックボックスはオンになっています。Cisco
Unified Communications Manager からゲートキーパーの登録を解   
除するには、このチェックボックスをオフにします。このフィー

ルドを更新してから約 1 分以内に、ゲートキーパーの登録は解  
除されます。
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ゲートキーパーの削除
ゲートキーパーを削除する手順は、次のとおりです。

始める前に

1 つまたは複数のトランクに割り当てられているゲートキーパーは、削除できません。ゲートキー 
パーを使用しているトランクを検索するには、［ゲートキーパーの設定（Gatekeeper Configuration）］ 
ウィンドウにある［関連リンク］ドロップダウン リスト ボックスから［依存関係レコード］を選  
択します。依存関係レコードがシステムで使用可能になっていない場合、［依存関係レコード要約

（Dependency Records Summary）］ウィンドウにメッセージが表示されます。依存関係レコードの詳  
細については、P.A-4 の「依存関係レコードへのアクセス」を参照してください。使用中のゲート 
キーパーを削除しようとすると、Cisco Unified Communications Manager からエラー メッセージが表     
示されます。現在使用されているゲートキーパーを削除する場合は、事前に、次の作業のどちらか

一方または両方を実行しておく必要があります。

 • 削除するゲートキーパーを使用しているトランクすべてに、別のゲートキーパーを割り当て

る。P.83-3 の「トランクの設定」を参照してください。

 • 削除するゲートキーパーを使用しているトランクを削除する。P.83-31 の「トランクの削除」を 
参照してください。

手順

ステップ 1 P.80-2 の「ゲートキーパーの検索」の手順を使用して、ゲートキーパーを見つけます。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、削除するゲートキーパーを選択します。

ステップ 3 ［選択項目の削除］をクリックします。

確認のダイアログボックスが表示されます。

ステップ 4 ［OK］をクリックして、ゲートキーパーを削除します。

追加情報

P.80-8 の「関連項目」を参照してください。
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ゲートキーパーのリセット
ゲートキーパーのリセットによって、物理デバイスがリセットされるわけではありません。ゲート

キーパーのリセットは、Cisco Unified Communications Manager のゲートキーパーへの論理接続のリ    
セットおよびゲートキーパーへの再登録を強制します。再登録の間および再登録が正常終了するま

で、このトランクを使用して行われるコールは、このゲートキーパーを使用しますが、失敗します。

ゲートキーパーをリセットする手順は、次のとおりです。

（注） ゲートキーパーをリセットしても、ゲートキーパーが制御しているすべてのコールが終了するわけ

ではありませんが、新しいコールの試行は失敗します。

手順

ステップ 1 P.80-2 の「ゲートキーパーの検索」の手順を使用して、ゲートキーパーを見つけます。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、リセットするゲートキーパーを選択します。

ステップ 3 ゲートキーパー デバイスの設定値を変更した場合は、［リセット］をクリックします。

［デバイスリセット（Device Reset）］ダイアログが表示されます。

ステップ 4 次のいずれかの項目をクリックします。

 • ［リスタート］：選択されたデバイスをシャットダウンせずに、再起動する（Cisco Unified 
Communications Manager に電話機とトランクを再登録する）。 

 • ［リセット］：内部ゲートキーパー デバイスをシャットダウンしてから再起動する。Cisco Unified  
Communications Manager クラスタは、ゲートキーパーへの登録を解除（URQ）した後、再登録  
（RRQ）します。

 • ［閉じる］：何も実行しないで、［デバイスリセット（Device Reset）］ダイアログを閉じる。

追加情報

P.80-8 の「関連項目」を参照してください。
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関連項目
 • ゲートキーパーの設定（P.80-1）

 • ゲートキーパーの検索（P.80-2）

 • ゲートキーパーの設定（P.80-4）

 • ゲートキーパーの設定値（P.80-5）

 • ゲートキーパーの削除（P.80-6）

 • ゲートキーパーのリセット（P.80-7）

 • トランクの設定（P.83-1）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「ゲートキーパーとトランク」

参考資料

 • Cisco Unified Communications ソリューション リファレンス ネットワーク デザイン（SRND）

 • Cisco IOS Multimedia Conference Manager（Command Reference）の資料
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81
ゲートウェイの設定

Cisco Unified Communications Manager は、Cisco Unified Communications ゲートウェイにより、非 IP        
通信デバイスとの情報交換が可能になります。Cisco Unified Communications Manager は、複数のタ    
イプのゲートウェイをサポートしています（『Cisco Unified Communications Manager システム ガイ     
ド』を参照）。

Cisco Unified Communications Manager を使用した Cisco ゲートウェイの処理と設定については、次      
のトピックを参照してください。

 • Cisco Unified Communications Manager へのゲートウェイの追加（P.81-2）

 • ゲートウェイの設定値（P.81-16）

 • ポートの設定値（P.81-69）

 • 特定のゲートウェイの検索（P.81-77）

 • ゲートウェイとポートの変更（P.81-79）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「Cisco Unified Communications 
Manager 音声ゲートウェイの概要」
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Cisco Unified Communications Manager へのゲートウェイの追加
Cisco Unified Communications Manager でネットワーク内の IP テレフォニー ゲートウェイを管理す       
るには、まず、各ゲートウェイを Cisco Unified Communications Manager 設定データベースに追加す     
る必要があります。ゲートウェイを追加する場合の手順、ウィンドウ、および設定値は、追加する

ゲートウェイのモデルによって異なります。 

Cisco Unified Communications Manager に新しいゲートウェイを追加する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ［デバイス］ >［ゲートウェイ］の順に選択して、［ゲートウェイの検索と一覧表示（Find and List   
Gateway）］ウィンドウを表示します。

ステップ 2 ［新規追加］ボタンをクリックします。［新規ゲートウェイを追加（Add a new Gateway）］ウィンド   
ウが表示されます。

ステップ 3 ［ゲートウェイタイプ（Gateway Type）］ドロップダウン リスト ボックスから、追加するゲートウェ   
イのタイプを選択します。［デバイスプロトコル（Device Protocol）］フィールドには、選択するゲー 
トウェイのタイプにより自動的にデータが読み込まれる場合があります。 

ステップ 4 ［次へ］をクリックします。

ステップ 5 次の表で、設定するゲートウェイのタイプ用の手順をクリックします。正しい手順を選択した後、

目的のゲートウェイのタイプに該当する設定値を入力するステップから始めます。

表 81-1 ゲートウェイ 

ゲートウェイのタイプ タイプ別の追加手順

Cisco Voice Gateway 200（VG200）

VG224 Gateway

Cisco IOS 269X、26XX、362X、364X、366X、3725、3745 ゲー   
トウェイ

Cisco 2801、2811、2821、2851、3825、3845 ゲートウェイ

Cisco Catalyst 4000 Access Gateway Module

Cisco Catalyst 4224 Voice Gateway Switch

Communication Media Module

Cisco IAD2400

Cisco IOS MGCP ゲートウェイの追
加（P.81-3）

Cisco IOS 269X、3725、3745 ゲートウェイ Cisco IOS SCCP ゲートウェイの追加
（P.81-10）

Cisco Catalyst 6000 E1 VoIP Gateway

Cisco Catalyst 6000 T1 VoIP Gateway

IOS 以外の MGCP ゲートウェイの追
加（P.81-11）

H.323 モードで設定されたその他の Cisco IOS ゲートウェイ Cisco IOS H.323 ゲートウェイの追加
（P.81-12）
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Cisco IOS MGCP ゲートウェイの追加
Cisco IOS MGCP ゲートウェイを Cisco Unified Communications Manager に追加し、設定する手順を、        
次に示します。MGCP をサポートしている Cisco IOS ゲートウェイは、次のとおりです。

 • CiscoVG200 Voice Gateway

 • VG224 Gateway

 • Cisco IOS 362x、364x、366x ゲートウェイ

 • Cisco IOS 3725 および 3745 ゲートウェイ

 • Cisco IOS 26xx および 269x ゲートウェイ

 • Cisco 2801、2811、2821、2851、3825、3845 ゲートウェイ
 • Cisco Catalyst 4000 Access Gateway Module

 • Cisco Catalyst 4224 Voice Gateway Switch

 • Communication Media Module

 • Cisco IAD2400 ゲートウェイ

（注） 他の IOS MGCP ゲートウェイと同様に、MRP/ASI ゲートウェイは 3 つの Cisco Unified 
Communications Manager が含まれた Cisco Unified Communications Manager グループと連携して動作
します。しかし、ASI/MRP ゲートウェイのテストは、1 台のバックアップ Cisco Unified 
Communications Manager だけを使用して実行されます。

始める前に

Cisco IOS MGCP ゲートウェイを Cisco Unified Communications Manager と連携して使用するように        
設定するには、事前に Cisco IOS コマンド ライン インターフェイス（CLI）を使用して、そのゲー     
トウェイを設定しておく必要があります。ゲートウェイの設定に必要な手順とコマンドについて

は、ゲートウェイに付属の設定マニュアルを参照してください。

手順

ステップ 1 ［デバイス］ >［ゲートウェイ］の順に選択して、［ゲートウェイの検索と一覧表示（Find and List   
Gateway）］ウィンドウを表示します。

ステップ 2 ［新規追加］ボタンをクリックします。［新規ゲートウェイを追加（Add a new Gateway）］ウィンド   
ウが表示されます。

ステップ 3 ［ゲートウェイタイプ（Gateway Type）］ドロップダウン リスト ボックスから、次のいずれかの   
MGCP ゲートウェイを選択します。

 • Cisco VG200

Cisco Catalyst 6000 24 Port FXS Gateway Analog Access ゲートウェイとポート  
の追加（P.81-13）

Cisco VG248 Gateway Cisco VG248 Analog Phone Gateway の     
追加（P.81-14）

表 81-1 ゲートウェイ（続き）

ゲートウェイのタイプ タイプ別の追加手順
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 • VG224

 • Cisco 362X、364X、366X ゲートウェイ

 • Cisco 3725 および 3745 ゲートウェイ

 • Cisco 26XX および 269X ゲートウェイ

 • Cisco 2801、2811、2821、2851、3825、3845 ゲートウェイ
 • Cisco Catalyst 4000 Access Gateway Module

 • Cisco Catalyst 4224 Voice Gateway Switch

 • Communication Media Module

 • Cisco IAD2400 ゲートウェイ

（注） Cisco Catalyst 6000 ゲートウェイも MGCP をサポートしていますが、設定が異なります。     
P.81-11 の「IOS 以外の MGCP ゲートウェイの追加」を参照してください。

Cisco IOS MGCP ゲートウェイは、ゲートウェイのモデル、および取り付けられているネットワー   
ク モジュールと音声インターフェイス カード（VIC）のタイプに応じて、PSTN またはその他の IP    
以外のデバイスとのインターフェイスを取るために、異なるデバイス プロトコルをサポートしま 
す。後続の Web ウィンドウには、これらのインターフェイスの設定が表示されます。

ステップ 4 ［次へ］をクリックします。 

ステップ 5 ［プロトコル（Protocol）］ドロップダウン リスト ボックスが表示された場合は、［MGCP］を選択  
し、［次へ］をクリックします。表示されない場合は、ステップ 6 に進みます。

ステップ 6 適切な［ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）］ウィンドウが表示されます。

プロダクト固有の設定値も含めて、適切な設定値を入力し、各スロットに取り付けられているネッ

トワーク モジュールのタイプを選択します（P.81-16 の「MGCP ゲートウェイの設定値」を参照）。

ステップ 7 ［保存］をクリックします。

［ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）］ウィンドウが更新され、ドロップダウン リスト ボッ   
クスが表示されます。このリスト ボックスには、各ネットワーク モジュールの各サブユニットで、  
音声インターフェイス カード（VIC）のタイプを設定するためのオプションが含まれています。

選択項目は、［ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）］ウィンドウで設定されるネットワー 
ク モジュールのタイプに応じて異なります。

ステップ 8 ドロップダウン リスト ボックスから、各サブユニットにインストールされている VIC のタイプを    
選択し、［保存］をクリックします。

ウィンドウが更新され、選択した VIC タイプ用のエンドポイント情報とポートを設定するためのリ  
ンクが追加されます。

ステップ 9 エンドポイント ID（たとえば、1/0/0）をクリックして、デバイス プロトコル情報を設定し、取り  
付けられている VIC のタイプ用のポートを追加します。

詳細については、次の手順を参照してください。

 • MGCP ゲートウェイへの FXS ポートの追加（P.81-5）
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 • MGCP ゲートウェイへの FXO ポートの追加（P.81-7）

 • MGCP ゲートウェイへの Digital Access T1 ポートの追加（P.81-8）

 • MGCP ゲートウェイへの Digital Access PRI デバイスの追加（P.81-8）

 • MGCP ゲートウェイへの BRI ポートの追加（P.81-9）

ステップ 10［リセット］をクリックして、ゲートウェイをリセットし、変更内容を適用します。

ステップ 11 必要に応じて、エンドポイント情報とポートを引き続き設定します。

ステップ 12 エンドポイントの設定とポートの追加が終了した後、MGCP ゲートウェイ デバイスをルート グ   
ループまたはルート リストに追加するか、ルート パターンをゲートウェイに割り当てて、コール  
がゲートウェイにルーティングされるようにする必要があります。

（注） MGCP ゲートウェイをルート パターンに追加する必要があるのは、発信コールの場合だけ  
です。

MGCP ゲートウェイへのポートの追加
MGCP ゲートウェイで設定できるデバイス プロトコルとポート タイプは、取り付けられている音   
声インターフェイス カードのタイプによって異なります。ここでは、次の内容について説明します。

 • MGCP ゲートウェイへの FXS ポートの追加（P.81-5）

 • MGCP ゲートウェイへの FXO ポートの追加（P.81-7）

 • MGCP ゲートウェイへの Digital Access T1 ポートの追加（P.81-8）

 • MGCP ゲートウェイへの Digital Access PRI デバイスの追加（P.81-8）

 • MGCP ゲートウェイへの BRI ポートの追加（P.81-9）

MGCP ゲートウェイへの FXS ポートの追加

Foreign Exchange Station（FXS）ポートは、任意の POTS デバイスとの接続に使用できます。MGCP    
ゲートウェイで FXS ポートを設定する手順は、次のとおりです。

始める前に

ポートを設定するには、事前に、MGCP ゲートウェイを追加しておく必要があります。詳細につい 
ては、P.81-3 の「Cisco IOS MGCP ゲートウェイの追加」を参照してください。

手順

ステップ 1 ［デバイス］ >［ゲートウェイ］の順に選択します。［ゲートウェイの検索と一覧表示（Find and List   
Gateway）］ウィンドウが表示されます。または、FXS ポートを追加する MGCP ゲートウェイがす   
でに見つかっている場合は、ステップ 4に進んでください。

ステップ 2 FXS ポートを追加する先の MGCP ゲートウェイを特定するために、適切な検索条件を入力します。

ステップ 3 目的のゲートウェイの名前をクリックして、その MGCP 設定値とエンドポイント ID を表示します。
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ステップ 4 ［ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）］ウィンドウから、設定する FXS VIC のエンドポイ    
ント ID をクリックします。

ウィンドウの内容が更新され、［ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）］ウィンドウが表示 
されます。

ステップ 5 ［デバイス情報（Device Information）］と［ポート情報（Port Information）］に、適切な設定値を入  
力します。これらのフィールドの詳細については、次の各項を参照してください。

 • FXS/FXO ポートの設定値（P.81-18） 

 • POTS ポートの設定値（P.81-69）

ステップ 6 ［保存］をクリックします。

（注） POTS ポートを追加した後、ウィンドウがリフレッシュされ、ウィンドウの下部にその POTS  
ポートの情報が表示されます。新しいポートの下に［新規 DN を追加］リンクが表示され
ます。

ステップ 7 ［新規 DNを追加］をクリックして、POTS ポートに電話番号を追加します。または、別のタイプの 
ポートを設定した場合は、ステップ 9 に進んでください。

（注） DN の追加と設定については、P.57-3 の「電話番号の設定」および P.57-8 の「電話番号の設   
定値」を参照してください。

ステップ 8 ポートを追加した MGCP ゲートウェイのゲートウェイ設定ウィンドウに戻るには、［関連リンク］  
ドロップダウン リスト ボックスで［MGCP 設定に戻る］を選択し、［移動］をクリックします。

ステップ 9 ［リセット］をクリックして、ゲートウェイをリセットし、変更内容を適用します。

ステップ 10 ステップ 4～ステップ 8を繰り返して、他の FXS ポートを追加します。

追加情報

P.81-82 の「関連項目」を参照してください。
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MGCP ゲートウェイへの FXO ポートの追加

Foreign Exchange Office（FXO）ポートは、セントラル オフィスまたは PBX との接続に使用できま     
す。MGCP ゲートウェイ上で、ループ スタートまたはグラウンド スタート用に FXO ポートを追加     
し、設定する手順は、次のとおりです。

（注） Cisco Unified Communications Manager は、すべてのループ スタート トランクには、 
Positive Disconnect Supervision（確実な接続解除監視）がないものと想定します。Cisco Unified   
Communications Manager サーバのフェールオーバー時にアクティブ コールを保持できるように、確   
実な接続解除監視を備えたトランクを、グラウンド スタートとして設定してください。

始める前に

ポートを設定するには、事前に、MGCP ゲートウェイを追加しておく必要があります。詳細につい 
ては、P.81-3 の「Cisco IOS MGCP ゲートウェイの追加」を参照してください。

手順

ステップ 1 ［デバイス］ >［ゲートウェイ］の順に選択します。［ゲートウェイの検索と一覧表示（Find and List   
Gateway）］ウィンドウが表示されます。または、FXO ポートを追加する MGCP ゲートウェイがす   
でに見つかっている場合は、ステップ 4に進んでください。

ステップ 2 FXO ポートを追加する先の MGCP ゲートウェイを特定するために、適切な検索条件を入力し、［検   
索］をクリックします。検索結果が表示されます。

ステップ 3 目的のゲートウェイの名前をクリックして、その MGCP 設定値とエンドポイント ID を表示します。

ステップ 4 MGCP 設定ウィンドウから、設定する FXO ポートのエンドポイント ID をクリックします。

ステップ 5 ［ポート タイプ］ドロップダウン リスト ボックスから、［Ground Start］か［Loop Start］のどちら     
かを選択します。

（注） VIC-2FXO ポートの両方のエンドポイント ID に同じポート タイプを選択する必要があり    
ます。異なるポート タイプを選択すると、メッセージが表示されます。

ステップ 6 次の各項の説明に従って、適切な［ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）］および［ポー 
ト情報（Port Information）］の設定値を入力します。

 • FXS/FXO ポートの設定値（P.81-18）

 • ループ スタート ポートの設定値（P.81-71）

 • グラウンド スタート ポートの設定値（P.81-72）

ステップ 7 ［保存］をクリックします。

ステップ 8 ポートを追加した MGCP ゲートウェイのゲートウェイ設定ウィンドウに戻るには、［関連リンク］  
ドロップダウン リスト ボックスで［MGCP 設定に戻る］を選択し、［移動］をクリックします。

ステップ 9 ［リセット］をクリックして、ゲートウェイをリセットし、変更内容を適用します。
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ステップ 10 他の FXO ポートを追加するには、ステップ 4～ステップ 7 を繰り返します。

追加情報

P.81-82 の「関連項目」を参照してください。

MGCP ゲートウェイへの Digital Access T1 ポートの追加

MGCP ゲートウェイに Digital Access T1（T1-CAS）ポートを追加する手順は、次のとおりです。

ステップ 1 ［デバイス］ >［ゲートウェイ］の順に選択します。［ゲートウェイの検索と一覧表示（Find and List   
Gateway）］ウィンドウが表示されます。または、T1-CAS ポートを追加する MGCP ゲートウェイが   
すでに見つかっている場合は、ステップ 4 に進んでください。 

ステップ 2 Digital Access T1（T1-CAS）ポートを追加する MGCP ゲートウェイを見つけるために適切な検索条    
件を入力します。

ステップ 3 目的のゲートウェイの名前をクリックして、その MGCP 設定値とエンドポイント ID を表示します。

ステップ 4 ［ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）］ウィンドウから、設定する Digital Access T1（T1-CAS）    
ポートのエンドポイント ID をクリックします。

［デバイスプロトコル（Device Protocol）］ドロップダウン リスト ボックスで、［Digital Access T1］     
を選択し、［次へ］をクリックします。

選択するポート タイプの設定値については、P.81-69 の「ポートの設定値」を参照してください。

ステップ 5 適切なゲートウェイの設定値を入力します。詳細については、P.81-46 の「デジタル アクセス T1 の    
設定値」を参照してください。

ステップ 6 ［保存］をクリックします。

ステップ 7 ［リセット］をクリックして、ゲートウェイをリセットし、変更内容を適用します。

追加情報

P.81-82 の「関連項目」を参照してください。

MGCP ゲートウェイへの Digital Access PRI デバイスの追加

ステップ 1 ［デバイス］ >［ゲートウェイ］の順に選択します。［ゲートウェイの検索と一覧表示（Find and List   
Gateway）］ウィンドウが表示されます。または、ポートを追加する MGCP ゲートウェイがすでに  
見つかっている場合は、ステップ 4 に進んでください。

ステップ 2 T1 PRI または E1 PRI ポートを追加する MGCP ゲートウェイを見つけるために、適切な検索条件を       
入力します。
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ステップ 3 リストで目的のゲートウェイの名前をクリックして、選択したゲートウェイの設定情報を表示しま

す。

ステップ 4 ［ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）］ウィンドウから、設定する T1 PRI ポートまたは E1     
PRI ポートのエンドポイント ID をクリックします。

ステップ 5 T1 PRI または E1 PRI デバイス プロトコルの設定値を設定します。フィールドの詳細については、      
P.81-24 の「Digital Access PRI ポートの設定値」を参照してください。

ステップ 6 ［保存］をクリックします。

ステップ 7 ［リセット］をクリックして、ゲートウェイをリセットし、変更内容を適用します。

追加情報

P.81-82 の「関連項目」を参照してください。

MGCP ゲートウェイへの BRI ポートの追加

MGCP ゲートウェイで設定できるデバイス プロトコルとポート タイプは、取り付けられている音   
声インターフェイス カード（VIC）のタイプによって異なります。MGCP ゲートウェイに BRI ポー    
トを追加する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ［デバイス］ >［ゲートウェイ］の順に選択します。［ゲートウェイの検索と一覧表示（Find and List   
Gateway）］ウィンドウが表示されます。または、ポートを追加する MGCP ゲートウェイがすでに  
見つかっている場合は、ステップ 4 に進んでください。

ステップ 2 BRI ポートを追加する MGCP ゲートウェイを見つけるために適切な検索条件を入力します。

ステップ 3 リストで目的のゲートウェイの名前をクリックして、選択したゲートウェイの設定情報を表示しま

す。

ステップ 4 MGCP 設定ウィンドウから、設定する BRI ポートのエンドポイント ID をクリックします。

ステップ 5 BRI デバイス プロトコルの設定値を設定します。フィールドの詳細については、P.81-38 の「BRI   
ゲートウェイの設定値」を参照してください。

ステップ 6 ［保存］をクリックします。

ステップ 7 ゲートウェイをリセットして、変更内容を適用します。

追加情報

P.81-82 の「関連項目」を参照してください。
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Cisco IOS SCCP ゲートウェイの追加
Cisco IOS SCCP ゲートウェイを Cisco Unified Communications Manager に追加し、設定する手順を、        
次に示します。SCCP をサポートしている Cisco IOS ゲートウェイは、次のとおりです。

 • Cisco IOS 269x ゲートウェイ

 • Cisco IOS 3725 および 3745 ゲートウェイ
 • Cisco VG224 Gateway

始める前に

事前に Cisco Unified Communications Manager にゲートウェイを追加して、Cisco IOS SCCP ゲート        
ウェイを設定します。続いて、Cisco IOS コマンドライン インターフェイス（CLI）を使用して、そ   
のゲートウェイを設定します。ゲートウェイの設定に必要な手順とコマンドについては、ゲート

ウェイに付属の設定マニュアルを参照してください。

手順

ステップ 1 ［デバイス］ >［ゲートウェイ］の順に選択します。

［ゲートウェイの検索と一覧表示（Find and List Gateways）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ［新規追加］をクリックします。

［新規ゲートウェイを追加（Add a new Gateway）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 ［ゲートウェイタイプ（Gateway Type）］ドロップダウン リスト ボックスから、次の SCCP ゲート     
ウェイのいずれかを選択します。

 • Cisco IOS 269x ゲートウェイ

 • Cisco IOS 3725 および 3745 ゲートウェイ

ステップ 4 ［プロトコル（Protocol）］ドロップダウン リスト ボックスから、SCCP プロトコルを選択します。

Cisco IOS SCCP ゲートウェイは、ゲートウェイのモデル、および取り付けられているネットワーク   
モジュールと音声インターフェイス カード（VIC）のタイプに応じて、PSTN またはその他の IP 以    
外のデバイスとのインターフェイスを取るために、SCCP をサポートします。後続の Web ウィンド   
ウには、インターフェイスの設定が表示されます。

ステップ 5 ［次へ］をクリックします。 

この SCCP ゲートウェイ用の［ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）］ウィンドウが表示さ   
れます。

ステップ 6 プロダクト固有の設定値も含めて、適切な設定値を入力し、各スロットに取り付けられているネッ

トワーク モジュールのタイプを選択します（P.81-66 の「Cisco IOS SCCP ゲートウェイの設定値」     
を参照）。

ステップ 7 ［保存］をクリックします。

［ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）］ウィンドウが更新され、ドロップダウン リスト ボッ   
クスが表示されます。このリスト ボックスには、各ネットワーク モジュールの各サブユニットで、  
音声インターフェイス カード（VIC）のタイプを設定するためのオプションが含まれています。
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選択項目は、［ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）］ウィンドウで設定されるネットワー 
ク モジュールのタイプに応じて異なります。

ステップ 8 ドロップダウン リスト ボックスから、各サブユニットにインストールされている VIC のタイプを    
選択し、［保存］をクリックします。

ウィンドウが更新され、選択した VIC タイプ用のエンドポイント情報とポートを設定するためのリ  
ンクが追加されます。

ステップ 9 エンドポイント ID（たとえば、1/0/0）をクリックして、デバイス プロトコル情報を設定し、取り  
付けられている VIC のタイプ用のポートを追加し、SCCP ゲートウェイに FXS/BRI ポートを追加し     
ます。アナログ電話機の設定の詳細については、P.82-1 の「Cisco Unified IP Phone の設定」および     
P.82-7 の「電話機の設定値」を参照してください。

ステップ 10 ゲートウェイをリセットして、変更内容を適用します。

ステップ 11 必要に応じて、エンドポイント情報とポートを引き続き設定します。

IOS 以外の MGCP ゲートウェイの追加
次の IOS 以外の Cisco MGCP ゲートウェイを Cisco Unified Communications Manager に追加する手順          
は、次のとおりです。

 • Cisco Catalyst 6000 E1 VoIP Gateway

 • Cisco Catalyst 6000 T1 VoIP Gateway

手順

ステップ 1 ［デバイス］ >［ゲートウェイ］の順に選択して、［ゲートウェイの検索と一覧表示（Find and List   
Gateway）］ウィンドウを表示します。

ステップ 2 ［新規追加］ボタンをクリックします。 

［新規ゲートウェイを追加（Add a new Gateway）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 ［ゲートウェイタイプ（Gateway Type）］ドロップダウン リスト ボックスから、次のデジタル ゲー    
トウェイのいずれかを選択し、［次へ］をクリックします。

 • Cisco Catalyst 6000 E1 VoIP Gateway

 • Cisco Catalyst 6000 T1 VoIP Gateway

ステップ 4 ドロップダウン リスト ボックスから、選択したゲートウェイ上で設定するインターフェイスのタ  
イプに適したデバイス プロトコルを選択します。選択可能な項目は、ゲートウェイのモデルに応じ 
て異なります。

 • Cisco Catalyst 6000 T1 VoIP Gateway：［Digital Access PRI］または［Digital Access T1］を選択します。

 • Cisco Catalyst 6000 E1 VoIP Gateway：Digital Access PRI デバイス プロトコルが自動的に選択さ         
れ、［ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）］ウィンドウが表示されます。ステップ 6 に   
進みます。
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ステップ 5 ［次へ］をクリックします。

［ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 6 Digital Access PRI インターフェイスを設定するか、Digital Access T1 インターフェイスを設定する      
かに応じて、適切な設定値を入力します（次の各項を参照）。

 • Digital Access PRI ポートの設定値（P.81-24）

 • デジタル アクセス T1 の設定値（P.81-46）

ステップ 7 ［保存］をクリックします。

ステップ 8 Catalyst 6000 T1 VoIP Gateway で Digital Access T1 インターフェイスを設定する場合は、ウィンドウ         
の左側に表示される［ポート（Ports）］ペインで、［新規ポートを追加］リンクをクリックして、ポー
トを設定します。 

P.81-8 の「MGCP ゲートウェイへの Digital Access T1 ポートの追加」を参照してください。

ステップ 9 ［リセット］をクリックして、ゲートウェイをリセットし、変更内容を適用します。

追加情報

P.81-82 の「関連項目」を参照してください。

Cisco IOS H.323 ゲートウェイの追加
Cisco IOS H.323 ゲートウェイを Cisco Unified Communications Manager に追加する手順は、次のとお        
りです。

始める前に

Cisco IOS H.323 ゲートウェイを Cisco Unified Communications Manager と共に使用するように設定す        
るには、事前に Cisco IOS コマンド ライン インターフェイス（CLI）を使用して、そのゲートウェ     
イを設定しておく必要があります。MGCP ゲートウェイと比較すると、H.323 ゲートウェイの方が、  
ゲートウェイでの設定が多くなります。これは、H.323 ゲートウェイが、ダイヤル プランとルート  
パターンを保持する必要があるためです。ゲートウェイの設定に必要な手順とコマンドについて

は、ゲートウェイに付属の設定マニュアルを参照してください。

手順

ステップ 1 ［デバイス］ >［ゲートウェイ］の順に選択して、［ゲートウェイの検索と一覧表示（Find and List   
Gateway）］ウィンドウを表示します。

ステップ 2 ［新規追加］ボタンをクリックします。 

［新規ゲートウェイを追加（Add a new Gateway）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 ［ゲートウェイタイプ（Gateway Type）］ドロップダウン リスト ボックスから、［H.323 Gateway］を    
選択します。
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ステップ 4 ［次へ］をクリックします。

ステップ 5 適切な設定値を入力します（P.81-51 の「H.323 ゲートウェイの設定値」 を参照）。

ステップ 6 ［保存］をクリックします。

ステップ 7 ［リセット］をクリックして、ゲートウェイをリセットし、変更内容を適用します。

追加情報

P.81-82 の「関連項目」を参照してください。

Analog Access ゲートウェイとポートの追加
次の非 Cisco Analog Access ゲートウェイを追加し、ポートを設定する手順は、次のとおりです。

 • Cisco Catalyst 6000 24 Port FXS Gateway

手順

ステップ 1 ［デバイス］ >［ゲートウェイ］の順に選択して、［ゲートウェイの検索と一覧表示（Find and List   
Gateway）］ウィンドウを表示します。

ステップ 2 ［新規追加］ボタンをクリックします。 

［新規ゲートウェイを追加（Add a new Gateway）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 ［ゲートウェイタイプ（Gateway Type）］ドロップダウン リスト ボックスから、サポートされている   
アナログ ゲートウェイを選択します。

 • Cisco Catalyst 6000 24 Port FXS Gateway

ステップ 4 ［次へ］をクリックします。

［ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 適切な設定値を入力します（P.81-61 の「Analog Access ゲートウェイの設定値」を参照）。

ステップ 6 ［保存］をクリックします。

ステップ 7 このゲートウェイにポートを追加するには、ウィンドウの左側に表示される［ポート（Ports）］ペ
インで、［新規ポートを追加］リンクをクリックします。

［ポート設定（Port Configuration）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 8 ドロップダウン リスト ボックスから、ポート タイプとして［POTS］を選択し、［次へ］をクリッ   
クします。

ステップ 9 適切なポートの設定値を入力します（P.81-69 の「POTS ポートの設定値」を参照）。



第 81章      ゲートウェイの設定      
Cisco Unified Communications Manager へのゲートウェイの追加

81-14
Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド

OL-12525-01-J

ステップ 10［保存］をクリックします。

POTS ポートを追加した場合、ウィンドウの内容が更新され、ウィンドウの左側に、その POTS ポー   
トが表示されます。新しいポートの右側に、［DNを追加］リンクが表示されます。

ステップ 11［DNを追加］をクリックして、POTS ポートに電話番号を追加します。 

電話番号の追加と設定については、P.57-3 の「電話番号の設定」および P.57-8 の「電話番号の設定  
値」を参照してください。

ステップ 12 POTS ポートの追加と POTS ポートの電話番号の設定が完了したら、［ゲートウェイの設定（Gateway   
Configuration）］ウィンドウに戻ります。［関連リンク］ドロップダウン リスト ボックスで、［デバ  
イスの設定］を選択し、［移動］をクリックします。

ステップ 13［リセット］をクリックして、変更内容を適用します。

追加情報

P.81-82 の「関連項目」を参照してください。

Cisco VG248 Analog Phone Gateway の追加
Cisco VG248 Analog Phone Gateway は、ラック取り付け型のスタンドアロン 48-FXS ポート製品で       
す。このゲートウェイを使用すると、複数の構内アナログ電話機、FAX マシン、モデム、ボイス 
メッセージ システムやスピーカフォンを、1 つの Cisco Unified Communications Manager クラスタに       
登録することができます。

Cisco VG248 は、機能の拡張に備え、Skinny Client Control Protocol を使用して Cisco Unified 
Communications Manager に接続されます。

Cisco Unified Communications Manager は、Cisco VG248 を「Cisco VG248 Gateway」と呼ばれるゲー        
トウェイ デバイスとして認識します。さらに、48 個のポートを、それぞれ「Cisco VGC Phone」と    
呼ばれる Cisco Unified IP Phone に似た個別デバイスとして扱います。

Cisco VG248 Gateway を追加して、このゲートウェイにポートを追加および設定する手順は、次の   
とおりです。

手順

ステップ 1 ［デバイス］ >［ゲートウェイ］の順に選択して、［ゲートウェイの検索と一覧表示（Find and List   
Gateway）］ウィンドウを表示します。

ステップ 2 ［新規追加］ボタンをクリックします。 

［新規ゲートウェイを追加（Add a new Gateway）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 ［ゲートウェイタイプ（Gateway Type）］ドロップダウン リスト ボックスから、［Cisco VG248 
Gateway］を選択します。
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ステップ 4 ［次へ］をクリックします。

［ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 適切な設定値を入力します（P.81-65 の「Cisco VG248 Gateway の設定値」を参照）。

ステップ 6 ［設定済のスロット、VIC およびエンドポイント（Configured Slots, VICs and Endpoints）］ドロップ     
ダウン リスト ボックスから、［48_PORTS］を選択します。

ステップ 7 ［保存］をクリックします。

［設定済のスロット、VIC およびエンドポイント（Configured Slots, VICs and Endpoints）］領域に、     
ポート 0 ～ 48 が表示されます。

ステップ 8 1 つのポートをクリックします。

［電話の設定（Phone Configuration）］ウィンドウに、Cisco VGCPhone として電話機のモデルがリス   
ト表示されます。［ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）］ウィンドウから、MAC アドレス  
が自動的に見えるようになります。

ステップ 9 適切な設定値を入力します（P.82-7 の「電話機の設定値」を参照）。

ステップ 10［保存］をクリックします。

ステップ 11 ポートの電話番号を設定するには、ウィンドウの左側の［割り当て情報（Association Information）］ 
領域に表示される［新規 DNを追加］リンクをクリックします。

［電話番号の設定（Directory Number Configuration）］ウィンドウが表示されます。電話番号の追加と  
設定については、P.57-3 の「電話番号の設定」を参照してください。

ステップ 12 ゲートウェイの別のポートを設定するには、［関連リンク］ドロップダウン リスト ボックスから  
［ゲートウェイに戻る］リンクを選択し、［移動］をクリックします。

［ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）］ウィンドウが表示されます。別のポートについて 
電話機の設定値と電話番号を設定するには、ステップ 8 ～ 11 を繰り返します。

ポート 1 を設定する場合は、［ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）］ウィンドウに［ポー   
ト 1 などの新しいポートをすべて作成］ボタンが表示されます。このボタンを使用すると、ポート 
1 と同じパラメータおよび設定値で、ポート 2 ～ 48 を設定できます（ポート 2 ～ 48 が設定済みか         
どうかは関係ありません）。

ステップ 13［リセット］をクリックして、変更内容を適用します。

追加情報

P.81-82 の「関連項目」を参照してください。
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ゲートウェイの設定値
すべてのゲートウェイ設定フィールドの詳細な説明は、次のトピックを参照してください。

 • MGCP ゲートウェイの設定値（P.81-16）
 • FXS/FXO ポートの設定値（P.81-18）
 • Digital Access PRI ポートの設定値（P.81-24）
 • BRI ゲートウェイの設定値（P.81-38）
 • デジタル アクセス T1 の設定値（P.81-46）
 • H.323 ゲートウェイの設定値（P.81-51）
 • Analog Access ゲートウェイの設定値（P.81-61）
 • Cisco VG248 Gateway の設定値（P.81-65）
 • Cisco IOS SCCP ゲートウェイの設定値（P.81-66）

ポートの設定値の詳細については、P.81-69 の「ポートの設定値」を参照してください。

MGCP ゲートウェイの設定値
表 81-2 では、MGCP ゲートウェイの設定値について詳しく説明します。

表 81-2 MGCP ゲートウェイの設定値 

フィールド 説明

［ゲートウェイの詳細（Gateway Details）］

［ドメイン名（Domain Name）］ CiscoMGCP ゲートウェイを識別する名前を 50 文字以内で入力   
します。

Domain Name Service（DNS）ホスト名が正しく解決されるよう  
に設定されている場合は、DNS ホスト名を使用します。それ以 
外の場合は、CiscoMGCP ゲートウェイ上で指定されているとお 
りのホスト名を使用します。

IOS ゲートウェイ上で設定されているとおりのホスト名を使用 
する場合は、ここで入力する名前が、そのホスト名と正確に一

致する必要があります。

たとえば、ホスト名が vg200-1 に解決されるようにゲートウェ  
イ上で設定され、IP ドメイン名が未設定の場合は、このフィー 
ルドにはホスト名を入力します（この場合、vg200-1）。

ゲートウェイ上でホスト名が vg200-1 として設定され、IP ドメ   
イン名が cisco.com として設定されている場合、このフィールド  
には vg200-1.cisco.com と入力します。

［説明］ デバイスの目的を明確にした説明を入力します。

［Cisco Unified Communications 
Managerグループ（Cisco 
Unified Communications Manager 
Group）］

ドロップダウン リスト ボックスで、Cisco Unified 
Communications Manager 冗長グループを選択します。 

Cisco Unified Communications Manager 冗長グループには、最大 3 つ      
の Cisco Unified Communications Manager を優先順に並べたリストが     
含まれています。リスト内の最初の Cisco Unified Communications   
Manager は、プライマリ Cisco Unified Communications Manager にな      
ります。プライマリ Cisco Unified Communications Manager が使用で     
きないか、障害が起きた場合、ゲートウェイは、リスト内の次の

Cisco Unified Communications Manager に接続しようとします。
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［設定済のスロット、VIC およびエンドポイント（Configured Slots, VICs and Endpoints）］

（注） 一部の VIC で、開始ポート番号を指定する必要があります。たとえば、Subunit 0 の VIC     
に 0 から始まるポートが 2 つ（0 と 1）ある場合、Subunit 1 の VIC には 1 より大きい番号            
から始まるポートが 2 つ（2 と 3、または 4 と 5）存在する必要があります。

（注） MGCP ゲートウェイのモデルごとに、正しいスロット数が表示されます（VG200 ゲート  
ウェイには、1 つのスロットしかありません）。

（注） モジュールのポートの設定を開始するには、最初にモジュールを選択してから、［保存］
をクリックしてください。

［Module in Slot 0］ 
［Module in Slot 1］ 
［Module in Slot 2］ 
［Module in Slot 3］

（以下、同様）

選択した MGCP ゲートウェイで使用可能なスロットそれぞれに  
対して、取り付けられているモジュールのタイプを選択します。

たとえば、次のとおりです。

 • ［NM-1V］：Subunit 0 に、FXS または FXO 用の音声インター     
フェイス カード（VIC）を 1 つ装備。NM-1V モジュールと    
VIC-2BRI-S/T-TE カードを併用すると、2 番目の BRI ポート    
がシャットダウンされるため、2 つのコールを行うことがで 
きます。

 • ［NM-2V］：FXS または FXO 用の VIC を、Subunit 0 と Subunit        
1 に 1 つずつ、合計 2 つ装備。NM-2V モジュールと      
VIC-2BRI-S/T-TE カードを併用すると、4 つのコールを行う  
ことができます。別の VIC が NM-2V の 2 番目のスロット      
にある場合、VIC-2BRI-S/T-TE の 2 番目のポートがシャット   
ダウンします。

 • ［NM-HDV］：Subunit 0 に、T1-CAS、T1-PRI、または E1-PRI   
用の VIC を 1 つ装備。

 • ［NM-HDA］：VIC を、Subunit 0、Subunit 1、および Subunit    
2 に 1 つずつ、合計 3 つ装備。

 • ［VWIC-SLOT］：次のいずれかのモジュール用のスロットを
装備。VIC（FXS、FXO、または BRI）、T1-CAS、T1-PRI、 
または E1-PRI 用のスロットを 1 つ装備。

 • ［AIM-VOICE-30］：T1-CAS、T1-PRI、または E1-PRI 用の VIC   
を、Subunit 0 と Subunit 1 に 1 つずつ、合計 2 つ装備。 

 • ［WS-X6600-24FXS］：FXS ポートを 24 個装備。

 • ［WS-X6600-6T1］：T1 PRI または CAS 用のポートを 6 つ装      
備。

 • ［WS-X6600-6E1］：E1 PRI 用のポートを 6 つ装備。

 • ［WS-SVC-CMM-MS］：ヨーロッパおよびその他の国の T1 イ  
ンターフェイス用と E1 インターフェイス用に 1 つずつ、合    
計 2 つを装備。

 • ［なし］：ネットワーク モジュールの装備なし。

表 81-2 MGCP ゲートウェイの設定値（続き）

フィールド 説明
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追加情報

P.81-82 の「関連項目」を参照してください。

FXS/FXO ポートの設定値
表 81-3 では、FXS/FXO ポートの設定値について詳しく説明します。

（注） VG200 ゲートウェイの場合、すべてのスイッチ エミュレーション タイプが、ネットワーク側をサ   
ポートしているわけではありません。ゲートウェイ スイッチ タイプの設定内容によって、ネット  
ワーク側を設定できるかどうかが決まります。

［プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration）］

（ゲートウェイ メーカーによっ 
て指定される、モデル固有の設

定フィールド）

［プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration）］の下に  
あるモデル固有のフィールドは、ゲートウェイ メーカーによっ 
て指定されます。これらのフィールドは動的に設定されるため、

予告なく変更される場合があります。

フィールドの説明、およびプロダクト固有の設定項目のヘルプ

を表示するには、［プロダクト固有の設定（Product Specific 
Configuration）］見出しの右にある「?」情報アイコンをクリッ
クします。ポップアップ ダイアログボックスにヘルプが表示さ 
れます。

詳細な情報が必要な場合は、設定する個々のゲートウェイの資

料を参照するか、製造メーカーにお問い合せください。

表 81-2 MGCP ゲートウェイの設定値（続き）

フィールド 説明

表 81-3 FXS/FXO ポートの設定値 

フィールド 説明

［デバイス情報（Device Information）］

［説明（Description）］ Cisco Unified Communications Manager は、アナログ MGCP の説      
明を一意に識別する文字列を生成します。

次の例を参考にしてください。

AALN/S0/SU1/1@domain.com

このフィールドは、編集可能です。

［デバイスプール（Device Pool）］ドロップダウン リスト ボックスから、適切なデバイス プール   
を選択します。

デバイス プールは、デバイスの自動登録用の Communications  
Manager グループ、日付 /時間グループ、地域、およびコーリン 
グ サーチ スペースを含む、このデバイスのプロパティの集合を  
指定します。
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［メディアリソースグループリ

スト（Media Resource Group 
List）］

メディア リソース グループを優先順に並べたグループが表示  
されます。アプリケーションは、メディア リソース グループ リ   
ストで定義された優先順位に従って、使用可能なメディア リ 
ソースの中から、必要なメディア リソース、たとえば、保留音 
サーバを選択します。

［パケットキャプチャモード

（Packet Capture Mode）］（Cisco 
IOS MGCP ゲートウェイのみ）

このフィールドを設定するのは、Cisco IOS MGCP ゲートウェイ   
に関する暗号化されたシグナリング情報のトラブルシューティ

ングが必要な場合だけです。パケット キャプチャリングを設定 
すると、コール処理中断の原因となります。このフィールドの

詳細については、『Cisco Unified Communications Manager セキュ    
リティ ガイド』を参照してください。 

［パケットキャプチャ時間

（Packet Capture Duration）］
（Cisco IOS MGCP ゲートウェイ
のみ）

このフィールドを設定するのは、Cisco IOS MGCP ゲートウェイ   
に関する暗号化されたシグナリング情報のトラブルシューティ

ングが必要な場合だけです。パケット キャプチャリングを設定 
すると、コール処理中断の原因となります。このフィールドの

詳細については、『Cisco Unified Communications Manager セキュ    
リティ ガイド』を参照してください。 

［コーリングサーチスペース

（Calling Search Space）］
ドロップダウン リスト ボックスから、適切なコーリング サー   
チ スペースを選択します。コーリング サーチ スペースでは、収   
集された（発信）番号のルート指定方法を決定するために検索

される、ルート パーティションの集合から構成されます。

Max List Box Items エンタープライズ パラメータを使用して、こ     
のドロップダウン リスト ボックスで表示するコーリング サー   
チ スペースの数を設定できます。Max List Box Items エンタープ     
ライズ パラメータで指定した数よりも多くのコーリング サー  
チ スペースが存在する場合、ドロップダウン リスト ボックス   
の横に［検索］ボタンが表示されます。［検索］ボタンをクリッ

クして、［コーリングサーチスペースの検索と一覧表示（Find and 
List Calling Search Spaces）］ウィンドウを表示します。コーリン   
グ サーチ スペース名を検索し、選択します（P.46-2 の「コーリ   
ング サーチ スペースの検索」を参照）。

（注） リスト ボックスの最大項目を設定するには、［システ
ム］ >［エンタープライズパラメータ］の順に選択し、
［CCMAdmin Parameters］ペインで［Max List Box Items］
に値を入力します。

［AAR コーリングサーチスペー
ス（AAR Calling Search Space）］

Automated Alternate Routing（AAR; 自動代替ルーティング）の実   
行時にデバイスが使用するコーリング サーチ スペースを選択  
します。AAR コーリング サーチ スペースは、帯域幅不足によっ   
てコールがブロックされないように、収集された（発信）番号

のルーティング方法を決定するために検索されるパーティショ

ンの集合を指定します。

表 81-3 FXS/FXO ポートの設定値（続き）

フィールド 説明
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［ロケーション（Location）］ このデバイスに適切なロケーションを選択します。ロケーショ

ンは、このロケーションとの間のコールに使用可能な帯域幅の

合計を指定します。ロケーションに［None］を設定すると、そ
のロケーションの機能では、このデバイスが消費する帯域幅を

把握しません。

［AARグループ（AAR Group）］ このデバイスの自動代替ルーティング（AAR）グループを選択
します。AAR グループは、帯域幅不足のためにコールがブロッ 
クされないように、コールをルーティングするためのプレ

フィックス番号を提供します。AAR グループ設定を［なし］に 
すると、ブロックされたコールの再ルーティングは行われませ

ん。

［ネットワークロケール

（Network Locale）］
ドロップダウン リスト ボックスから、そのゲートウェイに関連  
したロケールを選択します。そのネットワーク ロケールは、特 
定ロケーションのハードウェアをサポートする一連の詳細情報

を識別します。ネットワーク ロケールには、特定の地域でデバ 
イスが使用するトーンおよび断続周期の定義が含まれていま

す。

（注） 関連するデバイスによってサポートされているインス
トール済みのネットワーク ロケールのみを選択してく 
ださい。このリストにはこの設定に使用できるネット
ワーク ロケールがすべて示されていますが、そのすべ 
てがインストールされているわけではありません。
ファームウェアでサポートされていないネットワーク
ロケールと関連付けられると、デバイスは起動できませ
ん。

［発呼側名に UTF-8を転送
（Transmit UTF-8 for Calling Party 

Name）］

このデバイスは、デバイスのデバイス プールのユーザ ロケール  
設定を使用して、Unicode を送信するかどうか、および受信した 
Unicode 情報を変換するかどうかを決定します。

送信側デバイスでは、このチェックボックスをオンにすると、

デバイスのデバイス プールのユーザ ロケール設定が着信側電  
話機のユーザ ロケールと一致する場合、デバイスは Unicode を   
送信します。ユーザ ロケール設定が一致しない場合、デバイス 
は ASCII を送信します。

着信側デバイスは、送信側デバイスのデバイス プールのユーザ 
ロケール設定に基づいて、着信 Unicode 文字を変換します。ユー  
ザ ロケール設定が着信側電話機のユーザ ロケールと一致する  
場合、電話機に文字が表示されます。

（注） トランクの両端で設定されたユーザ ロケールが同じ言 
語グループに属していない場合、電話機には不適切な文
字が表示されることがあります。

表 81-3 FXS/FXO ポートの設定値（続き）

フィールド 説明
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［MLPP情報（Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）Information）］

［MLPPドメイン（MLPP 
Domain）］

ドロップダウン リスト ボックスから、このデバイスに関連付け  
る MLPP ドメインを選択します。値を［< なし >］のままにす  
ると、このデバイスの MLPP ドメインは、このデバイスのデバ  
イス プールに設定された値から継承されます。デバイス プール  
に MLPP ドメインの設定がない場合、このデバイスの MLPP ド    
メインは、MLPP Domain Identifier エンタープライズ パラメータ    
に設定された値から継承されます。

［MLPP表示（MLPP Indication）］この設定は、一部のデバイスでは使用できません。使用可能な
場合、この設定は、優先トーンを再生できるデバイスが MLPP 
優先コールの発信時にその再生機能を使用するかどうかを指定

します。

ドロップダウン リスト ボックスにある次のオプションの中か  
ら、デバイスに割り当てる設定を選択します。

 • ［デフォルト］：このデバイスは、その［MLPP表示（MLPP
Indication）］設定をこのデバイスのデバイス プールから継承 
します。

 • ［オフ］：このデバイスは、MLPP 優先コールの表示の制御 
も処理もしません。

 • ［オン］：このデバイスは、MLPP 優先コールの表示を制御 
し処理します。

（注） ［MLPP表示（MLPP Indication）］を［オフ］または［デ 
フォルト］（デフォルトが［オフ］の場合）に設定し、
かつ［MLPPプリエンプション（MLPP Preemption）］を 
［強制］に設定するという組み合せでデバイスを設定す
ることはできません。

表 81-3 FXS/FXO ポートの設定値（続き）

フィールド 説明
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［MLPPプリエンプション
（MLPP Preemption）］

この設定は、一部のデバイスでは使用できません。使用可能な

場合、この設定は、進行中のコールを優先できるデバイスが

MLPP 優先コールの発信時にその優先機能を使用するかどうか 
を指定します。

ドロップダウン リスト ボックスにある次のオプションの中か  
ら、デバイスに割り当てる設定を選択します。

 • ［デフォルト］：このデバイスは、その［MLPP プリエンプ
ション（MLPP Preemption）］設定をこのデバイスのデバイ 
ス プールから継承します。

 • ［無効］：このデバイスは、優先順位の高いコールの完了に
必要な場合、優先順位の低いコールを優先しないようにし

ます。

 • ［強制］：このデバイスは、優先順位の高いコールの完了に
必要な場合、優先順位の低いコールを優先するようにしま

す。

（注） ［MLPP表示（MLPP Indication）］を［オフ］または［デ 
フォルト］（デフォルトが［オフ］の場合）に設定し、
かつ［MLPPプリエンプション（MLPP Preemption）］を 
［強制］に設定するという組み合せでデバイスを設定す
ることはできません。

［ポート情報（Port Information）（POTS）］

［ポートディレクション（Port 
Direction）］

このポートをコールが通過する方向を選択します。

 • ［Inbound］：着信コールのみの場合に使用します。 

 • ［Outbound］：発信コールのみの場合に使用します。 

 • ［Bothways］：着信コールと発信コールに使用します（デフォ
ルト）。

［プレフィックス DN（Prefix 
DN）］（FXS ポート）

このトランクが着信コールで受け取る数字に追加される、プレ

フィックス番号を入力します。

Cisco Unified Communications Manager  は、まず、［数値桁（Num     
Digits）］設定値に従って番号を切り捨てた後、プレフィックス
番号を追加します。

［数値桁（Num Digits）］ 
（FXS ポート）

収集する有効数字の桁数（0 ～ 32）を入力します。

Cisco Unified Communications Manager は、有効数字をコールされ    
た番号の右側（最後の桁）からカウントします。 

このフィールドは、着信コールの処理に使用されます。着信番

号の最後の桁から数えた桁数を指定します。この桁数が、PRI ス 
パンに着信するコールのルーティングに使用されます。［プレ

フィックス DN（Prefix DN）］を参照してください。

［期待文字（Expected Digits）］ 
（FXS ポート）

トランクの着信側で必要な桁数を入力します。このフィールド

はほとんど使用されないため、桁数が不明の場合は、デフォル

ト値 0 のままにしてください。

表 81-3 FXS/FXO ポートの設定値（続き）

フィールド 説明
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追加情報

P.81-82 の「関連項目」を参照してください。

［SMDI ポート番号（SMDI Port  
Number、0-4096）］

ボイス メッセージ システムに接続するアナログ アクセス ポー    
トに、このフィールドを使用します。 

［SMDI ポート番号（SMDI Port Number、0-4096）］は、アナログ   
アクセス ポートが接続される先のボイス メッセージ システム   
上にある、実際のポート番号と同じ番号を設定してください。

（注） ボイス メッセージ システムが正しく動作するために、  
通常、ボイスメールの論理ポートは物理ポートと一致し
ている必要があります。

［不在ポート（Unattended Port）］ このデバイス上の不在ポートを示すには、このチェックボック
スをオンにします。

［プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration）］

（ゲートウェイ メーカーによっ 
て指定される、モデル固有の設

定フィールド）

［プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration）］の下に  
あるモデル固有のフィールドは、ゲートウェイ メーカーによっ 
て指定されます。これらのフィールドは動的に設定されるため、

予告なく変更される場合があります。

フィールドの説明、およびプロダクト固有の設定項目のヘルプ

を表示するには、［プロダクト固有の設定（Product Specific 
Configuration）］見出しの右にある「?」情報アイコンをクリッ
クします。ポップアップ ダイアログボックスにヘルプが表示さ 
れます。

詳細な情報が必要な場合は、設定する個々のゲートウェイの資

料を参照するか、製造メーカーにお問い合せください。

表 81-3 FXS/FXO ポートの設定値（続き）

フィールド 説明
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Digital Access PRI ポートの設定値
表 81-4では、Digital Access PRI ポートの設定値について詳しく説明します。

（注） 使用しているゲートウェイが QSIG プロトコルをサポートしているかどうかを確認するに  
は、ゲートウェイの製品マニュアルを参照してください。Cisco Unified Communications  
Manager の QSIG サポートについては、『Cisco Unified Communications Manager システム ガ        
イド』の「Q.Signaling（QSIG）」を参照してください。

表 81-4 Digital Access PRI ポートの設定値 

フィールド 説明

［デバイス情報（Device Information）］

［エンドポイント名（End-Point
Name）］

MGCP ゲートウェイの場合、この表示専用フィールドには、 
Cisco Unified Communications Manager が生成した、MGCP エン     
ドポイントを一意に識別する文字列が入っています。 

次の例を参考にしてください。

S1/DS1-0@VG200-2

S1 はスロット 1 を示し、DS1-0 はデジタル インターフェイスを     
示し、@VG200-2 は MGCP ドメイン名を示します。

［MACアドレス（MAC Address）］ゲートウェイの MAC アドレスを入力します。MAC アドレスは、   
ハードウェア デバイスを一意に識別します。

12 桁の 16 進文字の値を入力する必要があります。

［説明（Description）］ デバイスの目的を明確にした説明を入力します。

［デバイスプール（Device Pool）］ドロップダウン リスト ボックスから、適切なデバイス プール   
を選択します。

デバイス プールは、デバイスの自動登録用の Communications  
Manager グループ、日付 /時間グループ、地域、およびコーリン 
グ サーチ スペースを含む、このデバイスのプロパティの集合を  
指定します。

［共通デバイス設定］ ドロップダウン リスト ボックスから、このゲートウェイで使用  
する共通デバイスの設定を選択します。共通デバイスの設定で

は、ソフトキー テンプレート、MOH、および MLPP の設定を決   
定します。

［コールの分類（Call 
Classification）］

このパラメータは、このゲートウェイを使用している着信コー

ルがネットワーク上にない（［オフネット］）と見なされるか、

ある（［オンネット］）と見なされるかを示します。

［コールの分類（Call Classification）］フィールドが［システムデ 
フォルトの使用］に設定されている場合、 

Cisco Unified Communications Manager サービス パラメータ Call      
Classification の設定値により、ゲートウェイが［オンネット］ 
か、または［オフネット］かが決定します。

このフィールドは、コールが［オンネット］または［オフネッ

ト］の場合、それぞれの警告トーンを提供します。
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［ネットワークロケール

（Network Locale）］
ドロップダウン リスト ボックスから、そのゲートウェイに関連  
したロケールを選択します。そのネットワーク ロケールは、特 
定ロケーションのハードウェアをサポートする一連の詳細情報

を識別します。ネットワーク ロケールには、特定の地域でデバ 
イスが使用するトーンおよび断続周期の定義が含まれていま

す。

（注） 関連するデバイスによってサポートされているインス
トール済みのネットワーク ロケールのみを選択してく 
ださい。このリストにはこの設定に使用できるネット
ワーク ロケールがすべて示されていますが、そのすべ 
てがインストールされているわけではありません。
ファームウェアでサポートされていないネットワーク
ロケールと関連付けられると、デバイスは起動できませ
ん。

［パケットキャプチャモード

（Packet Capture Mode）］（Cisco  
IOS MGCP ゲートウェイのみ）

このフィールドを設定するのは、Cisco IOS MGCP ゲートウェイ   
に関する暗号化されたシグナリング情報のトラブルシューティ

ングが必要な場合だけです。パケット キャプチャリングを設定 
すると、コール処理中断の原因となります。このフィールドの

詳細については、『Cisco Unified Communications Manager セキュ    
リティ ガイド』を参照してください。 

［パケットキャプチャ時間

（Packet Capture Duration）］（Cisco  
IOS MGCP ゲートウェイのみ）

このフィールドを設定するのは、Cisco IOS MGCP ゲートウェイ   
に関する暗号化されたシグナリング情報のトラブルシューティ

ングが必要な場合だけです。パケット キャプチャリングを設定 
すると、コール処理中断の原因となります。このフィールドの

詳細については、『Cisco Unified Communications Manager セキュ    
リティ ガイド』を参照してください。 

［メディアリソースグループリ

スト（Media Resource Group 
List）］

メディア リソース グループを優先順に並べたグループが表示  
されます。アプリケーションは、メディア リソース リストで定  
義された優先順位に従って、使用可能なメディア リソースから、 
必要なメディア リソース、たとえば、保留音サーバを選択しま 
す。

［ロケーション（Location）］ このデバイスに適切なロケーションを選択します。ロケーショ

ンは、このロケーションとの間のコールに使用可能な帯域幅の

合計を指定します。ロケーションを［None］に設定すると、そ
のロケーションの機能では、このデバイスが消費する帯域幅を

把握しません。

［AARグループ（AAR Group）］ このデバイスの自動代替ルーティング（AAR）グループを選択
します。AAR グループは、帯域幅不足のためにコールがブロッ 
クされないように、コールをルーティングするためのプレ

フィックス番号を提供します。AAR グループ設定を［なし］に 
すると、ブロックされたコールの再ルーティングは行われませ

ん。

［ロード情報（Load Information）］ゲートウェイに適切なファームウェア ロード情報を入力しま 
す。

このフィールドに入力される値は、このゲートウェイ タイプの 
デフォルト ファームウェア ロードを上書きします。

表 81-4 Digital Access PRI ポートの設定値（続き）

フィールド 説明
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［発呼側名に UTF-8を転送
（Transmit UTF-8 for Calling Party 

Name）］

このデバイスは、デバイスに対するデバイス プールのユーザ ロ  
ケール設定を使用して、Unicode を送信するかどうか、および受 
信した Unicode 情報を変換するかどうかを決定します。

送信側デバイスでは、このチェックボックスをオンにすると、

デバイスに対するデバイス プールのユーザ ロケール設定が着  
信側電話機のユーザ ロケールと一致する場合、デバイスは 
Unicode を送信します。ユーザ ロケール設定が一致しない場合、  
デバイスは ASCII を送信します。

受信側デバイスは、着信 Unicode 文字を、送信側デバイスが属  
するデバイス プールのユーザ ロケール設定に基づいて変換し  
ます。ユーザ ロケール設定が終端側の電話機のユーザ ロケール  
に一致した場合、電話機には文字が表示されます。

（注） トランクの両端で設定されたユーザ ロケールが同じ言 
語グループに属していない場合、電話機には不適切な文
字が表示されることがあります。

［V150（subset）］ v150（subset）モデムのリレー サポートをゲートウェイで使用可 
能にするには、このボックスをオンにします。この機能は現在、

ISDN-STE へのエンドツーエンドのセキュアなコールをサポー 
トするために、IP-STE が使用します（T1 PRI および T1 CAS の      
み）。

デフォルト値は、オフです。

［MLPP情報（Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）Information）］

［MLPPドメイン（MLPP 
Domain）］

ドロップダウン リスト ボックスから、このデバイスに関連付け  
る MLPP ドメインを選択します。値を［< なし >］のままにす  
ると、このデバイスの MLPP ドメインは、このデバイスのデバ  
イス プールに設定された値から継承されます。デバイス プール  
に MLPP ドメインの設定がない場合、このデバイスの MLPP ド    
メインは、MLPP Domain Identifier エンタープライズ パラメータ    
に設定された値から継承されます。

表 81-4 Digital Access PRI ポートの設定値（続き）

フィールド 説明
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［MLPP表示（MLPP Indication）］この設定は、一部のデバイスでは使用できません。使用可能な
場合、この設定は、優先トーンを再生できるデバイスが MLPP 
優先コールの発信時にその再生機能を使用するかどうかを指定

します。

ドロップダウン リスト ボックスにある次のオプションの中か  
ら、デバイスに割り当てる設定を選択します。

 • ［デフォルト］：このデバイスは、その［MLPP表示（MLPP
Indication）］設定をこのデバイスのデバイス プールから継承 
します。

 • ［オフ］：このデバイスは、MLPP 優先コールの表示の制御 
も処理もしません。

 • ［オン］：このデバイスは、MLPP 優先コールの表示を制御 
し処理します。

（注） ［MLPP表示（MLPP Indication）］を［オフ］または［デ 
フォルト］（デフォルトが［オフ］の場合）に設定し、
かつ［MLPPプリエンプション（MLPP Preemption）］を 
［強制］に設定するという組み合せでデバイスを設定す
ることはできません。

［MLPPプリエンプション
（MLPP Preemption）］

この設定は、一部のデバイスでは使用できません。使用可能な

場合、この設定は、進行中のコールを優先できるデバイスが

MLPP 優先コールの発信時にその優先機能を使用するかどうか 
を指定します。

ドロップダウン リスト ボックスにある次のオプションの中か  
ら、デバイスに割り当てる設定を選択します。

 • ［デフォルト］：このデバイスは、その［MLPP プリエンプ
ション（MLPP Preemption）］設定をこのデバイスのデバイ 
ス プールから継承します。

 • ［無効］：このデバイスは、優先順位の高いコールの完了に
必要な場合、優先順位の低いコールを優先しないようにし

ます。

 • ［強制］：このデバイスは、優先順位の高いコールの完了に
必要な場合、優先順位の低いコールを優先するようにしま

す。

（注） ［MLPP表示（MLPP Indication）］を［オフ］または［デ 
フォルト］（デフォルトが［オフ］の場合）に設定し、
かつ［MLPPプリエンプション（MLPP Preemption）］を 
［強制］に設定するという組み合せでデバイスを設定す
ることはできません。

表 81-4 Digital Access PRI ポートの設定値（続き）

フィールド 説明
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［インターフェイス情報（Interface Information）］

［PRI プロトコルタイプ（PRI 
Protocol Type）］

スパン用の通信プロトコルを選択します。 

T1 PRI スパンには、通信事業者またはスイッチに応じて、複数  
のオプションがあります。

 • ［PRI 4ESS］：AT&T 長距離電話会社。

 • ［PRI 5E8］：NI-1 モードまたはカスタム モードで動作する   
AT&T ファミリ 5ESS ISDN スイッチ。

 • ［PRI 5E8 Custom］：Cisco Unified IP Phone

 • ［PRI 5E9］：AT&T ファミリー ローカル交換スイッチまたは   
通信事業者。

 • ［PRI DMS］：MCI ファミリー ローカル交換スイッチまたは   
通信事業者、カナダ ローカル交換通信事業者。

 • ［PRI ETSI SC］：T1 のヨーロッパ ローカル交換通信事業者。    
また、日本、台湾、韓国、香港のローカル交換。

 • ［PRI NI2］：AT&T ファミリー ローカル交換スイッチまたは   
通信事業者。

（注） ［PRI NI2］の PRI プロトコル タイプを指定する場合は、    
次のコマンドで Cisco IOS ゲートウェイを設定してくだ   
さい。 
isdn switch-type primary-ni

 • ［PRI NTT］：日本の NTT 交換スイッチ。

 • ［PRI ISO QSIG T1］：ISO QSIG を使用する PBX T1 専用トラ        
ンク。

 • ［PRI ISO QSIG E1］：ISO QSIG を使用する PBX E1 専用トラ        
ンク。

接続先のスイッチおよび推奨プロトコルを、次のように判別し

てください。

 • Nortel Meridian：DMS、5E8 Custom

 • Lucent Definity：4ESS または 5E8

 • Madge(Teleos)box：5E8 Teleos

 • Intecom PBX：5E8 Intecom

［プロトコル側（Protocol Side）］ 適切な Protocol Side を選択します。この設定値は、ゲートウェ   
イが Central Office/Network デバイスに接続されるか、User デバ    
イスに接続されるかを指定します。

PRI 接続の両側で、反対の設定値を使用していることを確認し 
てください。たとえば、PBX に接続されているときに、その 
PBX が［プロトコル側］として［User］を使用する場合は、こ 
のデバイスには［Network］を選択してください。一般に、セン
トラル オフィス接続では、このオプションに［User］を使用し 
ます。

表 81-4 Digital Access PRI ポートの設定値（続き）
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［チャネル選択順序（Channel
Selection Order）］

チャネルまたはポートが使用可能になる順序、つまり、最初の

ポート（最小番号のポート）から最後のポート（最大番号のポー

ト）への順序か、最後のポートから最初のポートへの順序かを

選択します。

有効な入力値には、［TOP_DOWN］（最初から最後）または
［BOTTOM_UP］（最後から最初）があります。どちらのポート
順序を使用すべきか不明な場合は、［TOP_DOWN］を選択して
ください。

［チャネル IE タイプ（Channel IE  
Type）］

次の値のいずれかを選択して、チャネル選択がチャネル マップ 
として提示されるか、スロット マップとして提示されるかを指 
定します。

 • ［タイムスロット番号］：B チャネルの使用は、常に実際の 
タイムスロット マップ形式（E1 の場合は 1-15 および 17-31     
など）。

 • ［スロットマップ］：B チャネルの使用は、常にスロット マッ  
プ形式。

 • ［1Bの場合に番号を使用］：チャネルの使用は、1 つの B チャ   
ネルの場合はチャネル マップ形式で、複数の B チャネルが   
存在する場合はスロット マップ形式。

 • ［連続番号］：E1 論理チャネル番号として、連続しない実際 
のタイムスロット番号（1-15 および 17-31）ではなく、連続  
するスロット番号（1-30）を設定します。

［PCM タイプ（PCM Type）］ デジタル エンコーディング形式を指定します。次のいずれかの 
オプションを選択します。

 • ［a-law］：ヨーロッパおよびその他の国で使用（北米、香港、
台湾、日本以外）。

 • ［mu-law］：北米、香港、台湾、および日本で使用。

［最初のリスタートの遅延

（Delay for first restart、1/8 秒単
位）］

スパンがインサービスになる速度を入力します。システム上で

複数の PRI スパンが使用可能であるときに、［PRI 初期化でリス   
タートを制限（Inhibit restarts at PRI initialization）］チェックボッ    
クスがオンになっていない場合、この遅延が発生します。たと

えば、最初の 5 個のカードを 0 に設定し、次の 5 個のカードを      
16 に設定します（カードをイン サービスにするには、2 秒待っ   
てください）。

［リスタート間遅延（Delay 
between restarts、1/8 秒単位）］

再起動間の時間を入力します。［PRI 初期化でリスタートを制限 
（Inhibit restarts at PRI initialization）］チェックボックスがオフに    
なっている場合、PRI RESTART が送信されるときに、この遅延  
が発生します。

表 81-4 Digital Access PRI ポートの設定値（続き）
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［PRI 初期化でリスタートを制
限（Inhibit restarts at PRI 
initialization）］

RESTART メッセージまたは SERVICE メッセージは、PRI スパ    
ン上のポートの状況を確認します。RESTART メッセージも 
SERVICE メッセージも送信されない場合、Cisco Unified  
Communications Manager は、ポートがイン サービスであると見   
なします。

このチェックボックスがオフになっている場合、D チャネルは、 
別の PRI の D チャネルと正常に接続されると、RESTART メッ     
セージまたは SERVICE メッセージを送信します。 

［ステータスポーリングを有効

化（Enable status poll）］
このチェックボックスをオンにすると、 

Cisco Unified Communications Manager の拡張サービス パラメー     
タ（Change B-Channel Maintenance Status）を使用可能にできま   
す。このサービス パラメータによって、MGCP T1/E1 PRI ゲー    
トウェイのサービスから、リアル タイムで個々の B チャネルを   
使用することができます。

このチェックボックスをオフにすると、サービス パラメータ 
「Change B-Channel Maintenance Status」を使用不可にできます。

（注） デフォルトでは、このフィールドはオフです。

［不在ポート（Unattended Port）］ このデバイス上の不在ポートを示すには、このチェックボック
スをオンにします。

［コールルーティング情報 - インバウンドコール（Call Routing Information - Inbound Calls）］

［有意な数字（Significant Digits）］収集する有効数字の桁数を選択します（0 ～ 32 または［すべ   
て］）。Cisco Unified Communications Manager は、コールされた番    
号の右側（最後の桁）から有効数字をカウントします。［すべ

て］を選択した場合、Cisco Unified Communications Manager は着    
信番号を切り捨てません。

EXAMPLE
Digits received are 123456.
Significant digits setting is 4.
Digits translated are 3456.

このフィールドは、着信コールの処理に使用されます。着信番

号の最後の桁から数えた桁数を指定します。この桁数が、PRI ス 
パンに着信するコールのルーティングに使用されます。［プレ

フィックス DN（Prefix DN）］を参照してください。

表 81-4 Digital Access PRI ポートの設定値（続き）
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［コーリングサーチスペース

（Calling Search Space）］
ドロップダウン リスト ボックスから、適切なコーリング サー   
チ スペースを選択します。コーリング サーチ スペースでは、収   
集された（発信）番号のルート指定方法を決定するために検索

される、ルート パーティションの集合を指定します。

Max List Box Items エンタープライズ パラメータを使用して、こ     
のドロップダウン リスト ボックスで表示するコーリング サー   
チ スペースの数を設定できます。Max List Box Items エンタープ     
ライズ パラメータで指定した数よりも多くのコーリング サー  
チ スペースが存在する場合、ドロップダウン リスト ボックス   
の横に［検索］ボタンが表示されます。［検索］ボタンをクリッ

クして、［コーリングサーチスペースの検索と一覧表示（Find and 
List Calling Search Spaces）］ウィンドウを表示します。コーリン   
グ サーチ スペース名を検索し、選択します（P.46-2 の「コーリ   
ング サーチ スペースの検索」を参照）。

（注） リスト ボックスの最大項目を設定するには、［システ
ム］ >［エンタープライズパラメータ］の順に選択し、
［CCMAdmin Parameters］を選択します。

［AAR コーリングサーチスペー
ス（AAR Calling Search Space）］

自動代替ルーティング（AAR）の実行時にデバイスが使用する
コーリング サーチ スペースを選択します。AAR コーリング   
サーチ スペースは、帯域幅不足によってコールがブロックされ 
ないように、収集された（発信）番号のルーティング方法を決

定するために検索されるパーティションの集合を指定します。

［プレフィックス DN（Prefix 
DN）］

このトランクが着信コールで受け取る数字に追加される、プレ

フィックス番号を入力します。

Cisco Unified Communications Manager は、まず、［数値桁（Num    
Digits）］設定値に従って番号を切り捨てた後、プレフィックス
番号を追加します。 

［コールルーティング情報 - アウトバウンドコール（Call Routing Information - Outbound Calls）］

［発呼側のプレゼンテーション

（Calling Party Presentation）］
Cisco Unified Communications Manager で、発信側の電話番号を表    
示させるか制限するかを選択します。 

発信側の回線 ID 表示を変更しない場合は、［デフォルト］を選  
択します。Cisco Unified Communications Manager が発信コールで    
「許可された発信側の回線 ID」を送信するようにする場合は、 
［許可］を選択します。Cisco Unified Communications Manager が    
発信コールで「制限された発信側の回線 ID」を送信するように 
する場合は、［非許可］を選択します。

このフィールドの詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager システム ガイド』の「発信側番号の変
換設定値」の項にある表 15-6 を参照してください。

表 81-4 Digital Access PRI ポートの設定値（続き）
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［発呼側の選択（Calling Party 
Selection）］

ゲートウェイ上のすべての発信コールは、電話番号情報を送信

できます。どの電話番号が送信されるかを選択してください。

 • ［発信元］：発信側デバイスの電話番号を送信します。

 • ［最初のリダイレクト番号］：転送デバイスの電話番号を送
信します。 

 • ［最後のリダイレクト番号］：最後にコールを転送するデバ
イスの電話番号を送信します。

 • ［最初のリダイレクト番号（外部）］：外部電話マスクが適用
されている、最初のリダイレクト側デバイスの電話番号を

送信します。

 • ［最後のリダイレクト番号（外部）］：外部電話マスクが適用
されている、最後のリダイレクト側デバイスの電話番号を

送信します。

［着信側 IE番号タイプが不明
（Called Party IE Number Type 

Unknown）］

着信側電話番号内の番号タイプの形式を選択します。 

Cisco Unified Communications Manager は、着信側電話番号（DN）    
のタイプを設定します。ダイヤル プラン（たとえば、NANP や  
ヨーロッパのダイヤル プラン）について十分な経験がある場合 
を除いて、デフォルト値を変更しないようにお勧めします。

Cisco Unified Communications Manager は、ヨーロッパの国別ダイ    
ヤル パターンを認識しないので、ヨーロッパでは、デフォルト 
値の変更が必要になる場合があります。この設定は、着信側電

話番号が国別以外の番号計画に符号化されることを期待する

PBX への接続時にも変更できます。

次のいずれかのオプションを選択します。

 • ［Cisco Unified Communications Manager］：Cisco Unified 
Communications Manager が電話番号のタイプを設定する場
合に使用します。

 • ［不明］：ダイヤリング プランが不明の場合に使用します。

 • ［国内］：使用国のダイヤリング プランの地域内でダイヤル 
する場合に使用します。

 • ［国際］：使用国のダイヤリング プラン以外の地域でダイヤ 
ルする場合に使用します。

 • ［加入者］：短縮登録者番号を使用して登録者にダイヤルし
ている場合に使用します。

表 81-4 Digital Access PRI ポートの設定値（続き）
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［発呼側 IE番号タイプが不明
（Calling Party IE Number Type 

Unknown）］

発信側電話番号の番号タイプの形式を選択します。 

Cisco Unified Communications Manager は、発信側電話番号（DN）    
のタイプを設定します。ダイヤル プラン（たとえば、NANP や  
ヨーロッパのダイヤル プラン）について十分な経験がある場合 
を除いて、デフォルト値を変更しないようにお勧めします。

Cisco Unified Communications Manager は、ヨーロッパの国別ダイ    
ヤル パターンを認識しないので、ヨーロッパでは、デフォルト 
値の変更が必要になる場合があります。この設定値は、発信側

電話番号が国別以外の番号計画に符号化されることを期待する

PBX への接続時にも変更できます。

次のいずれかのオプションを選択します。

 • ［Cisco Unified Communications Manager］：Cisco Unified 
Communications Manager が電話番号のタイプを設定する場
合に使用します。

 • ［不明］：ダイヤリング プランが不明の場合に使用します。

 • ［国内］：使用国のダイヤリング プランの地域内でダイヤル 
する場合に使用します。

 • ［国際］：使用国のダイヤリング プラン以外の地域でダイヤ 
ルする場合に使用します。

 • ［加入者］：短縮登録者番号を使用して登録者にダイヤルし
ている場合に使用します。

［着信番号計画

（Called Numbering Plan）］
着信側電話番号の番号計画の形式を選択します。 

Cisco Unified Communications Manager は、着信側 DN の番号計画      
を設定します。ダイヤル プラン（たとえば、NANP やヨーロッ  
パのダイヤル プラン）について十分な経験がある場合を除いて、 
デフォルト値を変更しないようにお勧めします。Cisco Unified 
Communications Manager は、ヨーロッパの国別ダイヤル パター   
ンを認識しないので、ヨーロッパでは、デフォルト値の変更が

必要になる場合があります。また、国別タイプ以外の番号とし

て、ルーティングを使用して PBX に接続する場合も、この設定  
値を変更できます。 

次のいずれかのオプションを選択します。

 • ［Cisco Unified Communications Manager］：Cisco Unified 
Communications Manager が、電話番号内の番号計画を設定
する場合に使用します。 

 • ［ISDN］：使用国のダイヤリング プラン以外の地域でダイヤ 
ルする場合に使用します。

 • ［国内標準］：使用国のダイヤリング プランの地域内でダイ 
ヤルする場合に使用します。

 • ［非通知］：プライベート ネットワーク内でダイヤルする場 
合に使用します。 

 • ［不明］：ダイヤリング プランが不明の場合に使用します。

表 81-4 Digital Access PRI ポートの設定値（続き）
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［発呼番号計画

（Calling Numbering Plan）］
発信側電話番号の番号計画の形式を選択します。 

Cisco Unified Communications Manager は、発信側 DN の番号計画      
を設定します。ダイヤル プラン（たとえば、NANP やヨーロッ  
パのダイヤル プラン）について十分な経験がある場合を除いて、 
デフォルト値を変更しないようにお勧めします。Cisco Unified 
Communications Manager は、ヨーロッパの国別ダイヤル パター   
ンを認識しないので、ヨーロッパでは、デフォルト値の変更が

必要になる場合があります。また、国別タイプ以外の番号とし

て、ルーティングを使用して PBX に接続する場合も、この設定  
値を変更できます。 

次のいずれかのオプションを選択します。

 • ［Cisco Unified Communications Manager］：Cisco Unified 
Communications Manager が、電話番号内の番号計画を設定
する場合に使用します。 

 • ［ISDN］：使用国のダイヤリング プラン以外の地域でダイヤ 
ルする場合に使用します。

 • ［国内標準］：使用国のダイヤリング プランの地域内でダイ 
ヤルする場合に使用します。

 • ［非通知］：プライベート ネットワーク内でダイヤルする場 
合に使用します。 

 • ［不明］：ダイヤリング プランが不明の場合に使用します。

［削除桁数（Number of digits to   
strip）］

発信コール上で除去される桁数（0 ～ 32）を選択します。

たとえば、8889725551234 がダイヤルされ、除去される桁数が 3  
である場合、Cisco Unified Communications Manager は発信番号か    
ら 888 を除去します。

［発信者 ID DN（Caller ID DN）］ 発信側の回線 ID に使用するパターン（0 ～ 24 桁）を入力します。 

たとえば、北米では次のとおりです。

 • 555XXXX = 可変の発信側の回線 ID。ここで、X は内線番号    
に相当します。この番号が指定されていない場合、CO は、 
エリア コードと共にこの番号を追加します。 

 • 5555000 = 固定の発信側の回線 ID。コールの発信元の正確   
な内線番号の代わりに、Corporate 番号を送信する場合に使 
用してください。この番号が指定されていない場合、CO は、 
エリア コードと共にこの番号を追加します。 

［SMDI 基本ポート（SMDI Base  
Port）］

T1 スパンの最初の SMDI ポート番号を入力します。

このパラメータをゼロ以外の値に設定した場合、このゲート

ウェイが不明なタイプのルート リストまたはルート グループ  
に属しているときは、このスパンを越えるハントは続行されま

せん。

表 81-4 Digital Access PRI ポートの設定値（続き）
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［PRI プロトコルタイプ固有情報（PRI Protocol Type Specific Information）］

［IE配信を表示（Display IE 
Delivery）］

発信側と接続された側のネーム デリバリ サービスに対する  
SETUP および NOTIFY メッセージ（DMS プロトコルの場合）内    
で、表示情報要素（IE）のデリバリを可能にするには、この
チェックボックスをオンにします。

［番号 IE配信のリダイレクト - 
アウトバウンド（Redirecting 
Number IE Delivery - Outbound）］

コールが転送された場合にコールの最初の転送番号と転送理由

を示すには、このチェックボックスをオンにします（Redirecting
Number IE は、Cisco Unified Communications Manager からの発信      
SETUP メッセージの UUIE 部分に含まれます）。

最初の転送番号と転送理由を除外するには、このチェックボッ

クスをオフにします。

ボイスメッセージ統合のみで Redirecting Number IE を使用しま    
す。ボイスメッセージ システムが Redirecting Number IE をサ     
ポートするように設定した場合は、チェックボックスをオンに

します。 

［番号 IE 配信のリダイレクト - 
インバウンド（Redirecting 
Number IE Delivery - Inbound）］

Cisco Unified Communications Manager に対する受信 SETUP メッ      
セージの Redirecting Number IE を受理するには、このチェック    
ボックスをオンにします（Redirecting Number IE は、SETUP メッ    
セージの UUIE 部分に含まれます）。

Redirecting Number IE を除外するには、このチェックボックスを   
オフにします。

ボイスメッセージ統合のみで Redirecting Number IE を使用しま    
す。ボイスメッセージ システムが Redirecting Number IE をサ     
ポートするように設定した場合は、チェックボックスをオンに

します。

［IE 表示での付加先行文字を送 
る（Send Extra Leading Character   
in Display IE）］

DisplayIE フィールドに特殊先行文字バイト（ASCII 以外の表示  
不能なバイト）を含める場合は、このチェックボックスをオン

にします。 

Display IE フィールドからこの文字バイトを除外する場合は、こ  
のチェックボックスをオフにします。

このチェックボックスが適用されるのは、DMS-100 プロトコル 
と DMS-250 プロトコルに限られます。

デフォルトでは、この設定値は使用不可（チェックボックスは

オフ）になっています。

表 81-4 Digital Access PRI ポートの設定値（続き）
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［非 ISDN プログレスインジ
ケータ IE を有効に設定（Setup 
non-ISDN Progress Indicator IE 
Enable）］

デフォルトでは、この設定値は使用不可（チェックボックスは

オフ）になっています。

ユーザが発信コール上でリングバック音を受信しない場合だ

け、この設定値を使用可能にします。

この設定値が有効である場合、Cisco Unified Communications  
Manager は、Progress Indicator フィールドが non-ISDN に設定さ     
れているデジタル ゲートウェイ（つまり、H.323 以外）に、Q.931  
Setup メッセージを送信します。 

このメッセージは、Cisco Unified Communications Manager ゲート    
ウェイが non-ISDN であること、および宛先デバイスがインバン  
ド リングバックを再生しなければならないことを、宛先デバイ 
スに通知します。

この問題は、通常、デジタル ゲートウェイを使用して PBX に接   
続される Cisco Unified Communications Manager に関連していま     
す。

［MCDN チャネル番号拡張ビッ
トを 0 に設定（MCDN Channel 
Number Extension Bit Set to 
Zero）］

チャネル番号拡張ビットを 0 に設定するには、チェックボック  
スをオンにします。この拡張ビットを 1 に設定するには、チェッ  
クボックスをオフにします。

この設定は、DMS-100 プロトコルだけに適用されます。

［ファシリティ IE でのコール名 
を送る（Send Calling Name In   
Facility IE）］

Facility IE フィールドにある発信側の名前を送信するには、この  
チェックボックスをオンにします。デフォルトでは、このチェッ

クボックスはオフです。

この機能は、ISDN 発信側のネーム デリバリ用に使用可能になっ  
ている PRI インターフェイスを持つプライベート ネットワーク   
に対して設定します。このチェックボックスがオンの場合、発

信側の名前は SETUP または FACILITY メッセージの Facility IE      
に送られるため、名前を着信側のデバイス上に表示できます。

この機能を設定できるのは、プライベート ネットワーク内の 
PRI トランクだけです。PSTN に接続された PRI トランクには、    
この機能を設定しないでください。

（注） このフィールドが適用されるのは、NI2 プロトコルに限 
られます。 

［インターフェイス識別子あり

（Interface Identifier Present）］
Interface Identifier が存在することを指定するには、このチェッ  
クボックスをオンにします。デフォルトでは、このチェックボッ

クスはオフです。

この設定値は、SETUP、CALL PROCEEDING、ALERTING、お 
よび CONNECT メッセージの Channel Identification 情報要素内     
で、デジタル アクセス ゲートウェイ用の DMS-100 プロトコル    
だけに適用されます。

表 81-4 Digital Access PRI ポートの設定値（続き）

フィールド 説明
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［インターフェイス識別子の値

（Interface Identifier Value）］
PBX プロバイダーから入手した値を入力します。

このフィールドが適用されるのは、DMS-100 プロトコルに限ら 
れます。有効値の範囲は 0 ～ 255 です。

［接続回線 ID プレゼンテーショ
ン（Connected Line ID 
Presentation、QSIG インバウン
ドコール）］

Cisco Unified Communications Manager で、接続された側の電話番    
号を着信側の電話機に表示させるか、ブロックさせるかを選択

します。

このフィールドは、QSIG プロトコルを使用しているゲートウェ 
イのみに適用されます。ゲートウェイは、この設定を着信コー

ルのみに適用します。

接続側の回線 ID 表示を変更しない場合は、［デフォルト］を選  
択します。Cisco Unified Communications Manager が「許可された    
接続側の回線 ID」を送信して、接続された側の番号を発信側に 
表示できるようにする場合は、［許可］を選択します。Cisco
Unified Communications Manager が「制限された接続側の回線   
ID」を送信して、接続された側の番号を発信側に表示されるの
をブロックする場合は、［非許可］を選択します。

このフィールドの詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager システム ガイド』の「接続先情報の表
示設定と制限設定」の項にある表 15-9 を参照してください。

［UUIE の設定（UUIE Configuration）］

［UUIE を介した優先レベルの通
知（Passing Precedence Level 
Through UUIE）］

MLPP 情報が PRI 4ESS UUIE フィールドを通過できるようにす     
るには、このチェックボックスをオンにします。このボックス

は、DRSN スイッチとの相互作用に使用されます。

PRI 4ESS の［PRI プロトコルタイプ（PRI Protocol Type）］値が     
このゲートウェイに指定されている場合に限り、システムに

よってこのチェックボックスが使用可能になります。

デフォルト値は、オフです。

［セキュリティアクセスレベル

（Security Access Level）］
セキュリティ アクセス レベルの値を入力します。有効値は 00   
～ 99 です。［UUIE を介した優先レベルの通知（Passing   
Precedence Level Through UUIE）］チェックボックスがオンの場   
合に限り、このフィールドを使用できます。デフォルト値は 2 
です。

表 81-4 Digital Access PRI ポートの設定値（続き）

フィールド 説明
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追加情報

P.81-82 の「関連項目」を参照してください。

BRI ゲートウェイの設定値
表 81-5 では、BRI の設定値について詳しく説明します。

［プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration）］

（ゲートウェイ メーカーによっ 
て指定される、モデル固有の設

定フィールド）

［プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration）］の下に  
あるモデル固有のフィールドは、ゲートウェイ メーカーによっ 
て指定されます。これらのフィールドは動的に設定されるため、

予告なく変更される場合があります。

フィールドの説明、およびプロダクト固有の設定項目のヘルプ

を表示するには、［プロダクト固有の設定（Product Specific 
Configuration）］見出しの右にある「?」情報アイコンをクリッ
クします。ポップアップ ダイアログボックスにヘルプが表示さ 
れます。

詳細な情報が必要な場合は、設定する個々のゲートウェイの資

料を参照するか、製造メーカーにお問い合せください。

表 81-4 Digital Access PRI ポートの設定値（続き）

フィールド 説明

表 81-5 BRI ゲートウェイの設定値 

フィールド 説明

デバイス情報

［エンドポイント名（End-Point
Name）］（MGCP ゲートウェイ）

MGCP ゲートウェイの場合、この表示専用フィールドには、 
Cisco Unified Communications Manager が生成した、MGCP エン     
ドポイントを一意に識別する文字列が入っています。 

次の例を参考にしてください。

BRI/S1/SU0/P0@SC3640.cisco.com

S1 はスロット 1、SU0 はサブユニット 0、P0 はポート 0 を示し、       
@SC3640.cisco.com は MGCP ドメイン名を示します。

［説明（Description）］ デバイスの目的を明確にした説明を入力します。

［デバイスプール（Device Pool）］ドロップダウン リスト ボックスから、適切なデバイス プール   
を選択します。

このデバイスに対して、デバイス プールは、デバイスの自動登 
録用の Communications Manager グループ、日付 /時間グループ、   
地域、およびコーリング サーチ スペースを含むプロパティの集  
合を指定します。



第 81章      ゲートウェイの設定
ゲートウェイの設定値

81-39
Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド     

OL-12525-01-J

［コールの分類

（Call Classification）］
このパラメータは、このゲートウェイを使用している着信コー

ルがネットワーク上にない（［オフネット］）と見なされるか、

ある（［オンネット］）と見なされるかを示します。

［コールの分類（Call Classification）］フィールドが［システム
デフォルトの使用］に設定されている場合、Cisco Unified 
Communications Manager サービス パラメータ Call Classification 
の設定値により、ゲートウェイが［オンネット］か、または

［オフネット］かが決定します。

このフィールドは、コールが［オンネット］または［オフネッ

ト］の場合、それぞれの警告トーンを提供します。

［ネットワークロケール

（Network Locale）］
ドロップダウン リスト ボックスから、そのゲートウェイに関連  
したロケールを選択します。そのネットワーク ロケールは、特 
定ロケーションのハードウェアをサポートする一連の詳細情報

を識別します。ネットワーク ロケールには、特定の地域でデバ 
イスが使用するトーンおよび断続周期の定義が含まれていま

す。

［パケットキャプチャモード

（Packet Capture Mode）］（Cisco  
IOS MGCP ゲートウェイのみ）

このフィールドを設定するのは、Cisco IOS MGCP ゲートウェイ   
に関する暗号化されたシグナリング情報のトラブルシューティ

ングが必要な場合だけです。パケット キャプチャリングを設定 
すると、コール処理中断の原因となります。このフィールドの

詳細については、『Cisco Unified Communications Manager セキュ    
リティ ガイド』を参照してください。 

［パケットキャプチャ時間

（Packet Capture Duration）］
（Cisco IOS MGCP ゲートウェイ
のみ）

このフィールドを設定するのは、Cisco IOS MGCP ゲートウェイ   
に関する暗号化されたシグナリング情報のトラブルシューティ

ングが必要な場合だけです。パケット キャプチャリングを設定 
すると、コール処理中断の原因となります。このフィールドの

詳細については、『Cisco Unified Communications Manager セキュ    
リティ ガイド』を参照してください。 

［メディアリソースグループリ

スト（Media Resource Group 
List）］

メディア リソース グループを優先順に並べたグループが表示  
されます。アプリケーションは、メディア リソース リストで定  
義された優先順位に従って、使用可能なメディア リソースから、 
必要なメディア リソース、たとえば、保留音サーバを選択しま 
す。

［ロケーション（Location）］ このデバイスに適切なロケーションを選択します。ロケーショ

ンは、このロケーションとの間のコールに使用可能な帯域幅の

合計を指定します。ロケーションに［None］を設定すると、そ
のロケーションの機能では、このデバイスが消費する帯域幅を

把握しません。

［AARグループ（AAR Group）］ このデバイスの自動代替ルーティング（AAR）グループを選択
します。AAR グループは、帯域幅不足のためにコールがブロッ 
クされないように、コールをルーティングするためのプレ

フィックス番号を提供します。AAR グループ設定を［なし］に 
すると、ブロックされたコールの再ルーティングは行われませ

ん。

表 81-5 BRI ゲートウェイの設定値（続き）

フィールド 説明
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［インターフェイス情報（Interface Information）］

［BRI プロトコルタイプ（BRI 
Protocol Type）］

スパン用の通信プロトコルを選択します。 

BRI-NET3

［プロトコル側（Protocol Side）］ 適切な Protocol Side を選択します。この設定値は、ゲートウェ   
イが Central Office/Network デバイスに接続されるか、User デバ    
イスに接続されるかを指定します。

（注） BRI は User Side だけをサポートします。 

［チャネル選択順序（Channel 
Selection Order）］

チャネルまたはポートが使用可能になる順序、つまり、最初の

ポート（最小番号のポート）から最後のポート（最大番号のポー

ト）への順序か、最後のポートから最初のポートへの順序かを

選択します。

有効な入力値には、［TOP_DOWN］（最初から最後）または
［BOTTOM_UP］（最後から最初）があります。どちらのポート
順序を使用すべきか不明な場合は、［TOP_DOWN］を選択して
ください。

［PCM タイプ（PCM Type）］ デジタル エンコーディング形式を指定します。次のいずれかの 
オプションを選択します。

 • ［a-law］：ヨーロッパおよびその他の国で使用（北米、香港、
台湾、日本以外）。

 • ［mu-law］：北米、香港、台湾、および日本で使用。

［最初のリスタートの遅延

（Delay for first restart、1/8 秒単
位）］

スパンがインサービスになる速度を入力します。システム上で

複数の BRI スパンが使用可能であるときに、［BRI 初期化でリス   
タートを制限（Inhibit restarts at BRI initialization）］チェックボッ    
クスがオンになっていない場合、この遅延が発生します。たと

えば、最初の 5 個のカードを 0 に設定し、次の 5 個のカードを      
16 に設定します（カードをイン サービスにするには、2 秒待っ   
てください）。

［リスタート間遅延（Delay 
between restarts、1/8 秒単位）］

再起動間の時間を入力します。［BRI 初期化でリスタートを制限 
（Inhibit restarts at BRI initialization）］チェックボックスがオフに    
なっている場合、BRI RESTART が送信されるときに、この遅延  
が発生します。

［BRI 初期化でリスタートを制
限（Inhibit restarts at BRI 
initialization）］

RESTART メッセージは、BRI スパン上のポートの状況を確認し  
ます。RESTART メッセージが送信されない場合、Cisco Unified  
Communications Manager は、ポートがイン サービスであると見   
なします。

このチェックボックスがオフになっている場合、データ リンク 
は、別の BRI データ リンクと正常に接続されると、RESTART   
メッセージを送信します。 

［ステータスポーリングを有効

化（Enable status poll）］
Debug ウィンドウに B チャネルの状況を表示するには、この   
チェックボックスをオンにします。

表 81-5 BRI ゲートウェイの設定値（続き）

フィールド 説明
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［Establish Datalink on First Call］ ゲートウェイが Cisco Unified Communications Manager に登録さ     
れると、Cisco Unified Communications Manager はゲートウェイへ    
のデータ リンクを確立します。

最初のコールで Terminal Endpoint Identifier（TEI; 終端識別子）が    
決まるようにゲートウェイおよびスイッチを設定する場合、

チェックボックスをオンにすると、最初のコールでデータ リン 
クを確立できます。

（注） デフォルトでは、このチェックボックスはオフです。

［コールルーティング情報 - インバウンドコール（Call Routing Information - Inbound Calls）］

［有意な数字（Significant Digits）］収集する有効数字の桁数を選択します（0 ～ 32 または［すべ   
て］）。Cisco Unified Communications Manager は、コールされた番    
号の右側（最後の桁）から有効数字をカウントします。［すべ

て］を選択した場合、Cisco Unified Communications Manager は着    
信番号を切り捨てません。

EXAMPLE
Digits received are 123456.
Significant digits setting is 4.
Digits translated are 3456.

このフィールドは、着信コールの処理に使用されます。着信番

号の最後の桁から数えた桁数を指定します。この桁数が、BRI
スパンに着信するコールのルーティングに使用されます。［プレ

フィックス DN（Prefix DN）］を参照してください。

［コーリングサーチスペース

（Calling Search Space）］
適切なコーリング サーチ スペースを選択します。コーリング  
サーチ スペースでは、収集された（発信）番号のルート指定方 
法を決定するために検索される、ルート パーティションの集合 
を指定します。

［AAR コーリングサーチスペー
ス（AAR Calling Search Space）］

自動代替ルーティング（AAR）の実行時にデバイスが使用する
コーリング サーチ スペースを選択します。AAR コーリング   
サーチ スペースは、帯域幅不足によってコールがブロックされ 
ないように、収集された（発信）番号のルーティング方法を決

定するために検索されるパーティションの集合を指定します。

［プレフィックス DN（Prefix 
DN）］

このトランクが着信コールで受け取る数字に追加される、プレ

フィックス番号を入力します。

Cisco Unified Communications Manager は、まず、［数値桁（Num    
Digits）］設定値に従って番号を切り捨てた後、プレフィックス
番号を追加します。 

表 81-5 BRI ゲートウェイの設定値（続き）

フィールド 説明
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［コールルーティング情報 - アウトバウンドコール（Call Routing Information - Outbound Calls）］

［発呼側のプレゼンテーション

（Calling Party Presentation）］
Cisco Unified Communications Manager が発信者 ID を送信する      
か、またはブロックするかを選択します。

発信側の表示を変更しない場合は、［デフォルト］を選択しま

す。Cisco Unified Communications Manager が発信者 ID を送信す      
るようにする場合は、［許可］を選択します。Cisco Unified 
Communications Manager が発信者 ID を送信しないようにする場    
合は、［非許可］を選択します。

［発呼側の選択（Calling Party 
Selection）］

ゲートウェイ上のすべての発信コールは、電話番号情報を送信

できます。どの電話番号が送信されるかを選択してください。

 • ［発信元］：発信側デバイスの電話番号を送信します。

 • ［最初のリダイレクト番号］：転送デバイスの電話番号を送
信します。 

 • ［最後のリダイレクト番号］：最後にコールを転送するデバ
イスの電話番号を送信します。

 • ［最初のリダイレクト番号（外部）］：外部電話マスクが適用
されている、最初の転送デバイスの電話番号を送信します。

 • ［最初のリダイレクト番号（外部）］：外部電話マスクが適用
されている、最後の転送デバイスの電話番号を送信します。

［着信側 IE番号タイプが不明
（Called Party IE Number Type 

Unknown）］

着信側電話番号内の番号タイプの形式を選択します。 

Cisco Unified Communications Manager は、着信側電話番号（DN）    
のタイプを設定します。ダイヤル プラン（たとえば、NANP や  
ヨーロッパのダイヤル プラン）について十分な経験がある場合 
を除いて、デフォルト値を変更しないようにお勧めします。

Cisco Unified Communications Manager は、ヨーロッパの国別ダイ    
ヤル パターンを認識しないので、ヨーロッパでは、デフォルト 
値の変更が必要になる場合があります。この設定は、着信側電

話番号が国別以外の番号計画タイプに符号化されることを期待

する PBX への接続時にも変更できます。

次のいずれかのオプションを選択します。

 • ［Communications Manager］：Cisco Unified Communications   
Manager が、電話番号のタイプを設定します。

 • ［国際］：使用国のダイヤリング プラン以外の地域でダイヤ 
ルする場合に使用します。

 • ［国内］：使用国のダイヤリング プランの地域内でダイヤル 
する場合に使用します。

 • ［不明］：ダイヤル プランが不明です。

 • ［加入者］：短縮登録者番号を使用して登録者にダイヤルし
ている場合に使用します。

表 81-5 BRI ゲートウェイの設定値（続き）

フィールド 説明



第 81章      ゲートウェイの設定
ゲートウェイの設定値

81-43
Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド     

OL-12525-01-J

［発呼側 IE番号タイプが不明
（Calling Party IE Number Type 

Unknown）］

発信側電話番号の番号タイプの形式を選択します。 

Cisco Unified Communications Manager は、発信側電話番号（DN）    
のタイプを設定します。ダイヤル プラン（たとえば、NANP や  
ヨーロッパのダイヤル プラン）について十分な経験がある場合 
を除いて、デフォルト値を変更しないようにお勧めします。

Cisco Unified Communications Manager は、ヨーロッパの国別ダイ    
ヤル パターンを認識しないので、ヨーロッパでは、デフォルト 
値の変更が必要になる場合があります。この設定値は、発信側

電話番号が国別以外の番号計画タイプに符号化されることを期

待する PBX への接続時にも変更できます。

次のいずれかのオプションを選択します。

 • ［Communications Manager］：Cisco Unified Communications   
Manager が、電話番号のタイプを設定します。

 • ［国際］：使用国のダイヤリング プラン以外の地域でダイヤ 
ルする場合に使用します。

 • ［国内］：使用国のダイヤリング プランの地域内でダイヤル 
する場合に使用します。

 • ［不明］：ダイヤル プランが不明です。

 • ［加入者］：短縮登録者番号を使用して登録者にダイヤルし
ている場合に使用します。

［着信番号計画（Called 
Numbering Plan）］

着信側電話番号の番号計画の形式を選択します。 

Cisco Unified Communications Manager は、着信側 DN の番号計画      
を設定します。ダイヤル プラン（たとえば、NANP やヨーロッ  
パのダイヤル プラン）について十分な経験がある場合を除いて、 
デフォルト値を変更しないようにお勧めします。Cisco Unified 
Communications Manager は、ヨーロッパの国別ダイヤル パター   
ンを認識しないので、ヨーロッパでは、デフォルト値の変更が

必要になる場合があります。また、国別タイプ以外の番号とし

て、ルーティングを使用して PBX に接続する場合も、この設定  
値を変更できます。 

次のいずれかのオプションを選択します。

 • ［Communications Manager］：Cisco Unified Communications   
Manager が、電話番号内の番号計画を設定します。 

 • ［ISDN］：使用国のダイヤリング プラン以外の地域でダイヤ 
ルする場合に使用します。

 • ［国内標準］：使用国のダイヤリング プランの地域内でダイ 
ヤルする場合に使用します。

 • ［非通知］：プライベート ネットワーク内でダイヤルする場 
合に使用します。 

 • ［不明］：ダイヤル プランが不明です。

 • ［加入者］：短縮登録者番号を使用して登録者にダイヤルし
ている場合に使用します。

表 81-5 BRI ゲートウェイの設定値（続き）

フィールド 説明
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［発呼番号計画（Calling 
Numbering Plan）］

発信側電話番号の番号計画の形式を選択します。 

Cisco Unified Communications Manager は、発信側 DN の番号計画      
を設定します。ダイヤル プラン（たとえば、NANP やヨーロッ  
パのダイヤル プラン）について十分な経験がある場合を除いて、 
デフォルト値を変更しないようにお勧めします。Cisco Unified 
Communications Manager は、ヨーロッパの国別ダイヤル パター   
ンを認識しないので、ヨーロッパでは、デフォルト値の変更が

必要になる場合があります。また、国別タイプ以外の番号とし

て、ルーティングを使用して PBX に接続する場合も、この設定  
値を変更できます。 

次のいずれかのオプションを選択します。

 • ［Communications Manager］：Cisco Unified Communications   
Manager が、電話番号内の番号計画を設定します。 

 • ［ISDN］：使用国のダイヤリング プラン以外の地域でダイヤ 
ルする場合に使用します。

 • ［国内標準］：使用国のダイヤリング プランの地域内でダイ 
ヤルする場合に使用します。

 • ［非通知］：プライベート ネットワーク内でダイヤルする場 
合に使用します。 

 • ［不明］：ダイヤル プランが不明です。

 • ［加入者］：短縮登録者番号を使用して登録者にダイヤルし
ている場合に使用します。

［削除桁数（Number of digits to   
strip）］

発信コール上で除去される桁数（0 ～ 32）を選択します。

たとえば、8889725551234 がダイヤルされ、除去される桁数が 3  
である場合、Cisco Unified Communications Manager は発信番号か    
ら 888 を除去します。

［発信者 ID DN（Caller ID DN）］ 発信者 ID に使用するパターン（0 ～ 24 桁）を入力します。 

たとえば、北米では次のとおりです。

 • 555XXXX = 可変発信者 ID。ここで、X は内線番号を表しま    
す。この番号が指定されていない場合、CO は、エリア コー  
ドと共にこの番号を追加します。 

 • 5555000 = 固定の発信者 ID。コールの発信元の正確な内線   
番号の代わりに、Corporate 番号を送信する場合に使用して 
ください。この番号が指定されていない場合、CO は、エリ 
ア コードと共にこの番号を追加します。 

表 81-5 BRI ゲートウェイの設定値（続き）

フィールド 説明
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［BRI プロトコルタイプ固有情報（BRI Protocol Type Specific Information）］

［番号 IE配信のリダイレクト - 
アウトバウンド（Redirecting 
Number IE Delivery - Outbound）］

コールが転送された場合にコールの最初の転送番号と転送理由

を示すには、このチェックボックスをオンにします（Redirecting
Number IE は、Cisco Unified Communications Manager からの発信      
SETUP メッセージの UUIE 部分に含まれます）。

最初の転送番号と転送理由を除外するには、このチェックボッ

クスをオフにします。

ボイスメッセージ統合のみで Redirecting Number IE を使用しま    
す。ボイスメッセージ システムが Redirecting Number IE をサ     
ポートするように設定した場合は、チェックボックスをオンに

します。 

（注） デフォルトでは、このチェックボックスはオンです。

［番号 IE 配信のリダイレクト - 
インバウンド（Redirecting 
Number IE Delivery - Inbound）］

Cisco Unified Communications Manager に対する受信 SETUP メッ      
セージの Redirecting Number IE を受理するには、このチェック    
ボックスをオンにします（Redirecting Number IE は、SETUP メッ    
セージの UUIE 部分に含まれます）。

Redirecting Number IE を除外するには、このチェックボックスを   
オフにします。 

ボイスメッセージ統合のみで Redirecting Number IE を使用しま    
す。ボイスメッセージ システムが Redirecting Number IE をサ     
ポートするように設定した場合は、チェックボックスをオンに

します。

（注） デフォルトでは、このチェックボックスはオンです。

［非 ISDN プログレスインジ
ケータ IE を有効に設定（Setup 
non-ISDN Progress Indicator IE 
Enable）］

デフォルトでは、この設定値は使用不可（チェックボックスは

オフ）になっています。

ユーザが発信コール上でリングバック音を受信しない場合だ

け、この設定値を使用可能にします。

この設定値が有効である場合、Cisco Unified Communications  
Manager は、Progress Indicator フィールドが non-ISDN に設定さ     
れているデジタル ゲートウェイ（つまり、H.323 以外）に、Q.931  
Setup メッセージを送信します。 

このメッセージは、Cisco Unified Communications Manager ゲート    
ウェイが non-ISDN であること、および宛先デバイスがインバン  
ド リングバックを再生しなければならないことを、宛先デバイ 
スに通知します。

この問題は、通常、デジタル ゲートウェイを使用して PBX に接   
続される Cisco Unified Communications Manager に関連していま     
す。

表 81-5 BRI ゲートウェイの設定値（続き）

フィールド 説明
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追加情報

P.81-82 の「関連項目」を参照してください。

デジタル アクセス T1 の設定値
表 81-6 では、デジタル アクセス T1 の設定値について詳しく説明します。

［プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration）］

（ゲートウェイ メーカーによっ 
て指定される、モデル固有の設

定フィールド）

［プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration）］の下に  
あるモデル固有のフィールドは、ゲートウェイ メーカーによっ 
て指定されます。これらのフィールドは動的に設定されるため、

予告なく変更される場合があります。

フィールドの説明、およびプロダクト固有の設定項目のヘルプ

を表示するには、［プロダクト固有の設定（Product Specific 
Configuration）］見出しの右にある「?」情報アイコンをクリッ
クします。ポップアップ ダイアログボックスにヘルプが表示さ 
れます。

詳細な情報が必要な場合は、設定する個々のゲートウェイの資

料を参照するか、製造メーカーにお問い合せください。

表 81-5 BRI ゲートウェイの設定値（続き）

フィールド 説明

表 81-6 デジタル アクセス T1 の設定値 

フィールド 説明

［MACアドレス（MAC Address）］

（IOS 以外のゲートウェイ）

ゲートウェイの MAC アドレスを入力します。MAC アドレスは、   
ハードウェア デバイスを一意に識別します。

12 桁の 16 進文字の値を入力する必要があります。

［ドメイン名（Domain Name）］ MGCP ゲートウェイの場合、この表示専用フィールドには、 
Cisco Unified Communications Manager が生成した、MGCP デジ     
タル インターフェイスを一意に識別する文字列が入っていま 
す。 

次の例を参考にしてください。

S1/DS1-0@VG200-2

S1 はスロット 1 を示し、DS1-0 はデジタル インターフェイスを     
示し、@VG200-2 は MGCP ドメイン名を示します。

（注） MAC アドレスかドメイン名の、どちらか適用される方を入力してください。

［説明（Description）］ デバイスの目的を明確にした説明を入力します。

［デバイスプール（Device Pool）］ドロップダウン リスト ボックスから、適切なデバイス プール   
を選択します。 

デバイス プールは、デバイスの自動登録用の Communications  
Manager グループ、日付 /時間グループ、地域、およびコーリン 
グ サーチ スペースを含む、このデバイスのプロパティの集合を  
指定します。
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［共通デバイス設定］ ドロップダウン リスト ボックスから、このゲートウェイで使用  
する共通デバイスの設定を選択します。共通デバイスの設定で

は、ソフトキー テンプレート、MOH、および MLPP の設定を決   
定します。

［コールの分類

（Call Classification）］
このパラメータは、このゲートウェイを使用している着信コー

ルがネットワーク上にない（［オフネット］）と見なされるか、

ある（［オンネット］）と見なされるかを示します。

［コールの分類（Call Classification）］フィールドが［システム
デフォルトの使用］に設定されている場合、Cisco Unified 
Communications Manager サービス パラメータ Call Classification 
の設定値により、ゲートウェイが［オンネット］か、または

［オフネット］かが決定します。

このフィールドは、コールが［オンネット］または［オフネッ

ト t］の場合、それぞれの警告トーンを提供します。

［メディアリソースグループリ

スト（Media Resource Group 
List）］

メディア リソース グループを優先順に並べたグループが表示  
されます。アプリケーションは、メディア リソース リストで定  
義された優先順位に従って、使用可能なメディア リソースから、 
必要なメディア リソース、たとえば、保留音サーバを選択しま 
す。

［パケットキャプチャモード

（Packet Capture Mode）］（Cisco 
IOS MGCP ゲートウェイのみ）

このフィールドを設定するのは、Cisco IOS MGCP ゲートウェイ   
に関する暗号化されたシグナリング情報のトラブルシューティ

ングが必要な場合だけです。パケット キャプチャリングを設定 
すると、コール処理中断の原因となります。このフィールドの

詳細については、『Cisco Unified Communications Manager セキュ    
リティ ガイド』を参照してください。 

［パケットキャプチャ時間

（Packet Capture Duration）］
（Cisco IOS MGCP ゲートウェイ
のみ）

このフィールドを設定するのは、Cisco IOS MGCP ゲートウェイ   
に関する暗号化されたシグナリング情報のトラブルシューティ

ングが必要な場合だけです。パケット キャプチャリングを設定 
すると、コール処理中断の原因となります。このフィールドの

詳細については、『Cisco Unified Communications Manager セキュ    
リティ ガイド』を参照してください。 

表 81-6 デジタル アクセス T1 の設定値（続き）

フィールド 説明
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［コーリングサーチスペース

（Calling Search Space）］
ドロップダウン リスト ボックスから、適切なコーリング サー   
チ スペースを選択します。コーリング サーチ スペースでは、収   
集された（発信）番号のルート指定方法を決定するために検索

される、ルート パーティションの集合を指定します。

Max List Box Items エンタープライズ パラメータを使用して、こ     
のドロップダウン リスト ボックスで表示するコーリング サー   
チ スペースの数を設定できます。Max List Box Items エンタープ     
ライズ パラメータで指定した数よりも多くのコーリング サー  
チ スペースが存在する場合、ドロップダウン リスト ボックス   
の横に［検索］ボタンが表示されます。［検索］ボタンをクリッ

クして、［コーリングサーチスペースの検索と一覧表示（Find and 
List Calling Search Spaces）］ウィンドウを表示します。コーリン   
グ サーチ スペース名を検索し、選択します（P.46-2 の「コーリ   
ング サーチ スペースの検索」を参照）。

（注） リスト ボックスの最大項目を設定するには、［システ
ム］ >［エンタープライズパラメータ］の順に選択し、
［CCMAdmin Parameters］を選択します。

［AAR コーリングサーチスペー
ス（AAR Calling Search Space）］

自動代替ルーティング（AAR）の実行時にデバイスが使用する
コーリング サーチ スペースを選択します。AAR コーリング   
サーチ スペースは、帯域幅不足によってコールがブロックされ 
ないように、収集された（発信）番号のルーティング方法を決

定するために検索されるパーティションの集合を指定します。

［ロケーション（Location）］ このデバイスに適切なロケーションを選択します。ロケーショ

ンは、このロケーションとの間のコールに使用可能な帯域幅の

合計を指定します。ロケーションに［None］を設定すると、そ
のロケーションの機能では、このデバイスが消費する帯域幅を

把握しません。

［AARグループ（AAR Group）］ このデバイスの自動代替ルーティング（AAR）グループを選択
します。AAR グループは、帯域幅不足のためにコールがブロッ 
クされないように、コールをルーティングするためのプレ

フィックス番号を提供します。AAR グループ設定を［なし］に 
すると、ブロックされたコールの再ルーティングは行われませ

ん。

［MLPPドメイン（MLPP 
Domain）］

ドロップダウン リスト ボックスから、このデバイスに関連付け  
る MLPP ドメインを選択します。値を［< なし >］のままにす  
ると、このデバイスの MLPP ドメインは、このデバイスのデバ  
イス プールに設定された値から継承されます。デバイス プール  
に MLPP ドメインの設定がない場合、このデバイスの MLPP ド    
メインは、MLPP Domain Identifier エンタープライズ パラメータ    
に設定された値から継承されます。

表 81-6 デジタル アクセス T1 の設定値（続き）

フィールド 説明
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［MLPP表示（MLPP Indication）］この設定は、一部のデバイスでは使用できません。使用可能な
場合、この設定は、優先トーンを再生するデバイスが MLPP 優  
先コールの発信時にその再生機能を使用するかどうかを指定し

ます。

ドロップダウン リスト ボックスにある次のオプションの中か  
ら、デバイスに割り当てる設定を選択します。

 • ［デフォルト］：このデバイスは、その［MLPP表示（MLPP
Indication）］設定をこのデバイスのデバイス プールから継承 
します。

 • ［オフ］：このデバイスは、MLPP 優先コールの表示の制御 
も処理もしません。

 • ［オン］：このデバイスは、MLPP 優先コールの表示を制御 
し処理します。

（注） ［MLPP表示（MLPP Indication）］を［オフ］または［デ 
フォルト］（デフォルトが［オフ］の場合）に設定し、
かつ［MLPPプリエンプション（MLPP Preemption）］を 
［強制］に設定するという組み合せでデバイスを設定す
ることはできません。

［MLPPプリエンプション
（MLPP Preemption）］

この設定は、一部のデバイスでは使用できません。進行中のコー

ルを優先できるデバイスが MLPP 優先コールの発信時にその優  
先機能を使用するかどうかを指定します（使用可能な場合）。

ドロップダウン リスト ボックスにある次のオプションの中か  
ら、デバイスに割り当てる設定を選択します。

 • ［デフォルト］：このデバイスは、その［MLPP プリエンプ
ション（MLPP Preemption）］設定をこのデバイスのデバイ 
ス プールから継承します。

 • ［無効］：このデバイスは、優先順位の高いコールの完了に
必要な場合、優先順位の低いコールを優先しないようにし

ます。

 • ［強制］：このデバイスは、優先順位の高いコールの完了に
必要な場合、優先順位の低いコールを優先するようにしま

す。

（注） ［MLPP表示（MLPP Indication）］を［オフ］または［デ 
フォルト］（デフォルトが［オフ］の場合）に設定し、
かつ［MLPPプリエンプション（MLPP Preemption）］を 
［強制］に設定するという組み合せでデバイスを設定す
ることはできません。

［DTMF 優先シグナルを処理
（Handle DTMF Precedence 

Signals）］

このゲートウェイが特殊な DTMF 信号を MLPP 優先レベルとし    
て解釈できるようにするには、このチェックボックスをオンに

します。

表 81-6 デジタル アクセス T1 の設定値（続き）

フィールド 説明
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［ロード情報（Load Information）］ゲートウェイに適切なファームウェア ロード情報を入力しま 
す。

このフィールドに入力された値は、このゲートウェイのデフォ

ルト値を上書きします。

［ポート選択順序（Port Selection 
Order）］

チャネルまたはポートが発信コールに割り当てられる順序、つ

まり、最初のポート（最小番号のポート）から最後のポート（最

大番号のポート）への順序か、最後のポートから最初のポート

への順序かを選択します。

有効な入力値には、［Top Down］（最初から最後）または［Bottom 
Up］（最後から最初）があります。どちらのポート順序を使用
すべきか不明な場合は、［Top Down］を選択してください。

［送信番号（Digit Sending）］ アウトダイヤル用に、次の送信番号タイプのいずれかを選択し

ます。

 • ［DTMF］：Dual-Tone Multifrequency（2 重トーン多重周波数）。  
通常のプッシュホン式ダイヤリング。

 • ［MF］：Multifrequency（多重周波数）。

 • ［PULSE］：パルス（ロータリー）ダイヤリング。

［ネットワークロケール

（Network Locale）］
ドロップダウン リスト ボックスから、そのゲートウェイに関連  
したロケールを選択します。そのネットワーク ロケールは、特 
定ロケーションのハードウェアをサポートする一連の詳細情報

を識別します。ネットワーク ロケールには、特定の地域でデバ 
イスが使用するトーンおよび断続周期の定義が含まれていま

す。

（注） 関連するデバイスによってサポートされているインス
トール済みのネットワーク ロケールのみを選択してく 
ださい。このリストにはこの設定に使用できるネット
ワーク ロケールがすべて示されていますが、そのすべ 
てがインストールされているわけではありません。
ファームウェアでサポートされていないネットワーク
ロケールと関連付けられると、デバイスは起動できませ
ん。

［SMDI 基本ポート（SMDI Base  
Port）］

T1 スパンの最初の SMDI ポート番号を入力します。

このパラメータをゼロ以外の値に設定した場合、このゲート

ウェイが不明なタイプのルート リストまたはルート グループ  
に属しているときは、このスパンを越えるハントは続行されま

せん。

［V150（subset）］ v150（subset）モデムのリレー サポートをゲートウェイで使用可 
能にするには、このボックスをオンにします。この機能は現在、

ISDN-STE へのエンドツーエンドのセキュアなコールをサポー 
トするために、IP-STE が使用します（T1 PRI および T1 CAS の      
み）。

デフォルト値は、オフです。

表 81-6 デジタル アクセス T1 の設定値（続き）

フィールド 説明
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追加情報

P.81-82 の「関連項目」を参照してください。

H.323 ゲートウェイの設定値
表 81-7 では、H.323 ゲートウェイの設定値について説明します。

［プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration）］

（ゲートウェイ メーカーによっ 
て指定される、モデル固有の設

定フィールド）

［プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration）］の下に  
あるモデル固有のフィールドは、ゲートウェイ メーカーによっ 
て指定されます。これらのフィールドは動的に設定されるため、

予告なく変更される場合があります。

フィールドの説明、およびプロダクト固有の設定項目のヘルプ

を表示するには、［プロダクト固有の設定（Product Specific 
Configuration）］見出しの右にある「?」情報アイコンをクリッ
クします。ポップアップ ダイアログボックスにヘルプが表示さ 
れます。

詳細な情報が必要な場合は、設定する個々のゲートウェイの資

料を参照するか、製造メーカーにお問い合せください。

表 81-6 デジタル アクセス T1 の設定値（続き）

フィールド 説明

表 81-7 H.323 ゲートウェイの設定値 

フィールド 説明

［デバイス情報（Device Information）］

［デバイス名（Device Name）］ デバイスを識別するために Cisco Unified Communications 
Manager が使用する固有の名前を入力します。IP アドレスまた
はホスト名をデバイス名として使用します。

［説明（Description）］ デバイスの目的を明確にした説明を入力します。

［デバイスプール（Device Pool）］ドロップダウン リスト ボックスから、適切なデバイス プール   
を選択します。 

デバイス プールは、デバイスの自動登録用の Communications  
Manager グループ、日付 /時間グループ、地域、およびコーリン 
グ サーチ スペースを含む、このデバイスのプロパティの集合を  
指定します。

［共通デバイス設定（Common
Device Configuration）］

ドロップダウン リスト ボックスから、このゲートウェイで使用  
する共通デバイスの設定を選択します。共通デバイスの設定で

は、ソフトキー テンプレート、MOH、および MLPP の設定を決   
定します。
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［コールの分類

（Call Classification）］
このパラメータは、このゲートウェイを使用している着信コー

ルがネットワーク上にない（［オフネット］）と見なされるか、

ある（［オンネット］）と見なされるかを示します。

［コールの分類（Call Classification）］フィールドが［システム
デフォルトの使用］に設定されている場合、Cisco Unified 
Communications Manager サービス パラメータ Call Classification 
の設定値により、ゲートウェイが［オンネット］か、または

［オフネット］かが決定します。

このフィールドは、コールが［オンネット］または［オフネッ

ト］の場合、それぞれの警告トーンを提供します。

［メディアリソースグループリ

スト（Media Resource Group 
List）］

メディア リソース グループを優先順に並べたグループが表示  
されます。アプリケーションは、メディア リソース グループ リ   
ストで定義された優先順位に従って、使用可能なメディア リ 
ソースから、必要なメディア リソース、たとえば、保留音サー 
バを選択します。

［パケットキャプチャモード

（Packet Capture Mode）］
このフィールドを設定するのは、H.323 ゲートウェイに関する 
暗号化されたシグナリング情報のトラブルシューティングが必

要な場合だけです。パケット キャプチャリングを設定すると、 
コール処理中断の原因となります。このフィールドの詳細につ

いては、『Cisco Unified Communications Manager セキュリティ ガ     
イド』を参照してください。 

［パケットキャプチャ時間

（Packet Capture Duration）］
このフィールドを設定するのは、H.323 ゲートウェイに関する 
暗号化されたシグナリング情報のトラブルシューティングが必

要な場合だけです。パケット キャプチャリングを設定すると、 
コール処理中断の原因となります。このフィールドの詳細につ

いては、『Cisco Unified Communications Manager セキュリティ ガ     
イド』を参照してください。 

［ロケーション（Location）］ このデバイスに適切なロケーションを選択します。ロケーショ

ンは、このロケーションとの間のコールに使用可能な帯域幅の

合計を指定します。ロケーションに［None］を設定すると、そ
のロケーションの機能では、このデバイスが消費する帯域幅を

把握しません。

［AARグループ（AAR Group）］ このデバイスの自動代替ルーティング（AAR）グループを選択
します。AAR グループは、帯域幅不足のためにコールがブロッ 
クされないように、コールをルーティングするためのプレ

フィックス番号を提供します。AAR グループ設定を［なし］に 
すると、ブロックされたコールの再ルーティングは行われませ

ん。

表 81-7 H.323 ゲートウェイの設定値（続き）

フィールド 説明
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［トンネル化プロトコル

（Tunneled Protocol）］
H.323 ゲートウェイを使用して、H.323 シグナリング メッセージ   
内の H.323 以外のプロトコル情報を Cisco Unified Communications     
Manager から他の Annex M.1 準拠の H.323 PINX にトランスポー       
ト（トンネル）する場合は、［QSIG］オプションを選択します。
QSIG トンネルは、次の機能をサポートします：Call Completion、  
Call Diversion、Call Transfer、Identification Services、Message   
Waiting Indication、および Path Replacement。

（注） Annex M.1 機能とサードパーティ ベンダーとの互換性   
については、『Cisco Unified Communications Manager   
Compatibility Matrix』を参照してください。

［シグナリングポート（Signaling
Port）］

このフィールドは H.323 デバイスのみに適用されます。このデ  
バイスが使用する H.225 シグナリング ポートの値を指定しま   
す。

デフォルト値は 1720 です。有効値の範囲は 1 ～ 65535 です。

［メディアターミネーションポ

イントが必須（Media Termination 
Point Required）］

H.323 がサポートしない機能（たとえば、保留や転送）をイン 
プリメントするのに、メディア ターミネーション ポイントを使  
用するには、このチェックボックスをオンにします。

H.323 クライアント、および H.245 Empty Capabilities Set メッ      
セージをサポートしない H.323 デバイスだけに、このチェック  
ボックスを使用してください。

MTP を使用するためにこのチェックボックスをオンにして、こ 
のデバイスがビデオ コールのエンドポイントになっている場 
合、そのコールは必ずオーディオになります。

［ビデオコールを音声として再

試行（Retry Video Call as Audio）］
このチェックボックスは、コールを受信するビデオ エンドポイ 
ントのみに適用されます。

このチェックボックスはデフォルトでオンになっています。こ

のデバイスは、ビデオ コールをコール制御に送信して再ルー 
ティングする直前に、オーディオ コールとして（ビデオ コール  
として接続できない場合）そのビデオ コールをリトライします。

このチェックボックスをオフにすると、ビデオとして接続に失

敗したビデオ コールは、オーディオ コールとしての確立を試行  
しません。この場合、コールはコール制御に失敗します。コー

ル制御はルート / ハント リスト内でコールを再ルーティングし 
ます。自動代替ルーティング（AAR）が設定済みで使用可能で
あれば、コール制御はルート リストとハント リスト間でもコー  
ルを再ルーティングします。

表 81-7 H.323 ゲートウェイの設定値（続き）

フィールド 説明
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［ファーエンドH.245ターミナル
機能セットを待機（Wait for Far  
End H.245 Terminal Capability   
Set）］

このフィールドは H.323 デバイスのみに適用されます。

このチェックボックスはデフォルトでオンになっています。

Cisco Unified Communications Manager がファーエンド H.245 ター      
ミナル機能セットを受信した後に、H.245 ターミナル機能セット 
に送信するように指定します。Cisco Unified Communications  
Manager が機能交換を実行するように指定するには、このチェッ 
クボックスをオフにします。

（注） H.323 エンドポイントと H.320 エンドポイント間の   
ISDN コールに、H.320 ゲートウェイ経由のコールを可  
能にするには、このチェックボックスをオフにします。

［パス置換サポート

（Path Replacement Support）］
このチェックボックスが表示されるのは、［トンネル化プロトコ

ル（Tunneled Protocol）］ドロップダウン リスト ボックスで   
［QSIG］オプションを選択した場合です。この設定は QSIG トン  
ネル（Annex M.1）と連動し、パス変換を使用するコールに H.323  
以外の情報を確実に送信します。

（注） デフォルト設定では、このチェックボックスはオフで
す。［トンネル化プロトコル（Tunneled Protocol）］で 
［QSIG］オプションを選択した場合、このチェックボッ
クスは自動的にオンになります。

［発呼側名に UTF-8を転送
（Transmit UTF-8 for Calling Party 

Name）］

このデバイスは、デバイス プールのユーザ ロケール設定を使用  
して、Unicode を送信するかどうか、および受信した Unicode 情   
報を変換するかどうかを決定します。

送信側デバイスでは、このチェックボックスをオンにすると、

デバイスのデバイス プールのユーザ ロケール設定が着信側電  
話機のユーザ ロケールと一致する場合、デバイスは Unicode を   
送信します。ユーザ ロケール設定が一致しない場合、デバイス 
は ASCII を送信します。

着信側デバイスは、そのデバイスの送信側デバイス プールの 
ユーザ ロケール設定に基づいて、着信 Unicode 文字を変換しま   
す。ユーザ ロケール設定が終端側の電話機のユーザ ロケールに  
一致した場合、電話機には文字が表示されます。

（注） トランクの両端で設定されたユーザ ロケールが同じ言 
語グループに属していない場合、電話機には不適切な文
字が表示されることがあります。

表 81-7 H.323 ゲートウェイの設定値（続き）

フィールド 説明
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［SRTPを許可（SRTP Allowed）］ゲートウェイを介したセキュア コールとノンセキュア コール  
を Cisco Unified Communications Manager で許可する場合は、     
［SRTP を許可（SRTP Allowed）］チェックボックスをオンにし  
ます。

このチェックボックスをオフにした場合、Cisco Unified 
Communications Manager はゲートウェイとの SRTP ネゴシエー
ションを防止し、RTP を使用します。

注意 このチェックボックスをオンにする場合は、IP セキュ 
リティを設定して、コール ネゴシエーション中に鍵 
や他のセキュリティ関連の情報を公開しないように
することを強くお勧めします。IPSec を正しく設定し 
ないと、Cisco Unified Communications Manager とゲー    
トウェイ間のシグナリングがノンセキュアになりま
す。

ゲートウェイの暗号化の詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager セキュリティ ガイド』を参照してくだ
さい。

［MLPP情報（Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）Information）］

［MLPPドメイン（MLPP 
Domain）］

ドロップダウン リスト ボックスから、このデバイスに関連付け  
る MLPP ドメインを選択します。値を［< なし >］のままにす  
ると、このデバイスの MLPP ドメインは、このデバイスのデバ  
イス プールに設定された値から継承されます。デバイス プール  
に MLPP ドメインの設定がない場合、このデバイスの MLPP ド    
メインは、MLPP Domain Identifier エンタープライズ パラメータ    
に設定された値から継承されます。

［MLPP表示（MLPP Indication）］このデバイス タイプには、この設定はありません。

［MLPPプリエンプション
（MLPP Preemption）］

このデバイス タイプには、この設定はありません。

［コールルーティング情報 - インバウンドコール（Call Routing Information - Inbound Calls）］

［有意な数字（Significant Digits）］有効数字は、着信コールで保持される最終数字の桁数を表しま
す。このフィールドは、着信コールの処理に使用されます。デ

バイスに着信するコールのルーティングに使用される数字の桁

数を指定します。

収集する有効数字の桁数を選択します（0 ～ 32）。Cisco Unified   
Communications Manager は、コールされた番号の右側（最後の  
桁）から有効数字をカウントします。

表 81-7 H.323 ゲートウェイの設定値（続き）

フィールド 説明
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［コーリングサーチスペース

（Calling Search Space）］
ドロップダウン リスト ボックスから、適切なコーリング サー   
チ スペースを選択します。コーリング サーチ スペースでは、収   
集された（発信）番号のルーティング方法を決定するために検

索されるルート パーティションの集合を指定します。

Max List Box Items エンタープライズ パラメータを使用して、こ     
のドロップダウン リスト ボックスで表示するコーリング サー   
チ スペースの数を設定できます。Max List Box Items エンタープ     
ライズ パラメータで指定した数よりも多くのコーリング サー  
チ スペースが存在する場合、ドロップダウン リスト ボックス   
の横に［検索］ボタンが表示されます。［検索］ボタンをクリッ

クして、［コーリングサーチスペースの検索と一覧表示（Find and 
List Calling Search Spaces）］ウィンドウを表示します。コーリン   
グ サーチ スペース名を検索し、選択します（P.46-2 の「コーリ   
ング サーチ スペースの検索」を参照）。

（注） リスト ボックスの最大項目を設定するには、［システ
ム］ >［エンタープライズパラメータ］の順に選択し、
［CCMAdmin Parameters］を選択します。

［AAR コーリングサーチスペー
ス（AAR Calling Search Space）］

Automated Alternate Routing（AAR; 自動代替ルーティング）の実   
行時にデバイスが使用するコーリング サーチ スペースを選択  
します。AAR コーリング サーチ スペースは、帯域幅不足によっ   
てコールがブロックされないように、収集された（発信）番号

のルーティング方法を決定するために検索されるパーティショ

ンの集合を指定します。

［プレフィックス DN
（Prefix DN）］

着信コールの着信側番号に追加されるプレフィックス番号を入

力します。

Cisco Unified Communications Manager  は、まず、［有意な数字     
（Significant Digits）］設定値に従って番号を切り捨てた後、プレ 
フィックス番号を追加します。

［番号IE配信のリダイレクト - イ  
ンバウンド（Redirecting Number 
IE Delivery - Inbound）］

Cisco Unified Communications Manager に対する受信 SETUP メッ      
セージの Redirecting Number IE を受理するには、このチェック    
ボックスをオンにします（Redirecting Number IE は、SETUP メッ    
セージの UUIE 部分に含まれます）。

Redirecting Number IE を除外するには、このチェックボックスを   
オフにします。

ボイスメッセージ統合のみで Redirecting Number IE を使用しま    
す。ボイスメッセージ システムが Redirecting Number IE をサ     
ポートするように設定した場合は、チェックボックスをオンに

します。

表 81-7 H.323 ゲートウェイの設定値（続き）

フィールド 説明
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［インバウンドFastStartを有効に
する（Enable Inbound FastStart）］

着信コールで H.323 FastStart コール接続を可能にするには、こ   
のチェックボックスをオンにします。

デフォルトでは、H.323 ゲートウェイ用のチェックボックスは 
オフになっています。

クラスタ間コールの場合、他のクラスタの Cisco Unified 
Communications Manager サーバで［インバウンド FastStartを有
効にする（Enable Inbound FastStart）］チェックボックスをオン
にして、外部 FastStart を機能させる必要があります。 

（注） 他のクラスタの Cisco Communications Manager 3.3（2）    
サーバをサポート パッチ B で更新した場合、3.3（2）   
spB が内部 FastStart 機能をクラスタ間トランクでサポー   
トしないため、内部 FastStart を使用可能にしないでくだ  
さい。

［コールルーティング情報 - アウトバウンドコール（Call Routing Information - Outbound Calls）］

［発呼側の選択（Calling Party 
Selection）］

ゲートウェイ上のすべての発信コールは、電話番号情報を送信

できます。どの電話番号が送信されるかを選択してください。

 • ［発信元］：発信側デバイスの電話番号を送信します。

 • ［最初のリダイレクト番号］：転送デバイスの電話番号を送
信します。 

 • ［最後のリダイレクト番号］：最後にコールを転送するデバ
イスの電話番号を送信します。

 • ［最初のリダイレクト番号（外部）］：外部電話マスクが適用
されている、最初のリダイレクト側デバイスの電話番号を

送信します。

 • ［最後のリダイレクト番号（外部）］：外部電話マスクが適用
されている、最後のリダイレクト側デバイスの電話番号を

送信します。

［発呼側のプレゼンテーション

（Calling Party Presentation）］
Cisco Unified Communications Manager で、発信側の電話番号を表    
示させるか制限するかを選択します。 

発信側の回線 ID 表示を変更しない場合は、［デフォルト］を選  
択します。Cisco Unified Communications Manager が発信コールで    
「許可された発信側の回線 ID」を送信するようにする場合は、 
［許可］を選択します。Cisco Unified Communications Manager が    
発信コールで「制限された発信側の回線 ID」を送信するように 
する場合は、［非許可］を選択します。

このフィールドの詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager システム ガイド』の「発信側番号の変
換設定値」の項にある表 15-6 を参照してください。

表 81-7 H.323 ゲートウェイの設定値（続き）

フィールド 説明
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［着信側 IE番号タイプが不明
（Called Party IE Number Type 

Unknown）］

着信側電話番号内の番号タイプの形式を選択します。 

Cisco Unified Communications Manager は、着信側電話番号（DN）    
のタイプを設定します。ダイヤル プラン（たとえば、NANP や  
ヨーロッパのダイヤル プラン）について十分な経験がある場合 
を除いて、デフォルト値を変更しないようにお勧めします。

Cisco Unified Communications Manager は、ヨーロッパの国別ダイ    
ヤル パターンを認識しないので、ヨーロッパでは、デフォルト 
値の変更が必要になる場合があります。この設定は、着信側電

話番号が国別以外の番号計画に符号化されることを期待する

PBX への接続時にも変更できます。

次のいずれかのオプションを選択します。

 • ［Cisco Unified Communications Manager］：Cisco Unified 
Communications Manager が電話番号のタイプを設定する場
合に使用します。

 • ［不明］：ダイヤリング プランが不明の場合に指定します。

 • ［国内］：使用国のダイヤリング プランの地域内でダイヤル 
する場合に使用します。

 • ［国際］：使用国のダイヤリング プラン以外の地域でダイヤ 
ルする場合に使用します。

 • ［加入者］：短縮登録者番号を使用して登録者にダイヤルし
ている場合に使用します。

［発呼側 IE番号タイプが不明
（Calling Party IE Number Type 

Unknown）］

発信側電話番号の番号タイプの形式を選択します。 

Cisco Unified Communications Manager は、発信側電話番号（DN）    
のタイプを設定します。ダイヤル プラン（たとえば、NANP や  
ヨーロッパのダイヤル プラン）について十分な経験がある場合 
を除いて、デフォルト値を変更しないようにお勧めします。

Cisco Unified Communications Manager は、ヨーロッパの国別ダイ    
ヤル パターンを認識しないので、ヨーロッパでは、デフォルト 
値の変更が必要になる場合があります。この設定値は、発信側

電話番号が国別以外の番号計画に符号化されることを期待する

PBX への接続時にも変更できます。

次のいずれかのオプションを選択します。

 • ［Cisco Unified Communications Manager］：Cisco Unified 
Communications Manager が電話番号のタイプを設定する場
合に使用します。

 • ［不明］：ダイヤリング プランが不明の場合に指定します。

 • ［国内］：使用国のダイヤリング プランの地域内でダイヤル 
する場合に使用します。

 • ［国際］：使用国のダイヤリング プラン以外の地域でダイヤ 
ルする場合に使用します。

 • ［加入者］：短縮登録者番号を使用して登録者にダイヤルし
ている場合に使用します。

表 81-7 H.323 ゲートウェイの設定値（続き）

フィールド 説明
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［着信番号計画（Called 
Numbering Plan）］

着信側電話番号の番号計画の形式を選択します。 

Cisco Unified Communications Manager は、着信側 DN の番号計画      
を設定します。ダイヤル プラン（たとえば、NANP やヨーロッ  
パのダイヤル プラン）について十分な経験がある場合を除いて、 
デフォルト値を変更しないようにお勧めします。Cisco Unified 
Communications Manager は、ヨーロッパの国別ダイヤル パター   
ンを認識しないので、ヨーロッパでは、デフォルト値の変更が

必要になる場合があります。また、国別タイプ以外の番号とし

て、ルーティングを使用して PBX に接続する場合も、この設定  
値を変更できます。 

次のいずれかのオプションを選択します。

 • ［Cisco Unified Communications Manager］：Cisco Unified 
Communications Manager が、電話番号内の番号計画を設定
する場合に使用します。 

 • ［ISDN］：使用国のダイヤリング プラン以外の地域でダイヤ 
ルする場合に使用します。

 • ［国内標準］：使用国のダイヤリング プランの地域内でダイ 
ヤルする場合に使用します。

 • ［非通知］：プライベート ネットワーク内でダイヤルする場 
合に使用します。 

 • ［不明］：ダイヤリング プランが不明の場合に指定します。

［発呼番号計画（Calling 
Numbering Plan）］

発信側電話番号の番号計画の形式を選択します。 

Cisco Unified Communications Manager は、発信側 DN の番号計画      
を設定します。ダイヤル プラン（たとえば、NANP やヨーロッ  
パのダイヤル プラン）について十分な経験がある場合を除いて、 
デフォルト値を変更しないようにお勧めします。Cisco Unified 
Communications Manager は、ヨーロッパの国別ダイヤル パター   
ンを認識しないので、ヨーロッパでは、デフォルト値の変更が

必要になる場合があります。また、国別タイプ以外の番号とし

て、ルーティングを使用して PBX に接続する場合も、この設定  
値を変更できます。 

次のいずれかのオプションを選択します。

 • ［Cisco Unified Communications Manager］：Cisco Unified 
Communications Manager が、電話番号内の番号計画を設定
する場合に使用します。 

 • ［ISDN］：使用国のダイヤリング プラン以外の地域でダイヤ 
ルする場合に使用します。

 • ［国内標準］：使用国のダイヤリング プランの地域内でダイ 
ヤルする場合に使用します。

 • ［非通知］：プライベート ネットワーク内でダイヤルする場 
合に使用します。 

 • ［不明］：ダイヤリング プランが不明の場合に指定します。

表 81-7 H.323 ゲートウェイの設定値（続き）

フィールド 説明
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［発信者 ID DN（Caller ID DN）］ 発信側の回線 ID に使用するパターン（0 ～ 24 桁）を入力します。 

たとえば、北米では次のとおりです。

 • 555XXXX = 可変の発信側の回線 ID。ここで、X は内線番号    
に相当します。この番号が指定されていない場合、CO は、 
エリア コードと共にこの番号を追加します。 

 • 5555000 = 固定の発信側の回線 ID。コールの発信元の正確   
な内線番号の代わりに、Corporate 番号を送信する場合に使 
用してください。この番号が指定されていない場合、CO は、 
エリア コードと共にこの番号を追加します。 

［IE配信を表示（Display IE 
Delivery）］

発信側と着信側のネーム デリバリ サービスに対する SETUP、   
CONNECT、および NOTIFY メッセージ内で、表示 IE のデリバ    
リを可能にするには、このチェックボックスをオンにします。

［番号 IE配信のリダイレクト - 
アウトバウンド（Redirecting 
Number IE Delivery - Outbound）］

コールが転送された場合にコールの最初の転送番号と転送理由

を示すには、このチェックボックスをオンにします（Redirecting
Number IE は、Cisco Unified Communications Manager からの発信      
SETUP メッセージの UUIE 部分に含まれます）。

最初の転送番号と転送理由を除外するには、このチェックボッ

クスをオフにします。

ボイスメッセージ統合のみで Redirecting Number IE を使用しま    
す。ボイスメッセージ システムが Redirecting Number IE をサ     
ポートするように設定した場合は、チェックボックスをオンに

します。 

［アウトバウンド FastStartを有
効にする（Enable Outbound 
FastStart）］

発信コールで H.323 FastStart 機能を使用可能にするには、この   
チェックボックスをオンにします。

デフォルトでは、H.323 ゲートウェイまたはトランク用のチェッ 
クボックスはオフになっています。

（注） ［アウトバウンドFastStartを有効にする（Enable Outbound 
FastStart）］チェックボックスがオンの場合、［メディア
ターミネーションポイントが必須（Media Termination 
Point Required）］、［メディアリソースグループリスト 
（Media Resource Group List）］、および［アウトバウンド   

FastStart 用コーデック（Codec For Outbound FastStart）］   
を設定する必要があります。

表 81-7 H.323 ゲートウェイの設定値（続き）

フィールド 説明
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追加情報

P.81-82 の「関連項目」を参照してください。

Analog Access ゲートウェイの設定値
表 81-8 では、Analog Access ゲートウェイ（Cisco Catalyst 6000 24 ポート FXS Gateway）の設定値に         
ついて説明します。

［アウトバウンド FastStart用
コーデック（Codec For 
Outbound FastStart）］

ドロップダウン リスト ボックスを使用して、発信 FastStart コー    
ル用に H.323 デバイスと共に使用するための、次のいずれかの  
コーデックを選択します。

 • ［G711 u-law 64K］（デフォルト）

 • ［G711 a-law 64K］

 • ［G723］

 • ［G729］

 • ［G729AnnexA］

 • ［G729AnnexB］

 • ［G729AnnexA-AnnexB］

（注） ［アウトバウンドFastStartを有効にする（Enable Outbound 
FastStart）］チェックボックスがオンの場合、発信
FastStart コールをサポートしているコーデックを選択 
する必要があります。［アウトバウンド FastStart 用コー
デック（Codec For Outbound FastStart）］を選択する前に、   
［保存］をクリックすることが必要になる場合がありま
す。

表 81-7 H.323 ゲートウェイの設定値（続き）

フィールド 説明

表 81-8 Analog Access ゲートウェイの設定値 

フィールド 説明

［デバイス情報（Device Information）］

［MACアドレス（MAC Address）］ゲートウェイの MAC アドレスを入力します。MAC アドレスは、   
ハードウェア デバイスを一意に識別します。

12 桁の 16 進文字の値を入力する必要があります。

［説明（Description）］ デバイスの目的を明確にした説明を入力します。

［デバイスプール（Device Pool）］ドロップダウン リスト ボックスから、適切なデバイス プール   
を選択します。 

デバイス プールは、デバイスの自動登録用の Communications  
Manager グループ、日付 /時間グループ、地域、およびコーリン 
グ サーチ スペースを含む、このデバイスのプロパティの集合を  
指定します。
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［共通デバイス設定（Common 
Device Configuration）］

ドロップダウン リスト ボックスから、このゲートウェイで使用  
する共通デバイスの設定を選択します。共通デバイスの設定で

は、ソフトキー テンプレート、MOH、および MLPP の設定を決   
定します。

［メディアリソースグループリ

スト（Media Resource Group 
List）］

メディア リソース グループを優先順に並べたグループが表示  
されます。アプリケーションは、メディア リソース グループ リ   
ストで定義された優先順位に従って、使用可能なメディア リ 
ソースから、必要なメディア リソース、たとえば、保留音サー 
バを選択します。

［コーリングサーチスペース

（Calling Search Space）］
ドロップダウン リスト ボックスから、適切なコーリング サー   
チ スペースを選択します。コーリング サーチ スペースでは、収   
集された（発信）番号のルート指定方法を決定するために検索

される、パーティションの集合を指定します。

Max List Box Items エンタープライズ パラメータを使用して、こ     
のドロップダウン リスト ボックスで表示するコーリング サー   
チ スペースの数を設定できます。Max List Box Items エンタープ     
ライズ パラメータで指定した数よりも多くのコーリング サー  
チ スペースが存在する場合、ドロップダウン リスト ボックス   
の横に［検索］ボタンが表示されます。［検索］ボタンをクリッ

クして、［コーリングサーチスペースの検索と一覧表示（Find and 
List Calling Search Spaces）］ウィンドウを表示します。コーリン   
グ サーチ スペース名を検索し、選択します（P.46-2 の「コーリ   
ング サーチ スペースの検索」を参照）。

（注） リスト ボックスの最大項目を設定するには、［システ
ム］ >［エンタープライズパラメータ］の順に選択し、
［CCMAdmin Parameters］を選択します。

［AAR コーリングサーチスペー
ス（AAR Calling Search Space）］

Automated Alternate Routing（AAR; 自動代替ルーティング）の実   
行時にデバイスが使用するコーリング サーチ スペースを選択  
します。AAR コーリング サーチ スペースは、帯域幅不足によっ   
てコールがブロックされないように、収集された（発信）番号

のルーティング方法を決定するために検索されるパーティショ

ンの集合を指定します。

［ロケーション（Location）］ このデバイスに適切なロケーションを選択します。ロケーショ

ンは、このロケーションとの間のコールに使用可能な帯域幅の

合計を指定します。ロケーションに［None］を設定すると、そ
のロケーションの機能では、このデバイスが消費する帯域幅を

把握しません。

［AARグループ（AAR Group）］ このデバイスの自動代替ルーティング（AAR）グループを選択
します。AAR グループは、帯域幅不足のためにコールがブロッ 
クされないように、コールをルーティングするためのプレ

フィックス番号を提供します。AAR グループ設定を［なし］に 
すると、ブロックされたコールの再ルーティングは行われませ

ん。

表 81-8 Analog Access ゲートウェイの設定値（続き）

フィールド 説明
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［ネットワークロケール

（Network Locale）］
ドロップダウン リスト ボックスから、そのゲートウェイに関連  
したロケールを選択します。そのネットワーク ロケールは、特 
定ロケーションのハードウェアをサポートする一連の詳細情報

を識別します。ネットワーク ロケールには、特定の地域でデバ 
イスが使用するトーンおよび断続周期の定義が含まれていま

す。

（注） 関連するデバイスによってサポートされているインス
トール済みのネットワーク ロケールのみを選択してく 
ださい。このリストにはこの設定に使用できるネット
ワーク ロケールがすべて示されていますが、そのすべ 
てがインストールされているわけではありません。
ファームウェアでサポートされていないネットワーク
ロケールと関連付けられると、デバイスは起動できませ
ん。

［ポート選択順序（Port Selection 
Order）］

ポートが選択される順序を選択します。どちらのポート順序を

使用すべきか不明な場合は、［Top Down］を選択してください。

 • ［Top Down］：ポート 1 からポート 8 まで降順にポートを選     
択します。

 • ［Bottom Up］：ポート 8 からポート 1 まで昇順にポートを選     
択します。

［ロード情報（Load Information）］ゲートウェイに適切なファームウェア ロード情報を入力しま 
す。

このフィールドに入力される値は、このゲートウェイ タイプの 
デフォルト ファームウェア ロードを上書きします。

［発呼側名に UTF-8を転送
（Transmit UTF-8 for Calling Party 

Name）］

このデバイスは、デバイス プールのユーザ ロケール設定を使用  
して、Unicode を送信するかどうか、および受信した Unicode 情   
報を変換するかどうかを決定します。

送信側デバイスでは、このチェックボックスをオンにすると、

デバイスのデバイス プールのユーザ ロケール設定が着信側電  
話機のユーザ ロケールと一致する場合、デバイスは Unicode を   
送信します。ユーザ ロケール設定が一致しない場合、デバイス 
は ASCII を送信します。

着信側デバイスは、送信側デバイス プールのユーザ ロケール設  
定に基づいて、着信 Unicode 文字を変換します。ユーザ ロケー   
ル設定が終端側の電話機のユーザ ロケールに一致した場合、電 
話機には文字が表示されます。

（注） トランクの両端で設定されたユーザ ロケールが同じ言 
語グループに属していない場合、電話機には不適切な文
字が表示されることがあります。

表 81-8 Analog Access ゲートウェイの設定値（続き）

フィールド 説明
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追加情報

P.81-82 の「関連項目」を参照してください。

［MLPP情報（Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）Information）］

［MLPPドメイン（MLPP 
Domain）］

ドロップダウン リスト ボックスから、このデバイスに関連付け  
る MLPP ドメインを選択します。値を［< なし >］のままにす  
ると、このデバイスの MLPP ドメインは、このデバイスのデバ  
イス プールに設定された値から継承されます。デバイス プール  
に MLPP ドメインの設定がない場合、このデバイスの MLPP ド    
メインは、MLPP Domain Identifier エンタープライズ パラメータ    
に設定された値から継承されます。

［MLPP表示（MLPP Indication）］このデバイス タイプには、この設定はありません。

［MLPPプリエンプション
（MLPP Preemption）］

このデバイス タイプには、この設定はありません。

［プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration）］

（ゲートウェイ メーカーによっ 
て指定される、モデル固有の設

定フィールド）

［プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration）］の下に  
あるモデル固有のフィールドは、ゲートウェイ メーカーによっ 
て指定されます。これらのフィールドは動的に設定されるため、

予告なく変更される場合があります。

フィールドの説明、およびプロダクト固有の設定項目のヘルプ

を表示するには、［プロダクト固有の設定（Product Specific 
Configuration）］見出しの右にある「?」情報アイコンをクリッ
クします。ポップアップ ダイアログボックスにヘルプが表示さ 
れます。

詳細な情報が必要な場合は、設定する個々のゲートウェイの資

料を参照するか、製造メーカーにお問い合せください。

表 81-8 Analog Access ゲートウェイの設定値（続き）

フィールド 説明
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Cisco VG248 Gateway の設定値
表 81-9 では、Cisco VG248 Gateway の設定値について説明します。

追加情報

P.81-82 の「関連項目」を参照してください。

表 81-9 Cisco VG248 Gateway の設定値 

フィールド 説明

［MACアドレス（MAC Address、 
最後の 10文字）］

Cisco VG248 のメディア アクセス制御（MAC）アドレスの最後   
の 10 桁を入力します。 

Cisco VG248 Analog Phone Gateway 用の MAC アドレスは 1 つし         
かありませんが、Cisco Unified Communications Manager はすべて    
のデバイスについて固有の MAC アドレスを要求します。MAC  
アドレスの 10 桁だけを入力すると、Cisco Unified Communications    
Manager はゲートウェイ用の MAC アドレスを使用し、それに追   
加情報を加えて VGC 電話機用の MAC アドレスを作成すること    
ができます。 

各デバイスの MAC アドレス変換では、MAC アドレスの末尾   
（番号の右側）に 2 桁のポート番号が追加され、MAC アドレス   
の先頭に VGC が追加されます。

EXAMPLE
MAC Address for the Cisco VG248 is
0039A44218
the MAC address for registered port 12 in
Cisco Unified Communications Manager is
VGC0039A4421812

［説明］ Cisco Unified Communications Manager は、MAC アドレスの直前     
に VGCGW を追加することにより、この情報を自動的に提供し  
ます。

［ロード情報（Load Information）］設定中の Cisco VG248 のファームウェア バージョンを入力する    
か、ブランクのままにしてデフォルトを使用します。

［設定済のスロット、VIC およびエンドポイント（Configured Slots, VICs and Endpoints）］

（注） モジュールのポートの設定を開始するには、最初にモジュールを選択してから、［保存］
をクリックしてください。

［48_PORTS］ エンドポイント ID のリストから、VGC_Phone ポートを設定す   
るためのポートを 1 つ選択します。
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Cisco IOS SCCP ゲートウェイの設定値
表 81-10 では、Cisco IOS SCCP ゲートウェイの設定値について説明します。

表 81-10 Cisco IOS SCCP ゲートウェイの設定値 

フィールド 説明

［MACアドレス（MAC Address、 
最後の 10文字）］

ゲートウェイのメディア アクセス制御（MAC）アドレスの最後 
の 10 桁を入力します。sccp local IOS コマンドがゲートウェイで     
指定するインターフェイスの MAC アドレスを使用します。数  
字（0 ～ 9）および A ～ F の大文字を指定できます。

各デバイスの MAC アドレス変換では、MAC アドレスの末尾   
（番号の右側）にスロット、サブユニット、およびポートの 3 桁  
のマッピングが追加されます。

EXAMPLE
MAC Address for the gateway is
0006D7E5C7
The MAC address in Cisco Unified Communications Manager 
is
0006D7E5C7281
where 281 is the three-digit mapping of the 
slot/subunit/port.
The values 2,8 and 1 can be hex digits and each do not necessarily correspond 
to slot, subunit and port values.

電話機のデバイス タイプを示すため、MAC アドレスの前に次  
の 2 文字が挿入されます。

 • BR：BRI 電話機

 • AN：アナログ電話機

また、ゲートウェイ名に対して SKIGW も挿入されます。

［説明］ Cisco Unified Communications Manager は、MAC アドレスの直前     
に SKIGW を追加することにより、この情報を自動的に提供し  
ます。説明は上書きできます。

［Cisco Unified Communications 
Managerグループ（Cisco 
Unified Communications Manager 
Group）］

ドロップダウン リスト ボックスで、Cisco Unified 
Communications Manager 冗長グループを選択します。

Cisco Unified Communications Manager 冗長グループには、最大 3 
つの Cisco Unified Communications Manager を優先順に並べたリ
ストが含まれています。リスト内の最初の Cisco Unified 
Communications Manager は、プライマリ Cisco Unified 
Communications Manager になります。プライマリ Cisco Unified 
Communications Manager が使用できないか、障害が起きた場
合、ゲートウェイは、リスト内の次の Cisco Unified 
Communications Manager に接続しようとします。



第 81章      ゲートウェイの設定
ゲートウェイの設定値

81-67
Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド     

OL-12525-01-J

［設定済のスロット、VIC およびエンドポイント（Configured Slots, VICs and Endpoints）］

（注） 一部の VIC で、開始ポート番号を指定する必要があります。たとえば、Subunit 0 の VIC     
に 0 から始まるポートが 2 つ（0 と 1）ある場合、Subunit 1 の VIC には 1 より大きい番号            
から始まるポートが 2 つ（2 と 3、または 4 と 5）存在する必要があります。

（注） SCCP ゲートウェイのモデルごとに、正しいスロット数が表示されます。

（注） モジュールのポートの設定を開始するには、最初にモジュールを選択してから、［保存］
をクリックしてください。

［Module in Slot 0］ 
［Module in Slot 1］ 
［Module in Slot 2］ 
［Module in Slot 3］

（以下、同様）

選択した SCCP ゲートウェイで使用可能なスロットそれぞれに  
対して、取り付けられているモジュールのタイプを選択します。

次のモジュールがサポートされています。

ネットワーク モジュール（VIC スロットあり）：

 • ［NM-2V］：FXS-SCCP 用の VIC を、Subunit 0 と Subunit 1 に        
1 つずつ、合計 2 つ装備。

 • ［NM-HD-2V］：FXS-SCCP または BRI-NT/TE-SCCP 用の VIC    
スロットを、Subunit 0 と Subunit 1 に 1 つずつ、合計 2 つ装         
備。

 • ［NM-HD-2VE］：FXS-SCCP または BRI-NT/TE-SCCP 用の   
VIC スロットを、Subunit 0 と Subunit 1 に 1 つずつ、合計 2         
つ装備。

ネットワーク モジュール（VIC スロットなし）：

 • ［NM-HDA-4FXS］：VIC なしで直接 4 つの FXS を装備。最     
大 2 つまでの拡張モジュール EM-HDA-8FXS で拡張するこ    
とにより、FXS ポートを 16 個サポートできます。

 • ［EM-HDA-8FXS］：NM-HDA-4FXS の拡張モジュール。

音声インターフェイス カード：

 • ［VIC-2FXS］

 • ［VIC-4FXS］

 • ［VIC2-2FXS］

 • ［VIC2-2BRI-NT/TE］

表 81-10 Cisco IOS SCCP ゲートウェイの設定値（続き）

フィールド 説明
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追加情報

P.81-82 の「関連項目」を参照してください。

スロット レベルでは、次のオプションがあります。

 • ［NM-2V］：2 つのサブユニットのオプション
（VIC-2FXS-SCCP）。

 • ［NM-HD-2V］：2 つのサブユニットのオプション
（VIC-4FXS-SCCP、VIC2-2FXS-SCCP、

VIC2-2BRI-NT/TE-SCCP）。

 • ［NM-HD-2VE］：2 つのサブユニットのオプション
（VIC-4FXS-SCCP、VIC2-2FXS-SCCP、

VIC2-2BRI-NT/TE-SCCP）。

 • ［NM-HDA］：3 つのサブユニットのオプション
（NM-HDA-4FXS-SCCP、EM-8FXS-EM0-SCCP、

EM-8FXS-EM1-SCCP）。

［NM-HDA］の場合、これらのオプションは正式な VIC で  
はありません。VIC2-2BRI-NT/TE は、BRI SCCP 電話機専用   
の VIC です。VG224 GW は他のすべてと異なります。

次のオプションは、1 つのスロットだけをサポートします。

 • ［ANALOG］：1 つのサブユニットのオプション
（24FXS-SCCP）。24 個の FXS ポートをサポート。

オプション［なし］は、ネットワーク モジュールが装備されて 
いないことを意味します。

［プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration）］

（ゲートウェイ メーカーによっ 
て指定される、モデル固有の設

定フィールド）

［プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration）］の下に  
あるモデル固有のフィールドは、ゲートウェイ メーカーによっ 
て指定されます。これらのフィールドは動的に設定されるため、

予告なく変更される場合があります。

フィールドの説明、およびプロダクト固有の設定項目のヘルプ

を表示するには、［プロダクト固有の設定（Product Specific 
Configuration）］見出しの右にある「?」情報アイコンをクリッ
クします。ポップアップ ダイアログボックスにヘルプが表示さ 
れます。

詳細な情報が必要な場合は、設定する個々のゲートウェイの資

料を参照するか、製造メーカーにお問い合せください。

表 81-10 Cisco IOS SCCP ゲートウェイの設定値（続き）

フィールド 説明
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ポートの設定値
すべてのポート タイプ設定フィールドの詳細については、次の各トピックの表を参照してくださ 
い。

 • POTS ポートの設定値（P.81-69）

 • ループ スタート ポートの設定値（P.81-71）

 • グラウンド スタート ポートの設定値（P.81-72）

 • E & M ポートの設定値（P.81-74）

ゲートウェイの設定値の詳細については、P.81-16 の「ゲートウェイの設定値」を参照してください。

POTS ポートの設定値
表 81-11 では、POTS ポートの設定値について説明します。

表 81-11 POTS ポートの設定値 

フィールド 説明

ポートの選択

［ポートタイプ（Port Type）］ POTS ポートの場合、このフィールドには「POTS」が表示され 
ます。

［開始ポート番号（Beginning Port 
Number）］

［終了ポート番号（Ending Port 
Number）］

［開始ポート番号（Beginning Port Number）］フィールドと［終  
了ポート番号（Ending Port Number）］フィールドに値を設定し  
て、追加および設定するポートが、使用可能なすべてのポート

であるか、1 つのポートであるか、ある範囲のポートであるか 
を選択します。

 • ポートの範囲を指定するには、［開始ポート番号（Beginning
Port Number）］と［終了ポート番号（Ending Port Number）］   
に適切な値を選択します。

 • 1 つのポートを作成するには、［開始ポート番号（Beginning 
Port Number）］フィールドと［終了ポート番号（Ending 
Port Number）］フィールドに同じ番号を選択します。

 • 使用可能なすべてのポートを追加するには、［開始ポート番

号（Beginning Port Number）］フィールドと［終了ポート番  
号（Ending Port Number）］フィールドの両方に［すべての  
ポート］を選択します。

ポートの詳細（Port Details）

［ポートディレクション（Port
Direction）］

このポートをコールが通過する方向を選択します。

 • ［Inbound］：着信コールのみの場合に使用します。 

 • ［Outbound］：発信コールのみの場合に使用します。 

 • ［Bothways］：着信コールと発信コールに使用します（デフォ
ルト）。

［Audio Signal Adjustment into IP    
Network］

ポート アプリケーション タイプに関連した受信オーディオ信  
号に適用されるゲインまたはロスを指定します。

（注） ゲインの設定が不適切だと、エコーが聞こえる場合があ
ります。この設定を調整する場合は注意してください。
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［Audio Signal Adjustment from IP    
Network］

ポート アプリケーション タイプに関連した送信オーディオ信  
号に適用されるゲインまたはロスを指定します。

（注） ゲインの設定が不適切だと、エコーが聞こえる場合があ
ります。この設定を調整する場合は注意してください。

［プレフィックス DN（Prefix 
DN）］

このトランクが着信コールで受け取る数字に追加される、プレ

フィックス番号を入力します。

Cisco Unified Communications Manager は、［数値桁（Num Digits）］     
設定値に従って番号を切り捨てた後、プレフィックス番号を追

加します。 

［数値桁（Num Digits）］ 収集する有効数字の桁数（0 ～ 32）を入力します。

Cisco Unified Communications Manager は、有効数字をコールされ    
た番号の右側（最後の桁）からカウントします。 

このフィールドは、着信コールの処理に使用されます。着信番

号の最後の桁から数えた桁数を指定します。この桁数が、PRI ス 
パンに着信するコールのルーティングに使用されます。［プレ

フィックス DN（Prefix DN）］を参照してください。

［期待文字（Expected Digits）］ トランクの着信側で必要な桁数を入力します。このフィールド

はほとんど使用されないため、桁数が不明の場合は、デフォル

ト値 0 のままにしてください。

［Call Restart Timer（1000-5000  
ms）］

Call Restart Timer（1000 ～ 5000ms）。ms は、ミリ秒単位の時間     
を示します。

［Offhook Validation Timer
（100-1000ms）］

Offhook Validation Timer（100 ～ 1000ms）。ms は、ミリ秒単位の     
時間を示します。

［Onhook Validation Timer
（100-1000ms）］

Onhook Validation Timer（100 ～ 1000ms）。ms は、ミリ秒単位の     
時間を示します。

［Hookflash Timer（100 - 1500 
ms）］

Hookflash Timer（100 ～ 1500ms）。ms は、ミリ秒単位の時間を    
示します。

［SMDIポート番号（0-4096）］ ボイス メッセージ システムに接続するアナログ アクセス ポー    
トに、このフィールドを使用します。 

［SMDIポート番号（0-4096）］は、アナログ アクセス ポートが  
接続される先のボイス メッセージ システム上にある、実際の  
ポート番号と同じ番号を設定してください。 

（注） ボイス メッセージ システムが正しく動作するために、  
通常、ボイスメールの論理ポートは物理ポートと一致し
ている必要があります。

［不在ポート（Unattended Port）］ このデバイス上の不在ポートを示すには、このチェックボック
スをオンにします。

表 81-11 POTS ポートの設定値（続き）

フィールド 説明
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追加情報

P.81-82 の「関連項目」を参照してください。

ループ スタート ポートの設定値
表 81-12 では、ループ スタート ポートの設定値について説明します。

［プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration）］

（ゲートウェイ メーカーによっ 
て指定される、モデル固有の設

定フィールド）

［プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration）］の下に  
あるモデル固有のフィールドは、ゲートウェイ メーカーによっ 
て指定されます。これらのフィールドは動的に設定されるため、

予告なく変更される場合があります。

フィールドの説明、およびプロダクト固有の設定項目のヘルプ

を表示するには、［プロダクト固有の設定（Product Specific 
Configuration）］見出しの右にある「?」情報アイコンをクリッ
クします。ポップアップ ダイアログボックスにヘルプが表示さ 
れます。

詳細な情報が必要な場合は、設定する個々のゲートウェイの資

料を参照するか、製造メーカーにお問い合せください。

表 81-11 POTS ポートの設定値（続き）

フィールド 説明

表 81-12 ループ スタート ポートの設定値 

フィールド 説明

［ポートタイプ（Port Type）］ ［ポートタイプ（Port Type）］ドロップダウン リスト ボックスか   
ら、［Loop Start］を選択します。

［開始ポート番号（Beginning Port 
Number）］

［終了ポート番号（Ending Port 
Number）］

［開始ポート番号（Beginning Port Number）］フィールドと［終  
了ポート番号（Ending Port Number）］フィールドに値を設定し  
て、追加および設定するポートが、使用可能なポート全部であ

るか、1 つのポートであるか、ある範囲のポートであるかを選 
択します。

 • ポートの範囲を指定するには、［開始ポート番号（Beginning
Port Number）］と［終了ポート番号（Ending Port Number）］   
に適切な値を選択します。

 • 1 つのポートを作成するには、［開始ポート番号（Beginning 
Port Number）］フィールドと［終了ポート番号（Ending 
Port Number）］フィールドに同じ番号を選択します。

 • 使用可能なすべてのポートを追加するには、［開始ポート番

号（Beginning Port Number）］フィールドと［終了ポート番  
号（Ending Port Number）］フィールドの両方に［すべての  
ポート］を選択します。

［ポートディレクション（Port 
Direction）］

このポートをコールが通過する方向を選択します。

 • ［Inbound］：着信コールのみの場合に使用します。

 • ［Outbound］：発信コールのみの場合に使用します。

 • ［Both Ways］：着信コールと発信コールに使用します。 
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追加情報

P.81-82 の「関連項目」を参照してください。

グラウンド スタート ポートの設定値
表 81-13 では、グラウンドスタート ポートの設定値について説明します。

［アテンダント DN］ 着信コールを転送する先の電話番号を入力します（たとえば、

ゼロ、または代表電話番号）。

［不在ポート（Unattended Port）］ このデバイス上の不在ポートを示すには、このチェックボック
スをオンにします。

［プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration）］

（ゲートウェイ メーカーによっ 
て指定される、モデル固有の設

定フィールド）

［プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration）］の下に  
あるモデル固有のフィールドは、ゲートウェイ メーカーによっ 
て指定されます。これらのフィールドは動的に設定されるため、

予告なく変更される場合があります。

フィールドの説明、およびプロダクト固有の設定項目のヘルプ

を表示するには、［プロダクト固有の設定（Product Specific 
Configuration）］見出しの右にある「?」情報アイコンをクリッ
クします。ポップアップ ダイアログボックスにヘルプが表示さ 
れます。

詳細な情報が必要な場合は、設定する個々のゲートウェイの資

料を参照するか、製造メーカーにお問い合せください。

表 81-12 ループ スタート ポートの設定値（続き）

フィールド 説明

表 81-13 グラウンド スタート ポートの設定値 

フィールド 説明

［ポートタイプ（Port Type）］ ［ポートタイプ（Port Type）］ドロップダウン リスト ボックスか   
ら、［Ground Start］を選択します。

［開始ポート番号（Beginning Port 
Number）］

［終了ポート番号（Ending Port 
Number）］

［開始ポート番号（Beginning Port Number）］フィールドと［終  
了ポート番号（Ending Port Number）］フィールドに値を設定し  
て、追加および設定するポートが、使用可能なすべてのポート

であるか、1 つのポートであるか、ある範囲のポートであるか 
を選択します。

 • ポートの範囲を指定するには、［開始ポート番号（Beginning
Port Number）］と［終了ポート番号（Ending Port Number）］   
に適切な値を選択します。

 • 1 つのポートを作成するには、［開始ポート番号（Beginning 
Port Number）］フィールドと［終了ポート番号（Ending 
Port Number）］フィールドに同じ番号を選択します。

 • 使用可能なすべてのポートを追加するには、［開始ポート番

号（Beginning Port Number）］フィールドと［終了ポート番  
号（Ending Port Number）］フィールドの両方に［すべての  
ポート］を選択します。
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追加情報

P.81-82 の「関連項目」を参照してください。

［ポートディレクション（Port
Direction）］

このポートをコールが通過する方向を選択します。

 • ［Inbound］：着信コールのみの場合に使用します。

 • ［Outbound］：発信コールのみの場合に使用します。

 • ［Both Ways］：着信コールと発信コールに使用します。

［アテンダント DN］ 着信コールをルーティングする先の番号を入力します（たとえ

ば、ゼロ、または代表電話番号）。

［不在ポート（Unattended Port）］ このデバイス上の不在ポートを示すには、このチェックボック
スをオンにします。

［プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration）］

（ゲートウェイ メーカーによっ 
て指定される、モデル固有の設

定フィールド）

［プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration）］の下に  
あるモデル固有のフィールドは、ゲートウェイ メーカーによっ 
て指定されます。これらのフィールドは動的に設定されるため、

予告なく変更される場合があります。

フィールドの説明、およびプロダクト固有の設定項目のヘルプ

を表示するには、［プロダクト固有の設定（Product Specific 
Configuration）］見出しの右にある「?」情報アイコンをクリッ
クします。ポップアップ ダイアログボックスにヘルプが表示さ 
れます。

詳細な情報が必要な場合は、設定する個々のゲートウェイの資

料を参照するか、製造メーカーにお問い合せください。

表 81-13 グラウンド スタート ポートの設定値（続き）

フィールド 説明
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E & M ポートの設定値
E & M（Ear and Mouth）ポートは、PBX トランク回線（専用回線）の接続を可能にします。E & M       
は、2 線式、4 線式、および 6 線式の電話機とトランクのインターフェイス用のシグナリング技術    
です。

表 81-14 では、E & M ポートの設定値について説明します。

表 81-14 E & M ポートの設定値 

フィールド 説明

［ポートタイプ（Port Type）］ ［ポートタイプ（Port Type）］ドロップダウン リスト ボックスか   
ら、［EANDM］を選択します。

［開始ポート番号（Beginning Port 
Number）］

［終了ポート番号（Ending Port 
Number）］

［開始ポート番号（Beginning Port Number）］フィールドと［終  
了ポート番号（Ending Port Number）］フィールドに値を設定し  
て、追加および設定するポートが、使用可能なすべてのポート

であるか、1 つのポートであるか、ある範囲のポートであるか 
を選択します。

 • ポートの範囲を指定するには、［開始ポート番号（Beginning
Port Number）］と［終了ポート番号（Ending Port Number）］   
に適切な値を選択します。

 • 1 つのポートを作成するには、［開始ポート番号（Beginning 
Port Number）］フィールドと［終了ポート番号（Ending 
Port Number）］フィールドに同じ番号を選択します。

 • 使用可能なすべてのポートを追加するには、［開始ポート番

号（Beginning Port Number）］フィールドと［終了ポート番  
号（Ending Port Number）］フィールドの両方に［すべての  
ポート］を選択します。

ポートの詳細

［ポートディレクション（Port 
Direction）］

このポートをコールが通過する方向を選択します。

 • ［Inbound］：着信コールのみの場合に使用します。

 • ［Outbound］：発信コールのみの場合に使用します。

 • ［Both Ways］：着信コールと発信コールに使用します。

［発呼側の選択（Calling Party 
Selection）］

ゲートウェイ上のすべての発信コールは、電話番号情報を送信

できます。どの電話番号が送信されるかを選択してください。

 • ［発信元］：発信側デバイスの電話番号を送信します。

 • ［最初のリダイレクト番号］：転送デバイスの電話番号を送
信します。 

 • ［最後のリダイレクト番号］：最後にコールを転送するデバ
イスの電話番号を送信します。

 • ［最初のリダイレクト番号（外部）］：外部電話マスクが適用
されている、最初のリダイレクト側デバイスの電話番号を

送信します。

 • ［最後のリダイレクト番号（外部）］：外部電話マスクが適用
されている、最後のリダイレクト側デバイスの電話番号を

送信します。
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［発信者 ID タイプ］ 発信者 ID のタイプとして次のどちらかを選択します。

 • ［ANI］：このタイプは、発信者 ID のタイプとして 
Asynchronous Network Interface（ANI）を使用する場合に選
択します。

 • ［DNIS］：このタイプは、発信者 ID のタイプとして Dialed   
Number Identification Service（DNIS）を使用する場合に選択  
します。

［発信者 ID DN（Caller ID DN）］ 発信側の回線 ID に使用するパターン（0 ～ 24 桁）を入力します。 

たとえば、北米では次のとおりです。

 • 555XXXX = 可変の発信側の回線 ID。ここで、X は内線番号    
に相当します。この番号が指定されていない場合、CO は、 
エリア コードと共にこの番号を追加します。 

 • 5555000 = 固定の発信側の回線 ID。コールの発信元の正確   
な内線番号の代わりに、Corporate 番号を送信する場合に使 
用してください。この番号が指定されていない場合、CO は、 
エリア コードと共にこの番号を追加します。

［プレフィックス DN（Prefix 
DN）］

着信コールの着信側番号に追加されるプレフィックス番号を入

力します。

Cisco Unified Communications Manager は、まず、［数値桁（Num    
Digits）］設定値に従って番号を切り捨てた後、プレフィックス
番号を追加します。 

［数値桁（Num Digits）］ 収集する有効数字の桁数を選択します（0 ～ 32）。Cisco Unified   
Communications Manager は、コールされた番号の右側（最後の  
桁）から有効数字をカウントします。 

このフィールドは、［有意な数字（Significant Digits）］チェック 
ボックスがオンである場合に使用します。このフィールドは、

着信コールの処理に使用されます。着信番号の最後の桁から数

えた桁数を指定します。この桁数が、PRI スパンに着信するコー 
ルのルーティングに使用されます。［プレフィックス DN（Prefix
DN）］および［有意な数字（Significant Digits）］を参照してくだ 
さい。

［期待文字（Expected Digits）］ トランクの着信側で必要な桁数を入力します。このフィールド

はほとんど使用されないため、桁数が不明の場合は、デフォル

ト値 0 のままにしてください。

表 81-14 E & M ポートの設定値（続き）

フィールド 説明
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追加情報

P.81-82 の「関連項目」を参照してください。

［プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration）］

（ゲートウェイ メーカーによっ 
て指定される、モデル固有の設

定フィールド）

［プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration）］の下に  
あるモデル固有のフィールドは、ゲートウェイ メーカーによっ 
て指定されます。これらのフィールドは動的に設定されるため、

予告なく変更される場合があります。

フィールドの説明、およびプロダクト固有の設定項目のヘルプ

を表示するには、［プロダクト固有の設定（Product Specific 
Configuration）］見出しの右にある「?」情報アイコンをクリッ
クします。ポップアップ ダイアログボックスにヘルプが表示さ 
れます。

詳細な情報が必要な場合は、設定する個々のゲートウェイの資

料を参照するか、製造メーカーにお問い合せください。

表 81-14 E & M ポートの設定値（続き）

フィールド 説明
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特定のゲートウェイの検索
ネットワーク内には無数のゲートウェイが存在することがあるので、Cisco Unified Communications  
Manager では、固有の条件を指定して、特定のゲートウェイを見つけることができます。特定のゲー 
トウェイを検索する手順は、次のとおりです。

（注） Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、ブラウザ セッションでの作業中は、ゲー     
トウェイの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこのメニュー項目に戻って

くる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じたりしない限り、ゲートウェイの検索設定

は保持されます。

手順

ステップ 1 ［デバイス］ >［ゲートウェイ］の順に選択します。 

［ゲートウェイの検索と一覧表示（Find and List Gateways）］ウィンドウが表示されます。アクティ   
ブな（前回の）クエリーのレコードも、ウィンドウに表示されることがあります。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リスト ボック  
スから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。

ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。
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（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.81-82 の「関連項目」を参照してください。
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ゲートウェイとポートの変更
Cisco Unified Communications Manager を使用して、ゲートウェイ タイプに関係なく、同様に次のタ     
スクを実行します。

 • 依存関係レコードの使用方法（P.81-79）

 • ゲートウェイの削除（P.81-79）

 • ゲートウェイのリセットと再起動（P.81-80）

 • ゲートウェイとポートの更新（P.81-81）

依存関係レコードの使用方法

ゲートウェイとポートは、パーティション、デバイス プール、電話番号など、さまざまな設定情報 
を使用します。ゲートウェイやポートを更新または削除する場合は、［依存関係レコード］リンク

を使用すると、事前にゲートウェイやポートに関する設定情報を検索できます。リンクにアクセス

するには、［関連リンク］ドロップダウン リスト ボックスから［依存関係レコード］を選択し、［移  
動］をクリックします。このリンクの詳細については、付録「依存関係レコード」を参照してくだ

さい。

ゲートウェイの削除

Cisco Unified Communications Manager からゲートウェイを削除する手順は、次のとおりです。 

始める前に

ルート グループで使用されているゲートウェイを削除しようとすると、Cisco Unified Communications   
Manager はメッセージを表示します。ゲートウェイを使用しているルート グループを検索するには、  
［ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）］ウィンドウの［関連リンク］ドロップダウン リス  
ト ボックスから［依存関係レコード］を選択し、［移動］をクリックします。依存関係レコードが 
システムで使用可能になっていない場合、［依存関係レコード要約（Dependency Records Summary）］  
ウィンドウにメッセージが表示されます。依存関係レコードの詳細については、P.A-4 の「依存関 
係レコードへのアクセス」を参照してください。現在使用されているゲートウェイを削除する場合

は、事前に、次の作業のどちらか一方または両方を実行しておく必要があります。

 • 削除するゲートウェイを使用しているルート グループすべてに、別のゲートウェイを割り当て 
る。P.36-7 の「ルート グループへのデバイスの追加」を参照してください。

 • 削除するゲートウェイを使用しているルート グループを削除する。P.36-9 の「ルート グループ   
の削除」を参照してください。

手順

ステップ 1 ［デバイス］ >［ゲートウェイ］の順に選択します。

［ゲートウェイの検索と一覧表示（Find and List Gateway）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 特定のゲートウェイを見つけるために、検索条件を入力します。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

検索条件と一致し、検出されたゲートウェイのリストが表示されます。

ステップ 4 削除するゲートウェイの横にあるチェックボックスをオンにします。
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ステップ 5 ［選択項目の削除］をクリックします。

この操作を実行すると取り消せないことを確認するメッセージが表示されます。

ステップ 6 ゲートウェイを削除するには、［OK］をクリックします。削除操作を取り消すには、［キャンセル］
をクリックします。

ヒント ウィンドウ内のゲートウェイをすべて削除するには、［すべてを選択］をクリックし、［選

択項目の削除］をクリックします。

追加情報

P.81-82 の「関連項目」を参照してください。

ゲートウェイのリセットと再起動

Cisco Unified Communications Manager を使用してゲートウェイをリセットまたは再起動する手順    
は、次のとおりです。 

手順

ステップ 1 ［デバイス］ >［ゲートウェイ］の順に選択します。

［ゲートウェイの検索と一覧表示（Find and List Gateways）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 特定のゲートウェイを見つけるために、検索条件を入力します。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

検索条件と一致し、検出されたゲートウェイのリストが表示されます。

ステップ 4 リセットするゲートウェイの横にあるチェックボックスをオンにします。

ステップ 5 ［選択項目のリセット］をクリックします。

［デバイスリセット（Device Reset）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 6 次のいずれかの項目をクリックします。

 • ［リスタート］：デバイスをシャットダウンしないで再起動する。

 • ［リセット］：デバイスをシャットダウンしてから起動する。

 • ［閉じる］：何の処理も実行せずに前のウィンドウに戻る。
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（注） H.323 ゲートウェイの再起動やリセットは、ゲートウェイをハードウェア的に再起動または 
リセットするのではなく、Cisco Unified Communications Manager によってロードされた設定    
を初期化するだけです。H323 以外のタイプのゲートウェイをリセットすると、Cisco Unified  
Communications Manager が、そのゲートウェイを使用しているコールを自動的に終了しま  
す。H323 以外のタイプのゲートウェイを再起動すると、Cisco Unified Communications   
Manager が、そのゲートウェイを使用しているコールを保持しようとします。

追加情報

P.81-82 の「関連項目」を参照してください。

ゲートウェイとポートの更新

Cisco Unified Communications Manager からゲートウェイの更新、またはゲートウェイ ポートの再設     
定を行う手順は、次のとおりです。 

手順

ステップ 1 ［デバイス］ >［ゲートウェイ］の順に選択します。

［ゲートウェイの検索と一覧表示（Find and List Gateway）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 特定のゲートウェイを見つけるために、検索条件を入力します。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

検出されたデバイスが表示されます。

ステップ 4 更新するゲートウェイの［デバイス名（Device Name）］をクリックします。

［ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 適切なゲートウェイまたはポートの設定値を更新します（次のトピックを参照）。

ゲートウェイ ポートにアクセスするには、そのゲートウェイ ポートのアイコンをクリックするか、  
選択されたゲートウェイの設定ウィンドウの左側にある MGCP エンドポイントのリンクをクリッ  
クします。

 • MGCP ゲートウェイの設定値（P.81-16）

 • FXS/FXO ポートの設定値（P.81-18）

 • Digital Access PRI ポートの設定値（P.81-24）

 • デジタル アクセス T1 の設定値（P.81-46）

 • Analog Access ゲートウェイの設定値（P.81-61）

 • ポートの設定値（P.81-69）

ステップ 6 ［保存］をクリックします。
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ステップ 7 ［リセット］をクリックし、ゲートウェイをリセットして、変更内容を適用します。

追加情報

P.81-82 の「関連項目」を参照してください。

関連項目

すべてのゲートウェイ タイプ

 • Cisco Unified Communications Manager へのゲートウェイの追加（P.81-2）

 • ゲートウェイの設定値（P.81-16）

 • 特定のゲートウェイの検索（P.81-77）

 • 依存関係レコードの使用方法（P.81-79）

 • ゲートウェイとポートの変更（P.81-79）

 • ゲートウェイの削除（P.81-79）

 • ゲートウェイのリセットと再起動（P.81-80）

 • ゲートウェイとポートの更新（P.81-81）

IOS MGCP ゲートウェイ

 • Cisco IOS MGCP ゲートウェイの追加（P.81-3）

 • MGCP ゲートウェイの設定値（P.81-16）

 • ポートの設定値（P.81-69）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「ゲートウェイの設定チェックリス     
ト」

SCCP ゲートウェイ

 • Cisco IOS SCCP ゲートウェイの追加（P.81-10）

 • Cisco IOS SCCP ゲートウェイの設定値（P.81-66）

IOS 以外の MGCP ゲートウェイ

 • IOS 以外の MGCP ゲートウェイの追加（P.81-11）

H.323 ゲートウェイ

 • Cisco IOS H.323 ゲートウェイの追加（P.81-12）

 • H.323 ゲートウェイの設定値（P.81-51）

Analog Access ゲートウェイ

 • Analog Access ゲートウェイとポートの追加（P.81-13）

 • Analog Access ゲートウェイの設定値（P.81-61）

 • Cisco VG248 Analog Phone Gateway の追加（P.81-14）

 • Cisco VG248 Gateway の設定値（P.81-65）

 • Cisco VG248 Analog Phone Gateway ソフトウェア コンフィギュレーション ガイド
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BRI ゲートウェイ

 • BRI ゲートウェイの設定値（P.81-38）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「MGCP BRI コール接続」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「MGCP BRI ゲートウェイの設定       
チェックリスト」

ポート

 • MGCP ゲートウェイへの FXS ポートの追加（P.81-5）

 • MGCP ゲートウェイへの FXO ポートの追加（P.81-7）

 • MGCP ゲートウェイへの Digital Access T1 ポートの追加（P.81-8）

 • MGCP ゲートウェイへの Digital Access PRI デバイスの追加（P.81-8）

 • MGCP ゲートウェイへの BRI ポートの追加（P.81-9）

 • FXS/FXO ポートの設定値（P.81-18）

 • Digital Access PRI ポートの設定値（P.81-24）

 • デジタル アクセス T1 の設定値（P.81-46）

 • POTS ポートの設定値（P.81-69）

 • ループ スタート ポートの設定値（P.81-71）

 • グラウンド スタート ポートの設定値（P.81-72）

 • E & M ポートの設定値（P.81-74）

電話機と電話番号

 • Cisco Unified IP Phone の設定（P.82-1）

 • 電話機の設定値（P.82-7）

 • 電話番号の設定（P.57-1）

 • 電話番号の設定値（P.57-8）
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82
Cisco Unified IP Phone  の設定

Cisco Unified IP Phone は、多くの機能を備えた電話機であり、IP ネットワークに直接接続できます。     
Cisco Unified Communications Manager の管理ページの［電話の設定（Phone Configuration）］ウィン     
ドウを使用して、次の Cisco Unified IP Phone およびデバイスを設定することができます。

 • SCCP および SIP の両方に対応する Cisco Unified IP Phone 7900 ファミリ
 • Cisco IP Video Phone 7985

 • Cisco Unified IP SIP Phone 3951

 • Cisco IP Phone 30 VIP

 • Cisco IP Phone 12 S

 • Cisco IP Phone 12 SP

 • Cisco IP Phone 12 SP+

 • Cisco IP Phone 30 SP+

 • H.323 クライアント

 • Computer Telephony Integration（CTI）ポート
 • Cisco IP Communicator

 • Cisco Unified Personal Communicator

 • Cisco ATA 186 アナログ電話アダプタ

 • サードパーティ製 SIP デバイス（基本および拡張）
 • IP-STE

 • Cisco VG248 および VG224 ポート（アナログ電話機）

（注） 管理者は、Cisco VG248 および VG224 Analog Phone Gateway の設定を Cisco Unified         
Communications Manager の管理ページの［ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）］   
ウィンドウから実行します。このウィンドウから、ゲートウェイ アナログ電話ポート 
を設定します（この設定では、［電話の設定（Phone Configuration）］ウィンドウが表示 
されます）。VG248 および VG224 ポートを更新する場合は、［電話の設定（Phone   
Configuration）］ウィンドウを使用します。次の手順は、この電話機タイプの更新また
は削除に適用されます。Cisco VG248 Analog Phone Gateway および VG224 Analog Phone        
Gateway の設定については、P.81-1 の「ゲートウェイの設定」を参照してください。

Cisco Unified Communications Manager の管理ページに Cisco Unified IP Phone を追加すると、RIS Data          
Collector サービスからの情報が［電話の設定（Phone Configuration）］ウィンドウに表示されます。  
デバイスの IP アドレス、およびデバイスが登録されている Cisco Unified Communications Manager の       
名前が利用可能であれば、表示されます。
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次のトピックでは、Cisco Unified Communications Manager の管理ページにおける Cisco Unified IP       
Phone に関する作業と設定について説明しています。

 • Cisco Unified IP Phone の設定（P.82-3）

 • ゲートウェイの設定（P.81-1）

 • 電話機の検索（P.82-40）

 • アクティブにログインしているデバイスの検索（P.82-42）

 • 電話番号の設定の概要（P.57-1）

 • 電話ボタン テンプレートの設定（P.89-1）

 • 電話機の設定値（P.82-7）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「電話機設定チェックリスト」

追加情報

P.82-43 の「関連項目」を参照してください。
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Cisco Unified IP Phone の設定
Cisco Unified Communications Manager データベースに電話機を追加するには、自動登録を使用して    
自動的に行うか、または［電話の設定（Phone Configuration）］ウィンドウを使用して手作業で行い 
ます。

自動登録を使用可能にすると、IP テレフォニー ネットワークに Cisco Unified IP Phone を接続すると       
きに、その Cisco Unified IP Phone を Cisco Unified Communications Manager データベースに自動的に          
追加できます。自動登録時に、Cisco Unified Communications Manager は、次に使用可能な電話番号    
を順に電話機に割り当てます。しかし、自動登録を使用しない場合もあります。たとえば、特定の

電話番号を電話機に割り当てる場合です。 

（注） 自動登録は、小規模の設定や試験運用に限定して使用することをお勧めします。 
 

クラスタ全体のセキュリティ モードを混合モードに設定すると、Cisco Unified Communications   
Manager が自動登録を使用不可にします。

自動登録を使用しない場合は、手作業で Cisco Unified Communications Manager データベースに電話     
機を追加する必要があります。

Cisco Unified IP Phone を Cisco Unified Communications Manager の管理ページに追加すると、RIS Data          
Collector サービスによって、デバイス名、登録状況、およびその電話機が登録された Cisco Unified   
Communications Manager の IP アドレスが［電話の設定（Phone Configuration）］ウィンドウに表示さ     
れます。

Cisco Unified IP Phone を使用する前に、次の手順に従って、その電話機を Cisco Unified      
Communications Manager に追加する必要があります。また、この手順に従って、サードパーティ製  
SIP 電話機、H.323 クライアント、CTI ポート、Cisco ATA 186 電話アダプタ、または Cisco IP        
Communicator を設定することもできます。H.323 クライアントの代わりに、Microsoft NetMeeting ク    
ライアントも使用できます。CTI ポートは、Cisco Unified Communications Manager アプリケーショ     
ン、たとえば、Cisco SoftPhone や Cisco Unified Communications Manager Auto-Attendant が使用する        
仮想デバイスを示します。

（注） Cisco VG248 および VG224 電話ポートは、Cisco Unified Communications Manager の管理ページの        
［ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）］ウィンドウから追加します。設定については、 
P.81-1 の「ゲートウェイの設定」を参照してください。

ワンポイント・アドバイス 電話ボタンおよびソフトキーの非標準テンプレートを使用する場合は、そのテンプレートを設定し

た後に電話機を追加する必要があります。設定については、P.89-3 の「電話ボタン テンプレートの  
設定」および P.90-3 の「非標準ソフトキー テンプレートの作成」を参照してください。

手順

ステップ 1 ［デバイス］ >［電話］の順に選択します。

［電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）］ウィンドウが表示されます。
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ステップ 2 次のいずれかの作業を行います。

（注） MAC アドレスの入手については、P.82-5 の「電話機の MAC アドレスの表示」を参照して    
ください。

 • 既存の電話機をコピーするには、該当する電話機を見つけます（P.82-40 の「電話機の検索」を 
参照）。次に、コピーする電話機の横にある［コピー（Copy）］ボタンをクリックし、ステップ
5 に進みます。

 • 既存の電話機をコピーし、電話機に関連付けられた電話番号、短縮ダイヤル、ビジー ランプ 
フィールド /短縮ダイヤル、およびサービス URL をコピーするには、該当する電話機を見つけ  
ます（P.82-40 の「電話機の検索」を参照）。次に、コピーする電話機の横にある［スーパーコ 
ピー（Super Copy）］ボタンをクリックし、ステップ 5 に進みます。

（注） コピーされた回線は、元の電話機と新しい電話機の間の共有回線になります。

 • 新しい電話機を追加するには、［新規追加］ボタンをクリックし、ステップ 3 に進みます。

 • 既存の電話機を更新するには、該当する電話機を見つけます（P.82-40 の「電話機の検索」を参 
照）。次に、ステップ 5 に進みます。

ステップ 3 ［電話のタイプ（Phone Type）］ドロップダウン リスト ボックスから、適切な電話機タイプまたはデ   
バイスを選択し、［次へ］をクリックします。電話機タイプの選択後にそのタイプを変更すること

はできません。

ステップ 4 ［デバイスプロトコルの選択（Select the device protocol）］ドロップダウン リスト ボックスが表示さ     
れた場合は、デバイスの適切なプロトコルを選択し、［次へ］をクリックします。表示されない場

合は、ステップ 5 に進んでください。

［電話の設定（Phone Configuration）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 適切な設定値を入力します（表 82-1 を参照）。

選択された電話機タイプに該当する設定値だけが、ウィンドウに表示されます。

ステップ 6 ［保存］をクリックします。

電話機を追加する場合は、電話機がデータベースに追加されたことを知らせるメッセージが表示さ

れます。この電話機に電話番号を追加するには、ウィンドウの左側に表示される［割り当て情報

（Association Information）］ペインで、［回線［1］- 新規 DNを追加］など、回線リンクのいずれかを  
クリックします。P.57-8 の「電話番号の設定値」に進みます。

電話機を更新する場合は、変更内容を有効にするには［リセット］ボタンをクリックする必要があ

ることを示すメッセージが表示されます。［リセット］ボタンの詳細については、P.82-5 の「電話 
機のリセット」を参照してください。
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次の手順

この電話機に短縮ダイヤル ボタンを設定するには、P.82-31 の「短縮ダイヤル ボタンの設定」を参   
照してください。この電話機にサービスを設定するには、P.82-34 の「IP Phone サービスの設定」を   
参照してください。この電話機にサービス URL ボタンを設定するには、P.91-10 の「IP Phone サー     
ビスの電話ボタンへの追加」を参照してください。この電話機のビジー ランプ フィールド /短縮ダ  
イヤルの設定値を設定するには、P.82-33 の「BLF/短縮ダイヤルの設定値」を参照してください。

追加情報

H.323 クライアント、CTI ポート、および他のデバイスと共に、電話機を Cisco Unified Communications     
Manager の管理ページで設定する方法については、P.82-43 の「関連項目」を参照してください。

電話機の MAC アドレスの表示
Media Access Control（MAC; メディア アクセス制御）アドレスは、Cisco Unified IP Phone またはそ        
の他のハードウェア デバイスを識別する固有の 12 桁の 16 進数から構成されています。電話機の底     
に貼ってあるラベルに、この番号が記載されています（たとえば、Cisco Unified IP Phone 7900 ファ     
ミリ モデルの場合は 000B6A409C405、Cisco IP Phone SP 12+ および 30 VIP の場合は          
SS-00-0B-64-09-C4-05）。Cisco Unified Communications Manager では、MAC アドレスは Cisco Unified       
IP Phone デバイス設定の必須フィールドです。Cisco Unified Communications Manager フィールドに      
MAC アドレスを入力するときは、スペースとダッシュを使用しないでください。また、ラベル上 
の MAC アドレスの前にある「SS」は入力しないでください。 

Cisco Unified IP Phone の MAC アドレスやその他の設定値を表示する方法の詳細については、該当      
の電話機モデルの『Cisco Unified IP Phone アドミニストレーション ガイド for Cisco Unified        
Communications Manager』を参照してください。Cisco IP Phone 12 シリーズ、および Cisco IP Phone        
30 シリーズまたは Cisco VG248 Gateway の MAC アドレスを表示するには、次の作業を実行します。

 • Cisco IP Phone 12 SP + および 30 VIP：** を押して、LCD ディスプレイの 2 行目に MAC アドレ              
スを表示する。

 • Cisco VG248 電話ポート：MAC アドレスは、Cisco Unified Communications Manager の管理 ペー        
ジの［ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）］ウィンドウからエンドポイントを指定す 
る。設定については、P.81-1 の「ゲートウェイの設定」を参照してください。

 • Cisco VG224 電話ポート：Cisco VG224 ゲートウェイは、MGCP ゲートウェイまたは SCCP ゲー       
トウェイとして設定できる。SCCP ゲートウェイとして設定した場合は、24 のアナログ電話エ  
ンドポイントを割り当てることができます。このように設定した場合、このゲートウェイは IOS 
SCCP ゲートウェイと同様に動作します。個々の電話機の MAC アドレスは、スロット位置、サ   
ブユニット、ポート、および元の MAC アドレスの最後の 10 文字を考慮した式を使用して計算    
されます。設定については、P.81-1 の「ゲートウェイの設定」を参照してください。

 • Cisco IP Communicator：Cisco IP Communicator アプリケーションをインストールするクライア     
ント PC のネットワーク インターフェイスから MAC アドレスを取得する。

追加情報

P.82-43 の「関連項目」を参照してください。

電話機のリセット

電話番号の追加、または設定値の更新を行った後、変更内容を有効にするために、Cisco Unified IP  
Phone をリセットする必要はありません。Cisco Unified Communications Manager が自動的にリセッ     
トを実行します。ただし、次の手順に従えば、いつでも Cisco Unified IP Phone をリセットできます。 
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（注） コールが進行中の場合は、そのコールが終了した後に電話機がリセットされます。

手順

ステップ 1 ［デバイス］ >［電話］の順に選択します。

［電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 特定の電話機を見つけるには、検索条件を入力し、［検索］をクリックします。

検索条件と一致する電話機のリストが表示されます。

ステップ 3 リセットする電話機の横にあるチェックボックスをオンにします。ウィンドウ内の電話機をすべて

選択するには、［すべてを選択］をクリックします。

ステップ 4 ［選択項目のリセット］をクリックします。

［デバイスリセット（Device Reset）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 次のいずれかのボタンをクリックします。

 • ［リスタート］：選択されたデバイスをシャットダウンせずに、再起動する（Cisco Unified 
Communications Manager に電話機を再登録する）。

 • ［リセット］：選択されたデバイスをシャットダウンした後、再度立ち上げる（電話機の完全な
シャットダウンと再初期化を実行する）。

 • ［閉じる］：選択されたデバイスの再起動やリセットを実行せずに、前のウィンドウに戻る。

追加情報

P.82-43 の「関連項目」を参照してください。

電話機の削除

Cisco Unified Communications Manager の管理ページを使用して Cisco Unified IP Phone を削除する手         
順は、次のとおりです。

始める前に

電話機を削除する前に、その電話機に関連付けられた電話番号を削除する必要があるかどうかを決

定します。電話機を削除する前に電話番号を削除するには、P.57-5 の「電話機からの電話番号の削 
除」を参照してください。電話機を削除する前に電話番号を削除しない場合は、電話機が削除され

た後も、電話番号は Cisco Unified Communications Manager データベースに保持されます。データ     
ベースから電話番号を削除するには、P.60-3 の「割り当てられていない電話番号の削除」を参照し 
てください。 

電話機に割り当てられている電話番号は、［電話の設定（Phone Configuration）］ウィンドウの［割り 
当て情報（Association Information）］領域で確認できます。または、［電話の設定（Phone Configuration）］  
ウィンドウの［関連リンク］ドロップダウン リスト ボックスから［依存関係レコード］を選択し  
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て確認することもできます。依存関係レコードがシステムで使用可能になっていない場合、［依存

関係レコード要約（Dependency Records Summary）］ウィンドウにメッセージが表示されます。依存  
関係レコードの詳細については、P.A-4 の「依存関係レコードへのアクセス」を参照してください。 

手順

ステップ 1 ［デバイス］ >［電話］の順に選択します。

［電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 特定の電話機を見つけるには、検索条件を入力し、［検索］をクリックします。

検索条件と一致する電話機のリストが表示されます。

ステップ 3 次のアクションのいずれかを実行します。

 • 削除する電話機の横にあるチェックボックスをオンにし、［選択項目の削除］をクリックする。 

 • ウィンドウ内の電話機をすべて削除するには、［すべてを選択］をクリックし、［選択項目の削

除］をクリックする。

 • 削除する電話機の名前をリストから選択して、現在の設定値を表示し、［削除］をクリックする。 

確認ダイアログが表示されます。

ステップ 4 ［OK］をクリックします。 

追加情報

P.82-43 の「関連項目」を参照してください。

電話機の設定値

表 82-1 では、［電話の設定（Phone Configuration）］ウィンドウ内で使用可能な設定値について説明  
します。関連する手順については、P.82-43 の「関連項目」を参照してください。

（注） ［プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration Layout）］セクションには、電話機のメーカー   
によって指定されたモデル固有のフィールドが含まれています。Cisco Unified Communications  
Manager は、これらのフィールドにデフォルト値を動的に取り込みます。 
 

フィールドの説明、およびプロダクト固有の設定項目のヘルプを表示するには、［プロダクト固有

の設定（Product Specific Configuration Layout）］領域にある「?」疑問符アイコンをクリックします。   
ポップアップ ウィンドウにヘルプが表示されます。 
 

詳細な情報が必要な場合は、設定する個々の電話機の資料を参照するか、製造メーカーにお問い合

せください。
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表 82-1 電話機の設定値 

フィールド 説明

［デバイス情報（Device Information）］

［MACアドレス（MAC 
Address）］

Cisco Unified IP Phone（ハードウェア電話機のみ）を識別するメディ   
ア アクセス制御（MAC）アドレスを入力します。この値が 12 桁の   
16 進文字から構成されていることを確認してください。

ご使用の電話機の MAC アドレスにアクセスする方法については、  
該当の電話機モデルの『Cisco Unified IP Phone アドミニストレー    
ション ガイド for Cisco Unified Communications Manager』を参照し      
てください。

Cisco VG248 Analog Phone Gateway

Cisco VG248 ゲートウェイの MAC アドレスは、Cisco Unified     
Communications Manager の管理ページの［ゲートウェイの設定  
（Gateway Configuration）］ウィンドウからエンドポイントを指定し 
ます。設定については、P.81-1 の「ゲートウェイの設定」を参照し 
てください。

Cisco VG248 Analog Phone Gateway には、MAC アドレスが 1 つしか        
ありません。48 個のすべてのポートが、同じ MAC アドレスを共用   
します。Cisco Unified Communications Manager には、すべてのデバ    
イスに固有の MAC アドレスが必要です。

Cisco Unified Communications Manager は、各デバイスの MAC アド      
レスを次のように変換します。

 • MAC アドレスの先頭 2 桁を除去します。

 • MAC アドレスを左に 2 桁シフトします。

 • MAC アドレスの末尾（番号の右側）に 2 桁のポート番号を追   
加します。

EXAMPLE
MAC Address for the Cisco VG248 is
000039A44218
the MAC address for registered port 12 in the
Cisco Unified Communications Manager is
0039A4421812

Cisco VG224 Analog Phone Gateway

Cisco VG224 ゲートウェイは、MGCP ゲートウェイまたは SCCP    
ゲートウェイとして設定できます。SCCP ゲートウェイとして設定 
した場合は、24 のアナログ電話エンドポイントを割り当てること 
ができます。このように設定した場合、このゲートウェイは IOS 
SCCP ゲートウェイと同様に動作します。個々の電話機の MAC ア   
ドレスは、スロット位置、サブユニット、ポート、および元の MAC 
アドレスの最後の 10 文字を考慮した式を使用して計算されます。

［デバイス名（Device Name）］ソフトウェア ベースの電話機、H.323 クライアント、および CTI   
ポートを識別する名前を入力します。この値には、1 ～ 15 文字（英  
数字、ドット、ダッシュ、または下線を含む）を指定できます。
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［説明（Description）］ デバイスの目的を指定します。このフィールドには、ユーザ名（た

とえば「John Smith」）または電話機のロケーション（たとえば 
「Lobby」）を入力できます。

Cisco VG248 ゲートウェイでは、VGC<mac address> でこの記述が開    
始されます。

［デバイスプール（Device 
Pool）］

この電話機を割り当てるデバイス プールを選択します。デバイス 
プールでは、地域、日付 / 時間グループ、ソフトキー テンプレー 
ト、Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）情報など、デバイ   
スに共通する一連の特性を定義します。

［共通デバイス設定

（Common Device 
Configuration）］

この電話機を割り当てる共通デバイス設定を選択します。共通デバ

イス設定には、特定のユーザに関連付けられた属性（サービスまた

は機能）が含まれています。共通デバイス設定は、［共通デバイス

設定（Common Device Configuration）］ウィンドウで設定します。詳  
細については、P.93-1 の「共通デバイス設定」を参照してください。

共通デバイス設定を表示するには、［詳細の表示］リンクをクリッ

クします。

［電話ボタンテンプレート

（Phone Button Template）］
適切な電話ボタン テンプレートを選択します。電話ボタン テンプ  
レートは、電話機上のボタンの設定を決定し、各ボタンに使用され

る機能（回線、短縮ダイヤルなど）を指定します。

Cisco Unified Communications Manager は、H.323 クライアントと CTI      
ポートに対しては、このフィールドを使用不可にします。

［ソフトキーテンプレート

（Softkey Template）］
適切なソフトキー テンプレートを選択します。ソフトキー テンプ  
レートは、Cisco Unified IP Phone におけるソフトキーの設定を決定    
します。割り当て済みのソフトキー テンプレートが共通デバイス 
設定に含まれている場合、このフィールドはブランクのままにしま

す。

［共通の電話プロファイル

（Common Phone Profile）］
ドロップダウン リスト ボックスで、使用可能な共通の電話機プロ  
ファイルのリストから、共通の電話機プロファイルを選択します。

［コーリングサーチスペース

（Calling Search Space）］
ドロップダウン リスト ボックスから、適切なコーリング サーチ ス    
ペースを選択します。コーリング サーチ スペースは、ダイヤルさ  
れた番号のルート指定方法を決定するために検索されるパーティ

ションの集合から構成されます。デバイスのコーリング サーチ ス  
ペースと電話番号のコーリング サーチ スペースは併用されます。  
電話番号の CSS はデバイスの CSS に優先します。詳細については、    
『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「パー     
ティションおよびコーリング サーチ スペース」を参照してくださ  
い。

電話機のコーリング サーチ スペースの設定情報については、  
P.57-30 の「［コーリングサーチスペース（Calling Search Space）］」を   
参照してください。

表 82-1 電話機の設定値（続き）

フィールド 説明



第 82章      Cisco Unified IP Phone の設定          
Cisco Unified IP Phone の設定

82-10
Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド

OL-12525-01-J

［AAR コーリングサーチス
ペース（AAR Calling Search  
Space）］

Automated Alternate Routing（AAR; 自動代替ルーティング）の実行   
時にデバイスが使用するコーリング サーチ スペースを選択しま  
す。AAR コーリング サーチ スペースは、帯域幅不足によってコー   
ルがブロックされないように、収集された（発信）番号のルーティ

ング方法を決定するために検索されるパーティションの集合を指

定します。 

電話機のコーリング サーチ スペースの設定情報については、  
P.57-30 の「［コーリングサーチスペース（Calling Search Space）］」を   
参照してください。

［メディアリソースグループ

リスト（Media Resource 
Group List）］

適切なメディア リソース グループ リストを選択します。メディア   
リソース グループ リストは、優先順位順に並べられたメディア リ   
ソース グループから構成されます。アプリケーションは、メディ 
ア リソース グループ リストで定義された優先順位に従って、使用   
可能なメディア リソースの中から、必要なメディア リソース、た  
とえば、保留音サーバを選択します。

［<なし >］を選択すると、Cisco Unified Communications Manager は、    
デバイス プールに定義されているメディア リソース グループ リ    
ストを使用します。

詳細については、『Cisco Unified Communications Manager システム    
ガイド』の「メディア リソースの管理」を参照してください。

［ユーザ保留MOH音源（User
Hold MOH Audio Source）］

ユーザが保留操作を開始するときに再生されるオーディオ ソース 
を指定するには、ドロップダウン矢印をクリックし、表示されるリ

ストからオーディオ ソースを選択します。 

オーディオ ソースを選択しない場合、Cisco Unified Communications   
Manager は、デバイス プールに定義されているオーディオ ソース   
を使用します。または、デバイス プールがオーディオ ソース ID を    
指定していない場合は、システム デフォルトを使用します。

（注） オーディオ ソースの定義は、［保留音オーディオソースの 
設定（Music On Hold Audio Source Configuration）］ウィンド     
ウで行います。アクセスするには、［メディアリソース］ > 
［保留音オーディオソース］の順に選択します。

［ネットワーク保留 MOH 音
源（Network Hold MOH Audio   
Source）］

ネットワークが保留動作を開始するときに再生されるオーディオ

ソースを指定するには、ドロップダウン矢印をクリックし、表示さ

れるリストからオーディオ ソースを選択します。 

オーディオ ソースを選択しない場合、Cisco Unified Communications   
Manager は、デバイス プールに定義されているオーディオ ソース   
を使用します。または、デバイス プールがオーディオ ソース ID を    
指定していない場合は、システム デフォルトを使用します。

（注） オーディオ ソースの定義は、［保留音オーディオソースの 
設定（Music On Hold Audio Source Configuration）］ウィンド     
ウで行います。アクセスするには、［メディアリソース］ > 
［保留音オーディオソース］の順に選択します。

表 82-1 電話機の設定値（続き）

フィールド 説明
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［ロケーション（Location）］ この Cisco Unified IP Phone に適切なロケーションを選択します。ロ     
ケーションは、このロケーションとの間のコールに使用可能な帯域

幅の合計を指定します。ロケーションに［Hub_None］を設定する
と、そのロケーションの機能では、この Cisco Unified IP Phone が消     
費する帯域幅を把握しません。

［AARグループ
（AAR Group）］

このデバイスの自動代替ルーティング（AAR）グループを選択しま
す。AAR グループは、帯域幅不足のためにコールがブロックされ 
ないように、コールをルーティングするためのプレフィックス番号

を提供します。AAR グループが指定されない場合、Cisco Unified  
Communications Manager はデバイス プールまたは回線に関連付け   
られている AAR グループを使用します。

［ユーザロケール

（User Locale）］
ドロップダウン リスト ボックスから、その電話機ユーザ インター   
フェイスに関連したロケールを選択します。そのユーザ ロケール 
は、言語とフォントを含んだ、ユーザをサポートする一連の詳細情

報を識別します。

Cisco Unified Communications Manager は、ローカリゼーションをサ    
ポートする電話機モデルに対してのみ、このフィールドを使用可能

にします。

（注） ユーザ ロケールが指定されない場合、Cisco Unified 
Communications Manager はデバイス プールに関連付けられ
ているユーザ ロケールを使用します。

（注） 英語以外の言語で情報を（電話機に）表示することをユー
ザが要求している場合は、ユーザ ロケールを設定する前 
に、ロケール インストーラがインストールされていること 
を確認します。Cisco Unified Communications Manager Locale    
Installer のマニュアルを参照してください。

［ネットワークロケール

（Network Locale）］
ドロップダウン リスト ボックスから、その電話に関連したロケー  
ルを選択します。ネットワーク ロケールには、特定の地域で電話 
機が使用するトーンおよび断続周期の定義が含まれています。

Cisco Unified Communications Manager は、ローカリゼーションをサ    
ポートする電話機モデルに対してのみ、このフィールドを使用可能

にします。

（注） ネットワーク ロケールが指定されない場合、Cisco Unified  
Communications Manager はデバイス プールに関連付けられ   
ているネットワーク ロケールを使用します。

（注） ユーザが国別のトーンを（電話機で）再生する必要がある
場合は、ネットワーク ロケールを設定する前に、ロケール 
がインストールされていることを確認します。Cisco Unified 
Communications Manager Locale Installer のマニュアルを参照    
してください。

表 82-1 電話機の設定値（続き）

フィールド 説明
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［ビルトインブリッジ

（Built In Bridge）］
［ビルトインブリッジ（Built In Bridge）］ドロップダウン リスト ボッ    
クスを使用することにより、割り込み機能の組み込み会議ブリッジ

を使用可能または使用不可にします（［オン］、［オフ］、または［デ

フォルト］を選択する）。 

（注） Cisco Unified IP Phone 7940 および 7960 では、2 つのメディ        
ア ストリーム暗号化または SRTP ストリームを同時にサ   
ポートすることはできません。この条件によって動作が不

安定にならないよう、システムでは、デバイス セキュリ 
ティ モードが［暗号化］に設定されたときは、7940 および  
7960 電話機の組み込みブリッジを自動的に使用不可にし 
ます。

設定の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager 機    
能およびサービス ガイド』の「割り込みとプライバシー」を参照 
してください。詳細については、『Cisco Unified Communications  
Manager セキュリティ ガイド』も参照してください。

［プライバシ（Privacy）］ プライバシーを必要とする各電話機について、［プライバシ

（Privacy）］ドロップダウン リスト ボックスで［オン］を選択しま  
す。設定の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager   
機能およびサービス ガイド』の「割り込みとプライバシー」を参 
照してください。

［デバイスモビリティモード

（Device Mobility  Mode）］
ドロップダウン リスト ボックスから、このデバイスに対してデバ  
イス モビリティ機能のオン /オフを切り替えるか、デフォルトのデ 
バイス モビリティ モードを使用します。

［現在のデバイスモビリティ設定の表示］をクリックすると、次の

デバイス モビリティ パラメータの現在の値が表示されます。

 • Cisco Unified Communications Manager グループ

 • ［ローミング用デバイスプール（Roaming Device Pool）］

 • ［ロケーション（Location）］

 • ［リージョン（Region）］

 • ［ネットワークロケール（Network Locale）］

 • ［AARグループ（AAR Group）］

 • ［AARコーリングサーチスペース（AAR Calling Search Space）］

 • ［デバイスコーリングサーチスペース（Device Calling Search 
Space）］

 • ［メディアリソースグループリスト（Media Resource Group 
List）］

 • ［SRST］

設定の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager 機    
能およびサービス ガイド』の「Cisco Unified Communications Manager    
デバイス モビリティ」を参照してください。

表 82-1 電話機の設定値（続き）

フィールド 説明
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［シグナリングポート

（Signaling Port）］
このフィールドは H.323 デバイスのみに適用されます。このデバイ  
スが使用する H.225 シグナリング ポートの値を指定します。

デフォルト値は 1720 です。有効値の範囲は 1 ～ 65535 です。

［Video Capabilities 
Enabled/disabled］

ビデオ機能のオンとオフを切り替えます。

［オーナーのユーザ ID
（Owner User ID）］

ドロップダウン リスト ボックスから、割り当てられている電話機  
のユーザのユーザ ID を選択します。ユーザ ID は、このデバイスか    
ら発信されるすべてのコールの Call Detail Record（CDR; 呼詳細レ    
コード）に記録されます。

（注） エクステンション モビリティを使用する場合、このフィー 
ルドは設定しないでください。エクステンション モビリ 
ティは、デバイス オーナーをサポートしません。

［モビリティユーザ ID
（Mobility User ID）］

（デュアル モードの電話機の
み）

ドロップダウン リスト ボックスから、このデュアル モード電話機   
が割り当てられているユーザのユーザ ID を選択します。 

（注） モビリティ ユーザ ID の設定は、デュアル モード電話機の    
モバイル コネクトとモバイル ボイス アクセスで使用され   
ます。 

（注） オーナーのユーザ ID とモバイル ユーザ ID は異なることが     
あります。

［電話機のパーソナライゼー

ション（Phone 
Personalization）］

ドロップダウン リスト ボックスを使用して、このデバイスの Cisco   
Unified Phone Application Suite 機能を有効または無効にします。［デ    
フォルト］を選択すると、共通電話プロファイルで設定された電話

機の個別設定が使用されます。

 • ［無効］：Cisco Unified Phone Application Suite 機能はどれもアク     
ティブになりません。

 • ［有効］：この設定は、個別に設定された背景イメージ ファイル 
（電話機の画面に使用）、一時的な表示に使用するプレビュー イ 
メージ ファイル、および個別に設定されたトーン ファイル（デ  
フォルトの呼び出し音を個別に設定可能）を許可します。

 • ［デフォルト］：共通電話プロファイルの電話機の個別設定を使
用します。

［プライマリ Phone（Primary 
Phone）］

（IP Communicator または CUPC などの）アプリケーションに関連付    
ける物理的な電話機を選択します。プライマリ Phone を選択した場  
合、アプリケーションが使用するデバイス ライセンス ユニットは  
少なくなり、（プライマリ Phone に対する）「付加」ライセンスとみ  
なされます。『Cisco Unified Communications Manager システム ガイ     
ド』の「ライセンシング」を参照してください。

表 82-1 電話機の設定値（続き）

フィールド 説明
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［ファーエンド H.245 ターミ
ナル機能セットを待機（Wait
for Far End H.245 Terminal    
Capability Set）］

このフィールドは H.323 デバイスのみに適用されます。

このチェックボックスでは、Cisco Unified Communications Manager   
がファーエンド H.245 ターミナル機能セットを受信した後に、その  
H.245 ターミナル機能セットを送信するように指定します。この 
チェックボックスはデフォルトでオンになっています。Cisco
Unified Communications Manager が機能交換を実行するように指定   
するには、このチェックボックスをオフにします。

［電話ロード名（Phone Load 
Name）］

Cisco Unified IP Phone のカスタム ソフトウェアを入力します。

このフィールドに入力される値は、現在のモデルのデフォルト値を

上書きします。詳細については、P.85-1 の「デバイス デフォルトの  
設定」を参照してください。

Cisco Unified IP Phone ソフトウェアおよび設定の詳細については、    
該当の電話機モデルの『Cisco Unified IP Phone アドミニストレー    
ション ガイド for Cisco Unified Communications Manager 6.0』を参照       
してください。

［ビデオコールを音声として

再試行（Retry Video Call as   
Audio）］

このチェックボックスは、コールを受信するビデオ エンドポイン 
トのみに適用されます。この電話機が、ビデオとして接続しない

コールを受信すると、そのコールはオーディオ コールとして接続 
しようとします。

このチェックボックスはデフォルトでオンになっています。このデ

バイスは、ビデオ コールをコール制御に送信して再ルーティング 
する直前に、オーディオ コールとして（ビデオ コールとして接続  
できない場合）そのビデオ コールをリトライします。

このチェックボックスをオフにすると、ビデオとして接続に失敗し

たビデオ コールは、オーディオ コールとしての確立を試行しませ  
ん。この場合、コールはコール制御に失敗し、コール制御は

Automatic Alternate Routing（AAR）およびルート /ハント リスト経   
由でコールをルーティングします。

［プレゼンテーションインジ

ケータを無視（Ignore 
Presentation Indicators、内線
コールのみ）］

コールごとにコール表示制限を設定するには、このチェックボック

スをオンにします。このチェックボックスをオンにすると、Cisco
Unified Communications Manager は内部コールが受信するすべての   
表示制限を無視します。

この設定は、トランスレーション パターンレベルで発信側の回線 
ID 表示と接続側の回線 ID 表示の設定を組み合せて使用してくださ   
い。同時に、これらの設定値では、コール表示制限を設定して、各

コールに対して発信側の回線または接続側の回線の表示情報を選

択的に表示、またはブロックできます。

発信側の回線 ID 表示と接続側の回線 ID 表示のパラメータの詳細    
については、P.53-5 の「トランスレーション パターンの設定値」の  
表 53-1 を参照してください。

コール表示制限の詳細については、『Cisco Unified Communications  
Manager 機能およびサービス ガイド』の「Call Display Restrictions    
機能」の章を参照してください。

表 82-1 電話機の設定値（続き）

フィールド 説明
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［CTI からデバイスを制御可
能（Allow Control of Device   
from CTI）］

CTI からこのデバイスを制御および監視できるようにするには、こ 
のチェックボックスをオンにします。

関連付けられた電話番号が共有回線を指定している場合、関連付け

られたデバイスの少なくとも 1 つが、CTI でサポートされるデバイ   
ス タイプおよびプロトコルの組み合せを指定しているときは、 
チェックボックスがオンにする必要があります。

［ハントグループにログイン

（Logged Into Hunt Group）］
このチェックボックスは、デフォルトですべての電話機に対してオ

ンになり、電話機が現在ハント リスト（グループ）にログインし 
ていることを示します。電話機がハント リストに追加されたとき 
に、管理者はこのチェックボックスをオン（オフ）にすることによ

り、ユーザをログインまたはログアウトさせることができます。

ユーザは電話機のソフトキーを使用して、その電話機をハント リ 
ストにログインさせ、またはハント リストからログアウトさせま 
す。

［リモートデバイス（Remote
Device）］

リモート サイトへの SCCP パイプで接続時間が遅延している場合   
は、［電話の設定（Phone Configuration）］ウィンドウの［リモート 
デバイス（Remote Device）］チェックボックスをオンにします。こ 
のチェックボックスをオンにすると、登録時に電話デバイスにバッ

ファを割り当て、電話機に SCCP メッセージを組み込むことを  
Cisco Unified Communications Manager に指示できます。

ヒント この機能はリソースを消費するため、SCCP 電話機にシグ 
ナリングの遅延が生じている場合にのみこのチェック
ボックスをオンにしてください。このオプションは、ほ
とんどのユーザには必要ありません。

Cisco Unified Communications Manager は、ステーション バッファが     
いっぱいになったとき、メディア関連メッセージの受信直後、また

は Bundle Outbound SCCP Messages Timer が時間切れになったとき      
に、組み込まれたメッセージを送信します。

Bundle Outbound SCCP Messages Timer に対してデフォルト設定（100     
ミリ秒）以外の設定を指定するには、Cisco CallManager サービスの  
［サービスパラメータ設定（Service Parameters Configuration）］ウィ  
ンドウで新しい値を設定します。100ミリ秒が推奨設定ですが、15
～ 500 ミリ秒を入力することができます。

（注） Cisco Unified Communications Manager Business Edition シス      
テムでは、クラスタワイド サービス パラメータがシステム  
内の単一のサーバに適用されます。

このオプションを使用するには、電話機が SCCP バージョン 9 をサ    
ポートしている必要があります。Cisco Unified IP Phone 7935/7936    
は、SCCP メッセージ最適化をサポートしていません。この機能で 
は、更新後に電話機のリセットが必要です。

表 82-1 電話機の設定値（続き）

フィールド 説明
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［プロトコル固有情報（Protocol Specific Information）］

［パケットキャプチャモード

（Packet Capture Mode）］
暗号化のトラブルシューティング専用の設定。パケット キャプチャ 
リングは、高い CPU 使用率およびコール処理中断の原因となりま  
す。ドロップダウン リスト ボックスから、次のオプションのいず  
れかを選択します。

 • ［なし］：このオプション（デフォルト設定）は、パケット キャ 
プチャリングが行われないことを示します。パケット キャプ 
チャリングが完了したら、この値に設定してください。 

 • ［バッチ処理モード］：Cisco Unified Communications Manager が    
復号化または非暗号化されたメッセージをファイルに書き込

み、システムが各ファイルを暗号化します。システムは毎日、

新しい暗号鍵を持つ新しいファイルを作成します。Cisco
Unified Communications Manager は、ファイルを 7 日間保存し、     
また安全な場所でファイルを暗号化する鍵も保存します。Cisco
Unified Communications Manager はファイルを PktCap 仮想ディ     
レクトリに保存します。単一のファイルには、タイム スタン 
プ、送信元 IP アドレス、送信元 IP ポート、宛先 IP アドレス、      
パケット プロトコル、メッセージ長、およびメッセージが含ま 
れます。TAC デバッグ ツールは、HTTPS、管理者のユーザ名  
とパスワード、および指定日を使用して、キャプチャされたパ

ケットを含む単一の暗号化されたファイルを要求します。さら

に鍵情報も要求し、暗号化されたファイルを復号化します。

パケットのキャプチャの詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager トラブルシューティング ガイド』を参照
してください。

［パケットキャプチャ時間

（Packet Capture Duration）］
暗号化のトラブルシューティング専用の設定。パケット キャプチャ 
リングは、高い CPU 使用率およびコール処理中断の原因となりま  
す。

このフィールドには、パケット キャプチャリングの 1 つのセッショ   
ンに割り当てる最大分数を指定します。デフォルト設定は 0 です。  
ただし、0 ～ 300 分の範囲で指定できます。

パケット キャプチャリングを開始するには、このフィールドに 0 以   
外の値を入力します。パケット キャプチャリングの完了後、0 が表  
示されます。

パケットのキャプチャの詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager トラブルシューティング ガイド』を参照
してください。

［SRTPを許可］ このチェックボックスの説明に従い、このフラグをオンにする場合

は、ネットワークに IPSec を設定して、エンドツーエンドのセキュ  
リティを確保する必要があります。この設定を行わないと、鍵やそ

の他の情報が暴露されます。

SRTP 暗号化の詳細については、『Cisco Unified Communications   
Manager セキュリティ ガイド』を参照してください。

表 82-1 電話機の設定値（続き）

フィールド 説明
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［プレゼンスグループ

（Presence Group）］
このフィールドには、プレゼンス機能を設定します。

ドロップダウン リスト ボックスから、エンド ユーザ用のプレゼン   
ス グループを選択します。選択されたグループでは、この電話番 
号を監視できるデバイス、エンドユーザ、およびアプリケーション

ユーザが指定されます。

［プレゼンスグループ（Presence Group）］のデフォルト値は、イン 
ストール時に設定された［Standard Presence group］です。Cisco  
Unified Communications Manager の管理ページで設定されたプレゼ   
ンス グループもドロップダウン リスト ボックスに表示されます。

プレゼンス認可は、プレゼンス グループと連携して、グループ間 
のプレゼンス要求を許可またはブロックします。グループ間の権限

の設定、およびプレゼンスをエクステンション モビリティと連携 
させる方法については、『Cisco Unified Communications Manager 機    
能およびサービス ガイド』の「プレゼンス」の章を参照してくだ 
さい。

［デバイスセキュリティプロ

ファイル（Device Security 
Profile）］

デバイスに適用するセキュリティ プロファイルを選択します。 

セキュリティ プロファイルは、Cisco Unified Communications   
Manager の管理ページで設定したすべての電話機に適用する必要 
があります。Cisco Unified Communications Manager をインストール    
すると、あらかじめ定義されたノンセキュアなセキュリティ プロ 
ファイルのセットが自動登録用に提供されます。電話機のセキュリ

ティ機能を使用可能にするには、デバイス タイプとプロトコルに 
対応した新しいセキュリティ プロファイルを設定して電話機に適 
用する必要があります。電話機がセキュリティをサポートしていな

い場合は、ノンセキュア プロファイルを選択します。

プロファイルに含まれている設定値を確認するには、［システム］ > 
［セキュリティプロファイル］ >［電話セキュリティプロファイル］ 
の順に選択します。

（注） プロファイルに含まれている CAPF 設定値は、［電話の設定  
（Phone Configuration）］ウィンドウに表示される［CAPF情 
報（Certification Authority Proxy Function（CAPF） 
Information）］設定値に関連しています。製造元でインス
トールされる証明書（MIC）またはローカルで有効な証明
書（LSC）が関与する証明書操作の CAPF 設定値を設定す  
る必要があります。［電話の設定（Phone Configuration）］ウィ 
ンドウで更新した CAPF 設定値がセキュリティ プロファイ   
ルの CAPF 設定値に与える影響の詳細については、『Cisco  
Unified Communications Manager セキュリティ ガイド』を参    
照してください。

表 82-1 電話機の設定値（続き）
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［SIPダイヤルルール
（SIP Dial Rules）］

必要に応じて、適切な SIP ダイヤル規則を選択します。SIP ダイヤ   
ル規則により、Cisco Unified IP Phone 7905、7912、7940、および 7960     
ではローカルのダイヤル プランを使用できます。そのため、ユー 
ザは、コール処理の前にキーを押す必要も、タイマーを待つ必要も

ありません。 

SIP IP Phone にダイヤル規則を適用しない場合は、［SIP ダイヤル   
ルール（SIP Dial Rules）］フィールドの設定を［<なし >］のままに  
します。この設定は、コール処理の前にユーザが［ダイヤル］ソフ

トキーを使用するか、タイマーが期限切れになるまで待つ必要があ

ることを意味します。

［MTP優先発信コーデック
（MTP Preferred Originating 

Codec）］

ドロップダウン リスト ボックスから、SIP コールにメディア ター    
ミネーション ポイントが必要となる場合に使用するコーデックを 
選択します。

［コーリングサーチスペース

の再ルーティング

（Rerouting Calling Search 
Space）］

ドロップダウン リスト ボックスから、再ルーティングに使用する  
コーリング サーチ スペースを選択します。 

参照先へのルートを検索するときは、Referrer の再ルーティング 
コーリング サーチ スペースが使用されます。再ルーティング コー   
リング サーチ スペースが原因で Refer が失敗した場合、Refer    
Primitive は「405 Method Not Allowed」メッセージを使用して要求    
を拒否します。

リダイレクション（3xx）プリミティブおよび転送機能でも、リダ
イレクト先または転送先を検索するときに、再ルーティング コー 
リング サーチ スペースが使用されます。

［アウトオブダイアログ

REFERコーリングサーチス
ペース（Out-Of-Dialog Refer 
Calling Search Space）］

ドロップダウン リスト ボックスから、out-of-dialog Refer コーリン    
グ サーチ スペースを選択します。

Cisco Unified Communications Manager は、out-of-dialog（OOD）Refer    
Authorization コーリング サーチ スペース（CSS）を使用して、SIP   
out-of-dialog Refer を許可します。管理者は、Referrer の OOD CSS を      
設定することで、out-of-dialog Refer の使用を制限できます。Refer  
Primitive は、「403 Forbidden」メッセージを使用して OOD Refer 要     
求を拒否します。

表 82-1 電話機の設定値（続き）
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［SUBSCRIBEコーリング
サーチスペース

（SUBSCRIBE Calling Search 
Space）］

プレゼンス機能でサポートされている SUBSCRIBE コーリング  
サーチ スペースは、電話機からのプレゼンス要求を Cisco Unified   
Communications Manager がルーティングする方法を決定します。こ  
の設定を使用すると、電話機のプレゼンス（SUBSCRIBE）要求に、
コール処理サーチ スペースとは別のコーリング サーチ スペースを   
適用できます。

ドロップダウン リスト ボックスから、電話機のプレゼンス要求に  
使用する SUBSCRIBE コーリング サーチ スペースを選択します。    
Cisco Unified Communications Manager の管理ページで設定したすべ    
てのコーリング サーチ スペースが、［SUBSCRIBEコーリングサー  
チスペース（SUBSCRIBE Calling Search Space）］ドロップダウン リ    
スト ボックスに表示されます。

ドロップダウン リストからエンドユーザ用の別のコーリング サー  
チ スペースを選択しない場合、SUBSCRIBE コーリング サーチ ス    
ペースは、デフォルトで［なし］に設定されます。

この用途専用の SUBSCRIBE コーリング サーチ スペースを設定す    
るには、すべてのコーリング サーチ スペースと同じようにコーリ  
ング サーチ スペースを設定します。コーリング サーチ スペースの    
設定方法については、P.46-1 の「コーリング サーチ スペースの設   
定」を参照してください。

［アウトバウンドコールロー

ルオーバー（Outbound Call 
Rollover）］

Cisco Unified IP Phone 7931 ではこの設定を使用します。

 • ［ロールオーバーなし］：このモードでは会議および転送は機能
しません。ユーザがいずれかの機能を使おうとした場合、電話

機のステータスには［エラー :制限を超えました］と表示され
ます。この設定は、CTI アプリケーションをサポートする必要 
がある場合にのみ選択してください。

 • ［同一 DN 内のロールオーバー］：会議およびコールの転送は、
（異なる回線上で）同じ電話番号を使用して実行されます。た

とえば、回線 6 および 7 に電話番号 1506 が割り当てられた電      
話機があるとします。回線 6 にアクティブなコールがあり、  
ユーザはそのコールを転送することにしました。ユーザが［転

送］ボタンを押したときに、回線 6 のコールは保留になり、転  
送を実行するために回線 7 で新しいコールが開始されます。

 • ［任意の回線へのロールオーバー］：会議およびコールの転送
は、元のコールとは異なる電話番号および回線を使用して実行

されます。たとえば、回線 8 および 9 に電話番号 1507 が割り      
当てられ、回線 9 に電話番号 1508 が割り当てられた電話機が    
あるとします。回線 8 にアクティブなコールがあり、ユーザは  
コールを転送することにしました。ユーザが［転送］ボタンを

押したときに、回線 8 のコールは保留になり、転送を実行する  
ために回線 9 で新しいコールが開始されます。

［SIPプロファイル
（SIP Profile）］

デフォルト SIP プロファイルまたは以前作成された特定のプロ  
ファイルを選択します。SIP プロファイルには、登録タイマーとキー 
プアライブ タイマー、メディア ポート、および Do Not Disturb（DND;     
サイレント）コントロールなど、電話機に関する特定の SIP 情報が  
含まれています。

表 82-1 電話機の設定値（続き）

フィールド 説明
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［ダイジェストユーザ（Digest
User）］

ダイジェスト認証（SIP セキュリティ）で使用されるため、電話機 
に関連付けるエンドユーザを選択します。

選択したユーザのダイジェスト信用証明書を設定したことを確認

します（［エンドユーザの設定（End User Configuration）］ウィンド  
ウを参照）。

電話機の設定を保存し、電話機をリセットすると、ユーザのダイ

ジェスト信用証明書が電話機の設定ファイルに追加されます。

ダイジェスト認証の詳細については、『Cisco Unified Communications  
Manager セキュリティ ガイド』を参照してください。

［メディアターミネーション

ポイントが必須（Media 
Termination Point Required）］

H.323 がサポートしない機能（たとえば、保留や転送）をインプリ 
メントするために、メディア ターミネーション ポイントを使用す  
るかどうかを指定します。

機能をインプリメントするために MTP を使用する場合は、［メディ  
アターミネーションポイントが必須（Media Termination Point  
Required）］チェックボックスをオンにします。機能をインプリメン
トするときに MTP を使用しない場合は、［メディアターミネーショ  
ンポイントが必須（Media Termination Point Required）］チェックボッ   
クスをオフにします。

このチェックボックスは、H.323 クライアント、および H.245 Empty   
Capabilities Set をサポートしていない H.323 デバイスにのみ使用し    
てください。または、メディア ストリーミングを 1 つのソースで   
終了させる場合に使用してください。

MTP を使用するためにこのチェックボックスをオンにして、この 
デバイスがビデオ コールのエンドポイントになっている場合、そ 
のコールは必ずオーディオになります。

［不在ポート（Unattended 
Port）］

このデバイス上の不在ポートを示すには、このチェックボックスを

オンにします。

［DTMF受信が必要（Require
DTMF Reception）］

SIP および SCCP 電話機の場合、この電話機に DTMF 受信が必要な     
ときは、このチェックボックスをオンにします。

［RFC2833 が無効（RFC2833
Disabled）］

SCCP 電話機の場合、RFC2833 サポートを使用不可にするときは、  
このチェックボックスをオンにします。

表 82-1 電話機の設定値（続き）
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［CAPF情報（Certification Authority Proxy Function（CAPF）Information）］

［証明書の操作（Certificate 
Operation）］

ドロップダウン リスト ボックスから、次のオプションのいずれか  
を選択します。

 • ［保留中の操作なし］：認証操作が行われない時間を表示します
（デフォルト設定）。

 • ［インストール /アップグレード］：電話機にローカルで存在し
ている有効な証明書を新規にインストールまたは更新します。

 • ［削除］：電話機にローカルで存在している有効な証明書を削除
します。

 • ［トラブルシューティング］：ローカルで有効な証明書（LSC）
または製造元でインストールされる証明書（MIC）を元に戻し
て、CAPF トレース ファイルの認証証明書を表示できるように  
します。いずれの証明書タイプも電話機に存在する場合、Cisco
Unified Communications Manager は各証明書タイプに 1 つずつ、     
合計 2 つのトレース ファイルを作成します。

［トラブルシューティング］オプションを選択すると、電話機

に存在する LSC または MIC を確認できます。

CAPF 処理の詳細については、『Cisco Unified Communications   
Manager セキュリティ ガイド』を参照してください。

表 82-1 電話機の設定値（続き）
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［認証モード（Authentication
Mode）］

このフィールドでは、CAPF 証明書の処理中に電話機が使用する認 
証方法を選択できます。

ドロップダウン リスト ボックスから、次のオプションのいずれか  
を選択します。

 • ［認証ストリング］：ユーザが電話機で CAPF 認証文字列を入力  
した場合にのみ、ローカルで有効な証明書をインストール、更

新、削除、またはトラブルシューティングします。

 • ［Nullストリング］：ユーザの操作なしで、ローカルで有効な証
明書をインストール、更新、削除、またはトラブルシューティ

ングします。

このオプションは、セキュリティを提供しません。このオプ

ションは、閉じた安全な環境のみで選択することを強くお勧め

します。

 • ［既存の証明書（LSC の優先）］：製造元でインストールされる
証明書（MIC）またはローカルで有効な証明書（LSC）が電話
機内に存在する場合、ローカルで有効な証明書をインストー

ル、更新、削除、またはトラブルシューティングします。LSC
が電話機内に存在する場合は、MIC が電話機内に存在するかど 
うかにかかわらず、LSC を通じて認証が実行されます。MIC お  
よび LSC が電話機内に存在する場合、認証は LSC を通じて実    
行されます。LSC が電話機内に存在せず、MIC が存在する場  
合、認証は MIC を通じて実行されます。 

このオプションを選択する前に、電話機内に証明書が存在する

ことを確認してください。このオプションを選択し、電話機内

に証明書が存在しない場合、処理は失敗します。

MIC と LSC が電話機内に同時に存在する場合でも、電話機は   
常に 1 つの証明書だけを使用して CAPF に対して認証します。    
何らかの原因により優先されるプライマリ証明書の信頼性が

低下した場合、または他の証明書を通じて認証する場合は、認

証モードを更新する必要があります。

 • ［既存の証明書（MICの優先）］：MICまたは LSCが電話機内に
存在する場合、ローカルで有効な証明書をインストール、更新、

削除、またはトラブルシューティングします。MIC が電話機内 
に存在する場合は、LSC が電話機内に存在するかどうかにかか 
わらず、LSC を通じて認証が実行されます。LSC が電話機内に  
存在し、MIC が存在しない場合、認証は LSC を通じて実行さ   
れます。 

このオプションを選択する前に、電話機内に証明書が存在する

ことを確認してください。このオプションを選択し、電話機内

に証明書が存在しない場合、処理は失敗します。

（注） ［電話セキュリティプロファイルの設定（Phone Security  
Profile Configuration）］ウィンドウで設定される CAPF 設定   
値は、［電話の設定（Phone Configuration）］ウィンドウで設 
定される CAPF パラメータと相互に関係があります。

表 82-1 電話機の設定値（続き）
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［認証文字列（Authentication
String）］

［認証モード（Authentication Mode）］ドロップダウン リスト ボック   
スで［認証ストリング］オプションを選択した場合、このフィール

ドが適用されます。手動で文字列を入力、または［文字列を生成］

ボタンをクリックすると文字列が生成されます。文字列が 4 ～ 10   
桁であることを確認してください。

ローカルで有効な証明書をインストール、更新、削除、またはトラ

ブルシューティングするには、電話機のユーザまたは管理者が電話

機に認証文字列を入力する必要があります。

［キーサイズ（Key Size、ビッ 
ト）］

CAPF で使用されるこの設定では、ドロップダウン リスト ボック   
スから認証のキー サイズを選択します。デフォルトの設定は 1024  
です。その他のオプションには 512 と 2048 があります。

デフォルトの設定よりも大きいキー サイズを選択した場合、キー 
の生成に必要なエントロピーを生成するために長い時間がかかり

ます。キー生成の優先順位を低く設定すると、処理中に電話機を動

作させることができます。電話機のモデルによっては、キー生成が

完了するまでに 30 分以上かかることがあります。

（注） ［電話セキュリティプロファイルの設定（Phone Security  
Profile Configuration）］ウィンドウで設定される CAPF 設定   
値は、［電話の設定（Phone Configuration）］ウィンドウで設 
定される CAPF パラメータと相互に関係があります。 

［操作の完了（Operation 
Completes By）］

このフィールドは［証明書の操作（Certificate Operation）］の［イン 
ストール /アップグレード］、［削除］、および［トラブルシューティ
ング］オプションをサポートし、操作を完了させる日付および時刻

を指定します。 

表示される値はパブリッシャ データベース サーバ用です。

［証明書の操作ステータス

（Certificate Operation Status）］
このフィールドは、認証操作の進行状況を表示します。たとえば、

「< 操作タイプ > pending」、「failed」、または「successful」です。こ 
こで、操作タイプは［証明書の操作（Certificate Operation）］の［イ 
ンストール / アップグレード］、［削除］、または［トラブルシュー
ティング］オプションを表します。このフィールドに表示される情

報は変更できません。

［拡張モジュール情報（Expansion Module Information）］

［モジュール 1（Module 1）］ 適切な拡張モジュールを選択するか、または何も選択しません。

［モジュール 1ロード名
（Module 1 Load Name）］

適切な拡張モジュール用のカスタム ソフトウェアを入力します（該 
当する場合）。

このフィールドに入力される値は、現在のモデルのデフォルト値を

上書きします。ファームウェア ロードがモジュール ロードと一致  
していることを確認してください。

［モジュール 2（Module 2）］ 適切な拡張モジュールを選択するか、または何も選択しません。

表 82-1 電話機の設定値（続き）
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［モジュール 2ロード名
（Module 2 Load Name）］

2 番目の拡張モジュール用のカスタム ソフトウェアを入力します  
（該当する場合）。

このフィールドに入力される値は、現在のモデルのデフォルト値を

上書きします。ファームウェア ロードがモジュール ロードと一致  
していることを確認してください。

［外部データ位置情報（External Data Locations Information、デフォルトを使用する場合はブラン
ク）］

［情報（Information）］ Information（i）ボタンのヘルプ テキストのロケーション（URL）を 
入力します。デフォルト値を受け入れるには、このフィールドをブ

ランクのままにします。

［ディレクトリ（Directory）］ 電話機がディレクトリ情報を取得する際の取得元となるサーバを

入力します。デフォルト値を受け入れるには、このフィールドをブ

ランクのままにします。

［メッセージ（Messages）］ このフィールドはブランクのままにします（Cisco Unified 
Communications Manager では使用されません）。 

［サービス（Services）］ IP Phone サービスのロケーション（URL）を入力します。

［認証サーバ（Authentication
Server）］

電話機の Web サーバに対する要求を検証するために、この電話機  
が使用する URL を入力します。認証 URL を指定しない場合、認証    
を必要とする Cisco Unified IP Phone 上の拡張機能は動作しません。

デフォルトでは、この URL は、インストレーション時に設定され  
た［Cisco Unified IP Phone ユーザ オプション］ウィンドウにアクセ     
スします。

デフォルト値を受け入れるには、このフィールドをブランクのまま

にします。

［プロキシサーバ（Proxy 
Server）］

電話機の HTTP クライアントから、ローカル以外のホスト アドレ   
スにアクセスする HTTP 要求を代理処理するのに使用されるホス  
トとポート（たとえば、proxy.cisco.com:80）を入力します。

プロキシ サーバ パラメータを使用する場合を示す規則としては、  
次の 2 つがあります。

1. ホスト名に「.」が含まれている。

2. ホスト名が何らかの形式の IP アドレスである。

この URL を設定しない場合、電話機は URL に直接接続を試みま    
す。

デフォルト値を受け入れるには、このフィールドをブランクのまま

にします。

［アイドル（Idle）］ ［アイドルタイマー（Idle Timer、秒）］フィールドで指定された時 
間の間、Cisco Unified IP Phone が使用されなかった場合に、その電    
話機のディスプレイに表示される URL を入力します。たとえば、  
電話機が 5 分間使用されなかったときに、LCD 上にロゴを表示で   
きます。

デフォルト値を受け入れるには、このフィールドをブランクのまま

にします。

表 82-1 電話機の設定値（続き）
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［アイドルタイマー

（Idle Timer、秒）］
アイドル状態を許容する時間（秒数）を入力します。この時間が経

過すると、［アイドル（Idle）］フィールドで指定された URL が表示  
されます。

Idle URL Timer エンタープライズ パラメータの値を受け入れるに    
は、このフィールドをブランクのままにします。

［内線情報（Extension Information）］

［エクステンションモビリ

ティの有効化（Enable 
Extension Mobility）］

この電話機でエクステンション モビリティをサポートする場合は、 
このチェックボックスをオンにします。

［ログアウトプロファイル

（Log Out Profile）］
このドロップダウン リスト ボックスは、Cisco Extension Mobility を     
使用してデバイスにログインしているユーザがいない場合に、デバ

イスが使用するデバイス プロファイルを指定します。［現在のデバ 
イス設定を使用］またはリストされる特定の設定プロファイルのい

ずれかを選択できます。

特定の設定プロファイルを選択した場合、デバイスとログイン プ 
ロファイルとの間のマッピングは、ユーザのログアウト後も保持さ

れます。［現在のデバイス設定を使用］を選択した場合、マッピン

グは保持されません。

［ログイン時刻

（Log in Time）］
このフィールドは、ユーザがログインするまでブランクのままで

す。ユーザが Cisco Extension Mobility を使用してデバイスにログイ    
ンすると、ユーザのログイン時刻がこのフィールドに表示されま

す。

［ログアウト時刻

（Log out Time）］
このフィールドは、ユーザがログインするまでブランクのままで

す。ユーザが Cisco Extension Mobility を使用してデバイスにログイ    
ンすると、システムがユーザをログアウトする予定時刻がこの

フィールドに表示されます。

［設定ファイル暗号化対称キー情報（Configuration File Encryption Symmetric Key Information）］

［対称キー（Symmetric Key）］対称キーに使用する 16 進文字の文字列を入力します。有効な文字  
には、数字の 0 ～ 9、および大文字 /小文字の A ～ F（または a ～        
f）があります。

鍵サイズに適したビットを入力したことを確認します。ビットが不

適切な場合、Cisco Unified Communications Manager は値を拒否しま    
す。Cisco Unified Communications Manager は、次の鍵サイズをサ    
ポートします。

 • Cisco Unified IP Phone 7905 および 7912（SIP のみ）：256 ビット

 • Cisco Unified IP Phone 7940 および 7960（SIP のみ）：128 ビット

この文字列が使用されるのは 1 回のみです。設定値を更新するたび  
に、新しい鍵を生成してから電話機をリセットする必要がありま

す。

暗号化された設定ファイルのダウンロードに関する対称キーの操

作の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager セキュ    
リティ ガイド』を参照してください。

［文字列を生成］ Cisco Unified Communications Manager の管理ページで 16 進文字を      
生成させる場合は、［文字列を生成］ボタンをクリックします。

表 82-1 電話機の設定値（続き）
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［データベース値を復元］ データベースに存在する値を復元する場合は、このボタンをクリッ

クします。このボタンは、［対称キー（Symmetric Key）］フィール 
ドに不適切な値を入力してから設定を保存した場合に役立ちます。

［H.323情報（H.323 Information）］

［発信者 IDパターン
（Outgoing Caller ID Pattern）］

H.323 クライアントへの発信コールの発信者 ID に使用するパター   
ンを 0 ～ 24 桁で入力します。

［発呼側の選択（Calling Party 
Selection）］

H.323 クライアントへの発信コールで送信される電話番号を選択し 
ます。

次のオプションは、どの電話番号が送信されるかを指定します。

 • ［発信元］：発信側デバイスの電話番号を送信します。

 • ［最初のリダイレクト番号］：転送デバイスの電話番号を送信し
ます。

 • ［最後のリダイレクト番号］：最後にコールを転送するデバイス
の電話番号を送信します。

 • ［最初のリダイレクト番号（外部）］：リダイレクト元のデバイ
スの外部電話番号を送信します。

 • ［最後のリダイレクト番号（外部）］：コールをリダイレクトす
る最後のデバイスの外部電話番号を送信します。

［発呼側のプレゼンテーショ

ン（Calling Party 
Presentation）］

Cisco Unified Communications Manager が発信者 ID を送信するか、ま      
たはブロックするかを選択します。

Cisco Unified Communications Manager が発信者 ID を送信するよう      
にする場合は、［許可］を選択します。

Cisco Unified Communications Manager が発信者 ID を送信しないよ      
うにする場合は、［非許可］を選択します。

［デフォルト］では、発信者 ID を送信しないことが指定されます。

［IE 配信を表示（Display IE 
Delivery）］

発信側と着信側のネーム デリバリ サービスに対する SETUP およ    
び CONNECT メッセージ内で、表示 Information Element（IE; 情報     
要素）のデリバリを可能にするには、このチェックボックスをオン

にします。

デフォルト設定では、このチェックボックスはオンです。

［番号 IE配信アウトバウン
ドのリダイレクト

（Redirecting Number IE 
Delivery Outbound）］

コールが転送された場合にコールの最初の転送番号と転送理由を

示すには、このチェックボックスをオンにします（Redirecting
Number IE は、Cisco Unified Communications Manager からの発信      
SETUP メッセージの UUIE 部分に含まれます）。

送信 SETUP メッセージから最初の転送番号と転送理由を除外する  
には、チェックボックスをオフにします。 

ボイスメッセージ統合のみで Redirecting Number IE を使用します。    
ボイスメッセージ システムが Redirecting Number IE をサポートす     
るように設定した場合は、チェックボックスをオンにします。 

（注） デフォルト設定では、このチェックボックスはオフです。

表 82-1 電話機の設定値（続き）

フィールド 説明
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［番号 IE配信インバウンドの
リダイレクト（Redirecting
Number IE Delivery Inbound）］

Cisco Unified Communications Manager に対する受信 SETUP メッ      
セージの Redirecting Number IE を受理するには、このチェックボッ    
クスをオンにします（Redirecting Number IE は、SETUP メッセージ    
の UUIE 部分に含まれます）。

Cisco Unified Communications Manager に対する受信 SETUP メッ      
セージの Redirecting Number IE を除外するには、このチェックボッ    
クスをオフにします 

ボイスメッセージ統合のみで Redirecting Number IE を使用します。    
ボイスメッセージ システムが Redirecting Number IE をサポートす     
るように設定した場合は、チェックボックスをオンにします。

（注） デフォルトでは、このチェックボックスはオフです。

［ゲートキーパー情報（Gatekeeper Information）］

［ゲートキーパー名

（Gatekeeper Name）］
このフィールドには、H.323 クライアントを制御するゲートキー 
パーの名前を指定します。H.323 クライアントにより設定にゲート 
キーパーが指定される前に、ゲートキーパーが Cisco Unified  
Communications Manager で設定されていることを確認してくださ  
い。デフォルトは空白です。

［E.164］ 常に固有の E.164 番号を使用します。ヌル値は使用しないでくださ  
い。

［テクノロジープレフィック

ス（Technology Prefix）］
このフィールドには、ゾーンでエンドポイントの機能を表す # 記号  
で終わる番号を指定します。「ゾーン（Zone）」経由の設定を使用で
きる場合、このフィールドは影響力を持ちません。デフォルト値は

1#* です。ヌル値は使用しないでください。

［ゾーン（Zone）］ このフィールドには、ゲートキーパーが管理するゾーンのゾーン名

を指定します。H.323 クライアントおよびトランクに同じゾーン名 
を使用しないでください。また、ヌル値は使用しないでください。

［Gatekeeper Controlled H.323  
Client］

H.323 クライアントのゲートキーパー制御を可能にするには、この 
チェックボックスをオンにします。

［MLPP情報（MLPP Information）］

［MLPPドメイン
（MLPP Domain）］

このデバイスに関連付けられた MLPP ドメインのドロップダウン  
リスト ボックスから MLPP ドメインを選択します。値を［なし］の   
ままにすると、このデバイスの MLPP ドメインは、このデバイスの  
デバイス プールに設定された値から継承されます。デバイス プー  
ルに MLPP ドメインの設定がない場合、このデバイスの MLPP ド    
メインは、MLPP Domain Identifier エンタープライズ パラメータに    
設定された値から継承されます。

表 82-1 電話機の設定値（続き）

フィールド 説明
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［MLPP表示
（MLPP Indication）］

使用可能な場合、この設定は、優先トーンを再生できるデバイスが

MLPP 優先コールの発信時にその再生機能を使用するかどうかを 
指定します。

ドロップダウン リスト ボックスにある次のオプションの中から、  
デバイスに割り当てる設定を選択します。

 • ［デフォルト］：このデバイスは、その［MLPP 表示（MLPP
Indication）］設定をこのデバイスのデバイス プールから継承し 
ます。

 • ［オフ］：このデバイスは、MLPP 優先コールの表示の制御も処 
理もしません。

 • ［オン］：このデバイスは、MLPP 優先コールの表示を制御し処 
理します。

（注） ［MLPP表示（MLPP Indication）］を［オフ］または［デフォ 
ルト］（デフォルトが［オフ］の場合）に設定し、かつ［MLPP
プリエンプション（MLPP Preemption）］を［強制］に設定 
するという組み合せでデバイスを設定することはできませ
ん。

（注） エンタープライズ パラメータ、デバイス プール、またはデ  
バイス レベルで［MLPP表示（MLPP Indication）］をオンに  
すると、［MLPP 表示（MLPP Indication）］をデバイスに対 
してオフ（上書き）にしない限り、デバイスで回線に対す
る通常の［呼出音設定］が動作しません。

［MLPPプリエンプション
（MLPP Preemption）］

この設定は、一部のデバイスでは使用できません。使用可能な場

合、この設定は、進行中のコールを優先できるデバイスが MLPP 優  
先コールの発信時にその優先機能を使用するかどうかを指定しま

す。

ドロップダウン リスト ボックスにある次のオプションの中から、  
デバイスに割り当てる設定を選択します。

 • ［デフォルト］：このデバイスは、その［MLPPプリエンプショ
ン（MLPP Preemption）］設定をこのデバイスのデバイス プール  
から継承します。

 • ［無効］：このデバイスは、優先順位の高いコールの完了に必要
な場合、優先順位の低いコールを優先しないようにします。

 • ［強制］：このデバイスは、優先順位の高いコールの完了に必要
な場合、優先順位の低いコールを優先するようにします。

（注） ［MLPP表示（MLPP Indication）］を［オフ］または［デフォ 
ルト］（デフォルトが［オフ］の場合）に設定し、かつ［MLPP
プリエンプション（MLPP Preemption）］を［強制］に設定 
するという組み合せでデバイスを設定することはできませ
ん。

表 82-1 電話機の設定値（続き）

フィールド 説明
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［サイレント（Do Not Disturb）］（DND）

［サイレント

（Do Not Disturb）］
電話機で Do Not Disturb（DND; サイレント）を有効にするには、こ    
のチェックボックスをオンにします。

［DNDオプション
（DND Option）］

［サイレント（Do Not Disturb）］がオンになっている場合に電話機  
で呼出音を無効にするには、ドロップダウン リストから［呼出音 
オフ］を選択します。

［DND着信呼警告
（DND Incoming Call Alert）］

［DND呼出音オフ］オプションを有効にした場合、このパラメータ
は電話機でコールを表示する方法を指定します。

ドロップダウン リストから、次のオプションのいずれかを選択し 
ます。

 • ［無効］：このオプションは、コールを通知するビープ音とフ
ラッシュの両方を無効にしますが、着信コール情報は表示しま

す。

 • ［ビープ音のみ］：このオプションは、着信コールがあると、電
話機のビープ音だけを再生します。

 • ［フラッシュのみ］：このオプションは、着信コールがあると、
電話機のフラッシュ アラートだけを表示します。

［セキュアシェル情報（Secure Shell Information）］

［セキュアシェルユーザ

（Secure Shell User）］
セキュア シェル ユーザのユーザ ID を入力します。このフィールド    
は、設定している電話機が SSH アクセスをサポートしている場合  
に表示されます。

Cisco Technical Assistance Center（TAC）では、トラブルシューティ   
ングやデバッグを行うときにセキュア シェルを使用します。詳細 
については、TAC に問い合せてください。

Cisco Unified Communications Manager が電話機に SSH クレデンシャ
ルを平文で送信しないようにするために、暗号化電話設定ファイ

ルを設定する方法については、このリリースの『Cisco Unified 
Communications Manager セキュリティ ガイド』を参照してくださ
い。

［セキュアシェルパスワード

（Secure Shell Password）］
セキュア シェル ユーザのパスワードを入力します。詳細について  
は、TAC に問い合せてください。

Cisco Unified Communications Manager が電話機に SSH パスワードを
平文で送信しないようにするために、暗号化電話設定ファイルを

設定する方法については、このリリースの『Cisco Unified 
Communications Manager セキュリティ ガイド』を参照してくださ
い。

表 82-1 電話機の設定値（続き）

フィールド 説明
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［割り当て情報（Association Information）］

［ボタン項目を変更］ 電話機を追加すると、［電話の設定（Phone Configuration）］ウィン 
ドウの左側に［割り当て情報（Association Information）］領域が表 
示されます。

この電話機に対するボタンの関連付けを管理するには、このボタン

をクリックします。ダイアログボックスが表示され、電話機に対す

る未保存の変更はすべて失われる可能性があることが警告されま

す。電話機に対する変更をすべて保存した場合は、［OK］をクリッ
クして続行します。この電話機用の［電話のボタンの並び替え設定

（Reorder Phone Button Configuration）］ウィンドウが表示されます。

詳細な手順については、P.82-38 の「電話ボタン テンプレートのボ  
タン項目の変更」を参照してください。

［回線［1］- 新規 DNを追加］

［回線［2］- 新規 DNを追加］

電話機を追加すると、［電話の設定（Phone Configuration）］ウィン 
ドウの左側に［割り当て情報（Association Information）］領域が表 
示されます。

この電話機に関連付ける電話番号（複数可）を追加するには、これ

らのリンクをクリックします。いずれかのリンクをクリックする

と、［電話番号の設定（Directory Number Configuration）］ウィンド  
ウが表示されます。

詳細な手順については、P.57-3 の「電話番号の設定」を参照してく 
ださい。

［新規 SDを追加］ 電話機を追加すると、［電話の設定（Phone Configuration）］ウィン 
ドウの左側に［割り当て情報（Association Information）］領域が表 
示されます。

この電話機の短縮ダイヤル設定を追加するには、このリンクをク

リックします。リンクをクリックすると、この電話機用の［短縮ダ

イヤルと固定短縮ダイヤルの設定（Speed Dial and Abbreviated Dial    
Configuration）］ウィンドウが表示されます。

詳細な手順については、P.82-31 の「短縮ダイヤル ボタンの設定」  
を参照してください。

［新規 SURLを追加］ 電話機を追加すると、［電話の設定（Phone Configuration）］ウィン 
ドウの左側に［割り当て情報（Association Information）］領域が表 
示されます。

この電話機のサービス URL ボタンを設定するには、このリンクを  
クリックします。リンクをクリックすると、この電話機用の［サー

ビス URL ボタンの設定（Configure Service URL Buttons for）］ウィ    
ンドウが表示されます。

詳細な手順については、P.82-36 の「サービス URL ボタンの設定」   
を参照してください。

表 82-1 電話機の設定値（続き）

フィールド 説明
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短縮ダイヤル ボタンの設定
ユーザに短縮ダイヤル ボタンを提供する場合、または短縮ダイヤル ボタンが特定のユーザに割り  
当てられていない電話機を設定する場合は、Cisco Unified Communications Manager の管理ページを    
使用して、電話機に短縮ダイヤル ボタンを設定します。ユーザは、［Cisco Unified IP Phone ユーザ     
オプション］メニューを使用して、電話機の短縮ダイヤル ボタンを変更できます。

手順

ステップ 1 ［電話の設定（Phone Configuration）］ウィンドウで、ウィンドウの上部にある［関連リンク］ドロッ 
プダウン リスト ボックスから［短縮ダイヤルの追加 /更新］を選択し、［移動］をクリックします。

この電話機用の［短縮ダイヤルと固定短縮ダイヤルの設定（Speed Dial and Abbreviated Dial    
Configuration）］ウィンドウが表示されます。

［新規 BLF SDを追加］ 電話機を追加すると、［電話の設定（Phone Configuration）］ウィン 
ドウの左側に［割り当て情報（Association Information）］領域が表 
示されます。

この電話機のビジー ランプ フィールド / 短縮ダイヤル設定を設定  
するには、このリンクをクリックします。リンクをクリックする

と、この電話機用の［ビジーランプフィールド短縮ダイヤルの設

定］ウィンドウが表示されます。

詳細については、P.82-33 の「BLF/短縮ダイヤルの設定値」を参照 
してください。

［新規BLFダイレクトコール
パークの追加］

電話機を追加すると、［電話の設定（Phone Configuration）］ウィン 
ドウの左側に［割り当て情報（Association Information）］領域が表 
示されます。

この電話機のビジー ランプ フィールド /ダイレクト コール パーク    
設定を設定するには、このリンクをクリックします。リンクをク

リックすると、この電話機用の［ビジーランプフィールドダイレク

トコールパークの設定］ウィンドウが表示されます。

BLF/ ダイレクト コール パークの設定については、『Cisco Unified   
Communications Manager 機能およびサービス ガイド』の「コール   
パークとダイレクト コールパーク」の章を参照してください。

［プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration Layout）］

（デバイス メーカーによって 
指定される、モデル固有の設

定フィールド）

フィールドの説明、およびプロダクト固有の設定項目のヘルプを表

示するには、［プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration  
Layout）］領域にある「?」情報アイコンをクリックします。ポップ
アップ ダイアログボックスにヘルプが表示されます。

詳細な情報が必要な場合は、設定する個々のデバイスの資料を参照

するか、製造メーカーにお問い合せください。

表 82-1 電話機の設定値（続き）

フィールド 説明
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（注） ［電話の設定（Phone Configuration）］ウィンドウを表示するには、［デバイス］ >［電話］の  
順に選択してください。検索条件を入力し、［検索］をクリックします。短縮ダイヤル ボタ 
ンを設定する電話機を選択します。

ステップ 2 適切な設定値を入力します（表 82-2 を参照）。

ステップ 3 ［保存］をクリックして、変更内容を適用します。

ステップ 4 ［閉じる］をクリックして、ウィンドウを閉じます。

追加情報

P.82-43 の「関連項目」を参照してください。

短縮ダイヤルと固定短縮ダイヤルの設定値

表 82-2 では、短縮ダイヤル ボタンの設定値について説明します。［短縮ダイヤルと固定短縮ダイヤ  
ルの設定（Speed Dial and Abbreviated Dial Configuration）］ウィンドウには、2 つのセクションがあ      
ります。電話機の短縮ダイヤルの設定、およびボタンに関連付けられていない固定短縮ダイヤルの

設定に関するセクションです。表 82-2 の説明は両方のセクションに適用されます。

合計 99 個の短縮ダイヤルおよび固定短縮ダイヤルの設定がシステムにより提供されています。

短縮ダイヤルの設定

電話機の物理的なボタンの設定を行います。

固定短縮ダイヤルの設定

固定短縮ダイヤルでアクセスするための短縮ダイヤル番号の設定を行います。 

（注） 一部の Cisco Unified IP Phone は固定短縮ダイヤルをサポートしていません。該当の電話機のユーザ     
ガイドを参照してください。

表 82-2 短縮ダイヤルと固定短縮ダイヤルの設定値 

フィールド 説明

（左のカラムにある 1 ～ 99 の番    
号）

このカラムには、電話機または Cisco Unified IP Phone 7914 拡張      
モジュール上の短縮ダイヤル ボタン（たとえば、1、2、3、4 な  
ど）を指定するか、あるいは、固定短縮ダイヤルに使用する固

定短縮ダイヤル インデックスを指定します。

［番号（Number）］ ユーザが短縮ダイヤル ボタンを押したときにシステムによって 
ダイヤルされる番号を入力します。
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追加情報

P.82-43 の「関連項目」を参照してください。

BLF/短縮ダイヤルの設定値
Cisco Unified Communications Manager の管理ページでプレゼンスを設定すると、ウォッチャーと呼    
ばれる関係者が、ウォッチャーのデバイスの BLF/短縮ダイヤル ボタンを使用して、電話番号また  
は SIP URI のリアルタイム ステータスを監視できるようになります。 

プレゼンス対応の SIP 電話機では、電話番号または SIP URI を BLF/短縮ダイヤル ボタンとして設       
定できます。プレゼンス対応の SCCP 電話機では、電話番号のみを BLF/短縮ダイヤル ボタンとし    
て設定できます。

BLF/短縮ダイヤル ボタンの設定については、『Cisco Unified Communications Manager 機能およびサー     
ビス ガイド』の「プレゼンス」の章を参照してください。

BLF/ダイレクト コール パークの設定値
ダイレクト コール パークを使用すると、ユーザが選択した利用可能なダイレクト コール パーク番    
号に、パークされているコールを転送できます。ダイレクト コール パーク番号は、Cisco Unified   
Communications Manager の［ダイレクトコールパークの設定（Directed Call Park Configuration）］ウィ     
ンドウで設定します。設定したダイレクト コール パーク番号は、クラスタ全体で使用可能です。ダ  
イレクト コール パークのビジー ランプ フィールド（BLF）をサポートする電話機は、指定したダ    
イレクト コール パーク番号が、ビジー ステータスかアイドル ステータスかを監視するように設定    
できます。また、BLF を使用すると、ダイレクト コール パーク番号を短縮ダイヤルできます。

BLF/ダイレクト コール パークの設定については、『Cisco Unified Communications Manager 機能およ      
びサービス ガイド』の「コールパークとダイレクト コールパーク」の章を参照してください。

［ラベル（Label）］ 短縮ダイヤル ボタンまたは固定短縮ダイヤル番号に対して表示 
されるテキストを入力します。

Cisco Unified Communications Manager は、Cisco Unified IP Phone       
7910 に対してこのフィールドを使用不可にします。このフィー 
ルドの値が表示される電話機の種類にご注意ください。対象に

漢字未対応の電話機が含まれる場合は、状況により半角カタカ

ナあるいは ASCII 文字を使用するようにしてください。また、  
電話機のユーザロケールが複数存在する場合は、共通する文字

セットを使用してください。

［ASCIIラベル（ASCII Label）］ このフィールドには、［ラベル（Label）］フィールドと同じ情報
を指定します。ただし、入力は ASCII 文字に制限されます。  
Unicode（国際化）文字をサポートしないデバイスでは、［ASCII
ラベル（ASCII Label）］フィールドの内容が表示されます。

表 82-2 短縮ダイヤルと固定短縮ダイヤルの設定値（続き）

フィールド 説明
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IP Phone サービスの設定
ユーザは、Cisco Unified IP Phone 7970、7960、および 7940 などの特定の電話機から情報サービス      
（たとえば、天気、株価など）、またはその他の利用可能なサービスにアクセスできます。管理者は、

Cisco Unified Communications Manager の管理ページを使用して、電話機で使用可能なサービスを    
セットアップすることができます。ユーザは、［Cisco Unified IP Phone ユーザ オプション］メニュー     
を使用して、サービスを変更できます。［Cisco Unified IP Phone ユーザ オプション］メニューにつ     
いては、該当する電話機モデルの『Cisco Unified IP Phone ユーザ ガイド』を参照してください。     
Cisco Unified Communications Manager の管理ページでサービスを管理する方法の詳細については、    
P.91-1 の「IP Phone サービスの設定」を参照してください。 

電話サービスへの加入、電話サービスの更新、および電話サービスの加入解除の詳細については、

次の項を参照してください。

 • サービスへの加入（P.82-34）

 • サービスの更新（P.82-35）

 • サービスの加入解除（P.82-36）

サービスへの加入

電話機用の新規サービスに登録する手順は、次のとおりです。

始める前に

Cisco Unified Communications Manager に電話サービスを追加してください。詳細については、    
P.91-3 の「IP Phone サービスの設定」を参照してください。

手順

ステップ 1 ［デバイス］ >［電話］の順に選択します。

［電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 特定の電話機を見つけるには、検索条件を入力し、［検索］をクリックします。

検索条件と一致する電話機のリストが表示されます。

ステップ 3 サービスを追加する電話機を選択します。

［電話の設定（Phone Configuration）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 ウィンドウの右上にある［関連リンク］ドロップダウン リスト ボックスから［サービスの登録 /登  
録解除］を選択し、［移動］をクリックします。

この電話機用の、登録済みの IP Phoneサービスのウィンドウが表示されます。

ステップ 5 ［サービスの選択（Select a Service）］ドロップダウン リスト ボックスから、電話機に追加するサー    
ビスを選択します。

ステップ 6 ［次へ］をクリックします。

選択したサービスが、ウィンドウに表示されます。別のサービスを選択する場合は、［戻る］をク

リックし、ステップ 5 を繰り返します。
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ステップ 7 必須パラメータを持つサービスの場合は、表示されているフィールドにその情報を入力します。 

ステップ 8 ［登録］をクリックします。

サービスが［登録済みサービス（Subscribed Services）］リストに表示されます。

ステップ 9 別のサービスに加入する場合は、［登録済みサービス（Subscribed Services）］領域の［Subscribe a New   
Service］リンクをクリックします。ステップ 5 ～ステップ 8 を繰り返します。

追加情報

P.82-43 の「関連項目」を参照してください。

サービスの更新

サービスを更新する手順は、次のとおりです。必要に応じて、サービス名とサービス パラメータ値 
を更新できます。

手順

ステップ 1 ［デバイス］ >［電話］の順に選択します。

［電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 特定の電話機を見つけるには、検索条件を入力し、［検索］をクリックします。

検索条件と一致する電話機のリストが表示されます。

ステップ 3 サービスを更新する電話機を選択します。

［電話の設定（Phone Configuration）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 ウィンドウの右上にある［関連リンク］ドロップダウン リスト ボックスから［サービスの登録 /登  
録解除］を選択し、［移動］をクリックします。

ステップ 5 ［登録済みサービス（Subscribed Services）］リストから、サービスを選択します。

ステップ 6 該当するパラメータを更新し、［保存］をクリックします。

追加情報

P.82-43 の「関連項目」を参照してください。
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サービスの加入解除

サービスの登録を解除する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ［デバイス］ >［電話］の順に選択します。

［電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 電話機を特定するための検索条件を入力し、［検索］をクリックします。

検索条件と一致する電話機のリストが表示されます。

ステップ 3 サービスを削除する電話機を選択します。

［電話の設定（Phone Configuration）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 ウィンドウの右上にある［関連リンク］ドロップダウン リスト ボックスから［サービスの登録 /登  
録解除］を選択し、［移動］をクリックします。

ステップ 5 ［登録済みサービス（Subscribed Services）］リストから、サービスを選択します。

ステップ 6 ［登録解除］をクリックします。 

サービスの加入を解除するかどうかを確認する、警告メッセージが表示されます。

ステップ 7 登録を解除するには、［OK］をクリックします。元の設定値に戻すには、［キャンセル］をクリッ
クします。

追加情報

P.82-43 の「関連項目」を参照してください。

サービス URL ボタンの設定
ユーザは、Cisco Unified IP Phone 7970、7960、および 7940 から情報サービス（たとえば、天気、株      
価など）、またはその他の利用可能なサービスにアクセスできます。Cisco Unified Communications  
Manager の管理ページを使用して、電話ボタンで利用できるようにサービスを設定した後に、その 
電話機の該当のボタンを設定できます。ユーザは、［Cisco Unified IP Phone ユーザ オプション］メ     
ニューを使用して、サービスを変更できます。［Cisco Unified IP Phone ユーザ オプション］メニュー     
については、該当する電話機モデルの『Cisco Unified IP Phone ユーザ ガイド』を参照してください。     
Cisco Unified Communications Manager の管理ページでサービスを管理する方法の詳細については、    
P.91-1 の「IP Phone サービスの設定」を参照してください。 
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サービス URL ボタンの追加

電話機にサービス URL ボタンを設定する手順は、次のとおりです。

始める前に

始める前に、次の設定を行う必要があります。

 • Cisco Unified Communications Manager にサービスを追加してください。詳細については、
P.91-3 の「IP Phone サービスの設定」を参照してください。

 • 電話ボタン テンプレートにサービス URL ボタンを設定してください。詳細については、
P.89-3 の「電話ボタン テンプレートの設定」を参照してください。

 • サービスに加入してください。P.82-34 の「IP Phone サービスの設定」を参照してください。

手順

ステップ 1 ［デバイス］ >［電話］の順に選択します。

［電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 特定の電話機を見つけるには、検索条件を入力し、［検索］をクリックします。

検索条件と一致する電話機のリストが表示されます。

ステップ 3 サービス URL ボタンを追加する電話機を選択します。

［電話の設定（Phone Configuration）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 ［電話の設定（Phone Configuration）］ウィンドウの左側の［割り当て情報（Association Information）］  
領域で、［新規 SURLを追加］リンクをクリックします。

この電話機用の［サービス URLボタンの設定（Configure Service URL Buttons for）:］ウィンドウが    
表示されます。

ステップ 5 ［ボタンサービス］ドロップダウン リスト ボックスから、電話機に追加するサービスまたは更新す  
るサービスを選択します。

ステップ 6 ［ラベル］フィールドと［ASCIIラベル］フィールドの値を変更します。

ステップ 7 サービスを電話ボタンに追加する、またはサービスを更新する場合は、［保存］をクリックします。

ステップ 8 使用可能なボタンとサービスがほかにある場合、別のボタンに追加のサービスを割り当てるとき

は、ステップ 5 ～ステップ 7 を繰り返します。

ステップ 9 このウィンドウを閉じて［電話の設定（Phone Configuration）］ウィンドウに戻るには、［閉じる］を 
クリックします。

追加情報

P.82-43 の「関連項目」を参照してください。
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リモート接続先プロファイルへのコピー

モバイル コネクトおよびモバイル ボイス アクセスで使用される新しいリモート接続先プロファイ   
ルに、電話レコードからの情報をコピーできます。リモート接続先プロファイルの設定については、

『Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド』の「モバイル コネクトとモバ      
イル ボイス アクセス」を参照してください。

手順

ステップ 1 ［電話の設定（Phone Configuration）］ウィンドウで、ウィンドウの上部にある［関連リンク］ドロッ 
プダウン リスト ボックスから［リモート接続先プロファイルにコピー］を選択し、［移動］をク  
リックします。

この電話機の［リモート接続先プロファイルの設定（Remote Destination Profile Configuration）］ウィ   
ンドウが表示されます。

ステップ 2 適切な設定値を入力します（『Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド』の     
「モバイル コネクトとモバイル ボイス アクセス」を参照）。

ステップ 3 ［保存］をクリックして、変更内容を適用します。

ステップ 4 ［閉じる］をクリックして、ウィンドウを閉じます。

追加情報

 • P.82-43 の「関連項目」を参照してください。

 • 『Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド』の「モバイル コネクトと      
モバイル ボイス アクセス」

電話ボタン テンプレートのボタン項目の変更
電話機を設定し、電話機にカスタムで非標準の電話ボタン テンプレートを関連付けた場合、関連付 
けられた電話ボタン テンプレート内の電話ボタン項目を変更できます。変更する場合は、この特定 
の電話機用にカスタマイズされた新しい電話ボタン テンプレートを作成します。新しい電話ボタン 
テンプレートは、電話ボタン テンプレートのリストに「SEP999999999999-Individual Template」と  
いう形式の名前で表示されます。ここで、999999999999 には、電話機の MAC アドレスが指定され   
ます。

（注） 電話機に標準の電話ボタン テンプレートが関連付けられている場合、この手順は実行できません。 
最初に、この電話機にカスタムで非標準の電話テンプレートを関連付ける必要があります。

カスタムで非標準の電話ボタン テンプレートのボタン項目を変更するには、次の手順を実行しま 
す。

手順

ステップ 1 ［デバイス］ >［電話］の順に選択します。
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［電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 特定の電話機を見つけるには、検索条件を入力し、［検索］をクリックします。

検索条件と一致する電話機のリストが表示されます。

ステップ 3 電話ボタン項目を変更する電話機を選択します。

［電話の設定（Phone Configuration）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 ウィンドウの左側の［割り当て情報（Association Information）］領域で、［ボタン項目を変更］をク 
リックします。

ポップアップ ウィンドウが表示され、（電話機に対する）未保存の変更は失われる可能性があるこ 
とが警告されます。電話機の設定に変更を加えた場合は、［キャンセル］をクリックし、変更を保

存してから続行します。

ステップ 5 続行するには、［OK］をクリックします。

［電話のボタンの並び替え設定（Reorder Phone Button Configuration）］ウィンドウが表示されます。   
このウィンドウは、次のペインから構成されています。

 • ［関連項目（Associated Items）］：この電話ボタン テンプレート内で電話ボタンに割り当てられ  
ている項目のリストが表示されます。システムによって、リスト内の最初の項目がボタン 1 に、  
2 番目の項目がボタン 2 に、というように順次割り当てられます。

 • ［割り当てられていない関連項目（Unassigned Associated Items）］：この電話ボタン テンプレー   
ト内で電話ボタンに割り当てられていない項目のリストが表示されます。

 • ［以下の項目を関連解除（Dissociate These Items）］：電話ボタンに現在割り当てることができな  
い項目のリストが表示されます。

ステップ 6 関連付けられた項目の順序を変更するには、［関連項目（Associated Items）］ペインで項目を選択し、 
上矢印または下矢印をクリックしてその順序を変更します。

ステップ 7 ［関連項目（Associated Items）］ペインから［割り当てられていない関連項目（Unassigned Associated  
Items）］ペインに、またはその逆に項目を移動するには、一方のペインで項目を選択し、左矢印ま
たは右矢印をクリックして他方のペインに項目を移動します。

ステップ 8 ［関連項目（Associated Items）］または［割り当てられていない関連項目（Unassigned Associated  
Items）］ペインから［以下の項目を関連解除（Dissociate These Items）］ペインに、またはその逆に  
項目を移動するには、いずれかのペインで項目を選択し、対象となる 2 つのペイン間にある上矢印  
または下矢印をクリックします。

ステップ 9 ペイン間で項目を移動し、すべての項目が目的の順序になったら、［保存］をクリックします。

ステップ 10［閉じる］をクリックして、［電話のボタンの並び替え設定（Reorder Phone Button Configuration）］   
ウィンドウを閉じます。

追加情報

P.82-43 の「関連項目」を参照してください。
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電話機の検索
ネットワーク内には多数の Cisco Unified IP Phone が存在することがあるので、Cisco Unified      
Communications Manager では、条件を指定して電話機を検索することができます。Cisco Unified   
Communications Manager データベース内で特定の Cisco Unified IP Phone を検索する手順は、次のと       
おりです。

（注） Cisco VG248 および VG224 Analog Phone Gateway は、電話機の検索時に表示されません。Cisco       
Unified Communications Manager の管理ページの［電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）］      
ウィンドウから Cisco VG248 および VG224 Analog Phone ポートを検索できます。Cisco VG248 およ         
び VG224 Gateway の設定情報については、P.81-1 の「ゲートウェイの設定」を参照してください。

ヒント 検索の制限方法については、『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「電話機     
の検索」を参照してください。ユーザがアクティブにログインしているデバイスを検索する方法に

ついては、P.82-42 の「アクティブにログインしているデバイスの検索」を参照してください。

（注） Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、ブラウザ セッションでの作業中は、電話     
機の検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこのメニュー項目に戻ってくる場

合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じたりしない限り、電話機の検索設定は保持されま

す。

手順

ステップ 1 ［デバイス］ >［電話］の順に選択します。

［電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）］ウィンドウが表示されます。アクティブな（前回   
の）クエリーのレコードも、ウィンドウに表示されることがあります。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。
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ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リスト ボック  
スから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。

ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。

（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.82-43 の「関連項目」を参照してください。
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アクティブにログインしているデバイスの検索
Cisco Extension Mobility 機能は、ユーザがアクティブにログインしているデバイスを追跡します。   
Cisco Unified Communications Manager には、ユーザがログインしているデバイスを検索するための    
特別な検索ウィンドウがあります。ユーザがログインしている特定のデバイスを検索し、またはす

べてのデバイスを一覧表示する手順は、次のとおりです。

（注） Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、ブラウザ セッションでの作業中は、電話     
機の検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこのメニュー項目に戻ってくる場

合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じたりしない限り、電話機の検索設定は保持されま

す。

手順

ステップ 1 ［デバイス］ >［電話］の順に選択します。

［電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）］ウィンドウが表示されます。アクティブな（前回   
の）クエリーのレコードも、ウィンドウに表示されることがあります。

ステップ 2 ［電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）］ウィンドウの右上隅にあるドロップダウン リスト    
ボックスから、［アクティブにログインしたデバイスのレポート］を選択し、［移動］をクリックし

ます。［アクティブにログインしたデバイスの検索と一覧表示］ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 データベース内のアクティブにログインしているデバイスのすべてのレコードを検索するには、ダ

イアログボックスが空であることを確認し、ステップ 4 に進んでください。

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 4 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リスト ボック  
スから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

ステップ 5 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。

（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。
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選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.82-43 の「関連項目」を参照してください。

関連項目
 • Cisco Unified IP Phone の設定（P.82-1）

 • Cisco Unified IP Phone の設定（P.82-3）

 • 電話機の MAC アドレスの表示（P.82-5）

 • 電話機のリセット（P.82-5）

 • 電話機の削除（P.82-6）

 • 電話機の設定値（P.82-7）

 • 短縮ダイヤル ボタンの設定（P.82-31）

 • 短縮ダイヤルと固定短縮ダイヤルの設定値（P.82-32）

 • BLF/短縮ダイヤルの設定値（P.82-33）

 • IP Phone サービスの設定（P.82-34）

 • サービス URL ボタンの設定（P.82-36）

 • 電話ボタン テンプレートのボタン項目の変更（P.82-38）

 • 電話機の検索（P.82-40）

 • 電話番号の設定（P.57-1）

 • ゲートウェイの設定（P.81-1）

 • 電話ボタン テンプレートの設定（P.89-1）

 • IP Phone サービスの設定（P.91-1）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「Cisco Unified IP Phone」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「プログラム可能な回線キー」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「電話機設定チェックリスト」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「電話機能」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「電話番号の概要」

 • 『Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド』の「プレゼンス」

 • 『Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド』の「モバイル コネクトと      
モバイル ボイス アクセス」
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83
トランクの設定

ゲートキーパー（つまり、ホールセール ネットワークやゲートキーパーによって制御されるクラス 
タ間トランク）への論理ルート、ゲートキーパーによって制御されないクラスタ間トランクへの論

理ルート、または SIP ネットワークへの論理ルートを設定するには、トランク デバイスを使用しま   
す。次の使用可能なトランク タイプからいずれかを選択してください。

 • H.225 トランク（ゲートキーパー制御）

 • クラスタ間トランク（ゲートキーパー制御）

 • クラスタ間トランク（ゲートキーパー非制御）

 • SIP トランク

Cisco Unified Communications Manager トランクの設定については、次のトピックを参照してくださ    
い。

 • トランクの検索（P.83-2）

 • トランクの設定（P.83-3）

 • トランクの設定値（P.83-5）

 • トランクの削除（P.83-31）

 • トランクのリセット（P.83-32）

次のトピックには、トランクに関する追加情報が記載されています。

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「コール アドミッション制御」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「ゲートキーパーとトランク」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「Cisco Unified Communications 
Manager でのゲートキーパーとトランクの設定」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「セッション開始プロトコル（SIP）     
の概要」

 • Cisco Unified Communications ソリューション リファレンス ネットワーク デザイン（SRND）
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トランクの検索
ネットワーク内には複数のトランクが存在することがあるので、Cisco Unified Communications 
Manager では、固有の条件を指定してトランクを検索することができます。Cisco Unified 
Communications Manager データベース内で特定のトランクを検索する手順は、次のとおりです。

（注） Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、ブラウザ セッションでの作業中は、トラ     
ンクの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこのメニュー項目に戻ってくる

場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じたりしない限り、トランクの検索設定は保持さ

れます。

手順

ステップ 1 ［デバイス］ >［トランク］の順に選択します。

［トランクの検索と一覧表示（Find and List Trunks）］ウィンドウが表示されます。アクティブな（前   
回の）クエリーのレコードも、ウィンドウに表示されることがあります。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リスト ボック  
スから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。

ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。
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（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.83-33 の「関連項目」を参照してください。

トランクの設定
新規のトランク デバイスの追加または既存のトランク デバイスの更新を行う手順は、次のとおり  
です。

（注） Cisco Unified Communications Manager クラスタごとに、複数のトランク デバイスを設定できます。

始める前に

SIP トランクを設定する前に、SIP トランク セキュリティ プロファイルおよび SIP プロファイルを      
設定します。詳細については、P.92-3 の「SIP プロファイルの設定」、P.24-1 の「SIP トランクのセ    
キュリティ プロファイルの設定」、および『Cisco Unified Communications Manager セキュリティ ガ      
イド』を参照してください。

手順

ステップ 1 ［デバイス］ >［トランク］の順に選択します。

［トランクの検索と一覧表示（Find and List Trunks）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 次のいずれかの作業を行います。

 • 新規のトランク デバイスを追加する場合は、［新規追加］ボタンをクリックします。［トランク 
の設定（Trunk Configuration）］ウィンドウが表示されます。ステップ 3 に進みます。

 • トランクの設定値を更新する場合は、適切なトランクを見つけます（P.83-2 の「トランクの検 
索」を参照）。更新するトランクの名前をクリックします。ステップ 6 に進みます。

ステップ 3 ［トランクタイプ］ドロップダウン リストから、トランクのタイプを選択します。

ステップ 4 必要に応じて、［デバイスプロトコル（Device Protocol）］ドロップダウン リストから、デバイス プ   
ロトコルを選択します。

ステップ 5 ［次へ］をクリックします。
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ステップ 6 表示されている［トランクの設定（Trunk Configuration）］ウィンドウで、ゲートキーパーによって 
制御された H.225 トランク、ゲートキーパーによって制御されたクラスタ間トランク、およびゲー  
トキーパーによって制御されないクラスタ間トランクに対して適切な設定値を入力します（表 83-1
を参照）。SIP トランクの場合は、表 83-2 を参照して適切な設定値を入力します。

ステップ 7 ［保存］をクリックして、新規トランクを追加します。

トランクがデータベースに追加されます。

既存のトラックを更新している場合は、［リセット］をクリックしてトランクをリセットまたは再

起動し、新しい設定値を適用します。

（注） トランクをリセットすると、そのトランクを使用している進行中のコールがすべて終了さ

れます。ゲートウェイを再起動すると、そのゲートウェイを使用している進行中のコール

を保持しようとします。それ以外のデバイスでは、コールが完了するまで待機してから、再

起動またはリセットされます。H.323 または SIP デバイスの再起動やリセットは、ハード   
ウェアを物理的に再起動またはリセットするのではなく、Cisco Unified Communications  
Manager によってロードされた設定を初期化するだけです。

追加情報

P.83-33 の「関連項目」を参照してください。
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トランクの設定値
表 83-1 では、ゲートキーパーによって制御された H.225 トランク、ゲートキーパーによって制御さ   
れたクラスタ間トランク、およびゲートキーパーによって制御されないクラスタ間トランクの各設

定値について説明します。 

表 83-2 では、SIP トランクの設定値について説明します。

関連する手順の詳細については、P.83-33 の「関連項目」を参照してください。

表 83-1 H.225 トランクとクラスタ間トランクの設定値 

フィールド 説明

［デバイス情報（Device Information）］

［デバイス名］ このトランクに固有の識別子を入力します。

［説明］ トランクの記述名を入力します。

［デバイスプール］ トランク用に適切なデバイス プールを選択します。

トランク用のデバイス プールは、トランクがコールの負荷を動 
的に分散するために使用する Cisco Unified Communications   
Manager のリストを指定します。

（注） トランクのデバイス プールに属さない Cisco Unified   
Communications Manager に登録された電話機からの  
コールは、さまざまな発信コールに対してこのデバイス
プールのさまざまな Cisco Unified Communications   
Manager を使用します。ノードの選択は、順不同で行わ 
れます。 
 

トランクのデバイス プールに属している Cisco Unified   
Communications Manager に登録された電話機からの  
コールは、その Cisco Unified Communications Manager が     
起動し動作していれば、発信コールに対して同じ Cisco 
Unified Communications Manager ノードを使用します。

［共通デバイス設定（Common 
Device Configuration）］

このトランクを割り当てる共通デバイス設定を選択します。共

通デバイス設定には、特定のユーザに関連付けられた属性（サー

ビスまたは機能）が含まれています。共通デバイス設定は、［共

通デバイス設定（Common Device Configuration）］ウィンドウで  
設定します。
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［コールの分類

（Call Classification）］
このパラメータは、このトランクを経由する着信コールがネッ

トワーク上にない（［オフネット］）と見なされるか、ある（［オ

ンネット］）と見なされるかを示します。

［コールの分類（Call Classification）］フィールドが［システム
デフォルトの使用］に設定されている場合、Cisco Unified 
Communications Manager サービス パラメータ Call Classification 
の設定値により、トランクが［オンネット］か、または［オフ

ネット］かが決定します。

このフィールドは、コールが［オンネット］または［オフネッ

ト］の場合、それぞれの警告トーンを提供します。警告トーン

は、Cisco Unified Communications Manager アナンシエータによっ    
て提供されます。

発信コールを［オンネット］または［オフネット］として認識

するには、このパラメータと［ルートパターンの設定（Route
Pattern Configuration）］ウィンドウでの設定を併用します。

［メディアリソースグループリ

スト（Media Resource Group 
List）］

メディア リソース グループを優先順に並べたグループが表示  
されます。アプリケーションは、メディア リソース グループ リ   
ストで定義された優先順位に従って、使用可能なメディア リ 
ソースから、必要なメディア リソース、たとえば、保留音サー 
バを選択します。

［ロケーション（Location）］ トランクに適したロケーションを選択します。ロケーションは、

このロケーションと中央ロケーション（つまり、ハブ）との間

のコールに使用可能な合計帯域幅を指定します。ロケーション

を［Hub_None］に設定すると、無制限に使用可能な帯域幅を指
定することになります。

［AARグループ（AAR Group）］ このデバイスの自動代替ルーティング（AAR）グループを選択
します。AAR グループは、帯域幅不足のためにコールがブロッ 
クされないように、コールをルーティングするためのプレ

フィックス番号を提供します。AAR グループ設定を［なし］に 
すると、ブロックされたコールの再ルーティングは行われませ

ん。

［トンネル化プロトコル

（Tunneled Protocol）］
このドロップダウン リスト ボックスは、H.225 トランク、ゲー   
トキーパー制御のトランク、およびゲートキーパー非制御のト

ランクに対して表示されます。

トランクを使用して、H.323 シグナリング メッセージ内の H.323   
以外のプロトコル情報を Cisco Unified Communications Manager    
から他の Annex M.1 準拠の H.323 PINX にトランスポート（トン      
ネル）する場合は、［QSIG］オプションを選択します。QSIG ト 
ンネルは、Call Completion、Call Diversion、Call Transfer、 
Identification Services、および Message Waiting Indication という     
機能をサポートします。

表 83-1 H.225 トランクとクラスタ間トランクの設定値（続き）

フィールド 説明
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［パケットキャプチャモード

（Packet Capture Mode）］
暗号化のトラブルシューティング専用の設定。パケット キャプ 
チャリングは、高い CPU 使用率およびコール処理中断の原因と  
なります。 

ドロップダウン リスト ボックスから、次のオプションのいずれ  
かを選択します。

 • ［なし］：このオプション（デフォルト設定）は、パケット
キャプチャリングが行われないことを示します。パケット

キャプチャリングが完了したら、この値に設定してくださ

い。 

 • ［バッチ処理モード］：Cisco Unified Communications Manager   
が復号化または非暗号化されたメッセージをファイルに書

き込み、システムが各ファイルを暗号化します。システム

は毎日、新しい暗号鍵を持つ新しいファイルを作成します。

Cisco Unified Communications Manager は、ファイルを 7 日間      
保存し、また安全な場所でファイルを暗号化する鍵も保存

します。Cisco Unified Communications Manager はファイルを    
PktCap 仮想ディレクトリに保存します。単一のファイルに 
は、タイム スタンプ、送信元 IP アドレス、送信元 IP ポー     
ト、宛先 IP アドレス、パケット プロトコル、メッセージ   
長、およびメッセージが含まれます。IREC ツールは、 
HTTPS、管理者のユーザ名とパスワード、および指定日を
使用して、キャプチャされたパケットを含む単一の暗号化

されたファイルを要求します。さらに鍵情報も要求し、暗

号化されたファイルを復号化します。 

ヒント パケット キャプチャリングを使用可能または使用不 
可にした後で、トランクをリセットする必要はありま
せん。

パケットのキャプチャの詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager トラブルシューティング ガイド』を参
照してください。

［パケットキャプチャ時間

（Packet Capture Duration）］
暗号化のトラブルシューティング専用の設定。パケット キャプ 
チャリングは、高い CPU 使用率およびコール処理中断の原因と  
なります。

このフィールドには、パケット キャプチャリングの 1 つのセッ   
ションに割り当てる最大分数を指定します。デフォルト設定は

0 です。ただし、0 ～ 300 分の範囲で指定できます。

パケット キャプチャリングを開始するには、このフィールドに 
0 以外の値を入力します。パケット キャプチャリングの完了後、  
0 が表示されます。

パケットのキャプチャの詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager トラブルシューティング ガイド』を参
照してください。

表 83-1 H.225 トランクとクラスタ間トランクの設定値（続き）
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［メディアターミネーションポ

イントが必須（Media Termination 
Point Required）］

このチェックボックスでは、H.323 がサポートしない機能（た 
とえば、保留や転送）を実装するために、Media Termination Point  
（MTP; メディア ターミネーション ポイント）を使用するかどう   
かを指定します。

機能をインプリメントするためにメディア ターミネーション 
ポイントを使用する場合は、［メディアターミネーションポイン

トが必須（Media Termination Point Required）］チェックボックス   
をオンにします。機能をインプリメントするためにメディア

ターミネーション ポイントを使用しない場合は、［メディアター 
ミネーションポイントが必須（Media Termination Point  
Required）］チェックボックスをオフにします。

このチェックボックスは、H.323 クライアント、および H.245  
Empty Capabilities Set をサポートしていない H.323 デバイスにの     
み使用してください。または、メディア ストリーミングを 1 つ   
のソースで終了させる場合に使用してください。

MTP を使用するためにこのチェックボックスをオンにして、発 
信側と着信側のどちらか一方または両方がビデオ エンドポイン 
トになっている場合、そのコールは必ずオーディオとして動作

します。

［ビデオコールをオーディオと

して再試行（Retry Video Call as   
Audio）］

このチェックボックスは、コールを受信するビデオ エンドポイ 
ントのみに適用されます。トランクの場合、このチェックボッ

クスは Cisco Unified Communications Manager から受信された     
コールには適用されますが、Wide Area Network（WAN; ワイド   
エリア ネットワーク）から受信されたコールには適用されませ 
ん。

このチェックボックスはデフォルトでオンになっています。こ

のデバイスは、ビデオ コールをコール制御に送信して再ルー 
ティングする直前に、オーディオ コールとして（ビデオ コール  
として接続できない場合）そのビデオ コールをリトライします。

このチェックボックスをオフにすると、ビデオとして接続に失

敗したビデオ コールは、オーディオ コールとしての確立を試行  
しません。この場合、コールはコール制御に失敗し、コール制

御は Automatic Alternate Routing（AAR）およびルート / ハント   
リスト経由でコールをルーティングします。

［ファーエンドH.245ターミナル
機能セットを待機（Wait for Far  
End H.245 Terminal Capability   
Set）］

このフィールドは H.323 デバイスのみに適用されます。

このチェックボックスでは、Cisco Unified Communications  
Manager がファーエンド H.245 ターミナル機能セットを受信し   
た後に、その H.245 ターミナル機能セットを送信するように指  
定します。このチェックボックスはデフォルトでオンになって

います。Cisco Unified Communications Manager が機能交換を実行    
するように指定するには、このチェックボックスをオフにしま

す。

表 83-1 H.225 トランクとクラスタ間トランクの設定値（続き）
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［パス置換サポート（Path 
Replacement Support）］

このチェックボックスは、［トンネル化プロトコル（Tunneled
Protocol）］ドロップダウン リスト ボックスから［QSIG］オプ  
ションを選択した場合に、H.225 トランク、ゲートキーパー制 
御のトランク、およびゲートキーパー非制御のトランクに対し

て表示されます。この設定は QSIG トンネル（Annex M.1）と連   
動し、パス変換を使用するコールに H.323 以外の情報を確実に  
送信します。

（注） デフォルト設定では、このチェックボックスはオフで
す。［トンネル化プロトコル（Tunneled Protocol）］で 
［QSIG］オプションを選択した場合、このチェックボッ
クスは自動的にオンになります。

［発呼側名に UTF-8を転送
（Transmit UTF-8 for Calling Party 

Name）］

このデバイスは、SIP トランクのユーザ ロケール設定を使用し  
て、Unicode を送信するかどうか、および受信した Unicode 情報   
を変換するかどうかを決定します。

送信側デバイスでは、このチェックボックスをオンにすると、

デバイスに対するデバイス プールのユーザ ロケール設定が着  
信側電話機のユーザ ロケールと一致する場合、デバイスは 
Unicode を送信します。ユーザ ロケール設定が一致しない場合、  
デバイスは ASCII を送信します。

着信側デバイスは、そのデバイスの送信側デバイス プールの 
ユーザ ロケール設定に基づいて、着信 Unicode 文字を変換しま   
す。ユーザ ロケール設定が着信側電話機のユーザ ロケールと一  
致する場合、電話機に文字が表示されます。

（注） トランクの両端に、同じ言語グループに属さないユーザ
ロケールが設定されている場合、電話機に表示される文
字が文字化けすることがあります。

［不在ポート（Unattended Port）］ コールを不在ポート（ボイスメール ポートなど）にリダイレク 
ト、任意転送、および自動転送できるようにする場合は、この

チェックボックスをオンにします。

このチェックボックスのデフォルト値はオフです。

表 83-1 H.225 トランクとクラスタ間トランクの設定値（続き）
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［SRTPを許可］ トランクを介したセキュア コールとノンセキュア コールを  
Cisco Unified Communications Manager で許可する場合は、［SRTP    
を許可］チェックボックスをオンにします。

このチェックボックスをオフにした場合、Cisco Unified 
Communications Manager はトランクとの SRTP ネゴシエーショ
ンを防止し、RTP を使用します。

注意 このチェックボックスをオンにする場合は、IP セキュ 
リティを設定して、コール ネゴシエーション中に鍵 
や他のセキュリティ関連の情報を公開しないように
することを強くお勧めします。IPSec を正しく設定し 
ないと、Cisco Unified Communications Manager とゲー    
トウェイ間のシグナリングがノンセキュアになるこ
とに注意してください。

トランクの暗号化の詳細については、『Cisco Unified Communications  
Manager セキュリティ ガイド』を参照してください。

［MLPP情報（Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）Information）］

［MLPPドメイン（MLPP 
Domain）］

ドロップダウン リスト ボックスから、このデバイスに関連付け  
る MLPP ドメインを選択します。このフィールドをブランクの  
ままにすると、このデバイスの MLPP ドメインは、デバイス  
プールに設定された値から継承されます。デバイス プールに 
MLPP ドメインの設定がない場合、このデバイスの MLPP ドメ   
インは、MLPP Domain Identifier エンタープライズ パラメータに    
設定された値から継承されます。

［MLPP表示（MLPP Indication）］優先トーンを再生できるデバイスが MLPP 優先コールの発信時  
にその再生機能を使用するかどうかを指定します（使用可能な

場合）。

ドロップダウン リスト ボックスにある次のオプションの中か  
ら、デバイスに割り当てる設定を選択します。

 • ［デフォルト］：このデバイスは、デバイス プールから［MLPP 
表示（MLPP Indication）］設定を引き継ぎます。

 • ［オフ］：このデバイスは、MLPP 優先コールの表示の制御 
も処理もしません。

 • ［オン］：このデバイスは、MLPP 優先コールの表示を制御 
し処理します。

（注） ［MLPP表示（MLPP Indication）］を［オフ］または［デ 
フォルト］（デフォルトが［オフ］の場合）に設定し、
かつ［MLPPプリエンプション（MLPP Preemption）］を 
［強制］に設定するという組み合せでデバイスを設定す
ることはできません。

表 83-1 H.225 トランクとクラスタ間トランクの設定値（続き）
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［コールルーティング情報（Call Routing Information）］

［インバウンドコール（Inbound Calls）］

［有意な数字（Significant Digits）］有効数字は、着信コールで保持される最終数字の桁数を表しま
す。このフィールドは、着信コールの処理に使用されます。H.323
デバイスに着信するコールのルーティングに使用される数字の

桁数を指定します。

収集する有効数字の桁数を選択します（0 ～ 32）。Cisco Unified   
Communications Manager は、コールされた番号の右側（最後の  
桁）から有効数字をカウントします。

［コーリングサーチスペース］ ドロップダウン リスト ボックスから、適切なトランクのコーリ  
ング サーチ スペースを選択します。コーリング サーチ スペー    
スは、収集された（発信）番号のルーティング方法を決定する

ために検索されるルート パーティションの集合を指定します。

Max List Box Items エンタープライズ パラメータを使用して、こ     
のドロップダウン リスト ボックスで表示する項目数を設定す  
ることができます。Max List Box Items エンタープライズ パラ     
メータで指定した数よりも多くのコーリング サーチ スペース  
が存在する場合、ドロップダウン リスト ボックスの横に［検  
索］ボタンが表示されます。［検索］ボタンをクリックして、

［コーリングサーチスペースの検索と一覧表示（Find and List  
Calling Search Spaces）］ウィンドウを表示します。P.46-2 の「コー   
リング サーチ スペースの検索」の手順に従って、コーリング  
サーチ スペース名を検索し、選択します。

（注） リスト ボックスの最大項目を設定するには、［システ
ム］ >［エンタープライズパラメータ］の順に選択し、
［CCMAdmin Parameters］を選択します。

［AAR コーリングサーチスペー
ス（AAR Calling Search Space）］

自動代替ルーティング（AAR）の実行時にデバイスが使用する
コーリング サーチ スペースを選択します。AAR コーリング   
サーチ スペースは、帯域幅不足によってコールがブロックされ 
ないように、収集された（発信）番号のルーティング方法を決

定するために検索されるパーティションの集合を指定します。

［プレフィックス DN（Prefix 
DN）］

着信コールの着信側番号に追加されるプレフィックス番号を入

力します。

Cisco Unified Communications Manager  は、まず、［有意な数字     
（Significant Digits）］設定値に従って番号を切り捨てた後、プレ 
フィックス番号を追加します。

表 83-1 H.225 トランクとクラスタ間トランクの設定値（続き）
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［番号IE配信のリダイレクト - イ  
ンバウンド（Redirecting Number 
IE Delivery - Inbound）］

Cisco Unified Communications Manager に対する受信 SETUP メッ      
セージの Redirecting Number IE を受理するには、このチェック    
ボックスをオンにします（Redirecting Number IE は、SETUP メッ    
セージの UUIE 部分に含まれます）。

Redirecting Number IE を除外するには、このチェックボックスを   
オフにします。

ボイスメッセージ統合のみで Redirecting Number IE を使用しま    
す。ボイスメッセージ システムが Redirecting Number IE をサ     
ポートするように設定した場合は、チェックボックスをオンに

します。

（注） デフォルトでは、このチェックボックスはオンです。［ト
ンネル化プロトコル（Tunneled Protocol）］ドロップダウ 
ン リスト ボックスで［QSIG］オプションを選択した場  
合は、このチェックボックスをオンにできません。

［インバウンドFastStartを有効に
する（Enable Inbound FastStart）］

着信コールで H.323 FastStart コール接続を可能にするには、こ   
のチェックボックスをオンにします。

デフォルトでは、H.323 ゲートウェイ用のチェックボックスは 
オフになっています。

クラスタ間コールの場合、他のクラスタの Cisco Unified  
Communications Manager サーバで［インバウンド FastStart を有  
効にする（Enable Inbound FastStart）］チェックボックスをオンに  
して、外部 FastStart を機能させる必要があります。

［アウトバウンドコール（Outbound Calls）］

［発呼側の選択（Calling Party 
Selection）］

ゲートウェイ上の発信コールで送信される電話番号を選択しま

す。

次のオプションは、どの電話番号が送信されるかを指定します。

 • ［発信元］：発信側デバイスの電話番号を送信します。

 • ［最初のリダイレクト番号］：転送デバイスの電話番号を送
信します。

 • ［最後のリダイレクト番号］：最後にコールを転送するデバ
イスの電話番号を送信します。

 • ［最初のリダイレクト番号（外部）］：リダイレクト元のデバ
イスの外部電話番号を送信します。

 • ［最後のリダイレクト番号（外部）］：コールをリダイレクト
する最後のデバイスの外部電話番号を送信します。

［発呼回線 ID プレゼンテーショ
ン（Calling Line ID Presentation）］

Cisco Unified Communications Manager は、着信側の番号表示画面    
での発信側番号の表示を制御するために、補助的なサービスと

して発信側の回線 ID 表示（CLIP）を使用します。

CLIP の設定を変更しない場合は、［デフォルト］を選択します。 
発信側番号情報を表示する場合は、［許可］を選択します。発信

側番号情報を表示しない場合は、［非許可］を選択します。

表 83-1 H.225 トランクとクラスタ間トランクの設定値（続き）
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［着信側 IE番号タイプが不明
（Called Party IE Number Type 

Unknown）］

着信側電話番号内の番号タイプの形式を選択します。

Cisco Unified Communications Manager は、着信側電話番号（DN）    
のタイプを設定します。ダイヤル プラン（たとえば、NANP や  
ヨーロッパのダイヤル プラン）について十分な経験がある場合 
を除いて、デフォルト値を変更しないようにお勧めします。

Cisco Unified Communications Manager は、ヨーロッパの国別ダイ    
ヤル パターンを認識しないので、ヨーロッパでは、デフォルト 
値の変更が必要になる場合があります。この設定は、着信側電

話番号が国別以外の番号計画タイプに符号化されることを期待

する PBX への接続時にも変更できます。

次のいずれかのオプションを選択します。

 • ［Cisco Unified Communications Manager］：Cisco Unified 
Communications Manager が電話番号のタイプを設定する場
合に使用します。

 • ［不明］：ダイヤリング プランが不明の場合に使用します。

 • ［国内］：使用国のダイヤリング プランの地域内でダイヤル 
する場合に使用します。

 • ［国際］：使用国のダイヤリング プラン以外の地域でダイヤ 
ルする場合に使用します。

 • ［加入者］：短縮登録者番号を使用して登録者にダイヤルし
ている場合に使用します。

［発呼側 IE番号タイプが不明
（Calling Party IE Number Type 

Unknown）］

発信側電話番号内の番号タイプの形式を選択します。

Cisco Unified Communications Manager は、発信側電話番号（DN）    
のタイプを設定します。ダイヤル プラン（たとえば、NANP や  
ヨーロッパのダイヤル プラン）について十分な経験がある場合 
を除いて、デフォルト値を変更しないようにお勧めします。

Cisco Unified Communications Manager は、ヨーロッパの国別ダイ    
ヤル パターンを認識しないので、ヨーロッパでは、デフォルト 
値の変更が必要になる場合があります。この設定値は、発信側

電話番号が国別以外の番号計画タイプに符号化されることを期

待する PBX への接続時にも変更できます。

次のいずれかのオプションを選択します。

 • ［Cisco Unified Communications Manager］：Cisco Unified 
Communications Manager が電話番号のタイプを設定する場
合に使用します。

 • ［不明］：ダイヤリング プランが不明の場合に使用します。

 • ［国内］：使用国のダイヤリング プランの地域内でダイヤル 
する場合に使用します。

 • ［国際］：使用国のダイヤリング プラン以外の地域でダイヤ 
ルする場合に使用します。

 • ［加入者］：短縮登録者番号を使用して登録者にダイヤルし
ている場合に使用します。

表 83-1 H.225 トランクとクラスタ間トランクの設定値（続き）

フィールド 説明
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［着信番号計画

（Called Numbering Plan）］
着信側電話番号の番号計画の形式を選択します。

Cisco Unified Communications Manager は、着信側 DN の番号計画      
を設定します。ダイヤル プラン（たとえば、NANP やヨーロッ  
パのダイヤル プラン）について十分な経験がある場合を除いて、 
デフォルト値を変更しないようにお勧めします。Cisco Unified 
Communications Manager は、ヨーロッパの国別ダイヤル パター   
ンを認識しないので、ヨーロッパでは、デフォルト値の変更が

必要になる場合があります。この設定は、着信側番号計画が国

別以外の番号計画に符号化されることを期待する PBX への接  
続時にも変更できます。

次のいずれかのオプションを選択します。

 • ［Cisco Unified Communications Manager］：Cisco Unified 
Communications Manager が電話番号の番号計画を設定する
場合に使用します。

 • ［ISDN］：使用国のダイヤリング プラン以外の地域でダイヤ 
ルする場合に使用します。

 • ［国内標準］：使用国のダイヤリング プランの地域内でダイ 
ヤルする場合に使用します。

 • ［非通知］：プライベート ネットワーク内でダイヤルする場 
合に使用します。

 • ［不明］：ダイヤリング プランが不明の場合に使用します。

［発呼番号計画

（Calling Numbering Plan）］
発信側電話番号の番号計画の形式を選択します。

Cisco Unified Communications Manager は、発信側 DN の番号計画      
を設定します。ダイヤル プラン（たとえば、NANP やヨーロッ  
パのダイヤル プラン）について十分な経験がある場合を除いて、 
デフォルト値を変更しないようにお勧めします。Cisco Unified 
Communications Manager は、ヨーロッパの国別ダイヤル パター   
ンを認識しないので、ヨーロッパでは、デフォルト値の変更が

必要になる場合があります。この設定は、発信側番号計画が国

別以外の番号計画に符号化されることを期待する PBX への接  
続時にも変更できます。

次のいずれかのオプションを選択します。

 • ［Cisco Unified Communications Manager］：Cisco Unified 
Communications Manager が電話番号の番号計画を設定する
場合に使用します。

 • ［ISDN］：使用国のダイヤリング プラン以外の地域でダイヤ 
ルする場合に使用します。

 • ［国内標準］：使用国のダイヤリング プランの地域内でダイ 
ヤルする場合に使用します。

 • ［非通知］：プライベート ネットワーク内でダイヤルする場 
合に使用します。

 • ［不明］：ダイヤリング プランが不明の場合に使用します。

表 83-1 H.225 トランクとクラスタ間トランクの設定値（続き）

フィールド 説明
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［発信者 ID DN（Caller ID DN）］ トランクからの発信コールで、発信者 ID をフォーマットするの  
に使用するパターンを、0 ～ 24 桁で入力します。

たとえば、北米では次のとおりです。

 • 555XXXX = 可変発信者 ID。ここで、X は内線番号を表しま    
す。この番号が指定されていない場合、セントラル オフィ 
ス（CO）は、エリア コードと共にこの番号を追加します。

 • 5555000 = 固定発信者 ID。コールの発信元の正確な内線番   
号の代わりに、Corporate 番号を送信する場合に使用します。 
この番号が指定されていない場合、CO は、エリア コード  
と共にこの番号を追加します。

［IE配信を表示（Display IE 
Delivery）］

発信側と着信側のネーム デリバリ サービスに対する SETUP お    
よび CONNECT メッセージ内で、表示 Information Element（IE;    
情報要素）のデリバリを可能にするには、このチェックボック

スをオンにします。

（注） デフォルト設定では、このチェックボックスはオンで
す。［トンネル化プロトコル（Tunneled Protocol）］ドロッ 
プダウン リスト ボックスで［QSIG］オプションを選択  
した場合は、このチェックボックスをオンにできませ
ん。

［番号 IE配信のリダイレクト - 
アウトバウンド（Redirecting 
Number IE Delivery - Outbound）］

コールが転送された場合にコールの最初の転送番号と転送理由

を示すには、このチェックボックスをオンにします（Redirecting
Number IE は、Cisco Unified Communications Manager からの発信      
SETUP メッセージの UUIE 部分に含まれます）。

最初の転送番号と転送理由を除外するには、このチェックボッ

クスをオフにします。

ボイスメッセージ統合のみで Redirecting Number IE を使用しま    
す。ボイスメッセージ システムが Redirecting Number IE をサ     
ポートするように設定した場合は、チェックボックスをオンに

します。 

（注） デフォルト設定では、このチェックボックスはオンで
す。［トンネル化プロトコル（Tunneled Protocol）］ドロッ 
プダウン リスト ボックスで［QSIG］オプションを選択  
した場合は、このチェックボックスをオンにできませ
ん。

表 83-1 H.225 トランクとクラスタ間トランクの設定値（続き）

フィールド 説明
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［アウトバウンド FastStartを有
効にする（Enable Outbound 
FastStart）］

発信コールで H.323 FastStart 機能を使用可能にするには、この   
チェックボックスをオンにします。

デフォルトでは、H.323 ゲートウェイまたはトランク用のチェッ 
クボックスはオフになっています。

［アウトバウンド FastStart を有効にする（Enable Outbound 
FastStart）］チェックボックスがオンの場合、［メディアターミ
ネーションポイントが必須（Media Termination Point Required）］、   
［メディアリソースグループリスト（Media Resource Group  

List）］、および［アウトバウンド FastStart用コーデック（Codec
For Outbound FastStart）］を設定する必要があります。

［アウトバウンド FastStart用
コーデック（Codec For 
Outbound FastStart）］

発信 FastStart コール用に H.323 デバイスと共に使用するため、    
次のいずれかのコーデックを選択します。

 • ［G711 mu-law 64K］（デフォルト）

 • ［G711 a-law 64K］

 • ［G723］

 • ［G729］

 • ［G729AnnexA］

 • ［G729AnnexB］

 • ［G729AnnexA-AnnexB］

［アウトバウンド FastStart を有効にする（Enable Outbound 
FastStart）］チェックボックスがオンの場合、発信 FastStart コー  
ルをサポートしているコーデックを選択する必要があります。

［ゲートキーパー情報（Gatekeeper Information）］

（ゲートキーパーによって制御された H.225 トランクまたはクラスタ間トランク）

［ゲートキーパー名（Gatekeeper
Name）］

このトランクを制御するゲートキーパーを選択します。

（注） ゲートキーパーによって制御されるトランクが H.323 
ダイナミック アドレッシングを使用してゲートキー 
パーに正しく登録されるようにするには、Send Product 
ID and Version ID サービス パラメータを［True］に設定     
する必要があります（デフォルト値は［False］です）。
この設定を行うには、［システム］ >［サービスパラメー 
タ］の順に選択して、［サービスパラメータ設定（Service
Parameter Configuration）］ウィンドウの［Clusterwide 
Parameters（Device - H323）］で Cisco CallManager サービ     
スの Send Product ID and Version ID サービス パラメータ        
を見つけます。

［ターミナルタイプ（Terminal 
Type）］

このトランクが制御するデバイスすべてのタイプを指定しま

す。

通常のトランク コール アドミッション制御には、このフィール  
ドに常に［Gateway］を設定します。

表 83-1 H.225 トランクとクラスタ間トランクの設定値（続き）

フィールド 説明
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［テクノロジープレフィックス

（Technology Prefix）］
ゲートキーパーで gw-type-prefix を設定するときに、各 Cisco   
Unified Communications Manager の IP アドレスを入力する必要     
をなくすために使用します。

 • このフィールドをブランクのままにする（デフォルト値）場

合は、ゲートキーパーで gw-type-prefix コマンドを入力する  
ときに、ゲートキーパーに登録できる各 Cisco Unified  
Communications Manager の IP アドレスを指定する必要があ    
ります。

 • このフィールドを使用する場合は、ここで入力した値が、

ゲートキーパーの gw-type-prefix コマンドで指定した  
type-prefix 値と正確に一致することを確認します。

たとえば、このフィールドをブランクのままにした場合、IP ア
ドレス 10.1.1.2 と 11.1.1.3 を持つ 2 つの Cisco Unified 
Communications Manager があるときは、ゲートキーパーで次の 
gw-type-prefix コマンドを入力します。

gw-type-prefix 1#* default-technology gw ip 10.1.1.2 gw ip 11.1.1.3

このフィールドに 1#* を入力した場合、ゲートキーパーで次の  
gw-type-prefix コマンドを入力します。

gw-type-prefix 1#* default-technology

［ゾーン（Zone）］ Cisco Unified Communications Manager が登録されるゲートキー    
パーに関して特定ゾーンを要求するには、このオプション

フィールドを使用します。［ゾーン（Zone）］は、このゾーンと
別のゾーンとの間のコールに使用可能な帯域幅の合計を指定し

ます。

 • このフィールドに値を入力しない場合は、ゲートキーパー

上の zone subnet コマンドによって、Cisco Unified 
Communications Manager が登録されるゾーンが決まります。
大部分の設定では、デフォルト値をお勧めします。

 • ゲートキーパー上の特定のゾーンに Cisco Unified 
Communications Manager を登録する場合は、zone コマンド
を使用してゲートキーパー上で設定されたゾーン名と正確

に一致する値を入力します。このフィールドにゾーン名を

指定すると、ゲートキーパーに登録される各 Cisco Unified 
Communications Manager に対して、zone subnet コマンドを
入力する必要がなくなります。

詳細については、使用しているゲートキーパーのコマンド リ 
ファレンス マニュアルを参照してください。

表 83-1 H.225 トランクとクラスタ間トランクの設定値（続き）

フィールド 説明
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［リモートの Cisco Unified CM情報（Remote Cisco Unified Communications Manager Information）］

（ゲートキーパーによって制御されないクラスタ間トランク）

［サーバ 1 IPアドレス /ホスト名 
（Server 1 IP Address/Host Name）］

このトランクがアクセスする最初のリモート Cisco Unified  
Communications Manager の IP アドレスまたはホスト名を入力し    
ます。

［サーバ 2 IPアドレス /ホスト名 
（Server 2 IP Address/Host Name）］

このトランクがアクセスする 2 番目のリモート Cisco Unified    
Communications Manager の IP アドレスまたはホスト名を入力し    
ます。

（注） ゲートキーパーによって制御されないこのクラスタ間
トランクが、ゲートキーパーによって制御されないリ
モート クラスタ間トランクのデバイス プールにアクセ  
スし、そのデバイス プールに 2 番目の Cisco Unified     
Communications Manager ノードがある場合は、この  
フィールドに 2 番目のリモート Cisco Unified    
Communications Manager の IP アドレスとホスト名を入    
力する必要があります。

［サーバ 3 IPアドレス /ホスト名 
（Server 3 IP Address/Host Name）］

このトランクがアクセスする 3 番目のリモート Cisco Unified    
Communications Manager の IP アドレスまたはホスト名を入力し    
ます。

（注） ゲートキーパーによって制御されないこのクラスタ間
トランクが、ゲートキーパーによって制御されないリ
モート クラスタ間トランクのデバイス プールにアクセ  
スし、そのデバイス プールに 3 番目の Cisco Unified     
Communications Manager ノードがある場合は、この  
フィールドに 3 番目のリモート Cisco Unified    
Communications Manager の IP アドレスとホスト名を入    
力する必要があります。

［UUIE の設定（UUIE Configuration）］

［UUIE を介した優先レベルの通
知（Passing Precedence Level 
Through UUIE）］

MLPP 情報が PRI 4ESS UUIE フィールドを通過できるようにす     
るには、このチェックボックスをオンにします。このボックス

は、DRSN スイッチとの相互作用に使用されます。

PRI 4ESS の［PRI プロトコルタイプ（PRI Protocol Type）］値が     
このトランクに指定されている場合に限り、システムによって

このチェックボックスが使用可能になります。

デフォルト値は、オフです。

［セキュリティアクセスレベル

（Security Access Level）］
セキュリティ アクセス レベルの値を入力します。有効値は 00   
～ 99 です。［UUIE を介した優先レベルの通知（Passing   
Precedence Level Through UUIE）］チェックボックスがオンの場   
合に限り、このフィールドを使用できます。デフォルト値は 2 
です。

表 83-1 H.225 トランクとクラスタ間トランクの設定値（続き）

フィールド 説明
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表 83-2 では、SIP トランクの設定値について説明します。

表 83-2 SIP トランクの設定値 

フィールド 説明

［デバイス情報（Device Information）］

［デバイス名］ このトランクに固有の識別子を入力します。

［説明］ トランクの記述名を入力します。

［デバイスプール］ トランク用に適切なデバイス プールを選択します。

トランク用のデバイス プールは、トランクがコールの負荷を動的 
に分散するために使用する Cisco Unified Communications Manager の     
リストを指定します。

（注） トランクのデバイス プールに属さない Cisco Unified  
Communications Manager に登録された電話機からのコール  
は、さまざまな発信コールに対してこのデバイス プールの 
さまざまな Cisco Unified Communications Manager を使用し     
ます。Cisco Unified Communications Manager ノードの選択    
は、順不同で行われます。 
 

トランクのデバイス プールに属している Cisco Unified   
Communications Manager に登録された電話機からのコール  
は、その Cisco Unified Communications Manager が起動し動     
作していれば、発信コールに対して同じ Cisco Unified  
Communications Manager ノードを使用します。

［デバイスプール］のデフォルト値は［選択されていません］です。

［共通デバイス設定

（Common Device 
Configuration）］

このトランクを割り当てる共通デバイス設定を選択します。共通デ

バイス設定には、特定のユーザに関連付けられた属性（サービスま

たは機能）が含まれています。共通デバイス設定は、［共通デバイ

ス設定（Common Device Configuration）］ウィンドウで設定します。

［コールの分類

（Call Classification）］
このパラメータは、このトランクを経由する着信コールがネット

ワーク上にない（［オフネット］）と見なされるか、ある（［オンネッ

ト］）と見なされるかを示します。

［コールの分類（Call Classification）］のデフォルト値は［システム 
デフォルトの使用］です。［コールの分類（Call Classification）］フィー 
ルドが［システムデフォルトの使用］に設定されている場合、Cisco
Unified Communications Manager サービス パラメータ Call     
Classification の設定値により、トランクが［オンネット］か、また 
は［オフネット］かが決定します。

このフィールドは、コールが［オンネット］または［オフネット］

の場合、それぞれの警告トーンを提供します。

発信コールを［オンネット］または［オフネット］として認識する

には、このパラメータと［ルートパターンの設定（Route Pattern 
Configuration）］ウィンドウでの設定を併用します。
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［メディアリソースグループ

リスト（Media Resource 
Group List）］

メディア リソース グループを優先順に並べたグループが表示され  
ます。アプリケーションは、メディア リソース グループ リストで   
定義された優先順位に従って、使用可能なメディア リソースから、 
必要なメディア リソース、たとえば、保留音サーバを選択します。

［メディアリソースグループリスト（Media Resource Group List）］の   
デフォルト値は［なし］です。

［ロケーション（Location）］ トランクに適したロケーションを選択します。ロケーションは、こ

のロケーションと中央ロケーション（つまり、ハブ）との間のコー

ルに使用可能な合計帯域幅を指定します。ロケーションを

［Hub_None］に設定すると、無制限に使用可能な帯域幅を指定する
ことになります。

ロケーションは、他のロケーションに関する RSVP ポリシーとも関  
連付けられます。この設定により、ロケーション ペアに基づいて 
RSVP を使用可能にしたり使用不可にしたりすることができます。

［ロケーション（Location）］のデフォルト値は［Hub_None］です。

［AARグループ
（AAR Group）］

このデバイスの自動代替ルーティング（AAR）グループを選択しま
す。AAR グループは、帯域幅不足のためにコールがブロックされ 
ないように、コールをルーティングするためのプレフィックス番号

を提供します。AAR グループ設定を［なし］にすると、ブロック 
されたコールの再ルーティングは行われません。

［AARグループ（AAR Group）］のデフォルト値は［なし］です。

表 83-2 SIP トランクの設定値（続き）
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［パケットキャプチャモード

（Packet Capture Mode）］
暗号化のトラブルシューティング専用の設定。パケット キャプチャ 
リングは、高い CPU 使用率およびコール処理中断の原因となりま  
す。 

ドロップダウン リスト ボックスから、次のオプションのいずれか  
を選択します。

 • ［なし］：このオプション（デフォルト設定）は、パケット キャ 
プチャリングが行われないことを示します。パケット キャプ 
チャリングが完了したら、この値に設定してください。 

 • ［バッチ処理モード］：Cisco Unified Communications Manager が    
復号化または非暗号化されたメッセージをファイルに書き込

み、システムが各ファイルを暗号化します。システムは毎日、

新しい暗号鍵を持つ新しいファイルを作成します。Cisco
Unified Communications Manager は、ファイルを 7 日間保存し、     
また安全な場所でファイルを暗号化する鍵も保存します。Cisco
Unified Communications Manager はファイルを PktCap 仮想ディ     
レクトリに保存します。単一のファイルには、タイム スタン 
プ、送信元 IP アドレス、送信元 IP ポート、宛先 IP アドレス、      
パケット プロトコル、メッセージ長、およびメッセージが含ま 
れます。TAC デバッグ ツールは、HTTPS、管理者のユーザ名  
とパスワード、および指定日を使用して、キャプチャされたパ

ケットを含む単一の暗号化されたファイルを要求します。さら

に鍵情報も要求し、暗号化されたファイルを復号化します。 

TAC に連絡する前に、該当するデバイス間で sniffer トレース   
を使用して、SRTP パケットをキャプチャする必要があります。 

パケットのキャプチャの詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager トラブルシューティング ガイド』を参照
してください。

［パケットキャプチャ時間

（Packet Capture Duration）］
暗号化のトラブルシューティング専用の設定。パケット キャプチャ 
リングは、高い CPU 使用率およびコール処理中断の原因となりま  
す。

このフィールドには、パケット キャプチャリングの 1 つのセッショ   
ンに割り当てる最大分数を指定します。デフォルト設定は 0 です。  
ただし、0 ～ 300 分の範囲で指定できます。

パケット キャプチャリングを開始するには、このフィールドに 0 以   
外の値を入力します。パケット キャプチャリングの完了後、0 が表  
示されます。

パケットのキャプチャの詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager トラブルシューティング ガイド』を参照
してください。 
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［メディアターミネーション

ポイントが必須（Media 
Termination Point Required）］

常に MTP を使用するように Cisco Unified Communications Manager      
SIP トランクを設定できます。発信 INVITE 要求でメディア チャネ    
ル情報を提供するには、このチェックボックスをオンにします。こ

のチェックボックスをオンにすると、すべてのメディア チャネル 
が MTP デバイス上で終了して再開するよう要求されます。この  
チェックボックスをオフにすると、コールが MTP デバイスを通過  
するか、エンドポイント間で直接接続されるかを、Cisco Unified 
Communications Manager が決定できます。

（注） オフ（デフォルト）のままの場合、コール レッグの DTMF  
方式に互換性がないと、Cisco Unified Communications  
Manager は MTP を動的に割り当てようとします。

たとえば、既存の SCCP 電話機がアウトオブバンド DTMF だけを    
サポートしており、既存の SIP 電話機が RFC2833 をサポートして    
いるとします。DTMF 方式が同じでないため、Cisco Unified  
Communications Manager は MTP を動的に割り当てます。ただし、    
RFC2833 とアウトオブバンドをサポートする新しい SCCP 電話機   
が既存の SIP 電話機をコールする場合は、両方の電話機が RFC2833   
をサポートしているため、Cisco Unified Communications Manager は    
MTP を割り当てません。したがって、各電話機で同じタイプの 
DTMF 方式がサポートされるようにすることにより、MTP は不要  
になります。

［ビデオコールをオーディオ

として再試行（Retry Video 
Call as Audio）］

このチェックボックスは、発信 SIP トランク コールに適用されます   
が、着信コールには影響を及ぼしません。 

このチェックボックスはデフォルトでオンになっています。このデ

バイスは、ビデオ コールをコール制御に送信して再ルーティング 
する直前に、オーディオ コールとして（ビデオ コールとして接続  
できない場合）そのビデオ コールをリトライします。 

このチェックボックスをオフにすると、ビデオとして接続に失敗し

たビデオ コールは、オーディオ コールとしての確立を試行しませ  
ん。この場合、コールはコール制御に失敗し、コール制御は

Automatic Alternate Routing（AAR）およびルート /ハント リスト経   
由でコールをルーティングします。 

表 83-2 SIP トランクの設定値（続き）
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［発呼側名に UTF-8 を転送
（Transmit UTF-8 for Calling   

Party Name）］

このデバイスは、デバイス プールのユーザ ロケール設定を使用し  
て、Unicode を送信するかどうか、および受信した Unicode 情報を   
変換するかどうかを決定します。

送信側デバイスでは、このチェックボックスをオンにすると、デバ

イス プールのユーザ ロケール設定が着信側電話機のユーザ ロケー   
ルと一致する場合、デバイスは Unicode を送信します。ユーザ ロ   
ケール設定が一致しない場合、デバイスは ASCII を送信します。

着信側デバイスは、送信側のデバイス プールのユーザ ロケール設  
定に基づいて、着信 Unicode 文字を変換します。ユーザ ロケール設   
定が着信側電話機のユーザ ロケールと一致する場合、電話機に文 
字が表示されます。

（注） トランクの両端に、同じ言語グループに属さないユーザ ロ 
ケールが設定されている場合、電話機に表示される文字が
文字化けすることがあります。

［発呼側名に UTF-8を転送（Transmit UTF-8 for Calling Party Name）］     
チェックボックスのデフォルト値はオフです。

［不在ポート（Unattended 
Port）］

コールを不在ポート（ボイスメール ポートなど）にリダイレクト 
および転送できるようにする場合は、このチェックボックスをオン

にします。

このチェックボックスのデフォルト値はオフです。

［MLPP情報（Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）Information）］

［MLPPドメイン（MLPP 
Domain）］

ドロップダウン リストから、このデバイスに関連付ける MLPP ド   
メインを選択します。このフィールドをブランクのままにすると、

このデバイスの MLPP ドメインは、このデバイス プールに設定さ   
れた値から継承されます。デバイス プールに MLPP ドメインの設   
定がない場合、このデバイスの MLPP ドメインは、MLPP Domain   
Identifier エンタープライズ パラメータに設定された値から継承さ  
れます。

［MLPPドメイン（MLPP Domain）］のデフォルト値は［なし］です。

［コールルーティング情報（Call Routing Information）］

［インバウンドコール（Inbound Calls）］

［有意な数字（Significant 
Digits）］

有効数字は、着信コールで保持される最終数字の桁数を表します。

このフィールドは、着信コールの処理に使用されます。SIP デバイ 
スに着信するコールのルーティングに使用される数字の桁数を指

定します。

収集する有効数字の桁数（0 ～ 32）を選択するか、または［All］を  
選択します。 

（注） Cisco Unified Communications Manager は、有効数字をコー    
ルされた番号の右側（最後の桁）からカウントします。

［有意な数字（Significant Digits）］のデフォルト値は［All］です。

表 83-2 SIP トランクの設定値（続き）
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［接続回線 IDプレゼンテー
ション（Connected Line ID 
Presentation）］

Cisco Unified Communications Manager は、接続された側の番号を発    
信側に提供するために、補助的なサービスとして接続側の回線 ID 
表示（COLP）を使用します。SIP トランク レベルの設定は、コー  
ルごとの設定に優先します。

［接続回線 ID プレゼンテーション（Connected Line ID Presentation）］     
のデフォルト値は［デフォルト］で、これは［許可］に変換されま

す。接続された回線の情報を Cisco Unified Communications Manager    
が送信するようにする場合は、［デフォルト］を選択します。

接続された回線の情報を Cisco Unified Communications Manager が送     
信しないようにする場合は、［非許可］を選択します。

［接続名プレゼンテーション

（Connected Name 
Presentation）］

Cisco Unified Communications Manager は、接続された側の名前を発    
信側に提供するために、補助的なサービスとして接続側の名前 ID 
表示（CONP）を使用します。SIP トランク レベルの設定は、コー  
ルごとの設定に優先します。

［接続名プレゼンテーション（Connected Name Presentation）］のデ  
フォルト値は［デフォルト］で、これは［許可］に変換されます。

接続された名前の情報を Cisco Unified Communications Manager が送     
信するようにする場合は、［デフォルト］を選択します。

接続された名前の情報を Cisco Unified Communications Manager が送     
信しないようにする場合は、［非許可］を選択します。

［コーリングサーチスペー

ス］

ドロップダウン リスト ボックスから、適切なトランクのコーリン  
グ サーチ スペースを選択します。コーリング サーチ スペースは、    
収集された（発信）番号のルーティング方法を決定するために検索

されるルート パーティションの集合を指定します。

Max List Box Items エンタープライズ パラメータを使用して、この     
ドロップダウン リスト ボックスで表示する項目数を設定すること  
ができます。Max List Box Items エンタープライズ パラメータで指     
定した数よりも多くのコーリング サーチ スペースが存在する場  
合、ドロップダウン リスト ボックスの横に［検索］ボタンが表示  
されます。［検索］ボタンをクリックして、［コーリングサーチス

ペースの検索と一覧表示（Find and List Calling Search Spaces）］ウィ     
ンドウを表示します。P.46-2 の「コーリング サーチ スペースの検   
索」の手順に従って、コーリング サーチ スペース名を検索し、選  
択します。

（注） リスト ボックスの最大項目を設定するには、［システム］ >
［エンタープライズパラメータ］の順に選択し、
［CCMAdmin Parameters］を選択します。

［コーリングサーチスペース］のデフォルト値は［なし］です。

表 83-2 SIP トランクの設定値（続き）

フィールド 説明



第 83章      トランクの設定
トランクの設定値

83-25
Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド     

OL-12525-01-J

［AAR コーリングサーチス
ペース（AAR Calling Search  
Space）］

自動代替ルーティング（AAR）の実行時にデバイスが使用するコー
リング サーチ スペースを選択します。AAR コーリング サーチ ス     
ペースは、帯域幅不足によってコールがブロックされないように、

収集された（発信）番号のルーティング方法を決定するために検索

されるパーティションの集合を指定します。

［AAR コーリングサーチスペース（AAR Calling Search Space）］の   
デフォルト値は［なし］です。

［プレフィックス DN（Prefix
DN）］

着信コールの着信側番号に追加されるプレフィックス番号を入力

します。

Cisco Unified Communications Manager  は、まず、［有意な数字
（Significant Digits）］設定値に従って番号を切り捨てた後、プレ
フィックス番号を追加します。

［Diversionヘッダー配信のリ
ダイレクト - インバウンド  
（Redirecting Diversion Header  

Delivery - Inbound）］

Cisco Unified Communications Manager に対する受信 INVITE メッ      
セージの Redirecting Number を受理するには、このチェックボック   
スをオンにします 

Cisco Unified Communications Manager に対する受信 INVITE メッ      
セージの Redirecting Number を除外するには、このチェックボック   
スをオフにします 

ボイスメッセージ統合のみで Redirecting Number を使用します。ボ   
イスメッセージ システムが Redirecting Number をサポートするよう    
に設定した場合は、チェックボックスをオンにします。

［Diversionヘッダー配信のリダイレクト - インバウンド（Redirecting  
Diversion Header Delivery - Inbound）］のデフォルト値はオフです。

［アウトバウンドコール（Outbound Calls）］

［発呼側の選択（Calling Party 
Selection）］

発信コールで送信される電話番号を選択します。

次のオプションは、どの電話番号が送信されるかを指定します。

 • ［発信元］：発信側デバイスの電話番号を送信します。

 • ［最初のリダイレクト番号］：転送デバイスの電話番号を送信し
ます。

 • ［最後のリダイレクト番号］：最後にコールを転送するデバイス
の電話番号を送信します。

 • ［最初のリダイレクト番号（外部）］：リダイレクト元のデバイ
スの外部電話番号を送信します。

 • ［最後のリダイレクト番号（外部）］：コールをリダイレクトす
る最後のデバイスの外部電話番号を送信します。

［発呼側の選択（Calling Party Selection）］のデフォルト値は［発信  
元］です。

表 83-2 SIP トランクの設定値（続き）
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［発呼回線 IDプレゼンテー
ション（Calling Line ID 
Presentation）］

Cisco Unified Communications Manager は、発信側の番号を提供する    
ために、補助的サービスとして 発信側の回線 ID 表示（CLIP）を使   
用します。SIP トランク レベルの設定は、コールごとの設定に優先  
します。

［発呼回線 IDプレゼンテーション（Calling Line ID Presentation）］の   
デフォルト値は［デフォルト］で、これは［許可］に変換されま

す。発信側番号情報を Cisco Unified Communications Manager が送信     
するようにする場合は、［デフォルト］を選択します。

発信側番号情報を Cisco Unified Communications Manager が送信しな     
いようにする場合は、［非許可］を選択します。

［発呼名プレゼンテーション

（Calling Name Presentation）］
Cisco Unified Communications Manager は、発信側の名前を提供する    
ために、補助的サービスとして 発信側の名前 ID 表示（CNIP）を使   
用します。SIP トランク レベルの設定は、コールごとの設定に優先  
します。

発信側名前情報を Cisco Unified Communications Manager が送信する     
ようにする場合は、［許可］を選択します。［許可］がデフォルトです。

発信側名前情報を Cisco Unified Communications Manager が送信しな     
いようにする場合は、［非許可］を選択します。

［発呼名プレゼンテーション（Calling Name Presentation）］のデフォ  
ルト値は［デフォルト］です。

［発信者 ID DN（Caller ID 
DN）］

トランクからの発信コールで、発信者 ID をフォーマットするのに  
使用するパターンを、0 ～ 24 桁で入力します。

たとえば、北米では次のとおりです。

 • 555XXXX = 可変発信者 ID。ここで、X は内線番号を表します。    
この番号が指定されていない場合、セントラル オフィス（CO） 
は、エリア コードと共にこの番号を追加します。

 • 5555000 = 固定発信者 ID。コールの発信元の正確な内線番号の   
代わりに、Corporate 番号を送信する場合に使用します。この番 
号が指定されていない場合、CO は、エリア コードと共にこの  
番号を追加します。

［発信者名（Caller Name）］ 発信元の SIP デバイスから受信した発信者名を上書きするには、発  
信者名を入力します。

表 83-2 SIP トランクの設定値（続き）
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［Diversionヘッダー配信のリ
ダイレクト - アウトバウン
ド（Redirecting Diversion 
Header Delivery - Outbound）］

Call Forward が発生したときに、コールの最初の着信側番号および  
転送理由を示すために、Cisco Unified Communications Manager から    
の Redirecting Number を送信 INVITE メッセージに含めるには、こ     
のチェックボックスをオンにします。

送信 INVITE メッセージから最初の転送番号と転送理由を除外す  
るには、チェックボックスをオフにします。 

ボイスメッセージ統合のみで Redirecting Number を使用します。ボ   
イスメッセージ システムが Redirecting Number をサポートするよう    
に設定した場合は、チェックボックスをオンにします。

［Diversionヘッダー配信のリダイレクト - アウトバウンド
（Redirecting Diversion Header Delivery - Outbound）］のデフォルト値
はオフです。

［SIP情報（SIP Information）］

［着信先アドレス（Destination
Address）］

［着信先アドレス（Destination Address）］は、このトランクが通信す 
るリモート SIP デバイスを表します。このフィールドに入力できる  
値は、有効な V4 ドット付き IP アドレス、Fully Qualified Domain      
Name（FQDN; 完全修飾ドメイン名）、または DNS SRV レコード    
（［着信先アドレスは SRV（Destination Address is an SRV）］フィール    
ドがオンになっている場合のみ）です。

（注） SIP トランクは、設定済みの着信先アドレスから着信する 
要求と、このトランクと関連付けられている［SIP トラン
クセキュリティプロファイル（SIP Trunk Security Profile）］   
で指定した着信ポートから着信する要求だけを受け入れま
す。

リモート エンドが Cisco Unified Communications Manager クラスタ      
である場合、このフィールドには DNS SRV を指定することをお勧   
めします。DNS SRV レコードには、クラスタ内のすべての Cisco   
Unified Communications Manager が含まれている必要があります。

［着信先アドレスは SRV
（Destination Address is an 

SRV）］

このフィールドでは、設定済みの着信先アドレスが SRV レコード  
であることを指定します。

デフォルト値は、オフです。

［着信先ポート（Destination
Port）］

宛先ポートを選択します。このフィールドには、必ず 1024 ～ 65535   
の範囲でポートを指定してください。

（注） 複数のトランクに同じポート番号を指定できるようになり
ました。

宛先アドレスが DNS SRV ポートの場合、値を入力する必要はあり   
ません。デフォルトの 5060 は SIP ポートを示します。

［着信先ポート（Destination Port）］のデフォルト値は 5060 です。

表 83-2 SIP トランクの設定値（続き）

フィールド 説明



第 83章      トランクの設定      
トランクの設定値

83-28
Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド

OL-12525-01-J

［MTP優先発信コーデック
（MTP Preferred Originating 

Codec）］

任意の発信コーデックを指定します。

このフィールドは、［メディアターミネーションポイントが必須

（Media Termination Point Required）］チェックボックスがオンの場合   
にだけ使用されます。

［プレゼンスグループ

（Presence Group）］
このフィールドには、プレゼンス機能を設定します。

ドロップダウン リスト ボックスから、SIP トランク用のプレゼンス   
グループを選択します。選択したグループにより、SIP トランクに 
接続されているデバイス、アプリケーション、またはサーバが監視

できる対象が指定されます。

［プレゼンスグループ（Presence Group）］のデフォルト値は、イン 
ストール時に設定された［Standard Presence group］です。Cisco  
Unified Communications Manager の管理ページで設定されたプレゼ   
ンス グループもドロップダウン リスト ボックスに表示されます。

プレゼンス認可は、プレゼンス グループと連携して、グループ間 
のプレゼンス要求を許可またはブロックします。グループ間の権限

の設定については、『Cisco Unified Communications Manager 機能お    
よびサービス ガイド』の「プレゼンス」の章を参照してください。

ヒント プレゼンス グループは、SIP トランクに適用することも、  
SIP トランクに接続されているアプリケーションに適用 
することもできます。プレゼンス グループが SIP トラン   
クと SIP トランク アプリケーションの両方に設定されて   
いる場合、アプリケーションに適用されているプレゼン
ス グループが、トランクに適用されているプレゼンス グ  
ループを上書きします。

［SIPトランクセキュリティ
プロファイル（SIP Trunk 
Security Profile）］

SIP トランクに適用するセキュリティ プロファイルを選択します。 

セキュリティ プロファイルは、Cisco Unified Communications   
Manager の管理ページで設定したすべての SIP トランクに適用する   
必要があります。Cisco Unified Communications Manager をインス    
トールすると、あらかじめ定義されたノンセキュアな SIP トランク  
セキュリティ プロファイルが自動登録用に提供されます。SIP トラ  
ンクのセキュリティ機能を使用可能にするには、新しいセキュリ

ティ プロファイルを設定して SIP トランクに適用します。トランク   
がセキュリティをサポートしていない場合は、ノンセキュア プロ 
ファイルを選択します。

プロファイルに含まれている設定値を確認するには、［システム］ > 
［セキュリティプロファイル］ >［SIP トランクセキュリティプロ 
ファイル］の順に選択します。

セキュリティ プロファイルを設定する方法については、『Cisco 
Unified Communications Manager セキュリティ ガイド』を参照して    
ください。

［SIP トランクセキュリティプロファイル（SIP Trunk Security  
Profile）］のデフォルト値は［選択されていません］です。

表 83-2 SIP トランクの設定値（続き）

フィールド 説明
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［コーリングサーチスペース

の再ルーティング（Rerouting
Calling Search Space）］

コーリング サーチ スペースによって、発信側デバイスがコールを  
完了しようとするときに検索できるパーティションが決まります。

再ルーティング コーリング サーチ スペースは、SIP ユーザ（A）が    
別のユーザ（B）をサード パーティ（C）に転送するときの対象場 
所を決める場合に使用されます。転送の完了後、B と C が接続され   
ます。この場合、使用される再ルーティング コーリング サーチ ス   
ペースは、最初の SIP ユーザ（A）のものです。 

（注） コーリング サーチ スペースは、3xx リダイレクション機能   
および INVITE with Replaces 機能にも適用されます。

［コーリングサーチスペースの再ルーティング（Rerouting Calling 
Search Space）］のデフォルト値は［なし］です。

［アウトオブダイアログ

REFERコーリングサーチス
ペース（Out-Of-Dialog Refer 
Calling Search Space）］

コーリング サーチ スペースによって、発信側デバイスがコールを  
完了しようとするときに検索できるパーティションが決まります。

out-of-dialog コーリング サーチ スペースは、SIP ユーザ（A）の介    
入がない場合に Cisco Unified Communications Manager が SIP ユーザ       
（A）に着信するコール（B）をサード パーティ（C）に転送すると 
きに使用されます。この場合、システムは SIP ユーザ（A）の  
out-of-dialog コーリング サーチ スペースを使用します。

［アウトオブダイアログ REFERコーリングサーチスペース
（Out-Of-Dialog Refer Calling Search Space）］のデフォルト値は［な
し］です。

［SUBSCRIBEコーリング
サーチスペース

（SUBSCRIBE Calling Search 
Space）］

プレゼンス機能でサポートされている SUBSCRIBE コーリング  
サーチ スペースによって、Cisco Unified Communications Manager が、     
SIP トランクに接続するデバイス、サーバ、またはアプリケーショ 
ンからのプレゼンス要求をルーティングする方法が決まります。こ

の設定により、SIP トランクのプレゼンス（SUBSCRIBE）要求に対 
して、コール処理サーチ スペースとは別のコーリング サーチ ス   
ペースを適用できます。

ドロップダウン リスト ボックスから、SIP トランクのプレゼンス要   
求に使用する SUBSCRIBE コーリング サーチ スペースを選択しま    
す。Cisco Unified Communications Manager の管理ページで設定した    
すべてのコーリング サーチ スペースが、［SUBSCRIBEコーリング  
サーチスペース（SUBSCRIBE Calling Search Space）］ドロップダウ   
ン リスト ボックスに表示されます。

ドロップダウン リストから、SIP トランク用に別のコーリング サー   
チ スペースを選択しない場合、［SUBSCRIBE コーリング サーチ ス    
ペース（SUBSCRIBE Calling Search Space）］はデフォルトで［なし］   
になります。

この用途専用の SUBSCRIBE コーリング サーチ スペースを設定す    
るには、すべてのコーリング サーチ スペースと同じようにコーリ  
ング サーチ スペースを設定します。コーリング サーチ スペースを    
設定する方法については、P.46-1 の「コーリング サーチ スペース   
の設定」を参照してください。

表 83-2 SIP トランクの設定値（続き）

フィールド 説明
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追加情報

P.83-33 の「関連項目」を参照してください。

［SIPプロファイル（SIP 
Profile）］

ドロップダウン リスト ボックスから、この SIP トランクに使用す    
る SIP プロファイルを選択します。

［SIPプロファイル（SIP Profile）］のデフォルト値は［選択されてい 
ません］です。

［DTMFシグナリング方式
（DTMF Signaling Method）］

次のいずれかのオプションを選択します。

［初期設定なし］（デフォルト）：Cisco Unified Communications  
Manager が DTMF 方式を選択して DTMF をネゴシエートします。し     
たがって、コールに MTP は不要です。Cisco Unified Communications    
Manager が MTP を割り当てる必要がある場合（［メディアターミ   
ネーションポイントが必須（Media Termination Point Required）］   
チェックボックスがオンである場合）、SIP トランクは DTMF とし   
て RFC2833 をネゴシエートします。

［RFC 2833］：トランクで使用される優先 DTMF 方式を RFC2833 に     
する場合は、この設定を選択します。Cisco Unified Communications  
Manager は、MTP を使用するかどうかに関わらず、できる限り  
RFC2833 をネゴシエートしようとします。アウトオブバンドは、ピ 
ア エンドポイントがアウトオブバンドをサポートしている場合の 
フォールバック方式を提供します。

［OOB および RFC 2833］：DTMF にアウトオブバンドと RFC2833 の      
両方を使用する必要がある場合は、この設定を選択します。

（注） ピア エンドポイントがアウトオブバンドと RFC2833 の両   
方をサポートしている場合、Cisco Unified Communications  
Manager はアウトオブバンドと RFC2833 の両方の DTMF 方     
式をネゴシエートします。その結果、同じ DTMF キープレ  
スに対して 2 つの DTMF イベントが送信されます（1 つは     
アウトオブバンド、もう 1 つは RFC2833）。 

表 83-2 SIP トランクの設定値（続き）

フィールド 説明
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トランクの削除
トランクを削除する手順は、次のとおりです。

始める前に

1 つまたは複数のルート パターンに割り当てられているトランクは、削除できません。トランクを  
使用しているルート パターンを検索するには、［トランクの設定（Trunk Configuration）］ウィンド  
ウで［関連リンク］ドロップダウン リスト ボックスから［依存関係レコード］を選択し、［移動］  
をクリックします。依存関係レコードがシステムで使用可能でない場合、［依存関係レコード要約

（Dependency Records Summary）］ウィンドウにメッセージが表示されます。依存関係レコードの詳  
細については、P.A-4 の「依存関係レコードへのアクセス」を参照してください。使用されている 
トランクを削除しようとすると、Cisco Unified Communications Manager はメッセージを表示します。    
現在使用されているトランクを削除する場合は、事前に、次の作業のどちらか一方または両方を実

行しておく必要があります。

 • 削除するトランクを使用しているルート パターンすべてに、別のトランクを割り当てる。 

P.38-3 の「ルート パターンの設定」を参照してください。

 • 削除するトランクを使用しているルート パターンを削除する。P.38-13 の「ルート パターンの   
削除」を参照してください。

手順

ステップ 1 ［デバイス］ >［トランク］の順に選択します。

［トランクの検索と一覧表示（Find and List Trunks）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 検索条件を入力し、［検索］をクリックして、特定のトランクを見つけます。

検索条件と一致するトランクのリストが表示されます。

ステップ 3 次のアクションのいずれかを実行します。

 • 削除するトランクの横にあるチェックボックスをオンにし、［選択項目の削除］をクリックす

る。

 • ［すべてを選択］をクリックしてから［選択項目の削除］をクリックし、ウィンドウ内のすべ
てのトランクを削除する。

 • 削除するトランクの名前をリストから選択して、現在の設定値を表示し、［削除］をクリック

する。

確認ダイアログが表示されます。

ステップ 4 ［OK］をクリックして、トランクを削除します。

追加情報

P.83-33 の「関連項目」を参照してください。
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トランクのリセット
トランクをリセットする手順は、次のとおりです。

注意 デバイスをリセットすると、そのデバイスのコールが欠落することがあります。

手順

ステップ 1 ［デバイス］ >［トランク］の順に選択します。

［トランクの検索と一覧表示（Find and List Trunks）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 検索条件を入力し、［検索］をクリックして、特定のトランクを見つけます。

検索条件と一致するトランクのリストが表示されます。

ステップ 3 リストから、リセットするトランクの名前をクリックします。

［トランクの設定（Trunk Configuration）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 トランク デバイスの設定値を変更した後に、［リセット］をクリックします。

［デバイスリセット（Device Reset）］ダイアログが表示されます。

ステップ 5 次のいずれかの項目をクリックします。

 • ［リスタート］：トランク デバイスをシャットダウンしないで再起動する。

 • ［リセット］：内部トランク デバイスをシャットダウンしてから再起動する。トランクがゲート 
キーパーによって制御されている場合、Cisco Unified Communications Manager クラスタは、ト    
ランクへの登録を解除（URQ）した後、再登録（RRQ）します。

 • ［閉じる］：何も実行しないで、［デバイスリセット（Device Reset）］ダイアログを閉じる。

（注） SIP トランクの場合、［リスタート］と［リセット］は同様に動作するので、どちらをクリックして 
もすべてのアクティブ コールが接続解除されます。パケット キャプチャを使用可能または使用不  
可にする場合は、トランクに対して［リスタート］も［リセット］も実行する必要はありません。

追加情報

P.83-33 の「関連項目」を参照してください。
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関連項目
 • トランクの検索（P.83-2）

 • トランクの設定（P.83-3）

 • トランクの設定値（P.83-5）

 • トランクの削除（P.83-31）

 • トランクのリセット（P.83-32）

 • SIP プロファイルの設定（P.92-3）

 • SIP トランクのセキュリティ プロファイルの設定（P.24-1）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「コール アドミッション制御」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「ゲートキーパーとトランク」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「Cisco Unified Communications       
Manager でのゲートキーパーとトランクの設定」

 • Cisco Unified Communications Manager セキュリティ ガイド

 • Cisco Unified Communications ソリューション リファレンス ネットワーク デザイン（SRND）
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84
リモート接続先の設定

モバイル コネクトを使用すると、1 つの電話番号でビジネス コールを管理し、進行中のコールをデ   
スクトップ電話機と携帯電話で受けることができます。モバイル ボイス アクセスは Integrated Voice    
Response（IVR; 自動音声応答）システムに関連付けられています。ユーザはこのシステムを使用し 
てモバイル コネクトのオン /オフを切り替えることができます。また、携帯電話やその他のリモー 
ト電話機からコールを発信する際、デスクトップ電話機から発信しているかのように見せかけるこ

ともできます。

リモート接続先は携帯電話（またはその他の電話機）として表されます。ユーザのデスクトップ電

話機からの転送を受け入れることや、モバイル ボイス アクセスを利用してコールを開始するため  
に使用することができます。

モバイル コネクトおよびモバイル ボイス アクセスと、リモート接続先の設定方法については、   
『Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド』の「モバイル コネクトとモバ      
イル ボイス アクセス」の章を参照してください。
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85
デバイス デフォルトの設定

デバイス デフォルトの設定では、Cisco Unified Communications Manager に登録するデバイスの各タ     
イプのデフォルト特性を設定します。デバイス タイプに対するデバイス デフォルトは、Cisco  
Unified Communications Manager クラスタ内にあるそのタイプの自動登録デバイスすべてに適用さ   
れます。各デバイス タイプに適用される設定は、次のデバイス デフォルトで設定します。

 • デバイス ロード

 • デバイス プール

 • 電話ボタン テンプレート

デバイスは、Cisco Unified Communications Manager に自動登録されるときに、そのデバイス タイプ     
に該当するデバイス デフォルト設定値を取得します。デバイスが登録された後で、個々のデバイス 
のコンフィギュレーションを更新して、そのデバイス設定を変更することもできます。

Cisco Unified Communications Manager をインストールすると、デバイス デフォルトが自動的に設定     
されます。デバイス デフォルトの新規作成も、既存のデバイス デフォルトの削除もできませんが、  
デバイス デフォルト設定値を変更することは可能です。

ここでは、次の内容について説明します。

 • デバイス デフォルトの更新（P.85-2）

 • デバイス デフォルトの設定値（P.85-3）
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デバイス デフォルトの更新
Cisco Unified Communications Manager 設定データベース内のデバイス デフォルトを変更する手順     
は、次のとおりです。

始める前に

デバイス デフォルトを更新する場合は、事前に、お使いのシステムに該当する次のいずれかの作業 
を行ってください。

 • デバイス用の新しいファームウェア ファイルを TFTP サーバに追加する。 

 • ディレクトリ内に存在しないファームウェア ロードの割り当てにデバイス デフォルトを使用  
すると、それらのデバイスは割り当てられたファームウェアのロードに失敗します。

 • 新しいデバイス プールを設定する。P.9-3 の「デバイス プールの設定」を参照してください。

 • デバイスが電話機の場合は、新しい電話テンプレートを設定する。P.89-3 の「電話ボタン テン  
プレートの設定」を参照してください。

手順

ステップ 1 ［デバイス］ >［デバイスの設定］ >［デバイスのデフォルト］の順に選択します。

ステップ 2 変更するデバイスに該当する設定値を更新します（表 85-1 を参照）。

ステップ 3 ［保存］をクリックして、変更内容を Cisco Unified Communications Manager 設定データベースに保     
存します。

ステップ 4 デバイス名の左側にあるリセット アイコンをクリックして、そのタイプのすべてのデバイスをリ 
セットし、クラスタ内のすべての Cisco Unified Communications Manager に新しいデフォルトをロー     
ドします。

そのタイプのデバイスすべてをリセットしない場合は、デバイス デフォルトの変更後に追加された 
新しいデバイスだけが、最新のデフォルトを受け取ります。

追加情報

P.85-3 の「関連項目」を参照してください。
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デバイス デフォルトの設定値
表 85-1 では、デバイス デフォルトの設定値について説明します。関連する手順の詳細については、  
P.85-3 の「関連項目」を参照してください。

関連項目
 • デバイス デフォルトの更新（P.85-2）

 • デバイス デフォルトの設定値（P.85-3）

 • デフォルト以外のファームウェア ロードを使用するデバイスの検索（P.86-1）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「デバイス ファームウェア ロード」

表 85-1 デバイス デフォルトの設定値

フィールド名 説明 

［デバイスタイプ（Device Type）］このフィールドには、デバイス デフォルトを設定できるデバイ 
スのタイプが表示されます。

［プロトコル（Protocol）］ このフィールドには、［デバイスタイプ（Device Type）］列の対 
応するデバイスが使用するプロトコルが表示されます。

［ロード情報（Load Information）］ハードウェア デバイスの特定のタイプで使用されるファーム 
ウェア ロードの ID 番号を入力します。アップグレード ロード    
またはパッチ ロードをインストールする場合は、新しいロード 
を使用するデバイスのタイプごとに、ロード情報を更新する必

要があります。

［デバイスプール（Device Pool）］デバイスの各タイプに関連したデバイス プールを選択します。 
デバイス プールは、そのプール内のすべてのデバイスに対して、 
共通の特性を指定します。

［電話テンプレート（Phone 
Template）］

Cisco Unified IP Phone の各タイプが使用する電話ボタン テンプ     
レートを選択します。このテンプレートは、電話機上のキーの

機能を指定します。
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86
デバイス ファームウェア ロード情報

デバイス タイプにデフォルトのファームウェア ロードを使用しないデバイスを特定するには、デ  
バイス ファームウェア ロード情報を使用します。

デフォルト以外のファームウェア ロードを使用するデバイスの検索
Cisco Unified Communications Manager の管理ページの［ファームウェアロード情報（Firmware Load     
Information）］ウィンドウを使用すると、デバイス タイプにデフォルトのファームウェア ロードを  
使用しないデバイスを、すばやく特定することができます。

（注） 各デバイスには、デフォルトを上書きするファームウェア ロードを個別に割り当てることができ 
ます。

デフォルトのファームウェア ロードを使用しないデバイスを特定する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ［デバイス］ >［デバイスの設定］ >［ファームウェアロード情報］の順に選択します。

ページが更新され、ファームウェア ロードを必要とするデバイス タイプのリストが表示されます。  
デバイス タイプごとに、［デフォルトロードを使用していないデバイス（Device Not Using Default    
Load）］列が、デフォルト以外のロードを使用するデバイスの設定値にリンクします。

ステップ 2 デフォルト以外のデバイス ロードを使用する特定のデバイス タイプのデバイスのリストを表示す  
るには、［デフォルトロードを使用していないデバイス（Device Not Using Default Load）］列で、そ    
のデバイス タイプのエントリをクリックします。

デフォルトのファームウェア ロードを実行していない、特定のデバイス タイプのデバイスがリス  
トされたウィンドウが開きます。
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関連項目
 • デバイス デフォルトの更新（P.85-2）

 • デバイス デフォルトの設定値（P.85-3）
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87
デフォルト デバイス プロファイルの  
設定

ユーザ デバイス プロファイルが存在しない電話機のモデルにユーザがログインするときはいつで  
も、デフォルト デバイス プロファイルを使用します。Cisco Extension Mobility をサポートする各電     
話機のモデルのデフォルト デバイス プロファイルを作成するには、［デフォルトのデバイス プロ   
ファイル設定（Default Device Profile Configuration）］ウィンドウを使用します。デフォルト デバイ    
ス プロファイルの最大数は、Cisco Extension Mobility をサポートする電話機のモデルの数を超える    
ことはできません。

たとえば、ユーザ デバイス プロファイルのある Cisco Unified IP Phone 7960 に、ユーザがログイン        
します。ユーザのユーザ デバイス プロファイルは、ユーザがログインした電話機にダウンロード  
されます。後で、同じユーザが、そのユーザのユーザ デバイス プロファイルのない Cisco Unified    
IP Phone 7940 にログインするとします。このような場合に、7940 用のデフォルト デバイス プロ      
ファイルが電話機にダウンロードされます。

デフォルト デバイス プロファイルは、特定のデバイスに関連付けられている一連の属性（サービ  
スや機能）から構成されます。デバイス プロファイルには、デバイス タイプ、ユーザ ロケール、   
電話ボタン テンプレート、ソフトキー テンプレート、Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）     
情報、および IP Phone サービスが含まれます。
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新しいデフォルト デバイス プロファイルの設定
デフォルト デバイス プロファイルには、デバイス タイプ、電話テンプレート、ユーザ ロケール、    
拡張モジュール、ソフトキー テンプレート、MLPP 情報、および登録済み IP Phone サービスなどの     
属性が含まれます。デフォルト デバイス プロファイルを追加または更新する手順は、次のとおり  
です。

手順

ステップ 1 ［デバイス］ >［デバイスの設定］ >［デフォルトのデバイスプロファイル］の順に選択します。

［デフォルトのデバイスプロファイル設定（Default Device Profile Configuration）］ウィンドウが表示   
されます。

ステップ 2 次のいずれかの作業を行います。

 • 新しいプロファイルを追加する場合は、［デバイスプロファイルタイプ（Device Profile Type）］  
ドロップダウン リスト ボックスから、追加するデバイスのタイプを選択し、［次へ］をクリッ  
クして、ステップ 3 に進みます。

 • 既存のプロファイルを更新する場合は、［デバイスプロファイルデフォルト（Device Profile  
Defaults）］ペインから、更新するデバイス プロファイルをクリックします。［デフォルトのデ 
バイスプロファイル設定（Default Device Profile Configuration）］ウィンドウに、選択したプロ   
ファイルのプロファイル情報が表示されます。ステップ 3 に進みます。

ステップ 3 プロファイルに適切な設定値を入力します（表 87-1 を参照）。

ステップ 4 ［保存］をクリックします。

追加情報

P.87-8 の「関連項目」を参照してください。
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デフォルト デバイス プロファイルの設定値
表 87-1 では、［デフォルトのデバイスプロファイル設定（Default Device Profile Configuration）］ウィ    
ンドウ内で使用可能なフィールドについて説明します。

表 87-1 デフォルト デバイス プロファイルの設定値 

フィールド 説明

［デフォルトデバイスプロファイル情報（Default Device Profile Information）］

［説明（Description）］ デフォルト デバイス プロファイル設定の説明を入力します。

［ユーザ保留MOH音源（User
Hold MOH Audio Source）］

ユーザが保留操作を開始するときに再生されるオーディオ ソース 
を指定するには、ドロップダウン矢印をクリックし、表示されるリ

ストからオーディオ ソースを選択します。 

オーディオ ソースを選択しない場合、Cisco Unified Communications   
Manager は、デバイス プールに定義されているオーディオ ソース   
を使用します。または、デバイス プールがオーディオ ソース ID を    
指定していない場合は、システム デフォルトを使用します。

（注） オーディオ ソースの定義は、［保留音オーディオソースの 
設定（Music On Hold Audio Source Configuration）］ウィンド     
ウで行います。このウィンドウにアクセスするには、［メ
ディア リソース］ >［保留音オーディオソース］の順に選択  
してください。

［ユーザロケール

（User Locale）］
ドロップダウン リスト ボックスから、その電話機ユーザ インター   
フェイスに関連したロケールを選択します。そのユーザ ロケール 
は、言語とフォントを含んだ、ユーザをサポートする一連の詳細情

報を識別します。

Cisco Unified Communications Manager は、ローカリゼーションをサ    
ポートする電話機モデルに対してのみ、このフィールドを使用可能

にします。

（注） ユーザ ロケールが指定されない場合、Cisco Unified 
Communications Manager はデバイス プールに関連付けられ
ているユーザ ロケールを使用します。

（注） 英語以外の言語で情報を（電話機に）表示することをユー
ザが要求している場合は、ユーザ ロケールを設定する前 
に、ロケール インストーラがインストールされていること 
を確認します。Cisco Unified Communications Manager Locale    
Installer のマニュアルを参照してください。

［電話ボタンテンプレート

（Phone Button Template）］
適切な電話ボタン テンプレートを選択します。電話ボタン テンプ  
レートは、電話機上のボタンの設定を決定し、各ボタンに使用され

る機能（回線、短縮ダイヤルなど）を指定します。

［ソフトキーテンプレート

（Softkey Template）］
適切なソフトキー テンプレートを選択します。ソフトキー テンプ  
レートは、Cisco Unified IP Phone におけるソフトキーの設定を決定    
します。割り当て済みのソフトキー テンプレートがデバイス プー  
ルに含まれている場合、このフィールドはブランクのままにしま

す。
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［プライバシ（Privacy）］ プライバシーを必要とする各電話機について、ドロップダウン リ 
スト ボックスから［オン］を選択します。設定の詳細については、 
『Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド』     
の「割り込みとプライバシー」を参照してください。

［プレゼンテーションインジ

ケータを無視（Ignore 
Presentation Indicators、内線
コールのみ）］

コール表示制限を設定して、内部コールが受信するすべての表示制

限を無視するには、［プレゼンテーションインジケータを無視

（Ignore Presentation Indicators、内線コールのみ）］チェックボックス  
をオンにします。

（注） この設定は、トランスレーション パターンレベルで発信側 
の回線 ID 表示と接続側の回線 ID 表示の設定を組み合せて    
使用してください。同時に、これらの設定値では、コール
表示制限を設定して、各コールに対して発信側の回線また
は接続側の回線の表示情報を選択的に表示、またはブロッ
クできます。コール表示制限の詳細については、『Cisco
Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイ    
ド』の「Call Display Restrictions 機能」を参照してください。

［サイレント（Do Not 
Disturb）］

電話機で Do Not Disturb（DND; サイレント）を有効にするには、こ    
のチェックボックスをオンにします。

［DND着信呼警告（DND 
Incoming Call Alert）］

DND の［呼出音オフ］オプションを有効にした場合、このパラメー 
タは電話機でコールを表示する方法を指定します。

ドロップダウン リストから、次のオプションのいずれかを選択し 
ます。

 • ［無効］：このオプションは、コールを通知するビープ音とフ
ラッシュの両方を無効にしますが、着信コール情報は表示しま

す。

 • ［フラッシュのみ］：このオプションは、着信コールがあると、
電話機のフラッシュ アラートだけを表示します。

 • ［ビープ音のみ］：このオプションは、着信コールがあると、電
話機のビープ音だけを再生します。

［拡張モジュール情報（Expansion Module Information）］

［モジュール 1（Module 1）］ 14 個のボタンをもつ 7914 拡張モジュールを選択するか、または何   
も選択しません。

［モジュール 2（Module 2）］ 14 個のボタンをもつ 7914 拡張モジュールを選択するか、または何   
も選択しません。

表 87-1 デフォルト デバイス プロファイルの設定値（続き）

フィールド 説明
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［MLPP情報（Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）Information）］

［MLPPドメイン（MLPP 
Domain）］

ドロップダウン リスト ボックスから、このデバイスに関連付けら  
れている MLPP ドメインを選択します。

［MLPP表示（MLPP 
Indication）］

優先トーンを再生できるデバイスが MLPP 優先コールの発信時に  
その再生機能を使用するかどうかを指定します（使用可能な場合）。

ドロップダウン リスト ボックスから設定を選択して、このデフォ  
ルト デバイス プロファイルを使用するデバイスに割り当てます。  
オプションは次のとおりです。

 • ［デフォルト］：このデバイスは、デバイス プールから［MLPP 
表示（MLPP Indication）］設定を引き継ぎます。

 • ［オフ］：このデバイスは、MLPP 優先コールの表示の制御も処 
理もしません。

 • ［オン］：このデバイスは、MLPP 優先コールの表示を制御し処 
理します。

（注） ［MLPP表示（MLPP Indication）］を［オフ］または［デフォ 
ルト］（デフォルトが［オフ］の場合）に設定し、かつ［MLPP
プリエンプション（MLPP Preemption）］を［強制］に設定 
するという組み合せで、デフォルト デバイス プロファイル  
を設定することはできません。

（注） エンタープライズ パラメータ、デバイス プール、またはデ  
バイス レベルで［MLPP表示（MLPP Indication）］をオンに  
すると、［MLPP 表示（MLPP Indication）］をデバイスに対 
してオフ（上書き）にしない限り、デバイスで回線に対す
る通常の［呼出音設定（Ring Setting）］が動作しません。

［MLPP プリエンプション

（MLPP Preemption）］
進行中のコールを優先できるデバイスが MLPP 優先コールの発信  
時にその優先機能を使用するかどうかを指定します（使用可能な場

合）。

ドロップダウン リスト ボックスから設定を選択して、このデフォ  
ルト デバイス プロファイルを使用するデバイスに割り当てます。  
オプションは次のとおりです。

 • ［デフォルト］：このデバイスは、デバイス プールから［MLPP 
プリエンプション（MLPP Preemption）］設定を引き継ぎます。

 • ［無効］：このデバイスは、優先順位の高いコールの完了に必要
な場合、優先順位の低いコールを優先しないようにします。

 • ［強制］：このデバイスは、優先順位の高いコールの完了に必要
な場合、優先順位の低いコールを優先するようにします。

（注） ［MLPP表示（MLPP Indication）］を［オフ］または［デフォ 
ルト］（デフォルトが［オフ］の場合）に設定し、かつ［MLPP
プリエンプション（MLPP Preemption）］を［強制］に設定 
するという組み合せで、デフォルト デバイス プロファイル  
を設定することはできません。

表 87-1 デフォルト デバイス プロファイルの設定値（続き）

フィールド 説明
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追加情報

P.87-8 の「関連項目」を参照してください。

［ログアウト（デフォルト）プロファイル情報（Logged Out（Default）Profile Information）］

［ログインユーザ ID（Login
User Id）］

有効なログイン ユーザ ID を入力します。

ログアウト プロファイルとしてユーザ デバイス プロファイルが使   
用される場合、その電話機に関連付けられるログイン ユーザ ID を   
指定します。ユーザがこのユーザ デバイス プロファイルからログ  
アウトした後では、その電話機はこのログイン ユーザ ID に自動的   
にログインされます。

［デバイスプロファイルデフォルト（Device Profile Defaults）］

（デバイス プロファイルのデ 
フォルトのリスト）

このペインには、定義された各デフォルト デバイス プロファイル  
へのリンクが表示されます。

表 87-1 デフォルト デバイス プロファイルの設定値（続き）

フィールド 説明
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デフォルト デバイス プロファイルの削除
デフォルト デバイス プロファイルを削除する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ［デバイス］ >［デバイスの設定］ >［デフォルトのデバイスプロファイル］の順に選択します。

ステップ 2 ［デバイスプロファイルデフォルト（Device Profile Defaults）］ペインから、削除するデバイス プロ   
ファイルをクリックします。

［デフォルトのデバイスプロファイル設定（Default Device Profile Configuration）］ウィンドウに、選   
択したプロファイルのプロファイル情報が表示されます。

ステップ 3 ［削除］をクリックします。

この操作を実行すると取り消すことができないことを確認するメッセージが表示されます。 

ステップ 4 デフォルト デバイス プロファイルを削除するには、［OK］をクリックします。削除操作を取り消  
すには、［キャンセル］をクリックします。

追加情報

P.87-8 の「関連項目」を参照してください。

サービスのデフォルト デバイス プロファイルへの登録
Cisco Extension Mobility のようなサービスをデフォルト デバイス プロファイルに登録するには、     
P.91-3 の「IP Phone サービスの設定」を参照してください。

追加情報

P.87-8 の「関連項目」を参照してください。
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関連項目
デフォルト デバイス プロファイルの設定と更新を行うには、次のトピックを参照してください。

 • 新しいデフォルト デバイス プロファイルの設定（P.87-2）

 • デフォルト デバイス プロファイルの削除（P.87-7）

 • サービスのデフォルト デバイス プロファイルへの登録（P.87-7）

 • デフォルト デバイス プロファイルの設定値（P.87-3）
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88
デバイス プロファイルの設定

デバイス プロファイルは、特定のデバイスに関連付けられている一連の属性（サービスや機能）か 
ら構成されます。デバイス プロファイルには、名前、説明、電話テンプレート、アドオン モジュー  
ル、ソフトキー テンプレート、Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）情報、電話番号、登    
録済みサービス、短縮ダイヤル情報などが含まれています。ユーザにユーザ デバイス プロファイ  
ルを割り当てると、ユーザがデバイスにログインしたときに、そのユーザに割り当てたユーザ デバ 
イス プロファイルが、デフォルト ログイン デバイス プロファイルとしてそのデバイスにロードさ    
れます。ユーザ デバイス プロファイルが電話機にロードされると、電話機はそのデバイス プロファ   
イルの属性を使用します。 

ユーザ デバイス プロファイルは、特定のデバイスのデフォルト ログアウト デバイス プロファイル     
として割り当てることもできます。たとえば、ユーザが電話機からログアウトすると、ログアウト

デバイス プロファイルが電話機にロードされ、ログアウト デバイス プロファイルの属性がその電   
話機に指定されます。［Cisco Unified Communications Manager の管理］ウィンドウで、ユーザ デバ     
イス プロファイルの作成、変更、削除を実行できます。ユーザ デバイス プロファイルがログアウ   
ト デバイス プロファイルとして使用されている場合は、ユーザ デバイス プロファイルを削除でき    
ません。

Cisco Unified Communications Manager は、デバイス プロファイル デフォルトもサポートしていま      
す。ユーザ デバイス プロファイルが存在しない電話機のモデルにユーザがログインするときはい  
つでも、デバイス プロファイル デフォルトを使用します。Cisco Extension Mobility をサポートする     
各電話機のモデルのデフォルト デバイス プロファイルを作成するには、［デフォルトのデバイス プ   
ロファイル設定（Default Device Profile Configuration）］ウィンドウを使用します。デバイス プロファ    
イル デフォルトの最大数は、Cisco Extension Mobility をサポートする電話機のモデルの数を超える    
ことはできません。デバイス プロファイル デフォルトの詳細については、P.87-1 の「デフォルト   
デバイス プロファイルの設定」を参照してください。

デバイス プロファイルの検索と設定をするには、次のトピックを参照してください。

 • デバイス プロファイルの検索（P.88-2）

 • デバイス プロファイルの設定（P.88-3）

 • デバイス プロファイルの削除（P.88-9）

 • 電話番号の設定の概要（P.57-1）

 • 電話番号の設定値（P.57-8）
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デバイス プロファイルの検索

手順

ステップ 1 ［デバイス］ >［デバイスの設定］ >［デバイスプロファイル］の順に選択します。

［デバイスプロファイルの検索と一覧表示（Find and List Device Profiles）］ウィンドウが表示されま    
す。アクティブな（前回の）クエリーのレコードも、ウィンドウに表示されることがあります。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リスト ボック  
スから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。

ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。

（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.88-10 の「関連項目」を参照してください。
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デバイス プロファイルの設定
ユーザ デバイス プロファイルには、デバイス プロファイル名、説明、電話テンプレート、ユーザ   
ロケール、拡張モジュール、ソフトキー テンプレート、MLPP 情報、電話番号、登録済みのサービ  
ス、および短縮ダイヤル情報などの属性が入っています。ユーザ デバイス プロファイルを追加ま  
たは更新する手順は、次のとおりです。

始める前に

電話ボタン テンプレートが設定済みであることを確認してから手順に進んでください。詳細につい 
ては、P.89-3 の「電話ボタン テンプレートの設定」を参照してください。

手順

ステップ 1 ［デバイス］ >［デバイスの設定］ >［デバイスプロファイル］の順に選択します。

［デバイスプロファイルの検索と一覧表示（Find and List Device Profiles）］ウィンドウが表示されま    
す。

ステップ 2 次のいずれかの作業を行います。

 • 既存のデバイス プロファイルをコピーする場合は、適切なデバイス プロファイルを見つけ  
（P.88-2 の「デバイス プロファイルの検索」を参照）、コピーするデバイス プロファイルの横に   
ある［コピー（Copy）］ボタンをクリックして、ステップ 5 に進みます。

 • 新しいデバイス プロファイルを追加する場合は、［新規追加］ボタンをクリックします。［デバ 
イスプロファイルの設定（Device Profile Configuration）］ウィンドウが表示されます。ステップ  
3 に進みます。

 • 既存のデバイス プロファイルを更新する場合は、適切なデバイス プロファイルを見つけ
（P.88-2 の「デバイス プロファイルの検索」を参照）、ステップ 5 に進みます。

（注） デバイス プロファイルを更新する前に、更新するデバイス プロファイルが Cisco Unified    
Communications Manager に設定されていることを確認してください。

ステップ 3 ［デバイスプロファイルタイプ（Device Profile Type）］ドロップダウン リスト ボックスから、デバ    
イス タイプを選択します。［次へ］をクリックします。 

ステップ 4 ［デバイスプロファイルプロトコルの選択（Select the device profile protocol）］ドロップダウン リス     
ト ボックスが表示された場合は、デバイス プロファイルのプロトコルを選択します。［次へ］をク  
リックします。

ステップ 5 適切な設定値を入力します（表 88-1 を参照）。

ステップ 6 ［保存］をクリックします。

ステップ 7 ［割り当て情報（Association Info）］ペインから、デバイス プロファイルの電話番号と短縮ダイヤル  
を設定できます。ここで説明する設定については、P.57-1 の「電話番号の設定の概要」および 
P.82-1 の「Cisco Unified IP Phone の設定」を参照してください。
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ステップ 8 ［ボタン項目を変更］をクリックすると、［電話のボタンの並び替え設定（Reorder Phone Button  
Configuration）］ウィンドウが表示されます。電話ボタン テンプレートのボタン項目を管理する場合 
は、このウィンドウを使用します。このウィンドウの適切な設定については、P.82-38 の「電話ボ 
タン テンプレートのボタン項目の変更」を参照してください。

（注） ユーザ デバイス プロファイルに加えた変更を有効にするには、デバイスにログインする必  
要があります。

追加設定

［デバイスプロファイルの設定（Device Profile Configuration）］ウィンドウの右上の［関連リンク］  
ドロップダウン リストのリンクを使用すると、作成したデバイス プロファイルに関連する追加設  
定を実行できます。追加の項目を設定するには、次のリンクを参照してください。

 • ［新規ラインアピアランスの追加］：デバイス プロファイルに新規ライン アピアランスを追加  
するには、このリンクを選択して［移動］をクリックします。［電話番号の設定（Directory
Number Configuration）］ウィンドウが表示され、このデバイス プロファイルに関連付けられた  
新規 DN を設定できます。このウィンドウのフィールドの詳細については、P.57-8 の「電話番   
号の設定値」を参照してください。

 • ［短縮ダイヤルの追加 /更新］：デバイス プロファイルに関連付けられた短縮ダイヤル設定を追 
加または更新するには、このリンクを選択して［移動］をクリックします。［短縮ダイヤルと

固定短縮ダイヤルの設定（Speed Dial and Abbreviated Dial Configuration）］ウィンドウが表示さ     
れ、このデバイス プロファイルに関連付けられる短縮ダイヤルを設定できます。このウィンド 
ウの設定の詳細については、P.82-31 の「短縮ダイヤル ボタンの設定」を参照してください。

 • ［ビジーランプフィールド短縮ダイヤルの追加 / 更新］：デバイス プロファイルに関連付けられ 
たビジー ランプ フィールド短縮ダイヤル設定を追加または更新するには、このリンクを選択し  
て［移動］をクリックします。［ビジーランプフィールド短縮ダイヤルの設定］ウィンドウが開

き、このデバイス プロファイルに関連付けられるビジー ランプ フィールド短縮ダイヤルを設定   
できます。このウィンドウの設定の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager 機    
能およびサービス ガイド』の「BLF/ 短縮ダイヤル ボタンの設定」を参照してください。

 • ［ビジーランプフィールドダイレクトコールパークの追加 /更新］：デバイス プロファイルに関 
連付けられたビジー ランプ フィールド ダイレクト コール パーク短縮ダイヤル設定を追加また     
は更新するには、このリンクを選択して［移動］をクリックします。［ビジーランプフィール

ドダイレクトコールパークの設定］ウィンドウが表示され、このデバイス プロファイルに関連 
付けられるビジー ランプ フィールド ダイレクト コール パーク短縮ダイヤルを設定できます。     
このウィンドウの設定の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager 機能および    
サービス ガイド』の「BLF/ ダイレクト コールパークの設定項目」を参照してください。

 • ［サービス URLボタンの追加または更新］：デバイス プロファイルに関連付けられたサービス 
URL ボタンを追加または更新するには、このリンクを選択して［移動］をクリックします。 
［サービス URLボタンの設定（Configure Service URL Buttons for）］ウィンドウが開き、このデ    
バイス プロファイルに関連付けられたサービス URL ボタンを設定できます。このウィンドウ   
の設定の詳細については、P.82-36 の「サービス URL ボタンの設定」を参照してください。

 • ［サービスの登録 /登録解除］：デバイス プロファイルに関連付けられた IP Phone サービスを登    
録または登録解除するには、このリンクを選択して［移動］をクリックします。［登録済みの

Cisco IP Phone サービス（Subscribed Cisco IP Phone Services）］ウィンドウが表示され、このデバ       
イス プロファイルに関連付ける Cisco IP Phone サービスを登録または登録解除できます。この     
ウィンドウの設定の詳細については、P.82-34 の「IP Phone サービスの設定」を参照してください。

追加情報

P.88-10 の「関連項目」を参照してください。
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デバイス プロファイルの設定値
表 88-1 では、［デバイスプロファイルの設定（Device Profile Configuration）］ウィンドウ内で使用可   
能な設定値について説明します。関連する手順の詳細については、P.88-10 の「関連項目」を参照 
してください。

表 88-1 デバイス プロファイルの設定値 

フィールド 説明

［ユーザデバイスプロファイル情報（User Device Profile Information）］

［製品のタイプ（Product 
Type）］

このフィールドには、このデバイス プロファイルを適用する製品 
のタイプが表示されます。

［デバイスプロトコル］ このフィールドには、このデバイス プロファイルを適用するデバ 
イス プロトコルが表示されます。

［デバイスプロファイル名

（Device Profile Name）］
固有の名前を入力します。この名前には、最長 50 文字まで指定で  
きます。

［説明（Description）］ デバイス プロファイルの説明を入力します。この特定のユーザ デ  
バイス プロファイルを説明する内容を入力してください。

［ユーザ保留MOH音源（User
Hold MOH Audio Source）］

ユーザが保留操作を開始するときに再生されるオーディオ ソース 
を指定するには、［ユーザ保留 MOH 音源（User Hold MOH Audio   
Source）］ドロップダウン リスト ボックスからオーディオ ソースを   
選択します。

オーディオ ソースを選択しない場合、Cisco Unified Communications   
Manager は、デバイス プールに定義されているオーディオ ソース   
を使用します。または、デバイス プールがオーディオ ソース ID を    
指定していない場合は、システム デフォルトを使用します。

（注） オーディオ ソースの定義は、［保留音オーディオソースの 
設定（Music On Hold Audio Source Configuration）］ウィンド     
ウで行います。このウィンドウにアクセスするには、［メ
ディア リソース］ >［保留音オーディオソース］の順に選択  
してください。

［ユーザロケール（User 
Locale）］

［ユーザロケール（User Locale）］ドロップダウン リストから、その  
デバイスで表示する言語を選択します。

［電話ボタンテンプレート

（Phone Button Template）］
［電話ボタンテンプレート（Phone Button Template）］ドロップダウ  
ン リストから、電話ボタン テンプレートを選択します。

ヒント プレゼンス モニタリングのためにプロファイルに BLF/  
短縮ダイヤルを設定する場合は、BLF/短縮ダイヤル用に
設定した電話ボタン テンプレートを選択します。設定の 
保存後、［割り当て情報（Association Info）］ペインに［新 
規 BLF SDを追加］リンクが表示されます。BLF/短縮ダ 
イヤルの詳細については、『Cisco Unified Communications  
Manager 機能およびサービス ガイド』の「プレゼンス」  
を参照してください。

［ソフトキーテンプレート

（Softkey Template）］
［ソフトキーテンプレート（Softkey Template）］ドロップダウン リ  
スト ボックスから、表示するソフトキー テンプレートを選択しま  
す。
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［プライバシ（Privacy）］ プライバシーを必要とする各電話機について、［プライバシー

（Privacy）］ドロップダウン リスト ボックスから［オン］を選択し  
ます。詳細については、『Cisco Unified Communications Manager 機    
能およびサービス ガイド』の「割り込みとプライバシー」を参照 
してください。

［プレゼンテーションインジ

ケータを無視（Ignore 
Presentation Indicators、内線
コールのみ）］

コール表示制限を設定して、内部コールが受信するすべての表示制

限を無視するには、［プレゼンテーションインジケータを無視

（Ignore Presentation Indicators、内線コールのみ）］チェックボックス  
をオンにします。

ヒント この設定は、トランスレーション パターンレベルで発信 
側の回線 ID 表示と接続側の回線 ID 表示の設定を組み合    
せて使用してください。同時に、これらの設定値では、
コール表示制限を設定して、各コールに対して発信側の
回線または接続側の回線の表示情報を選択的に表示、ま
たはブロックできます。コール表示制限の詳細について
は、『Cisco Unified Communications Manager 機能および    
サービス ガイド』の「Call Display Restrictions 機能」の章    
を参照してください。

［サイレント（Do Not 
Disturb）］

Do Not Disturb（DND; サイレント）を有効にするには、このチェッ   
クボックスをオンにします。

［DND着信呼警告（DND 
Incoming Call Alert）］

DND の［呼出音オフ］オプションを有効にした場合、このパラメー 
タは電話機でコールを表示する方法を指定します。

ドロップダウン リストから、次のオプションのいずれかを選択し 
ます。

 • ［無効］：このオプションは、コールを通知するビープ音とフ
ラッシュの両方を無効にしますが、着信コール情報は表示しま

す。

 • ［ビープ音のみ］：このオプションは、着信コールがあると、電
話機のビープ音だけを再生します。

 • ［フラッシュのみ］：このオプションは、着信コールがあると、
電話機のフラッシュ アラートだけを表示します。

［拡張モジュール情報（Expansion Module Information）］

［モジュール 1（Module 1）］ 拡張モジュール フィールドの拡張モジュール ドロップダウン リス   
トから電話テンプレートを選択して、このデバイス プロファイル 
用の 1 つまたは 2 つの拡張モジュールを設定できます。

適切な拡張モジュールを選択するか、または［なし］を選択します。

［モジュール 2（Module 2）］ 適切な拡張モジュールを選択するか、または［なし］を選択します。

表 88-1 デバイス プロファイルの設定値（続き）

フィールド 説明
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［MLPP情報（Multilevel Precedence and Preemption Information）］

［MLPPドメイン（MLPP 
Domain）］

このユーザ デバイス プロファイルを MLPP 優先コールに使用する    
場合は、ドロップダウン リスト ボックスから MLPP ドメインを選    
択します。 

（注） MLPP ドメインは、［MLPPドメインの設定（MLPP Domain  
Configuration）］ウィンドウで定義します。このウィンドウ
を開くには、［システム］ >［MLPPドメイン］の順に選択 
します。

［MLPP表示（MLPP 
Indication）］

このユーザ デバイス プロファイルを MLPP 優先コールに使用する    
場合、［MLPP表示（MLPP Indication）］設定をデバイス プロファイ  
ルに割り当てます。優先トーンを再生できるデバイスが MLPP 優先  
コールの発信時にその再生機能を使用するかどうかを指定します。

ドロップダウン リスト ボックスから設定を選択して、このデバイ  
ス プロファイルに割り当てます。オプションは次のとおりです。

 • ［デフォルト］：このデバイス プロファイルは、関連するデバイ 
スのデバイス プールから［MLPP 表示（MLPP Indication）］設  
定を引き継ぎます。

 • ［オフ］：このデバイスは、MLPP 優先コールの表示の制御も処 
理もしません。

 • ［オン］：このデバイス プロファイルは、MLPP 優先コールの表  
示を制御し処理します。

（注） ［MLPP表示（MLPP Indication）］を［オフ］または［デフォ 
ルト］（デフォルトが［オフ］の場合）に設定し、かつ［MLPP
プリエンプション（MLPP Preemption）］を［強制］に設定 
するという組み合せで、デバイス プロファイルを設定する 
ことはできません。

表 88-1 デバイス プロファイルの設定値（続き）

フィールド 説明
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［MLPPプリエンプション
（MLPP Preemption）］

このユーザ デバイス プロファイルを MLPP 優先コールに使用する    
場合、［MLPP プリエンプション（MLPP Preemption）］設定をデバ 
イス プロファイルに割り当てます。進行中のコールを優先できる 
デバイスが MLPP 優先コールの発信時にその優先機能を使用する  
かどうかを指定します。

ドロップダウン リスト ボックスから設定を選択して、このデバイ  
ス プロファイルに割り当てます。オプションは次のとおりです。

 • ［デフォルト］：このデバイス プロファイルは、関連するデバイ 
スのデバイス プールから［MLPP プリエンプション（MLPP 
Preemption）］設定を引き継ぎます。

 • ［無効］：このデバイスは、優先順位の高いコールの完了に必要
な場合、優先順位の低いコールを優先しないようにします。

 • ［強制］：このデバイスは、優先順位の高いコールの完了に必要
な場合、優先順位の低いコールを優先するようにします。

（注） ［MLPP表示（MLPP Indication）］を［オフ］または［デフォ 
ルト］（デフォルトが［オフ］の場合）に設定し、かつ［MLPP
プリエンプション（MLPP Preemption）］を［強制］に設定 
するという組み合せで、デバイス プロファイルを設定する 
ことはできません。

［ログアウト（デフォルト）プロファイル情報（Logged Out（Default）Profile Information）］

［ログインユーザ ID（Login
User Id）］

［ログインユーザ ID（Login User Id）］ドロップダウン リスト ボッ    
クスから、有効なログイン ユーザ ID を選択します。

（注） ログアウト プロファイルとしてデバイス プロファイルが  
使用される場合、その電話機に関連付けられるログイン
ユーザ ID を指定します。ユーザがこのユーザ デバイス プ    
ロファイルからログアウトした後では、その電話機はこの
ログイン ユーザ ID に自動的にログインされます。

表 88-1 デバイス プロファイルの設定値（続き）

フィールド 説明
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デバイス プロファイルの削除
ユーザ デバイス プロファイルを削除する手順は、次のとおりです。

始める前に

デバイス プロファイルがデバイスに割り当てられている場合、そのデバイス プロファイルは削除  
できません。デバイス プロファイルを使用しているデバイスを検索するには、［デバイスプロファ 
イルの設定（Device Profile Configuration）］ウィンドウの［関連リンク］ドロップダウン リスト ボッ    
クスから［依存関係レコード］リンクを選択します。依存関係レコードがシステムで使用可能に

なっていない場合、［依存関係レコード要約（Dependency Records Summary）］ウィンドウにメッセー  
ジが表示されます。依存関係レコードの詳細については、P.A-4 の「依存関係レコードへのアクセ 
ス」を参照してください。使用中のデバイス プロファイルを削除しようとすると、メッセージが表 
示されます。現在使用されているデバイス プロファイルを削除する場合は、事前に、次の作業のど 
ちらか一方または両方を実行しておく必要があります。

 • 削除するデバイス プロファイルを使用しているデバイスすべてに、別のデバイス プロファイ  
ルを割り当てる。

 • 削除するデバイス プロファイルを使用しているデバイスを削除する。

手順

ステップ 1 削除するユーザ デバイス プロファイルを検索します。P.88-2 の「デバイス プロファイルの検索」    
を参照してください。

ステップ 2 ［デバイスプロファイルの設定（Device Profile Configuration）］ウィンドウで、［削除］をクリックし  
ます。

この操作を実行すると取り消せないことを確認するメッセージが表示されます。 

ステップ 3 デバイス プロファイルを削除するには、［OK］をクリックします。削除操作を取り消すには、［キャ 
ンセル］をクリックします。

（注） ユーザ デバイス プロファイルが、デフォルトのログアウト デバイス プロファイルとして    
設定されている場合は、そのデバイス プロファイルを削除できません。ログアウト デバイ  
ス プロファイルを削除する場合は、そのデバイス プロファイルに対するログアウト デバイ   
ス プロファイルの指定を変更し、別のデバイス プロファイルをその電話機のログアウト デ   
バイス プロファイルとして設定する必要があります。ユーザ デバイス プロファイルがログ   
アウト デバイス プロファイルではなくなった後、削除できます。

追加情報

P.88-10 の「関連項目」を参照してください。
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関連項目
 • デバイス プロファイルの検索（P.88-2）

 • デバイス プロファイルの設定（P.88-3）

 • デバイス プロファイルの削除（P.88-9）

電話番号

 • 電話番号の設定の概要（P.57-1）

 • 電話番号の設定値（P.57-8）

プレゼンス

 • 『Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド』の「プレゼンス」

ダイレクト コール パーク

 • 『Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド』の「コールパークとダイレ     
クト コールパーク」

電話機の設定

 • Cisco Unified IP Phone の設定（P.82-1）
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89
電話ボタン テンプレートの設定

Cisco Unified Communications Manager には、デフォルトの電話ボタン テンプレートがいくつか組み     
込まれています。電話機を追加するときに、これらのテンプレートから 1 つを選んで電話機に割り  
当てることができます。あるいは、テンプレートを新規に作成することができます。

テンプレートを新規に作成したものを使用すると、共通するボタン設定を大量の電話機に容易に割

り当てることができます。たとえば、ある会社で会議機能を使用しない場合は、このボタンを別の

機能（たとえば、短縮ダイヤル）に割り当て直すテンプレートを作成し、電話機にその機能を容易

に割り当てることができます。

どの電話機にも、最低 1 回線が割り当てられていることを確認してください。通常、この回線は  
「ボタン 1」です。Cisco Unified IP Phone のモデルによっては、追加回線を電話機に割り当てること     
ができます。また、電話機には、一般に短縮ダイヤルや自動転送などのいくつかの機能があります

が、Cisco Unified IP Phone でもこれらの機能はそれぞれのボタンに割り当てられます。
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電話ボタン テンプレートの検索
ネットワーク内にはいくつかの電話ボタン テンプレートが存在することがあるので、Cisco Unified  
Communications Manager の管理ページでは、固有の条件を指定して、特定の電話ボタン テンプレー   
トを見つけることができます。電話ボタン テンプレートを見つける手順は、次のとおりです。

（注） Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、ブラウザ セッションでの作業中は、電話     
ボタン テンプレートの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこのメニュー 
項目に戻ってくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じたりしない限り、電話ボタン

テンプレートの検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 ［デバイス］ >［デバイスの設定］ >［電話ボタンテンプレート］の順に選択します。

［電話ボタン テンプレートの検索と一覧表示（Find and List Phone Button Templates）］ウィンドウが      
表示されます。アクティブな（前回の）クエリーのレコードも、ウィンドウに表示されることがあ

ります。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから、標準、非表示、または両方のタイプの電話ボタ   
ン テンプレートのどれを検索するかを選択します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リスト ボック  
スから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。

ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。
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（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.89-9 の「関連項目」を参照してください。

電話ボタン テンプレートの設定
Cisco Unified Communications Manager には、Cisco Unified IP Phone の各モデルに対応したデフォル        
ト テンプレートが複数組み込まれています。電話機を追加するときに、これらのテンプレートのい 
ずれかを電話機に割り当てることができます。または、独自のテンプレートを作成することもでき

ます。

管理者が作成したカスタム非標準テンプレートは変更できます。また、カスタム電話ボタン テンプ 
レートのラベルも変更できます。デフォルト テンプレートのボタンの機能は、変更できません。 

カスタム非標準電話ボタン テンプレートを更新することにより、機能を追加または削除したり、回 
線と短縮ダイヤルを追加または削除したり、機能、回線、短縮ダイヤルを電話機上の別のボタンに

割り当てることができます。デフォルト電話テンプレートのボタン ラベルは変更することができま 
すが、ボタンの機能は変更できません。電話テンプレートを更新する場合には、必ず、影響を受け

るユーザにその変更を知らせてください。

プログラム可能な回線キー（PLK）機能は、発信、コールバック、終了、不在転送など、通常はソ
フトキーによって制御される機能が含まれるように、回線ボタンに割り当てることができる機能の

リストを拡張します。

カスタム非標準テンプレートの追加、名前変更、更新、あるいは機能、回線、または短縮ダイヤル

の追加、削除を行う手順は、次のとおりです。

Cisco Unified IP Phone のテンプレートを作成する場合は、自動登録中にその電話機のデフォルト テ     
ンプレートを変更できます。P.85-2 の「デバイス デフォルトの更新」を参照してください。

始める前に

カスタム非標準電話ボタン テンプレートを作成する場合は、電話ボタン テンプレートの新規作成  
ガイドライン（『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「電話ボタン テンプレー      
トのカスタマイズのガイドライン」）を参照してください。

手順

ステップ 1 ［デバイス］ >［デバイスの設定］ >［電話ボタンテンプレート］の順に選択します。

［電話ボタン テンプレートの検索と一覧表示（Find and List Phone Button Templates）］ウィンドウが      
表示されます。
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ステップ 2 次のいずれかの作業を行います。

 • 既存の電話ボタン テンプレートの名前を変更する場合は、適切な電話ボタン テンプレートを  
見つけます（P.89-2 の「電話ボタン テンプレートの検索」を参照）。［電話ボタンテンプレート  
の設定（Phone Button Template Configuration）］ページが表示されます。［ボタンテンプレート名   
（Button Template Name）］フィールドに、新しい名前を入力します。［保存］をクリックします。  
テンプレートが再表示され、新しい名前を表示します。

（注） テンプレート自体の名前を変更しても、そのテンプレートを使用している電話機に影響を

与えることはありません。このテンプレートを使用する Cisco Unified IP Phone はすべて、テ     
ンプレートの名前が変更された後も、このテンプレートを引き続き使用します。名前を変

更できる電話ボタン テンプレートは、左側の列にチェックボックスが表示されているもの 
だけです。それ以外の電話ボタン テンプレートはすべて、標準の読み取り専用テンプレー 
トとして機能します。

 • 新しい電話ボタン テンプレートを追加する場合は、［新規追加］ボタンをクリックします。［電 
話ボタンテンプレートの設定（Phone Button Template Configuration）］ウィンドウが表示されま   
す。ステップ 3 に進みます。

 • 既存の電話ボタン テンプレートを更新する場合は、適切な電話ボタン テンプレートを検索し  
ます（P.89-2 の「電話ボタン テンプレートの検索」を参照）。一致するレコードのリストから、  
更新する電話ボタン テンプレートを選択します。［電話ボタンテンプレートの設定（Phone 
Button Template Configuration）］ウィンドウが表示されます。ステップ 4 に進みます。

（注） テンプレートを更新すると、その変更は、そのテンプレートを使用するすべての電話機に

反映されます。更新できる電話ボタン テンプレートは、左側の列にチェックボックスが表 
示されているものだけです。それ以外の電話ボタン テンプレートはすべて、標準の読み取 
り専用テンプレートとして機能します。テンプレートの更新後、［リセット］ボタンをク

リックして、そのテンプレートを使用しているデバイスを再起動する必要があります。

ステップ 3 ［電話ボタンテンプレート］ドロップダウン リスト ボックスから、テンプレートを選択し、［コピー］  
をクリックして新しいテンプレートを作成します。

新しいテンプレートは、既存のテンプレートからまったく同じものがコピーされます。新しいテン

プレートに新しい名前を割り当てる必要があります。オリジナルのテンプレートとは異なるテンプ

レートが必要な場合には、この新規のテンプレートを変更する必要があります。

ステップ 4 該当する設定値を更新します（表 89-1 を参照）。

ステップ 5 ［保存］をクリックします。

追加情報

P.89-9 の「関連項目」を参照してください。
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Cisco Unified IP Phone 7914 拡張モジュールの電話ボタン テンプレー
トの設定

Cisco Unified IP Phone 7960 の標準電話ボタン テンプレートを使用して、Cisco Unified IP Phone 7914          
拡張モジュールの電話ボタン テンプレートを作成できます。次の手順を参照してください。

手順

ステップ 1 P.89-2 の「電話ボタン テンプレートの検索」の手順を使用して、電話ボタン テンプレートを検索   
します。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、Standard 7960（for SCCP or SIP）電話ボタン テンプレートを見つ     
け、［コピー］アイコンをクリックします。

ステップ 3 ［ボタンテンプレート名（Button Template Name）］に、電話ボタン テンプレートの固有な名前（た   
とえば「7914 Expansion Module」）を入力します。

ステップ 4 ［保存］をクリックします。

ステップ 5 ［機能（Feature）］および［ラベル（Label）］で、該当する設定値を更新します（表 89-1 を参照）。作 
成したボタン テンプレート名がすでに表示されています。

ステップ 6 ［保存］をクリックします。

追加情報

P.89-9 の「関連項目」を参照してください。
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電話ボタン テンプレートの設定値
表 89-1 では、電話ボタン テンプレートの設定値について説明します。

追加情報

P.89-9 の「関連項目」を参照してください。

表 89-1 電話ボタン テンプレートの設定値 

フィールド 説明

［電話ボタンテンプレート情報（Phone Button Template Information）］

［ボタンテンプレート名

（Button Template Name）］
テンプレートを識別するために Cisco Unified Communications 
Manager が使用する固有の名前を入力します。 

［ボタン情報（Button Information）］

［機能（Feature）］ テンプレートに指定する電話ボタンの機能を選択します。プログラ

ム可能な回線キー機能は、迷惑呼、サイレント、コールパーク、

コールピックアップなど、回線ボタンに割り当てることができる複

数の機能を提供します。

（注） デフォルト電話ボタン テンプレートのボタン機能は、変更 
できません。

［ラベル（Label）］ ボタンの説明を入力します。
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電話ボタン テンプレートの削除
電話ボタン テンプレートを削除する手順は、次のとおりです。 

始める前に

システム内の電話機に現在割り当てられていない電話テンプレートを削除することができます。少

なくとも 1 つのデバイスまたはデバイス プロファイルが割り当てられているテンプレート、または   
モデルのデフォルト テンプレート（［デフォルトのデバイスプロファイル設定（Default Device Profile   
Configuration）］ウィンドウに指定されているもの）は、削除できません。

電話ボタン テンプレートを使用しているデバイスを検索するには、［電話ボタンテンプレートの設 
定（Phone Button Template Configuration）］ウィンドウの［関連リンク］ドロップダウン リスト ボッ     
クスから［依存関係レコード］リンクを選択し、［移動］をクリックします。依存関係レコードが

システムで使用可能になっていない場合、［依存関係レコード要約（Dependency Records Summary）］  
ウィンドウにメッセージが表示されます。依存関係レコードの詳細については、P.A-4 の「依存関 
係レコードへのアクセス」を参照してください。使用されている電話ボタン テンプレートを削除し 
ようとすると、Cisco Unified Communications Manager はメッセージを表示します。現在使用されて    
いる電話ボタン テンプレートを削除する場合は、事前に、次の作業のどちらか一方または両方を実 
行しておく必要があります。

 • 削除する電話ボタン テンプレートを使用しているデバイスすべてに、別の電話ボタン テンプ  
レートを割り当てる。P.82-6 の「電話機の削除」を参照してください。

 • 削除する電話ボタン テンプレートを使用しているデバイスを削除する。P.82-6 の「電話機の削  
除」を参照してください。

手順

ステップ 1 P.89-2 の「電話ボタン テンプレートの検索」の手順を使用して、電話ボタン テンプレートを検索   
します。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、削除する電話ボタン テンプレートを選択します。

（注） 削除できる電話ボタン テンプレートは、左側の列にチェックボックスが表示されているも 
のだけです。それ以外の電話ボタン テンプレートはすべて、標準の読み取り専用テンプレー 
トとして機能します。 

［電話ボタンテンプレートの設定（Phone Button Template Configuration）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 ［削除］をクリックします。

（注） 該当する電話ボタン テンプレートの横にあるチェックボックスをオンにして、［選択項目の 
削除］をクリックすると、［電話ボタンテンプレートの検索と一覧表示（Find and List Phone   
Button Templates）］ウィンドウから複数の非標準電話ボタン テンプレートを削除できます。  
［すべてを選択］をクリックして［選択項目の削除］をクリックすると、ウィンドウ内のす

べての電話ボタン テンプレートを削除できます。削除できる電話ボタン テンプレートは、  
左側の列にチェックボックスが表示されているものだけです。それ以外の電話ボタン テン 
プレートはすべて、標準の読み取り専用テンプレートとして機能します。
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そのテンプレートを削除するかどうか確認するメッセージが表示されます。

ステップ 4 ［OK］をクリックして、テンプレートを削除します。 

そのテンプレートが削除されたことを確認するメッセージが表示されます。

ステップ 5 続行するには、［OK］をクリックします。

追加情報

P.89-9 の「関連項目」を参照してください。
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関連項目
 • Cisco Unified IP Phone の設定（P.82-1）

 • デバイス デフォルトの更新（P.85-2）

 • 電話ボタン テンプレートの検索（P.89-2）

 • 電話ボタン テンプレートの設定（P.89-3）

 • Cisco Unified IP Phone 7914 拡張モジュールの電話ボタン テンプレートの設定（P.89-5）

 • 電話ボタン テンプレートの設定値（P.89-6）

 • 電話ボタン テンプレートの削除（P.89-7）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「Cisco Unified IP Phone」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「電話ボタン テンプレートのカス      
タマイズのガイドライン」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「電話ボタン テンプレート」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「プログラム可能な回線キー」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「電話機設定チェックリスト」
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90
ソフトキー テンプレートの設定

管理者は、ソフトキー テンプレートの設定を使用して、Cisco Unified IP Phone（たとえば、7970 な     
ど）がサポートしているソフトキーを管理することができます。Cisco Unified Communications  
Manager がサポートしているソフトキー テンプレートには、標準と非標準の 2 つのタイプがありま    
す。ソフトキーをサポートしているアプリケーションには、1 つまたは複数の標準ソフトキー テン  
プレートが関連付けられています。たとえば、Cisco Unified Communications Manager には、Standard    
Feature および Standard User の各ソフトキー テンプレートが関連付けられています。標準ソフト     
キー テンプレートは変更できません。

管理者は、ソフトキー テンプレートの設定を使用して、非標準ソフトキー テンプレートをコピー、  
更新、または削除することができます。

次の各項では、ソフトキー テンプレートを設定する方法について詳しく説明します。

 • ソフトキー テンプレートの検索（P.90-2）

 • 非標準ソフトキー テンプレートの作成（P.90-3）

 • 非標準ソフトキー テンプレートへのアプリケーション ソフトキーの追加（P.90-5）

 • 非標準ソフトキー テンプレートにおけるソフトキーの位置の設定（P.90-6）

 • ソフトキー テンプレートの変更（P.90-8）

 • IP Phone へのソフトキー テンプレートの割り当て（P.90-11）
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ソフトキー テンプレートの検索
ネットワーク内にはいくつかのソフトキー テンプレートが存在することがあるので、Cisco Unified  
Communications Manager の管理ページでは、固有の条件を指定して、特定のソフトキー テンプレー   
トを見つけることができます。ソフトキー テンプレートを見つける手順は、次のとおりです。

（注） Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、ブラウザ セッションでの作業中は、ソフ     
トキー テンプレートの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこのメニュー 
項目に戻ってくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じたりしない限り、ソフトキー

テンプレートの検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 ［デバイス］ >［デバイスの設定］ >［ソフトキーテンプレート］の順に選択します。

［ソフトキーテンプレートの検索と一覧表示（Find and List Softkey Templates）］ウィンドウが表示さ    
れます。アクティブな（前回の）クエリーのレコードも、ウィンドウに表示されることがあります。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

 • 3 番目のドロップダウン リスト ボックスから、標準、非表示、または両方のタイプのソフト   
キー テンプレートのどれを検索するかを選択します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リスト ボック  
スから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。

ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。
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（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.90-11 の「関連項目」を参照してください。

非標準ソフトキー テンプレートの作成
Cisco Unified Communications Manager には、コール処理およびアプリケーション用の標準ソフト    
キー テンプレートが組み込まれています。カスタム非標準ソフトキー テンプレートを作成する場  
合は、標準テンプレートをコピーし、必要に応じてそれを変更します。

手順

ステップ 1 ［デバイス］ >［デバイスの設定］ >［ソフトキーテンプレート］の順に選択します。

［ソフトキーテンプレートの検索と一覧表示（Find and List Softkey Templates）］ウィンドウが表示さ    
れます。

ステップ 2 ［新規追加］をクリックします。

［ソフトキー テンプレートの設定（Softkey Template Configuration）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 ドロップダウン リスト ボックスから、ソフトキー テンプレートを選択し、［コピー］をクリックし   
て新しいテンプレートを作成します。

［ソフトキーテンプレートの設定（Softkey Template Configuration）］ウィンドウが再表示され、固有  
のソフトキー テンプレート名、および説明を入力するためのフィールドが表示されます。このウィ 
ンドウには、コピーするソフトキー テンプレートに関連付けられたアプリケーションが表示されま 
す。

ステップ 4 ［名前（Name）］フィールドに、ソフトキー テンプレートを識別するための固有の名前を入力します。

ステップ 5 テンプレートの使用方法についての説明を入力します。

ステップ 6 標準ソフトキー テンプレートとしてこのソフトキー テンプレートを指定するには、［デフォルトソ  
フトキーテンプレート（Default Softkey Template）］チェックボックスをオンにします。

（注） デフォルト ソフトキー テンプレートとしてソフトキー テンプレートを指定した場合は、デ   
フォルトの指定を削除しない限り、このソフトキー テンプレートを削除できません。
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ステップ 7 ［保存］をクリックします。

ソフトキー テンプレートがコピーされ、［ソフトキーテンプレートの設定（Softkey Template  
Configuration）］ウィンドウが再表示されます。

ステップ 8 非標準ソフトキー テンプレートにその他のアプリケーション ソフトキーを追加する場合は、 
P.90-5 の「非標準ソフトキー テンプレートへのアプリケーション ソフトキーの追加」を参照します。 

ステップ 9 Cisco Unified IP Phone の LCD スクリーン上でのソフトキーの位置を設定する方法については、 
P.90-6 の「非標準ソフトキー テンプレートにおけるソフトキーの位置の設定」を参照してください。 

ステップ 10 設定を保存するには、［保存］をクリックします。

追加情報

P.90-11 の「関連項目」を参照してください。



第 90章      ソフトキー テンプレートの設定
非標準ソフトキー テンプレートへのアプリケーション ソフトキーの追加  

90-5
Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド     

OL-12525-01-J

非標準ソフトキー テンプレートへのアプリケーション ソフトキーの追
加

Cisco Unified Communications Manager には、コール処理およびアプリケーション用の標準ソフト    
キー テンプレートが組み込まれています。カスタム非標準ソフトキー テンプレートを作成する場  
合は、標準テンプレートをコピーし、必要に応じてそれを変更します。作成した非標準ソフトキー

テンプレートにアプリケーション ソフトキーを追加する手順は、次のとおりです。 

手順

ステップ 1 P.90-2 の「ソフトキー テンプレートの検索」の手順を使用して、ソフトキー テンプレートを検索   
します。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、アプリケーション ソフトキーを追加するソフトキー テンプレー  
トを選択します。

（注） 変更できるソフトキー テンプレートは、左側の列にチェックボックスが表示されているも 
のだけです。それ以外のソフトキー テンプレートはすべて、標準の読み取り専用テンプレー 
トです。 

［ソフトキー テンプレートの設定（Softkey Template Configuration）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 非標準ソフトキー テンプレートにその他のアプリケーション ソフトキーを追加するために、［アプ  
リケーションを追加］ボタンをクリックします。

［アプリケーションの追加先（Add Application to）:］ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 非標準ソフトキー テンプレートに追加する標準ソフトキー テンプレートを選択します。

ステップ 5 ［保存］をクリックし、［閉じる］をクリックします。

選択した標準ソフトキー テンプレートに関連するソフトキーが、非標準ソフトキー テンプレート  
の末尾に追加されます。重複するソフトキーは自動的に削除されます。特定のコール状態のソフト

キーの数が 16 を超えると、そのコール状態のオプションのソフトキーが削除されます（最後の方  
から順に）。オプションのソフトキーが削除された後もソフトキーの数が 16 を超える場合は、メッ  
セージが表示されます。

ステップ 6 ［保存］をクリックして、ソフトキー セットの設定を保存します。

ステップ 7 ソフトキー テンプレートの更新を電話機で有効にするために、［リセット］をクリックします。

追加情報

P.90-11 の「関連項目」を参照してください。
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非標準ソフトキー テンプレートにおけるソフトキーの位置の設定
Cisco Unified Communications Manager には、コール処理およびアプリケーション用の標準ソフト    
キー テンプレートが組み込まれています。カスタム非標準ソフトキー テンプレートを作成する場  
合は、標準テンプレートをコピーし、必要に応じてそれを変更します。作成した非標準ソフトキー

テンプレートで各コール状態に対するソフトキーの位置を設定する手順は、次のとおりです。 

手順

ステップ 1 P.90-2 の「ソフトキー テンプレートの検索」の手順を使用して、ソフトキー テンプレートを検索   
します。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、ソフトキーの位置を設定するソフトキー テンプレートを選択しま 
す。

（注） 変更できるソフトキー テンプレートは、左側の列にチェックボックスが表示されているも 
のだけです。それ以外のソフトキー テンプレートはすべて、標準の読み取り専用テンプレー 
トです。 

［ソフトキー テンプレートの設定（Softkey Template Configuration）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 Cisco Unified IP Phone の LCD スクリーンにおけるソフトキーの位置を設定するために、［関連リン      
ク］ドロップダウン リスト ボックスから［ソフトキー レイアウトの設定］を選択し、［移動］をク   
リックします。

［ソフトキーテンプレートの設定（Softkey Template Configuration）］ウィンドウが表示されます。  
［コール ステートの選択（Select a call state to configure）］ドロップダウン リスト ボックスに、IP        

Phone の各 Cisco Unified Communications Manager コール状態が示されます。

ステップ 4 コール状態に対するソフトキー位置を設定するために、［コールステートの選択（Select a call state   
to configure）］ドロップダウン リスト ボックスからコール状態を選択します。

［ソフトキーテンプレートの設定（Softkey Template Configuration）］ウィンドウが再表示され、選択  
したコール状態に該当するソフトキーが［選択されていないソフトキー（Unselected Softkeys）］ペ 
インと［選択されたソフトキー（Selected Softkeys）］ペインに表示されます。

ヒント ソフトキーに関連するプレースホルダーを作成する場合は、Undefined ソフトキーを追加 
します。この操作によって、追加したソフトキーは、すべてのコール状態で同じソフト

キー位置に置かれます。

ステップ 5 リスト間でソフトキーを移動するには、両ペインの間右矢印と左矢印を使用します。

ステップ 6 ［選択されたソフトキー］の位置を再調整するには、［選択されたソフトキー］ペインの右側の上矢
印と下矢印を使用します。

ステップ 7 ［保存］をクリックして、ソフトキー レイアウトの設定を保存します。
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ステップ 8 右上隅にある［関連リンク］ドロップダウン リスト ボックスから［ソフトキーテンプレートの設  
定］リンクを選択して［移動］をクリックし、［ソフトキーテンプレートの設定（Softkey Template 
Configuration）］ウィンドウに戻ります。

ステップ 9 設定を保存するには、［保存］をクリックします。

ステップ 10 ソフトキー テンプレートの更新を電話機で有効にするために、［リセット］をクリックします。

追加情報

P.90-11 の「関連項目」を参照してください。
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ソフトキー テンプレートの変更
作成したカスタム非標準ソフトキー テンプレートに変更を加えることができます。

 • ソフトキー テンプレートの名前変更（P.90-8）

 • ソフトキー テンプレートの削除（P.90-8）

 • ソフトキー テンプレートの更新（P.90-10）

追加情報

P.90-11 の「関連項目」を参照してください。

ソフトキー テンプレートの名前変更
作成した非標準ソフトキー テンプレートの名前を変更する手順は、次のとおりです。 

手順

ステップ 1 P.90-2 の「ソフトキー テンプレートの検索」の手順を使用して、ソフトキー テンプレートを検索   
します。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、名前を変更するソフトキー テンプレートを選択します。

（注） 名前を変更できるソフトキー テンプレートは、左側の列にチェックボックスが表示されて 
いるものだけです。それ以外のソフトキー テンプレートはすべて、標準の読み取り専用テ 
ンプレートです。 

［ソフトキーテンプレートの設定（Softkey Template Configuration）］ページが表示されます。

ステップ 3 ［名前（Name）］フィールドに、新しい名前を入力します。

ステップ 4 ［保存］をクリックします。

［ソフトキーテンプレートの設定（Softkey Template Configuration）］ウィンドウが再表示され、新し  
いソフトキー テンプレート名が表示されます。

追加情報

P.90-11 の「関連項目」を参照してください。

ソフトキー テンプレートの削除
作成した非標準ソフトキー テンプレートを削除する手順は、次のとおりです。 

始める前に

デバイスまたはデバイス プールに現在割り当てられている非標準ソフトキー テンプレートは削除  
できません。非標準ソフトキー テンプレートを使用しているデバイスおよびデバイス プールを検  
索するには、［ソフトキーテンプレートの設定（Softkey Template Configuration）］ウィンドウの［関  
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連リンク］ドロップダウン リスト ボックスから［依存関係レコード］を選択し、［移動］をクリッ  
クします。依存関係レコードがシステムで使用可能になっていない場合、［依存関係レコード要約

（Dependency Records Summary）］ウィンドウにメッセージが表示されます。依存関係レコードの詳  
細については、P.A-4 の「依存関係レコードへのアクセス」を参照してください。使用されている 
非標準ソフトキー テンプレートを削除しようとすると、Cisco Unified Communications Manager は     
メッセージを表示します。現在使用されている非標準ソフトキー テンプレートを削除する場合は、 
事前に、次の作業のどちらか一方または両方を実行しておく必要があります。

 • 削除する非標準ソフトキー テンプレートを使用しているデバイスすべてに、別のソフトキー テ  
ンプレートを割り当てる。P.82-6 の「電話機の削除」を参照してください。

 • 削除する非標準ソフトキー テンプレートを使用しているデバイスを削除する。P.82-6 の「電話  
機の削除」を参照してください。

手順

ステップ 1 P.90-2 の「ソフトキー テンプレートの検索」の手順を使用して、ソフトキー テンプレートを検索   
します。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、削除するソフトキー テンプレートを選択します。

（注） 削除できるソフトキー テンプレートは、左側の列にチェックボックスが表示されているも 
のだけです。それ以外のソフトキー テンプレートはすべて、標準の読み取り専用テンプレー 
トです。 

［ソフトキー テンプレートの設定（Softkey Template Configuration）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 ［削除］をクリックします。

（注） 該当するソフトキー テンプレートの横にあるチェックボックスをオンにして、［選択項目の 
削除］をクリックすると、［ソフトキーテンプレートの検索と一覧表示（Find and List Softkey   
Templates）］ウィンドウから複数のソフトキー テンプレートを削除できます。［すべてを選 
択］をクリックして［選択項目の削除］をクリックすると、ウィンドウ内のすべてのソフ

トキー テンプレートを削除できます。

そのテンプレートを削除するかどうか確認するメッセージが表示されます。

ステップ 4 ［OK］をクリックします。

ソフトキー テンプレートが削除された状態で、［ソフトキーテンプレートの設定（Softkey Template  
Configuration）］ウィンドウが再表示されます。

追加情報

P.90-11 の「関連項目」を参照してください。
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ソフトキー テンプレートの更新
作成した非標準ソフトキー テンプレートを更新する手順は、次のとおりです。テンプレート名、説 
明、サポートされているアプリケーション ソフトキー、およびソフトキー レイアウトは更新でき  
ます。

手順

ステップ 1 P.90-2 の「ソフトキー テンプレートの検索」の手順を使用して、ソフトキー テンプレートを検索   
します。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、更新するソフトキー テンプレートを選択します。

（注） 更新できるソフトキー テンプレートは、左側の列にチェックボックスが表示されているも 
のだけです。それ以外のソフトキー テンプレートはすべて、標準の読み取り専用テンプレー 
トです。 

［ソフトキー テンプレートの設定（Softkey Template Configuration）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 変更（たとえば、アプリケーション ソフトキー セットまたはソフトキー レイアウトの追加）する   
設定を更新します。P.90-5 の「非標準ソフトキー テンプレートへのアプリケーション ソフトキー   
の追加」および P.90-6 の「非標準ソフトキー テンプレートにおけるソフトキーの位置の設定」を   
参照してください。

ステップ 4 ［保存］をクリックします。

ソフトキー テンプレートが更新された状態で、［ソフトキーテンプレートの設定（Softkey Template  
Configuration）］ウィンドウが再表示されます。

（注） ソフトキー テンプレートの更新後、そのテンプレートを使用しているデバイスを再起動す 
る必要があります。

ステップ 5 ［リセット］をクリックして、更新したソフトキー テンプレートを適用します。

追加情報

P.90-11 の「関連項目」を参照してください。
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IP Phone へのソフトキー テンプレートの割り当て
IP Phone の設定時に、ソフトキー テンプレートを IP Phone に割り当てることができます。標準ソフ      
トキー テンプレートおよび非標準ソフトキー テンプレートを割り当てることができます。ソフト  
キー テンプレートを電話機に割り当てるには、次の 2 つの方法があります。

 • ソフトキー テンプレートを共通デバイス設定に割り当て、［電話の設定（Phone Configuration）］  
ウィンドウで、その共通デバイス設定を電話機に割り当てる。

 • ［電話の設定（Phone Configuration）］ウィンドウのソフトキー テンプレート フィールドで、ソ   
フトキー テンプレートを電話機に割り当てる。

共通デバイス設定および電話機を設定する方法の詳細については、P.93-3 の「共通デバイス設定の 
設定」および P.82-3 の「Cisco Unified IP Phone の設定」を参照してください。

関連項目
 • ソフトキー テンプレートの検索（P.90-2）

 • 非標準ソフトキー テンプレートの作成（P.90-3）

 • ソフトキー テンプレートの変更（P.90-8）

 • ソフトキー テンプレートの名前変更（P.90-8）

 • ソフトキー テンプレートの削除（P.90-8）

 • IP Phone へのソフトキー テンプレートの割り当て（P.90-11）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「ソフトキー テンプレート」
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91
IP Phone サービスの設定

Cisco Unified Communications Manager の管理ページを使用すると、ユーザがサイトで登録可能な IP     
Phone サービスのリストを設定および保守できます。IP Phone サービスは、複数の XML アプリケー     
ションから構成されています。これらのアプリケーションにより、Cisco Unified IP Phone 7970、7960、    
7940、7912、および 7905 上に、テキストとグラフィックスを使用した対話式のコンテンツを表示  
することができます。

（注） Cisco Unified IP Phone 7912 および 7905 は、テキスト ベースの XML アプリケーションのみをサポー          
トしています。

Cisco Unified Communications Manager には、IP Phone サービスのサンプル アプリケーションが用意       
されています。また、使用中のサイトに合せてカスタマイズされた Cisco Unified IP Phone アプリ     
ケーションを作成することもできます。

サービスのリストを設定すると、データベース内の電話機にサービスを追加して電話ボタンに割り

当てることができます。Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、電話機とデバイス    
プロファイルの設定値を表示し、変更することができます。ユーザは Cisco Unified IP Phone ユーザ     
オプション アプリケーションにログインし、システム管理者が設定した Cisco Unified IP Phone 用の      
サービスに加入することができます。

ここでは、次の内容について説明します。

 • IP Phone サービスの検索（P.91-2）

 • IP Phone サービスの設定（P.91-3）

 • IP Phone サービスの設定値（P.91-5）

 • IP Phone サービスの削除（P.91-6）

 • IP Phone サービス パラメータの設定（P.91-7）

 • IP Phone サービス パラメータの設定値（P.91-8）

 • IP Phone サービス パラメータの削除（P.91-9）

 • IP Phone サービスの電話ボタンへの追加（P.91-10）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「Cisco Unified IP Phone サービス」
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IP Phone サービスの検索
ネットワーク内にはいくつかの IP Phone サービスが存在することがあるので、Cisco Unified    
Communications Managerでは、固有の条件を指定して、特定の IP Phone サービスを見つけることが    
できます。IP Phone サービスを見つける手順は、次のとおりです。

（注） Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、ブラウザ セッションでの作業中は、IP     
Phone サービスの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこのメニュー項目に 
戻ってくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じたりしない限り、IP Phone サービス  
の検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 ［デバイス］ >［デバイスの設定］ >［IP Phoneサービス］の順に選択します。

［IP Phoneサービスの検索と一覧表示（Find and List IP Phone Services）］ウィンドウが表示されます。      
アクティブな（前回の）クエリーのレコードも、ウィンドウに表示されることがあります。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リスト ボック  
スから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。

ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。
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（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.91-11 の「関連項目」を参照してください。

IP Phone サービスの設定
IP Phone サービスを追加または更新する手順は、次のとおりです。

注意 IP Phone サービスは、サイトの Cisco Unified Communications Manager サーバ上、または Cisco Unified       
Communications Manager に関連付けられているサーバ、たとえば、TFTP サーバやディレクトリ   
データベース パブリッシャ サーバ上に設定しないでください。サーバを分離することにより、IP  
Phone サービスのアプリケーションのエラーが原因で、Cisco Unified Communications Manager のパ     
フォーマンスが影響を受けたり、コール処理サービスが中断される可能性がなくなります。

手順

ステップ 1 ［デバイス］ >［デバイスの設定］ >［IP Phoneサービス］の順に選択します。

［IP Phoneサービスの検索と一覧表示（Find and List IP Phone Services）］ウィンドウが表示されます。 

ステップ 2 次のいずれかの作業を行います。

 • IP Phone サービスを追加する場合は、［新規追加］ボタンをクリックします。［IP Phoneサービ   
スの設定（IP Phone Services Configuration）］ウィンドウが表示されます。ステップ 3 に進みます。

 • 既存の IP Phone サービスを更新する（たとえば、サービス URL などの情報を変更する）場合     
は、対象となる IP Phone サービスを見つけます（P.91-2 の「IP Phone サービスの検索」を参照）。      
更新する IP Phone サービスの名前をクリックし、ステップ 3 に進みます。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 91-1 を参照）。

ステップ 4 ［保存］をクリックします。

必要に応じて、パラメータを追加、更新、または削除できます。P.91-7 の「IP Phone サービス パラ    
メータの設定」および P.91-9 の「IP Phone サービス パラメータの削除」を参照してください。 

ステップ 5 ［IP Phoneサービスの設定（IP Phone Services Configuration）］ウィンドウを更新して、変更内容を適    
用します。
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 • サブスクリプションの後でサービスが変更された場合は、［登録の更新］をクリックして、す

べてのユーザ サブスクリプションを作成し直します。サブスクリプションを更新する必要があ 
るのは、サービス URL を変更した場合、電話サービス パラメータを削除した場合、または電   
話サービス パラメータの名前を変更した場合です。

（注） ユーザが加入している電話サービスに対して、サービス URL を変更したり、IP Phone   
サービス パラメータを削除したり、電話サービス パラメータの名前を変更したりする  
場合は、必ず、［登録の更新］をクリックして、現在加入しているすべてのユーザを更

新して、その変更内容を反映させてください。この操作を行わないと、ユーザは、サー

ビスに再加入して、URL を正しく作成し直す必要があります。

 • 選択したサービスが最新で、ユーザ サブスクリプションを作成し直す必要がない場合は、［保 
存］をクリックします。

追加情報

P.91-11 の「関連項目」を参照してください。
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IP Phone サービスの設定値
表 91-1 では、IP Phone サービスの設定値について説明します。IP Phone サービス パラメータの設定      
値については、表 91-2 を参照してください。関連する手順の詳細については、P.91-11 の「関連項  
目」を参照してください。

表 91-1 IP Phone サービスの設定値 

フィールド 説明

［サービス情報（Service Information）］

［サービス名（Service Name）］ Cisco Unified IP Phone ユーザ オプション アプリケーションの利用      
可能なサービスのメニューに表示される、サービスの名前を入力し

ます。入力できるサービス名は最大 32 文字です。このフィールド  
の値が表示される電話機の種類にご注意ください。対象に漢字未対

応の電話機が含まれる場合は、状況により半角カタカナあるいは

ASCII文字を使用するようにしてください。また、電話機のユーザ
ロケールが複数存在する場合は、共通する文字セットを使用してく

ださい。

［ASCIIサービス名（ASCII 
Service Name）］

電話機が Unicode を表示できない場合に表示するサービス名を入  
力します。

［サービスの説明］ サービスが提供するコンテンツの説明を入力します。

［サービス URL（Service 
URL）］

IP Phone サービスのアプリケーションが置かれているサーバの  
URL を入力します。このサーバが、Cisco Unified Communications   
Manager クラスタ内のサーバとは無関係であることを確認してく 
ださい。Cisco Unified Communications Manager サーバ、または Cisco     
Unified Communications Manager に関連したサーバ、たとえば、TFTP   
サーバやディレクトリ データベース パブリッシャ サーバは指定し   
ないでください。

サービスを使用するには、Cisco Unified Communications Manager ク    
ラスタ内の電話機が、サーバとネットワーク接続する必要がありま

す。
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IP Phone サービスの削除
IP Phone サービスを削除する手順は、次のとおりです。

始める前に

IP Phone サービスを削除すると、Cisco Unified Communications Manager は、すべてのサービス情報、      
ユーザ サブスクリプション、およびユーザ サブスクリプション データをデータベースから削除し   
ます。IP Phone サービスを使用しているデバイスを検索するには、［IP Phone サービスの設定（IP   
Phone Services Configuration）］ウィンドウの［関連リンク］ドロップダウン リスト ボックスにある    
［依存関係レコード］を選択し、［移動］をクリックします。依存関係レコードがシステムで使用可

能になっていない場合、［依存関係レコード要約（Dependency Records Summary）］ウィンドウにメッ  
セージが表示されます。依存関係レコードの詳細については、P.A-4 の「依存関係レコードへのア 
クセス」を参照してください。使用中の IP Phone サービスを削除しようとすると、Cisco Unified    
Communications Manager からエラー メッセージが表示されます。現在使用されている IP Phone サー      
ビスを削除する場合は、事前に、次の作業のどちらか一方または両方を実行しておく必要がありま

す。

 • 削除する IP Phone サービスを使用しているデバイスすべてに、別の IP Phone サービスを割り当      
てる。P.82-6 の「電話機の削除」を参照してください。

 • 削除する IP Phone サービスを使用しているデバイスを削除する。P.82-6 の「電話機の削除」を    
参照してください。

手順

ステップ 1 P.91-2 の「IP Phone サービスの検索」の手順を使用して、IP Phone サービスを検索します。

ステップ 2 削除する IP Phone サービスの名前をクリックします。

［IP Phoneサービスの設定（IP Phone Services Configuration）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 ［削除］をクリックします。

削除の確認を求めるメッセージが表示されます。

ステップ 4 ［OK］をクリックします。

ウィンドウがリフレッシュされ、その IP Phone サービスがデータベースから削除されます。

追加情報

P.91-11 の「関連項目」を参照してください。
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IP Phone サービス パラメータの設定
IP Phone サービス パラメータを追加して設定する、または更新する手順は、次のとおりです。パラ   
メータを設定する前に、電話サービスを追加してください。サービスがパラメータを使用するかど

うか、パラメータを設定する方法、およびオプションのパラメータを定義するかどうかについては、

各 IP Phone サービスの資料を参照してください。

手順

ステップ 1 P.91-2 の「IP Phone サービスの検索」の手順を使用して、IP Phone サービスを検索します。

ステップ 2 ［IP Phoneサービス（IP Phone Service）］リストから、パラメータの追加または既存のパラメータの   
更新を行うサービスを選択します。

［IP Phoneサービスの設定（IP Phone Services Configuration）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 次のいずれかの作業を行います。

 • 新しい電話サービス パラメータを追加する場合は、［パラメータ（Parameters）］リスト ボック  
スの右側にある［新規］ボタンをクリックします。［Cisco IP Phoneサービスパラメータを設定  
（Configure Cisco IP Phone Service Parameter）］ウィンドウが表示されます。ステップ 4 に進みま       
す。

 • 既存のパラメータを更新する場合は、［パラメータ（Parameters）］リスト ボックスで、更新す 
るパラメータの名前を選択します。［編集］をクリックし、ステップ 4 に進みます。

ステップ 4 適切な設定値を入力します（表 91-2 を参照）。

新規パラメータを追加するには、［保存］をクリックします。続けて他のパラメータを追加する場

合は、必要に応じて、［Cisco IP Phoneサービスパラメータを設定（Configure Cisco IP Phone Service      
Parameter）］ウィンドウで［新規追加］をクリックし、ステップ 3 およびステップ 4 を繰り返しま    
す。最後のパラメータを追加する場合は、［保存して閉じる］をクリックします。

更新対象のパラメータに変更内容を適用するには、［保存］をクリックします。変更内容を適用し

た後、ウィンドウを閉じるには、［保存して閉じる］をクリックします。

ステップ 5 ［IP Phoneサービスの設定（IP Phone Services Configuration）］ウィンドウを更新して、変更内容を適    
用します。

 • サブスクリプションの後でサービスが変更された場合は、［登録の更新］をクリックして、す

べてのユーザ サブスクリプションを作成し直します。サブスクリプションを更新する必要があ 
るのは、サービス URL を変更した場合、電話サービス パラメータを削除した場合、または電   
話サービス パラメータの名前を変更した場合です。

（注） ユーザが加入している電話サービスに対して、IP Phone サービス パラメータを削除したり、電話   
サービス パラメータの名前を変更したりする場合は、必ず、［登録の更新］をクリックして、現在 
加入しているすべてのユーザを更新して、その変更内容を反映させてください。この操作を行わな

いと、ユーザは、サービスに再加入して、URL を正しく作成し直す必要があります。

 • 選択したサービスが最新で、ユーザ サブスクリプションを作成し直す必要がない場合は、［保 
存］をクリックします。
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追加情報

P.91-11 の「関連項目」を参照してください。

IP Phone サービス パラメータの設定値
表 91-2 では、IP Phone サービス パラメータの設定値について説明します。関連する手順の詳細に    
ついては、P.91-11 の「関連項目」を参照してください。

表 91-2 IP Phone サービス パラメータの設定値 

フィールド 説明

［サービスパラメータ情報（Service Parameter Information）］

［パラメータ名（Parameter 
Name）］

登録 URL の作成時に使用する正確なクエリー ストリング パラ    
メータ、たとえば、「symbol」を入力します。

［パラメータ表示名（Parameter 
Display Name）］

Cisco Unified IP Phone ユーザ オプション アプリケーションで      
ユーザに対して表示される内容を表すパラメータ名、たとえば、

「Ticker Symbol」を入力します。

［デフォルト値（Default Value）］パラメータのデフォルト値を入力します。この値は、サービス
の最初の登録時にユーザに対して表示されます（たとえば、

「CSCO」）。

［パラメータの説明（Parameter 
Description）］

パラメータの説明を入力します。ユーザは、サービスに登録す

る際、ここに入力されたテキストにアクセスできます。このパ

ラメータの説明では、ユーザがそのパラメータに正しい値を入

力するために役立つ情報や例を提供します。

［パラメータが必須（Parameter 
is Required）］

登録を保存する前に、ユーザがこのパラメータにデータを入力

する必要がある場合は、［パラメータが必須（Parameter is 
Required）］チェックボックスをオンにします。

［パラメータはパスワード

（Parameter is a Password、コンテ
ンツをマスクする）］

Cisco Unified IP Phone ユーザ オプション アプリケーション内の      
入力内容を隠すことができます。したがって、実際にユーザが

入力した内容ではなく、アスタリスクが表示されます。他人に

見られたくないパスワードのパラメータなどに対して、使用す

ることができます。パラメータの入力内容を隠すには、Cisco
Unified Communications Manager の管理ページの［Cisco IP Phone     
サービスパラメータを設定（Configure Cisco IP Phone Service    
Parameter）］ウィンドウで、［パラメータはパスワード（Parameter
is a Password、コンテンツをマスクする）］チェックボックスを  
オンにします。 
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IP Phone サービス パラメータの削除
IP Phone サービス パラメータを削除する手順は、次のとおりです。

（注） ユーザが加入している電話サービスに対して、電話サービス パラメータを削除したり、電話サー 
ビス パラメータの名前を変更したりする場合は、［登録の更新］をクリックし、現在加入している 
すべてのユーザを更新して、その変更内容を反映させる必要があります。この操作を行わないと、

ユーザは、サービスに再加入して、URL を正しく作成し直す必要があります。

手順

ステップ 1 P.91-2 の「IP Phone サービスの検索」の手順を使用して、IP Phone サービスを検索します。

ステップ 2 ［IP Phoneサービス（IP Phone Service）］リストから、パラメータを削除する電話サービスを選択し   
ます。

ステップ 3 ［パラメータ（Parameters）］リスト ボックスで、削除するパラメータの名前を選択します。

ステップ 4 ［削除］をクリックします。

削除の確認を求めるメッセージが表示されます。

ステップ 5 ［OK］をクリックして、削除を確認します。

ステップ 6 ［IP Phoneサービスの設定（IP Phone Services Configuration）］ウィンドウを更新して、変更内容を適    
用します。

 • サブスクリプションの後でサービスが変更された場合は、［登録の更新］をクリックして、す

べてのユーザ サブスクリプションを作成し直します。サブスクリプションを更新する必要があ 
るのは、サービス URL を変更した場合、電話サービス パラメータを削除した場合、または電   
話サービス パラメータの名前を変更した場合です。

 • 選択したサービスが最新で、ユーザ サブスクリプションを作成し直す必要がない場合は、［保 
存］をクリックします。

追加情報

P.91-11 の「関連項目」を参照してください。
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IP Phone サービスの電話ボタンへの追加
IP Phone サービスを追加するだけでなく、電話機でユーザが使用できるように、サービス URL と    
して設定されている電話ボタンにサービスを割り当てることができます。これを行うと、IP Phone 
のサービス ボタンを使用しないで、1 つのボタンでサービスにアクセスできます。

サービス URL にサービスを追加する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager にサービスを追加します（P.91-3 の「IP Phone サービスの設       
定」を参照）。

ステップ 2 サービス URL ボタンを設定して、電話ボタン テンプレートをカスタマイズします（P.89-3 の「電    
話ボタン テンプレートの設定」を参照）。

ステップ 3 カスタマイズした電話ボタン テンプレートを電話機に追加します（P.82-3 の「Cisco Unified IP Phone     
の設定」を参照）。

ステップ 4 サービスを電話機に登録します（P.82-34 の「IP Phone サービスの設定」を参照）。

ステップ 5 サービス URL を電話ボタンに追加します（P.82-36 の「サービス URL ボタンの設定」を参照）。

追加情報

P.91-11 の「関連項目」を参照してください。
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関連項目
 • IP Phone サービスの検索（P.91-2）

 • IP Phone サービスの設定（P.91-3）

 • IP Phone サービスの設定値（P.91-5）

 • IP Phone サービスの削除（P.91-6）

 • IP Phone サービス パラメータの設定（P.91-7）

 • IP Phone サービス パラメータの設定値（P.91-8）

 • IP Phone サービス パラメータの削除（P.91-9）

 • IP Phone サービスの電話ボタンへの追加（P.91-10）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「Cisco Unified IP Phone サービス」
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92
SIP プロファイルの設定

SIP プロファイルは、SIP トランクおよび SIP エンドポイントに関連付けられている一連の SIP 属性      
から構成されます。SIP プロファイルには、名前、説明、タイミング、リトライ、コール ピック  
アップ URI などの情報が含まれます。このプロファイルには、削除も変更もできない標準エントリ  
がいくつかあります。 

SIP プロファイルの検索と設定をするには、次のトピックを参照してください。

 • SIP プロファイルの検索（P.92-2）

 • SIP プロファイルの設定（P.92-3）

 • SIP プロファイルの設定値（P.92-4）

 • SIP プロファイルの削除（P.92-10）

 • SIP プロファイルのリセット（P.92-11）

 • 関連項目（P.92-12）
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SIP プロファイルの検索
［SIPプロファイルの検索と一覧表示（Find and List SIP Profiles）］ウィンドウを使用して、SIP プロ     
ファイルを検索する手順は、次のとおりです。この機能は、次のカテゴリに基づいて、あらゆるタ

イプの SIP プロファイルを検索します。

 • ［名前］

 • ［説明］

手順

ステップ 1 ［デバイス］ >［デバイスの設定］ >［SIPプロファイル］の順に選択します。

［SIP プロファイルの検索と一覧表示（Find and List SIP Profiles）］ウィンドウが表示されます。アク     
ティブな（前回の）クエリーのレコードも、ウィンドウに表示されることがあります。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リスト ボック  
スから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。

ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。

（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。
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選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.92-12 の「関連項目」を参照してください。

SIP プロファイルの設定
SIP プロファイルを追加、コピー、または更新する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ［デバイス］ >［デバイスの設定］ >［SIPプロファイル］の順に選択します。

［SIP プロファイルの検索と一覧表示（Find and List SIP Profiles）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 次のいずれかの作業を行います。

 • 既存の SIP プロファイルをコピーする場合は、適切な SIP プロファイルを見つけ（P.92-2 の     
「SIP プロファイルの検索」を参照）、コピーする SIP プロファイルの横にある［コピー］ボタ   
ンをクリックして、ステップ 3 に進みます。

 • 新しい SIP プロファイルを追加する場合は、［新規追加］ボタンをクリックし、ステップ 3 に進    
みます。

 • 既存の SIP プロファイルを更新する場合は、適切な SIP プロファイルを見つけ（P.92-2 の「SIP     
プロファイルの検索」を参照）、ステップ 3 に進みます。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 92-1 を参照）。

ステップ 4 ［保存］をクリックします。

追加情報

P.92-12 の「関連項目」を参照してください。
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SIP プロファイルの設定値
表 92-1 では、［SIPプロファイルの設定（SIP Profile Configuration）］ウィンドウ内で使用可能な設定   
値について説明します。関連する手順の詳細については、P.92-12 の「関連項目」を参照してくだ 
さい。

表 92-1 SIP プロファイルの設定値 

フィールド 説明

［SIPプロファイル情報（SIP Profile Information）］

［名前］ SIP プロファイルを識別する名前を入力します（たとえば 
「SIP_7905」）。この値には、1 ～ 50 文字（英数字、ドット、ダッ   
シュ、または下線を含む）を指定できます。

［説明］ SIP プロファイルの目的を指定します（たとえば「SIP for 7970」）。

［デフォルトMTPテレフォニー
イベントペイロードタイプ

（Default MTP Telephony Event 
Payload Type）］

RFC2833 テレフォニー イベントのデフォルト ペイロード タイ    
プを指定します。詳細については、RFC 2833 を参照してくださ  
い。ほとんどの場合は、デフォルト値が適切なペイロード タイ 
プです。変更すると DTMF トーンの受信や生成ができなくなる  
可能性があるため、必ずこのパラメータをよく理解した上で変

更してください。デフォルト値は 101 です。96 ～ 127 の範囲で     
指定できます。

このパラメータの値は、次の状態のコールに影響を及ぼします。

 • コールが、Cisco Unified Communications Manager からの発信    
コールである。

 • 発信 SIP トランクに対して、SIP の［トランクの設定（Trunk   
Configuration）］ウィンドウの［メディアターミネーション
ポイントが必須（Media Termination Point Required）］チェッ   
クボックスがオンである。

［アプリケーションによるリダ

イレクト（Redirect by 
Application）］

このチェックボックスをオンにして、SIP トランクにこの SIP プ   
ロファイルを設定すると、Cisco Unified Communications Manager   
管理者は次の操作を行うことができるようになります。

 • 3xx 応答で受信されるリダイレクト コンタクトに特定の  
コーリング サーチ スペースを適用する。 

 • リダイレクト コンタクトにディジット分析を適用し、コー 
ルが正しくルーティングされることを確認する。

 • サービス パラメータが設定できるリダイレクション（再帰 
リダイレクション）の数を制限することにより、DOS 攻撃 
（サービス拒否攻撃）を防止する。

 • リダイレクション中に他の機能を起動できるようにする。

制限付きの電話番号（国際番号など）にリダイレクトされると

いうことは、スタック レベルでリダイレクションを処理すると、 
コールはブロックされずにルーティングされることを意味しま

す。これは、［アプリケーションによるリダイレクト（Redirect
by Application）］チェックボックスがオフの場合の動作です。

『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「リ     
ダイレクション」を参照してください。
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［180 で早期メディアを無効化
（Disable Early Media on 180）］

デフォルトでは、Cisco Unified Communications Manager は、180    
応答または 183 応答で SDP が受信されない場合、ローカル リン     
グバックを再生するように、発信側の電話機に信号を送ります。

180 応答または 183 応答に SDP が含まれている場合、ローカル     
でリングバックが再生されず、Cisco Unified Communications  
Manager はメディアを接続し、発信側の電話機は着信側のデバ 
イスが送信するトーン（リングバックやビジー信号など）を再

生します。リングバックを受信しない場合は、接続先のデバイ

スが 180 応答に SDP を含めているが、200OK 応答の前にメディ     
アを送信していない可能性があります。その場合は、このチェッ

クボックスをオンにして、発信側の電話機でローカル リング 
バックを再生し、200OK 応答の受信時にメディアを接続します。

（注） リングバックを受信する電話機は発信側の電話機です
が、着信側デバイスのプロファイル設定でこの動作が決
まるため、着信側デバイスのプロファイルでこの設定が
必要となります。

『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「初     
期メディアの使用」を参照してください。

［電話で使用されるパラメータ（Parameters used in Phone）］

［インバイトのタイムアウト値

（Timer Invite Expires、秒）］
SIP INVITE が期限切れになるまでの時間を秒数で指定します。  
Expires ヘッダーはこの値を使用します。有効値は任意の正数で 
す。デフォルトは 180 です。

［レジスタの再送間隔（Timer
Register Delta、秒）］

このパラメータは、［レジスタのタイムアウト値（Timer Register 
Expires）］の設定値と共に使用します。電話機は、登録期間が終
わる［レジスタの再送間隔（Timer Register Delta）］秒前に再登  
録します。登録期間は、SIP Station Keepalive Interval サービス パ     
ラメータの値によって決まります。有効値の範囲は 32767 ～ 0   
です。デフォルトは 5 です。

［レジスタのタイムアウト値

（Timer Register Expires、秒）］
SIP 電話機が REGISTER メッセージの Expires ヘッダーで送信す     
る値を指定します。有効値は任意の正数です。デフォルト値は

3600（1 時間）です。REGISTER への 200OK 応答で、Cisco Unified     
Communications Manager は、SIP Station KeepAlive Interval サービ      
ス パラメータの設定値を含む Expires ヘッダーを指定します。   
200OK 内のこの値によって、登録が期限切れになるまでの時間 
（秒数）が決まります。電話機は、この期間が終わる［レジスタ

の再送間隔（Timer Register Delta）］秒前に登録をリフレッシュ  
します。

［タイマー T1（Timer T1、ミリ
秒）］

SIP メッセージの再送信タイマーの最小値をミリ秒数で指定し 
ます。有効値は任意の正数です。デフォルトは 500 です。

［タイマー T2（Timer T2、ミリ
秒）］

SIP メッセージの再送信タイマーの最大値をミリ秒数で指定し 
ます。有効値は任意の正数です。デフォルトは 4000 です。

［インバイトの再試行値（Retry
INVITE）］

INVITE 要求が再送信される最大回数を指定します。有効値は任 
意の正数です。デフォルトは 6 です。

［非インバイトの再試行値

（Retry Non-INVITE）］
INVITE 要求以外の SIP メッセージが再送信される最大回数を   
指定します。有効値は任意の正数です。デフォルトは 10 です。

表 92-1 SIP プロファイルの設定値（続き）

フィールド 説明
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［開始メディアポート（Start 
Media Port）］

メディア用の Real-Time Protocol（RTP）ポート範囲の始まりを  
指定します。メディア ポート範囲は 16384 ～ 32766 です。デ     
フォルトは 16384 です。

［終了メディアポート（Stop 
Media Port）］

メディア用の Real-Time Protocol（RTP）ポート範囲の終わりを  
指定します。メディア ポート範囲は 16384 ～ 32766 です。デ     
フォルトは 32766 です。

［コールピックアップ URI（Call
Pickup URI）］

この URI では、SIP 電話機がコール ピックアップ機能を起動す    
るために Cisco Unified Communications Manager に送信する固有     
のアドレスを指定します。

［コールピックアップグループ

別 URI（Call Pickup Group Other   
URI）］

この URI では、SIP 電話機がコール ピックアップ グループの他     
の機能を起動するために Cisco Unified Communications Manager    
に送信する固有のアドレスを指定します。

［コールピックアップグループ

URI（Call Pickup Group URI）］
この URI では、SIP 電話機がコール ピックアップ グループ機能     
を起動するために Cisco Unified Communications Manager に送信     
する固有のアドレスを指定します。

［ミートミーサービス URI（Meet
Me Service URI）］

この URI では、SIP 電話機がミートミー会議機能を起動するた   
めに Cisco Unified Communications Manager に送信する固有のア     
ドレスを指定します。

［ユーザ情報（User Info）］ REGISTER メッセージ内の user= パラメータを設定します。

有効値は次のとおりです。

 • ［None］：値は挿入されません。

 • ［Phone］：REGISTER の To ヘッダー、From ヘッダー、およ    
び Contact ヘッダーに user=phone という値が挿入されます。

 • ［IP］：REGISTER の To ヘッダー、From ヘッダー、および    
Contact ヘッダーに user=ip という値が挿入されます。

［DTMF DB レベル（DTMF DB  
Level）］

インバンド DTMF ディジットのトーン レベルを指定します。有   
効値は次のとおりです。

 • 1：［6 dB below nominal］

 • 2：［3 dB below nominal］

 • 3：［Nominal］

 • 4：［3 dB above nominal］

 • 5：［6 dB above nominal］

［コール保留時の呼び出し音

（Call Hold Ring Back）］
保留中のコールがある状態で別のコールで話をしていて、その

コールを切った場合、このパラメータがオンであると、電話機

の呼び出し音が鳴って、まだ他に保留中の相手がいることを通

知されます。有効値は次のとおりです。

 • ［Off］：常に使用不可です。ユーザ インターフェイスを使用 
してローカルでオン /オフを切り替えることはできません。 

 • ［On］：常に使用可能です。ユーザ インターフェイスを使用 
してローカルでオン /オフを切り替えることはできません。 

表 92-1 SIP プロファイルの設定値（続き）

フィールド 説明
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［匿名コールブロック

（Anonymous Call Block）］
番号非通知呼び出しのブロックを設定します。有効値は次のと

おりです。

 • ［Off］：常に使用不可です。ユーザ インターフェイスを使用 
してローカルでオン /オフを切り替えることはできません。 

 • ［On］：常に使用可能です。ユーザ インターフェイスを使用 
してローカルでオン /オフを切り替えることはできません。 

［発信者 ID ブロック（Caller ID 
Blocking）］

発信者 ID のブロッキングを設定します。ブロッキングが使用可  
能である場合、電話機はそれ自身の番号または電子メール アド 
レスを、発信者識別が使用可能な電話機からブロックします。

有効値は次のとおりです。

 • ［Off］：常に使用不可です。ユーザ インターフェイスを使用 
してローカルでオン /オフを切り替えることはできません。 

 • ［On］：常に使用可能です。ユーザ インターフェイスを使用 
してローカルでオン /オフを切り替えることはできません。 

［サイレントコントロール（Do
Not Disturb Control）］

Do Not Disturb（DND; サイレント）機能を設定します。有効値   
は次のとおりです。

 • ［ユーザ］：電話機の dndControl パラメータが 0 になります。

 • ［管理者］：電話機の dndControl パラメータが 2 になります。

［7940 と 7960 の Telnet レベル
（Telnet Level for 7940 and 7960）］

Cisco Unified IP Phone 7940 と 7960 は、ログイン アクセス用の        
SSH をサポートせず、ログ収集に使用される HTTP もサポート   
しません。ただし、これらの電話機は、Telnet をサポートしま 
す。ユーザは、Telnet を使用して、電話機を制御したり、デバッ 
グを収集したり、設定値を表示したりできます。このフィール

ドでは、指定可能な次の値で telnet_level 設定パラメータを制御  
します。

 • ［無効］（アクセス不能）

 • ［制限付き］（一部のアクセスは可能だが、特権コマンドを
実行できない）

 • ［有効］（フル アクセス）

［キープアライブのタイムアウ

ト値（Timer Keep Alive Expires、   
秒）］

Cisco Unified Communications Manager では、冗長性のサポートに    
キープアライブ メカニズムが必要です。このフィールドでは、 
フェールオーバーが必要になったときにバックアップ Cisco 
Unified Communications Manager が使用可能であることを保証す   
るために、バックアップ Cisco Unified Communications Manager    
に送信されるキープアライブ メッセージの間隔を指定します。

［サブスクライブのタイムアウ

ト値（Timer Subscribe Expires、  
秒）］

サブスクリプションが期限切れになるまでの時間を秒数で指定

します。この値は、Expires ヘッダー フィールドに挿入されま  
す。有効値は任意の正数です。デフォルト値は 120 です。

［サブスクライブの再送間隔

（Timer Subscribe Delta、秒）］
このパラメータは、［サブスクライブのタイムアウト値（Timer
Subscribe Expires）］の設定値と共に使用します。電話機は、サ 
ブスクリプション期間（［サブスクライブのタイムアウト値

（Timer Subscribe Expires）］によって管理）が終わる［サブスク  
ライブの再送間隔（Timer Subscribe Delta）］秒前に再サブスクラ  
イブします。有効値の範囲は 3 ～ 15 です。デフォルトは 5 です。

表 92-1 SIP プロファイルの設定値（続き）

フィールド 説明
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［最大リダイレクト（Maximum
Redirections）］

この設定変数を使用して、コールをドロップする前に電話機が

コールのリダイレクトを許可する最大回数を指定します。デ

フォルトは 70 回のリダイレクトです。

［オフフックから最初の数字タ

イマー（Off Hook To First Digit    
Timer、マイクロ秒）］

電話の受話器が外されてから最初のディジット タイマーが設定 
されるまでの経過時間をミリ秒数で指定します。値は 0 ～  
15,000 ミリ秒です。デフォルトは 15,000 ミリ秒です。

［コール転送 URI（Call Forward 
URI）］

この URI では、SIP 電話機が自動転送機能を起動するために   
Cisco Unified Communications Manager に送信する固有のアドレ    
スを指定します。

［固定短縮ダイヤル URI
（Abbreviated Dial URI）］

この URI では、SIP 電話機が固定短縮ダイヤル機能を起動する   
ために Cisco Unified Communications Manager に送信する固有の     
アドレスを指定します。

回線キーに関連付けられていない短縮ダイヤル（固定短縮ダイ

ヤル インデックス）は、電話機にダウンロードされません。電 
話機は、機能表示メカニズム（Call-Info ヘッダーを含む INVITE）  
を使用して、固定短縮ダイヤル番号がいつ入力されたかを示し

ます。要求 URI には固定短縮ダイヤル ディジット（たとえば   
14）が含まれ、Call-Info ヘッダーには固定短縮ダイヤル機能が 
示されます。Cisco Unified Communications Manager は、固定短縮    
ダイヤル ディジットを、設定済みの数字列に変換し、コールを 
その数字列で拡張します。固定短縮ダイヤル ディジットに対し 
て数字列が設定されていない場合、電話機に 404 Not Found 応答    
が返されます。 

［会議参加が有効（Conference
Join Enabled）］

このチェックボックスでは、Cisco Unified IP Phone 7940 または     
7960 を使用している会議開始者が電話を切った場合、その電話 
機が残りの会議参加者を参加させようとするかどうかを指定し

ます。残りの会議参加者を参加させる場合は、このチェックボッ

クスをオンにします。残りの会議参加者を参加させない場合は、

このチェックボックスをオフのままにします。

（注） このチェックボックスは、SRST モードの Cisco Unified   
IP Phone 7941/61/70/71/11 だけに適用されます。

［RFC 2543保留（RFC 2543 
Hold）］

コール保留の信号が Cisco Unified Communications Manager に送     
信される場合、RFC2543 に従って接続アドレスを 0.0.0.0 に設定   
できるようにするには、このチェックボックスをオンにします。

この操作により、RFC3264 をサポートしないエンドポイントと 
の下位互換性を確保できます。

表 92-1 SIP プロファイルの設定値（続き）

フィールド 説明



第 92章      SIP プロファイルの設定
SIP プロファイルの設定値 

92-9
Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド     

OL-12525-01-J

［準在席転送（Semi Attended 
Transfer）］

このチェックボックスでは、Cisco Unified IP Phone 7940 および     
7960 の発信者が、コールの呼び出し音が鳴っているときに、在 
席転送の 2 番目のレッグを転送できるかどうかを指定します。  
準在席転送を使用可能にする場合は、このチェックボックスを

オンにします。準在席転送を使用不可にする場合は、このチェッ

クボックスをオフのままにします。

（注） このチェックボックスは、SRST モードの Cisco Unified   
IP Phone 7941/61/70/71/11 だけに適用されます。

［VADの有効化（Enable VAD）］ Voice Activation Detection（VAD）を使用可能にする場合は、こ  
のチェックボックスをオンにします。VAD を使用不可にする場 
合は、このチェックボックスをオフのままにします。VAD が使 
用可能である場合、音声検出時にメディアは伝送されません。

［スタッタメッセージ待機

（Stutter Message Waiting）］
電話機がオフフックになったときにメッセージが待機している

と、スタッター ダイヤル トーンが聞こえるようにする場合は、  
このチェックボックスをオンにします。メッセージが待機して

いてもスタッター ダイヤル トーンが聞こえないようにする場  
合は、オフのままにします。

［コールの統計（Call Stats）］ BYE 要求および BYE 応答の RTP 統計情報を使用可能にする場     
合は、このチェックボックスをオンにします。BYE 要求および 
BYE 応答の RTP 統計情報を使用不可にする場合は、オフのまま   
にします。 

このチェックボックスがオンである場合、電話機は次のような

ヘッダー RTP-RxStat および RTP-TxStat を挿入します。

 • RTP-RxStat:Dur=a,Pkt=b,Oct=c,LatePkt=d,LostPkt=e,AvgJit=f

 • RTP-TxStat: Dur=g,Pkt=h,Oct=i

それぞれの説明は、次のとおりです。

 • Dur：受信開始または送信開始からの合計秒数。

 • Pkt：受信または送信された RTP パケットの合計数。

 • Oct：受信または送信された RTP ペイロード オクテットの   
合計数（RTP ヘッダーは含みません）。

 • LatePkt：受信された RTP パケットの合計遅延数。

 • LostPkt：受信された RTP パケットの合計損失数（RTP パ   
ケットの遅延は含みません）。

 • AvgJit：平均ジッタ。これは、タイムスタンプ単位で測定さ
れ、RFC 1889 に従って算出された、RTP パケット到達時間   
ごとの統計的なばらつきの概算値です。

 • a、b、c、d、e、f、g、h、i：整数。

表 92-1 SIP プロファイルの設定値（続き）

フィールド 説明
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SIP プロファイルの削除
SIP プロファイルを削除する手順は、次のとおりです。

始める前に

SIP プロファイルを使用しているデバイスを検索するには、［SIP プロファイルの設定（SIP Profile  
Configuration）］ウィンドウの［関連リンク］ドロップダウン リスト ボックスから［依存関係レコー  
ド］リンクを選択します。依存関係レコードがシステムで使用可能になっていない場合、［依存関

係レコード要約（Dependency Records Summary）］ウィンドウにメッセージが表示されます。依存関  
係レコードの詳細については、P.A-4 の「依存関係レコードへのアクセス」を参照してください。

手順

ステップ 1 削除する SIP プロファイルを見つけます。P.92-2 の「SIP プロファイルの検索」を参照してください。

ステップ 2 ［SIPプロファイルの設定（SIP Profile Configuration）］ウィンドウで、［削除］をクリックします。

この操作を実行すると取り消せないことを確認するメッセージが表示されます。 

ステップ 3 SIP プロファイルを削除するには、［OK］をクリックします。削除操作を取り消すには、［キャンセ 
ル］をクリックします。

追加情報

P.92-12 の「関連項目」を参照してください。
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SIP プロファイルのリセット
SIP プロファイルをリセットする手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager の管理ページから、［デバイス］ >［デバイスの設定］>［SIP     
プロファイル］の順に選択します。

ステップ 2 リセットする SIP プロファイルを見つけます。P.92-2 の「SIP プロファイルの検索」を参照してく    
ださい。

ステップ 3 リセットする SIP プロファイルをクリックします。

［SIPプロファイルの設定（SIP Profile Configuration）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 ［リセット］をクリックします。

［デバイスリセット（Device Reset）］ダイアログが表示されます。

ステップ 5 次のいずれかの項目をクリックします。

 • ［リスタート］：選択されたデバイスをシャットダウンせずに、再起動する（Cisco Unified 
Communications Manager に電話機とトランクを再登録する）。 

 • ［リセット］：デバイスをシャットダウンして、もう一度起動する。

 • ［閉じる］：何も実行しないで、［デバイスリセット（Device Reset）］ダイアログを閉じる。

追加情報

P.92-12 の「関連項目」を参照してください。
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関連項目
 • SIP プロファイルの検索（P.92-2）

 • SIP プロファイルの設定（P.92-3）

 • SIP プロファイルの設定値（P.92-4）

 • SIP プロファイルの削除（P.92-10）

 • SIP プロファイルのリセット（P.92-11）

 • Cisco Unified IP Phone の設定（P.82-3）

 • トランクの設定（P.83-3）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「セッション開始プロトコル（SIP）     
の概要」
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93
共通デバイス設定

共通デバイス設定は、ユーザ固有のサービスと機能の属性で構成されます。各デバイスが、ユーザ

向けの共通デバイス設定情報に関連付けられていることを確認してください。 

（注） ［デバイスプール設定（Device Pool Configuration）］ウィンドウには、ロケーション関連情報だけが  
表示されるようになりました。すべてのユーザ向け情報は、［共通デバイス設定（Common Device 
Configuration）］ウィンドウで記録されます。 

共通デバイス設定を設定するには、次のトピックを参照してください。

 • 共通デバイス設定の検索（P.93-2）

 • 共通デバイス設定の設定（P.93-3）

 • 関連項目（P.93-7）

 • 共通デバイス設定の削除（P.93-6）
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共通デバイス設定の検索
ネットワーク内にはいくつかの共通デバイス設定が存在することがあるので、Cisco Unified 
Communications Manager では、固有の条件を指定して、特定の共通デバイス設定を見つけることが  
できます。共通デバイス設定を見つける手順は、次のとおりです。

（注） Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、ブラウザ セッションでの作業中は、共通     
デバイス設定の検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこのメニュー項目に

戻ってくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じたりしない限り、共通デバイス設定

の検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 ［デバイス］ >［デバイスの設定］ >［共通デバイス設定］の順に選択します。

［共通デバイス設定の検索と一覧表示（Find and List Common Device Configurations）］ウィンドウが     
表示されます。アクティブな（前回の）クエリーのレコードも、ウィンドウに表示されることがあ

ります。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • ドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リスト ボック  
スから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。

ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。
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（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.93-6 の「共通デバイス設定の削除」を参照してください。

共通デバイス設定の設定
デバイスの共通デバイス設定を追加する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ［デバイス］ >［デバイスの設定］ >［共通デバイス設定］の順に選択します。

［共通デバイス設定の検索と一覧表示（Find and List Common Device Configurations）］ウィンドウが     
表示されます。

ステップ 2 次のいずれかの作業を行います。

 • 新しい共通デバイス設定を追加する場合は、［新規追加］ボタンをクリックし、ステップ 3 に  
進みます。

 • 既存の共通デバイス設定を更新する場合は、適切な共通デバイス設定を見つけ（P.93-2 の「共 
通デバイス設定の検索」を参照）、ステップ 3 に進みます。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 93-1 を参照）。

ステップ 4 ［保存］をクリックします。

追加情報

P.93-6 の「共通デバイス設定の削除」を参照してください。
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共通デバイス設定の設定値
表 93-1 では、共通デバイス設定の設定値について説明します。関連する手順については、P.93-6 の  
「共通デバイス設定の削除」を参照してください。

表 93-1 共通デバイスの設定値 

フィールド 説明

［共通デバイス設定情報（Common Device Configuration Information）］

［名前］ 共通デバイス設定を識別するための名前を入力します。 

［ソフトキーテンプレート

（Softkey Template）］
ドロップダウン リスト ボックスから、共通デバイス設定のソフ  
トキー テンプレートを選択します。

［ユーザ保留MOH音源（User 
Hold MOH Audio Source）］

ユーザが保留操作を開始したときに MOH として使用するオー  
ディオ ソースを選択します。

［ネットワーク保留MOH音源
（Network Hold MOH Audio 

Source）］

ネットワークが保留操作を開始するときに、music on hold（MOH;  
保留音）に使用するオーディオ ソースを選択します。

［ユーザロケール（User Locale）］ドロップダウン リスト ボックスから、共通デバイス設定のロ  
ケールを選択します。そのユーザ ロケールは、言語とフォント 
を含んだ、ユーザをサポートする一連の詳細情報を識別します。

（注） ユーザがユーザ ロケールを選択しない場合は、 
Cisco Unified Communications Manager clusterwide パラ     
メータでデフォルト ユーザ ロケールとして指定された  
ロケールが適用されます。
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［MLPP情報（Multilevel Precedence and Preemption Information）］

［MLPP表示（MLPP Indication）］この設定値は、デバイスが MLPP 優先コールを発信する場合、  
優先トーンを再生できるデバイスで MLPP の機能を使用するか  
どうかを指定します。

ドロップダウン リスト ボックスにある次のオプションの中か  
ら、デバイスに割り当てる設定を選択します。

 • ［デフォルト］：このデバイスは、MLPP Indication Status エ   
ンタープライズ パラメータから［MLPP 表示（MLPP 
Indication）］設定値を取得します。

 • ［オフ］：このデバイスは、MLPP 優先コールの表示の制御 
も処理もしません。

 • ［オン］：このデバイスは、MLPP 優先コールの表示を制御 
し処理します。 

（注） ［MLPP表示（MLPP Indication）］を［オフ］または［デ 
フォルト］（デフォルトが［オフ］の場合）に設定し、
かつ［MLPPプリエンプション（MLPP Preemption）］を 
［強制］に設定するという組み合せで設定することはで
きません。

（注） エンタープライズ パラメータまたはデバイス レベルで  
［MLPP表示（MLPP Indication）］をオンにすると、［MLPP 
表示（MLPP Indication）］をデバイスに対してオフ（上 
書き）にしない限り、デバイスで回線に対する通常の
［呼出音設定（Ring Setting）］が動作しません。

［MLPPプリエンプション
（MLPP Preemption）］

この設定値は、デバイスが MLPP 優先コールを発信する場合、  
進行中のコールに割り込みできるデバイスで MLPP の機能を使  
用するかどうかを指定します。

ドロップダウン リスト ボックスにある次のオプションの中か  
ら、デバイスに割り当てる設定を選択します。

 • ［デフォルト］：このデバイスは、MLPP Preemption Setting エ   
ンタープライズ パラメータから［MLPP プリエンプション 
（MLPP Preemption）］設定値を取得します。

 • ［無効］：このデバイスは、優先順位の高いコールの完了に
必要な場合、優先順位の低いコールを優先するようにしま

せん。

 • ［強制］：このデバイスは、優先順位の高いコールの完了に
必要な場合、優先順位の低いコールを優先するようにしま

す。

（注） ［MLPP表示（MLPP Indication）］を［オフ］または［デ 
フォルト］（デフォルトが［オフ］の場合）に設定し、
かつ［MLPPプリエンプション（MLPP Preemption）］を 
［強制］に設定するという組み合せで設定することはで
きません。

表 93-1 共通デバイスの設定値（続き）

フィールド 説明



第 93章      共通デバイス設定      
共通デバイス設定の削除

93-6
Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド

OL-12525-01-J

共通デバイス設定の削除
共通デバイス設定を削除する手順は、次のとおりです。 

始める前に

デバイスが使用している共通デバイス設定は削除できません。共通デバイス設定を使用しているデ

バイスを検索するには、［共通デバイス設定（Common Device Configuration）］ウィンドウの［依存  
関係レコード］リンクをクリックします。依存関係レコードがシステムで使用可能になっていない

場合、［依存関係レコード要約（Dependency Records Summary）］ウィンドウにメッセージが表示さ  
れます。依存関係レコードの詳細については、P.A-4 の「依存関係レコードへのアクセス」を参照 
してください。使用中の共通デバイス設定を削除しようとすると、Cisco Unified Communications  
Manager からメッセージが表示されます。現在使用中の共通デバイス設定を削除する場合は、事前 
に、次のどちらかまたは両方の作業を実行しておく必要があります。

 • 削除する共通デバイス設定を使用しているデバイスすべてに、別の共通デバイス設定を割り当

てる。 

 • 削除する共通デバイス設定を使用しているデバイスを削除する。 

手順

ステップ 1 P.93-2 の「共通デバイス設定の検索」の手順に従って、削除する共通デバイス設定を見つけます。

ステップ 2 削除する共通デバイス設定の横にあるチェックボックスをオンにします。ウィンドウ上の共通デバ

イス設定をすべて選択するには、検索結果表示のタイトルバーにあるチェックボックスをオンにし

ます。

ステップ 3 ［選択項目の削除］をクリックします。

ステップ 4 ［OK］をクリックして、選択内容を確認します。

追加情報

P.93-6 の「共通デバイス設定の削除」を参照してください。

［MLPPドメイン
（MLPP Domain）］

ドロップダウン リスト ボックスから、この共通デバイス設定に  
関連付けられている MLPP ドメインを選択します。このフィー  
ルドを［< なし >］のままにした場合、このデバイスは MLPP 
Domain Identifier エンタープライズ パラメータの値セットから、   
MLPP ドメインを取得します。

表 93-1 共通デバイスの設定値（続き）

フィールド 説明
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関連項目
 • 共通デバイス設定の検索（P.93-2）

 • 共通デバイス設定の設定（P.93-3）

 • 関連項目（P.93-7）

 • 共通デバイス設定の削除（P.93-6）
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94
アクセス リストの設定

モバイル コネクトを使用すると、1 つの電話番号でビジネス コールを管理し、進行中のコールをデ   
スクトップ電話機と携帯電話で受けることができます。アクセス リストは、進行中のコール転送を 
明示的に許可またはブロックする電話番号を決定します。

モバイル コネクトの詳細およびアクセス リストの設定方法については、『Cisco Unified   
Communications Manager 機能およびサービス ガイド』の「モバイル コネクトとモバイル ボイス ア      
クセス」の章を参照してください。
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95
共通電話プロファイルの設定

共通電話プロファイルは、Cisco TFTP が必要とするデータを提供します。共通電話プロファイルの  
設定後、［電話の設定（Phone Configuration）］ウィンドウを使用して、SCCP 電話機または SIP 電話    
機を共通電話プロファイルに関連付けます。

共通電話プロファイルの検索と設定をするには、次のトピックを参照してください。

 • 共通電話プロファイルの検索（P.95-2）

 • 共通電話プロファイルの設定（P.95-3）

 • 共通電話プロファイルの設定値（P.95-4）

 • 共通電話プロファイルの削除（P.95-5）

 • 関連項目（P.95-6）
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共通電話プロファイルの検索
［共通の電話プロファイルの検索と一覧表示（Find and List Common Phone Profiles）］ウィンドウを     
使用して、共通電話プロファイルを検索する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ［デバイス］ >［デバイスの設定］ >［共通の電話プロファイル］の順に選択します。

［共通の電話プロファイルの検索と一覧表示（Find and List Common Phone Profiles）］ウィンドウが     
表示されます。アクティブな（前回の）クエリーのレコードも、ウィンドウに表示されることがあ

ります。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リスト ボック  
スから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。

ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。

（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.95-6 の「関連項目」を参照してください。
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共通電話プロファイルの設定
共通電話プロファイルを追加、コピー、または更新する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ［デバイス］ >［デバイスの設定］ >［共通の電話プロファイル］の順に選択します。

［共通の電話プロファイルの検索と一覧表示（Find and List Common Phone Profiles）］ウィンドウが     
表示されます。

ステップ 2 次のいずれかの作業を行います。

 • 既存の共通電話プロファイルをコピーする場合は、適切な共通電話プロファイルを見つけ

（P.95-2 の「共通電話プロファイルの検索」を参照）、コピーする共通電話プロファイルの横に 
ある［コピー（Copy）］ボタンをクリックして、ステップ 3 に進みます。

 • 新しい共通電話プロファイルを追加する場合は、［新規追加］ボタンをクリックし、ステップ 3 
に進みます。

 • 既存の共通電話プロファイルを更新する場合は、適切な共通電話プロファイルを見つけ

（P.95-2 の「共通電話プロファイルの検索」を参照）、ステップ 3 に進みます。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 95-1 を参照）。

ステップ 4 ［保存］をクリックします。

追加情報

P.95-6 の「関連項目」を参照してください。



第 95章      共通電話プロファイルの設定      
共通電話プロファイルの設定値

95-4
Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド

OL-12525-01-J

共通電話プロファイルの設定値
表 95-1 では、［共通の電話プロファイルの設定（Common Phone Profile Configuration）］ウィンドウ    
内で使用可能な設定値について説明します。関連する手順の詳細については、P.95-6 の「関連項目」 
を参照してください。

表 95-1 共通電話プロファイルの設定値 

フィールド 説明

［共通の電話プロファイル情報（Common Phone Profile Information）］

［名前］ 共通電話プロファイルを識別する名前を入力します（たとえば

「CPP_7905」）。この値には、1 ～ 50 文字（英数字、ドット、ダッ   
シュ、または下線を含む）を指定できます。

［説明］ 共通電話プロファイルの目的を指定します（たとえば「common
phone profile for model 7905」）。

［電話ロック解除パスワード

（Local Phone Unlock Password）］
ローカル電話機のロック解除に使用するパスワードを入力しま

す。1 ～ 15 文字を指定できます。

［DNDオプション
（DND Option）］

電話機で Do Not Disturb（DND; サイレント）を有効にしたとき    
に、呼び出し音をオフにするには、［呼出音オフ］を選択します。

［DND着信呼警告
（DND Incoming Call Alert）］

次のいずれかのオプションを選択して、DND の［呼出音オフ］ 
オプションを有効にしたときに電話機でコールを表示する方法

を指定します。

 • ［無効］：このオプションは、コールを通知するビープ音と
フラッシュの両方を無効にしますが、着信コール情報は表

示します。

 • ［フラッシュのみ］：このオプションは、着信コールがある
と、電話機のフラッシュ アラートだけを表示します。

 • ［ビープ音のみ］：このオプションは、着信コールがあると、
電話機のビープ音だけを再生します。

［電話機のパーソナライゼー

ション（Phone Personalization）］
ドロップダウン リスト ボックスを使用して、このデバイスの  
Cisco Unified Phone Application Suite 機能を有効または無効にし     
ます。［デフォルト］を選択すると、共通電話プロファイルで設

定された電話機の個別設定が使用されます。

 • ［無効］：Cisco Unified Phone Application Suite 機能はどれも     
アクティブになりません。

 • ［有効］：この設定は、個別に設定された背景イメージ ファ 
イル（電話機の画面に使用）、一時的な表示に使用するプレ

ビュー イメージ ファイル、および個別に設定されたトーン  
ファイル（デフォルトの呼び出し音を個別に設定可能）を

許可します。

 • ［デフォルト］：共通電話プロファイルの電話機の個別設定
を使用します。

［背景イメージ設定へのアクセ

スの有効化（Enable End User 
Access to Phone Background 
Image Setting）］

この共通電話プロファイルを使用する電話機のバックグラウン

ド イメージをエンド ユーザが変更できるようにする場合は、こ  
のチェックボックスをオンにします。
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共通電話プロファイルの削除
共通電話プロファイルを削除する手順は、次のとおりです。

始める前に

共通電話プロファイルを使用しているデバイスを検索するには、［共通の電話プロファイルの設定

（Common Phone Profile Configuration）］ウィンドウの［関連リンク］ドロップダウン リスト ボック     
スから［依存関係レコード］リンクを選択します。依存関係レコードがシステムに対して使用可能

になっていない場合、［依存関係レコード要約（Dependency Records Summary）］ウィンドウにメッ  
セージが表示されます。依存関係レコードの詳細については、P.A-4 の「依存関係レコードへのア 
クセス」を参照してください。 

手順

ステップ 1 削除する共通電話プロファイルを検索します。P.95-2 の「共通電話プロファイルの検索」を参照し 
てください。

（注） 標準の共通電話プロファイルを削除することはできません。

ステップ 2 ［共通の電話プロファイルの設定（Common Phone Profile Configuration）］ウィンドウで、［削除］を   
クリックします。

この操作を実行すると取り消せないことを確認するメッセージが表示されます。 

ステップ 3 共通電話プロファイルを削除するには、［OK］をクリックします。削除操作を取り消すには、［キャ
ンセル］をクリックします。

追加情報

P.95-6 の「関連項目」を参照してください。
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関連項目
 • 共通電話プロファイルの検索（P.95-2）

 • 共通電話プロファイルの設定（P.95-3）

 • 共通電話プロファイルの設定値（P.95-4）

 • 共通電話プロファイルの削除（P.95-5）

 • Cisco Unified IP Phone の設定（P.82-1）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「Cisco TFTP」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「セッション開始プロトコル（SIP）     
の概要」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「Cisco Unified IP Phone」



C H A P T E R

96-1
Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド     

OL-12525-01-J

96
リモート接続先プロファイルの設定

モバイル コネクトを使用すると、1 つの電話番号でビジネス コールを管理し、進行中のコールをデ   
スクトップ電話機と携帯電話で受けることができます。モバイル ボイス アクセスは Integrated Voice    
Response（IVR; 自動音声応答）システムに関連付けられています。ユーザはこのシステムを使用し 
てモバイル コネクトのオン /オフを切り替えることができます。また、携帯電話やその他のリモー 
ト電話機からコールを発信する際、デスクトップ電話機から発信しているかのように見せかけるこ

ともできます。

ユーザのリモート接続先プロファイルには、モバイル ボイス アクセスによる進行中のコール転送  
およびコールの発信に使用可能な、すべてのリモート接続先（携帯電話またはその他の電話機）に

適用されるパラメータが含まれています。

モバイル コネクトおよびモバイル ボイス アクセスの詳細、およびリモート接続先プロファイルの   
設定方法については、『Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド』の「モ     
バイル コネクトとモバイル ボイス アクセス」の章を参照してください。
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97
録音プロファイルの設定

コールの録音のためにエージェントのライン アピアランスをプロビジョニングするには、管理者は 
1 つ以上の録音プロファイルを作成する必要があります。次に、管理者は、ライン アピアランスの  
録音プロファイルを選択します。

録音プロファイルを作成するには、Cisco Unified Communications Manager 管理者は Cisco Unified      
Communications Manager の管理ページで、［デバイス］ >［デバイスの設定］ >［録音プロファイル］    
の順に選択します。

録音プロファイルを設定するには、次のトピックを参照してください。

 • 録音プロファイルの検索（P.97-2）

 • 録音プロファイルの設定（P.97-3）

 • 録音プロファイルの削除（P.97-4）

 • 録音プロファイルの設定値（P.97-5）
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録音プロファイルの検索
Cisco Unified Communications Manager クラスタ内にはいくつかの録音プロファイルが存在すること    
があるので、Cisco Unified Communications Manager では、固有の条件を指定して、特定の録音プロ    
ファイルを見つけることができます。録音プロファイルを見つける手順は、次のとおりです。

（注） Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、ブラウザ セッションでの作業中は、録音     
プロファイルの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこのメニュー項目に

戻ってくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じたりしない限り、録音プロファイル

の検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 ［デバイス］ >［デバイスの設定］ >［録音プロファイル］の順に選択します。

［録音プロファイルの検索と一覧表示（Find and List Recording Profiles）］ウィンドウが表示されます。    
アクティブな（前回の）クエリーのレコードも、ウィンドウに表示されることがあります。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リスト ボック  
スから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。

ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。
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（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.97-5 の「関連項目」を参照してください。

録音プロファイルの設定
録音プロファイルを設定する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ［デバイス］ >［デバイスの設定］ >［録音プロファイル］の順に選択します。

［録音プロファイルの検索と一覧表示（Find and List Recording Profiles）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 次のいずれかの作業を行います。

 • 新しい録音プロファイルを追加する場合は、［新規追加］ボタンをクリックし、ステップ 3 に  
進みます。

 • 既存の録音プロファイルを更新する場合は、適切な録音プロファイルを見つけ（P.97-2 の「録 
音プロファイルの検索」を参照）、ステップ 3 に進みます。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 97-1 を参照）。

ステップ 4 ［保存］をクリックします。

追加情報

P.97-5 の「関連項目」を参照してください。
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録音プロファイルの削除
録音プロファイルを削除する手順は、次のとおりです。

始める前に

ライン アピアランスで使用中の録音プロファイルは削除できません。録音プロファイルを使用して 
いるライン アピアランスを検索するには、［録音プロファイルの設定（Recording Profile  
Configuration）］ウィンドウにある［関連リンク］ドロップダウン リスト ボックスから［依存関係  
レコード］を選択します。依存関係レコードがシステムで使用可能になっていない場合、［依存関

係レコード要約（Dependency Records Summary）］ウィンドウにメッセージが表示されます。依存関  
係レコードの詳細については、P.A-4 の「依存関係レコードへのアクセス」を参照してください。 
使用中の録音プロファイルを削除しようとすると、Cisco Unified Communications Manager からメッ    
セージが表示されます。現在使用されている録音プロファイルを削除する場合は、事前に、次の作

業のどちらか一方または両方を実行しておく必要があります。

 • 削除する録音プロファイルを使用しているライン アピアランスすべてに、別の録音プロファイ 
ルを割り当てる。 

 • 削除する録音プロファイルを使用しているライン アピアランスを削除する。 

手順

ステップ 1 P.97-2 の「録音プロファイルの検索」の手順を使用して、削除する録音プロファイルを見つけます。

ステップ 2 削除する録音プロファイルの横にあるチェックボックスをオンにします。ウィンドウ上の録音プロ

ファイルをすべて選択するには、検索結果表示のタイトルバーにあるチェックボックスをオンにし

ます。

ステップ 3 ［選択項目の削除］をクリックします。

ステップ 4 ［OK］をクリックして、選択を確認します。

追加情報

P.97-5 の「関連項目」を参照してください。
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録音プロファイルの設定値
表 97-1 では、録音プロファイルの設定値について説明します。関連する手順については、P.97-5 の  
「関連項目」を参照してください。

関連項目
 • 録音プロファイルの検索（P.97-2）

 • 録音プロファイルの設定（P.97-3）

 • 録音プロファイルの削除（P.97-4）

 • 録音プロファイルの設定値（P.97-5）

表 97-1 録音プロファイルの設定値 

フィールド 説明

［名前］ 録音プロファイルを識別するための名前を入力します。

［録音コーリングサーチスペー

ス］

ドロップダウン リスト ボックスから、そのレコーダに設定され  
ている SIP トランクに関連付けられたルート パターンのパー   
ティションを含んだ、コーリング サーチ スペースを選択しま  
す。

［録音着信先アドレス］ この録音プロファイルに関連付けられているレコーダの電話番

号（DN）または URL を入力します。
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98
Cisco Unified Communications 
Manager Assistant 設定ウィザード

Cisco Unified Communications Manager Assistant 設定ウィザードを使用すると、短時間でエラーを出     
さずに Cisco Unified Communications Manager Assistant を設定できます。管理者がこの設定ウィザー      
ドを正しく実行して完了すると、パーティション、コーリング サーチ スペース、ルート ポイント、   
およびトランスレーション パターンが自動的に作成されます。また、Cisco Unified Communications   
Manager Assistant マネージャ電話機、Cisco Unified Communications Manager Assistant アシスタント電       
話機、およびその他すべてのユーザの電話機用の BAT テンプレートも作成されます。管理者は BAT   
テンプレートを使用して、マネージャ、アシスタント、およびその他すべてのユーザを設定できま

す。『Cisco Unified Communications Manager Bulk Administration ガイド』を参照してください。

Cisco Unified Communications Manager Assistant 設定ウィザードでは、設定パラメータごとにウィン     
ドウが表示されます。これらのウィンドウでは、情報がすでに設定されています。管理者が他の設

定情報（たとえば、パーティション名）を使用する場合、設定済みの情報を適切な情報に変更する

ことができます。

Cisco Unified Communications Manager Assistant 設定ウィザードの使用方法については、『Cisco Unified      
Communications Manager 機能およびサービス ガイド』の「Cisco Unified Communications Manager      
Assistant 設定ウィザード」を参照してください。
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99
Cisco Unified Communications 
Manager Attendant Console  
パイロット ポイントの設定

クライアント サーバ型のアプリケーションである Cisco Unified Communications Manager Attendant      
Console では、短縮ダイヤル ボタンやクイック ディレクトリ アクセスを含むグラフィカル ユーザ     
インターフェイスを使用して、電話番号の検索、回線状況の監視、およびコールの送信を行えます。

Attendant Console を使用すると、受付や庶務担当の方が担当部門または全社のコールを処理でき、  
また社員が自分の通話を管理することもできます。

Cisco Unified Communications Manager Attendant Console の詳細およびパイロット ポイントの設定手       
順については、『Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド』の「Cisco Unified      
Communications Manager Attendant Console」を参照してください。
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100
Cisco Unified Communications 
Manager Attendant Console のユーザ
設定

クライアント サーバ型のアプリケーションである Cisco Unified Communications Manager Attendant      
Console では、短縮ダイヤル ボタンやクイック ディレクトリ アクセスを含むグラフィカル ユーザ     
インターフェイスを使用して、電話番号の検索、回線状況の監視、およびコールの送信を行えます。

Attendant Console を使用すると、受付や庶務担当の方が担当部門または全社のコールを処理でき、  
また社員が自分の通話を管理することもできます。

Cisco Unified Communications Manager Attendant Console の詳細および設定手順については、『Cisco      
Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド』の「Cisco Unified Communications      
Manager Attendant Console」を参照してください。
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101
Cisco Unified Communications 
Manager Attendant Console ユーザの
ファイル アップロード

クライアント サーバ型のアプリケーションである Cisco Unified Communications Manager Attendant      
Console では、短縮ダイヤル ボタンやクイック ディレクトリ アクセスを含むグラフィカル ユーザ     
インターフェイスを使用して、電話番号の検索、回線状況の監視、およびコールの送信を行えます。

Attendant Console を使用すると、受付や庶務担当の方が担当部門または全社のコールを処理でき、  
また社員が自分の通話を管理することもできます。

Cisco Unified Communications Manager Attendant Console ユーザのファイル アップロードの方法およ       
び設定手順については、『Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド』の     
「Cisco Unified Communications Manager Attendant Console」を参照してください。



第 101章      Cisco Unified Communications Manager Attendant Console ユーザのファイル アップロード             

101-2
Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド

OL-12525-01-J



C H A P T E R

102-1
Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド     

OL-12525-01-J

102
プラグインの設定

アプリケーション プラグインによって、Cisco Unified Communications Manager の機能がさまざまに     
拡張されます。たとえば、Cisco Unified Communications Manager Attendant Console プラグインによっ      
て、受け付け担当者は、迅速にコールに応答し、コールを社内に転送することができます。また、

JTAPI プラグインによって、コンピュータは、Java Telephony Application Programming Interface     
（JTAPI）を使用して Cisco Unified Communications Manager にアクセスするアプリケーションを運用     
することができます。

ここでは、次の内容について説明します。

 • プラグインのインストール（P.102-2）

 • プラグイン URL の更新（P.102-3）

 • プラグイン URL 更新の設定値（P.102-4）
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プラグインのインストール

ヒント Cisco Unified Communications Manager をアップグレードした後には、Cisco CDR Analysis and       
Reporting プラグインを除くすべてのプラグインを再インストールする必要があります。 
 

プラグインをインストールする場合は、インストール先のサーバで動作している侵入検知やアンチ

ウィルスのサービスを事前に使用不可にしておいてください。

プラグインをインストールする手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ［アプリケーション］ >［プラグイン］の順に選択します。 

［プラグインの検索と一覧表示（Find and List Plugins）］ウィンドウが表示されます。アクティブな   
（前回の）クエリーのレコードも、ウィンドウに表示されることがあります。 

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。

 • 3 番目のドロップダウン リスト ボックスから、［アプリケーションメニュー］、［インストール］、   
［ユーザメニュー］、または［Telecasterメニュー］を選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リスト ボック  
スから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。

ステップ 4 インストールするプラグインの［ダウンロード］をクリックします。
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追加情報

P.102-4 の「関連項目」を参照してください。

プラグイン URL の更新
Cisco Unified Communications Manager のインストール プロセス中、［プラグイン］テーブルに追加     
されたレコードは、［アプリケーション］ドロップダウン メニューを構築するために管理アプリケー 
ションが使用する URL を指定します。Domain Name Server（DNS; ドメイン ネーム サーバ）が、イ       
ンストール時に構築される URL の基礎を提供します。DNS が変更されても、URL は更新されませ    
ん。

プラグイン URL の URL を更新する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ［アプリケーション］ >［プラグイン］の順に選択します。 

［プラグインの検索と一覧表示（Find and List Plugins）］ウィンドウが表示されます。P.102-2 の「プ    
ラグインのインストール」の手順に従って、使用可能なプラグインのリストを表示します。

ステップ 2 更新するプラグイン名をクリックします。

［プラグイン URLの更新（Update Plugin URL）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 表 102-1 に示す情報を入力します。

ステップ 4 ツールバーに表示される［保存］アイコン（ウィンドウの左上隅）をクリックするか、またはウィ

ンドウの下部に表示される［保存］ボタンをクリックして、URL を更新および保存します。

追加情報

P.102-4 の「関連項目」を参照してください。
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プラグイン URL 更新の設定値
表 102-1 では、プラグイン URL 更新の設定値について説明します。詳細については、P.102-4 の「関    
連項目」を参照してください。

関連項目
 • プラグインのインストール（P.102-2）

 • プラグイン URL の更新（P.102-3）

 • プラグイン URL 更新の設定値（P.102-4）

表 102-1 プラグイン URL 更新の設定値 

フィールド 説明

［プラグインの設定（Plugin Settings）］

［名前（Name）］ プラグインの名前が自動的に表示されます。

［URL］ 既存の URL が自動的に表示されます。

［カスタム URL（Custom URL）］ カスタム URL には英数字のみを使用します。

［プラグインをユーザオプショ

ンページに表示する（Show 
Plugin on User Option Pages）］

ユーザ オプション ウィンドウにこのプラグインを表示するに  
は、このチェックボックスをオンにします。
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103
クレデンシャル ポリシーのデフォルト 
の設定

［クレデンシャルポリシーのデフォルトの設定（Credential Policy Default Configuration）］ウィンドウ   
には、ユーザおよびクレデンシャル タイプ（エンド ユーザ PIN など）のデフォルトのクレデンシャ    
ル ポリシー割り当てを変更するためのオプションがあります。 

インストール時に、Cisco Unified Communications Manager は、エンド ユーザ パスワード、エンド      
ユーザ PIN、およびアプリケーション ユーザ パスワードにシステムのデフォルトのクレデンシャ   
ル ポリシーを割り当てます。インストール時にユーザが設定したアプリケーション パスワードが、  
すべてのアプリケーション ユーザに適用されます。インストール後に、新しいデフォルトのクレデ 
ンシャル ポリシーを割り当てたり、新しいデフォルトのクレデンシャルを設定することができま 
す。 

 • 5.x リリースからアップグレードした場合は、エンド ユーザのパスワードと PIN が自動的に読    
み込まれます。

 • 4.x リリースからアップグレードした場合は、インストール時に、エンド ユーザにデフォルト  
のパスワードと PIN が割り当てられます。

（注） 空の（ヌル）クレデンシャルはサポートされません。システムで LDAP 認証を使用する場合、イン  
ストールの直後にエンド ユーザのデフォルトのクレデンシャルを設定する必要があります。設定 
しないと、ログインが失敗します。 

また、ユーザ設定ウィンドウで、新しいユーザ クレデンシャル ポリシーを割り当てたり、ユーザ  
認証イベントを管理したり、ユーザのクレデンシャルを表示したりできます。詳細については、ア

プリケーション ユーザの場合は P.105-15 の「アプリケーション ユーザのクレデンシャルの管理」、   
エンド ユーザの場合は P.106-16 の「エンド ユーザのクレデンシャルの管理」を参照してください。

この章では、デフォルトのクレデンシャル ポリシーをクレデンシャル グループに割り当てる方法  
を説明します。個々のユーザのクレデンシャル情報を変更する方法については、P.103-6 の「関連 
項目」を参照してください。

次のトピックでは、クレデンシャル ポリシーの設定について説明します。

 • クレデンシャル ポリシーのデフォルトの検索（P.103-2）

 • クレデンシャル ポリシーのデフォルトの割り当てと設定（P.103-2）

 • クレデンシャル ポリシーのデフォルトの設定値（P.103-4）

 • 関連項目（P.103-6）
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クレデンシャル ポリシーのデフォルトの検索
ここでは、既存のクレデンシャル ポリシーのデフォルト情報を検索または確認する方法を説明しま 
す。

ステップ 1 ［ユーザ管理］>［クレデンシャルポリシーのデフォルト］の順に選択します。

［クレデンシャルポリシーのデフォルトの検索と一覧表示（Find and List Credential Policy Defaults）］     
ウィンドウに、割り当て済みのポリシーが表示されます。

ステップ 2 表示するリスト項目をクリックします。

ウィンドウに、選択したポリシーのクレデンシャル ポリシーのデフォルト情報が表示されます。

追加情報

P.103-6 の「関連項目」を参照してください。

クレデンシャル ポリシーのデフォルトの割り当てと設定
ここでは、クレデンシャル グループに新しいクレデンシャル ポリシー、および新しいデフォルト  
のクレデンシャルを割り当てる方法を説明します。インストール時に、クレデンシャル グループに 
はデフォルトのクレデンシャル ポリシーが割り当てられます。

（注） 5.x リリースからアップグレードした場合は、アプリケーション ユーザおよびエンド ユーザのパス   
ワードと PIN が自動的に読み込まれます。

始める前に

事前定義済みのデフォルトのクレデンシャル ポリシー以外の、デフォルトのクレデンシャル ポリ  
シーを割り当てるには、ポリシーを作成しておく必要があります。使用するポリシーをまだ作成し

ていない場合は、P.104-4 の「クレデンシャル ポリシーの設定」を参照してください。

手順

ステップ 1 ［ユーザ管理］ >［クレデンシャルポリシーのデフォルト（Credential Policy Default）］の順に選択し   
ます。

［クレデンシャルポリシーのデフォルトの検索と一覧表示（Find and List Credential Policy Defaults）］     
ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 変更するリスト項目をクリックします。

［クレデンシャルポリシーのデフォルトの設定（Credential Policy Default Configuration）］ウィンドウ   
に、現在の設定値が表示されます。
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ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 103-1 を参照）。次のガイドラインに従ってください。

 • 適用されているクレデンシャル ポリシーを変更するには、そのポリシーをドロップダウン リ  
スト ボックスから選択する。

 • デフォルトのクレデンシャルを変更するには、新しいクレデンシャルを適切なフィールドに入

力して確認する。

 • クレデンシャルの要件を変更するには、適切なチェックボックスをオンまたはオフにする。

ステップ 4 ［保存］ボタンまたは［保存］アイコンをクリックします。

次の手順

新しいユーザクレデンシャル ポリシーを割り当てるには、ユーザ認証イベントを管理するか、ユー 
ザのクレデンシャルを表示します。手順は次のとおりです。

 • アプリケーション ユーザのクレデンシャルの管理（P.105-15）

 • エンド ユーザのクレデンシャルの管理（P.106-16）

ユーザの固有のパスワードを設定する手順は、次のとおりです。

 • アプリケーション ユーザのパスワードの変更（P.105-14）

 • エンド ユーザのパスワードの変更（P.106-14）

 • エンド ユーザの PIN の変更（P.106-15）

一括管理ツール（BAT）を使用すると、BAT ユーザ テンプレートでユーザのグループに共通のク  
レデンシャル パラメータ（パスワード、PIN など）を、管理者が定義できます。詳細については、  
『Cisco Unified Communications Manager Bulk Administration ガイド』を参照してください。

エンド ユーザは、電話機のユーザ ページで PIN を変更できます。LDAP 認証が使用可能でない場     
合は、電話機のユーザ ページでパスワードを変更できます。詳細については、使用している Cisco  
Unified IP Phone のマニュアルを参照してください。

追加情報

P.103-6 の「関連項目」を参照してください。
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クレデンシャル ポリシーのデフォルトの設定値
表 103-1 では、クレデンシャル ポリシーのデフォルトの設定値について説明します。関連する情報  
および手順については、P.103-6 の「関連項目」を参照してください。

表 103-1 クレデンシャル ポリシーのデフォルトの設定値 

フィールド 説明

［クレデンシャルユーザ

（Credential User）］
このフィールドには、［クレデンシャルポリシーのデフォルトの

検索と一覧表示（Find and List Credential Policy Defaults）］で選択     
したポリシーのユーザ タイプが表示されます。 

このフィールドは変更できません。

［クレデンシャルタイプ

（Credential Type）］
このフィールドには、［クレデンシャルポリシーのデフォルトの

検索と一覧表示（Find and List Credential Policy Defaults）］で選択     
したポリシーのクレデンシャル タイプが表示されます。 

このフィールドは変更できません。

［クレデンシャルポリシー

（Credential Policy）］
このクレデンシャル グループのクレデンシャル ポリシーのデ  
フォルトを選択します。

このリスト ボックスには、事前定義済みのデフォルトのクレデ 
ンシャル ポリシーと、作成したクレデンシャル ポリシーが表示  
されます（P.104-1 の「クレデンシャル ポリシーの設定」を参照）。

［クレデンシャルの変更（Change
Credential）］

127 文字以下の文字を入力し、このグループの新しいデフォル 
トクレデンシャルを設定します。 

［クレデンシャルの確認

（Confirm Credential）］
確認のため、［クレデンシャルの変更（Change Credential）］フィー 
ルドに入力したログイン クレデンシャルを再入力します。

［ユーザは変更不可（User Cannot 
Change）］

このポリシーを割り当てられたユーザが、このクレデンシャル

を変更できないようにするには、このチェックボックスをオン

にします。

［ユーザは次回ログイン時に変更する必要あり（User Must 
Change at Next Login）］がオンになっている場合は、このチェッ   
クボックスをオンにできません。デフォルト設定では、この

チェックボックスはオフです。

［ユーザは次回ログイン時に変

更する必要あり（User Must 
Change at Next Login）］

このポリシーが割り当てられたユーザに対して、次回のログイ

ン時に、このクレデンシャルの変更を要求するには、このチェッ

クボックスをオンにします。このオプションは、一時的なクレ

デンシャルを割り当てた後で使用します。

［ユーザは変更不可（User Cannot Change）］チェックボックスが  
オンになっている場合は、このチェックボックスをオンにでき

ません。デフォルト設定では、このチェックボックスはオフで

す。
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［無期限にする（Does Not 
Expire）］

このクレデンシャルの変更をユーザに要求しないようにするに

は、このチェックボックスをオンにします。このオプションは、

セキュリティの低いユーザまたはグループ アカウントに使用で 
きます。

このチェックボックスをオンにしても、ユーザはいつでもこの

クレデンシャルを変更できます。このチェックボックスがオフ

の場合、関連付けられているクレデンシャル ポリシーの有効期 
限の設定が適用されます。

デフォルト設定では、このチェックボックスはオフです。

表 103-1 クレデンシャル ポリシーのデフォルトの設定値（続き）

フィールド 説明
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関連項目
 • クレデンシャル ポリシーのデフォルトの検索（P.103-2）

 • クレデンシャル ポリシーのデフォルトの割り当てと設定（P.103-2）

 • クレデンシャル ポリシーのデフォルトの設定値（P.103-4）

 • クレデンシャル ポリシーの検索（P.104-3）

 • クレデンシャル ポリシーの設定（P.104-4）

 • クレデンシャル ポリシーの設定値（P.104-5）

 • クレデンシャル ポリシーの削除（P.104-7）

 • アプリケーション ユーザのパスワードの変更（P.105-14）

 • エンド ユーザのパスワードの変更（P.106-14）

 • エンド ユーザの PIN の変更（P.106-15）

 • エンド ユーザのクレデンシャルの管理（P.106-16）

 • アプリケーション ユーザのクレデンシャルの管理（P.105-15）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「クレデンシャル ポリシー」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「ディレクトリの概要」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「アプリケーション ユーザとエン      
ド ユーザ」

 • 『Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド』の「Cisco エクステンショ      
ン モビリティ」
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104
クレデンシャル ポリシーの設定

Cisco Unified Communications Manager の管理ページの［クレデンシャルポリシーの設定（Credential    
Policy Configuration）］ウィンドウを使用すると、セキュアなユーザ アカウントにクレデンシャル ポ   
リシーを設定できます。

ポリシーは、システム リソースまたはネットワーク リソースへのアクセスを制御する規則のセッ  
トで構成されます。クレデンシャル ポリシーは、ユーザ アカウントのパスワード要件およびアカ  
ウント ロックアウトを定義します。 

ユーザ アカウントに割り当てられたクレデンシャル ポリシーは、Cisco Unified Communications    
Manager の認証プロセスを制御します。 

クレデンシャル ポリシーの追加後は、クレデンシャル タイプまたは個々のアプリケーション ユー   
ザまたはエンド ユーザのデフォルト ポリシーに、新しいポリシーを割り当てることができます。

この章では、クレデンシャル ポリシーの設定方法について説明します。クレデンシャル ポリシー  
割り当ての詳細については、P.104-8 の「関連項目」を参照してください。

次のトピックでは、クレデンシャル ポリシーの設定について説明します。

 • デフォルトのクレデンシャル ポリシー（P.104-2）

 • 単純すぎるクレデンシャルのチェック（P.104-3）

 • クレデンシャル ポリシーの検索（P.104-3）

 • クレデンシャル ポリシーの設定（P.104-4）

 • クレデンシャル ポリシーの設定値（P.104-5）

 • クレデンシャル ポリシーの削除（P.104-7）

 • 関連項目（P.104-8）
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デフォルトのクレデンシャル ポリシー
インストール時に、Cisco Unified Communications Manager は、静的なクレデンシャル ポリシーをエ     
ンド ユーザ PIN、アプリケーション ユーザ パスワード、およびエンド ユーザ パスワードに割り当      
てます。ポリシーには、失敗したログインのリセット、ロックアウト期間、有効期間、およびクレ

デンシャル要件の設定が含まれます。［クレデンシャルポリシーの設定（Credential Policy 
Configuration）］ウィンドウを使用すると、システムまたはサイトの新しいクレデンシャル ポリシー 
を設定できます。静的なポリシーは変更できません。

図 104-1 に、システムのデフォルトのクレデンシャル ポリシー設定を示します。デフォルトのクレ  
デンシャル ポリシーは、インストールとアップグレードを簡単にするために提供されます。この設 
定は、新しいクレデンシャル ポリシーを追加するときにシステムが提供する、クレデンシャル ポ  
リシーのデフォルト設定とは異なります。

図 104-1 システムのデフォルトクレデンシャル ポリシーの設定
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単純すぎるクレデンシャルのチェック
システムには、簡単にハッキングされるクレデンシャルを許可しないようにするための、単純すぎ

るクレデンシャルのチェックが用意されています。単純すぎるクレデンシャルのチェックを有効に

するには、［クレデンシャルポリシーの設定（Credential Policy Configuration）］ウィンドウの［単純  
すぎるパスワードの確認（Check for Trivial Passwords）］チェックボックスをオンにします。

パスワードには、すべての ASCII 英数字とすべての ASCII 特殊文字が使用できます。単純すぎない    
パスワードとは、次の基準を満たすパスワードです。

 • 使用可能な 4 つの特性（大文字、小文字、数字、記号）のうち、3 つを含む。

 • 1 つの文字または数字を 4 つ以上連続して使用しない。

 • エイリアス、ユーザ名、内線を繰り返したり、含めたりしない。

 • 連続した文字または数字で構成しない（たとえば、654321 や ABCDEFG などのパスワードにし   
ない）。

PIN に使用可能な文字は、数字（0 ～ 9）だけです。単純すぎない PIN とは、次の基準を満たす PIN      
です。

 • 同じ数字を 3 回以上連続して使用しない。

 • ユーザの内線またはメールボックス、またはユーザの内線またはメールボックスの逆を繰り返

したり、含めたりしない。

 • 3 つの異なる数字を含める（たとえば、121212 のような PIN は単純すぎる）。

 • ユーザの姓または名の数字表現（名前によるダイヤル）と一致させない。

 • 数字の繰り返しグループ（408408、113377 など）、またはキーパッドの直線上に並ぶパターン 
（2580、159、753 など）を含めない。

クレデンシャル ポリシーの検索
ここでは、既存のクレデンシャル ポリシーを検索または確認する方法を説明します。

ステップ 1 ［ユーザ管理］>［クレデンシャルポリシー］の順に選択します。

［クレデンシャルポリシーの検索と一覧表示（Find and List Credential Policies）］ウィンドウが表示さ    
れます。 

ステップ 2 表示するリスト項目をクリックします。

選択したクレデンシャル ポリシーがウィンドウに表示されます。

追加情報

P.104-8 の「関連項目」を参照してください。
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クレデンシャル ポリシーの設定
ここでは、新しいクレデンシャル ポリシーの作成方法と、既存のクレデンシャル ポリシーの変更  
方法を説明します。システムのデフォルトのクレデンシャル ポリシーは変更できません。

手順

ステップ 1 ［ユーザ管理］ >［クレデンシャルポリシー］の順に選択します。

［クレデンシャルポリシーの検索と一覧表示（Find and List Credential Policies）］ウィンドウが表示さ    
れます。

ステップ 2 次のいずれかの作業を行います。

 • 新しいポリシーを追加するには、検索ウィンドウの［新規追加］ボタンまたは［新規追加］ア

イコンをクリックするか、リストからクレデンシャル ポリシーを表示して、［コピー］または 
［新規追加］ボタンまたはアイコンをクリックします。［新規追加］をクリックすると、各フィー

ルドにデフォルト値が設定された［クレデンシャルポリシーの設定（Credential Policy 
Configuration）］ウィンドウが表示されます。［コピー］をクリックすると、表示されているポ
リシーの値が設定された、［クレデンシャルポリシーの設定（Credential Policy Configuration）］  
ウィンドウが表示されます。ステップ 3 に進みます。

 • 既存のエントリを更新するには、変更するポリシーをクリックします。［クレデンシャルポリ

シーの設定（Credential Policy Configuration）］ウィンドウに、現在の設定値が表示されます。ス  
テップ 3 に進みます。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 104-1 を参照）。

ステップ 4 ［保存］ボタンまたは［保存］アイコンをクリックします。

次の手順

クレデンシャル タイプのデフォルト ポリシーとして新しいクレデンシャル ポリシーを割り当てる   
には、P.103-2 の「クレデンシャル ポリシーのデフォルトの割り当てと設定」の手順に従います。

個々のユーザに新しいクレデンシャル ポリシーを割り当てるには、P.105-15 の「アプリケーション  
ユーザのクレデンシャルの管理」および P.106-16 の「エンド ユーザのクレデンシャルの管理」の  
手順に従います。

追加情報

P.104-8 の「関連項目」を参照してください。
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クレデンシャル ポリシーの設定値
表 104-1 では、クレデンシャル ポリシーの設定値について説明します。関連する情報および手順に  
ついては、P.104-8 の「関連項目」を参照してください。

表 104-1 クレデンシャル ポリシーの設定値 

フィールド 説明

［表示名（Display Name）］ クレデンシャル ポリシー名を指定します。

最大 64 文字を入力します。特殊文字のうち、ダッシュ（-）引  
用符（“”）、バックスラッシュ（\）は使用できません。

［失 敗 し た ロ グ イ ン（Failed
Logon）］/［無制限のログイン失
敗（No Limit for Failed Logons）］

許可されるログイン試行の失敗回数を指定します。このしきい

値に達すると、アカウントがロックされます。

1 ～ 10 の数値を入力します。失敗ログインを無制限に許可する   
には、0 を入力するか、［無制限のログイン失敗（No Limit for   
Failed Logons）］チェックボックスをオンにします。0 よりも大  
きな値を入力するには、このチェックボックスをオフにします。

デフォルト設定は 3 です。

［失敗したログイン試行をリ

セットする間隔（Reset Failed 
Logon Attempts Every、分）］

失敗したログイン試行のカウンタをリセットするまでの時間を

分単位で指定します。カウンタをリセットすると、ユーザは、

再度ログインを試行できるようになります。

1 ～ 120 の数値を入力します。デフォルト設定は 30 です。

［ロックアウト期間（Lockout
Duration、分）］/［管理者がロッ
ク 解 除 を 行 う（Administrator
Must Unlock）］

失敗したログイン試行回数が指定されているしきい値に達した

ときに、アカウントをロックする時間を分単位で指定します。

1 ～ 120 の数値を入力します。0 を入力するか、［管理者がロッ    
ク解除を行う（Administrator Must Unlock）］チェックボックスを  
オンにすると、アカウントは管理者が手動でロックを解除する

までロックされたままになります。0 よりも大きな値を入力す 
るには、このチェックボックスをオフにします。デフォルト設

定は 30 です。

［クレデンシャル変更の最小間

隔（Minimum Duration Between  
Credential Changes、分）］

ユーザがクレデンシャルを再度変更できるようになるまでの時

間を分単位で指定します。

1 ～ 120 の数値を入力します。0 を入力すると、ユーザがいつで    
もクレデンシャルを変更できるようになります。0 よりも大き 
な値を入力するには、このチェックボックスをオフにします。

デフォルト設定は 0 です。

［クレデンシャルの期限切れ

（Credential Expires After、日）］/  
［期限切れなし（Never Expires）］

クレデンシャルの有効期限が切れる日数を指定します。

1 ～ 365 の数値を入力します。クレデンシャルの有効期限が切   
れないようにするには、0 を入力するか、［期限切れなし（Never 
Expires）］チェックボックスをオンにします。0 よりも大きな値 
を入力するには、このチェックボックスをオフにします。0 オ 
プションは、たとえば、セキュリティの低いアカウントや複数

ユーザのアカウントに使用します。デフォルト設定は 180 です。

［最小のクレデンシャルの長さ

（Minimum Credential Length）］
ユーザ クレデンシャル（パスワードまたは PIN）の最小の長さ  
を指定します。

空白のパスワードは許可されないため、0 は入力しないでくだ 
さい。デフォルト設定は 8 です。最小の設定は 1 以上です。
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［以前のクレデンシャルの保存

数（Stored Number of Previous   
Credentials）］

ユーザの以前のクレデンシャルを、いくつ保存するかを指定し

ます。この設定によって、ユーザ リストに保存されている、最 
近使用したクレデンシャルをユーザが設定できないようにしま

す。

0 ～ 25 の数値を入力します。以前のクレデンシャルを保存しな   
いようにするには、0 を入力します。デフォルト設定は 12 です。

［許可される非アクティブ日数

（Inactive Days Allowed）］
パスワードを非アクティブなままにできる日数を指定します。

この日数を超えて非アクティブになると、アカウントがロック

されます。 

0 ～ 5000 の数値を入力します。デフォルト設定は 0 です。

［期限切れの警告日（Expiry 
Warning Days）］

0 ～ 90 の数値を入力して、ユーザ パスワードが期限切れになる    
何日前から警告通知の表示を開始するかを指定します。デフォ

ルト設定は 0 です。

［単純すぎるパスワードの確認

（Check for Trivial Passwords）］
一般的な単語、文字パターンの繰り返しなど、簡単にハッキン

グされるクレデンシャルを許可しないようにする必要がある場

合は、このチェックボックスをオンにします。このチェックボッ

クスがオンの場合に、クレデンシャルが満たす必要がある条件

のリストについては、P.104-3 の「単純すぎるクレデンシャルの 
チェック」を参照してください。

デフォルト設定では、このチェックボックスはオンです。

表 104-1 クレデンシャル ポリシーの設定値（続き）

フィールド 説明
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クレデンシャル ポリシーの削除
ここでは、Cisco Unified Communications Manager データベースからセキュリティ ポリシーを削除す     
る方法を説明します。

始める前に

（注） エンド ユーザ パスワード、エンド ユーザ PIN、アプリケーション ユーザ パスワードのデフォルト      
ポリシーとして割り当てられているクレデンシャル ポリシーは削除できません。 

クレデンシャル ポリシーを使用しているデフォルト ポリシーを検索するには、［クレデンシャルポ  
リシーの設定（Credential Policy Configuration）］ウィンドウの［関連リンク］ドロップダウン リス   
ト ボックスから［依存関係レコード］を選択し、［移動］をクリックします。 

依存関係レコード機能がシステムで使用可能でない場合、［依存関係レコード要約（Dependency
Records Summary）］ウィンドウにメッセージが表示され、依存関係レコードを使用可能にするため 
の操作が示されます。このメッセージには、依存関係レコード機能によって CPU に高い負荷がか  
かることも表示されます。依存関係レコードの詳細については、P.A-4 の「依存関係レコードへの 
アクセス」を参照してください。 

使用中のクレデンシャル ポリシーを削除しようとすると、メッセージが表示されます。現在使用中 
のクレデンシャル ポリシーを削除するには、ユーザに対して別のクレデンシャル ポリシーを選択  
するか、新しいポリシーを作成して割り当てる必要があります（P.104-4 の「クレデンシャル ポリ  
シーの設定」を参照）。

手順

ステップ 1 P.104-3 の「クレデンシャル ポリシーの検索」の手順を使用して、削除するクレデンシャル ポリ   
シーを検索します。レコードのリストから、削除するポリシーをクリックします。 

（注） 該当するエントリの横にあるチェックボックスをオンにして、［選択項目の削除］ボタンま

たは［選択項目の削除］アイコンをクリックすると、［クレデンシャルポリシーの検索と一

覧表示（Find and List Credential Policies）］ウィンドウからエントリを削除できます。［すべ    
てを選択］ボタンまたは［すべてを選択］アイコンをクリックして、［選択項目の削除］ボ

タンまたは［選択項目の削除］アイコンをクリックすると、リストのすべてのエントリを

削除できます。

ステップ 2 ［クレデンシャルポリシーの設定（Credential Policy Configuration）］ウィンドウの［削除］アイコン  
または［削除］ボタンをクリックすると、ポリシーが削除されます。

ステップ 3 削除操作の確認を求められたら、［OK］をクリックすると、ポリシーが削除されます。

追加情報

P.104-8 の「関連項目」を参照してください。
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関連項目
 • デフォルトのクレデンシャル ポリシー（P.104-2）

 • クレデンシャル ポリシーの検索（P.104-3）

 • クレデンシャル ポリシーの設定（P.104-4）

 • クレデンシャル ポリシーの設定値（P.104-5）

 • クレデンシャル ポリシーの削除（P.104-7）

 • クレデンシャル ポリシーのデフォルトの検索（P.103-2）

 • クレデンシャル ポリシーのデフォルトの割り当てと設定（P.103-2）

 • クレデンシャル ポリシーのデフォルトの設定値（P.103-4）

 • アプリケーション ユーザのパスワードの変更（P.105-14）

 • エンド ユーザのパスワードの変更（P.106-14）

 • エンド ユーザの PIN の変更（P.106-15）

 • エンド ユーザのクレデンシャルの管理（P.106-16）

 • アプリケーション ユーザのクレデンシャルの管理（P.105-15）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「アプリケーション ユーザとエン      
ド ユーザ」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「アプリケーション ユーザとエン      
ド ユーザの設定チェックリストの管理」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「Cisco Unity メッセージングの統合 」

 • LDAP システムの設定（P.14-1）

 • 電話番号の設定（P.57-1）

 • CTI ルート ポイントの設定（P.79-1）

 • 『Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド』の「Cisco エクステンショ      
ン モビリティ」
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105
アプリケーション ユーザの設定

Cisco Unified Communications Manager の管理ページの［アプリケーション ユーザの設定（Application     
User Configuration）］ウィンドウを使用すると、システム管理者は、Cisco Unified Communications   
Manager アプリケーション ユーザに関する情報を追加、検索、表示、および保持することができま  
す。

次のトピックでは、アプリケーション ユーザ情報の管理について説明します。

 • アプリケーション ユーザの検索（P.105-2）

 • アプリケーション ユーザの設定（P.105-3）

 • Cisco Unity または Cisco Unity Connection のボイスメールボックスの作成（P.105-5）

 • アプリケーション ユーザの設定値（P.105-7）

 • アプリケーション ユーザのパスワードの変更（P.105-14）

 • アプリケーション ユーザのクレデンシャルの管理（P.105-15）

 • クレデンシャルの設定値とフィールド（P.105-16）

 • アプリケーション ユーザとデバイスとの関連付け（P.105-18）

 • アプリケーション ユーザの削除（P.105-19）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「アプリケーション ユーザとエン      
ド ユーザ」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「アプリケーション ユーザとエン      
ド ユーザの設定チェックリストの管理」

追加情報

P.105-20 の「関連項目」を参照してください。
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アプリケーション ユーザの検索
Cisco Unified Communications Manager では、固有の条件を指定して、アプリケーション ユーザの情     
報を検索できます。アプリケーション ユーザの情報を検索する手順は、次のとおりです。

（注） Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、ブラウザ セッションでの作業中は、検索     
設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこのメニュー項目に戻ってくる場合でも、

検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じたりしない限り、検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 ［ユーザ管理］ >［アプリケーションユーザ］の順に選択します。

［アプリケーションユーザの検索と一覧表示（Find and List Application Users）］ウィンドウが表示さ    
れます。アクティブな（前回の）クエリーのレコードも、ウィンドウに表示されることがあります。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。 

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。 

すべてのレコード、または一致したレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダ

ウン リスト ボックスから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。 

ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。

（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。
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選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.105-20 の「関連項目」を参照してください。

アプリケーション ユーザの設定
新しいアプリケーション ユーザを設定する手順は、次のとおりです。インストール時に、Cisco 
Unified Communications Manager のデフォルト アプリケーション ユーザのセットが設定されます。

（注） Cisco Unity または Cisco Unity Connection の管理者アカウントを追加する場合は、Cisco Unity シス        
テム管理および Cisco Unity Connection の管理で定義したものと同じユーザ名およびパスワードを    
使用する必要があります。ユーザ ID を使用して、Cisco Unity または Cisco Unity Connection と Cisco         
Unified Communications Manager の管理ページとの間の認証を行います。詳細については、該当する   
『Cisco Unified Communications Manager Integration Guide for Cisco Unity（または Cisco Unity         
Connection）』を参照してください。 
 

Cisco Unified Communications Manager の管理ページのアプリケーション ユーザは、Cisco Unity ユー       
ザまたは Cisco Unity Connection ユーザと同様に、［アプリケーションユーザの設定（Application User     
Configuration）］ウィンドウの［Cisco Unityアプリケーションユーザの作成］オプションで設定でき 
ます。その後は、その他の設定値を Cisco Unity システム管理または Cisco Unity Connection の管理       
で設定できます。

手順

ステップ 1 ［ユーザ管理］ >［アプリケーションユーザ］の順に選択します。

［アプリケーションユーザの検索と一覧表示（Find and List Application Users）］ウィンドウが表示さ    
れます。2 つのドロップダウン リスト ボックスを使用して、アプリケーション ユーザを検索します。

ステップ 2 ［新規追加］をクリックします。

［アプリケーションユーザの設定（Application User Configuration）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 105-1 を参照）。

ステップ 4 ユーザ情報の入力を完了したら、［保存］をクリックし、変更内容を保存してユーザを追加します。

ステップ 5 このアプリケーション ユーザのユーザ特権レポートを表示するには、［関連リンク］ドロップダウ 
ン リスト ボックスから［ユーザ特権レポート］を選択し、［移動］をクリックします。

このアプリケーション ユーザの［ユーザ特権（User Privilege）］ウィンドウが表示されます。ユー  
ザ特権レポートの詳細については、P.108-11 の「ユーザの権限、ユーザ グループ、およびアクセス  
権の表示」を参照してください。
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このアプリケーション ユーザのユーザ特権レポートを表示した後、このアプリケーション ユーザ  
の［アプリケーションユーザの設定（Application User Configuration）］ウィンドウに戻ることができ  
ます。［ユーザ特権（User Privilege）］ウィンドウの［関連リンク］ドロップダウン リスト ボックス   
から［アプリケーションユーザに戻る］を選択し、［移動］をクリックします。

次の手順

このアプリケーション ユーザにデバイスを関連付ける場合は、後述の P.105-18 の「アプリケーショ  
ン ユーザとデバイスとの関連付け」の手順に進みます。

このアプリケーション ユーザのクレデンシャルを管理する場合は、後述の P.105-15 の「アプリケー  
ション ユーザのクレデンシャルの管理」の手順に進みます。

Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、このユーザの Cisco Unity または Cisco Unity         
Connection ボイスメールボックスを作成する場合は、後述の P.105-5 の「Cisco Unity または    
Cisco Unity Connection のボイスメールボックスの作成」の手順に進みます。

追加情報

P.105-20 の「関連項目」を参照してください。
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Cisco Unity または Cisco Unity Connection のボイスメールボックス
の作成

［エンド ユーザの設定（End User Configuration）］ウィンドウの［Cisco Unityユーザの作成］リンク    
を使用すると、Cisco Unified Communications Manager の管理ページから個々に Cisco Unity または       
Cisco Unity Connection のボイスメールボックスを作成できます。

（注） ［Cisco Unityユーザの作成］リンクは、Cisco Unity 管理者が適切なソフトウェアをインストールし   
て設定した場合に限り、表示されます。該当する『Cisco Unified Communications Manager Integration    
Guide for Cisco Unity』または『Cisco Unified Communications Manager SCCP Integration Guide for          
Cisco Unity Connection』を参照してください。

始める前に

 • ボイス メッセージ用に Cisco Unified Communications Manager を設定します。『Cisco Unified       
Communications Manager システム ガイド』の「Cisco Unity と Cisco Unity Connection の設定チェッ         
クリスト」を参照してください。 

 • 統合メールボックス機能を使用するために、Cisco Unity サーバまたは Cisco Unity Connection     
サーバを設定します。該当する『Cisco Unified Communications Manager Integration Guide for Cisco       
Unity』または『Cisco Unified Communications Manager Integration Guide for Cisco Unity Connection』         
を参照してください。

 • Cisco Unity Cisco Unified Communications Manager Integrated Voice Mailbox Configuration が          
Cisco Unity サーバまたは Cisco Unity Connection サーバで使用可能になっていることを確認しま      
す。

 • Cisco Unified Communications Manager の管理ページで追加しようとするボイスメール ユーザに     
対する、適切なテンプレートとサービス クラス（COS）を定義したことを確認します。Connection 
ユーザの場合は、該当する『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更ガイド』を参照   
してください。Unity ユーザの場合は、『Cisco Unity システム アドミニストレーション ガイド』     
を参照してください。 

手順

ステップ 1 アプリケーション ユーザを検索します（P.105-2 の「アプリケーション ユーザの検索」を参照）。

ステップ 2 ウィンドウの右上隅にある［関連リンク］ドロップダウン リスト ボックスから、［Cisco Unity アプ    
リケーションユーザの作成］リンクを選択し、［移動］をクリックします。

［Cisco Unityユーザの追加（Add Cisco Unity User）］ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 3 ［アプリケーションサーバ（Application Server）］ドロップダウン リスト ボックスから、Cisco Unity    
ユーザまたは Cisco Unity Connection ユーザを作成する Cisco Unity サーバまたは Cisco Unity         
Connection サーバを選択し、［次へ］をクリックします。

ステップ 4 ［ユーザテンプレート（Subscriber Template）］ドロップダウン リスト ボックスから、使用する登録   
者テンプレートを選択します。

ステップ 5 ［保存］をクリックします。
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Cisco Unity メールボックスが作成されます。［アプリケーション ユーザの設定（Application User    
Configuration）］ウィンドウで、［関連リンク］内のリンクが［Cisco Unity ユーザの編集］に変わり 
ます。これで、Cisco Unity システム管理または Cisco Unity Connection の管理で作成したユーザが表      
示されるようになります。

（注） Cisco Unity ユーザまたは Cisco Unity Connection ユーザが Cisco Unified Communications Manager アプ           
リケーション ユーザと統合された場合、Cisco Unity システム管理または Cisco Unity Connection の管       
理では［エイリアス］（Cisco Unified Communications Manager の管理ページの［ユーザ ID］）、［名］、     
［姓］、［内線］（Cisco Unified Communications Manager の管理ページの［プライマリ内線（Primary    
Extension）］）の各フィールドを編集できません。これらのフィールドは、Cisco Unified Communications  
Manager の管理ページでのみ更新できます。

（注） Cisco Unity および Cisco Unity Connection は、Cisco Unified Communications Manager からのデータの          
同期を監視します。Cisco Unity システム管理または Cisco Unity Connection の管理の［ツール］メ      
ニューで、同期時間を設定できます。詳細については、Cisco Unity Connection の場合は、該当する   
『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更ガイド』を参照してください。Cisco Unity の場     
合は、『Cisco Unity システム アドミニストレーション ガイド』を参照してください。

追加情報

P.105-20 の「関連項目」を参照してください。



第 105章      アプリケーション ユーザの設定
アプリケーション ユーザの設定値 

105-7
Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド     

OL-12525-01-J

アプリケーション ユーザの設定値
表 105-1 では、アプリケーション ユーザの設定値について説明します。関連する手順については、  
P.105-20 の「関連項目」を参照してください。

表 105-1 アプリケーション ユーザの設定値 

フィールド 説明

［アプリケーションユーザ情報（Application User Information）］

［ユーザ ID］ アプリケーション ユーザの固有の識別名を入力します。Cisco 
Unified Communications Manager 5.0 以降のリリースでは、既存の    
ユーザ ID に変更を加えることができます（LDAP サーバとの同   
期化を使用可能にしていない場合）。特殊文字（ダッシュ（-）、
下線（_）、“”）およびブランクを使用できます。

［パスワード（Password）］ アプリケーション ユーザ パスワードとなる英数字または特殊  
文字を入力します。割り当てられたクレデンシャル ポリシーで 
指定されている、最小文字数以上を入力する必要があります。

［パスワードの確認（Confirm 
Password）］

ユーザ パスワードをもう一度入力します。

［ダイジェスト信用証明書

（Digest Credentials）］
英数文字列を入力します。Cisco Unified Communications Manager   
は、ここで指定したダイジェスト信用証明書を使用して、SIP ト 
ランクの確認中に SIP ユーザ エージェントの応答を検証しま   
す。

ダイジェスト認証については、『Cisco Unified Communications  
Manager セキュリティ ガイド』を参照してください。

［ダイジェスト信用証明書の確

認（Confirm Digest Credentials）］
ダイジェスト信用証明書を正しく入力したことを確認するため

に、このフィールドにその信用証明書を入力します。

［クレデンシャルの編集］ ［クレデンシャルの編集］ボタンは、このユーザをデータベース

に追加した後で表示されます。

このユーザのクレデンシャルを管理するには、このボタンをク

リックします。P.105-15 の「アプリケーション ユーザのクレデ  
ンシャルの管理」を参照してください。
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［プレゼンスグループ（Presence
Group）］

このフィールドには、プレゼンス機能を設定します。

（注） このアプリケーション ユーザをプレゼンスで使用しな 
い場合は、プレゼンス グループをデフォルト（［None］） 
設定のままにします。

ドロップダウン リスト ボックスから、アプリケーション ユー   
ザ用のプレゼンス グループを選択します。選択したグループに 
よって、アプリケーション ユーザ（IPMASysUser など）が監視  
できる対象が指定されます。

インストール時に、標準のプレゼンス グループが設定されます。 
Cisco Unified Communications Manager の管理ページで設定され    
たプレゼンス グループもドロップダウン リスト ボックスに表   
示されます。

プレゼンス認可は、プレゼンス グループと連携して、グループ 
間のプレゼンス要求を許可またはブロックします。グループ間

の権限の設定については、『Cisco Unified Communications  
Manager 機能およびサービス ガイド』の「プレゼンス」の章を  
参照してください。

［プレゼンス登録の許可（Accept
Presence Subscription）］

このフィールドには、プレゼンス認可用のプレゼンス機能を設

定します。

トランクに適用される［SIPトランクセキュリティプロファイル
の設定（SIP Trunk Security Profile Configuration）］で、アプリケー    
ションレベルの認可を使用可能にした場合は、Cisco Unified 
Communications Manager がアプリケーションレベルの認可を行  
います。 

Cisco Unified Communications Manager がこの SIP トランク アプ       
リケーション ユーザからのプレゼンス要求を受け入れることが 
できるようにするには、このチェックボックスをオンにします。 

［アプリケーションユーザの設定（Application User  
Configuration）］ウィンドウでこのチェックボックスをオンにし
ても、トランクに適用される［SIP トランクセキュリティプロ
ファイルの設定（SIP Trunk Security Profile Configuration）］で［ア    
プリーションレベル認証を有効化（Enable Application Level  
Authorization）］チェックボックスをオンにしていない場合は、
Cisco Unified Communications Manager によって、トランクに接続    
されている SIP ユーザ エージェントに 403 エラー メッセージが      
送信されます。 

認証の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager   
セキュリティ ガイド』を参照してください。

表 105-1 アプリケーション ユーザの設定値（続き）

フィールド 説明
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［アウトオブダイアログ REFER
の許可（Accept Out-of-dialog 
REFER）］

トランクに適用される［SIPトランクセキュリティプロファイル
の設定（SIP Trunk Security Profile Configuration）］で、アプリケー    
ションレベルの認可を使用可能にした場合は、Cisco Unified 
Communications Manager がアプリケーションレベルの認可を行  
います。 

Cisco Unified Communications Manager がこの SIP トランク アプ       
リケーション ユーザからの Out-of-Dialog REFER 要求を受け入    
れることができるようにするには、このチェックボックスをオ

ンにします。たとえば、SIP で開始される転送機能や他の高度な 
転送関連機能を使用するには、Cisco Unified Communications  
Manager がこのアプリケーション ユーザの着信 Out-of-Dialog   
REFER 要求を受け入れることができるようにする必要があり 
ます。

［アプリケーションユーザの設定（Application User  
Configuration）］ウィンドウでこのチェックボックスをオンにし
ても、トランクに適用される［SIP トランクセキュリティプロ
ファイルの設定（SIP Trunk Security Profile Configuration）］で［ア    
プリーションレベル認証を有効化（Enable Application Level  
Authorization）］チェックボックスをオンにしていない場合は、
Cisco Unified Communications Manager によって、トランクに接続    
されている SIP ユーザ エージェントに 403 エラー メッセージが      
送信されます。 

認証の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager   
セキュリティ ガイド』を参照してください。

表 105-1 アプリケーション ユーザの設定値（続き）

フィールド 説明
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［未承諾 NOTIFYの許可（Accept
Unsolicited Notification）］

トランクに適用される［SIPトランクセキュリティプロファイル
の設定（SIP Trunk Security Profile Configuration）］で、アプリケー    
ションレベルの認可を使用可能にした場合は、Cisco Unified 
Communications Manager がアプリケーションレベルの認可を行  
います。 

Cisco Unified Communications Managerがこの SIP トランク アプリ      
ケーション ユーザからの任意通知を受け入れることができるよ 
うにするには、このチェックボックスをオンにします。たとえ

ば、MWI サポートを提供するには、Cisco Unified Communications   
Manager がこのアプリケーション ユーザの着信任意通知を受け  
入れることができるようにする必要があります。

［アプリケーションユーザの設定（Application User  
Configuration）］ウィンドウでこのチェックボックスをオンにし
ても、トランクに適用される［SIP トランクセキュリティプロ
ファイルの設定（SIP Trunk Security Profile Configuration）］で［ア    
プリーションレベル認証を有効化（Enable Application Level  
Authorization）］チェックボックスをオンにしていない場合は、
Cisco Unified Communications Manager によって、トランクに接続    
されている SIP ユーザ エージェントに 403 エラー メッセージが      
送信されます。 

認証の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager   
セキュリティ ガイド』を参照してください。

表 105-1 アプリケーション ユーザの設定値（続き）

フィールド 説明



第 105章      アプリケーション ユーザの設定
アプリケーション ユーザの設定値 

105-11
Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド     

OL-12525-01-J

［REPLACE ヘッダの許可
（Accept Replaces Header）］

トランクに適用される［SIPトランクセキュリティプロファイル
の設定（SIP Trunk Security Profile Configuration）］で、アプリケー    
ションレベルの認可を使用可能にした場合は、Cisco Unified 
Communications Manager がアプリケーションレベルの認可を行  
います。 

Cisco Unified Communications Manager がこの SIP トランク アプリ       
ケーション ユーザからのメッセージのヘッダー置換を受け入れ 
ることができるようにするには、このチェックボックスをオン

にします。たとえば、SIP トランク上の外部コールを、在席転送 
の場合と同様に、外部のデバイスまたは相手に転送するには、こ

のアプリケーション ユーザの REFER および INVITE 内に     
Replaces ヘッダーを含む SIP 要求を Cisco Unified Communications      
Manager が受け入れることができるようにする必要があります。

［アプリケーションユーザの設定（Application User  
Configuration）］ウィンドウでこのチェックボックスをオンにし
たが、トランクに適用される［SIP トランクセキュリティプロ
ファイルの設定（SIP Trunk Security Profile Configuration）］で［ア    
プリーションレベル認証を有効化（Enable Application Level  
Authorization）］チェックボックスをオンにしていない場合は、
Cisco Unified Communications Manager によって、トランクに接続    
されている SIP ユーザ エージェントに 403 エラー メッセージが      
送信されます。 

認証の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager   
セキュリティ ガイド』を参照してください。

表 105-1 アプリケーション ユーザの設定値（続き）

フィールド 説明
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［デバイス情報（Device Information）］

［使用可能なデバイス（Available
Devices）］

このリスト ボックスには、このアプリケーション ユーザとの関  
連付けに使用できるデバイスが表示されます。 

デバイスをこのアプリケーション ユーザに関連付けるには、デ 
バイスを選択し、このリスト ボックスの下にある下矢印をク 
リックします。

このアプリケーション ユーザに関連付けるデバイスがこのペイ 
ンに表示されない場合は、次のボタンのいずれかをクリックし

て、他のデバイスを検索します。

 • ［別の電話を検索］：このアプリケーション ユーザに関連付 
ける他の電話機を検索する場合は、このボタンをクリック

します。電話機を検索するための［電話の検索と一覧表示

（Find and List Phones）］ウィンドウが表示されます。

 • ［別のルートポイントを検索］：このアプリケーション ユー 
ザに関連付ける他のルート ポイントを検索する場合は、こ 
のボタンをクリックします。CTI ルート ポイントを検索す  
るための［CTIルートポイントの検索と一覧表示（Find and 
List CTI Route Points）］ウィンドウが表示されます。

 • ［別のパイロットポイントを検索］：このアプリケーション
ユーザに関連付ける他のパイロット ポイントを検索する場 
合は、このボタンをクリックします。パイロット ポイント 
を検索するための［パイロットポイントの検索と一覧表示

（Find and List Pilot Points）］ウィンドウが表示されます。

［制御するデバイス（Controlled
Devices）］

このフィールドには、アプリケーション ユーザに関連付けられ 
ているデバイスのリストが表示されます。デバイスを削除する

には、デバイス名を選択し、このリスト ボックスの上にある上 
矢印をクリックします。デバイスを追加するには、［使用可能な

デバイス（Available Devices）］リスト ボックスでデバイスを選  
択し、下矢印をクリックします。

［CAPF情報（CAPF Information）］

［割り当てられている CAPFプ
ロファイル（Associated CAPF 
Profiles）］

このペインには、このユーザ用に設定した CAPF プロファイル  
のインスタンス ID が表示されます。プロファイルを表示または  
更新するには、インスタンス ID をダブルクリックするか、イン  
スタンス ID をクリックして選択してから［詳細の表示］をク  
リックします。［アプリケーションユーザ CAPF プロファイルの 
設定（Application User CAPF Profile Configuration）］ウィンドウ    
が表示され、現在の設定が表示されます。

アプリケーション ユーザ CAPF プロファイルの設定方法につい   
ては、『Cisco Unified Communications Manager セキュリティ ガイ     
ド』を参照してください。

表 105-1 アプリケーション ユーザの設定値（続き）

フィールド 説明
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［権限情報（Permissions Information）］

［グループ（Groups）］ このリスト ボックスは、アプリケーション ユーザ レコードが   
保存された後で表示されます。このリスト ボックスには、アプ 
リケーション ユーザが属するグループが表示されます。

ユーザを 1 つ以上のグループに追加するには、［ユーザグループ  
に追加］ボタンをクリックします。［ユーザグループの検索と一

覧表示（Find and List User Groups）］ウィンドウが別ウィンドウ    
で表示されます。ユーザを追加するグループを見つけて、その

グループの横にあるチェックボックスをオンにします。次に、

ウィンドウの下部にある［選択項目の追加］をクリックします。

［ユーザグループの検索と一覧表示（Find and List User Groups）］    
ウィンドウが閉じ、［アプリケーションユーザの設定

（Application User Configuration）］ウィンドウが表示され、選択  
したグループが［グループ（Groups）］リスト ボックスに表示さ 
れます。

グループからユーザを削除するには、［グループ（Groups）］リ
スト ボックスでグループを選択し、［ユーザグループから削除］ 
ボタンをクリックします。

グループを表示または更新するには、グループ名をダブルク

リックするか、グループ名をクリックして選択してから［詳細

の表示］をクリックします。［ユーザグループの設定（User Group 
Configuration）］ウィンドウが表示され、現在の設定が表示され
ます。

ユーザ グループの検索および設定の詳細については、P.108-1 の  
「ユーザ グループの設定」を参照してください。

［権限（Roles）］ このリスト ボックスは、アプリケーション ユーザが追加され、  
［グループ（Groups）］リスト ボックスにデータが入力され、ユー 
ザ レコードが保存された後で表示されます。このリスト ボック  
スには、アプリケーション ユーザに割り当てられている権限が 
表示されます。

権限を表示または更新するには、権限名をダブルクリックする

か、権限名をクリックして選択してから［詳細の表示］をクリッ

クします。［権限の設定（Role Configuration）］ウィンドウが表 
示され、現在の設定が表示されます。

権限を設定する方法の詳細については、P.107-1 の「権限の設定」 
を参照してください。

表 105-1 アプリケーション ユーザの設定値（続き）

フィールド 説明
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アプリケーション ユーザのパスワードの変更
アプリケーション ユーザのパスワードを変更する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 P.105-2 の「アプリケーション ユーザの検索」の手順を使用して、パスワードを変更するアプリケー  
ション ユーザを見つけます。

［アプリケーションユーザの設定（Application User Configuration）］ウィンドウが表示され、選択し  
たアプリケーション ユーザの情報が示されます。

ステップ 2 ［パスワード（Password）］フィールドで、暗号化されている既存のパスワードをダブルクリックし、
新しいパスワードを入力します。

ステップ 3 ［パスワードの確認（Confirm Password）］フィールドで、暗号化されている既存のパスワードをダ 
ブルクリックし、新しいパスワードをもう一度入力します。

ステップ 4 ［保存］をクリックします。

追加情報

P.105-20 の「関連項目」を参照してください。
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アプリケーション ユーザのクレデンシャルの管理
アプリケーション ユーザのクレデンシャル（関連付けられた認証ルール、関連付けられたクレデン 
シャル ポリシー、パスワードの最終変更時間など）を変更または表示する手順は、次のとおりで 
す。ユーザのクレデンシャルを編集できるのは、ユーザがデータベースに存在している場合のみで

す。

［クレデンシャル設定（Credential Configuration for）:］ウィンドウでは、割り当てられたクレデン  
シャル ポリシーと衝突する設定を保存することができません。たとえば、ポリシーで［期限切れな 
し（Never Expires）］チェックボックスがオンの場合、［クレデンシャル設定（Credential Configuration  
for）:］ウィンドウで［無期限にする（Does Not Expire）］チェックボックスをオフにして保存する  
ことはできません。ただし、［期限切れなし（Never Expires）］ポリシー設定がオンでない場合、ユー 
ザに別のクレデンシャル期限を設定することはできます（［無期限にする（Does Not Expire）］を含  
む）。この場合、ユーザ設定がポリシー設定よりも優先されます。

［クレデンシャル設定（Credential Configuration for）:］ウィンドウの他の設定と衝突する、［クレデ  
ンシャル設定（Credential Configuration for）:］ウィンドウの設定変更はできません。たとえば、［ユー  
ザは変更不可（User Cannot Change）］ボックスがオンの場合は、［ユーザは次回ログイン時に変更す  
る必要あり（User Must Change at Next Login）］チェックボックスをオンにできません。 

［クレデンシャル設定（Credential Configuration for）:］には、イベントのおよその回数が表示されま  
す。このフォームは、次に認証クエリーまたはイベントが発生したときに更新されます。

始める前に

データベースにアプリケーション ユーザを作成します。P.105-3 の「アプリケーション ユーザの設   
定」を参照してください。

手順

ステップ 1 P.105-2 の「アプリケーション ユーザの検索」の手順を使用して、アプリケーション ユーザの設定   
を検索します。

［アプリケーションユーザの設定（Application User Configuration）］ウィンドウに、設定情報が表示  
されます。

ステップ 2 パスワード情報を変更または表示するには、［パスワード（Password）］フィールドの横にある［クレ
デンシャルの編集］ ボタンをクリックします。［クレデンシャル設定（Credential Configuration for）:］   
ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 ユーザのクレデンシャル データを表示するか、適切な設定値を入力します（表 105-2を参照）。 

ステップ 4 設定値を変更した場合は、［保存］をクリックします。

追加情報

P.105-20 の「関連項目」を参照してください。
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クレデンシャルの設定値とフィールド
表 105-2 では、アプリケーション ユーザおよびエンド ユーザのクレデンシャルの設定値について説   
明します。これらの設定値は、アプリケーション ユーザまたはエンド ユーザのダイジェスト信用  
証明書には適用されません。関連する手順については、P.105-20 の「関連項目」を参照してください。

表 105-2 アプリケーション ユーザおよびエンド ユーザのクレデンシャルの設定値とフィールド 

フィールド 説明

［管理者によるロック（Locked by 
Administrator）］

このアカウントをロックし、ユーザがアクセスできない

ようにするには、このチェックボックスをオンにします。

アカウントのロックを解除し、ユーザがアクセスできる

ようにするには、このチェックボックスをオフにします。 

このチェックボックスは、クレデンシャル ポリシーでこ 
のアカウント タイプに［管理者がロック解除を行う 
（Administrator Must Unlock）］が指定され、アカウントの  
ロックアウトが発生した後で使用します。

［ユーザは変更不可（User Cannot 
Change）］

ユーザがこのクレデンシャルを変更できないようにする

には、このチェックボックスをオンにします。このオプ

ションは、グループ アカウントに対して使用します。

［ユーザは次回ログイン時に変更する必要あり（User Must 
Change at Next Login）］チェックボックスがオンになって   
いる場合は、このチェックボックスをオンにできません。

［ユーザは次回ログイン時に変更する

必要あり（User Must Change at Next 
Login）］

次回のログイン時に、このクレデンシャルの変更をユー

ザに要求するには、このチェックボックスをオンにしま

す。このオプションは、一時的なクレデンシャルを割り

当てた後で使用します。

［ユーザは変更不可（User Cannot Change）］チェックボッ  
クスがオンになっている場合は、このチェックボックス

をオンにできません。

［無期限にする（Does Not Expire）］ このクレデンシャルの変更をユーザに要求しないように

するには、このチェックボックスをオンにします。この

オプションは、セキュリティの低いユーザまたはグルー

プ アカウントに使用できます。

オンにしても、ユーザはいつでもこのクレデンシャルを

変更できます。このチェックボックスがオフの場合、関

連付けられているクレデンシャル ポリシーの有効期限の 
設定が適用されます。

ポリシー設定で［期限切れなし（Never Expire）］が指定 
されている場合は、このチェックボックスをオフにでき

ません。
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［ハック数のリセット（Reset Hack 
Count）］

このユーザのハック数をリセットして、［失敗したログイ

ン試行によりロックされた時間（Time Locked Due to   
Failed Logon Attempts）］フィールドをクリアするには、こ  
のチェックボックスをオンにします。

ハック数は、クレデンシャルが不正なために認証に失敗

すると増えます。

ポリシーで［無制限のログイン失敗（No Limit for Failed   
Logons）］が指定されている場合、ハック数は常に 0 にな  
ります。

［認証ルール（Authentication Rule）］ このユーザのクレデンシャルに適用するクレデンシャル

ポリシーを選択します。

［最終変更時間（Time Last Changed）］ このフィールドには、このユーザのクレデンシャルが変

更された最新の日時が表示されます。

［失敗したログイン試行（Failed Logon 
Attempts）］

このフィールドには、成功した最終ログイン、管理者に

よるこのユーザ クレデンシャルのハック数のリセット、 
または失敗したログイン試行回数のリセット期間経過の

後、失敗したログイン試行回数が表示されます。

［失敗した最後のログイン試行時間

（Time of Last Failed Logon Attempt）］
このフィールドには、このユーザのクレデンシャルでロ

グイン試行が失敗した最新の日時が表示されます。

［管理者によりロックされた時間

（Time Locked by Administrator）］
このフィールドには、管理者がこのユーザ アカウントを 
ロックした日時が表示されます。管理者がクレデンシャ

ルのロックを解除すると、このフィールドはブランクに

なります。

［失敗したログイン試行によりロック

された時間（Time Locked Due to Failed 
Logon Attempts）］

このフィールドには、失敗したログイン試行によって

ユーザ アカウントがロックされた最新の日時が表示され 
ます。ハック ロックアウトの時間は、失敗したログイン 
試行回数が、適用されているクレデンシャル ポリシーで 
設定されているしきい値を超えると設定されます。

表 105-2 アプリケーション ユーザおよびエンド ユーザのクレデンシャルの設定値とフィールド（続き）

フィールド 説明
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アプリケーション ユーザとデバイスとの関連付け
アプリケーション ユーザにデバイスを関連付け、アプリケーション ユーザがそのデバイスのコン  
トロール権を持つようにすることができます。電話機などの一部のデバイスは、アプリケーション

ユーザが制御できます。CTI ポートなどのその他のデバイスは、ユーザとして指定されるアプリ 
ケーションによって制御できます。アプリケーション ユーザが電話機のコントロール権を持つ場 
合、その電話機の特定の設定値（たとえば、短縮ダイヤルや自動転送）を制御できます。

始める前に

アプリケーション ユーザにデバイスを割り当てるには、そのユーザの［アプリケーションユーザの 
設定（Application User Configuration）］ウィンドウにアクセスする必要があります。既存のアプリ  
ケーション ユーザを見つける方法については、P.105-2 の「アプリケーション ユーザの検索」を参   
照してください。［アプリケーションユーザの設定（Application User Configuration）］ウィンドウが  
表示された後で、デバイスを割り当てる手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ［使用可能なデバイス（Available Devices）］リスト ボックスで、アプリケーション ユーザに関連付   
けるデバイスを選択し、リスト ボックスの下にある下矢印をクリックします。選択したデバイス 
は、［制御するデバイス（Controlled Devices）］リストボックスに移動します。 

ステップ 2 使用可能なデバイスのリストを制限するには、［別の電話を検索］ボタン、［別のルートポイントを

検索］ボタン、または［別のパイロットポイントを検索］ボタンをクリックします。

 • ［別の電話を検索］ボタンをクリックすると、［電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）］   
ウィンドウが表示されます。検索を行って、このアプリケーション ユーザに関連付ける電話機 
を見つけます。

 • ［別のルートポイントを検索］ボタンをクリックすると、［CTI ルートポイントの検索と一覧表
示（Find and List CTI Route Points）］ウィンドウが表示されます。検索を行って、このアプリ     
ケーション ユーザに関連付ける CTI ルート ポイントを見つけます。

 • ［別のパイロットポイントを検索］ボタンをクリックすると、［パイロットポイントの検索と一
覧表示（Find and List Pilot Points）］ウィンドウが表示されます。検索を行って、このアプリケー    
ション ユーザに関連付けるパイロット ポイントを見つけます。

ステップ 3 アプリケーション ユーザに割り当てるデバイスごとに、前述のステップを繰り返します。

ステップ 4 割り当てを完了したら、［保存］をクリックして、アプリケーション ユーザにデバイスを割り当て 
ます。

追加情報

P.105-20 の「関連項目」を参照してください。
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アプリケーション ユーザの削除
Cisco Unified Communications Manager の管理ページを使用してアプリケーション ユーザを削除する     
手順は、次のとおりです。

始める前に

アプリケーション ユーザを削除する前に、そのエンド ユーザに関連付けられているデバイスまた  
はプロファイルを削除する必要があるかどうかを判断します。

アプリケーション ユーザに割り当てられているプロファイルおよび権限は、［アプリケーション 
ユーザの設定（Application User Configuration）］ウィンドウの［CAPF情報（CAPF Information）］エ   
リアおよび［権限情報（Permissions Information）］エリアから表示できます。［アプリケーション 
ユーザの設定（Application User Configuration）］ウィンドウで、［関連リンク］ドロップダウン リス   
ト ボックスから［依存関係レコード］を選択することもできます。依存関係レコードがシステムで 
使用可能になっていない場合、［依存関係レコード要約（Dependency Records Summary）］ウィンド  
ウにメッセージが表示されます。依存関係レコードの詳細については、P.A-4 の「依存関係レコー 
ドへのアクセス」を参照してください。 

手順

ステップ 1 ［ユーザ管理］ >［アプリケーションユーザ］の順に選択します。

［ユーザの検索と一覧表示（Find and List Users）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 特定のエンド ユーザを見つけるには、検索条件を入力し、［検索］をクリックします。

検索条件と一致するアプリケーション ユーザのリストが表示されます。

ステップ 3 次のアクションのいずれかを実行します。

 • 削除するユーザの横にあるチェックボックスをオンにし、［選択項目の削除］をクリックする。

 • ［すべてを選択］をクリックして［選択項目の削除］をクリックし、ウィンドウ内のすべての
ユーザを削除する。

 • 削除するユーザのユーザ ID をリストから選択して、現在の設定値を表示し、［削除］をクリッ  
クする。

確認ダイアログが表示されます。

ステップ 4 ［OK］をクリックします。

次の手順

このユーザが Cisco Unity または Cisco Unity Connection で設定されていた場合、Cisco Unified        
Communications Manager の管理ページでユーザを削除すると、Cisco Unified Communications Manager     
とユーザとの関連付けが破棄されます。孤立したユーザは、Cisco Unity システム管理または  
Cisco Unity Connection の管理で削除できます。詳細については、該当する『Cisco Unity Connection     
ユーザの移動、追加、変更ガイド』を参照してください。Cisco Unity の詳細については、該当する  
『Cisco Unity  システム アドミニストレーション ガイド』を参照してください。

追加情報

P.105-20 の「関連項目」を参照してください。
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関連項目
 • エンド ユーザの検索（P.106-2）

 • エンド ユーザの設定（P.106-4）

 • Cisco Unity または Cisco Unity Connection のボイスメールボックスの作成（P.106-6）

 • エンド ユーザの設定値（P.106-8）

 • エンド ユーザのパスワードの変更（P.106-14）

 • エンド ユーザの PIN の変更（P.106-15）

 • エンド ユーザのクレデンシャルの管理（P.106-16）

 • クレデンシャルの設定値とフィールド（P.106-17）

 • エンド ユーザのユーザ関連情報の設定（P.106-19）

 • エンド ユーザとデバイスとの関連付け（P.106-21）

 • Cisco Extension Mobility プロファイルの関連付け（P.106-24）

 • エンド ユーザの削除（P.106-25）

 • アプリケーション ユーザの検索（P.105-2）

 • アプリケーション ユーザの設定（P.105-3）

 • Cisco Unity または Cisco Unity Connection のボイスメールボックスの作成（P.105-5）

 • アプリケーション ユーザの設定値（P.105-7）

 • アプリケーション ユーザのパスワードの変更（P.105-14）

 • アプリケーション ユーザのクレデンシャルの管理（P.105-15）

 • クレデンシャルの設定値とフィールド（P.105-16）

 • アプリケーション ユーザとデバイスとの関連付け（P.105-18）

 • アプリケーション ユーザの削除（P.105-19）

 • LDAP システムの設定（P.14-1）

 • 権限の設定（P.107-1）

 • ユーザ グループの設定（P.108-1）

 • ユーザの権限、ユーザ グループ、およびアクセス権の表示（P.108-11）

 • 電話番号の設定（P.57-1）

 • CTI ルート ポイントの設定（P.79-1）

 • Cisco Unified IP Phone の設定（P.82-1）

 • クレデンシャル ポリシーの設定（P.104-1）

 • クレデンシャル ポリシーのデフォルトの設定（P.103-1）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「クレデンシャル ポリシー」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「アプリケーション ユーザとエン      
ド ユーザの設定チェックリストの管理」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「アプリケーション ユーザとエン      
ド ユーザ」

 • 『Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド』の「Cisco エクステンショ      
ン モビリティ」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「デバイスの関連付け」

 • 『Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド』の「ユーザへのユーザ デ      
バイス プロファイルの関連付け」

 • 『Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド』の「プロキシ回線サポート     
のある Cisco Unified  Communications Manager Assistant」
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 • 『Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド』の「シェアドライン サポー      
トのある Cisco Unified  Communications Manager Assistant」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「Cisco Unity メッセージングの統合」

 • 『Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド』の「プレゼンス

関連マニュアル

 • Cisco Unified Communications Manager セキュリティ ガイド

 • Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更ガイド 

 • Cisco Unity システム アドミニストレーション ガイド
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106
エンド ユーザの設定

Cisco Unified Communications Manager の管理ページの［エンドユーザの設定（End User Configuration）］      
ウィンドウを使用すると、システム管理者は、Cisco Unified Communications Manager エンド ユーザ     
に関する情報を追加、検索、表示、および保持することができます。 

 • Cisco Unified Communications Manager のエンド ユーザ ディレクトリとして LDAP 企業ディレク        
トリを使用するようにシステムを設定した場合、Cisco Unified Communications Manager の管理    
ページではユーザの追加または削除ができません。企業 LDAP ディレクトリでエンド ユーザを   
追加および削除してください。

 • LDAP ディレクトリを使用してユーザを認証するようにシステムを設定した場合、Cisco Unified  
Communications Manager の管理ページではエンド ユーザ パスワードの設定または変更ができ    
ません。企業 LDAP ディレクトリでエンド ユーザ パスワードを設定および変更してください。

次のトピックでは、エンド ユーザ ディレクトリ情報の管理について説明します。

 • エンド ユーザの検索（P.106-2）

 • エンド ユーザの設定（P.106-4）

 • Cisco Unity または Cisco Unity Connection のボイスメールボックスの作成（P.106-6）

 • エンド ユーザの設定値（P.106-8）

 • エンド ユーザのパスワードの変更（P.106-14）

 • エンド ユーザの PIN の変更（P.106-15）

 • エンド ユーザのクレデンシャルの管理（P.106-16）

 • クレデンシャルの設定値とフィールド（P.106-17）

 • エンド ユーザのユーザ関連情報の設定（P.106-19）

 • エンド ユーザとデバイスとの関連付け（P.106-21）

 • Cisco Extension Mobility プロファイルの関連付け（P.106-24）

 • エンド ユーザの削除（P.106-25）

追加情報

P.106-27 の「関連項目」を参照してください。
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エンド ユーザの検索
Cisco Unified Communications Manager では、固有の条件を指定して、エンド ユーザの情報を検索で     
きます。エンド ユーザの情報を検索する手順は、次のとおりです。

（注） Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、ブラウザ セッションでの作業中は、検索     
設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこのメニュー項目に戻ってくる場合でも、

検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じたりしない限り、検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 ［ユーザ管理］ >［エンドユーザ］の順に選択します。

［ユーザの検索と一覧表示（Find and List Users）］ウィンドウが表示されます。アクティブな（前回   
の）クエリーのレコードも、ウィンドウに表示されることがあります。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。 

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。 

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

すべてのレコード、または一致したレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダ

ウン リスト ボックスから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。 

ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。

（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。
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選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.106-27 の「関連項目」を参照してください。
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エンド ユーザの設定
エンド ユーザを追加し、設定する手順は、次のとおりです。

（注） LDAP サーバとの同期が使用可能でない場合に限り、Cisco Unified Communications Manager の管理     
ページでエンド ユーザ情報を変更できます。同期が使用不可の場合、新しいユーザを Cisco Unified   
Communications Manager データベースに追加したり、既存のユーザの設定（ユーザ ID を含む）を    
変更したりできます。LDAP 同期が使用可能になっていないことを確認するには、［システム］ >  
［LDAP］ >［LDAPシステム］メニュー オプションを使用します。表示される［LDAPシステムの  
設定（LDAP System Configuration）］ウィンドウで、［LDAPサーバからの同期を有効にする（Enable  
Synchronizing from LDAP Server）］チェックボックスがオフであることを確認します。 
 

同期が使用可能の場合、エンド ユーザの追加、エンド ユーザの削除、既存のユーザ ID の変更はで    
きません。ただし、エンド ユーザのその他すべての設定値は、［エンドユーザの設定（End User  
Configuration）］ウィンドウで変更できます。 
 

LDAP 認証が使用可能でない場合に限り、エンド ユーザ パスワードを変更できます。LDAP 認証    
が使用可能になっていないことを確認するには、［システム］ >［LDAP］ >［LDAP認証］メニュー  
オプションを使用します。表示される［LDAP認証（LDAP Authentication）］ウィンドウで、［エン 
ドユーザに LDAP認証を使用（Use LDAP Authentication for End Users）］チェックボックスがオフで     
あることを確認します。LDAP 認証が使用可能でない場合、エンド ユーザ パスワード、PIN、およ   
びその他の設定値を［エンドユーザの設定（End User Configuration）］ウィンドウで変更できます。  
 

LDAP 認証が使用可能な場合でも、エンド ユーザの PIN およびその他のすべてのエンド ユーザ設     
定値（パスワード以外）を［エンドユーザの設定（End User Configuration）］ウィンドウで変更でき  
ます。 
 

Cisco Unified Communications Manager の管理ページのエンド ユーザは、Cisco Unity ユーザまたは       
Cisco Unity Connection ユーザと同様に、［アプリケーションユーザの設定（Application User    
Configuration）］ウィンドウの［Cisco Unityユーザの作成］オプションで設定できます。その後は、 
その他の設定値を Cisco Unity システム管理または Cisco Unity Connection の管理で設定できます。

手順

ステップ 1 ［ユーザ管理］ >［エンドユーザ］の順に選択します。

［ユーザの検索と一覧表示（Find and List Users）］ウィンドウが表示されます。2 つのドロップダウ    
ン リスト ボックスを使用して、エンド ユーザを検索します。

ステップ 2 ［新規追加］をクリックします。

［エンドユーザの設定（End User Configuration）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 106-1 を参照）。

ステップ 4 エンド ユーザ情報の入力を完了したら、［保存］をクリックし、変更内容を保存してエンド ユーザ  
を追加します。
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次の手順

このエンド ユーザにデバイスを関連付ける場合は、後述の P.106-21 の「エンド ユーザとデバイス   
との関連付け」の手順に進みます。

このエンド ユーザのクレデンシャルを管理する場合は、後述の P.106-16 の「エンド ユーザのクレ   
デンシャルの管理」の手順に進みます。

Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、このユーザの Cisco Unity または Cisco Unity         
Connection ボイスメールボックスを作成する場合は、後述の P.106-6 の「Cisco Unity または    
Cisco Unity Connection のボイスメールボックスの作成」の手順に進みます。

（注） エンド ユーザの Unity Connection メールボックスを作成する前に、エンドユーザの電話デバイスと    
の関連付けとプライマリ内線を設定し、Cisco Unified Communications Manager と Cisco Unity      
Connection の間の SCCP 統合を完了させておく必要があります。詳細については、『Cisco Unified    
Communications Manager SCCP Integration Guide for Cisco Unity Connection』を参照してください。 

追加情報

P.106-27 の「関連項目」を参照してください。
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Cisco Unity または Cisco Unity Connection のボイスメールボックス
の作成

［エンド ユーザの設定（End User Configuration）］ウィンドウの［Cisco Unityユーザの作成］リンク    
を使用すると、Cisco Unified Communications Manager の管理ページから個々に Cisco Unity または       
Cisco Unity Connection のボイスメールボックスを作成できます。

（注） ［Cisco Unityユーザの作成］リンクは、Cisco Unity 管理者が適切なソフトウェアをインストールし   
て設定した場合に限り、表示されます。該当する『Cisco Unified Communications Manager Integration    
Guide for Cisco Unity』または『Cisco Unified Communications Manager SCCP Integration Guide for          
Cisco Unity Connection』を参照してください。

始める前に

 • ボイス メッセージ用に Cisco Unified Communications Manager を設定します。『Cisco Unified       
Communications Manager システム ガイド』の「Cisco Unity と Cisco Unity Connection の設定チェッ         
クリスト」を参照してください。 

 • 統合メールボックス機能を使用するために、Cisco Unity サーバまたは Cisco Unity Connection     
サーバを設定します。該当する『Cisco Unified Communications Manager Integration Guide for Cisco       
Unity』または『Cisco Unified Communications Manager Integration Guide for Cisco Unity Connection』         
を参照してください。

 • Cisco Unity Cisco Unified Communications Manager Integrated Voice Mailbox Configuration が          
Cisco Unity サーバまたは Cisco Unity Connection サーバで使用可能になっていることを確認しま      
す。

 • Cisco Unified Communications Manager の管理ページで追加しようとするボイスメール ユーザに     
対する、適切なテンプレートとサービス クラス（COS）を定義したことを確認します。Connection 
ユーザの場合は、該当する『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更ガイド』を参照   
してください。Unity ユーザの場合は、『Cisco Unity システム アドミニストレーション ガイド』     
を参照してください。 

 • ［Cisco Unity ユーザの作成］リンクを表示するには、デバイスおよびプライマリ内線番号をエ  
ンド ユーザに関連付けておきます。リンクは、［関連リンク］メニューに表示されます。

（注） ［電話番号の設定（Directory Number Configuration）］ウィンドウにも［Cisco Unity ユーザの作成］リ    
ンクがあります。

手順

ステップ 1 エンド ユーザを検索します（P.106-2 の「エンド ユーザの検索」を参照）。 

ステップ 2 プライマリ内線番号が、このユーザに関連付けられていることを確認します。

（注） プライマリ内線を定義したことを確認してください。定義していないと、［関連リンク］ド

ロップダウン リスト ボックスに［Cisco Unityユーザの作成］リンクが表示されません。
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ステップ 3 ウィンドウの右上隅にある［関連リンク］ドロップダウン リスト ボックスから、［Cisco Unityユー   
ザの作成］リンクを選択し、［移動］をクリックします。

［Cisco Unityユーザの追加（Add Cisco Unity User）］ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 4 ［アプリケーションサーバ（Application Server）］ドロップダウン リスト ボックスから、Cisco Unity    
ユーザまたは Cisco Unity Connection ユーザを作成する Cisco Unity サーバまたは Cisco Unity         
Connection サーバを選択し、［次へ］をクリックします。

ステップ 5 ［ユーザテンプレート（Subscriber Template）］ドロップダウン リスト ボックスから、使用する登録   
者テンプレートを選択します。

ステップ 6 ［保存］をクリックします。

Cisco Unity メールボックスが作成されます。［エンドユーザの設定（End User Configuration）］ウィ    
ンドウで、［関連リンク］内のリンクが［Cisco Unityユーザの編集］に変わります。これで、Cisco Unity  
の管理または Cisco Unity Connection の管理で作成したユーザが表示されるようになります。

（注） Cisco Unity ユーザまたは Cisco Unity Connection ユーザが Cisco Unified Communications Manager エン           
ド ユーザと統合された場合、Cisco Unity システム管理または Cisco Unity Connection の管理では［エ       
イリアス］（Cisco Unified Communications Manager の管理ページの［ユーザ ID（User ID）］）、［名］、      
［姓］、［内線］（Cisco Unified Communications Manager の管理ページの［プライマリ内線（Primary    
Extension）］）の各フィールドを編集できません。これらのフィールドは、Cisco Unified 
Communications Manager の管理ページでのみ更新できます。

（注） Cisco Unity および Cisco Unity Connection は、Cisco Unified Communications Manager からのデータの          
同期を監視します。Cisco Unity システム管理または Cisco Unity Connection の管理の［ツール］メ      
ニューで、同期時間を設定できます。詳細については、Cisco Unity Connection の場合は、該当する   
『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更ガイド』を参照してください。Cisco Unity の場     
合は、『Cisco Unity System アドミニストレーション ガイド』を参照してください。

追加情報

P.106-27 の「関連項目」を参照してください。
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エンド ユーザの設定値
表 106-1 では、エンド ユーザの設定値について説明します。関連する手順については、P.106-27 の   
「関連項目」を参照してください。

表 106-1 エンド ユーザの設定値 

フィールド 説明

［ユーザ情報（User Information）］

［LDAP 同期状態（LDAP Sync 
Status）］

このフィールドには、［システム］ >［LDAP］ >［LDAPシステ  
ム］メニュー オプションで設定した、LDAP 同期の状況が表示  
されます。

［ユーザ ID］ エンド ユーザの固有の識別名を入力します。 

LDAP サーバとの同期が使用可能でない場合に限り、ユーザ ID  
を変更できます。同期が使用可能である場合、ユーザ ID を表示  
できますが、変更することはできません。

同期が使用不可の場合、Cisco Unified Communications Manager 5.0    
以降のリリースでは、作成後にユーザ ID を変更できます。

［パスワード（Password、半角英
数字のみ）］/［クレデンシャル
の編集］

このフィールドは、LDAP 認証が使用可能な場合、表示されま 
せん。

エンド ユーザ パスワードとなる英数字または特殊文字を入力  
します。割り当てられたクレデンシャル ポリシーで指定されて 
いる、最小文字数（1 ～ 127 文字）以上を入力する必要があり   
ます。

［クレデンシャルの編集］ボタンは、このユーザをデータベース

に追加した後で表示されます。このユーザのクレデンシャルを

管理するには、［クレデンシャルの編集］ボタンをクリックしま

す。P.106-16 の「エンド ユーザのクレデンシャルの管理」を参  
照してください。

［パスワードの確認（Confirm
Password、半角英数字のみ）］

このフィールドは、LDAP 認証が使用可能な場合、表示されま 
せん。

エンド ユーザのパスワードをもう一度入力します。

［PIN（PIN、半角数字のみ）］/
［クレデンシャルの編集］

エンド ユーザの PIN となる英数字を入力します。割り当てられ   
たクレデンシャル ポリシーで指定されている、最小文字数（1 
～ 127 文字）以上を入力する必要があります。

［クレデンシャルの編集］ボタンは、このユーザをデータベース

に追加した後で表示されます。このユーザのクレデンシャルを

管理するには、［クレデンシャルの編集］ボタンをクリックしま

す。P.106-16 の「エンド ユーザのクレデンシャルの管理」を参  
照してください。

［PIN の確認（Confirm PIN、半角  
数字のみ）］

PIN をもう一度入力します。

［姓］ エンド ユーザの姓を入力します。

［ミドルネーム（Middle name）］ エンド ユーザのミドル ネームを入力します。

［名］ エンド ユーザの名を入力します。

［電話番号（Telephone Number）］エンド ユーザの電話番号を入力します。特殊文字（（、）、およ 
び -）を使用できます。
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［メール ID（Mail ID）］ エンド ユーザの電子メール アドレスを入力します。

［マネージャのユーザ ID
（Manager User ID）］

エンド ユーザ マネージャ ID のユーザ ID を入力します。入力す      
るマネージャ ユーザ ID は、ディレクトリ内にエンド ユーザと    
して指定済みでなければなりません。

［部署名］ エンド ユーザの所属部門の情報（たとえば、所属部門の番号や 
名称など）を入力します。

［ユーザロケール（User Locale）］ドロップダウン リスト ボックスから、そのエンド ユーザに関   
連したロケールを選択します。そのユーザ ロケールは、言語と 
フォントを含んだ、エンド ユーザをサポートする一連の詳細情 
報を識別します。 

Cisco Unified Communications Manager は、このロケールをエクス    
テンション モビリティおよび Cisco Unified IP Phone ユーザ オプ       
ションに使用します。Cisco Extension Mobility ログインでは、こ   
こに指定されているロケールが、デバイスおよびデバイス プロ 
ファイルの設定よりも優先されます。Cisco Extension Mobility ロ   
グオフでは、Cisco Unified Communications Manager は、デフォル    
ト デバイス プロファイルに指定されたエンド ユーザ ロケール    
を使用します。

（注） エンド ユーザ ロケールを選択しない場合は、Cisco  
CallManager サービス パラメータでデフォルト ユーザ   
ロケールとして指定されているロケールが適用されま
す。

［割り当てられた PC（Associated
PC）］

この必須フィールドは、Cisco IP Softphone および Cisco Unified     
Communications Manager Attendant Console のユーザに適用され    
ます。

［ダイジェスト信用証明書

（Digest Credentials）］
一連の英数字を入力します。 

ダイジェスト認証中に Cisco Unified Communications Manager は、     
ここで指定したダイジェスト信用証明書を使用して、電話機が

提供するクレデンシャルを検証します。［電話の設定（Phone
Configuration）］ウィンドウでダイジェスト ユーザを選択する 
と、このフィールドに入力するダイジェスト信用証明書が電話

機に関連付けられます。

（注） ダイジェスト認証の詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager セキュリティ ガイド』を参照   
してください。

［ダイジェスト信用証明書の確

認（Confirm Digest Credentials）］
ダイジェスト信用証明書を正しく入力したことを確認するため

に、このフィールドにそのクレデンシャルを再入力します。

表 106-1 エンド ユーザの設定値（続き）

フィールド 説明
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［デバイスの割り当て（Device Associations）］

［制御するデバイス（Controlled
Devices）］

デバイスが関連付けられた後に、このフィールドには、エンド

ユーザが制御する説明情報（たとえば、MAC アドレスなど）が 
表示されます。

このフィールドは、データベース内にユーザを作成した後で表

示されます。デバイスをこのエンド ユーザに関連付けるには、 
右側にある［デバイスの割り当て］ボタンをクリックします。

詳細な手順については、P.106-21 の「エンド ユーザとデバイス  
との関連付け」を参照してください。

［エクステンションモビリティ（Extension Mobility）］

［使用可能なプロファイル

（Available Profiles）］
このリスト ボックスには、このエンド ユーザとの関連付けに使  
用できるエクステンション モビリティ プロファイルが表示さ  
れます。 

エクステンション モビリティ プロファイルを検索するには、  
［検索］をクリックします。表示される［デバイスプロファイル

の検索と一覧表示（Find and List Device Profiles）］ウィンドウを    
使用して、必要なエクステンション モビリティ プロファイルを  
検索します。

エクステンション モビリティ プロファイルをこのエンド ユー   
ザに関連付けるには、プロファイルを選択し、このリスト ボッ 
クスの下にある下矢印をクリックします。

［制御するプロファイル

（Controlled Profiles）］
Cisco Extension Mobility に設定されたエンド ユーザに関連付け   
られた、制御されるデバイス プロファイルのリストが、この 
フィールドに表示されます。

［デフォルトのプロファイル

（Default Profile）］
ドロップダウン リスト ボックスから、このエンド ユーザのデ   
フォルトのエクステンション モビリティ プロファイルを選択  
します。

［プレゼンスグループ（Presence
Group）］

このフィールドには、プレゼンス機能を設定します。

ドロップダウン リスト ボックスから、エンド ユーザ用のプレ   
ゼンス グループを選択します。選択したグループによって、エ 
ンド ユーザが監視できる対象が指定されます。

［プレゼンスグループ（Presence Group）］のデフォルト値は、イ 
ンストール時に設定された［Standard Presence group］です。Cisco  
Unified Communications Manager の管理ページで設定されたプレ   
ゼンス グループもドロップダウン リスト ボックスに表示され   
ます。

プレゼンス認可は、プレゼンス グループと連携して、グループ
間のプレゼンス要求を許可またはブロックします。グループ間

の権限の設定、およびプレゼンスをエクステンション モビリ
ティと連携させる方法については、『Cisco Unified 
Communications Manager 機能およびサービス ガイド』の「プレ
ゼンス」の章を参照してください。

表 106-1 エンド ユーザの設定値（続き）

フィールド 説明
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［SUBSCRIBEコーリングサーチ
スペース（SUBSCRIBE Calling 
Search Space）］

プレゼンス機能でサポートされている SUBSCRIBE コーリング  
サーチ スペースによって、Cisco Unified Communications Manager    
がエンド ユーザからのプレゼンス要求をルーティングする方法 
が決まります。この設定により、エンド ユーザのプレゼンス 
（SUBSCRIBE）要求に対して、コール処理サーチ スペースとは 
別のコーリング サーチ スペースを適用できます。

ドロップダウン リスト ボックスから、エンド ユーザのプレゼ   
ンス要求に使用する SUBSCRIBE コーリング サーチ スペースを    
選択します。Cisco Unified Communications Manager の管理で設定    
したすべてのコーリング サーチ スペースが、［SUBSCRIBEコー  
リングサーチスペース（SUBSCRIBE Calling Search Space）］ド   
ロップダウン リスト ボックスに表示されます。

ドロップダウン リストからエンドユーザ用の別のコーリング 
サーチ スペースを選択しない場合、SUBSCRIBE コーリング  
サーチ スペースは、デフォルトで［なし］に設定されます。

この用途専用の SUBSCRIBE コーリング サーチ スペースを設定    
するには、すべてのコーリング サーチ スペースと同じように  
コーリング サーチ スペースを設定します。コーリング サーチ   
スペースの設定方法については、P.46-1 の「コーリング サーチ  
スペースの設定」を参照してください。

［CTI からデバイスを制御可能
（Allow Control of Device from    

CTI）］

［CTI からデバイスを制御可能（Allow Control of Device from    
CTI）］：このチェックボックスをオンにすると、ユーザがデバイ
スにログインしたときに AllowCTIControlFlag デバイス プロパ   
ティがアクティブになり、それによって CTI アプリケーション  
からのデバイスの制御が可能になります。ユーザがデバイスに

ログインするまで、この設定値は無効です。 

（注） ［エンドユーザの設定（End User Configuration）］の［CTI  
からデバイスを制御可能（Allow Control of Device from    
CTI）］の設定値は、ユーザがログインするデバイスの
AllowCTIControlFlag デバイス プロパティを上書きしま  
す。

［電話番号の割り当て（Directory Number Associations）］

［プライマリ内線（Primary 
Extension）］

このフィールドは、エンド ユーザのプライマリ電話番号を表し 
ます。エンド ユーザは、電話機に複数の回線を設定できます。

デバイスをエンド ユーザに関連付けると、関連付けられたデバ 
イスに設定されている電話番号が、［プライマリ内線（Primary
Extension）］ドロップダウン リスト ボックスで使用可能になり  
ます。ドロップダウン リスト ボックスから、このエンド ユー   
ザのプライマリ内線を選択します。

システムが Cisco Unity または Cisco Unity Connection に統合され       
ている場合、［関連リンク］メニューに［Cisco Unity ユーザの作  
成］リンクが表示されます。

表 106-1 エンド ユーザの設定値（続き）

フィールド 説明
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［IPCC内線（IPCC Extension）］ ドロップダウン リスト ボックスから、このエンド ユーザの   
IPCC 内線を選択します。

（注） このフィールドは、IPCC Express Installed エンタープラ   
イズ パラメータが［True］に設定されている場合にだけ 
表示されます。

［モビリティ情報（Mobility Information）］

［モビリティの有効化（Enable
Mobility）］

モバイル コネクトをアクティブ化するには、このチェックボッ 
クスをオンにします。モバイル コネクトを使用すると、ユーザ 
が 1 つの電話番号を使用してコールを管理したり、デスクトッ  
プ電話機および携帯電話で進行中のコールをピックアップでき

るようになります。

このチェックボックスをオンにすると、2 つのデバイス ライセ  
ンス ユニットが消費されます（『Cisco Unified Communications   
Manager システム ガイド』の「ライセンシング」を参照）。

［モバイルボイスアクセスの有

効化（Enable Mobile Voice 
Access）］

モバイル ボイス アクセスの Integrated Voice Response（IVR; 自      
動音声応答）システムにユーザがアクセスし、モバイル コネク 
ト コールを発信したり、モバイル コネクト機能をアクティブ化  
または非アクティブ化したりできるようにするには、この

チェックボックスをオンにします。

［デスクピックアップの最大待

機時間（Maximum Wait Time for 
Desk Pickup）］

携帯電話からデスクトップ電話機に転送されたコールを、ユー

ザがピックアップできる最大時間をミリ秒単位で入力します。

［リモート接続先の制限（Remote
Destination Limit）］

ユーザが、デスクトップ電話機からコールを転送できる電話機

の最大数を入力します。

［リモート接続先プロファイル

（Remote Destination Profiles）］
このフィールドは読み取り専用で、このユーザ用に作成された

リモート接続先プロファイルのリストが表示されます。

［アクセスリスト（Access Lists）］このフィールドは読み取り専用で、このユーザ用に作成された
アクセス リストが表示されます。

［CAPF情報（CAPF Information）］

［割り当てられている CAPFプ
ロファイル（Associated CAPF 
Profiles）］

このペインには、このユーザ用に設定した CAPF プロファイル  
のインスタンス ID が表示されます。プロファイルを表示または  
更新するには、インスタンス ID をダブルクリックするか、イン  
スタンス ID をクリックして選択してから［詳細の表示］をク  
リックします。［エンドユーザ CAPF プロファイルの設定（End
User CAPF Profile Configuration）］ウィンドウが表示され、現在   
の設定が表示されます。

エンド ユーザ CAPF プロファイルの設定方法については、   
『Cisco Unified Communications Manager セキュリティ ガイド』を     
参照してください。

表 106-1 エンド ユーザの設定値（続き）

フィールド 説明
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［権限情報（Permissions Information）］

［グループ（Groups）］ このリスト ボックスは、エンド ユーザ レコードが保存された   
後で表示されます。このリスト ボックスには、エンド ユーザが  
属するグループが表示されます。

ユーザを 1 つ以上のグループに追加するには、［ユーザグループ  
に追加］ボタンをクリックします。［ユーザグループの検索と一

覧表示（Find and List User Groups）］ウィンドウが別ウィンドウ    
で表示されます。ユーザを追加するグループを見つけて、その

グループの横にあるチェックボックスをオンにします。次に、

ウィンドウの下部にある［選択項目の追加］をクリックします。

［ユーザグループの検索と一覧表示（Find and List User Groups）］    
ウィンドウが閉じ、［エンドユーザの設定（End User  
Configuration）］ウィンドウが表示され、選択したグループが［グ
ループ（Groups）］リスト ボックスに表示されます。

グループからユーザを削除するには、［グループ（Groups）］リ
スト ボックスでグループを選択し、［ユーザグループから削除］ 
ボタンをクリックします。

グループを表示または更新するには、グループ名をダブルク

リックするか、グループ名をクリックして選択してから［詳細

の表示］をクリックします。［ユーザグループの設定（User Group 
Configuration）］ウィンドウが表示され、現在の設定が表示され
ます。

ユーザ グループの検索および設定の詳細については、P.108-1 の  
「ユーザ グループの設定」を参照してください。

［権限（Roles）］ このリスト ボックスは、エンド ユーザが追加され、［グループ  
（Groups）］リスト ボックスにデータが入力され、ユーザ レコー  
ドが保存された後で表示されます。このリスト ボックスには、 
エンド ユーザに割り当てられている権限が表示されます。

権限を表示または更新するには、権限名をダブルクリックする

か、権限名をクリックして選択してから［詳細の表示］をクリッ

クします。［権限の設定（Role Configuration）］ウィンドウが表 
示され、現在の設定が表示されます。

権限を設定する方法の詳細については、P.107-1 の「権限の設定」 
を参照してください。

表 106-1 エンド ユーザの設定値（続き）

フィールド 説明
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エンド ユーザのパスワードの変更
Cisco Unified Communications Manager の管理ページでエンド ユーザのパスワードを変更する手順     
は、次のとおりです。

（注） LDAP 認証が使用可能な場合、エンド ユーザのパスワードは変更できません。

手順

ステップ 1 P.106-2 の「エンド ユーザの検索」の手順を使用して、エンド ユーザの設定を検索します。

［エンドユーザの設定（End User Configuration）］ウィンドウに、設定情報が表示されます。

ステップ 2 ［パスワード（Password、半角英数字のみ）］フィールドで、暗号化されている既存のパスワードを
ダブルクリックし、新しいパスワードを入力します。割り当てられたクレデンシャル ポリシーで指 
定されている、最小文字数（1 ～ 127 文字）以上を入力する必要があります。

ステップ 3 ［パスワードの確認（Confirm Password、半角英数字のみ）］フィールドで、暗号化されている既存 
のパスワードをダブルクリックし、新しいパスワードをもう一度入力します。

ステップ 4 ［保存］をクリックします。

追加情報

P.106-27 の「関連項目」を参照してください。
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エンド ユーザの PIN の変更
エンド ユーザの Personal Identification Number（PIN; 個人識別番号）を変更する手順は、次のとおり     
です。

手順

ステップ 1 P.106-2 の「エンド ユーザの検索」の手順を使用して、エンド ユーザの設定を検索します。

［エンドユーザの設定（End User Configuration）］ウィンドウに、設定情報が表示されます。

ステップ 2 ［PIN（PIN、半角数字のみ）］フィールドで、暗号化されている既存の PIN をダブルクリックし、新  
しい PIN を入力します。割り当てられたクレデンシャル ポリシーで指定されている、最小文字数   
（1 ～ 127 文字）以上を入力する必要があります。

ステップ 3 ［PIN の確認（Confirm PIN、半角数字のみ）］フィールドで、暗号化されている既存の PIN をダブル    
クリックし、新しい PIN をもう一度入力します。

ステップ 4 ［保存］をクリックします。

追加情報

P.106-27 の「関連項目」を参照してください。
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エンド ユーザのクレデンシャルの管理
エンド ユーザのクレデンシャル（関連付けられた認証ルール、関連付けられたクレデンシャル ポ  
リシー、パスワードの最終変更時間など）を変更または表示する手順は、次のとおりです。ユーザ

のクレデンシャルを編集できるのは、ユーザがデータベースに存在している場合のみです。 

［クレデンシャル設定（Credential Configuration for）:］ウィンドウで、割り当てられたクレデンシャ  
ル ポリシーと衝突する設定を保存することができません。たとえば、ポリシーで［期限切れなし 
（Never Expires）］チェックボックスがオンの場合、［クレデンシャル設定（Credential Configuration  

for）:］ウィンドウで［無期限にする（Does Not Expire）］チェックボックスをオフにして保存する  
ことはできません。ただし、［期限切れなし（Never Expires）］ポリシー設定がオンでない場合、ユー 
ザに別のクレデンシャル期限を設定することはできます（［無期限にする（Does Not Expire）］を含  
む）。この場合、ユーザ設定がポリシー設定よりも優先されます。

［クレデンシャル設定（Credential Configuration for）:］ウィンドウの他の設定と衝突するような［ク  
レデンシャル設定（Credential Configuration for）:］ウィンドウの設定変更はできません。たとえば、  
［ユーザは変更不可（User Cannot Change）］チェックボックスがオンの場合は、［ユーザは次回ログ  
イン時に変更する必要あり（User Must Change at Next Login）］チェックボックスをオンにできませ     
ん。 

［クレデンシャル設定（Credential Configuration for）:］には、イベントのおよその回数が表示されま  
す。このフォームは、次に認証クエリーまたはイベントが発生したときに更新されます。

始める前に

データベースにエンド ユーザを作成します。P.106-4 の「エンド ユーザの設定」を参照してください。

手順

ステップ 1 P.106-2 の「エンド ユーザの検索」の手順を使用して、エンド ユーザの設定を検索します。

［エンドユーザの設定（End User Configuration）］ウィンドウに、設定情報が表示されます。

ステップ 2 パスワード情報を変更または表示するには、［パスワード（Password、半角英数字のみ）］フィール
ドの横にある［クレデンシャルの編集］ ボタンをクリックします。PIN 情報を変更または表示する  
には、［PIN（PIN、半角数字のみ）］フィールドの横にある［クレデンシャルの編集］ボタンをク
リックします。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 106-2 を参照）。

ステップ 4 設定値を変更した場合は、［保存］をクリックします。

追加情報

P.106-27 の「関連項目」を参照してください。
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クレデンシャルの設定値とフィールド
表 106-2 では、エンド ユーザおよびアプリケーション ユーザのクレデンシャルの設定値について説   
明します。これらの設定値は、アプリケーション ユーザまたはエンド ユーザのダイジェスト信用  
証明書には適用されません。関連する手順については、P.106-27 の「関連項目」を参照してください。

表 106-2 アプリケーション ユーザおよびエンド ユーザのクレデンシャルの設定値とフィールド 

フィールド 説明

［管理者によるロック（Locked by 
Administrator）］

このアカウントをロックし、ユーザがアクセスできない

ようにするには、このチェックボックスをオンにします。

アカウントのロックを解除し、ユーザがアクセスできる

ようにするには、このチェックボックスをオフにします。

［ユーザは変更不可（User Cannot 
Change）］

ユーザがこのクレデンシャルを変更できないようにする

には、このチェックボックスをオンにします。このオプ

ションは、グループ アカウントに対して使用します。

［ユーザは次回ログイン時に変更する必要あり（User Must 
Change at Next Login）］チェックボックスがオンになって   
いる場合は、このチェックボックスをオンにできません。

［ユーザは次回ログイン時に変更する

必要あり（User Must Change at Next    
Login）］

次回のログイン時に、このクレデンシャルの変更をユー

ザに要求するには、このチェックボックスをオンにしま

す。このオプションは、一時的なクレデンシャルを割り

当てた後で使用します。

［ユーザは変更不可（User Cannot Change）］チェックボッ  
クスがオンになっている場合は、このチェックボックス

をオンにできません。

［無期限にする（Does Not Expire）］ このクレデンシャルの変更をユーザに要求しないように

するには、このチェックボックスをオンにします。この

オプションは、セキュリティの低いユーザまたはグルー

プ アカウントに使用できます。

このチェックボックスをオンにしても、ユーザはいつで

もこのクレデンシャルを変更できます。このチェック

ボックスがオフの場合、関連付けられているクレデン

シャル ポリシーの有効期限の設定が適用されます。

ポリシー設定で［期限切れなし（Never Expires）］が指定 
されている場合は、このチェックボックスをオフにでき

ません。
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［ハック数のリセット（Reset Hack 
Count）］

このユーザのハック数をリセットして、［失敗したログイ

ン試行によりロックされた時間（Time Locked Due to   
Failed Logon Attempts）］フィールドをクリアするには、こ  
のチェックボックスをオンにします。カウンタをリセッ

トすると、ユーザは、またログインを試行できるように

なります。

ハック数は、クレデンシャルが不正なために認証に失敗

すると増えます。

ポリシーで［無制限のログイン失敗（No Limit for Failed   
Logons）］が指定されている場合、ハック数は常に 0 にな  
ります。

［認証ルール（Authentication Rule）］ このユーザのクレデンシャルに適用するクレデンシャル

ポリシーを選択します。

［最終変更時間（Time Last Changed）］ このフィールドには、このユーザのクレデンシャルが変

更された最新の日時が表示されます。

［失敗したログイン試行（Failed Logon 
Attempts）］

このフィールドには、成功した最終ログイン、管理者に

よるこのユーザ クレデンシャルのハック数のリセット、 
または失敗したログイン試行回数のリセット期間経過の

後、失敗したログイン試行回数が表示されます。

［失敗した最後のログイン試行時間

（Time of Last Failed Logon Attempt）］
このフィールドには、このユーザのクレデンシャルでロ

グイン試行が失敗した最新の日時が表示されます。

［管理者によりロックされた時間（Time
Locked by Administrator）］

このフィールドには、管理者がこのユーザ アカウントを 
ロックした日時が表示されます。

［失敗したログイン試行によりロック

された時間（Time Locked Due to Failed    
Logon Attempts）］

このフィールドには、失敗したログイン試行によって

ユーザ アカウントがロックされた最新の日時が表示され 
ます。失敗したログイン試行によるロックアウトは、関

連付けられたクレデンシャル ポリシーによって定義され 
ます。

表 106-2 アプリケーション ユーザおよびエンド ユーザのクレデンシャルの設定値とフィールド（続き）

フィールド 説明
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エンド ユーザのユーザ関連情報の設定
新しいエンド ユーザを追加した後、そのエンド ユーザに関連する追加情報を設定できます。各エ  
ンド ユーザはこの情報を使用して、電話機の機能、マネージャの設定、アシスタントの設定、Cisco 
Extension Mobility、Cisco Unified Communications Manager Auto-Attendant、および Cisco IP Softphone        
機能を個別に設定することができます。

始める前に

エンド ユーザがデータベース内で設定されていることを確認します。詳細については、P.106-2 の  
「エンド ユーザの検索」を参照してください。

手順

ステップ 1 P.106-2 の「エンド ユーザの検索」の手順を使用して、アプリケーション プロファイルを設定する   
エンド ユーザを見つけます。ユーザ ID をクリックします。

［エンドユーザの設定（End User Configuration）］ウィンドウが表示され、選択したエンド ユーザの   
情報が示されます。

ステップ 2 このエンド ユーザに対して Cisco Unified Communications Manager Assistant のマネージャの設定を行       
うには、［関連リンク］ドロップダウン リスト ボックスから［マネージャの設定］を選択し、［移  
動］をクリックします。

このエンド ユーザの［Cisco Unified CM Assistant- マネージャの設定（Cisco Unified CM      
Assistant-Manager Configuration）］ウィンドウが表示されます。Cisco Unified Communications Manager    
Assistant の設定の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガ      
イド』の「プロキシ回線サポートのある Cisco Unified  Communications Manager Assistant」および      
「シェアドライン サポートのある Cisco Unified  Communications Manager Assistant」の章を参照して       
ください。

このエンド ユーザに対してマネージャの情報を設定した後、このエンド ユーザの［エンドユーザ  
の設定（End User Configuration）］ウィンドウに戻ることができます。［Cisco Unified CM Assistant-マ     
ネージャの設定（Cisco Unified CM Assistant-Manager Configuration）］ウィンドウの［関連リンク］ド    
ロップダウン リスト ボックスから［ユーザの設定に戻る］を選択し、［移動］をクリックします。

ステップ 3 このエンド ユーザに対して Cisco Unified Communications Manager Assistant のアシスタントの設定を       
行うには、［関連リンク］ドロップダウン リスト ボックスから［アシスタントの設定］を選択し、  
［移動］をクリックします。

このエンド ユーザの［Cisco Unified CM Assistant- アシスタントの設定（Cisco Unified CM      
Assistant-Assistant Configuration）］ウィンドウが表示されます。Cisco Unified Communications Manager    
Assistant の設定の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガ      
イド』の「プロキシ回線サポートのある Cisco Unified  Communications Manager Assistant」および      
「シェアドライ サポートのある Cisco Unified  Communications Manager Assistant」の章を参照してく       
ださい。

このエンド ユーザに対してアシスタントの情報を設定した後、このエンド ユーザの［エンドユー  
ザの設定（End User Configuration）］ウィンドウに戻ることができます。［アシスタントの設定］ウィ  
ンドウの［関連リンク］ドロップダウン リスト ボックスから［ユーザの設定に戻る］を選択し、  
［移動］をクリックします。
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ステップ 4 このエンド ユーザのユーザ特権レポートを表示するには、［関連リンク］ドロップダウン リスト  
ボックスから［ユーザ特権レポート］を選択し、［移動］をクリックします。

このエンド ユーザの［ユーザ特権（User Privilege）］ウィンドウが表示されます。ユーザ特権レポー  
トの詳細については、P.108-11 の「ユーザの権限、ユーザ グループ、およびアクセス権の表示」を  
参照してください。

このエンド ユーザのユーザ特権レポートを表示した後、このエンド ユーザの［エンドユーザの設  
定（End User Configuration）］ウィンドウに戻ることができます。［ユーザ特権（User Privilege）］ウィ   
ンドウの［関連リンク］ドロップダウン リスト ボックスから［ユーザの設定に戻る］を選択し、  
［移動］をクリックします。

追加情報

P.106-27 の「関連項目」を参照してください。
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エンド ユーザとデバイスとの関連付け
エンド ユーザにデバイスを関連付け、エンド ユーザがそのデバイスのコントロール権を持つよう  
にすることができます。電話機などの一部のデバイスは、エンド ユーザが制御できます。CTI ポー  
トなどのその他のデバイスは、ユーザとして指定されるアプリケーションによって制御できます。

エンド ユーザが電話機のコントロール権を持つ場合、その電話機の特定の設定値（たとえば、短縮 
ダイヤルや自動転送）を制御できます。

（注） デバイスが CTI 制御可能でない場合（H.323 デバイスなど）は、使用可能なデバイスのリストで、   
デバイス アイコンの横にアスタリスク（*）が表示されます。すべてのデバイスの関連付け動作は、 
機能が設定されているデバイス タイプに関係なく同一になっています。

始める前に

エンド ユーザにデバイスを関連付けるには、そのユーザの［エンドユーザの設定（End User  
Configuration）］ウィンドウにアクセスする必要があります。既存のエンド ユーザを見つける方法に 
ついては、P.106-2 の「エンド ユーザの検索」を参照してください。［エンドユーザの設定（End User   
Configuration）］ウィンドウが表示された後で、デバイスを割り当てる手順は、次のとおりです。

新しいエンド ユーザの追加を終了する前に、その新しいエンド ユーザにデバイスを関連付けよう  
としないでください。必ず［エンドユーザの設定（End User Configuration）］ウィンドウで［保存］  
をクリックしてから、新しいエンド ユーザにデバイスとの関連付けを追加してください。

手順

ステップ 1 ［デバイスの割り当て（Device Associations）］ペインで、［デバイスの割り当て］をクリックします。

［ユーザデバイス割り当て（User Device Association）］ウィンドウが表示されます。

デバイスの検索

ネットワーク内にはいくつかのデバイスが存在することがあるので、Cisco Unified Communications  
Manager では、固有の条件を指定して、特定のデバイスを見つけることができます。デバイスを見 
つける手順は、次のとおりです。

（注） Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、ブラウザ セッションでの作業中     
は、検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこのメニュー項目に戻っ

てくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じたりしない限り、検索設定は保

持されます。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。 

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。 

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。
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（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。 

すべてのレコード、または一致したレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダ

ウン リスト ボックスから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

デバイスの関連付け

ステップ 4 ［デバイスの割り当て］ペインで、デバイス名の左側にあるボックスをオンにして、このエンド ユー 
ザに関連付けるデバイスを選択します。

ウィンドウの下部にあるボタンを使用して、エンド ユーザに関連付けるデバイスを選択および選択 
解除できます。

（注） これらのボタンが機能するのは、前述のステップによるデバイス検索の結果として見つ

かったデバイスを選択および選択解除する場合だけです。

ヒント このエンド ユーザにすでに関連付けられているデバイスを表示するには、［ユーザに関連 
付けられているデバイスを表示］チェックボックスをオンにします。

ボタンとその機能について次に説明します。

 • ［すべてを選択］：このボタンをクリックすると、このページに表示されているすべてのデバイ
スが選択されます。 

 • ［すべてをクリア］：このボタンをクリックすると、このページに表示されているすべてのデバ
イスの横にあるチェックボックスがオフになります。

 • ［検索のすべてを選択］：このボタンをクリックすると、ウィンドウの［検索オプション（Search
Options）］部分に指定した検索条件と一致するすべてのデバイスが選択されます。このボタン
によって、あらためて検索が行われ、一致するすべてのデバイスが選択されます。

 • ［検索のすべてをクリア］：このボタンをクリックすると、ウィンドウの［検索オプション（Search
Options）］部分に指定した検索条件と一致するすべてのデバイスが選択解除されます。このボ
タンによって、あらためて検索が行われ、一致するすべてのデバイスが選択解除されます。

 • ［選択 /変更の保存］：このボタンをクリックすると、選択したデバイスがこのエンド ユーザに 
関連付けられます。

 • ［割り当てられているすべてのデバイスを削除］：このボタンをクリックすると、すでにこのエ
ンド ユーザに関連付けられているすべてのデバイスの関連付けが解除されます。このボタンを 
クリックした後、このエンド ユーザからすべてのデバイスとの関連付けを削除することの確認 
を求めるポップアップ ウィンドウが表示されます。［OK］をクリックして、確認します。

ステップ 5 エンド ユーザに割り当てるデバイスごとに、前述のステップを繰り返します。

ステップ 6 関連付けを完了するには、［選択 /変更の保存］をクリックします。
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ステップ 7 ウィンドウの右上隅にある［関連リンク］ドロップダウン リスト ボックスから［ユーザの設定に  
戻る］を選択し、［移動］をクリックします。

［エンドユーザの設定（End User Configuration）］ウィンドウが表示され、選択して関連付けたデバ  
イスが［制御するデバイス（Controlled Devices）］ペインに表示されます。

追加情報

P.106-27 の「関連項目」を参照してください。
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Cisco Extension Mobility プロファイルの関連付け
Cisco Extension Mobility を使用すると、エンド ユーザの電話機として一時的に表示されるように、   
Cisco Unified IP Phone を設定できます。エンド ユーザが電話機にログインすると、そのエンド ユー      
ザのエクステンション モビリティ プロファイル（回線と短縮ダイヤル番号を含む）が、その電話  
機上に置かれます。この機能は、エンド ユーザに IP Phone が恒常的に割り当てられていない環境    
で主に使用されます。

エクステンション モビリティ プロファイルをエンド ユーザに関連付けるには、そのエンド ユーザ    
の［エンドユーザの設定（End User Configuration）］ウィンドウにアクセスする必要があります。既  
存のエンド ユーザの情報にアクセスする方法については、P.106-2 の「エンド ユーザの検索」を参   
照してください。エンド ユーザに対して Cisco Extension Mobilityを設定し関連付ける方法について    
は、『Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド』の「Cisco エクステンショ      
ン モビリティ」を参照してください。
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エンド ユーザの削除
Cisco Unified Communications Manager の管理ページでエンド ユーザを削除する手順は、次のとおり     
です。

始める前に

エンド ユーザを削除する前に、そのエンド ユーザに関連付けられているデバイスまたはプロファ  
イルを削除する必要があるかどうかを判断します。

［エンドユーザの設定（End User Configuration）］ウィンドウの［デバイスの割り当て（Device  
Associations）］、［エクステンションモビリティ（Extension Mobility）］、［電話番号の割り当て（Directory 
Number Associations）］、［CAPF情報（CAPF Information）］、および［権限情報（Permissions Information）］   
の各エリアから、エンド ユーザに割り当てられているデバイスおよびプロファイルを表示できま 
す。［エンドユーザの設定（End User Configuration）］ウィンドウで、［関連リンク］ドロップダウン  
リスト ボックスから［依存関係レコード］を選択することもできます。依存関係レコードがシステ 
ムで使用可能になっていない場合、［依存関係レコード要約（Dependency Records Summary）］ウィ  
ンドウにメッセージが表示されます。依存関係レコードの詳細については、P.A-4 の「依存関係レ 
コードへのアクセス」を参照してください。 

手順

ステップ 1 ［ユーザ管理］ >［エンドユーザ］の順に選択します。

［ユーザの検索と一覧表示（Find and List Users）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 特定のエンド ユーザを見つけるには、検索条件を入力し、［検索］をクリックします。

検索条件と一致するエンド ユーザのリストが表示されます。

ステップ 3 次のアクションのいずれかを実行します。

 • 削除するエンド ユーザの横にあるチェックボックスをオンにし、［選択項目の削除］をクリッ 
クする。

 • ［すべてを選択］をクリックして［選択項目の削除］をクリックし、ウィンドウ内のすべての
エンド ユーザを削除する。

 • 削除するエンド ユーザのユーザ ID をリストから選択して、現在の設定値を表示し、［削除］を   
クリックする。

確認ダイアログが表示されます。

ステップ 4 ［OK］をクリックします。

次の手順

このユーザが Cisco Unity または Cisco Unity Connection で設定されていた場合、Cisco Unified        
Communications Manager の管理ページでユーザを削除すると、Cisco Unified Communications Manager     
とユーザとの関連付けが破棄されます。孤立したユーザは、Cisco Unity または Cisco Unity Connection     
の管理で削除できます。詳細については、該当する『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、   
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変更ガイド』を参照してください。Cisco Unity の詳細については、該当する『Cisco Unity システム    
アドミニストレーション ガイド』を参照してください。ユーザを削除すると、そのユーザのボイス 
メールボックスにあるすべてのメッセージが削除されます。

追加情報

P.106-27 の「関連項目」を参照してください。
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関連項目
 • エンド ユーザの検索（P.106-2）

 • エンド ユーザの設定（P.106-4）

 • Cisco Unity または Cisco Unity Connection のボイスメールボックスの作成（P.106-6）

 • エンド ユーザの設定値（P.106-8）

 • エンド ユーザのパスワードの変更（P.106-14）

 • エンド ユーザの PIN の変更（P.106-15）

 • エンド ユーザのクレデンシャルの管理（P.106-16）

 • クレデンシャルの設定値とフィールド（P.106-17）

 • エンド ユーザのユーザ関連情報の設定（P.106-19）

 • エンド ユーザとデバイスとの関連付け（P.106-21）

 • Cisco Extension Mobility プロファイルの関連付け（P.106-24）

 • エンド ユーザの削除（P.106-25）

 • アプリケーション ユーザの検索（P.105-2）

 • アプリケーション ユーザの設定（P.105-3）

 • Cisco Unity または Cisco Unity Connection のボイスメールボックスの作成（P.105-5）

 • アプリケーション ユーザの設定値（P.105-7）

 • アプリケーション ユーザのパスワードの変更（P.105-14）

 • アプリケーション ユーザのクレデンシャルの管理（P.105-15）

 • クレデンシャルの設定値とフィールド（P.105-16）

 • アプリケーション ユーザとデバイスとの関連付け（P.105-18）

 • アプリケーション ユーザの削除（P.105-19）

 • LDAP システムの設定（P.14-1）

 • 権限の設定（P.107-1）

 • ユーザ グループの設定（P.108-1）

 • ユーザの権限、ユーザ グループ、およびアクセス権の表示（P.108-11）

 • 電話番号の設定（P.57-1）

 • CTI ルート ポイントの設定（P.79-1）

 • Cisco Unified IP Phone の設定（P.82-1）

 • クレデンシャル ポリシーの設定（P.104-1）

 • クレデンシャル ポリシーのデフォルトの設定（P.103-1）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「クレデンシャル ポリシー」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「アプリケーション ユーザとエン      
ド ユーザの設定チェックリストの管理」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「アプリケーション ユーザとエン      
ド ユーザ」

 • 『Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド』の「Cisco エクステンショ      
ン モビリティ」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「デバイスの関連付け」

 • 『Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド』の「ユーザへのユーザ デ      
バイス プロファイルの関連付け」

 • 『Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド』の「プロキシ回線サポート     
のある Cisco Unified  Communications Manager Assistant」
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 • 『Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド』の「共有回線サポートのあ     
る Cisco Unified  Communications Manager Assistant」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「Cisco Unity メッセージングの統合 」

 • 『Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド』の「プレゼンス」

関連マニュアル

 • Cisco Unified Communications Manager セキュリティ ガイド

 • Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更ガイド 

 • Cisco Unity System アドミニストレーション ガイド
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107
権限の設定

完全な管理特権（アクセス権）を持つ Cisco Unified Communications Manager 管理者は、権限を使用     
して、エンド ユーザおよびアプリケーション ユーザに対してさまざまなレベルの特権を設定でき  
ます。完全な管理特権を持つ管理者が、権限およびユーザ グループを設定します。また、多くの場 
合、フル アクセス権を持つ管理ユーザが、他の管理ユーザおよびエンド ユーザに対して Cisco   
Unified Communications Manager の管理ページおよび他のアプリケーションへの特権を設定します。

アプリケーションごとに、異なるレベルの特権が存在します。Cisco Unified Communications Manager   
の管理アプリケーションの場合、読み取り特権とアップデート特権という 2 つのレベルの特権が存  
在します。これらの特権レベルの違いは次のとおりです。

 • アップデート特権を持つユーザは、そのユーザのユーザ グループにアップデート特権が設定さ 
れた Cisco Unified Communications Manager の管理ページのウィンドウを表示および変更でき     
る。

 • 読み取り特権を持つユーザは、そのユーザのユーザ グループに読み取り特権が設定された権限 
に属する Cisco Unified Communications Manager の管理ページのウィンドウを表示できる。ただ     
し、ウィンドウの読み取り特権を持つユーザは、読み取り特権だけを持つ管理ページのウィン

ドウで変更操作を行うことはできません。読み取り特権を持つユーザに対して、Cisco Unified 
Communications Manager の管理アプリケーションはアップデート用のボタンもアイコンも表示  
しません。

権限は、アプリケーションのリソース グループで構成されます。インストール時に、さまざまな管 
理機能に対してデフォルトの標準権限が作成されます。ただし、アプリケーションのカスタム リ 
ソース グループで構成されるカスタム権限を作成できます。

（注） 標準権限の中には、アプリケーションにもリソースにも関連付けられていないものがあります。こ

れらの権限は、さまざまなアプリケーションのログイン認証を提供します。

権限を設定するには、次のトピックを参照してください。

 • 権限の検索（P.107-2）

 • 権限の設定（P.107-4）

 • 権限の削除（P.107-5）

 • 権限の設定値（P.107-6）

追加情報

P.107-7 の「関連項目」を参照してください。
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権限の検索
ネットワーク内にはいくつかの権限が存在することがあるので、Cisco Unified Communications  
Manager では、固有の条件を指定して、特定の権限を見つけることができます。権限を見つける手 
順は、次のとおりです。

（注） Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、ブラウザ セッションでの作業中は、権限     
の検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこのメニュー項目に戻ってくる場合

でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じたりしない限り、権限の検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 ［ユーザ管理］ >［権限］の順に選択します。

［権限の検索と一覧表示（Find and List Roles）］ウィンドウが表示されます。アクティブな（前回の）   
クエリーのレコードも、ウィンドウに表示されることがあります。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから、検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リスト ボック  
スから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。

（注） 標準権限を削除することはできません。 
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ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。

（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.107-7 の「関連項目」を参照してください。
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権限の設定
権限を Cisco Unified Communications Manager の管理ページに追加する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ［ユーザ管理］ >［権限］の順に選択します。

［権限の検索と一覧表示（Find and List Roles）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 次のいずれかの作業を行います。

 • 既存の権限をコピーする場合は、適切な権限を見つけ（P.107-2 の「権限の検索」を参照）、コ 
ピーする権限の横にある［コピー（Copy）］ボタンをクリックします。表示されるポップアッ
プ ウィンドウで、新しい権限の名前を入力し、［OK］をクリックします。ステップ 4 に進みます。

（注） 権限をコピーすると、その権限に関連付けられている特権もコピーされます。

 • 新しい権限を追加する場合は、［新規追加］ボタンをクリックし、ステップ 3 に進みます。

 • 既存の権限を更新する場合は、適切な権限を見つけ（P.107-2 の「権限の検索」を参照）、ステッ 
プ 4 に進みます。

ステップ 3 新しい権限を追加する場合は、［アプリケーション］ドロップダウン リスト ボックスからアプリ  
ケーションを選択し、［次へ］をクリックします。

ステップ 4 表示される［権限の設定（Role Configuration）］ウィンドウで、適切な設定値を入力します（表 107-1 
を参照）。

ステップ 5 権限を追加するには、［保存］をクリックします。

新しい権限が Cisco Unified Communications Manager データベースに追加されます。

追加情報

P.107-7 の「関連項目」を参照してください。
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権限の削除
Cisco Unified Communications Manager の管理ページで権限を削除する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ［ユーザ管理］ >［権限］の順に選択します。

［権限の検索と一覧表示（Find and List Roles）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 左側の権限リストで、削除する権限の名前をクリックします。

（注） 標準権限を削除することはできません。

選択した権限が表示されます。

ステップ 3 ［削除］をクリックします。

削除の確認を求めるメッセージが表示されます。

ステップ 4 ［OK］をクリックします。

ウィンドウがリフレッシュされ、その権限がデータベースから削除されます。

追加情報

P.107-7 の「関連項目」を参照してください。
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権限の設定値
表 107-1 では、権限の設定値について説明します。関連する手順については、P.107-7 の「関連項  
目」を参照してください。

表 107-1 権限の設定値 

フィールド 説明

［権限情報（Role Information）］

［アプリケーション

（Application）］
ドロップダウン リスト ボックスから、この権限に関連付けるア  
プリケーションを選択します。

［名前（Name）］ 権限の名前を入力します。128 文字までの名前を入力できます。

［説明（Description）］ 権限の説明を入力します。128 文字までの説明を入力できます。

［リソースアクセス情報（Resource Access Information）］

（選択したアプリケーションの

リソース名のリスト）

［リソースアクセス情報（Resource Access Information）］ペイン  
で、この権限に含めるリソースの横にあるチェックボックスを

オンにします。

（注） アプリケーションによっては、各リソースに 1 つの  
チェックボックスしか適用されないものもあります。
Cisco Unified Communications Manager の管理アプリケー    
ションの場合、各リソースに［読み取り］チェックボッ
クスと［更新］チェックボックスが適用されます。

［すべてのアクセスを許可］ この権限に対して、このページに表示されているすべてのリ

ソースの特権を付与するには、このボタンをクリックします。

（注） リソースのリストが複数のページにわたって表示され
ている場合、このボタンは現在のページに表示されてい
るリソースだけに適用されます。他のページに表示され
るリソースのアクセス権を変更する場合は、そのページ
の表示して、そのページのボタンを使用する必要があり
ます。

［すべてのアクセスを拒否］ この権限に対して、このページに表示されているすべてのリ

ソースの特権を削除するには、このボタンをクリックします。

（注） リソースのリストが複数のページにわたって表示され
ている場合、このボタンは現在のページに表示されてい
るリソースだけに適用されます。他のページに表示され
るリソースのアクセス権を変更する場合は、そのページ
の表示して、そのページのボタンを使用する必要があり
ます。
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関連項目
 • 権限の検索（P.107-2）

 • 権限の設定（P.107-4）

 • 権限の削除（P.107-5）

 • 権限の設定値（P.107-6）

 • ユーザ グループの設定（P.108-1）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「権限とユーザ グループ」
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108
ユーザ グループの設定

フル アクセス権を持つユーザは、Cisco Unified Communications Manager の管理ページの［ユーザ管     
理］メニューの［権限］メニュー オプションおよび［ユーザ グループ］メニュー オプションを使   
用することで、Cisco Unified Communications Manager 管理者にさまざまなレベルのアクセス権を設    
定できます。フル アクセス権を持つユーザが、権限、ユーザ グループ、および権限のアクセス特  
権を設定します。また、多くの場合、フル アクセス権を持つユーザが他のユーザに対して Cisco  
Unified Communications Manager の管理ページへのアクセス権を設定します。

ユーザ グループは、アプリケーション ユーザとエンド ユーザで構成されます。ユーザは、複数の   
ユーザ グループに属することができます。ユーザ グループを追加した後に、ユーザをユーザ グルー   
プに追加します。続いて、ユーザ グループに権限を割り当てることもできます。ユーザが複数の 
ユーザ グループに属している場合、そのユーザの有効な特権は、MLA のアクセス権のエンタープ  
ライズ パラメータによって決まります。

ユーザ グループの設定、ユーザ グループへのユーザの割り当て、ユーザの権限、ユーザ グループ、   
およびアクセス権の表示を行うには、次のトピックを参照してください。

 • ユーザ グループの検索（P.108-2）

 • ユーザ グループの設定（P.108-4）

 • ユーザ グループの削除（P.108-5）

 • ユーザ グループへのユーザの追加（P.108-6）

 • ユーザ グループからのユーザの削除（P.108-8）

 • ユーザ グループへの権限の割り当て（P.108-9）

 • ユーザの権限、ユーザ グループ、およびアクセス権の表示（P.108-11）

 • 関連項目（P.108-12）
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ユーザ グループの検索
ネットワーク内にはいくつかのユーザ グループが存在することがあるので、Cisco Unified  
Communications Manager では、固有の条件を指定して、特定のユーザ グループを見つけることがで   
きます。ユーザ グループを見つける手順は、次のとおりです。

（注） Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、ブラウザ セッションでの作業中は、ユー     
ザ グループの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこのメニュー項目に戻っ 
てくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じたりしない限り、ユーザ グループの検 
索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 ［ユーザ管理］ >［ユーザグループ］の順に選択します。

［ユーザグループの検索と一覧表示（Find and List User Groups）］ウィンドウが表示されます。アク    
ティブな（前回の）クエリーのレコードも、ウィンドウに表示されることがあります。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認

し、ステップ 3 に進んでください。

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

 • ドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したす
べての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、［–］ボタンをクリッ
クして最後に追加した条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リスト ボック  
スから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

して［選択項目の削除］をクリックすると、この選択対象として設定可能なすべてのレコー

ドを削除できます。

（注） 標準ユーザ グループを削除することはできません。
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ステップ 4 表示されたレコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。

（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順

序を逆にします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.108-12 の「関連項目」を参照してください。
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ユーザ グループの設定
Cisco Unified Communications Manager の管理ページでユーザ グループを追加、コピー、および更新     
する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ［ユーザ管理］ >［ユーザグループ］の順に選択します。

［ユーザグループの検索と一覧表示（Find and List User Groups）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 次のいずれかの作業を行います。

 • 既存のユーザ グループをコピーする場合は、適切なユーザ グループを見つけ（P.108-2 の「ユー   
ザ グループの検索」を参照）、コピーするユーザ グループの横にある［コピー（Copy）］ボタ  
ンをクリックします。表示されるポップアップ ウィンドウで、新しいユーザ グループの名前  
を入力し、［OK］をクリックします。ステップ 3 に進みます。

 • 新しいユーザ グループを追加する場合は、［新規追加］ボタンをクリックします。新しいユー 
ザ グループの名前を入力し、［OK］をクリックします。ステップ 3 に進みます。

（注） ユーザ グループ名には、最長 50 文字の英数字を指定することができ、スペース、ピリオド   
（.）、ハイフン（-）、および下線文字（_）を任意に組み合せて使用することが可能です。ユー
ザ グループ名は固有の名前にしてください。

 • 既存のユーザ グループを更新する場合は、適切なユーザ グループを見つけます（P.108-2 の   
「ユーザ グループの検索」を参照）。更新するユーザ グループの名前をクリックします。選択  
したユーザ グループが表示されます。該当する設定値を変更します。ステップ 3 に進みます。

（注） 標準ユーザ グループを削除することはできませんが、標準ユーザ グループのユーザ メンバ   
シップの更新は可能です。

ステップ 3 ［保存］をクリックします。

ステップ 4 このユーザ グループにユーザを追加します。P.108-6 の「ユーザ グループへのユーザの追加」を参   
照してください。

ステップ 5 このユーザ グループに権限を割り当てます。P.108-9 の「ユーザ グループへの権限の割り当て」を   
参照してください。

追加情報

P.108-12 の「関連項目」を参照してください。
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ユーザ グループの削除
Cisco Unified Communications Manager の管理ページからユーザ グループを削除する手順は、次のと     
おりです。この手順を実行すると、ユーザ グループが完全に削除されます。ユーザ グループから  
特定のユーザのみを削除するには、P.108-8 の「ユーザ グループからのユーザの削除」を参照して  
ください。

始める前に

ユーザ グループを削除すると、Cisco Unified Communications Manager によってすべてのユーザ グ      
ループ データがデータベースから削除されます。ユーザ グループを使用している権限を検索する  
には、［ユーザグループの設定（User Group Configuration）］ウィンドウの［関連リンク］ドロップ  
ダウン リスト ボックスから［依存関係レコード］を選択し、［移動］をクリックします。依存関係  
レコードがシステムで使用可能でない場合、［依存関係レコード要約（Dependency Records 
Summary）］ウィンドウにメッセージが表示されます。依存関係レコードの詳細については、P.A-4 の 
「依存関係レコードへのアクセス」を参照してください。 

手順

ステップ 1 ［ユーザ管理］ >［ユーザグループ］の順に選択します。

［ユーザグループの検索と一覧表示（Find and List User Groups）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 P.108-2 の「ユーザ グループの検索」の手順を使用して、削除するユーザ グループを見つけます。

ステップ 3 削除するユーザ グループの名前をクリックします。

選択したユーザ グループが表示されます。このユーザ グループのユーザがアルファベット順に一  
覧表示されます。

ステップ 4 グループを完全に削除する場合は、［削除］をクリックします。

ユーザ グループを削除すると取り消せないことを警告するダイアログボックスが表示されます。

ステップ 5 ユーザ グループを削除するには、［OK］をクリックします。削除操作を取り消すには、［キャンセ 
ル］をクリックします。［OK］をクリックすると、Cisco Unified Communications Manager によって    
ユーザ グループがデータベースから削除されます。

追加情報

P.108-12 の「関連項目」を参照してください。
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ユーザ グループへのユーザの追加
Cisco Unified Communications Manager の管理ページのユーザ グループにエンド ユーザおよびアプリ      
ケーション ユーザを追加する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ［ユーザ管理］ >［ユーザグループ］の順に選択します。

［ユーザグループの検索と一覧表示（Find and List User Groups）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ユーザを追加する先のユーザ グループを見つけます。P.108-2 の「ユーザ グループの検索」の手順   
を使用します。

ステップ 3 更新するユーザ グループの名前をクリックします。

選択したユーザ グループが表示されます。［ユーザ］リストに、現在そのユーザ グループに属して  
いるユーザが表示されます。

ステップ 4 エンド ユーザを追加するには、［グループにエンドユーザを追加］をクリックします。アプリケー 
ション ユーザを追加するには、ステップ 8 に進みます。

［ユーザの検索と一覧表示（Find and List Users）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 追加するエンド ユーザを見つけるために［検索対象 : ユーザ、検索条件 :］ドロップダウン リスト   
ボックスを使用して、［検索］をクリックします。

（注） ユーザを検索するには、さまざまな方法があります。ユーザの名、ミドル ネーム、姓、ユー 
ザ ID、または部門を入力できます。それらの値を入力する代わりに、フィールドをブラン 
クのままにすれば、すべてのユーザを表示することができます。

検索条件と一致するエンド ユーザのリストが表示されます。

（注） 検索結果のリストには、すでにそのユーザ グループに属しているエンド ユーザは表示され  
ません。

ステップ 6 検索結果のリストで、このユーザ グループに追加するユーザの横にあるチェックボックスをオンに 
します。検索結果のリストが複数のページになった場合は、下部のリンクを使用すれば次のページ

を表示できます。

ステップ 7 ［選択項目の追加］をクリックします。

［ユーザグループの設定（User Group Configuration）］ウィンドウが再表示されます。このとき、［ユー  
ザ］ペインには、追加したユーザが一覧表示されます。
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（注） ユーザを追加した後、そのユーザの［権限（Permission）］列で i アイコンをクリックする  
と、権限を表示できます。

ステップ 8 アプリケーション ユーザを追加するには、［グループにアプリケーションユーザを追加］をクリッ 
クします。

［アプリケーションユーザの検索と一覧表示（Find and List Application Users）］ウィンドウが表示さ    
れます。

ステップ 9 追加するアプリケーション ユーザを見つけるために［検索対象 : アプリケーションユーザ、検索条  
件 : ユーザ ID］ドロップダウン リスト ボックスを使用して、［検索］をクリックします。

（注） ユーザ ID を入力して、アプリケーション ユーザを検索できます。また、フィールドをブラ   
ンクのままにすれば、すべてのアプリケーション ユーザを表示することができます。

検索条件と一致するアプリケーション ユーザのリストが表示されます。

ステップ 10 検索結果のリストで、このユーザ グループに追加するアプリケーション ユーザの横にあるチェッ  
クボックスをオンにします。検索結果のリストが複数のページになった場合は、下部のリンクを使

用すれば次のページを表示できます。

（注） 検索結果のリストには、すでにそのユーザ グループに属しているアプリケーション ユーザ  
は表示されません。

ステップ 11［選択項目の追加］をクリックします。

［ユーザグループの設定（User Group Configuration）］ウィンドウが再表示されます。このとき、［ユー  
ザ］ペインには、追加したアプリケーション ユーザが一覧表示されます。

（注） アプリケーション ユーザを追加した後、そのユーザの［権限（Permission）］列で i アイコ   
ンをクリックすると、権限を表示できます。

ステップ 12［保存］をクリックして、このユーザ グループへの変更内容を保存します。

追加情報

P.108-12 の「関連項目」を参照してください。
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ユーザ グループからのユーザの削除
Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、ユーザ グループからユーザを削除する手順     
は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ［ユーザ管理］ >［ユーザグループ］の順に選択します。

［ユーザグループの検索と一覧表示（Find and List User Groups）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ユーザを削除するユーザ グループを見つけます。P.108-2 の「ユーザ グループの検索」の手順を使   
用します。

ステップ 3 更新するユーザ グループの名前をクリックします。

選択したユーザ グループが表示されます。［ユーザ］リストに、現在そのユーザ グループに属して  
いるユーザが表示されます。

ステップ 4 このユーザ グループから削除するユーザの名前の横にあるチェックボックスをオンにします。

ステップ 5 ［選択項目の削除］をクリックします。

削除の確認を求めるメッセージが表示されます。

ステップ 6 選択したユーザ グループ メンバーを削除するには、［OK］をクリックします。このウィンドウを  
閉じるには、［キャンセル］をクリックします。

［ユーザグループの設定（User Group Configuration）］ウィンドウが再表示されます。このとき、［ユー  
ザ］ペインには、削除したユーザが表示されません。

追加情報

P.108-12 の「関連項目」を参照してください。
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ユーザ グループへの権限の割り当て
フル アクセス権を持つユーザは、ユーザ グループに権限を割り当てることができます。権限を割  
り当てられたユーザ グループは、その権限に含まれるリソースにアクセスできます。

Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、ユーザ グループに権限を割り当てる手順は、     
次のとおりです。

（注） 管理者は、ユーザ グループに権限を割り当てる場合、Standard Unified CM Admin Users 権限を割り      
当てる必要があります。この権限によって、ユーザが Cisco Unified Communications Manager の管理     
ページにログインできるようになります。

手順

ステップ 1 ［ユーザ管理］ >［ユーザグループ］の順に選択します。

［ユーザグループの検索と一覧表示（Find and List User Groups）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 権限を割り当てるユーザ グループを見つけます。P.108-2 の「ユーザ グループの検索」の手順を使   
用します。

ステップ 3 権限を割り当てるユーザ グループの名前をクリックします。

選択したユーザ グループが表示されます。［ユーザ］リストに、現在そのユーザ グループに属して  
いるユーザが表示されます。

ステップ 4 ［関連リンク］ドロップダウン リスト ボックスから［ユーザグループに権限を割り当て］を選択し、  
［移動］をクリックします。

［ユーザグループの設定（User Group Configuration）］ウィンドウが変更され、［権限の割り当て（Role  
Assignment）］ペインが表示されます。選択したユーザ グループに割り当てられている権限が一覧 
表示されます。次のいずれかのオプションを選択します。

 • ユーザ グループに権限を割り当てる場合は、ステップ 5 に進みます。

 • ユーザ グループから権限を削除する場合は、ステップ 9 に進みます。

ステップ 5 ユーザ グループに追加の権限を割り当てるには、［グループに権限を割り当て］をクリックします。

［権限の検索と一覧表示（Find and List Roles）］ポップアップ ウィンドウが表示されます。

ステップ 6 必要に応じて、［検索対象 : 権限、検索条件 :］を使用して権限のリストを絞り込みます。

ステップ 7 権限名の横にあるチェックボックスをオンにして、このユーザ グループに割り当てる権限を選択し 
ます。このユーザ グループに権限を割り当てずに［権限の検索と一覧表示（Find and List Roles）］    
ポップアップ ウィンドウを閉じるには、［閉じる］をクリックします。
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ステップ 8 ［選択項目の追加］をクリックします。

［権限の検索と一覧表示（Find and List Roles）］ポップアップ ウィンドウが閉じます。選択した権限    
が、このユーザ グループの［権限の割り当て（Role Assignment）］ペインに追加されます。このユー  
ザ グループに割り当てられている権限を削除しない場合は、ステップ 10 に進みます。

ステップ 9 割り当てられている権限をユーザ グループから削除するには、［権限の割り当て（Role Assignment）］  
ペインで権限を選択し、［権限の割り当ての削除］をクリックします。このユーザ グループから削 
除する各権限に対して、この手順を繰り返します。

ステップ 10［保存］をクリックします。

データベース内で、このユーザ グループに対する権限割り当ての追加および削除が行われます。

追加情報

P.108-12 の「関連項目」を参照してください。
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ユーザの権限、ユーザ グループ、およびアクセス権の表示
ここでは、特定のユーザ グループに属するユーザに割り当てられている権限、ユーザ グループ、お  
よびアクセス権を表示する方法について説明します。ユーザ グループ内のユーザに割り当てられて 
いる権限、ユーザ グループ、およびアクセス権を表示する手順は、次のとおりです。

（注） ［ユーザ管理］ >［アプリケーションユーザ］（アプリケーション ユーザの場合）または［ユーザ管  
理］ >［エンドユーザ］（エンド ユーザの場合）を使用して特定のユーザを表示してから、そのユー  
ザの権限を表示することもできます。

手順

ステップ 1 ［ユーザ管理］ >［ユーザグループ］の順に選択します。

［ユーザグループの検索と一覧表示（Find and List User Groups）］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 割り当てられている権限を表示するユーザが属するユーザ グループを見つけます。P.108-2 の「ユー  
ザ グループの検索」の手順を使用します。

ステップ 3 ユーザに割り当てられている権限を表示するユーザ グループの名前をクリックします。

選択したユーザ グループの［ユーザグループの設定（User Group Configuration）］ウィンドウが表示   
されます。［ユーザ］ペインに、そのユーザ グループに属しているユーザが表示されます。

ステップ 4 特定のユーザのユーザ名をクリックします。

［アプリケーションユーザの設定（Application User Configuration）］ウィンドウ（アプリケーション  
ユーザの場合）または［エンドユーザの設定（End User Configuration）］ウィンドウ（エンド ユーザ   
の場合）が表示されます。

ステップ 5 ［関連リンク］ドロップダウン リスト ボックスから［ユーザ特権レポート］を選択し、［移動］を  
クリックします。

選択したユーザについて、次の情報が表示されます。

 • ユーザが属しているユーザ グループ。

 • ユーザに割り当てられている権限。

 • ユーザがアクセス権を持っているリソース。リソースごとに、次の情報が表示されます。

－ ［アプリケーション（Application）］
－ ［リソース（Resource）］

－ ［権限（Permission）］（［読み取り］または［更新］、あるいはその両方）

ステップ 6 ユーザに戻るには、［関連リンク］ドロップダウン リスト ボックスで［ユーザの設定に戻る］また  
は［アプリケーションユーザに戻る］を選択し、［移動］をクリックします。

追加情報

P.108-12 の「関連項目」を参照してください。
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関連項目
 • ユーザ グループの検索（P.108-2）

 • ユーザ グループの設定（P.108-4）

 • ユーザ グループの削除（P.108-5）

 • ユーザ グループへのユーザの追加（P.108-6）

 • ユーザ グループからのユーザの削除（P.108-8）

 • ユーザ グループへの権限の割り当て（P.108-9）

 • ユーザの権限、ユーザ グループ、およびアクセス権の表示（P.108-11）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「権限とユーザ グループ」

 • エンド ユーザの設定（P.106-1） 

 • アプリケーション ユーザの設定（P.105-1） 
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109
ユーザ /電話機の追加の設定

Cisco Unified Communications Manager の管理ページの［エンドユーザ、電話、DN、および LAの設    
定（End User, Phone, DN, and LA Configuration）］ウィンドウという 1 つのウィンドウを使用するだ        
けで、管理者は、新しいユーザを追加してそのユーザを新しい電話機に割り当てるために必要な基

本操作を行うことができます。新しいエンド ユーザを追加して、そのエンド ユーザを新しい電話  
機に関連付けるときに、新しい電話機に新しい Directory Number（DN; 電話番号）および Line    
Appearance（LA; ライン アピアランス）情報を設定することもできます。

（注） ［エンドユーザ、電話、DN、および LAの設定（End User, Phone, DN, and LA Configuration）］ウィ      
ンドウでは、既存のエンド ユーザ、電話機、および電話番号を入力することはできません。

［エンドユーザ、電話、DN、および LAの設定（End User, Phone, DN, and LA Configuration）］ウィン      
ドウでは、次のタイプのレコードが追加されます。

 • エンド ユーザ

 • 電話機

 • 電話番号

 • デバイス プロファイル

 • ボイスメール プロファイル

（注） LDAP サーバとの同期が使用可能でない場合に限り、エンド ユーザ情報を変更できます。LDAP  
サーバとの同期が使用可能であるかどうかを調べるには、［システム］ >［LDAP］ >［LDAPシステ  
ム］メニュー オプションを使用します。表示される［LDAP システムの設定（LDAP System  
Configuration）］ウィンドウで、［LDAP サーバからの同期を有効にする（Enable Synchronizing from  
LDAP Server）］チェックボックスがオフであることを確認します。同期が使用可能な場合は、［エ 
ンドユーザ、電話、DN、および LAの設定（End User, Phone, DN, and LA Configuration）］ウィンド      
ウにはアクセスできません。

次のトピックでは、［エンドユーザ、電話、DN、および LA の設定（End User, Phone, DN, and LA     
Configuration）］ウィンドウでエンド ユーザを追加および設定する方法について説明します。

 • エンド ユーザと電話機の追加（P.109-2）

 • ユーザとデバイスの設定値（P.109-3）

追加情報

P.109-5 の「関連項目」を参照してください。
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エンド ユーザと電話機の追加
エンド ユーザと電話機を追加して、そのユーザと電話機を電話番号とデバイス プロファイルに関  
連付ける手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ［ユーザ管理］ >［ユーザ /電話の追加］の順に選択します。

［エンドユーザ、電話、DN、および LAの設定（End User, Phone, DN, and LA Configuration）］ウィン      
ドウが表示されます。

（注） LDAP 同期が使用可能な場合、このウィンドウにはアクセスできません。LDAP 同期の詳細  
については、P.14-1 の「LDAP システムの設定」を参照してください。

（注） 次に進む前に、［エンドユーザ、電話、DN、および LAの設定（End User, Phone, DN, and LA     
Configuration）］ウィンドウの右上にある［関連リンク］ドロップダウン リスト ボックス内  
のリンクを使用して、エンド ユーザまたは電話機がすでに存在するかどうかを調べること 
ができます。 
 

すでに存在しているエンド ユーザを検索するには、［関連リンク］ドロップダウン リスト  
ボックスで［ユーザの検索 /一覧表示に戻る］を選択し、［移動］をクリックします。表示
される［ユーザの検索と一覧表示（Find and List Users）］ウィンドウを使用して、追加する   
エンド ユーザ ID を検索します。そのエンド ユーザ ID がすでに存在する場合は、［ユーザ      
/ 電話の追加］メニュー オプションを使用して、そのエンド ユーザを追加することはでき  
ません。 
 

すでに存在している電話機を検索するには、［関連リンク］ドロップダウン リスト ボック  
スで［電話の検索 /一覧表示に戻る］を選択し、［移動］をクリックします。表示される［電
話の検索と一覧表示（Find and List Phones）］ウィンドウを使用して、追加する電話機を検   
索します。その電話機がすでに存在する場合は、［ユーザ /電話の追加］メニュー オプショ 
ンを使用して、その電話機を追加することはできません。 
 

どちらの［関連リンク］を使用した場合でも、ステップ 1 を繰り返して、［エンドユーザ、  
電話、DN、および LA の設定（End User, Phone, DN, and LA Configuration）］ウィンドウに      
戻ります。

ステップ 2 適切な設定値を入力します（表 109-1 を参照）。

ステップ 3 エンド ユーザの設定が完了したら、［保存］をクリックして、エンド ユーザとデバイスを追加しま  
す。

Cisco Unified Communications Manager データベースにエンド ユーザが作成されます。

追加情報

P.109-5 の「関連項目」を参照してください。
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ユーザとデバイスの設定値
表 109-1 では、エンド ユーザの設定値について説明します。関連する手順については、P.109-5 の   
「関連項目」を参照してください。

表 109-1 ユーザとデバイスの設定値 

フィールド 説明

［ユーザ情報（User Information）］

［ユーザ ID（User ID）］ エンド ユーザの識別名を入力します。特殊文字（=、+、<、>、 
#、;、\、,、“”）およびブランクを使用できます。

［パスワード（Password）］ エンド ユーザ パスワードとなる 5 文字以上の英数字または特    
殊文字を入力します。特殊文字（=、+、<、>、#、;、\、,、“”）
およびブランクを使用できます。

［パスワードの確認（Confirm 
Password）］

エンド ユーザのパスワードをもう一度入力します。

［PIN］ Personal Identification Number（PIN; 個人識別番号）となる 5 文     
字以上の英数字を入力します。

［PIN の確認（Confirm PIN）］ PIN をもう一度入力します。

［姓（Last Name）］ エンド ユーザの姓を入力します。特殊文字（=、+、<、>、#、;、 
\、,、“”）およびブランクを使用できます。

［ミドルネーム（Middle name）］ エンド ユーザのミドル ネームを入力します。特殊文字（=、+、  
<、>、#、;、\、,、“”）およびブランクを使用できます。

［名（First Name）］ エンド ユーザの名を入力します。特殊文字（=、+、<、>、#、;、 
\、,、“”）およびブランクを使用できます。

［デバイスの割り当て（Device Associations）］

［製品のタイプ（Product Type）］ このリスト ボックスには、このエンド ユーザとの関連付けに使  
用できるデバイスのタイプが表示されます。

ドロップダウン リスト ボックスから、このエンド ユーザに関   
連付けるデバイスのタイプを選択します。

［MACアドレス（MAC Address）］新しいユーザに関連付ける新しいデバイスの固有の MAC アド  
レスを入力します。MAC アドレスは、12 桁の 16 進数（0 ～ 9、      
A ～ F）から構成されます。

［DNのコーリングサーチスペー
ス（Calling Search Space DN）］

ドロップダウン リスト ボックスから、このユーザとデバイスに  
関連付ける電話番号用のコーリング サーチ スペースを選択し  
ます。

［電話機のコーリングサーチス

ペース（Calling Search Space 
Phone）］

ドロップダウン リスト ボックスから、このユーザとデバイスに  
関連付ける電話機用のコーリング サーチ スペースを選択しま  
す。
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［外線電話番号マスク（External
Phone Number Mask）］

関連付けられたデバイスから発信される外部（発信）コールに

対して、発信者 ID 情報をフォーマットするのに使用するマスク  
を指定します。

 • このマスクには、最長 24 文字までを指定できます。有効な  
文字は 0 ～ 9、*、#、および X です。

 • 発信者 ID 情報に表示する数字列を入力します。関連付けら  
れたデバイスの電話番号を表すには、X を使用します。

 • 次の例を参照してください。 
 

マスク 972813XXXX を指定する場合、外部コールを行うの  
に使用されるルート パターンで［発呼側の外線電話番号マ 
スクを使用（Use Calling Party's External Phone Number Mask）］      
オプションがオンになっていれば、内線番号 1234 からの外  
部コールは、発信者 ID が 9728131234 と表示されます。 
 

代表番号を表すために、9728135000 のようなすべて数字列 
のマスクを指定する場合は、その番号（9728135000）が、関
連付けられた任意のデバイスからの外部コールの発信者 ID 
として表示されます。

［内線（Extension）］ このフィールドは、エンド ユーザのプライマリ電話番号を表し 
ます。エンド ユーザは、電話機に複数の回線を設定できます。

新しいユーザと電話機の内線番号を入力します。0 ～ 9、?、[、  
]、+、-、*、^、#、! を使用できます。

［ルートパーティション（Route
Partition）］

ドロップダウン リスト ボックスから、［内線（Extension）］フィー  
ルドで指定した電話番号のパーティションを選択します。

［ボイスメールプロファイル

（Voice Mail Profile）］
ドロップダウン リスト ボックスから、電話番号のボイスメール  
プロファイルを選択します。システム デフォルトを使用する場 
合は、［<なし >］を選択します。

［エクステンションモビリティ

の有効化（Enable Extension 
Mobility）］

エクステンション モビリティを使用可能にするには、この 
チェックボックスをオンにします。新しいユーザを追加した後、

［ユーザ管理］ >［エンドユーザ］メニュー オプションを使用し  
て、エクステンション モビリティ プロファイルを選択できま  
す。

表 109-1 ユーザとデバイスの設定値（続き）

フィールド 説明
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関連項目
 • エンド ユーザと電話機の追加（P.109-2）

 • ユーザとデバイスの設定値（P.109-3）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「アプリケーション ユーザとエン      
ド ユーザ」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「Cisco Unified IP Phone」

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「電話番号の概要」

 • エンド ユーザの検索（P.106-2）

 • エンド ユーザの設定（P.106-4）

 • エンド ユーザの設定値（P.106-8）

 • エンド ユーザのパスワードの変更（P.106-14）

 • エンド ユーザの PIN の変更（P.106-15）

 • エンド ユーザとデバイスとの関連付け（P.106-21）

 • Cisco Extension Mobility プロファイルの関連付け（P.106-24）

 • LDAP システムの設定（P.14-1）

 • 電話番号の設定（P.57-1）

 • CTI ルート ポイントの設定（P.79-1）

 • Cisco Unified IP Phone の設定（P.82-1）

 • 『Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド』の「Cisco エクステンショ      
ン モビリティ」

 • 『Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド』の「ユーザへのユーザ デ      
バイス プロファイルの関連付け」
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110
アプリケーションユーザ CAPF プロ  
ファイルの設定

Cisco Unified Communications Manager の管理ページの［アプリケーションユーザ CAPFプロファイ    
ルの設定（Application User CAPF Profile Configuration）］ウィンドウを使用すると、セキュアなアプ    
リケーション ユーザにローカルで有効な証明書を発行できます。証明書を発行し、他のセキュリ 
ティ関連の作業を行った後、CTIManager サービスと、サーバ上でアクティブになっているアプリ 
ケーションとの間で TLS 接続が行われます。

1 つのアプリケーション ユーザ CAPF プロファイルは、サーバ上のアプリケーションの単一のイン    
スタンスに対応します。たとえば、クラスタ内の 2 台のサーバ上で、あるアプリケーションをアク  
ティブにする場合は、サーバごとに 1 つずつ、2 つのアプリケーション ユーザ CAPF プロファイル      
を設定する必要があります。同じサーバ上で 2 つの異なるアプリケーションをアクティブにする場  
合は、サーバ上のアプリケーションごとに 1 つずつ、2 つのアプリケーション ユーザ CAPF プロ      
ファイルを設定する必要があります。

アプリケーション ユーザ CAPF プロファイルの設定方法については、『Cisco Unified Communications     
Manager セキュリティ ガイド』を参照してください。
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111
エンド ユーザ CAPF プロファイルの   
設定

Cisco Unified Communications Manager の管理ページの［エンドユーザ CAPF プロファイルの設定    
（End User CAPF Profile Configuration）］ウィンドウを使用すると、CTI クライアントにローカルで有     
効な証明書を発行できます。証明書を発行し、他のセキュリティ関連の作業を行うと、CTI クライ 
アントは TLS 接続を介して CTIManager サービスと通信します。

エンド ユーザ CAPF プロファイルの設定方法については、『Cisco Unified Communications Manager セ       
キュリティ ガイド』を参照してください。
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112
SIP レルムの設定

SIP トランクにダイジェスト認証を設定すると、Cisco Unified Communications Manager は、トラン     
クが Cisco Unified Communications Manager に SIP 要求を送信するたびに、トランクに接続する SIP        
ユーザ エージェントのアイデンティティを確認します。また、SIP ユーザ エージェントは、Cisco   
Unified Communications Manager のアイデンティティを確認できます。Cisco Unified Communications     
Manager が SIP ユーザ エージェントからの確認に応答するようにするには、Cisco Unified     
Communications Manager に SIP レルムを設定する必要があります。

Cisco Unified Communications Manager に SIP レルムを設定する方法については、『Cisco Unified       
Communications Manager セキュリティ ガイド』を参照してください。
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113
一括管理ツール（BAT）

Cisco Unified Communications Manager 一括管理ツール（BAT）は、Web ベースのアプリケーション     
であり、Cisco Unified Communications Manager データベースに対してバルク トランザクションを実     
行します。BAT を使用すると、多数の類似した電話機、ユーザ、またはポートを同時に追加、更 
新、または削除できます。Cisco Unified Communications Manager の管理ページを使用する場合は、    
データベース トランザクションごとに個々の手動操作が必要ですが、BAT ではこのプロセスが自  
動化されるため、高速な追加、更新、および削除操作が実現されます。 

BAT を使用して処理できるデバイスとレコードのタイプは、次のとおりです。

 • Cisco Unified IP Phone（Voice Gateway（VGC）電話機を含む）、Computer Telephony Interface（CTI）      
ポート、および H.323 クライアントの追加、更新、削除

 • ユーザの追加、更新、削除

 • ユーザ デバイス プロファイルの追加、更新、削除

 • Cisco Unified Communications Manager Assistant マネージャおよびアシスタントの追加、更新、削除

 • Cisco Catalyst 6000 FXS Analog Interface Module 上のポートの追加、更新、削除

 • Cisco VG200 および Cisco VG224 アナログ ゲートウェイおよびポートの追加、削除

 • Forced Authorization Code の追加、削除

 • Client Matter Code の追加、削除

 • コール ピックアップ グループの追加、削除

 • CUP/CUPC ユーザの更新、エクスポート

 • リージョン マトリクスの実装、実装解除

 • アクセス リストの挿入、削除、エクスポート

 • 設定のエクスポート、インポート

 • リモート接続先およびリモート接続先プロファイルの挿入、削除、エクスポート

これらのデバイスをユーザ情報と組み合せて処理することもできます。たとえば、CTI ポートと 
ユーザを追加する場合、BAT の「Enable CTI Application Use」を選択することにより、CTI ポート     
を必要とするアプリケーション（Cisco IP Softphone など）を持つユーザを短時間で追加できます。

BAT のオプション コンポーネントである Cisco Unified Communications Manager Auto-Register Phone        
Tool（TAPS）を使用すると、大規模なシステムの管理に関わる手動操作がさらに少なくなります。
新しい電話機を大量に追加する必要がある場合は、BAT を使用すると、ダミーの Media Access   
Control（MAC; メディア アクセス制御）アドレスを持つデバイスを追加できるため、データ入力  
ファイルに MAC アドレスを 1 つずつ入力しなくて済みます。電話機のインストール後、電話機の    
ユーザまたは管理者は TAPS 電話番号をコールして音声プロンプトに従うことにより、電話機の適  
切なユーザ デバイス プロファイルをダウンロードできます。

BAT および TAPS の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Bulk Administration ガ         
イド』を参照してください。
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A
依存関係レコード

この付録では、Cisco Unified Communications Manager の管理ページの、依存関係レコードのウィン    
ドウについて説明します。このウィンドウを使用すると、データベース内のどのレコードが特定の

レコードを使用するかを判別できます。たとえば、どのデバイス（CTI ルート ポイントや電話機な  
ど）が特定のコーリング サーチ スペースを使用するかを判別できます。

Cisco Unified Communications Manager からレコードを削除する必要がある場合、依存関係レコード    
を使用すると、削除するレコードと関連付けられたレコードを表示することができます。次に、関

連付けられたレコードを、別のレコードと関連付けるように再設定できます。

この付録は、次の項で構成されています。

 • 依存関係レコードの使用可能化（P.A-2）

 • 依存関係レコードの使用不可（P.A-3）

 • 依存関係レコードへのアクセス（P.A-4）

 • 依存関係レコードのボタン（P.A-6）
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依存関係レコードの使用可能化
依存関係レコードにアクセスするには、まず依存関係レコードを使用可能にする必要があります。

システムでは、依存関係レコードはデフォルトで使用不可になっています。依存関係レコードを使

用可能にする手順は、次のとおりです。

注意 依存関係レコード機能を使用可能にすると、CPU 使用率が高くなります。このタスクは、通常よ 
りも低い優先度で実行され、ダイヤル プランの規模や複雑さ、CPU 速度、他のアプリケーション  
での CPU 要求により、完了するまでに時間がかかる場合があります。

手順

ステップ 1 ［システム］ >［エンタープライズパラメータ］の順に選択します。

ステップ 2 ウィンドウの［CCMAdmin Parameters］領域にスクロールします。

ステップ 3 ［Enable Dependency Records］ドロップダウン リスト ボックスから、［True］を選択します。

依存関係レコードを使用可能にした場合の影響について説明するメッセージが、ダイアログボック

スに表示されます。［OK］をクリックする前に、この情報をよく読んでください。

ステップ 4 ［OK］をクリックします。

フィールドに［True］が表示されます。

ステップ 5 ［保存］をクリックします。
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依存関係レコードの使用不可
依存関係レコードを使用可能にした後に、システムで CPU 使用率の問題が発生している場合には、  
依存関係レコードを使用不可にすることができます（システムでは、依存関係レコードはデフォル

トで使用不可になっています）。依存関係レコードを使用不可にする手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ［システム］ >［エンタープライズパラメータ］の順に選択します。

ステップ 2 ウィンドウの［CCMAdmin Parameters］領域にスクロールします。

ステップ 3 ［Enable Dependency Records］ドロップダウン リスト ボックスから、［False］を選択します。

依存関係レコードに関するメッセージが、ダイアログボックスに表示されます。［OK］をクリック
する前に、この情報をよく読んでください。

ステップ 4 ［OK］をクリックします。

フィールドに［False］が表示されます。

ステップ 5 ［保存］をクリックします。
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依存関係レコードへのアクセス
Cisco Unified Communications Manager の設定ウィンドウから依存関係レコードにアクセスするに    
は、［関連リンク］ボックスから［依存関係レコード］を選択し、［移動］をクリックします。［依

存関係レコード要約（Dependency Records Summary）］ウィンドウが表示されます。このウィンドウ  
には、Cisco Unified Communications Manager の設定ウィンドウに表示されたレコードを使用するレ    
コードの数とタイプが表示されます。

（注） 依存関係レコードが有効になっていない場合は、［依存関係レコード要約（Dependency Records -  
Summary）］ウィンドウにメッセージが表示されます（レコードに関する情報は表示されません）。
依存関係レコードを使用可能にするには、P.A-2 の「依存関係レコードの使用可能化」を参照して 
ください。

たとえば、［デバイスプール設定（Device Pool Configuration）］ウィンドウに Default デバイス プー     
ルが表示されている場合、［依存関係レコード］リンクをクリックすると、［依存関係レコード要約

（Dependency Records Summary）］ウィンドウに、そのデバイス プールを使用するレコードがすべて   
表示されます（図 A-1 を参照）。

図 A-1 ［依存関係レコード要約（Dependency Records Summary）］の例
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依存関係レコードの詳細情報を表示するには、表示対象のレコードをクリックします（たとえば、

トランク レコードをクリックします）。［依存関係レコード詳細（Dependency Records Detail）］ウィ   
ンドウが表示されます（図 A-2 を参照）。元の設定ウィンドウに戻る場合は、［関連リンク］リスト 
ボックスから［要約に戻る］を選択して［移動］をクリックします。その後、［次に戻る : < 設定 
ウィンドウ名 >］を選択して［移動］をクリックするか、または［閉じて戻る］ボタンをクリック
します。

図 A-2 ［依存関係レコード詳細（Dependency Records Detail）］の例

［依存関係レコード詳細（Dependency Records Detail）］ウィンドウに表示されているレコードの設定  
ウィンドウを表示するには、レコードをクリックします。そのレコードの設定ウィンドウが表示さ

れます。たとえば、図 A-2 に示されている h225trunk レコードをクリックすると、［トランクの設定   
（Trunk Configuration）］ウィンドウに、h225trunk に関する情報が表示されます。
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依存関係レコードのボタン
［依存関係レコード要約（Dependency Records Summary）］ウィンドウには、次の 3 つのボタンが表    
示されます。

 • ［リフレッシュ］：ウィンドウを現在の情報で更新する。

 • ［閉じる］：ウィンドウを閉じる。ただし、［依存関係レコード］リンクをクリックした Cisco 
Unified Communications Manager の設定ウィンドウには戻らない。

 • ［閉じて戻る］：ウィンドウを閉じ、［依存関係レコード］リンクをクリックした Cisco Unified  
Communications Manager の設定ウィンドウに戻る。
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B
シスコ以外の SIP 電話機の設定

Cisco Unified Communications Manager は、SIP 対応の Cisco Unified IP Phone、および RFC3261 に準           
拠しているサードパーティ製 SIP 電話機をサポートしています。この付録では、Cisco Unified   
Communications Manager の管理ページを使用して、サードパーティ製 SIP 電話機を設定する方法に    
ついて説明します。

この付録は、次の項で構成されています。

 • SIP 電話機設定の相違点（P.B-2）

 • Cisco Unified Communications Manager リリース 5.0 からリリース 6.0(1)への移行（P.B-5）

 • サードパーティ製 SIP 電話機の設定チェックリスト（P.B-6）

 • 参考情報（P.B-8）
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SIP 電話機設定の相違点
表 B-1 では、Cisco Unified IP Phone とサードパーティ製 SIP 電話機の設定を比較してその相違点の       
概要を示します。

Cisco Unified Communications Manager の管理ページを使用すると、サードパーティ製 SIP 電話機を      
設定できます（P.B-6 の「サードパーティ製 SIP 電話機の設定チェックリスト」を参照）。また、管   
理者はサードパーティ製 SIP 電話機上で設定手順を実行する必要もあります。次の例を参照してく  
ださい。

 • 電話機のプロキシ アドレスを Cisco Unified Communications Manager の IP アドレスまたは Fully         
Qualified Domain Name（FQDN; 完全修飾ドメイン名）にする。

 • 電話機の電話番号を、Cisco Unified Communications Manager の管理ページでデバイスに設定し    
た電話番号と一致させる。

 • 電話機のダイジェスト ユーザ ID（認可 ID とも呼ばれる）を、Cisco Unified Communications      
Manager の管理ページで設定したダイジェスト ユーザ ID と一致させる。

詳細については、サードパーティ製 SIP 電話機に付属のマニュアルを参照してください。

Cisco Unified Communications Manager がサードパーティ製電話機を識別する方法
サードパーティ製 SIP 電話機は MAC アドレスを送信しないため、ユーザ名を使用して自分自身の    
身元を証明する必要があります。

REGISTER メッセージには次のヘッダーが含まれています。

Authorization: Digest 
username=”swhite”,realm=”ccmsipline”,nonce=”GBauADss2qoWr6k9y3hGGVDAqnLfoLk5”,uri=”sip
:172.18.197.224”,algorithm=MD5,response=”126c0643a4923359ab59d4f53494552e”

ユーザ名 swhite は、Cisco Unified Communications Manager の管理ページの［エンドユーザの設定      
（End User Configuration）］ウィンドウに設定されているエンド ユーザと一致する必要があります   
（P.106-4 の「エンド ユーザの設定」を参照）。管理者は、［電話の設定（Phone Configuration）］ウィ   
ンドウの［ダイジェストユーザ（Digest User）］フィールドで、サードパーティ製 SIP 電話機にユー   
ザ（たとえば swhite）を設定します（P.82-3 の「Cisco Unified IP Phone の設定」を参照）。

表 B-1 SIP 電話機モデルの設定比較

SIP 電話機

中央集中型 
TFTP との
統合

MACアドレス
の送信

ソフトキー 
ファイルの 
ダウンロード

ダイヤル プラン 
ファイルの 
ダウンロード

Cisco Unified 
Communications 
Manager の
フェールオーバー
とフェールバック
のサポート

リセットと 
再起動の 
サポート

Cisco Unified IP Phone 7911、
7941、7961、7970、7971

はい はい はい はい はい はい

Cisco Unified IP Phone 7940、7960 はい はい いいえ はい はい はい

Cisco Unified IP Phone 7905、7912 はい はい いいえ いいえ はい はい

サードパーティ製 SIP 電話機 いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ
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（注） 各エンド ユーザ ID は、（［電話の設定（Phone Configuration）］ウィンドウの［ダイジェストユーザ    
（Digest User）］フィールドで）1 つのサードパーティ製電話機だけに割り当てることができます。  
同じエンド ユーザ ID がダイジェスト ユーザとして複数の電話機に割り当てられている場合、その    
エンド ユーザ ID が割り当てられているサードパーティ製電話機は正しく登録されません。

サードパーティ製 SIP 電話機と TFTP
サードパーティ製 SIP 電話機は、Cisco Unified Communications Manager TFTP サーバを使用して設定       
されません。お客様が、ネイティブ電話機設定メカニズム（通常は、Web ページまたは tftp ファイ   
ル）を使用して、電話機を設定します。お客様は、Cisco Unified Communications Manager データベー    
ス内のデバイスおよび回線の設定と、ネイティブ電話機設定の同期を保つ必要があります（たとえ

ば、電話機の内線番号 1002 と Cisco Unified Communications Manager の 1002）。さらに、回線の電話        
番号が変更された場合、Cisco Unified Communications Manager の管理ページとネイティブ電話機設    
定メカニズムの両方でその電話番号が変更されていることを確認してください。

サードパーティ製 SIP 電話機のダイジェスト認証の使用可能化
サードパーティ製 SIP 電話機のダイジェスト認証を使用可能にするには、管理者が SIP 電話機のセ    
キュリティ プロファイルを作成する必要があります（P.23-1 の「電話機のセキュリティ プロファ   
イルの設定」を参照）。［SIP 電話セキュリティプロファイルの設定（SIP Phone Security Profile   
Configuration）］ウィンドウで、［ダイジェスト認証を有効化（Enable Digest Authentication）］チェッ  
クボックスをオンにします。セキュリティ プロファイルの設定後、管理者は、［電話の設定（Phone 
Configuration）］ウィンドウを使用して、そのセキュリティ プロファイルを SIP 電話機に割り当てる   
必要があります。このチェックボックスがオフである場合、Cisco Unified Communications Manager   
は、エンド ユーザ ID によって電話機を識別するためにダイジェスト認証を使用し、ダイジェスト   
パスワードを確認しません。このチェックボックスがオンである場合、Cisco Unified Communications  
Manager はパスワードを確認します。

（注） Cisco Unified Communications Manager は、サードパーティ製 SIP 電話機からの Transport Layer        
Security（TLS）をサポートしません。

DTMF 受信
DTMF 受信を要求するには、Cisco Unified Communications Manager の管理の［電話の設定（Phone     
Configuration）］ウィンドウに表示される［DTMF受信が必要（Require DTMF Reception）］チェック  
ボックスをオンにします。

サードパーティ製 SIP 電話機用のライセンス
サードパーティ製 SIP 電話機のライセンスには、次の制限が適用されます。

 • ［Third-party SIP Device（Basic）］：ビデオ コールはサポートされません。ビデオの実行は、オ   
ファー / アンサー プロセスの中で発生します。ビデオのネゴシエーションが許可されない SIP  
デバイスからのオファーまたはアンサーの中で、ビデオ関連メディアが提供された場合、コー

ルのビデオに関連しない部分だけが発信先に展開されます。同様に、メディアのネゴシエー

ションが許可されない SIP エンドポイントは、Cisco Unified Communications Manager から送信      
された SDP のビデオ関連メディアを受信しません。
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 • ［Third-party SIP Device（Advanced）］および［Third-party SIP Device（Basic）］：Cisco 固有の SIP      
拡張はサポートされません。サポートされない Cisco 固有の SIP 拡張には、サービス URI、ヘッ     
ダー拡張、ダイアログ サブスクリプション、リモート コール制御の専用 mime タイプなどがあ    
ります。Cisco Unified Communications Manager は、拡張機能の使用が許可されない SIP 電話機      
から送信された、サービス要求 URI（コール ピックアップ URI、ミートミー サービス URI な      
ど）を使用する要求を拒否します。サービス URI は、SIP プロファイルで指定します。プロファ   
イルは、SIP デバイスに割り当てられます。Cisco Unified Communications Manager は、Cisco 固      
有の SIP 拡張の使用を要求する機能をブロックします。 

（注） Cisco Unified Communications Manager ライセンス ポリシーに従い、サードパーティ製ワイヤレス     
SIP クライアントまたはデバイスは、［Third-Party SIP Device（Advanced）］に設定してください。

Cisco SIP 拡張の詳細については、シスコの営業担当者にお問い合せください。
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Cisco Unified Communications Manager リリース 5.0 からリリース      
6.0(1)への移行

Cisco Unified Communications Manager リリース 5.1(1)以降では、サードパーティ製の基本および拡     
張 SIP 電話機の特性がいくつか変更されています。このような特性としては、Cisco Unified   
Communications Manager の管理ページの［電話番号の設定（Directory Number Configuration）］ウィ    
ンドウに表示される［Maximum Number of Calls per Device］、［Default Maximum number of calls per          
DN］、［Default Busy Trigger per DN］の各フィールドに対する変更があります。詳細については、表    
B-2 および表 B-3 を参照してください。

リリース 5.0 で設定したサードパーティ製 SIP 電話機があり、リリース 6.0(1)以降に移行またはアッ     
プグレードした場合、これらのデバイスはアップグレード後もリリース 5.0 で設定された値を保持  
します。ただし、DN 設定値を変更する必要が生じた場合は、各 DN の最大コール数とデフォルト   
ビジー トリガーの値を変更する必要があります。

サードパーティ製基本 SIP 電話機の場合、変更する必要がある回線の値は 1 つだけです。ただし、    
サードパーティ製拡張 SIP 電話機の場合は、DN 関連の設定を変更する前に、デバイスからの回線   
の分離が必要になることがあります。これは、4 回線を超える回線が設定されていた場合に発生す 
る可能性があります。シナリオの例を示します。

 • 回線ごとに最大コール数 = 4、ビジー トリガー = 2 で、拡張電話機に 6 本の回線が設定されて        
いる。

 • リリース 6.0 にアップグレードした後は、DN を変更する前に、デバイスの最大コール数を 16    
に減らす必要がある。この電話機の現在の値は 24（6 回線× 4）。このデバイスは、実質的に負   
のゾーンに存在している（16 - 24）。

 • ユーザは、デバイスから 2 つの回線を分離する必要がある。 

 • デバイスから 2 つの回線を分離した後、残りの 4 回線について、最大コール数およびビジー ト     
リガーを適切な値に設定して、DN 特性を変更できる。

 • 分離した回線を再び接続する。

表 B-2 サードパーティ製基本 SIP 電話機の電話番号移行に関する変更 

フィールド名 以前の値 新しい値

［Maximum Number of Calls Per Device］ 8 2

［Default Maximum Number of Calls per DN］ 4 2

［Default Busy Trigger per DN］ 2 2

表 B-3 サードパーティ製拡張 SIP 電話機の電話番号移行に関する変更 

フィールド名 以前の値 新しい値

［Maximum Number of Calls Per Device］ 64 16

［Default Maximum Number of Calls per DN］ 4 2

［Default Busy Trigger per DN］ 2 2
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サードパーティ製 SIP 電話機の設定チェックリスト
表 B-4 に、Cisco Unified Communications Manager の管理ページを使用して手動でサードパーティ製     
SIP 電話機を設定する手順を示します。

表 B-4 サードパーティ製 SIP 電話機の設定チェックリスト 

設定手順 手順および関連項目

ステップ 1 電話機に関する次の情報を収集します。

 • MAC アドレス

 • 電話機の物理的なロケーション

 • 電話機に関連付ける Cisco Unified Communications 
Manager ユーザ

 • パーティション、コーリング サーチ スペース、および  
ロケーションの情報（使用する場合）

 • 電話機に割り当てる回線および関連 DN の数
ステップ 2 十分なデバイス ライセンス ユニットが使用可能かどうか  

を調べます。不足している場合は、追加のデバイス ライセ 
ンス ユニットを購入してインストールします。［Third-Party 
SIP Devices（Basic）］は 3 つのデバイス ライセンス ユニッ     
トを消費し、［Third-Party SIP Devices（Advanced）］は 6 つ    
のデバイス ライセンス ユニットを消費します。

ライセンス ユニットの計算方法（P.27-2）

ライセンス ファイルの取得（P.28-5）

ステップ 3 ダイジェスト ユーザにするエンド ユーザを設定します。

（注） サードパーティ製 SIP 電話機が認可 ID（ダイジェ   
スト ユーザ）をサポートしない場合は、サードパー 
ティ製電話機の DN と一致するユーザ ID を持つ    
ユーザを作成してください。たとえば、1000 とい 
う名前のエンド ユーザを作成し、電話機に 1000 と   
いう DN を作成します。このユーザを電話機に割り  
当てます（ステップ 9 を参照）。

エンド ユーザの設定（P.106-4）

ステップ 4 SIP プロファイルを設定します。または、デフォルト プロ  
ファイルを使用します。SIP プロファイルは、［電話の設定 
（Phone Configuration）］ウィンドウを使用して SIP 電話機に   
追加されます。

（注） サードパーティ製 SIP 電話機は、［SIP プロファイ  
ルの設定（SIP Profile Configuration）］ウィンドウの  
［SIPプロファイル情報（SIP Profile Information）］セ  
クションだけを使用します。

SIP プロファイルの設定（P.92-3）

Cisco Unified IP Phone の設定（P.82-3）

ステップ 5 電話機のセキュリティ プロファイルを設定します。ダイ 
ジェスト認証を使用するには、新しい電話機セキュリティ

プロファイルを設定する必要があります。自動登録用に提

供されている標準のノンセキュア SIP プロファイルの 1 つ    
を使用する場合は、ダイジェスト認証を使用可能にできま

せん。

サードパーティ製 SIP 電話機のダイジェスト  
認証の使用可能化（P.B-3）

電話機のセキュリティ プロファイルの設定 
（P.23-1）

『Cisco Unified Communications Manager セキュ    
リティ ガイド』
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ステップ 6 ［新規電話を追加］ウィンドウから［Third-party SIP Device  
（Advanced）］または［Third-party SIP Device（Basic）］を選  
択して、サードパーティ製 SIP 電話機を追加し、設定しま  
す。

（注） ［Third-party SIP Device（Basic）］は 1 つの回線をサ    
ポートし、3 つのライセンス ユニットを消費しま  
す。［Third-party SIP Device（Advanced）］は、8 つ   
の回線とビデオをサポートし、6 つのライセンス ユ  
ニットを消費します。

Cisco Unified IP Phone の設定（P.82-3）

ステップ 7 電話機に対して回線（DN）を追加し、設定します。 電話番号の設定（P.57-1）
ステップ 8 ［エンドユーザの設定（End User Configuration）］ウィンドウ  

で、［デバイスの割り当て（Device Associations）］を使用し 
て SIP 電話機を選択し、サードパーティ製 SIP 電話機を    
ユーザに関連付けます。

エンド ユーザとデバイスとの関連付け
（P.106-21）

ステップ 9 ［電話の設定（Phone Configuration）］ウィンドウの［ダイ 
ジェストユーザ（Digest User）］フィールドで、ステップ 3  
で作成したエンド ユーザを選択します。

電話機の設定値（P.82-7）

ステップ 10 サードパーティ製 SIP 電話機に対して、電源を供給し、ネッ  
トワーク接続を装備して確認し、ネットワーク設定値を設

定します。

SIP 電話機に付属のアドミニストレーション 
ガイドを参照してください。

ステップ 11 サードパーティ製 SIP 電話機でコールを発信します。 サードパーティ製 SIP 電話機に付属のユーザ  
ガイドを参照してください。

表 B-4 サードパーティ製 SIP 電話機の設定チェックリスト（続き）

設定手順 手順および関連項目
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参考情報
 • 電話番号の設定（P.57-1）

 • Cisco Unified IP Phone の設定（P.82-1）

 • SIP プロファイルの設定（P.92-1）

 • エンド ユーザの設定（P.106-1）

 • 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「Cisco Unified IP Phone」
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削除　　81-79
設定値（表）　　81-16
設定の概要　　81-1
追加　　81-2
変更　　81-79
ポート、追加　　81-13
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ポートの設定値（表）　　81-69
リセット　　81-80
ループ スタート ポートの設定値（表）　　81-71

ゲートキーパー

関連項目　　80-8
検索　　80-2
削除　　80-6
設定　　80-4
設定値（表）　　80-5
設定の概要　　80-1
リセット　　80-7

権限

関連項目　　107-7
検索　　107-2
削除　　107-5
設定　　107-4
設定値（表）　　107-6
説明　　107-1
ユーザ グループへの割り当て　　108-9
ユーザの～の表示　　108-11

こ

コーリング サーチ スペース
関連項目　　46-7
検索　　46-2
削除　　46-6
設定　　46-3
設定値（表）　　46-4
設定の概要　　46-1
ドロップダウン リスト ボックスでの表示を設定

　　49-7, 57-30
パーティション制限　　46-5, 48-7

コール ウェイティング
設定値　　57-29

コール パーク
説明　　54-1

コール ピックアップ グループ
説明　　56-1

コール ルーティング
電話番号

設定の概要　　57-1
コール表示制限

デバイス プロファイルでの設定　　88-5
電話機の設定　　82-14

トランスレーション パターンでの設定　　50-9, 
53-9

固定短縮ダイヤル

設定値（表）　　82-32

さ

サードパーティ製 SIP 電話機、ライセンス　　B-3
サーバ

関連項目　　2-6
検索　　2-2
削除　　2-5
設定　　2-1, 2-4
設定値（表）　　2-6

サービス

Cisco CallManager
アクティブ化　　3-8
非アクティブ化　　3-8

電話

依存関係レコード　　91-6
関連項目　　91-11
検索　　91-2
サービス パラメータ　　91-7
サービス パラメータ設定値（表）　　91-8
サービス パラメータの削除　　91-9
削除　　91-6
設定　　91-3
設定値（表）　　91-5
設定の概要　　91-1
電話ボタンへの追加　　91-10

サービス URL ボタンの追加　　82-37
サービス パラメータ
関連項目　　22-6
サービス用の設定　　22-2
サービス用の表示　　22-4
設定　　22-1

参照

Cisco Unified Communications Manager　　1-3
セキュリティ、ハイパーテキスト転送プロトコル

　　1-4

し

時間帯

関連項目　　43-7
検索　　43-2
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削除　　43-6
設定　　43-3
設定値（表）　　43-4
設定の概要　　43-1

自動代替ルーティング グループ
概要　　31-1
関連項目　　31-7
検索　　31-2
削除　　31-6
設定　　31-4
設定値（表）　　31-5

自動登録

関連項目　　30-8
自動登録番号の再使用　　30-7
使用可能化　　30-2
使用不可　　30-4
設定　　30-1
設定値（表）　　30-5

せ

セキュリティ プロファイル
SIP トランクの設定　　24-1
電話機の設定　　23-1

そ

操作

Cisco Unified Communications Manager の管理ペー    
ジ　　1-8

ソフトウェア会議ブリッジ

設定　　64-4
ソフトキー テンプレート
アプリケーション ソフトキーの追加　　90-5
関連項目　　90-11
検索　　90-2
更新　　90-10
削除　　90-8
作成　　90-3
設定の概要　　90-1
ソフトキーの位置　　90-6
電話機への割り当て　　90-11
名前変更　　90-8
変更　　90-8

た

ダイジェスト認証

サードパーティ製 SIP 電話機に対する使用可能化
　　B-3

タイム スケジュール
関連項目　　44-7
検索　　44-2
削除　　44-6
設定　　44-3
設定値（表）　　44-4
設定の概要　　44-1

タイム ゾーン　　6-1
ダイヤル プラン

Cisco CallManager サービスの再起動　　59-8
NANP 以外のダイヤル プランに関するルート パ   

ターンの詳細の設定　　59-4
アップグレード　　59-5
アンインストール　　59-7
インストーラ　　59-1
インストレーション　　59-3
関連項目　　59-9
検索　　59-2
編集　　59-3

ダイヤル規則

SIP
「SIP のダイヤル規則」を参照

ディレクトリ検索

関連項目　　33-6
検索　　33-2
削除　　33-5
設定　　33-1, 33-3
設定値（表）　　33-4

ダイレクト コール パーク
説明　　55-1

短縮ダイヤル ボタン、設定　　82-31
短縮ダイヤルの設定値（表）　　82-32

て

ディレクトリ

Cisco Unity または Cisco Unity Connection のボイス      
メールボックス　　105-5, 106-6

ディレクトリ検索のダイヤル規則

検索　　33-2
削除　　33-5
設定　　33-1, 33-3
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設定値（表）　　33-4
デバイス

Cisco Unified IP Phone
関連項目　　82-43
設定　　82-3
設定の概要　　82-1

MWI 設定値（表）　　76-4
共通特性の指定　　9-1
ゲートウェイ　　81-1
ゲートキーパーの設定の概要　　80-1
デフォルト以外のファームウェア ロード　　86-1
トランク

関連項目　　83-33
設定の概要　　83-1

ファームウエア ロード情報
関連項目　　86-2
設定の概要　　86-1

デバイス デフォルト
関連項目　　85-3
更新　　85-2
設定値（表）　　85-3
設定の概要　　85-1

デバイス プール
関連項目　　9-9
検索　　9-2
削除　　9-8
設定　　9-3
設定値（表）　　9-5
設定の概要　　9-1

デバイス プロファイル
依存関係レコード　　88-9
関連項目　　88-10
検索　　88-2
設定　　88-3
設定値（表）　　88-5
設定の概要　　88-1
ユーザ プロファイルの削除　　88-9

デバイス モビリティ グループ
関連項目　　10-4
検索　　10-2
削除　　10-4
設定　　10-3
設定値（表）　　10-4
設定の概要　　10-1

デバイス モビリティ情報
関連項目　　11-6

検索　　11-2
削除　　11-4
設定　　11-3
設定値（表）　　11-5
設定の概要　　11-1

デフォルト、デバイス

関連項目　　85-3
更新　　85-2
設定値（表）　　85-3
設定の概要　　85-1
ファームウェア ロードを使用しない　　86-1

デフォルト デバイス プロファイル
関連項目　　87-8
サービスの登録　　87-7
削除　　87-7
設定　　87-2
設定値（表）　　87-3
設定の概要　　87-1

テンプレート

ソフトキー

アプリケーション ソフトキーの追加　　90-5
関連項目　　90-11
検索　　90-2
更新　　90-10
削除　　90-8
作成　　90-3
設定の概要　　90-1
ソフトキーの位置　　90-6
電話機への割り当て　　90-11
名前変更　　90-8
変更　　90-8

電話ボタン

関連項目　　89-9
設定値（表）　　89-6
設定の概要　　89-1

電話機

MAC アドレスの表示　　82-5
アクティブにログインしているデバイスの検索　

　82-42
エンド ユーザとの設定　　109-1
エンド ユーザとの追加　　109-2
検索　　82-40
削除　　82-6
設定値（表）　　82-7
電話番号、設定　　57-1
リセット　　82-5
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電話機 NTP リファレンス
概要　　5-1
関連項目　　5-6
削除　　5-5
設定　　5-3
設定値（表）　　5-4

電話サービス

依存関係レコード　　91-6
関連項目　　91-11
検索　　91-2
サービス パラメータ
削除　　91-9
設定　　91-7
設定値（表）　　91-8

削除　　91-6
設定　　91-3
設定値（表）　　91-5
設定の概要　　91-1
電話ボタンへの追加　　91-10

電話番号

Cisco Unity または Cisco Unity Connection ボイス      
メールボックスの作成　　57-6

インターコムの

設定の概要　　49-1
関連項目　　57-31
検索　　57-2
コーリング サーチ スペースのリスト　　49-7, 

57-30
コール ウェイティングの設定値　　57-29
設定　　57-1, 57-3
設定値（表）　　57-8
設定の概要　　57-1
電話機からの削除　　57-5
割り当てられていない～の更新　　60-4
割り当てられていない～の削除　　60-3

電話ボタン テンプレート
7914 拡張モジュールに対する作成　　89-5
関連項目　　89-9
検索　　89-2
削除　　89-7
設定　　89-3
設定値（表）　　89-6
設定の概要　　89-1
ボタン項目の変更　　82-38

と

ドメイン、MLPP
概要　　20-1

ドメイン ネーム システム（DNS）　　2-1
トランク

関連項目　　83-33
検索　　83-2
削除　　83-31
設定　　83-3
設定値（表）　　83-5
設定の概要　　83-1
リセット　　83-32

トランスコーダ

関連項目　　69-8
検索　　69-2
削除　　69-7
設定　　69-3
設定値（表）　　69-4
設定の概要　　69-1
リセット　　69-6

トランスフォーメーション パターン
関連項目　　61-9
検索　　61-2
削除　　61-4
設定　　61-3
設定値（表）　　61-5

トランスレーション パターン
関連項目　　53-13
検索　　53-2
削除　　53-12
設定　　53-4
設定値（表）　　53-5
設定の概要　　53-1

ね

ネットワーク タイム プロトコル
「電話機 NTP リファレンス」を参照

は

パーティション

関連項目　　45-8
検索　　45-2, 45-6



Index

11
Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド     

OL-12525-01-J

コーリング サーチ スペースの制限（表）　　45-5, 
47-6

削除　　45-7
設定　　45-3
設定値（表）　　45-4
設定の概要　　45-1

パラメータ

エンタープライズ　　21-1
関連項目　　22-6
サービス用の設定　　22-2
サービス用の表示　　22-4
設定　　22-1

番号 /パターン、ミートミー
関連項目　　58-7
検索　　58-1
削除　　58-6
設定　　58-3
設定値（表）　　58-4

ハント パイロット
関連項目　　41-14
検索　　41-2
削除　　41-5
設定　　41-4
設定値（表）　　41-6
設定の概要　　41-1

ハント リスト
回線グループの削除　　40-7
回線グループの順位の変更　　40-8
回線グループの追加　　40-6
関連項目　　40-10
検索　　40-2
削除　　40-9
設定の概要　　40-1
追加　　40-4

ひ

日付 /時間グループ
関連項目　　6-8
検索　　6-2
削除　　6-7
設定　　6-3
設定値（表）　　6-5
設定の概要　　6-1
～を使用した電話機 NTP リファレンスの設定の使  

用　　5-1

ふ

ファームウエア ロード情報
関連項目　　86-2
設定の概要　　86-1
デフォルト以外のデバイス　　86-1

物理ロケーション

関連項目　　18-5
検索　　18-2
削除　　18-4
設定　　18-3
設定値（表）　　18-4
設定の概要　　18-1

ブラウザ　　1-3
プラグイン

URL の更新　　102-3
URL の設定値（表）　　102-4
インストレーション　　102-2
関連項目　　102-4
設定の概要　　102-1

プレゼンス グループ、設定　　7-1

ほ

ボイスメール

ウィザードを使用するポートの削除　　75-8
ウィザードを使用するポートの追加　　75-7
関連項目　　74-10
新規サーバとポートの追加　　75-2
設定の概要　　74-1
プロファイルの設定の概要　　78-1
ボイスメール プロファイルの検索　　78-2
ボイスメール プロファイルの削除　　78-6
ボイスメール プロファイルの設定　　78-4
ボイスメール プロファイルの設定値（表）　　78-5
ポート ウィザード設定の概要　　75-1
ポート ウィザードの関連項目　　75-9
ポート ウィザードのデバイス情報の設定値　　

75-3
ポート ウィザードの電話番号の設定値　　75-4
ポートの検索　　74-2
ポートの削除　　74-9
ポートの設定　　74-4
ポートの設定値（表）　　74-5
メッセージ受信の概要　　76-1
メッセージ受信の設定　　76-3
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メッセージ受信番号の検索　　76-2
メッセージ受信番号の削除　　76-6

ボイスメール パイロット
関連項目　　77-6
検索　　77-2
削除　　77-5
設定　　77-3
設定値（表）　　77-4
設定の概要　　77-1

ボイスメール パイロット番号
依存関係レコード　　77-5

ボイスメール プロファイル
依存関係レコード　　78-6
関連項目　　78-7
検索　　78-2
削除　　78-6
設定　　78-4
設定値（表）　　78-5
設定の概要　　78-1

ボイスメール ポート
依存関係レコード　　74-9

ポート

Digital Access T1 の設定値（表）　　81-46
更新　　81-81
変更　　81-79

ポート、ボイスメール

検索　　74-2
削除　　74-9
設定　　74-4

み

ミートミー番号 /パターン
関連項目　　58-7
検索　　58-1
削除　　58-6
設定　　58-3
設定値（表）　　58-4
設定の概要　　58-1

め

メッセージ受信

関連項目　　76-6
設定　　76-3
設定値（表）　　76-4

設定の概要　　76-1
メッセージ受信番号の検索　　76-2
メッセージ受信番号の削除　　76-6

メディア ターミネーション ポイント
「MTP」を参照

メディア リソース グループ
関連項目　　70-7
検索　　70-2
削除　　70-6
設定　　70-3
設定値（表）　　70-5
設定の概要　　70-1

メディア リソース グループ リスト
関連項目　　71-7
検索　　71-2
削除　　71-6
設定　　71-3
設定値（表）　　71-5
設定の概要　　71-1

も

モバイル コネクト
アクセス リスト　　94-1
モバイル ボイス アクセス　　73-1
モビリティ設定　　62-1
リモート接続先　　84-1
リモート接続先プロファイル　　96-1

モバイル ボイス アクセス
IVR　　73-1
設定　　73-1
リモート接続先　　84-1
リモート接続先プロファイル　　96-1

モビリティ設定　　62-1

ゆ

ユーザ

アプリケーション

アプリケーション ユーザとデバイスとの関連 
付け　　105-18

関連項目　　105-20
クレデンシャルの管理　　105-15
クレデンシャルの設定値（表）　　105-16
検索　　105-2
削除　　105-19
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設定　　105-1, 105-3
設定値（表）　　105-7
パスワードの変更　　105-14

エンド

Cisco Unity または Cisco Unity Connection のボ      
イスメールボックスの設定　　105-5,
106-6

PIN の変更　　106-15
エクステンション モビリティ　　106-24
エンド ユーザとデバイスとの関連付け　　

106-21
関連項目　　106-27
クレデンシャルの管理　　106-16
クレデンシャルの設定値（表）　　106-17
検索　　106-2
削除　　106-25
設定　　106-4
設定値（表）　　106-8
設定の概要　　106-1
電話機との設定　　109-1
電話機との追加　　109-2
パスワードの変更　　106-14
ユーザ関連情報　　106-19

およびデバイスの設定値（表）　　109-3
ユーザ グループ
関連項目　　108-12
権限の割り当て　　108-9
検索　　108-2
削除　　108-5
説明　　108-1
追加　　108-4
ユーザの権限の表示　　108-11
ユーザの削除　　108-8
ユーザの追加　　108-6

ユーザ /電話機の追加
関連項目　　109-5
設定　　109-1
追加　　109-2

ら

ライセンス

4.2(3) から 6.0(1) への移行　　28-3
ライセンス ファイル
アップロード　　28-1, 28-8
関連項目　　28-9

取得　　28-5
内容　　28-6
ライセンス ファイルの例　　28-6

ライセンス マネージャ サービスの開始　　28-2
ライセンス ユニット レポート
関連項目　　26-2
生成　　26-2
説明　　26-1

ライセンス ユニット計算
関連項目　　27-2
計算　　27-2
説明　　27-1

リリース 6.0 へのアップグレード　　28-4
ライセンス、サードパーティ製 SIP 電話機　　B-3
ライセンス機能割り当て

関連項目　　29-6
検索　　29-2
設定値（表）　　29-6
設定の概要　　29-1
1 人のユーザに対する設定　　29-4
複数ユーザに対する設定　　29-5

り

リージョン

関連項目　　8-12
検索　　8-2
削除　　8-11
設定　　8-1, 8-3
設定値（表）　　8-7

リモート接続先　　84-1
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